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Ⅰ 本校の目的 

１．本校の使命 

本校は，学校教育法の定める高等専門学校として，深く専門の学芸を教授し，職業

に必要な能力を育成すること，並びにその教育，研究機能を活用して国際港都神戸の

産業及び文化の発展向上に寄与することを使命とする． 

 

２．本校の教育方針 

■ 人間性豊かな教育 

心身の調和のとれた，たくましい感性豊かな人間形成をめざして，教養教育の

充実をはかるとともに，スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する． 

■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，

社会に貢献できる実践的かつ創造的人材を育成する． 

■ 国際性を育てる教育 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として，世界的視野を持った，国際社会

で活躍できる人材を育成する． 

 

３．養成すべき人材像 

健康な心身と豊かな教養のもと，工学に関する基礎的な知識を身につけると同時に，

創造性も合わせ持つ国際性，問題解決能力を有する実践的技術者を養成する． 

 

４．卒業時に身につけるべき学力や資質・能力（学習・教育目標） 

(A) 工学に関する基礎知識を身につける． 

(A1) 数     学  工学的諸問題に対処する際に必要な数学の基礎知識を身につけ，

問題を解くことができる． 

(A2) 自 然 科 学  工学的諸問題に対処する際に必要な自然科学に関する基礎知識を

身につけ，問題を解くことができる． 

(A3) 情 報 技 術  工学的諸問題に対処する際に必要な情報に関する基礎知識を身に

つけ，活用することができる． 

(A4) 専 門 分 野  各学科の専門分野における工学の基礎知識・基礎技術を身につけ，

活用することができる．※詳細はp.2～p.4に記載 

 

(B) コミュニケーションの基礎的能力を身につける． 

(B1) 論理的説明  自分の意図する内容を文章及び口頭で相手に適切に伝えることが

できる． 

(B2) 質 疑 応 答  自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる． 

(B3) 日 常 英 語  日常的な話題に関する平易な英語の文章を読み，聞いて，その内

容を理解することができる． 

(B4) 技 術 英 語  英語で書かれた平易な技術的文章の内容を理解し，日本語で説明

することができる． 

 



 - 2 - 

(C) 複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身につける． 

(C1) 応 用･解 析  工学的基礎知識を工学的諸問題に応用して，得られた結果を的確

に解析することができる． 

(C2) 複 合･解 決  与えられた課題に対して，工学的基礎知識を応用し，かつ情報を

収集して戦略を立て，解決できる． 

(C3) 体 力･教 養  技術者として活動するために必要な体力や一般教養の基礎を身に

つける． 

(C4) 協 調･報 告  与えられた実験テーマに対してグループで協調して挑み，期日内

に解決して報告書を書くことができる． 

 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける． 

(D1) 技術者倫理  工学技術が社会や自然に与える影響および技術者が負う倫理的責

任を理解することができる． 

(D2) 異文化理解  異文化を理解し，多面的に物事を考えることができる． 

 

 

 

※学習・教育目標（A4：専門分野） 

[機械工学科] 

①機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身に付

け，活用できる． 

②機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身に

つけ，活用できる． 

・熱および流体の諸性質を理解し，対象とする熱流体の物性値を定めることができる． 

・熱流体に関する諸定理を理解し，それを用いて熱流動現象を説明できる． 

・各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し，エネルギー・環境問題を念頭におき

ながら，目的に応じた応用技術・システムを構築できる． 

③機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ，

活用できる． 

・設計，製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ活用できる． 

・設計，製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ活用できる． 

④機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・機械工作に関連する基本作業を習得し，実用に応じた加工ができる． 

・機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し，設計・生産分野における技術課題に対応

できる． 

・生産システムに必要な基礎知識を理解し，生産管理や生産技術として活用できる． 
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[電気工学科] 

①電気電子工学分野に関する基礎知識を身に付け，活用できる． 

・電気および磁気に関する諸現象と諸定理を理解し，それらを説明できる． 

・電気回路や電子回路の解析ができ，基本的な回路を組み活用できる． 

・コンピュータ・リテラシーと基本的なプログラミング技術を身に付け，活用できる． 

②電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け，活用できる． 

・電気電子材料における原子集合としての諸現象と諸定理を理解し，それらを説明できる． 

・電気電子材料の特性を理解し，電気電子素子を活用できる． 

③計測や制御に関する基礎知識を身に付け，活用できる． 

・計測機器のしくみを理解し，適切な使用ができる． 

・計測システムを構築し，計測データの処理ができる． 

・制御システムを解析でき，基本的なシステムを組み活用できる． 

④エネルギー，電気機器，設備に関する基礎知識を身に付け，活用できる． 

・電気エネルギーの発生と輸送のしくみを理解し，環境や信頼性を考慮した電気設備の基

礎知識を身に付ける． 

・電気機器の仕組みを理解し，用途に応じて適切な機器を使用できる． 

 

[電子工学科] 

①電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・電界および磁界に関する諸定理を理解し，それらによって生じる物理現象を説明できる． 

・電気回路や電子回路の動作を理解し，基本的な回路を設計できる． 

・工学系に必要な情報リテラシーと基本的なプログラミング技術を身につける．  

②物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・電子部品や電子素子(電子デバイス)に使用される材料の特徴を理解し,取り扱うことがで

きる． 

・電子部品や電子素子のしくみと特性を理解し，活用できる． 

③計測や制御に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・計測機器のしくみを理解し，適切な使用ができる． 

・自動計測システムを構築し，計測データの処理ができる． 

・電子制御システムを理解し，簡単なシステムを構成できる． 

④情報や通信に関するに関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・コンピュータおよび周辺ハードウェアのしくみを理解し，基本的な回路を設計できる． 

・コンピュータソフトウェアを利用活用でき，開発できる． 

・情報ネットワークのしくみを理解し，小規模なネットワークを構築できる． 
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[応用化学科] 

①有機化学関連分野に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・代表的な有機化合物の構造・性質・反応性について説明できる． 

・各種スペクトルの原理を理解し，解析に利用できる． 

・有機化学反応を電子論や分子構造に基づいて反応機構を解説できる． 

②無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・主な無機化合物の製法や性質を説明できる． 

・容量分析や代表的な分析機器の使用法を習得し，その解析ができる． 

③物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・化学熱力学の基礎概念を理解し，それらの応用としての相平衡関係について説明できる． 

・反応速度式や量子理論の基礎を理解し，それらを用いて各種現象の説明ができる． 

④化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・拡散単位操作の物理化学的基礎を理解し，各種装置の基本的な設計ができる． 

・移動現象の基礎理論を理解し，装置設計に活用できる． 

・反応工学の基礎理論を理解し，反応モデルや反応器の種類に応じた反応器の基本設計が

できる． 

⑤生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・生物を構成する生体分子の種類，構造について理解し，生合成過程を説明できる． 

・遺伝子組み換え技術の応用例を理解し，有用性と問題点について説明できる． 

 

[都市工学科] 

①設計に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・測量に関する理論を理解し，測量技術を身につける． 

・設計製図に関する理論を理解し，図面作成技術を身につける． 

・情報処理，CAD に関する理論を理解し，設計に活用できる． 

②力学に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・応用物理に関する理論を理解し，力学の解析に活用できる． 

・構造力学，水理学，土質力学に関する諸定理を理解し，基礎的解析ができる． 

③施工に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・コンクリート工学，材料学に関する理論を理解し，基礎的な施工技術を身につける． 

・施工管理学に関する理論を理解し，施工に対して活用できる． 

・防災に関する理論を理解し，施工に対して活用できる． 

④環境に関する基礎知識を身につけ，活用できる． 

・都市環境，環境水工，環境生態に関する理論を理解し，建設に対して活用できる． 

・都市交通に関する理論を理解し，交通データの処理ができる． 

・デザイン，景観に関する理論を理解し，建設に対して活用できる． 
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Ⅱ 本校の教育組織 

校長 伊藤　文平

一般科目

土居 文人 教　授 国語

吉川 敏郎 教　授 国語 相談室相談員

高橋 秀実 教　授 政治経済・経済学

手代木 陽 教　授 倫理 教務副主事

町田 吉隆 教　授 歴史・世界史 学生副主事

八百 俊介 教　授 地理・社会科学特講 広報室長

深見 貴成 准教授 地理・日本史 機械工学科2年B組担任

石塚 正洋 教　授 数学Ⅱ 相談室長

末次 武明 教　授 数学Ⅰ・数学Ⅱ・確率統計

八木 善彦 教　授 数学Ⅰ・数学Ⅱ 応用化学科2年担任

児玉 宏児 教　授 数学Ⅰ・数学Ⅱ 総合情報副センター長

横山 卓司 教　授 数学Ⅰ・応用数学Ⅰ・応用数学Ⅱ

菅野 聡子 准教授 数学Ⅰ

吉村 弥子 准教授 数学Ⅰ・数学Ⅱ

北村 知徳 准教授 数学Ⅰ 電子工学科2年担任

大多喜 重明 教　授 物理・応用物理

佐藤 洋俊 准教授 化学 電気工学科1年担任

一瀬 昌嗣 准教授 物理・応用物理 総合情報副センター長

福本 晃造 准教授 化学 都市工学科1年担任

谷口 博 講　師 物理・応用物理

中川　一穂 教　授 保健・体育 一般科長

寺田　雅裕 教　授 保健・体育 学生副主事

小森田　敏 教　授 保健・体育 機械工学科1年A組担任 / 1学年主任

春名　　桂 准教授 保健・体育 電子工学科1年担任

折附 良啓 教　授 英語・英語演習

前田 誠一郎 教　授 英語・英語演習 応用化学科3年担任

柳生 成世 教　授 英語・英語演習 機械工学科1年B組担任

田口 純子 教　授 英語・英語演習 機械工学科2年A組担任 / 2学年主任

今里 典子 教　授 英語・人文科学特講

今村 一博 准教授 英語・英語演習 応用化学科1年担任

上垣 宗明 准教授 英語演習 学生副主事

英語

数学

国語

社会

理科

保健

体育

専門科目

吉本 隆光 教　授 機械実習・設計製図・工業熱力学・エネルギー変換工学・機械工学実験

中辻 武 教　授 応用機械設計・設計製図・機械工学概論・機械設計・機械工学実験 機械工学科長

小林 滋 教　授 応用数学ⅠA・応用数学ⅠB・機械工学概論・機械工学実験 地域協働研究センター長

赤対 秀明 教　授 流体工学・機械工学概論・工業英語・機械工学実験 教務主事 (教育担当)

斎藤 茂 教　授 機械工作法・設計製図・創造設計製作・精密加工学・加工工学・機械実習・機械工学実験・工作機械

小林 洋二 教　授 情報基礎・情報処理・線形システム理論・機械工学実験 総合情報副センター長

長 保浩 教　授 応用数学Ⅱ・工業英語・自動制御・機械工学実験

西田 真之 教　授 材料工学・材料力学Ⅱ・機械工学実験

宮本　猛 教　授 機械実習・加工工学・設計製図・機械工学実験 学生副主事

石崎 繁利 教　授 電気・電子回路・学外実習・電子工学概論・機械工学実験・学外実習 機械工学科4年C組担任

尾崎 純一 教　授 設計製図・機械工学概論・加工工学・機械力学Ⅰ・工業力学・創造設計製作・機械実習 広報副室長

和田 明浩 教　授 材料力学・機械実習・材料力学I・機械工学実験 機械工学科3年D組担任 / 3学年主任

田口 秀文 准教授 電気工学・自動制御・機械工学実験

朝倉 義裕 准教授 情報基礎・情報処理・数値計算法・機械力学Ⅱ・機械工学実験・情報工学 教務副主事

東 義隆 准教授 設計製図・機械実習・創造設計製作・機械工学実験・生産工学・生産システム・機械工学概論 機械工学科5年D組担任

早稲田 一嘉 准教授 情報基礎・材料力学特論・材料工学・機械実習・機械工学実験 教務副主事

熊野 智之 准教授 情報基礎・設計製図・応用物理・図学・製図・機械工学実験・機械工学概論 機械システム工学専攻主任

黒住 亮太 講　師 機械設計・機構学・設計製図・機械実習・創造設計製作・機械工学実験・学外実習 機械工学科4年D組担任

鈴木 隆起 講　師 情報基礎・工業力学・流体工学・情報処理・機械工学実験 機械工学科5年C組担任

柴原 誠 講　師 設計製図・工業熱力学・機械工学実験 機械工学科3年C組担任

竹谷　吉旦 技術職員

国重　英俊 技術職員

寺脇　正夫 技術職員

小森　忠雄 技術職員

機械

工学科
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森田 二朗 教　授 電気製図Ⅱ・電気数学Ⅱ・電気磁気学Ⅱ・電気磁気学Ⅲ・電気法規及び電気施設管理・電気工学実験実習 電気工学科長

津吉 彰 教　授 電気回路Ⅰ・学外実習・電気回路Ⅲ・発変電工学・電気工学実験実習 電気工学科4年担任 / 4学年主任 / 電気工学科就職担当

佐藤 徹哉 教　授 ディジタル電子回路・工業英語Ⅰ・電子回路Ⅰ・電子回路Ⅱ・電気工学実験実習 電気工学科5年担任 / 5学年主任

道平 雅一 教　授 基礎電気工学・制御工学・制御工学Ⅰ・パワーエレクトロニクス・電気工学実験実習 副専攻科長

茂木 進一 准教授 数値解析・送配電工学・電気工学実験実習

赤松 浩 准教授 情報基礎・情報処理Ⅱ・電気磁気学Ⅰ・放電現象・電気工学実験実習 電気電子工学専攻主任

加藤 真嗣 准教授 電気数学Ⅰ・電気機器Ⅰ・電気機器Ⅱ・電気機器Ⅲ・電気工学実験実習 教務副主事

市川 和典 准教授 電子工学・半導体工学・電気材料・電気工学実験実習

中村 佳敬 講　師 情報基礎・情報処理Ⅰ・応用数学Ⅱ・通信工学Ⅱ・電気工学実験実習 電気工学科2年担任

南 政孝 助　教 電気製図Ⅰ・電気計測・計測工学・電気工学実験実習

長谷川　央 技術職員

中村　透 技術職員

若林 茂 教　授 プログラミングⅠ・ソフトウェア工学・電子工学実験実習 電子工学科長

笠井 正三郎 教　授 応用数学・制御工学Ⅱ・電子工学実験実習 総合情報センター長 / 図書館長

荻原 昭文 教　授 電気回路Ⅰ・電気回路Ⅲ・学外実習・光エレクトロニクス・電子工学実験実習 電子工学科4年担任

橋本 好幸 教　授 電気回路Ⅰ・電気磁気学Ⅰ・電気磁気学Ⅱ・電子工学実験実習 教務主事 (研究担当) / 専攻科長

戸崎 哲也 准教授 論理回路・プログラミングⅡ・電子工学実験実習 総合情報副センター長

西 敬生 准教授 電子デバイス・半導体工学・電子工学実験実習 電子工学科5年担任

小矢 美晴 准教授 通信方式・電子回路Ⅱ・電子工学実験実習 学生副主事

藤本 健司 准教授 情報基礎・情報通信ネットワーク・電子工学実験実習

長谷 芳樹 准教授 電子回路Ⅰ・電子工学序論・電子応用・電子工学実験実習 電子工学科3年担任

尾山 匡浩 講　師 電気回路Ⅱ・画像処理・電子工学実験実習

小幡　欣矢 技術職員

山中　康之 技術職員

杉 廣志 教　授 化学工学Ⅰ・化学工学Ⅱ・化学工学量論・応用化学実験Ⅲ

根津 豊彦 教　授 分析化学Ⅱ・環境化学・応用有機化学Ⅰ・応用化学実験Ⅰ・応用化学実験Ⅱ・応用化学実験Ⅲ 応用化学科長

大淵 真一 教　授 有機化学Ⅰ・有機合成化学・エネルギー工学・応用化学実験Ⅱ・応用化学実験Ⅲ 学生主事

九鬼 導隆 教　授 応用物理Ⅰ・応用物理Ⅱ・物理化学Ⅱ・情報処理Ⅱ・応用化学実験Ⅱ・応用化学実験Ⅲ

渡辺 昭敬 准教授 物理化学Ⅰ・物理化学Ⅱ・情報処理Ⅰ学外実習・応用化学実験Ⅱ 応用化学科4年担任

宮下 芳太郎 准教授 情報基礎・無機化学Ⅰ・無機化学Ⅱ・応用化学実験Ⅰ・応用化学実験Ⅲ 広報副室長 / 応用化学科5年担任

根本 忠将 准教授 高分子化学・化学英語・基礎化学実験・材料化学・応用化学実験Ⅱ 地域協働研究副センター長 / 応用化学専攻主任

小泉 拓也 准教授 有機化学Ⅱ・有機合成化学・応用有機化学Ⅰ・応用有機化学Ⅱ・応用化学実験Ⅱ

下村 憲司朗 准教授 生物化学Ⅰ・生物化学Ⅱ・生物工学・基礎化学実験・応用化学実験Ⅲ

安田 佳祐 助　教 分析化学Ⅰ・無機化学Ⅱ・応用化学実験Ⅰ

増田 興司 助　教 化学工学Ⅰ・化学工学Ⅱ・応用物理Ⅰ・応用化学実験Ⅲ・基礎化学実験

向村　一晃 技術職員

高橋　　晋 技術職員

酒造 敏廣 教　授 構造力学Ⅰ・橋梁工学・都市工学実験実習

辻本 剛三 教　授 水理学・応用数学Ⅰ・都市工学実験実習 都市工学科長

橋本 渉一 特任教授 都市システム工学・土木・建築設計製図I・土木・建築設計製図Ⅱ・数理計画学・交通システム工学・施工管理学・都市工学実験実習

高科 豊 准教授 材料学・コンクリート工学・土木・建築設計製図Ⅱ・都市工学実験実習 S３担任

鳥居 宣之 准教授 土質力学Ⅰ・応用数学Ⅰ・土質力学・学外実習・都市工学実験実習

柿木 哲哉 准教授 情報処理・都市環境工学Ⅰ・都市環境工学Ⅱ・環境水工学Ⅱ・都市工学実験実習 教務副主事

上中 宏二郎 准教授 構造力学Ⅱ・情報数値解析・都市工学実験実習 S４担任

宇野 宏司 准教授 水理学・環境水工学Ⅰ・環境生態・防災工学・都市工学実験実習

亀屋 惠三子 准教授 設計製図・デザイン工学・ＣＡＤ基礎・応用ＣＡＤ・景観工学・都市工学実験実習

髙田 知紀 助　教 情報処理・測量学・都市情報工学・都市工学実験実習 学生副主事

谷口　善則 技術職員

上月　秋生 技術職員

都市

工学科

電子

工学科

電気

工学科

応用

化学科
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Ⅲ 授業科目の履修について 

 

下記に「学生便覧」の「学業成績評価及び進級並びに卒業認定に関する規程」について

抜粋した条文を掲載する．それ以外の条文についても学生諸君にとって修学上関係の深い

諸規則なので，別途配布されている「学生便覧」を必読すること． 

 

 

第１章 総   則 

 

第１条 この規程は神戸市立工業高等専門学校における試験・学業成績の評価・進級及び

卒業の認定について定める． 

 

第２章 単 位 数 

 

第 2 条 単位数は，次のとおりとする． 

(1) 学修単位Ⅰ 1 単位は 30 単位時間の授業を行う． 

(2) 学修単位Ⅱ 1 単位を 45 時間の学修を必要とする内容とし，15 単位時間の授業を行   

う． 

(3) 学修単位Ⅲ 1 単位を 45 時間の学修を必要とする内容とし，30 単位時間の授業を行

う． 

なお，50 分の授業は 1 単位時間，90 分の授業は 2 単位時間として扱う． 

 1～3 学年の授業科目の単位数は学修単位Ⅰを適用．4～5 学年の授業科目の単位数は学

修単位Ⅰ，学修単位Ⅱ及び学修単位Ⅲで構成する． 

 

第３章 試   験 

 

第 3 条 試験は，定期試験，中間試験及び必要に応じて随時，臨時試験を行うものとする． 

2 定期試験及び中間試験は，期日を定めて実施するものとし，試験の開始 10 日前まで   

 に，試験科目及び時間表を学生に発表する． 

第 4 条 定期試験及び中間試験を病気・忌引などその他やむを得ない理由で受験できなか

った学生に対しては追試験を行うことができる． 

2 追試験の成績は，その試験成績の原則 80％で評価する． 

3 感染症による出席停止の場合は，100％で評価する． 

第 5 条 故意に試験を忌避したと認められた者は，当該試験の成績を 0 点とする． 

2 試験中，不正行為を行った者は，当該試験期間中の全科目の試験成績を 0 点とする． 
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第４章 学業成績の評価 

 

第 6 条 年間欠課時数が年間授業総時間の 1／3 を超えない科目を「履修科目」とし，「評

価」を行う．1／3 を超える科目は「不履修科目」とし，評価は行わない． 

第 7 条 学業成績の評価は，各授業科目ごとに，試験の成績及び平素の成績を総合して行

う． 

2 試験成績は，定期試験，中間試験により評価するものとする． 

3 平素の成績は，学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評価

するものとする． 

4 学年成績の評価は，各学期末の学業成績を総合して行う．ただし，前期のみ又は後期の

みで修了する科目については，学期末の学業成績を学年成績とする． 

第 8 条 科目担当教員は，必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えるこ 

とができる． 

第 9 条 科目担当教員が二人以上のときの学業成績は，当該担当教員が協議してその評価

を行う． 

第 10 条 学業成績は 100 点法により評価し，60 点以上の科目は単位の「修得」を認定す

る．評価が 60 点未満は「未修得」となる． 

2 卒業研究の評価は，優，良，可及び不可の区別で行う． 

3 学外実習を修得した場合の評価は，認定となる． 

4 学業成績の優，良，可及び不可の評語の区分は次の通りとする． 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 試験についての注意事項 

 

１．受験上の注意事項（定期試験・中間試験・追試験） 

① 中間試験は授業時間，定期試験は学校行事として扱うものとする． 

② 試験教室では，監督の先生に指示された座席で受験すること． 

机は原則として６列に並べ，特に指示のない場合は窓側の前から出席番号順に着席

すること． 

③ 試験開始後，30 分以上遅刻してきた者は受験できない．また，試験開始後 30 分以

内は退室できない．尚，延着証明は遅刻を免除するためのものであり，試験に関し

学　業　成　績 評　　語

80点～100点 優

70点～79点 良

60点～69点 可

0点～59点 不可  
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て特別に扱うことはない．ただし，両主事判断により特別措置を講じることもある． 

④ 教室での受験が物理的に不可能な場合は，両主事の判断による別室受験を認めるこ

ともある． 

⑤ 鉛筆（シャープペンシル）・消しゴムのほか，許可されたもの以外の使用は認めな

い．また，電卓など持ち込みを許可された物の貸し借りはしないこと． 

⑥ 机の中には何も入れないこと．持ち物は，教室の前後に置くか，または机のフック

に掛けておくこと．また，下敷などを使用する場合には，あらかじめ監督の先生の

許可を得ておくこと． 

⑦ 試験中，いったん退室した者の再入室は認めない．試験が終了しても答案用紙の回

収が済むまで教室への再入室はできない． 

⑧ 廊下での試験の待機は他の受験者への迷惑となるので，他所（食堂・図書館等）を

利用すること． 

⑨ 授業中と同様，携帯電話，PHS のスイッチは切っておくこと． 

⑩ 試験監督からの終了の合図の後は速やかに筆記用具を置くこと． 

⑪ 答案用紙の回収は，最後尾の学生のみが行い，その他の学生は試験監督の指示があ

るまで絶対に席を立たず，静かに待機すること． 

 

２．試験における不正行為 

［I］以下の行為は不正行為（カンニング）とみなす． 

① 予め机などに書き込んだり，またはカンニングペーパーなどを用意すること．また，

それらを参照すること． 

② 使用を許可されていないノート，テキスト，参考書，辞書などを参照すること． 

③ 許可された場合を除き，電卓に式，数値などをあらかじめ記憶させておき，参照す

ること． 

④ 答案を互いに交換すること． 

⑤ 他人の答案を写し取ったり，写させたりすること． 

⑥ 試験中に私語をすること． 

⑦ 他人に受験を依頼すること． 

⑧ 試験中不審な行為をし，監督の先生の指示に従わないこと． 

⑨ 以上に類する行為をすること． 

 

［II］不正行為をした場合には，以後の受験は認めない．         

当該学生は監督の先生の指示を受けること．なお，当該試験期間の全試験科目は 0

点となる．更に，１週間の停学処分（初回）となる． 

 

 

３．追試験 

① 中間・定期試験を病気・忌引など，やむを得ない理由で欠席した試験科目の追試験
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を希望する学生は，追試験受験願書（所定の用紙）にその欠席理由を証明する書

類等を添え，事務室学生係に提出すること．教務主事が可否を決定する． 

② 追試験が認められる理由は以下のような場合である． 

（イ） 病気・負傷（医師の診断書，薬袋等が必要） 

（ロ） 忌引（三親等以内） 

（ハ） 天災・交通機関等の障害（証明書を必要とする場合がある） 

（ニ） 就職・編入学受験（証明する書類等が必要） 

（ホ） 以上に相当する理由のある場合 

③ 追試験許可者には，教科担当教官宛の「追試験実施依頼書」を発行する． 

追試験の実施日・時間等については，教科担当教官から直接指示を受けること．た

だし，非常勤講師の担当科目の場合はクラス担任から指示を受けること． 

④ 追試験の成績は，その試験成績の原則 80%で評価する．ただし，以下の場合につい

ては追試験の成績は 100％で評価する． 

ア インフルエンザなど学校保健安全法施行規則第 18 条にかかげる第 1種・第２

種・第３種感染症による出席停止に伴う追試験（学生便覧 P.76 参照） 

イ 忌引（二親等以内）に伴う追試験 

 

４．再評価 

① 進級認定会議の結果，不合格となった科目の再評価を許可された学生は，不合格科

目の再評価を受けることができる．なお，選択科目については再試験の科目を指定

することがある． 

② 再評価で許可された学生が再評価を受けるためには，各自所定の申請を行う必要が

ある．前期修了科目の内，必修科目については後期に再評価を受けることができる． 

③ 学年末には，５年生は再評価許可となった学生氏名，科目名をクラス担任が該当学

生に連絡するので各自確認すること．試験実施期日・時間，場所等についても各自

確認すること． 

④ 再評価合格による成績の評価は，60 点となる． 

 

５．防災警報および交通機関スト時の定期試験の取り扱い 

『試験の場合の取り扱いは，通常の授業の場合と異なるので，注意すること．』 

 兵庫県の阪神又は播磨南東部に「暴風警報・大雨警報又は洪水警報」が発令された

とき，または JR 西日本（大阪－姫路間），神戸市営地下鉄の「スト」の場合の処置は

以下のとおりとする． 

① 午前 7時までに警報が解除された場合，またはストが解決した場合は，平常どおり

9 時から試験を実施する． 

② 午前 10 時までに警報が解除された場合，またはストが解決した場合は，その日の

試験を午後に移動して，午後 1時より実施する．当日，午後に予定されている試験

については，後日，連絡する． 
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③ 午前 10 時までに警報が解除されない場合，またはストが解決しない場合は自宅学

習日とする．また，その日の試験は試験最終日の次の日に（試験最終日が金曜日の

場合は翌週の月曜日）移動して，試験期間を１日延長し，実施する． 

④ 山陽電鉄，神戸電鉄，阪急電鉄，阪神電鉄のいずれかがストのときには，開始時間

を午前 10時からに移動して，実施する．（３限目以降の試験は午後 1 時より行う．） 

⑤ その他の交通機関がストの場合は，平常どおり 9時から試験を実施する． 

⑥ 試験中に警報が発令された場合には，教務主事の判断によって措置する． 

 

Ⅴ 感染症による学生の出席停止期間 

 

出席停止の期間の基準を以下の表に定めるが，学生が下記病気のため欠席したときは，

出席停止届に医師の登校証明書を添付のうえ届け出るものとする． 

 

 

エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，痘そう，

南米出血熱，ペスト，マールブルグ病，ラッサ熱，

急性灰白髄炎，ジフテリア，重症急性呼吸器症候群

（病原体がコロナウィルス属SARSコロナウィルスで

あるものに限る）及び鳥インフルエンザ（病原体が

インフルエンザウィルスA属インフルエンザAウィルス

であってその血清亜型がH5N1であるものに限る。）

以後「鳥インフルエンザ(H5N1)」という

腸チフス，パラチフス，流行性角結膜炎，

第

２

種

第

３

種

病名 期間の基準

治癒するまで

コレラ，細菌性赤痢，腸管出血性大腸菌感染症，

急性出血性結膜炎，その他の感染症

病状により学校医その他の医師において

第

１

種

インフルエンザ（鳥インフルエンザ(H5N1) を除く。） 解熱した後２日を経過するまで

百日咳 特有の咳が消失するまで

麻しん 解熱した後３日を経過するまで

流行性耳下腺炎 耳下腺の腫脹が消失するまで

風しん 発しんが消失するまで

感染のおそれがないと認めるまで

水痘

咽頭結膜熱

髄膜炎菌性髄膜炎

すべての発しんが痂皮化するまで

主要症状が消退した後２日を経過するまで

結核
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Ⅵ 諸手続一覧 

 

種　　　　　類 用紙の交付 提　出　先 時　　期

追試験受験願 学生係 担任 --> 学生係

病気・忌引等により中間・定期

試験を受験できなかった場合

未修得科目再評価申請書 学生係 教科担当者 --> 担任 所定の期間

未修得科目再評価申請書（非常勤） 学生係 学生係 --> 担任 所定の期間

再履修免除申請書 学生係 担任 --> 教科担当者 --> 担任 ４・５年生で所定の期間

選択科目受講辞退願書 学生係 担任 --> 学生係 ４・５年生で所定の期間

選択科目追加履修申請書 学生係 担任 --> 学生係 ４・５年生で所定の期間

公用欠席届 学生係 担任（クラブは顧問） その都度

出席停止届 学生係 担任 --> 学生係 その都度

遅刻免除願 事務室前カウンター 事務室前カウンター 遅刻当日の昼休み

 

 

Ⅶ 行事予定表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　前　期　前　期　前　期　前　期 　後　期　後　期　後　期　後　期

　　４月　　４月　　４月　　４月 　１０月　１０月　１０月　１０月

　１１月　１１月　１１月　１１月

　　５月　　５月　　５月　　５月

　１２月　１２月　１２月　１２月

　  ６月　  ６月　  ６月　  ６月

　　１月　　１月　　１月　　１月

　　７月　　７月　　７月　　７月

　　２月　　２月　　２月　　２月

　　８月　　８月　　８月　　８月

　　３月　　３月　　３月　　３月

　　９月　　９月　　９月　　９月

オープンキャンパス

 　　　    行　　    事 　　　    行　　    事 　　　    行　　    事 　　　    行　　    事

 始業式・入学式

身体測定

１年オリエンテーション

保護者向け授業公開

スポーツ大会

創立記念日

 中間試験

前期専攻科入試

夏季休業日（7/21-8/31）

定期試験

(編入試)

1年野外活動

保護者会

2～5年学年学科行事

 　　　    行　　    事 　　　    行　　    事 　　　    行　　    事 　　　    行　　    事

学年学科行事

後期専攻科入試

ロボットコンテスト近畿地区大会

高専祭

(産学官フォーラム)

教員向け授業公開

研修旅行

中間試験

冬季休業日(12/24-1/5)

3年学習達成度試験

(推薦入試)

定期試験

(学力入試)

学年末・春季休業日（3/20-3/31・4/1-4/6）

テスト返却・達成度アンケート入力

卒研発表会

終業式

卒業式
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Ⅷ 概要・系統図 

                                    

機械機械機械機械工学科工学科工学科工学科((((Department of Mechanical EngineeringDepartment of Mechanical EngineeringDepartment of Mechanical EngineeringDepartment of Mechanical Engineering)))) 

 

    

1.1.1.1.    養成すべき人材像養成すべき人材像養成すべき人材像養成すべき人材像    

数学、自然科学、情報処理技術、計測技術、電気電子技術、加工技術、設計法等の基礎技術を習得し、

豊かな一般教養のもと、創造性も合わせ持つ柔軟な思考を有し、設計や製作ができる実践的技術者を養

成する。 

 

2.2.2.2.    教育の特徴教育の特徴教育の特徴教育の特徴    

準学士課程では、座学と実習系科目を科目間の連携に配慮して配置し、専門分野の基礎を教授するこ

とによって実践的技術者の養成を目指している。座学では、専門分野の基礎知識と機械工学における基

本的な考え方を身につけ、実習系科目では、製図やコンピュータ演習によってイメージの表現能力や情

報伝達能力を養っている。「機械実習」では、種々の工作機械や測定機器の操作方法を身につけ、３学

年での「創造設計製作」において座学と実学の融合をはかっている。また、ロボットコンテスト、レス

キュ－ロボットコンテスト、ソ－ラ－カ－競技などの各種競技会へ積極的に参加することによって実践

力を育成している。さらに、「機械工学実験」を通して解析・設計に要求されるデータ処理能力と論理

的な思考能力を養うことに力を入れている。これらの集大成として、卒業研究で、課題の理解、解決策

の検討と実行、結果の評価と発表などのプロセスを踏むことによって、即戦力となる実践的技術者の養

成をはかっている。    

3.3.3.3.    学習・教育目標学習・教育目標学習・教育目標学習・教育目標    

①機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身に付け、活用

できる。 

②機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身につけ、活用

できる。 

・熱および流体の諸性質を理解し、対象とする熱流体の物性値を定めることができる。 

・熱流体に関する諸定理を理解し、それを用いて熱流動現象を説明できる。 

・各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し、エネルギー・環境問題を念頭におきながら、

目的に応じた応用技術・システムを構築できる。 

③機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ活用できる。 

・設計、製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ活用できる。 

④機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・機械工作に関連する基本作業を習得し、実用に応じた加工ができる。 

・機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し、設計・生産分野における技術課題に対応できる。 

・生産システムに必要な基礎知識を理解し、生産管理や生産技術として活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２年生 

２クラス共通の授業 

３～５年生 

コース別授業 

＜設計システムコース＞ 

高性能な機械や装置を開

発・設計する能力を持つ機械

エンジニアを養成する。 

＜システム制御コース＞ 

メカトロニクス等の分野に関

する専門的知識及び技術に精

通する機械エンジニアを養成

する。 
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機械工学科設計システムコースの教育課程の体系性と科目系統図（H25年度開講）

本科１年 本科2年 本科3年

前期 後期 前期 後期

数学Ⅰ 数学Ⅰ 数学Ⅰ 応用数学ⅠA 応用数学ⅠB

数学Ⅱ 数学Ⅱ 応用数学Ⅱ 応用数学Ⅱ

確率統計

物理 物理 応用物理 応用物理 電子工学概論

物理

化学 化学 工業力学 機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ

生物

情報基礎 情報処理 数値計算法セ 情報処理

材料力学 材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ 材料力学特論セ

材料工学 材料工学

機械工学概論 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

工業熱力学 工業熱力学 工業熱力学 エネルギー変換工学セ

流体工学 流体工学 流体工学

機械工学概論 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

自動制御 自動制御

電気工学 電子工学概論

機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ

計測工学 計測工学 ロボット工学セ

機械工学概論 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

機械設計 応用機械設計 応用機械設計

機構学

工作機械 生産工学

機械工作法 加工工学 精密加工学セ

設計製図 設計製図 設計製図 設計製図 設計製図 設計製図 設計製図

機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ

機械工学概論 創造設計製作

機械実習 機械実習 機械実習 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

論理学

国語 国語 国語 国語

創造設計製作 卒業研究 卒業研究

機械実習 機械実習 機械実習 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

卒業研究 卒業研究

英語演習 英語演習 英語演習 英語演習 英語演習

英語 英語 英語

英語演習 英語演習 英語演習 英語演習

工業英語 工業英語

機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

卒業研究 卒業研究

設計製図 設計製図

学外実習セ

保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育

歴史 歴史 社会科学特講☆ 社会科学特講☆

地理 倫理 哲学☆ 哲学☆

芸術 政治経済 人文科学特講☆ 人文科学特講☆

日本史☆ 日本史☆

世界史☆ 世界史☆

経済学☆ 経済学☆

機械実習 機械実習 機械実習 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

創造設計製作

電子工学概論

倫理 環境工学セ 生産工学

学外実習セ

創造設計製作 設計製図 設計製図

機械実習 機械実習 機械実習 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

英語演習

社会科学特講☆ 社会科学特講☆

英語 英語 英語 哲学☆ 哲学☆

　　　(国際コミュニケーション） 日本史☆ 日本史☆

ドイツ語☆ ドイツ語☆ 世界史☆ 世界史☆

中国語☆ 中国語☆ 人文科学特講☆ 人文科学特講☆

韓国語☆ 韓国語☆ 経済学☆ 経済学☆

備考　　◎は学習・教育目標に主体的に関与する科目　○は学習・教育目標に付随的に関与する科目　セは選択科目　　☆は並行開講科目で選択必修（各1科目）となる主要科目

授　　業　　科　　目　　名

本科４年 本科５年学習・教育目標

(A-2)

自然科学

(A-3)

情報技術

(A-4-M1)

材料

(C-3)

体力・教養

(C-4)

協調・報告書

(B-2)

質疑

(B-1)

論理的説明

(A-1)

数学

(A-4-M4)

設計・生産

(B-3)

日常英語

(A-4-M2)

熱・流体

(A-4-M3)

計測・制御

(D-2)

異文化

(D-1)

倫理

(B-4)

技術英語

(C-1)

応用・解析

(C-2)

複合・解決
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機械工学科システム制御コースの教育課程の体系性と科目系統図（H25年度開講）

本科１年 本科2年 本科3年

前期 後期 前期 後期

数学Ⅰ 数学Ⅰ 数学Ⅰ 応用数学ⅠA 応用数学ⅠB

数学Ⅱ 数学Ⅱ 応用数学Ⅱ 応用数学Ⅱ

確率統計

物理 物理 応用物理 応用物理

物理

工業力学 機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ

化学 化学 電気電子回路

生物

情報基礎 情報処理 情報工学 数値計算法セ 情報処理

材料工学 材料力学 材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ 材料力学特論セ

機械工学概論 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

工業熱力学 工業熱力学 工業熱力学 エネルギー変換工学セ

流体工学 流体工学 流体工学

機械工学概論 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

電気工学 電子工学概論

電気電子回路

計測工学 計測工学 応用計測

情報工学

機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ ロボット工学セ

自動制御 自動制御 線形システム理論 線形システム理論

制御機器 制御機器

機械工学概論 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

生産システム

機械工作法 加工工学 精密加工学セ

設計製図 設計製図 設計製図 設計製図 設計製図 設計製図 設計製図

機械設計

機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ

機械工学概論 創造設計製作

機械実習 機械実習 機械実習 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

国語 国語 国語 国語

創造設計製作

機械実習 機械実習 機械実習 卒業研究 卒業研究

機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

卒業研究 卒業研究

英語演習 英語演習 英語演習 英語演習 英語演習

英語 英語 英語

英語演習 英語演習 英語演習 英語演習

工業英語 工業英語

機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

卒業研究 卒業研究

設計製図 設計製図

学外実習セ

保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育 保健・体育

歴史 歴史 社会科学特講☆ 社会科学特講☆

地理 倫理 哲学☆ 哲学☆

芸術 政治経済 人文科学特講☆ 人文科学特講☆

日本史☆ 日本史☆

世界史☆ 世界史☆

経済学☆ 経済学☆

機械実習 機械実習 機械実習 機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

創造設計製作

倫理 環境工学セ 生産システム

電気電子回路 電子工学概論

創造設計製作 学外実習セ

機械実習 機械実習 機械実習 設計製図 設計製図

機械工学実験 機械工学実験 機械工学実験

英語演習

英語 英語 英語 社会科学特講☆ 社会科学特講☆

哲学☆ 哲学☆

　　　(国際コミュニケーション） 日本史☆ 日本史☆

ドイツ語☆ ドイツ語☆ 世界史☆ 世界史☆

中国語☆ 中国語☆ 人文科学特講☆ 人文科学特講☆

韓国語☆ 韓国語☆ 経済学☆ 経済学☆

備考　　◎は学習・教育目標に主体的に関与する科目　○は学習・教育目標に付随的に関与する科目　セは選択科目　　☆は並行開講科目で選択必修（各1科目）となる主要科目

(A-3)

情報技術

(C-4)

協調・報告書

(B-3)

日常英語

(C-1)

応用・解析

(A-4-M1)

材料

(A-4-M2)

熱・流体

(B-1)

論理的説明

(B-2)

質疑

(A-4-M3)

計測・制御

(D-2)

異文化

(C-3)

体力・教養

(C-2)

複合・解決

(B-4)

技術英語

(D-1)

倫理

(A-4-M4)

設計・生産

(A-2)

自然科学

授　　業　　科　　目　　名

本科４年 本科５年

(A-1)

数学

学習・教育目標
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Ⅸ 授業科目一覧 

１．一般科目 

　　各学科共通

1年 2年 3年 4年 5年

国語 9 3 3 2 1 全て

倫理 2 2 学修単位Ⅰ

政治・経済 2 2

歴史 4 2 2

地理 2 2

数学Ⅰ 14 6 4 4

数学Ⅱ 4 2 2

確率統計 1 1

物理 6 2 2 2

化学  5(4) 3(4) 2(0)

生物 1(2) 1(2)

保健・体育 9 2 2 2 2 1

芸術 1 1

英語 12 4 4 4

英語演習 5 1 2 2

修得単位計 77 27(28) 24(23) 17 6 3

国際コミュニケーション 2 2

複数言語から

１言語を選択

哲学 2

日本史 2

世界史 2

社会科学特講 2

人文科学特講 2

経済学 2

開設単位計 14 2 12

修得単位計 4 2 2

一般科目開設単位計 93 27(28) 24(23) 17 8 15

一般科目修得単位計 81 27(28) 24(23) 17 8 5

(注）　（　）内は，応用化学科の実施単位数である。

単位数授業科目

いずれか

１科目を

選択

必

修

科

目

選

択

科

目

2

備考

学年別配当
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2．専門科目 

ア　共通

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

応用数学ⅠＡ 2 2

**
*学修単位Ⅰ

応用数学ⅠＢ 1 1

*
**学修単位Ⅱ

応用数学Ⅱ 2 2

***
***学修単位Ⅲ

応用物理 2 1 1

*
1～3年は全て

工業力学 2 2
学修単位Ⅰ

材料力学 2 2

材料力学Ⅰ 2 2

**

材料力学Ⅱ 1 1

*

工業熱力学 3 2

***

1

*

流体工学 3 2

***

1

*

機械力学Ⅰ 1 1

*

機械力学Ⅱ 1 1

*

情報基礎 2 2

情報処理 2 1 1

*

計測工学 2 2

***

工業英語 2 2

***

材料工学 2 2

機械工作法 1 1

機械工学概論 1 1

機械設計 2 2

設計製図 6 2 2 2

機械実習 7 3 3 1

創造設計製作 1 1

機械工学実験 6 4

*

2

*

電気工学 2 2

電子工学概論 1 1

*

卒業研究 7 7

*

　　　イ　設計システムコース

3年 4年 5年

自動制御 2 2

***
*学修単位Ⅰ

材料工学 2 2
**学修単位Ⅱ

加工工学 2 2
***学修単位Ⅲ

生産工学 1 1

*
3年は全て

工作機械 1 1

*
学修単位Ⅰ

応用機械設計 2 2

***

機構学 1 1

設計製図 6 3

*

3

*

学外実習 1 1

*

エネルギー変換工学 2 2

**

精密加工学 2 2

**

3単位以上を

材料力学特論 2 2

**

履修

環境工学 2 2

**

ロボット工学 2 2

**

2
2

**

備考

必

修

科

目

学年別配当

備考単位数授業科目

共

通

必

修

科

目

授業科目 単位数

数値計算法

選

択

科

目

学年別配当
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１年 ２年 3年 4年 5年

専門科目開設単位合計 96 7 10 18 27 34

26以上

4・5年で５１以上

一般科目修得単位合計 81 27 24 17 8 5

34以上

4・5年で６４以上

　　　ウ　システム制御コース

3年 4年 5年

自動制御 2
2

***
*学修単位Ⅰ

加工工学 1 1
**学修単位Ⅱ

生産システム 1
1

*
***学修単位Ⅲ

線形システム理論 2
2

***
3年は全て

情報工学 1
1

*
学修単位Ⅰ

電気・電子回路 2 2

制御機器 2
2

***

応用計測 1
1

*

設計製図 5
3

*

2

*

学外実習 1
1

*

エネルギー変換工学 2
2

**

精密加工学 2
2

**

3単位以上を

材料力学特論 2
2

**

履修

環境工学 2
2

**

ロボット工学 2
2

**

数値計算法 2
2

**

１年 ２年 3年 4年 5年

専門科目開設単位合計 96 7 10 16 28 35

27以上

4・5年で５３以上

一般科目修得単位合計 81 27 24 17 8 5

35以上

4・5年で６６以上

167以上 34

学年別配当

専門科目修得単位合計 ８６以上 7

34 35

10 18

学年別配当

授業科目 単位数

学年別配当

備考

必

修

科

目

選

択

科

目

システム制御コース

7 10 16

167以上 34 34 33

８６以上専門科目修得単位合計

単位数

一般科目との合計修得単位

設計システムコース 単位数

一般科目との合計修得単位
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X. シラバス 

学年

選択／

必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 国語 土居 文人 教授 3 通年 M-1

1年B組 必修 国語 吉川 敏郎 教授 3 通年 M-3

2年A組 必修 国語 土居 文人 教授 3 通年 M-5

2年B組 必修 国語 土居 文人 教授 3 通年 M-7

3年D組 必修 国語 林田 定男 非常勤講師 2 通年 M-9

3年C組 必修 国語 重見 未津帆 非常勤講師 2 通年 M-11

4年D組 必修 国語 田林 千尋 非常勤講師 1 前期 M-13

4年C組 必修 国語 田林 千尋 非常勤講師 1 前期 M-15

学年

選択／

必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 M-17

1年B組 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 M-19

1年A組 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 M-21

1年B組 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 M-23

2年A組 必修 倫理 手代木 陽 教授 2 通年 M-25

2年B組 必修 倫理 手代木 陽 教授 2 通年 M-27

2年A組 必修 歴史 深見 貴成 准教授 2 通年 M-29

2年B組 必修 歴史 深見 貴成 准教授 2 通年 M-31

3年D組 必修 政治・経済 高橋 秀実 教授 2 通年 M-33

3年C組 必修 政治・経済 高橋 秀実 教授 2 通年 M-35

学年

選択／

必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 数学I 児玉 宏児 教授 6 通年 M-37

1年B組 必修 数学I 児玉 宏児 教授 6 通年 M-39

1年A組 必修 数学II 石塚 正洋 教授 2 通年 M-41

1年B組 必修 数学II 石塚 正洋 教授 2 通年 M-43

2年A組 必修 数学I 八木 善彦 教授 4 通年 M-45

2年B組 必修 数学I 八木 善彦 教授 4 通年 M-47

2年A組 必修 数学II 児玉 宏児 教授 2 通年 M-49

2年B組 必修 数学II 児玉 宏児 教授 2 通年 M-51

3年D組 必修 数学I 菅野 聡子 准教授 4 通年 M-53

3年C組 必修 数学I 菅野 聡子 准教授 4 通年 M-55

4年D組 必修 確率統計 末次 武明 教授 1 後期 M-57

4年C組 必修 確率統計 末次 武明 教授 1 後期 M-59

学年

選択／

必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 物理 一瀬 昌嗣 准教授 2 通年 M-61

1年B組 必修 物理 一瀬 昌嗣 准教授 2 通年 M-63

1年A組 必修 化学 佐藤 洋俊 准教授 3 通年 M-65

1年B組 必修 化学 佐藤 洋俊 准教授 3 通年 M-67

2年A組 必修 物理 大多喜 重明 教授 2 通年 M-69

2年B組 必修 物理 大多喜 重明 教授 2 通年 M-71

2年A組 必修 化学 福本 晃造 准教授 2 通年 M-73

2年B組 必修 化学 福本 晃造 准教授 2 通年 M-75

2年A組 必修 生物 大塩 愛子 非常勤講師 1 後期 M-77

2年B組 必修 生物 前田 拓也 非常勤講師 1 後期 M-79

3年D組 必修 物理 谷口 博 講師 2 通年 M-81

3年C組 必修 物理 谷口 博 講師 2 通年 M-83

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科
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学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 英語 柳生 成世 教授 4 通年 M-85
1年B組 必修 英語 柳生 成世 教授 4 通年 M-87
2年A組 必修 英語 田口 純子 教授 4 通年 M-89
2年B組 必修 英語 田口 純子 教授 4 通年 M-91
3年D組 必修 英語 前田 誠一郎 教授 4 通年 M-93
3年C組 必修 英語 前田 誠一郎 教授 4 通年 M-95
3年D組 必修 英語演習 上垣 宗明 准教授 1 後期 M-97
3年C組 必修 英語演習 上垣 宗明 准教授 1 後期 M-99
4年D組 必修 英語演習 (前期)上垣 宗明 准教授 (後期)前

田 誠一郎 教授、John Kenneth
Miller 非常勤講師

2 通年 M-101

4年C組 必修 英語演習 (前期)上垣 宗明 准教授 (後期)前
田 誠一郎 教授、John Kenneth
Miller 非常勤講師

2 通年 M-103

5年D組 必修 英語演習 (前期)柳生 成世 教授、John
Kenneth Miller 非常勤講師 (後期)
柳生 成世 教授

2 通年 M-105

5年C組 必修 英語演習 (前期)前田 誠一郎 教授、John
Kenneth Miller 非常勤講師 (後期)
柳生 成世 教授

2 通年 M-107

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年D組 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語） 本田 敏雄 非常勤講師 2 通年 M-109
4年C組 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語） 本田 敏雄 非常勤講師 2 通年 M-111

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 保健・体育 中川 一穂 教授,寺田 雅裕 教授,
春名 桂 准教授

2 通年 M-113

1年B組 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授,中川 一穂 教授,
小森田 敏 教授

2 通年 M-115

2年A組 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授 2 通年 M-117
2年B組 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授 2 通年 M-119
3年D組 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授,春名 桂 准教授,

中川 一穂 教授,小森田 敏 教授
2 通年 M-121

3年C組 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授,
春名 桂 准教授,中川 一穂 教授,

2 通年 M-123

4年D組 必修 保健・体育 中川 一穂 教授,寺田 雅裕 教授,
小森田 敏 教授,春名 桂 准教授

2 通年 M-125

4年C組 必修 保健・体育 春名 桂 准教授,中川 一穂 教授,
寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授

2 通年 M-127

5年D組 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授,
春名 桂 准教授,中川 一穂 教授

1 前期 M-129

5年C組 必修 保健・体育 中川 一穂 教授,小森田 敏 教授,
春名 桂 准教授,寺田 雅裕 教授

1 前期 M-131

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年D組 選択 国際コミュニケーション(中国語） 陳 国祺 非常勤講師 2 通年 M-133
4年C組 選択 国際コミュニケーション(中国語） 陳 国祺 非常勤講師 2 通年 M-135

■保健・体育

■国際コミュニケーション

■英語

■国際コミュニケーション

 

 



- 21- 

 

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年D組 選択 国際コミュニケーション(韓国語） 高 秀美 非常勤講師 2 通年 M-137
4年C組 選択 国際コミュニケーション(韓国語） 高 秀美 非常勤講師 2 通年 M-139

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 芸術 水田 純子 非常勤講師 1 前期 M-141
1年B組 必修 芸術 水田 純子 非常勤講師 1 前期 M-143

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 哲学 稲岡 大志 非常勤講師 2 通年 M-145
5年 選択 日本史 深見 貴成 准教授 2 通年 M-147
5年 選択 世界史 町田 吉隆 教授 2 通年 M-149
5年 選択 社会科学特講 八百 俊介 教授 2 通年 M-151
5年 選択 人文科学特講 今里 典子 教授 2 通年 M-153
5年 選択 経済学 高橋 秀実 教授 2 通年 M-155

■芸術

■5年選択科目

■国際コミュニケーション

 

 

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年A組 必修 情報基礎 （前期）早稲田 一嘉 准教授，熊野 智
之 准教授（後期）早稲田 一嘉 准教
授，小林 洋二 教授

2 通年 M-157

1年B組 必修 情報基礎 （前期）朝倉 義裕 准教授，鈴木 隆起
講師 （後期）朝倉 義裕 准教授，野々
村 諒 非常勤講師

2 通年 M-159

1年A組 必修 設計製図 （前期）熊野 智之 准教授 （後期）中
辻 武 教授

2 通年 M-161

1年B組 必修 設計製図  尾崎 純一 教授 2 通年 M-163
1年A組 必修 機械実習 宮本　猛 教授，高松 日出男 非常勤

講師，中西　雅彦 非常勤講師
3 通年 M-165

1年B組 必修 機械実習 東 義隆 准教授，高松 日出男 非常
勤講師，中西　雅彦 非常勤講師

3 通年 M-167

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年A組 必修 情報処理 朝倉 義裕 准教授，小林 洋二 教授 1 前期 M-169
2年B組 必修 情報処理 小林 洋二 教授，朝倉 義裕 准教授 1 前期 M-171
2年A組 必修 材料工学  早稲田 一嘉 准教授 2 通年 M-173
2年B組 必修 材料工学  早稲田 一嘉 准教授 2 通年 M-175
2年A組 必修 機械工作法 斉藤 茂 教授 1 前期 M-177
2年B組 必修 機械工作法 斉藤 茂 教授 1 前期 M-179
2年A組 必修 機械工学概論 小林 滋 教授，赤対 秀明 教授，中辻

武 教授，尾崎 純一 教授
1 後期 M-181

2年B組 必修 機械工学概論 小林 滋 教授，赤対 秀明 教授，中辻
武 教授，尾崎 純一 教授

1 後期 M-183

2年A組 必修 設計製図  柴原 誠 講師 2 通年 M-185
2年B組 必修 設計製図  斉藤 茂 教授，柴原 誠 講師 2 通年 M-187
2年A組 必修 機械実習 吉本 隆光 教授，松田 忠重 非常勤

講師
3 通年 M-189

2年B組 必修 機械実習 早稲田 一嘉 准教授，松田 忠重 非
常勤講師

3 通年 M-191

2. 専門科目一覧

■1年

■2年
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学年

選択／

必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年D組 必修 応用物理 熊野 智之 准教授 2 通年 M-193

3年D組 必修 工業力学 (前期）鈴木 隆起 講師 (後期）尾崎

純一 教授

2 通年 M-195

3年D組 必修 材料力学 (前期)和田 明浩 教授(後期)西田

真之 教授

2 通年 M-197

3年D組 必修 機械設計 黒住 亮太 講師 2 通年 M-199

3年D組 必修 設計製図 （前期）吉本 隆光 教授（後期）東

義隆 准教授，斉藤 茂 教授

2 通年 M-201

3年D組 必修 電気工学 田口 秀文 准教授 2 通年 M-203

3年D組 必修 材料工学 長野 博夫 非常勤講師 2 通年 M-205

3年D組 必修 加工工学 （前期）宮本 猛 教授（後期）斉藤

茂 教授

2 通年 M-207

3年D組 必修 機構学 黒住 亮太 講師 1 前期 M-209

3年D組 必修 機械実習 斉藤 茂 教授，和田 明浩 教授 1 前期 M-211

3年D組 必修 創造設計製作 斉藤 茂 教授，東 義隆 准教授 1 後期 M-213

4年D組 必修 応用数学II 長 保浩 教授 2 通年 M-215

4年D組 必修 応用数学IA 小林 滋 教授 2 前期 M-217

4年D組 必修 応用数学IB 小林 滋 教授 1 後期 M-219

4年D組 必修 応用物理 熊野 智之 准教授 1 後期 M-221

4年D組 必修 材料力学I 和田 明浩 教授 2 前期 M-223

4年D組 必修 材料力学II  西田 真之 教授 1 後期 M-225

4年D組 必修 工業熱力学  柴原 誠 講師 2 通年 M-227

4年D組 必修 流体工学 （前期）鈴木 隆起 講師 （後期）赤

対 秀明 教授

2 通年 M-229

4年D組 必修 機械力学I 尾崎 純一 教授 1 前期 M-231

4年D組 必修 機械力学II 朝倉 義裕 准教授 1 後期 M-233

4年D組 必修 計測工学 前田 良昭 非常勤講師 2 通年 M-235

4年D組 必修 応用機械設計 中辻 武 教授 2 通年 M-237

4年D組 必修 設計製図 黒住 亮太 講師，西本 武雄 非常

勤講師

3 通年 M-239

4年D組 必修 機械工学実験 斉藤 茂 教授，早稲田 一嘉 准教

授，宮本 猛 教授，柴原 誠 講師，

熊野 智之 准教授，田口 秀文 准

教授，小林 滋 教授，西田 真之 教

授，鈴木 隆起 講師，東 義隆 准教

授，黒住 亮太 講師

4 通年 M-241

4年D組 選択 学外実習  黒住 亮太 講師 1 前期 M-243

5年D組 必修 工業熱力学 吉本 隆光 教授 1 前期 M-245

5年D組 必修 流体工学 赤対 秀明 教授 1 前期 M-247

5年D組 必修 情報処理 鈴木 隆起 講師 1 後期 M-249

5年D組 必修 工業英語 （前期）段 智久 非常勤講師（後期）

赤対 秀明 教授

2 通年 M-251

5年D組 必修 電子工学概論 石崎 繁利 教授 1 後期 M-253

5年D組 必修 自動制御 田口 秀文 准教授 2 通年 M-255

5年D組 必修 生産工学 東 義隆 准教授 1 後期 M-257

5年D組 必修 工作機械 斉藤 茂 教授 1 前期 M-259

5年D組 必修 設計製図 西本 武雄 非常勤講師 3 通年 M-261

5年D組 必修 機械工学実験 吉本 隆光 教授，中辻 武 教授，赤

対 秀明 教授，和田 明浩 教授

2 前期 M-263

5年D組 必修 卒業研究 講義科目担当教員 7 通年 M-265

5年D組 選択 エネルギー変換工学 吉本 隆光 教授 2 後期 M-267

5年D組 選択 精密加工学 斉藤 茂 教授 2 後期 M-269

5年D組 選択 材料力学特論 早稲田 一嘉 准教授 2 前期 M-271

5年D組 選択 環境工学 2 前期 M-273

5年D組 選択 ロボット工学 2 前期 M-275

5年D組 選択 数値計算法 朝倉 義裕 准教授 2 前期 M-277

■設計システムコース
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学年

選択／

必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年C組 必修 応用物理 熊野 智之 准教授 2 通年 M-279

3年C組 必修 工業力学 (前期）鈴木 隆起 講師 (後期）尾崎

純一 教授

2 通年 M-281

3年C組 必修 材料力学 (前期）和田 明浩 教授(後期)西田

真之 教授

2 通年 M-283

3年C組 必修 機械設計 (前期）尾崎 元泰 非常勤講師 (後

期）中辻 武 教授

2 通年 M-285

3年C組 必修 設計製図  尾崎 純一 教授，黒住 亮太 講師 2 通年 M-287

3年C組 必修 電気工学 松田 忠重 非常勤講師 2 通年 M-289

3年C組 必修 加工工学 尾崎 純一 教授 1 前期 M-291

3年C組 必修 電気・電子回路 石崎 繁利 教授 2 通年 M-293

3年C組 必修 機械実習 尾崎 純一 教授，黒住 亮太 講師 1 前期 M-295

3年C組 必修 創造設計製作 尾崎 純一 教授，黒住 亮太 講師 1 後期 M-297

4年C組 必修 応用数学II 長 保浩 教授 2 通年 M-299

4年C組 必修 応用数学IA 小林 滋 教授 2 前期 M-301

4年C組 必修 応用数学IB 小林 滋 教授 1 後期 M-303

4年C組 必修 応用物理 熊野 智之 准教授 1 後期 M-305

4年C組 必修 材料力学I 和田 明浩 教授 2 前期 M-307

4年C組 必修 材料力学II  西田 真之 教授 1 後期 M-309

4年C組 必修 工業熱力学  柴原 誠 講師 2 通年 M-311

4年C組 必修 流体工学 （前期）鈴木 隆起 講師 （後期）赤

対 秀明 教授

2 通年 M-313

4年C組 必修 機械力学I 尾崎 純一 教授 1 前期 M-315

4年C組 必修 機械力学II 朝倉 義裕 准教授 1 後期 M-317

4年C組 必修 計測工学 前田 良昭 非常勤講師 2 通年 M-319

4年C組 必修 自動制御 長 保浩 教授 2 通年 M-321

4年C組 必修 情報工学 朝倉 義裕 准教授 1 前期 M-323

4年C組 必修 設計製図 宮本 猛 教授，小林  洋二 教授 3 通年 M-325

4年C組 必修 機械工学実験 熊野 智之 准教授，小林 滋 教授，

斉藤 茂 教授，西田 真之 教授，宮

本 猛 教授，田口 秀文 准教授，柴

原 誠 講師，早稲田 一嘉 准教授，

鈴木 隆起 講師，東 義隆 准教授，

黒住 亮太 講師

4 通年 M-327

4年C組 選択 学外実習  石崎 繁利 教授 1 前期 M-329

5年C組 必修 工業熱力学 吉本 隆光 教授 1 前期 M-331

5年C組 必修 流体工学 赤対 秀明 教授 1 前期 M-333

5年C組 必修 情報処理 鈴木 隆起 講師 1 後期 M-335

5年C組 必修 工業英語 長 保浩 教授 2 通年 M-337

5年C組 必修 電子工学概論 石崎 繁利 教授 1 後期 M-339

5年C組 必修 生産システム 東 義隆 准教授 1 後期 M-341

5年C組 必修 線形システム理論 小林 洋二 教授 2 通年 M-343

5年C組 必修 制御機器 三隅　隆也　非常勤講師 2 通年 M-345

5年C組 必修 応用計測 1 前期 M-347

5年C組 必修 設計製図 中辻 武 教授 2 通年 M-349

5年C組 必修 機械工学実験 朝倉 義裕 准教授, 小林 洋二 教

授，長 保浩 教授，石崎 繁利 教授

2 前期 M-351

5年C組 必修 卒業研究 講義科目担当教員 7 通年 M-353

5年C組 選択 数値計算法 朝倉 義裕 准教授 2 前期 M-355

5年C組 選択 精密加工学 斉藤 茂 教授 2 後期 M-357

5年C組 選択 環境工学 2 前期 M-359

5年C組 選択 ロボット工学 2 前期 M-361

5年C組 選択 エネルギー変換工学 吉本 隆光 教授 2 後期 M-363

5年C組 選択 材料力学特論 早稲田 一嘉 准教授 2 前期 M-365

■システム制御コース
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

土居 文人 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

B1(100%) 

一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．また
漢字の学習，グループワークによる文書の作成を通じて，日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典
文学・古代日本語に関する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化について
の理解を深める．また，「論語」の読解を通じて，古代中国の思想を学習する．

【B1】エッセイ，小説，詩の基本的読解方法，鑑賞方法を習得し，その
方法によってエッセイ，小説，詩を読解・鑑賞できる．

エッセイ，小説，詩を的確に読解・鑑賞できているか，中間試験と定期
試験で評価する．

【B1】文意の明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快
な文章を書ける．

明快な文章を書くための知識と方法が身についているか，中間試験と定
期試験で評価する．

【B1】日本古代語に関する知識を習得し，日本古典文学作品を正確に現
代語訳できるようになる．

古代日本語に関する知識が身についているか，日本古典文学作品を正確
に現代日本語訳できるか，中間試験と定期試験で評価する．

【B1】古代日本の文化，古代中国の思想に関する知識を習得し，それを
説明できる．

古代日本の文化，古代中国の思想について理解できているか，中間試験
と定期試験で評価する．

【B1】実用的な漢字表現を使いこなせるようになる． 実用的な漢字表現の知識について，中間試験と定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．中間試験，定期試験の平均値を試験成績とする．100点満点で，60点以
上を合格とする．

「高等学校 国語総合」（明治書院）
プリント

「シリーズ・日本語のしくみを探る(4) 日本語学のしくみ」：町田健編・加藤重広著（研究社）
「日本語の歴史」：山口仲美著（岩波新書）

2年「国語」．

なし．

M-1



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（国語）

1 エッセイとは何か・漢字の練習／古文入門 （現代文）エッセイの原義を説明する．漢字プリントを配布，解答する（以後，2週に1回程度これを実施する）．
（古文）古文入門．古文を学ぶ意義について解説する．

2 エッセイ（随筆）の読解／古代日本語概説
（現代文）教科書の随筆的エッセイ（随筆）を通読，読解する．なお，この一年間，エッセイ（随筆・評論）の読
解に際しては，ワープロソフトの文書要約機能で作成した要約を参照しつつ，グループワークによる要約作業を適
宜行う．（古文）「いろは歌」を用いて，古代日本語の特徴を概説する．

3 エッセイ（随筆）の読解／古代日本語概説 （現代文）教科書の随筆の読解．（古文）古代日本語の特徴を概説する．

4 エッセイ（随筆）の読解／古代の和歌を読む （現代文）教科書の随筆の読解．（古文）奈良時代末期成立の「万葉集」を読む．

5 小説入門／古代の和歌を読む （現代文）小説とは何か．村上春樹の小説「鏡」を通読する．（古文）「万葉集」を読む．

6 小説の読解／古代の和歌を読む （現代文）「鏡」を読解する．（古文）「万葉集」を読む．

7 小説の読解／古代の和歌を読む （現代文）「鏡」を読解する．（古文）「万葉集」を読む．

8 中間試験 前期中間試験を実施する．

9 中間試験の解答．エッセイ（評論）の読解／古代語
の助動詞の解説

（現代文）中間試験の解答．教科書の評論的エッセイ（評論）を通読する．（古文）古代語の助動詞について解説
する．

10 エッセイ（評論）の読解／古代の物語を読む （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）現存する日本最古の物語である「竹取物語」を読む．

11 エッセイ（評論）の読解／古代の物語を読む （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「竹取物語」を読む．

12 エッセイ（評論）の読解／古代の物語を読む （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「竹取物語」を読む．

13 エッセイ（評論）の読解／古代の物語を読む （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「竹取物語」を読む．

14 エッセイ（評論）の読解／古代の物語を読む （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「竹取物語」を読む．

15 エッセイ（評論）の読解／古代の物語を読む （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「竹取物語」を読む．

16 定期試験の解答．詩の解釈と鑑賞／古代の物語を読
む

（現代文）定期試験の解答．詩の作成法と解釈法についての導入．（古文）「伊勢物語」を読む．．

17 詩の解釈と鑑賞／古代の物語を読む （現代文）教科書・プリントの詩を解釈・鑑賞する．（古文）「伊勢物語」を読む．

18 詩の解釈と鑑賞／古代の物語を読む （現代文）教科書・プリントの詩を解釈・鑑賞する．（古文）「伊勢物語」を読む．

19 詩の解釈と鑑賞／古代の物語を読む （現代文）教科書・プリントの詩を解釈・鑑賞する．（古文）「伊勢物語」を読む．

20 詩の解釈と鑑賞／古代の和歌を読む （現代文）教科書・プリントの詩を解釈・鑑賞する．（古文）平安時代前期の和歌集「古今和歌集」を読む．

21 詩の解釈と鑑賞／古代の和歌を読む （現代文）教科書・プリントの詩を解釈・鑑賞する．（古文）「古今和歌集」を読む．

22 詩の解釈と鑑賞／古代の和歌を読む （現代文）教科書・プリントの詩を解釈し鑑賞する．（古文）「古今和歌集」を読む．

23 中間試験 後期中間試験を実施する．

24 中間試験の解答．俳句の解釈と鑑賞／漢文入門 （現代文）中間試験の解答．俳句の本質について解説する．（古文）漢文入門．漢文を学ぶ意義について解説する
．

25 俳句の解釈と鑑賞／「論語」を読む （現代文）教科書の俳句を解釈・鑑賞する．（古文）「論語」を読み，先進国として古代日本の文化に大きく影響
した，古代中国の思想に触れる．

26 俳句の解釈と鑑賞／「論語」を読む （現代文）教科書の俳句を解釈・鑑賞する．（古文）「論語」を読む．

27 俳句の解釈と鑑賞／「論語」を読む （現代文）教科書の俳句を解釈・鑑賞する．（古文）「論語」を読む．

28 俳句の解釈と鑑賞／「論語」を読む （現代文）教科書の俳句を解釈・鑑賞する．（古文）「論語」を読む．

29 俳句の解釈と鑑賞／「論語」を読む （現代文）教科書の俳句を解釈・鑑賞する．（古文）「論語」を読む．

30 俳句の解釈と鑑賞／「論語」を読む （現代文）教科書の俳句を解釈・鑑賞する．（古文）「論語」を読む．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

吉川 敏郎 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

B1(100%) 

国語総合の教科書を中心に，読解・理解・表現の領域において国語の基礎的・基本的な能力の養成に重点をおい
て指導するとともに，言語文化への関心を深めさせ，人間の根幹となるものを養うように心がけて授業を展開す
る．

【B1】基本的な語彙を身につける．
教育漢字はもとより常用漢字の基本的なものが，読み・書くことができ
るか，基本的な言葉の意味を理解し正しく使うことができるかを，4回の
試験及びレポートで評価する．

【B1】目的に応じて文章を正確に理解する能力を養う．
評論文や随想文の作者の主張が確実に把握できているか，小説に登場す
る人物の心理や生き方を正確に理解できているかどうかを，4回の試験及
びレポートで評価する．

【B1】様々な基本的な表現法を理解できるようにする． 文章はもとより，詩・短歌・俳句に関する表現上のきまりなどが身につ
いたかどうかを，4回の試験で評価する．

【B1】文語のきまりや，漢文訓読のきまりが理解できるようにする．
古文の歴史的仮名遣いが読め，品詞の判別ができる，基本的な言葉の意
味を覚える等のことができるか，漢文の訓読ができ，漢文の大意を読み
取ることができるかなどを，試験で評価する．

【B1】日本文化や伝統に対する，基礎的な理解を持てるようにする．
古文・漢文の作品の歴史的背景や文学史的位置づけを理解し，本文の読
解を通して，古代人の物の考え方や価値観が理解できたかを4回の試験で
評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．試験とレポートの合計点で100点満点とし，60点以上を合
格とする．

「高等学校　国語総合　」　（明治書院）

「現代国語例解辞典」（小学館）

2年 国語

無し
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（国語）

1 随想文を読む・古文入門 「どうすれば虹の根もとに行けるか」を全文通読する．難解な漢字の読みと主な漢字の習得を指示する．難解な言
葉の意味を説明する．「児のそら寝」を読み，歴史的仮名遣いとその読み方を教える．

2 随想文を読む・古文入門 作品の展開にしたがって，個々の文の指示内容，表現上の特徴等を考える．「児のそら寝」の言葉の意味を中心に
，現代語と古語の違いを理解させる．

3 随想文を読む・古文入門 作品の要旨を理解させ，筆者の主張を読み取る．「児」の心理状態を明確にするとともに，この説話の面白さを理
解させる．

4 小説を読む・古文入門 「鏡」の全文を通読する．難解な漢字の読みの指導と主な漢字の習得を指示する．難解な言葉の意味を説明する．
宇治拾遺物語「検非違使忠明」を全文通読する．古語について説明する．

5 小説を読む・古文に親しむ 小説全体の文章構成を理解させる．小説の筋の展開を把握させ，主人公の果たす役割を理解させる．古文の基本的
な文法に関する知識を理解させる．

6 小説を読む・古文に親しむ 小説の主人公の描写を通して，それぞれの心の動きを読み取るように指導する．古文全体の大意をつかみ，当時の
人々のものの考え方を理解させる．

7 小説を読む・古文に親しむ この小説を通して，人と生き物のあり方を把握できるようにする．古文を正確に現代語訳させるとともに，「宇治
拾遺物語」の文学史的位置づけを理解させる．

8 中間試験 1週目から7週目までの内容について行う．

9 詩を鑑賞する・古典の随筆文学を読む 音読を通して，詩の韻律を実感させる．詩が作られた背景や文学史的位置づけを説明する．「徒然草」を通読する
．作者と時代背景についての理解を深めさせる．

10 詩を鑑賞する・古典の随筆文学を読む 詩固有の言語表現について説明する．「徒然草」の難解な語句について，解説する．

11 詩を鑑賞する・古典の随筆文学を読む 詩的言語の理解を通して創造力を養うとともに，詩人の語ろうとしていることを理解させる．「徒然草」の語句に
関する文法的な事項について解説する．

12 評論を読む・古典の随筆文学を読む 「水の東西」という評論を全文通読する．難解な漢字の読みの指導と主な漢字の習得を指示する．難解な言葉の意
味を説明する．「徒然草」を現代語に訳させる．

13 評論を読む・古典の随筆文学を読む 評論文全体の文章構成を理解させる．評論文特有の明快な論理の展開と表現を解説する．「徒然草」の読解を通し
て，古代特有の価値観を理解させる．

14 評論を読む・古典の随筆文学を読む 筆者の「水」に対する接し方を説明し，それをいかに表現しているかを様々な設問に答えさせることを通して理解
に導く．「徒然草」の読解を通して，古代特有の文体的特徴に関する知識を深めさせる．

15 評論を読む・古典の随筆文学を読む 筆者の物事の本質に迫る思考のあり方を，様々な設問に答えさせることを通して理解に導く．「徒然草」に表現さ
れた内容を通して，筆者の物の考え方や価値観を理解させる．

16 近代小説を味わう・漢文入門 「羅生門」の全文を通読する．作者の他の作品にに関する知識や文学史的位置付けについて説明する．「漢文」の
日本文化に与えた影響や，「漢字」の受容過程に関する歴史的な背景について説明する．

17 近代小説を味わう・漢文入門 「羅生門」に用いられた，近代特有の難解な語句について解説する．「羅生門」の文章全体の構成について理解さ
せる．漢文を訓読するのに必要な基礎的知識を説明する．

18 近代小説を味わう・漢文入門 「羅生門」の展開にしたがって，個々の文の指示内容や表現上の特徴等，様々な設問に答えさせることを通して理
解に導く．「漢文」の訓読法が正確に身についたか，演習方式で確認する．

19 近代小説を味わう・漢文入門 「羅生門」の構成や筋の展開を設問形式で把握させ，登場人物の置かれている状況を正確に理解させる．「漢文」
の再読文字や置き字等が正確に身についたか，様々な漢文を書き下し文に改めることで確認する．

20 近代小説を味わう・中国の故事を学ぶ 「羅生門」の登場人物の描写や発言から，心の動きが読み取れるように指導する．中国の故事を全文通読し，書き
下し文に改めさせる．

21 近代小説を味わう・中国の故事を学ぶ 「羅生門」の登場人物の生き方を追体験させながら，様々な状況の中で生きる人間の認識を深めさせる．中国の故
事に用いられた語句を解説する．

22 近代小説を味わう・中国の故事を学ぶ この小説を通して，作者が述べたかったことを考えさせる．中国の故事を全文現代語に改める．それを通して中国
の思想を学習する．

23 中間試験 16週から22週までの内容について行う．

24 評論文を読む・物語を読む 「マンモスの歩いた道」を通読する．難解な漢字の読みと主な漢字の習得を指示する．難解な言葉の意味を説明す
る．平安時代に書かれた「物語」について解説する．「竹取物語」を通読する．

25 評論文を読む・物語を読む 評論文全体の構成について理解を深めさせる．作品の展開にしたがって，個々の指示内容，表現上の特徴等を設問
形式で答えさせ，内容理解の手助けとする．平安時代の古語の意味や用法について説明する．

26 評論文を読む・物語を読む 「マンモスの歩いた道」の要旨を理解させ，筆者の主張を正確に読み取れるように解説する．「竹取物語」の敬語
表現についての理解を深め，登場人物の人間関係を明らかにする．

27 評論文を読む・物語を読む
「マンモスの歩いた道」の読解を通し，「マンモスが科学と文化の歴史を映し出す鏡」という主張を理解させると
ともに，筆者のものの見方や表現力を学ばせる．「竹取物語」の物語の展開と，その中で執り行われる儀式や当時
の風習についての理解を深める．

28 短歌を鑑賞する・物語を読む 近現代短歌を集めた「白鳥は哀しからずや」の中で，主要な歌人と作品を抜きだし，歌人の文学史的位置付け・作
歌事情・時代背景について解説する．「竹取物語」を現代語訳する．

29 短歌を鑑賞する・物語を読む 「白鳥は哀しからずや」に取り上げられた主要な短歌について，短歌固有の修辞を解説し，歌意の理解を深める．
「竹取物語」全体に流れる，伝統的な文化や当時の人々の夢や理想などを理解させる．

30 短歌を鑑賞する・歌物語を読む 「白鳥は哀しからずや」の語句の解説を通して，短歌の世界を鑑賞する．「竹取物語」の原文と教科書に記載され
た児童文学作家江國香織氏の現代語訳とを比較してその違いを味わう．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

土居 文人 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

B1(100%) 
1年に続いて，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ，小説，短歌・俳句の読解法と
鑑賞法を学習する．また漢字の学習，グループワークによる文書の作成を通じて，日本語表現のトレーニングを
行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日
本語と日本文化についての理解を深める．また，「荘子」（プリントで配布）の読解を通じて，古代中国の思想
を学習する．

【B1】エッセイ，小説，短歌・俳句の基本的読解方法，鑑賞方法を習得
し，その方法によってエッセイ，小説，短歌・俳句を読解・鑑賞できる
．

エッセイ，小説，短歌・俳句を的確に読解・鑑賞できているか，中間試
験と定期試験で評価する．

【B1】文意の明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快
な文章を書ける．

明快な文章を書くための知識と方法が身についているか，中間試験と定
期試験で評価する．

【B1】日本古代語に関する知識を習得し，日本古典文学作品を正確に現
代語訳できるようになる．

古代日本語に関する知識が身についているか，日本古典文学作品を正確
に現代日本語訳できるか，中間試験と定期試験で評価する．

【B1】古代日本の文化，古代中国の思想に関する知識を習得し，それを
説明できる．

古代日本の文化，古代中国の思想について理解できているか，中間試験
と定期試験で評価する．

【B1】実用的な漢字表現を使いこなせるようになる． 実用的な漢字表現の知識について，中間試験と定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．中間試験，定期試験の平均値を試験成績とする．100点満点で，60点以
上を合格とする．

「改定版 高等学校 標準国語総合」（第一学習社）
プリント

「シリーズ・日本語のしくみを探る(4) 日本語学のしくみ」：町田健編・加藤重広著（研究社）
「日本語の歴史」：山口仲美著（岩波新書）

1年，3年「国語」．

なし．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（国語）

1 評論的エッセイの読解・漢字の練習／標準的古典「
徒然草」の読解

（現代文）評論的エッセイ「コンコルドの誤り」を通読する．漢字プリントを配布，解答する（以後，2週に1回程
度これを実施する）．（古文）日本の標準的古典である「徒然草」を読む．

2 評論の読解／徒然草の読解 （現代文）「コンコルドの誤り」を読解する．（古文）「徒然草」を読む．

3 評論の読解／徒然草の読解 （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

4 評論の読解／徒然草の読解 （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

5 評論の読解／「徒然草」を読解する． （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

6 評論の読解／「徒然草」を読解する． （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

7 評論の読解／「徒然草」を読解する． （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

8 中間試験 前期中間試験を実施する．

9 中間試験の解答．短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読
む

（現代文）中間試験の解答．教科書の短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

10 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

11 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

12 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

13 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

14 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

15 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

16 定期試験の解答．小説の読解／江戸時代の紀行文を
読む

（現代文）定期試験の解答．エッセイ（評論），夏目漱石「夢十夜」を通読する．（古典）松尾芭蕉「奥の細道」
を読む．

17 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

18 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

19 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

20 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

21 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

22 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

23 中間試験 後期中間試験を実施する．

24 中間試験の解答．エッセイ（評論）の読解／「荘子
」を読む（プリント教材）

（現代文）中間試験の解答．教科書の評論的エッセイ（評論）を通読する．（古文）「荘子」について解説する．

25 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の説話「渾沌」を読む．

26 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の説話「渾沌」を読む．

27 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の説話「渾沌」を読む．

28 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の「渾沌」を読む．

29 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の「渾沌」を読む．

30 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の「渾沌」を読む．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

土居 文人 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

B1(100%) 
1年に続いて，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ，小説，短歌・俳句の読解法と
鑑賞法を学習する．また漢字の学習，グループワークによる文書の作成を通じて，日本語表現のトレーニングを
行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日
本語と日本文化についての理解を深める．また，「荘子」（プリントで配布）の読解を通じて，古代中国の思想
を学習する．

【B1】エッセイ，小説，短歌・俳句の基本的読解方法，鑑賞方法を習得
し，その方法によってエッセイ，小説，短歌・俳句を読解・鑑賞できる
．

エッセイ，小説，短歌・俳句を的確に読解・鑑賞できているか，中間試
験と定期試験で評価する．

【B1】文意の明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快
な文章を書ける．

明快な文章を書くための知識と方法が身についているか，中間試験と定
期試験で評価する．

【B1】日本古代語に関する知識を習得し，日本古典文学作品を正確に現
代語訳できるようになる．

古代日本語に関する知識が身についているか，日本古典文学作品を正確
に現代日本語訳できるか，中間試験と定期試験で評価する．

【B1】古代日本の文化，古代中国の思想に関する知識を習得し，それを
説明できる．

古代日本の文化，古代中国の思想について理解できているか，中間試験
と定期試験で評価する．

【B1】実用的な漢字表現を使いこなせるようになる． 実用的な漢字表現の知識について，中間試験と定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．中間試験，定期試験の平均値を試験成績とする．100点満点で，60点以
上を合格とする．

「改定版 高等学校 標準国語総合」（第一学習社）
プリント

「シリーズ・日本語のしくみを探る(4) 日本語学のしくみ」：町田健編・加藤重広著（研究社）
「日本語の歴史」：山口仲美著（岩波新書）

1年，3年「国語」．

なし．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（国語）

1 評論的エッセイの読解・漢字の練習／標準的古典「
徒然草」の読解

（現代文）評論的エッセイ「コンコルドの誤り」を通読する．漢字プリントを配布，解答する（以後，2週に1回程
度これを実施する）．（古文）日本の標準的古典である「徒然草」を読む．

2 評論の読解／徒然草の読解 （現代文）「コンコルドの誤り」を読解する．（古文）「徒然草」を読む．

3 評論の読解／徒然草の読解 （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

4 評論の読解／徒然草の読解 （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

5 評論の読解／「徒然草」を読解する． （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

6 評論の読解／「徒然草」を読解する． （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

7 評論の読解／「徒然草」を読解する． （現代文）「コンコルドの誤り」の読解．（古文）「徒然草」を読む．

8 中間試験 前期中間試験を実施する．

9 中間試験の解答．短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読
む

（現代文）中間試験の解答．教科書の短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

10 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

11 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

12 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

13 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

14 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

15 短歌の鑑賞／鎌倉時代の軍記を読む （現代文）短歌を鑑賞する．（古文）「平家物語」を読む．

16 定期試験の解答．小説の読解／江戸時代の紀行文を
読む

（現代文）定期試験の解答．エッセイ（評論），夏目漱石「夢十夜」を通読する．（古典）松尾芭蕉「奥の細道」
を読む．

17 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

18 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

19 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

20 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

21 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

22 小説の読解／江戸時代の紀行文を読む （現代文）「夢十夜」を読解する．（古文）「奥の細道」を読む．

23 中間試験 後期中間試験を実施する．

24 中間試験の解答．エッセイ（評論）の読解／「荘子
」を読む（プリント教材）

（現代文）中間試験の解答．教科書の評論的エッセイ（評論）を通読する．（古文）「荘子」について解説する．

25 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の説話「渾沌」を読む．

26 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の説話「渾沌」を読む．

27 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の説話「渾沌」を読む．

28 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の「渾沌」を読む．

29 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の「渾沌」を読む．

30 評論を読む／「荘子」を読む（プリント教材） （現代文）教科書の評論を読解する．（古文）「荘子」の「渾沌」を読む．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

林田 定男 非常勤講師

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

B1(100%) 

文学・国語学・言語学の知識をもとに，実践的な文章能力を養成する．文章の構成を把握して精確に読解する能
力を培い，かつ，自分の見解を明確に文章化する能力を習得することを目的とする．

【B1】文章の内容を精確に把握する実践的能力を修得する． 提示された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．

【B1】自分の意見を明記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能
力を修得する．

提示されたテーマに対して，論理的で明快な文章を書くことができるか
，レポート・定期試験で評価する．

【B1】実用的な漢字能力（2級～準2級程度）および語彙力を身につけ
る．

実用的な漢字能力，語彙力が身についているか，レポート・定期試験で
評価する．

【B1】日本語および文学に対する関心を持ち，その特性を理解して説明
することができる国際的教養を身につける． 日本語学および文学に対する理解度を，定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．到達目標1～4についての試験80%（定期試
験2回の平均），到達目標2・3についてのレポート10%，小テスト10%として評価．100点満点で60点以上を合
格とする．

『高等学校現代文　改訂版』（三省堂）
プリント教材

なし

第2，4学年「国語」

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（国語）

1 随筆の読解 教科書掲載「「市民」のイメージ」を精読する．

2 随筆の読解 （承前）教科書掲載「「市民」のイメージ」を精読する．

3 随筆の読解 （承前）教科書掲載「「市民」のイメージ」を精読する．

4 評論の読解 教科書掲載「ミロのヴィーナス」を精読する．

5 評論の読解 （承前）教科書掲載「ミロのヴィーナス」を精読する．

6 評論の読解 （承前）教科書掲載「ミロのヴィーナス」を精読する．

7 評論の読解 教科書掲載「身体像の近代化」を精読する．

8 評論の読解 （承前）教科書掲載「身体像の近代化」を精読する．

9 評論の読解 （承前）教科書掲載「身体像の近代化」を精読する．

10 評論の読解 教科書掲載「現実と仮想」を精読する．

11 評論の読解 （承前）教科書掲載「現実と仮想」を精読する．

12 評論の読解 （承前）教科書掲載「現実と仮想」を精読する．

13 評論の読解 教科書掲載「動物のことば・人間のことば」を精読する．

14 評論の読解 （承前）教科書掲載「動物のことば・人間のことば」を精読する．

15 評論の読解 （承前）教科書掲載「動物のことば・人間のことば」を精読する．

16 小説の読解 教科書掲載「こころ」を精読する．

17 小説の読解 （承前）教科書掲載「こころ」を精読する．

18 小説の読解 （承前）教科書掲載「こころ」を精読する．

19 評論の読解 教科書掲載「世代間倫理としての環境倫理学」を精読する．

20 評論の読解 （承前）教科書掲載「世代間倫理としての環境倫理学」を精読する．

21 評論の読解 （承前）教科書掲載「世代間倫理としての環境倫理学」を精読する．

22 評論の読解 教科書掲載「「である」ことと「する」こと」を精読する．

23 評論の読解 （承前）教科書掲載「「である」ことと「する」こと」を精読する．

24 評論の読解 （承前）教科書掲載「「である」ことと「する」こと」を精読する．

25 詩歌の読解 教科書掲載「小諸なる古城のほとり」を精読する．

26 詩歌の読解 （承前）教科書掲載「小諸なる古城のほとり」を精読する．

27 詩歌の読解 教科書掲載「現代の俳句」を精読する．

28 評論の読解 教科書掲載「無常といふこと」を精読する．

29 評論の読解 （承前）教科書掲載「無常といふこと」を精読する．

30 評論の読解 （承前）教科書掲載「無常といふこと」を精読する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．持ち込み不可．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

重見 未津帆 非常勤講師

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

B1(100%) 

文学・国語学・言語学の知識をもとに，実践的な文章能力を養成する．文章の構成を把握して精確に読解する能
力を培い，かつ，自分の見解を明確に文章化する能力を習得することを目的とする．

【B1】文章の内容を精確に把握する実践的能力を修得する． 提示された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．

【B1】自分の意見を明記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能
力を修得する．

提示されたテーマに対して，論理的で明快な文章を書くことができるか
，レポート・定期試験で評価する．

【B1】実用的な漢字能力（2級～準2級程度）および語彙力を身につけ
る．

実用的な漢字能力，語彙力が身についているか，レポート・定期試験で
評価する．

【B1】日本語および文学に対する関心を持ち，その特性を理解して説明
することができる国際的教養を身につける． 日本語学および文学に対する理解度を，定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．到達目標1～4についての試験90%（定期試験2回の平均）
，到達目標2・3についてのレポート10%として評価．100点満点で60点以上を合格とする．

『高等学校現代文　改訂版』（三省堂）
プリント教材

なし

第2，4学年「国語」

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（国語）

1 随筆の読解 教科書掲載「「市民」のイメージ」を精読する．

2 随筆の読解 （承前）教科書掲載「「市民」のイメージ」を精読する．

3 随筆の読解 （承前）教科書掲載「「市民」のイメージ」を精読する．

4 評論の読解 教科書掲載「ミロのヴィーナス」を精読する．

5 評論の読解 （承前）教科書掲載「ミロのヴィーナス」を精読する．

6 評論の読解 （承前）教科書掲載「ミロのヴィーナス」を精読する．

7 評論の読解 教科書掲載「身体像の近代化」を精読する．

8 評論の読解 （承前）教科書掲載「身体像の近代化」を精読する．

9 評論の読解 （承前）教科書掲載「身体像の近代化」を精読する．

10 評論の読解 教科書掲載「現実と仮想」を精読する．

11 評論の読解 （承前）教科書掲載「現実と仮想」を精読する．

12 評論の読解 （承前）教科書掲載「現実と仮想」を精読する．

13 評論の読解 教科書掲載「動物のことば・人間のことば」を精読する．

14 評論の読解 （承前）教科書掲載「動物のことば・人間のことば」を精読する．

15 評論の読解 （承前）教科書掲載「動物のことば・人間のことば」を精読する．

16 小説の読解 教科書掲載「こころ」を精読する．

17 小説の読解 （承前）教科書掲載「こころ」を精読する．

18 小説の読解 （承前）教科書掲載「こころ」を精読する．

19 評論の読解 教科書掲載「世代間倫理としての環境倫理学」を精読する．

20 評論の読解 （承前）教科書掲載「世代間倫理としての環境倫理学」を精読する．

21 評論の読解 （承前）教科書掲載「世代間倫理としての環境倫理学」を精読する．

22 評論の読解 教科書掲載「「である」ことと「する」こと」を精読する．

23 評論の読解 （承前）教科書掲載「「である」ことと「する」こと」を精読する．

24 評論の読解 （承前）教科書掲載「「である」ことと「する」こと」を精読する．

25 詩歌の読解 教科書掲載「小諸なる古城のほとり」を精読する．

26 詩歌の読解 （承前）教科書掲載「小諸なる古城のほとり」を精読する．

27 詩歌の読解 教科書掲載「現代の俳句」を精読する．

28 評論の読解 教科書掲載「無常といふこと」を精読する．

29 評論の読解 （承前）教科書掲載「無常といふこと」を精読する．

30 評論の読解 （承前）教科書掲載「無常といふこと」を精読する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．持ち込み不可．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

田林 千尋 非常勤講師

機械工学科・4年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
B1(100%) (d)2-b,(f)

本授業では，日本語によるコミュニケーション能力の向上を目的とする．とくに，学校生活におけるレポート，
卒業研究等と，就職活動時や社会に出てからのビジネス文書等の作成に必要な，論理的文章を書く技術を身につ
けることに重きをおく．そのうえで，口頭発表における資料作成と実際の発表，その聞き取り等，理系に不可欠
なコミュニケーション能力の伸長を目指す．

【B1】文章表現の基礎を習得する．
話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の
注意点が身についているか，定期試験，中間試験およびレポート，提出
物により評価する．

【B1】論理的文章の基礎を習得する． 文体が統一された論理的な文章が書けるか，定期試験，中間試験および
レポート，提出物により評価する．

【B1】論説文の書き方を習得する． 資料・文献等の根拠に基づき，自己の意見を筋道を立てて述べることが
できるか，中間試験，定期試験，レポートにより評価する．

【B1】就職活動やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する． 日常生活やビジネスの場に適したことば遣いが理解できているか，定期
試験と中間試験により評価する．

【B1】日常生活やビジネスの場における正しいことば遣いを習得する． 適切なことばを用いた口頭での自己表現ができるか，演習発表により評
価する．

【B1】口頭発表資料の作成方法を習得する． わかりやすく，興味の持てる口頭発表資料が作成できるか，提出された
演習発表資料と定期試験により評価する．

【B1】口頭発表における自己表現の方法を習得する．
わかりやすく，興味の持てる口頭発表のための知識・技術が習得できた
か，授業中の演習発表，提出された演習発表資料および定期試験により
評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート7%　提出物（説明文）3%　演習発表（口頭発表）5%　として評価する．到達目標
1～4に関する中間試験，到達目標1～4，6，7に関する定期試験の平均値を85%，到達目標1，2に関する提出物
3%，到達目標1～3に関するレポート7%，到達目標5～7に関する演習発表5%として評価．100点満点で60点以
上を合格とする．

米田明美・藏中さやか・山上登志美『大学生のための日本語表現実践ノート』改訂版　2012年3月　風間書房
そのほか，適時プリントを配布する．

なし

三年「国語」

※教科書は，前年度とは異なるので，必ず購入すること．初回の授業で確認する
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国語）

1 導入 授業の目的・成績評価の方法・授業計画についてガイタンスを行う（注意：初回から教科書を用いるので必ず持参
すること）. また，原稿用紙の使い方などについて学ぶ.

2 説明文と論説文の違いの説明，文章表現の基礎（1
）

事実の記述と意見の記述の違い，説明文と論説文の違いについて学ぶ．また，文章表現の注意点について確認し，
問題を解く．

3 文章表現の基礎(2)，説明文の説明 文章表現の注意点について確認し，問題を解く．また，説明文を書く際の注意点について学ぶ．

4 説明文を書く 説明文を書き，提出する．

5 説明文の返却・講評，論説文の基礎（1） 第4回に提出された説明文について，返却・講評する．そののち，論説文を書く際の注意点について学ぶ．

6 論説分の基礎（2），材料の集め方，引用の方法 論説文を書く際の注意点について学ぶ．また，資料・文献の集め方と，引用・出典表記の方法について学ぶ．

7 論説文を書く 論説文の書き出し・文末表現等について学ぶ．そののち，レポートテーマを提示し，実際に書き始める．

8 中間試験 話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点，文体が統一された論理的な文章，
日常生活やビジネスの場に適したことば遣いについて理解でき，身に付いているか，確認する．

9 要約する 要約の作成について学び，実践する．

10 エントリーシート・大学編入志望動機書を書く，レ
ポートの提出

エントリーシート・大学編入志望動機書の実例に触れ，一部を書いてみる．そののち，第7回に課したレポート（
論説文）を提出する．

11 口頭発表資料の作成，口頭発表の方法 わかりやすく，興味の持てる口頭発表資料の作り方と，口頭発表時の注意点について学ぶ．

12 口頭発表資料の実例と模範発表，発表資料の作成 口頭発表資料の実例に触れ，講師による模範発表を行う．そののち，第13回の演習発表に向けて発表テーマを提示
し，実際に資料を作成し始める．

13 演習発表 グループワークで口頭発表をし，相互評価する．なお，時間内に相互評価表と各自発表資料の提出を求める．

14 ビジネス文書 手紙文・ビジネスメール・ビジネス文書の書き方を学ぶ．

15 レポートの返却・講評 第10週に提出されたレポートの返却・講評する．

備
考

前期中間試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

田林 千尋 非常勤講師

機械工学科・4年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
B1(100%) (d)2-b,(f)

本授業では，日本語によるコミュニケーション能力の向上を目的とする．とくに，学校生活におけるレポート，
卒業研究等と，就職活動時や社会に出てからのビジネス文書等の作成に必要な，論理的文章を書く技術を身につ
けることに重きをおく．そのうえで，口頭発表における資料作成と実際の発表，その聞き取り等，理系に不可欠
なコミュニケーション能力の伸長を目指す．

【B1】文章表現の基礎を習得する．
話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の
注意点が身についているか，定期試験，中間試験およびレポート，提出
物により評価する．

【B1】論理的文章の基礎を習得する． 文体が統一された論理的な文章が書けるか，定期試験，中間試験および
レポート，提出物により評価する．

【B1】論説文の書き方を習得する． 資料・文献等の根拠に基づき，自己の意見を筋道を立てて述べることが
できるか，中間試験，定期試験，レポートにより評価する．

【B1】就職活動やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する． 日常生活やビジネスの場に適したことば遣いが理解できているか，定期
試験と中間試験により評価する．

【B1】日常生活やビジネスの場における正しいことば遣いを習得する． 適切なことばを用いた口頭での自己表現ができるか，演習発表により評
価する．

【B1】口頭発表資料の作成方法を習得する． わかりやすく，興味の持てる口頭発表資料が作成できるか，提出された
演習発表資料と定期試験により評価する．

【B1】口頭発表における自己表現の方法を習得する．
わかりやすく，興味の持てる口頭発表のための知識・技術が習得できた
か，授業中の演習発表，提出された演習発表資料および定期試験により
評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート7%　提出物（説明文）3%　演習発表（口頭発表）5%　として評価する．到達目標
1～4に関する中間試験，到達目標1～4，6，7に関する定期試験の平均値を85%，到達目標1，2に関する提出物
3%，到達目標1～3に関するレポート7%，到達目標5～7に関する演習発表5%として評価．100点満点で60点以
上を合格とする．

米田明美・藏中さやか・山上登志美『大学生のための日本語表現実践ノート』改訂版　2012年3月　風間書房
そのほか，適時プリントを配布する．

なし

三年「国語」

※教科書は，前年度とは異なるので，必ず購入すること．初回の授業で確認する
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国語）

1 導入 授業の目的・成績評価の方法・授業計画についてガイタンスを行う（注意：初回から教科書を用いるので必ず持参
すること）. また，原稿用紙の使い方などについて学ぶ.

2 説明文と論説文の違いの説明，文章表現の基礎（1
）

事実の記述と意見の記述の違い，説明文と論説文の違いについて学ぶ．また，文章表現の注意点について確認し，
問題を解く．

3 文章表現の基礎(2)，説明文の説明 文章表現の注意点について確認し，問題を解く．また，説明文を書く際の注意点について学ぶ．

4 説明文を書く 説明文を書き，提出する．

5 説明文の返却・講評，論説文の基礎（1） 第4回に提出された説明文について，返却・講評する．そののち，論説文を書く際の注意点について学ぶ．

6 論説分の基礎（2），材料の集め方，引用の方法 論説文を書く際の注意点について学ぶ．また，資料・文献の集め方と，引用・出典表記の方法について学ぶ．

7 論説文を書く 論説文の書き出し・文末表現等について学ぶ．そののち，レポートテーマを提示し，実際に書き始める．

8 中間試験 話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点，文体が統一された論理的な文章，
日常生活やビジネスの場に適したことば遣いについて理解でき，身に付いているか，確認する．

9 要約する 要約の作成について学び，実践する．

10 エントリーシート・大学編入志望動機書を書く，レ
ポートの提出

エントリーシート・大学編入志望動機書の実例に触れ，一部を書いてみる．そののち，第7回に課したレポート（
論説文）を提出する．

11 口頭発表資料の作成，口頭発表の方法 わかりやすく，興味の持てる口頭発表資料の作り方と，口頭発表時の注意点について学ぶ．

12 口頭発表資料の実例と模範発表，発表資料の作成 口頭発表資料の実例に触れ，講師による模範発表を行う．そののち，第13回の演習発表に向けて発表テーマを提示
し，実際に資料を作成し始める．

13 演習発表 グループワークで口頭発表をし，相互評価する．なお，時間内に相互評価表と各自発表資料の提出を求める．

14 ビジネス文書 手紙文・ビジネスメール・ビジネス文書の書き方を学ぶ．

15 レポートの返却・講評 第10週に提出されたレポートの返却・講評する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

歴史 (History)

町田 吉隆 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

日本の歴史を時代を象徴する人物の視点から学ぶ．そこから各時代の社会の特色を探ることを目標とする．古代
，中世，近世，近代という時代区分の意味をその社会の特性から捉える作業が必要になる．

【C3】古代，中世，近世，近代の各時代を，世界情勢と日本社会の変容
を関連させながら理解することができる．

日本の各時代について世界情勢と日本社会の変容に関する理解を中間試
験および定期試験で評価する．

【C3】具体的な史料や歴史叙述に基づいて，歴史的事件や事象の内容と
因果関係を説明することができる．

授業で扱った歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中
間試験および定期試験で評価する．

【C3】歴史的事件や事象の内容と因果関係を，正確かつ丁寧に解説，表
現することができる．

授業で扱った歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，歴
史プリントおよびノート検査で評価する．

【C3】史跡や文化財および近代化遺産について，実地に調査して，その
作成過程を説明することができる．

各自が興味を持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産
について，実地に調査して，作成するレポートの内容で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　歴史プリント、ノート10%　として評価する．到達目標1，2，3については
中間および定期試験4回の平均点で評価する．また到達目標3については歴史プリント作成およびノート検査で
評価する．到達目標4についてはレポートで評価する．これらを総合して100点満点で60点以上を合格とする．

『詳説日本史』:石井進・五味文彦・笹山晴生・高埜利彦ほか著（山川出版社）
『最新日本史図表』外園豊基編集代表（第一学習社）

『日本史B用語集』（山川出版社）
『角川日本史辞典』（角川書店）

歴史（2年）・日本史（5年）・世界史（5年）

中学校までで学んだ知識に基づく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢
の乏しい者については個別に注意する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（歴史）

1 導入－日本の歴史を学ぶ意味とは何か 日本の歴史と世界とのつながりを事例に基づいて確認する．

2 日本列島の東と西 日本の歴史における地域的差異を，具体的な事例に基づいて理解する．

3 日本の古代(1) 4世紀から12世紀までの日本の歴史の概略を理解する．

4 日本の古代(2) 4世紀から5世紀の東アジアと日本の動きを，巨大古墳の造営と関連させて理解する．

5 日本の古代(3) 「ワカタケル大王」を例に，ヤマト政権の支配のしくみを，地方の有力豪族と東アジア世界との関連から理解する
．

6 日本の古代(4) 7世紀から8世紀にかけて成立した律令国家における社会のしくみを理解する．

7 日本の古代(5) 律令国家における仏教の多様な側面を，「行基」を例に理解する．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について試験を行う．

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．4世紀から12世紀までの日本社会の動きを，東アジア世界とのつながりから理
解する．

10 日本の中世(1) 13世紀から16世紀までの日本の歴史の概略を理解する．

11 日本の中世(2) 13世紀に鎌倉幕府の支配が動揺する過程を，東アジア世界との関連から理解する．

12 日本の中世(3) 執権「北条時宗」の視点から，元寇襲来前後の社会の変容を理解する．

13 日本の中世(4) 14世紀の日本社会の混乱を，経済のしくみと東アジア情勢の変容から理解する．

14 日本の中世(5) 15世紀前半の東アジアの動きと関連させて，「足利義満」の支配のしくみを理解する．

15 日本の中世(6) 15世紀後半からの戦国時代の社会を，経済のしくみと東アジア情勢の変容から理解する．

16 定期試験の解答とまとめ 定期試験の内容について解説する．13世紀から16世紀までの日本社会の動きを，東アジア世界とのつながりから理
解する．

17 鎖国とは何か(1) 江戸幕府の政策から，17世紀から19世紀前半までの近世日本社会の特徴を理解する．

18 鎖国とは何か(2) 世界との文化交流の視点から17世紀から19世紀前半までの近世日本社会の特徴を理解する．

19 日本の近世(1) 江戸時代の経済のしくみを，18世紀の藩政改革の実態から理解する．

20 日本の近世(2) 米沢藩主「上杉治憲」の藩政改革から，18世紀の社会変容を理解する．

21 日本の近世(3) 大阪の商人「木村兼葭堂」の生活から，18世紀の社会変容を理解する．

22 日本の近世(4) 江戸の医師「杉田玄白」などによる翻訳事業から，18世紀の社会変容を理解する．

23 中間試験 第16週から第22週までの内容について試験を行う．

24 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．17世紀から19世紀前半までの日本社会の動きを，世界とのつながりから理解す
る．

25 日本の近代(1) 19世紀後半から20世紀前半までの日本の歴史について，概略とその特質を理解する．

26 日本の近代(2) 初代内閣総理大臣となる「伊藤博文」の足跡から，日本近代国家の成立過程と変容を理解する．

27 日本の近代(3) 大日本国憲法の成立過程とその特色から，近代社会の理想像と実態の乖離につい考える．

28 敗戦と近代化(1) 敗戦後の社会変容を日本国憲法草案の起草にかかわった「ベアテ・シロタ・ゴードン」の視点から理解する．

29 敗戦と近代化(2) 日本国憲法成立の過程と，日本社会が新憲法を受容する過程の対比から，日本における近代化の特色を理解する．

30 敗戦と近代化(3) 近代日本社会の特色から，今後の日本社会のあるべき変容を考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

歴史 (History)

町田 吉隆 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

日本の歴史を時代を象徴する人物の視点から学ぶ．そこから各時代の社会の特色を探ることを目標とする．古代
，中世，近世，近代という時代区分の意味をその社会の特性から捉える作業が必要になる．

【C3】古代，中世，近世，近代の各時代を，世界情勢と日本社会の変容
を関連させながら理解することができる．

日本の各時代について世界情勢と日本社会の変容に関する理解を中間試
験および定期試験で評価する．

【C3】具体的な史料や歴史叙述に基づいて，歴史的事件や事象の内容と
因果関係を説明することができる．

授業で扱った歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中
間試験および定期試験で評価する．

【C3】歴史的事件や事象の内容と因果関係を，正確かつ丁寧に解説，表
現することができる．

授業で扱った歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，歴
史プリントおよびノート検査で評価する．

【C3】史跡や文化財および近代化遺産について，実地に調査して，その
作成過程を説明することができる．

各自が興味を持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産
について，実地に調査して，作成するレポートの内容で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　歴史プリント、ノート10%　として評価する．到達目標1，2，3については
中間および定期試験4回の平均点で評価する．また到達目標3については歴史プリント作成およびノート検査で
評価する．到達目標4についてはレポートで評価する．これらを総合して100点満点で60点以上を合格とする．

『詳説日本史』:石井進・五味文彦・笹山晴生・高埜利彦ほか著（山川出版社）
『最新日本史図表』外園豊基編集代表（第一学習社）

『日本史B用語集』（山川出版社）
『角川日本史辞典』（角川書店）

歴史（2年）・日本史（5年）・世界史（5年）

中学校までで学んだ知識に基づく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢
の乏しい者については個別に注意する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（歴史）

1 導入－日本の歴史を学ぶ意味とは何か 日本の歴史と世界とのつながりを事例に基づいて確認する．

2 日本列島の東と西 日本の歴史における地域的差異を，具体的な事例に基づいて理解する．

3 日本の古代(1) 4世紀から12世紀までの日本の歴史の概略を理解する．

4 日本の古代(2) 4世紀から5世紀の東アジアと日本の動きを，巨大古墳の造営と関連させて理解する．

5 日本の古代(3) 「ワカタケル大王」を例に，ヤマト政権の支配のしくみを，地方の有力豪族と東アジア世界との関連から理解する
．

6 日本の古代(4) 7世紀から8世紀にかけて成立した律令国家における社会のしくみを理解する．

7 日本の古代(5) 律令国家における仏教の多様な側面を，「行基」を例に理解する．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について試験を行う．

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．4世紀から12世紀までの日本社会の動きを，東アジア世界とのつながりから理
解する．

10 日本の中世(1) 13世紀から16世紀までの日本の歴史の概略を理解する．

11 日本の中世(2) 13世紀に鎌倉幕府の支配が動揺する過程を，東アジア世界との関連から理解する．

12 日本の中世(3) 執権「北条時宗」の視点から，元寇襲来前後の社会の変容を理解する．

13 日本の中世(4) 14世紀の日本社会の混乱を，経済のしくみと東アジア情勢の変容から理解する．

14 日本の中世(5) 15世紀前半の東アジアの動きと関連させて，「足利義満」の支配のしくみを理解する．

15 日本の中世(6) 15世紀後半からの戦国時代の社会を，経済のしくみと東アジア情勢の変容から理解する．

16 定期試験の解答とまとめ 定期試験の内容について解説する．13世紀から16世紀までの日本社会の動きを，東アジア世界とのつながりから理
解する．

17 鎖国とは何か(1) 江戸幕府の政策から，17世紀から19世紀前半までの近世日本社会の特徴を理解する．

18 鎖国とは何か(2) 世界との文化交流の視点から17世紀から19世紀前半までの近世日本社会の特徴を理解する．

19 日本の近世(1) 江戸時代の経済のしくみを，18世紀の藩政改革の実態から理解する．

20 日本の近世(2) 米沢藩主「上杉治憲」の藩政改革から，18世紀の社会変容を理解する．

21 日本の近世(3) 大阪の商人「木村兼葭堂」の生活から，18世紀の社会変容を理解する．

22 日本の近世(4) 江戸の医師「杉田玄白」などによる翻訳事業から，18世紀の社会変容を理解する．

23 中間試験 第16週から第22週までの内容について試験を行う．

24 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．17世紀から19世紀前半までの日本社会の動きを，世界とのつながりから理解す
る．

25 日本の近代(1) 19世紀後半から20世紀前半までの日本の歴史について，概略とその特質を理解する．

26 日本の近代(2) 初代内閣総理大臣となる「伊藤博文」の足跡から，日本近代国家の成立過程と変容を理解する．

27 日本の近代(3) 大日本国憲法の成立過程とその特色から，近代社会の理想像と実態の乖離につい考える．

28 敗戦と近代化(1) 敗戦後の社会変容を日本国憲法草案の起草にかかわった「ベアテ・シロタ・ゴードン」の視点から理解する．

29 敗戦と近代化(2) 日本国憲法成立の過程と，日本社会が新憲法を受容する過程の対比から，日本における近代化の特色を理解する．

30 敗戦と近代化(3) 近代日本社会の特色から，今後の日本社会のあるべき変容を考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

地理 (Geography)

八百 俊介 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

はじめに，地形図から地形・地域の歴史等の情報を読み取る手法を学習する．次に気候の形成要因を学んだ上で
，植生・土壌・農業等と気候との連関を学習する．さらに，人口構成の変化・地域的差異の要因，工業の立地要
因を学習し，都市の内部構造とその形成要因を学習する．最後に，交通と地域の関係を学習する．基本的な地理
的情報を各種資料から検索する．

【C3】気候の形成要因を理解し，植生・土壌・農業等との連関を捉える
ことができる．気候・植生・土壌・農業等の分布等を判別することがで
きる

気候の形成要因を理解し，植生・土壌・農業等との連関を捉えることが
できるか，気候・植生・土壌・農業等の分布等を判別することができる
か定期試験で評価する

【C3】工業の立地条件が理解できる 工業の立地条件が理解できるかを中間試験で評価する

【C3】人口変化・人口構成の形成要因が理解でき，地域特性が推察でき
る

人口変化・人口構成の形成要因が理解できているか，データから地域特
性が推察できるか中間試験で評価する

【C3】都市の内部構造とその形成要因，都市問題と交通と地域の関係が
理解できる

都市の内部構造とその形成要因が理解できているか，データから地区・
都市特性が判別できるか，交通と地域の関係が理解できるか定期試験で
評価する

【C3】地形図など資料から地誌情報を検索・判読することができる 地形図など資料から地誌情報を検索・判読することができるか中間試験
およびレポートで評価する

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点を満点とし，60点以上を合格とする．試験成績は中
間試験，定期試験の平均点とする．

高橋彰他「新詳地理B（初訂版）」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図（初訂版）」：帝国書院

高校地理B課程に関するもの

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（地理）

1 地形図の判読1 地形図から地形を判読する

2 地形図の判読2 第1週目に同じ

3 地形図の判読3 第1週目に同じ

4 地形図の利用1 地形図から歴史などを読み取る方法を学習する

5 地形図の利用2 第4週目に同じ

6 地形図の利用3 第4週目に同じ

7 地形図の読図4 第4週目に同じ

8 中間試験 第1週目から第7週目の範囲で試験を行なう

9 気候要素と特性1 気候の形成要因を学習し，データから気候特性を読み取り，地点を特定する

10 気候要素と特性2 第9週目に同じ

11 気候と土壌・植生1 気候ごとの土壌・植生を学習する

12 気候と土壌・植生2 第11週目に同じ

13 自然と農業1 自然条件を背景とした農業の分布を学習する

14 自然と農業2 第13週目に同じ

15 自然と農業3 第13週目に同じ

16 人口の変化と要因1 人口変化の社会的・経済的要因を学習する

17 人口の変化と要因2 第16週目に同じ

18 人口構成と地域1 人口構成と地域特性の関係を学習する

19 人口構成と地域2 第18週目に同じ

20 工業立地1 工業立地の類型を学習する

21 工業立地2 第20週目に同じ

22 工業立地3 第20週目に同じ

23 中間試験 第16週目から第22週目の範囲で試験を行なう

24 都市の内部構造1 都市の内部構造とその形成要因を学習する

25 都市の内部構造2 第24週目に同じ

26 都市の内部構造3 第24週目に同じ

27 都市の変化と都市問題1 都市の成長と都市問題について学習する

28 都市の変化と都市問題2 第27週目に同じ

29 交通と地域1 交通と地域の関係について学習する

30 交通と地域2 第29週目に同じ

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

地理 (Geography)

八百 俊介 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

はじめに，地形図から地形・地域の歴史等の情報を読み取る手法を学習する．次に気候の形成要因を学んだ上で
，植生・土壌・農業等と気候との連関を学習する．さらに，人口構成の変化・地域的差異の要因，工業の立地要
因を学習し，都市の内部構造とその形成要因を学習する．最後に，交通と地域の関係を学習する．基本的な地理
的情報を各種資料から検索する．

【C3】気候の形成要因を理解し，植生・土壌・農業等との連関を捉える
ことができる．気候・植生・土壌・農業等の分布等を判別することがで
きる

気候の形成要因を理解し，植生・土壌・農業等との連関を捉えることが
できるか，気候・植生・土壌・農業等の分布等を判別することができる
か定期試験で評価する

【C3】工業の立地条件が理解できる 工業の立地条件が理解できるかを中間試験で評価する

【C3】人口変化・人口構成の形成要因が理解でき，地域特性が推察でき
る

人口変化・人口構成の形成要因が理解できているか，データから地域特
性が推察できるか中間試験で評価する

【C3】都市の内部構造とその形成要因，都市問題と交通と地域の関係が
理解できる

都市の内部構造とその形成要因が理解できているか，データから地区・
都市特性が判別できるか，交通と地域の関係が理解できるか定期試験で
評価する

【C3】地形図など資料から地誌情報を検索・判読することができる 地形図など資料から地誌情報を検索・判読することができるか中間試験
およびレポートで評価する

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点を満点とし，60点以上を合格とする．試験成績は中
間試験，定期試験の平均点とする．

高橋彰他「新詳地理B（初訂版）」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図（初訂版）」：帝国書院

高校地理B課程に関するもの

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（地理）

1 地形図の判読1 地形図から地形を判読する

2 地形図の判読2 第1週目に同じ

3 地形図の判読3 第1週目に同じ

4 地形図の利用1 地形図から歴史などを読み取る方法を学習する

5 地形図の利用2 第4週目に同じ

6 地形図の利用3 第4週目に同じ

7 地形図の読図4 第4週目に同じ

8 中間試験 第1週目から第7週目の範囲で試験を行なう

9 気候要素と特性1 気候の形成要因を学習し，データから気候特性を読み取り，地点を特定する

10 気候要素と特性2 第9週目に同じ

11 気候と土壌・植生1 気候ごとの土壌・植生を学習する

12 気候と土壌・植生2 第11週目に同じ

13 自然と農業1 自然条件を背景とした農業の分布を学習する

14 自然と農業2 第13週目に同じ

15 自然と農業3 第13週目に同じ

16 人口の変化と要因1 人口変化の社会的・経済的要因を学習する

17 人口の変化と要因2 第16週目に同じ

18 人口構成と地域1 人口構成と地域特性の関係を学習する

19 人口構成と地域2 第18週目に同じ

20 工業立地1 工業立地の類型を学習する

21 工業立地2 第20週目に同じ

22 工業立地3 第20週目に同じ

23 中間試験 第16週目から第22週目の範囲で試験を行なう

24 都市の内部構造1 都市の内部構造とその形成要因を学習する

25 都市の内部構造2 第24週目に同じ

26 都市の内部構造3 第24週目に同じ

27 都市の変化と都市問題1 都市の成長と都市問題について学習する

28 都市の変化と都市問題2 第27週目に同じ

29 交通と地域1 交通と地域の関係について学習する

30 交通と地域2 第29週目に同じ

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-24



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

倫理 (Ethics)

手代木 陽 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(20%) D1(80%) 

現代社会において私たちはいかに生きるべきであろうか．人間として「よく生きる」ことを先人たちの思想や現
代社会の問題を通して学び，自らの生き方を考える姿勢を身につける．

【C3】青年期の特徴を理解し，自らの問題として考えることができる． 青年期の特徴についての理解度を前期中間試験で評価し，自らの問題と
して考えることができるかをレポート課題で評価する．

【C3】「思想の源流」と言われる先人の倫理思想を正しく理解できる． ギリシャの思想の理解度を前期中間試験で，キリスト教，イスラーム，
仏教の理解度を前期定期試験で評価する．

【C3】現代社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる． 近代における人間の尊厳，科学革命と自然観，民主社会の思想の理解度
を後期中間試験で評価する．

【C3】現代社会における倫理的問題を正しく理解できる． 高齢社会，高度情報社会，グローバル化，生命倫理，環境倫理の問題に
ついての理解度を後期定期試験で評価する．

【D1】現代社会における倫理的問題について自分の意見を矛盾なく展開
できる．

高齢社会，高度情報社会，グローバル化，生命倫理，環境倫理の問題に
ついて自分の意見を矛盾なく展開できるかを後期定期試験の作文問題と
レポート課題で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．レポート評価には授業の課題，自主課題のレポート評価と
ノートの評価が含まれる．なお，試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格
とする．

「高等学校 倫理」：越智貢他（第一学習社）
「新編アプローチ倫理資料」（東京法令）

なし

哲学

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（倫理）

1 「倫理」とは 「倫理」という言葉の意味を漢字の成り立ちから考える．1年間の授業の概要，評価方法について説明し，最近の
ニュースの中から倫理的問題を取り上げる．

2 青年期の特徴と課題 青年期の特徴，青年期の発達課題としてのアイデンティティの確立，パーソナリティと性格，欲求と適応などの問
題を解説する．

3 青年期の人間関係 青年期に特有の恋愛や性の問題について考える．セクシュアル・ハラスメントなどの社会問題も取り上げる．

4 人間としての自覚 人間の歴史の最初期において人間の生き方を導いた「思想の源流」について解説する．

5 ギリシャの思想（1） 初期自然哲学の形成，ソフィスト，ソクラテスの思想について解説する．

6 ギリシャの思想（2） ソクラテスの死の意義について考える．国法を尊重するとはどういうことか，憲法9条の問題を通して現代のわれ
われの問題として考える．

7 ギリシャの思想（3） プラトン，アリストテレスの思想について解説する．

8 前期中間試験 青年期の特徴と課題，青年期の人間関係，ギリシャの思想の範囲で試験を実施する．

9 キリスト教（1） 新約聖書から「放蕩息子の物語」を取り上げ，信仰するとはどういうことか考える．旧約聖書とユダヤ教の思想に
ついて解説する．

10 キリスト教（2） パレスチナ問題の歴史について解説し，和平について考える．

11 キリスト教（3） 新約聖書とイエスの思想について解説する．

12 イスラーム（1） イスラームの成立史と信仰の特徴について解説する．

13 イスラーム（2） 国際社会におけるイスラームの位置づけについて解説する．

14 仏教（1） 仏教の成立史とゴータマ＝シッダッタの思想について解説する．

15 仏教（2） 日本仏教の展開について解説する．

16 現代の特質と倫理的課題 科学技術の進歩によって生じた現代の諸問題は技術的解決のみならず，社会的合意が必要な倫理的問題でもあるこ
とを解説する．

17 人間の尊厳（1） 「人間の尊厳」とは何かを，その思想的源泉であるルネサンスまで遡って考える．

18 人間の尊厳（2） 人間の尊厳を「人格」に見出したカントの思想を解説し，自由とは何かを考える．

19 人間の尊厳（3） 「尊厳死」の問題についてビデオを視聴し，その是非を考える．

20 近代の科学革命と自然観 近代科学の自然観と合理論，経験論の思想について解説する．

21 自由で平等な社会の実現（1） すべての人間の平等を目指す民主社会の思想的源泉を17－18世紀の社会契約説に遡って解説する．

22 自由で平等な社会の実現（2） ヘーゲルの人倫と18-19世紀の功利主義の展開について解説する．

23 後期中間試験 人間の尊厳，近代の科学革命と自然観，自由で平等な社会の実現の範囲で試験を実施する．

24 現代の諸課題と倫理（1） 高齢社会の問題を現代の家族の変容との関係において解説する．

25 現代の諸課題と倫理（2） 高度情報社会におけるプライバシーや知的財産権の問題を解説する．

26 現代の諸課題と倫理（3） グローバル化が進む世界の現状を解説し，レポート課題を通して真の国際人とは何かを考える．

27 生命倫理と課題（1） 遺伝子技術と人間の尊厳の問題を解説する．

28 生命倫理と課題（2） 再生医療についてのビデオを視聴し，その倫理的問題について考える．

29 環境倫理と課題（1） 市場社会システムで地球温暖化問題を解決できるかについて考える．

30 環境倫理と課題（2） 生態系の保全を目的とする「自然の権利」について解説し，人間以外の生物に生きる権利があるかという問題を考
える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

倫理 (Ethics)

手代木 陽 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(20%) D1(80%) 

現代社会において私たちはいかに生きるべきであろうか．人間として「よく生きる」ことを先人たちの思想や現
代社会の問題を通して学び，自らの生き方を考える姿勢を身につける．

【C3】青年期の特徴を理解し，自らの問題として考えることができる． 青年期の特徴についての理解度を前期中間試験で評価し，自らの問題と
して考えることができるかをレポート課題で評価する．

【C3】「思想の源流」と言われる先人の倫理思想を正しく理解できる． ギリシャの思想の理解度を前期中間試験で，キリスト教，イスラーム，
仏教の理解度を前期定期試験で評価する．

【C3】現代社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる． 近代における人間の尊厳，科学革命と自然観，民主社会の思想の理解度
を後期中間試験で評価する．

【C3】現代社会における倫理的問題を正しく理解できる． 高齢社会，高度情報社会，グローバル化，生命倫理，環境倫理の問題に
ついての理解度を後期定期試験で評価する．

【D1】現代社会における倫理的問題について自分の意見を矛盾なく展開
できる．

高齢社会，高度情報社会，グローバル化，生命倫理，環境倫理の問題に
ついて自分の意見を矛盾なく展開できるかを後期定期試験の作文問題と
レポート課題で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．レポート評価には授業の課題，自主課題のレポート評価と
ノートの評価が含まれる．なお，試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格
とする．

「高等学校 倫理」：越智貢他（第一学習社）
「新編アプローチ倫理資料」（東京法令）

なし

哲学

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（倫理）

1 「倫理」とは 「倫理」という言葉の意味を漢字の成り立ちから考える．1年間の授業の概要，評価方法について説明し，最近の
ニュースの中から倫理的問題を取り上げる．

2 青年期の特徴と課題 青年期の特徴，青年期の発達課題としてのアイデンティティの確立，パーソナリティと性格，欲求と適応などの問
題を解説する．

3 青年期の人間関係 青年期に特有の恋愛や性の問題について考える．セクシュアル・ハラスメントなどの社会問題も取り上げる．

4 人間としての自覚 人間の歴史の最初期において人間の生き方を導いた「思想の源流」について解説する．

5 ギリシャの思想（1） 初期自然哲学の形成，ソフィスト，ソクラテスの思想について解説する．

6 ギリシャの思想（2） ソクラテスの死の意義について考える．国法を尊重するとはどういうことか，憲法9条の問題を通して現代のわれ
われの問題として考える．

7 ギリシャの思想（3） プラトン，アリストテレスの思想について解説する．

8 前期中間試験 青年期の特徴と課題，青年期の人間関係，ギリシャの思想の範囲で試験を実施する．

9 キリスト教（1） 新約聖書から「放蕩息子の物語」を取り上げ，信仰するとはどういうことか考える．旧約聖書とユダヤ教の思想に
ついて解説する．

10 キリスト教（2） パレスチナ問題の歴史について解説し，和平について考える．

11 キリスト教（3） 新約聖書とイエスの思想について解説する．

12 イスラーム（1） イスラームの成立史と信仰の特徴について解説する．

13 イスラーム（2） 国際社会におけるイスラームの位置づけについて解説する．

14 仏教（1） 仏教の成立史とゴータマ＝シッダッタの思想について解説する．

15 仏教（2） 日本仏教の展開について解説する．

16 現代の特質と倫理的課題 科学技術の進歩によって生じた現代の諸問題は技術的解決のみならず，社会的合意が必要な倫理的問題でもあるこ
とを解説する．

17 人間の尊厳（1） 「人間の尊厳」とは何かを，その思想的源泉であるルネサンスまで遡って考える．

18 人間の尊厳（2） 人間の尊厳を「人格」に見出したカントの思想を解説し，自由とは何かを考える．

19 人間の尊厳（3） 「尊厳死」の問題についてビデオを視聴し，その是非を考える．

20 近代の科学革命と自然観 近代科学の自然観と合理論，経験論の思想について解説する．

21 自由で平等な社会の実現（1） すべての人間の平等を目指す民主社会の思想的源泉を17－18世紀の社会契約説に遡って解説する．

22 自由で平等な社会の実現（2） ヘーゲルの人倫と18-19世紀の功利主義の展開について解説する．

23 後期中間試験 人間の尊厳，近代の科学革命と自然観，自由で平等な社会の実現の範囲で試験を実施する．

24 現代の諸課題と倫理（1） 高齢社会の問題を現代の家族の変容との関係において解説する．

25 現代の諸課題と倫理（2） 高度情報社会におけるプライバシーや知的財産権の問題を解説する．

26 現代の諸課題と倫理（3） グローバル化が進む世界の現状を解説し，レポート課題を通して真の国際人とは何かを考える．

27 生命倫理と課題（1） 遺伝子技術と人間の尊厳の問題を解説する．

28 生命倫理と課題（2） 再生医療についてのビデオを視聴し，その倫理的問題について考える．

29 環境倫理と課題（1） 市場社会システムで地球温暖化問題を解決できるかについて考える．

30 環境倫理と課題（2） 生態系の保全を目的とする「自然の権利」について解説し，人間以外の生物に生きる権利があるかという問題を考
える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

歴史 (History)

深見 貴成 准教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となる
のが基本的な歴史知識である．本授業では，近代社会の成立から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「
帝国主義」「戦争」を中心として学んでいく．

【C3】18世紀から現在までの世界の歴史の流れを相互に関連させて理
解できる． 中間試験および定期試験で評価する．

【C3】基本的な世界の歴史的事項を理解する． 中間試験および定期試験とレポート・提出物で評価する．

【C3】18世紀から現代までの世界の社会問題や文化に関して理解でき
る． 中間試験および定期試験で評価する．

【C3】現代の社会における事柄を世界の歴史に関連させて思考できる． レポート・提出物で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート・提出物30%　として評価する．到達目標1・2・3については，中間および定期試
験4回の平均点で評価する．また到達目標2については，レポート・提出物でも評価する．到達目標4については
，ノート・提出物で評価する．これらを総合して，100点満点で60点以上を合格とする．

「詳説世界史　改訂版」：佐藤次高他（山川出版社）
「グローバルワイド最新世界史図表」：第一学習社編集部編（第一学習社）

「世界史B用語集　改訂版」：全国歴史教育研究協議会編（山川出版社）
「角川世界史辞典」：西川正雄他編（角川書店）

歴史（1年），日本史（5年），世界史（5年）

教科書をよく読み，内容を理解できるようにすること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（歴史）

1 導入―近代社会とは 古代から市民革命が起こるまでの世界の歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．

2 産業革命とアメリカ独立革命（1） イギリスで起こった産業革命の影響と，アメリカ独立革命の意義について理解する．

3 産業革命とアメリカ独立革命（2） 第2週に同じ．

4 フランス革命とナポレオン（1） アンシャン＝レジームとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．

5 フランス革命とナポレオン（2） フランス革命の経緯とナポレオンの動向について理解する．

6 ウィーン体制とその崩壊 二月革命と七月革命の意義について知る．また，イタリアとドイツの統一の経緯を理解し，近代国家とは何かを考
える．

7 アメリカ合衆国の発展 アメリカの領土拡大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について試験を行う．

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説し，近代国家（国民国家）の成立の意義について学ぶ．

10 オスマン帝国とムガル帝国 オスマン帝国とヨーロッパ諸国の関係について理解する．またイギリスのインドの植民地化の経緯を知り，植民地
とは何かを理解する．

11 清朝の動揺 アヘン戦争以降の清朝のヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．

12 帝国主義の展開と植民地（1） ヨーロッパ諸国の動向と植民地化の拡大について理解する．特にアジアとアフリカの植民地化について考える．

13 帝国主義の展開と植民地（2） 第12週に同じ．

14 アジア諸国の改革（1） 清朝の滅亡と辛亥革命の経緯について理解する．また，アジア各地での民族運動について考える．

15 アジア諸国の改革（2） 第14週に同じ．

16 第一次世界大戦（1） なぜ第一次世界大戦が起こったのか，その経緯を理解する．また，ロシア革命の経緯と意義について考える．

17 第一次世界大戦（2） 第16週に同じ．

18 ヴェルサイユ体制とワシントン体制（1） 国際協調の時代としての1920年代をヨーロッパ・アジアを中心にして学ぶ．また，各地域の民族運動について理解
する．

19 ヴェルサイユ体制とワシントン体制（2） 第18週に同じ．

20 世界恐慌とファシズム（1） 世界恐慌が世界に与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．

21 世界恐慌とファシズム（2） 第20週に同じ．

22 第二次世界大戦 第二次世界大戦の世界史的意義について考え，現代社会とのつながりを考える．

23 中間試験 第16週から第22週までの内容について試験を行う．

24 冷戦の構造（1） アメリカとソ連だけではなく，世界史上における冷戦の意味とその構造について理解する．またアジア諸国の戦後
の動向について知る．

25 冷戦の構造（2） 第24週に同じ．

26 第三世界の自立 冷戦構造と第三世界との関係について理解する．また各地の戦争・紛争の経緯とその意味を考える．

27 ベトナム戦争 ベトナム戦争が起こる経緯と世界に与えた意味について考える．特に日本社会に与えた影響についても考える．

28 冷戦の解消（1） ソ連の消滅の意義について理解する．また，1990年代以降の世界の動き，特にアメリカの動向について考える．

29 冷戦の解消（2） 第28週に同じ．

30 まとめ―歴史を学ぶこととは何か これまで学んできた世界の歴史と現代社会とのつながりについて理解し，今後の世界について考える．また，歴史
を学ぶことがどのような意味を持つのかを考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

歴史 (History)

深見 貴成 准教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となる
のが基本的な歴史知識である．本授業では，近代社会の成立から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「
帝国主義」「戦争」を中心として学んでいく．

【C3】18世紀から現在までの世界の歴史の流れを相互に関連させて理
解できる． 中間試験および定期試験で評価する．

【C3】基本的な世界の歴史的事項を理解する． 中間試験および定期試験とレポート・提出物で評価する．

【C3】18世紀から現代までの世界の社会問題や文化に関して理解でき
る． 中間試験および定期試験で評価する．

【C3】現代の社会における事柄を世界の歴史に関連させて思考できる． レポート・提出物で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート・提出物30%　として評価する．到達目標1・2・3については，中間および定期試
験4回の平均点で評価する．また到達目標2については，レポート・提出物でも評価する．到達目標4については
，ノート・提出物で評価する．これらを総合して，100点満点で60点以上を合格とする．

「詳説世界史　改訂版」：佐藤次高他（山川出版社）
「グローバルワイド最新世界史図表」：第一学習社編集部編（第一学習社）

「世界史B用語集　改訂版」：全国歴史教育研究協議会編（山川出版社）
「角川世界史辞典」：西川正雄他編（角川書店）

歴史（1年），日本史（5年），世界史（5年）

教科書をよく読み，内容を理解できるようにすること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（歴史）

1 導入―近代社会とは 古代から市民革命が起こるまでの世界の歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．

2 産業革命とアメリカ独立革命（1） イギリスで起こった産業革命の影響と，アメリカ独立革命の意義について理解する．

3 産業革命とアメリカ独立革命（2） 第2週に同じ．

4 フランス革命とナポレオン（1） アンシャン＝レジームとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．

5 フランス革命とナポレオン（2） フランス革命の経緯とナポレオンの動向について理解する．

6 ウィーン体制とその崩壊 二月革命と七月革命の意義について知る．また，イタリアとドイツの統一の経緯を理解し，近代国家とは何かを考
える．

7 アメリカ合衆国の発展 アメリカの領土拡大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について試験を行う．

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説し，近代国家（国民国家）の成立の意義について学ぶ．

10 オスマン帝国とムガル帝国 オスマン帝国とヨーロッパ諸国の関係について理解する．またイギリスのインドの植民地化の経緯を知り，植民地
とは何かを理解する．

11 清朝の動揺 アヘン戦争以降の清朝のヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．

12 帝国主義の展開と植民地（1） ヨーロッパ諸国の動向と植民地化の拡大について理解する．特にアジアとアフリカの植民地化について考える．

13 帝国主義の展開と植民地（2） 第12週に同じ．

14 アジア諸国の改革（1） 清朝の滅亡と辛亥革命の経緯について理解する．また，アジア各地での民族運動について考える．

15 アジア諸国の改革（2） 第14週に同じ．

16 第一次世界大戦（1） なぜ第一次世界大戦が起こったのか，その経緯を理解する．また，ロシア革命の経緯と意義について考える．

17 第一次世界大戦（2） 第16週に同じ．

18 ヴェルサイユ体制とワシントン体制（1） 国際協調の時代としての1920年代をヨーロッパ・アジアを中心にして学ぶ．また，各地域の民族運動について理解
する．

19 ヴェルサイユ体制とワシントン体制（2） 第18週に同じ．

20 世界恐慌とファシズム（1） 世界恐慌が世界に与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．

21 世界恐慌とファシズム（2） 第20週に同じ．

22 第二次世界大戦 第二次世界大戦の世界史的意義について考え，現代社会とのつながりを考える．

23 中間試験 第16週から第22週までの内容について試験を行う．

24 冷戦の構造（1） アメリカとソ連だけではなく，世界史上における冷戦の意味とその構造について理解する．またアジア諸国の戦後
の動向について知る．

25 冷戦の構造（2） 第24週に同じ．

26 第三世界の自立 冷戦構造と第三世界との関係について理解する．また各地の戦争・紛争の経緯とその意味を考える．

27 ベトナム戦争 ベトナム戦争が起こる経緯と世界に与えた意味について考える．特に日本社会に与えた影響についても考える．

28 冷戦の解消（1） ソ連の消滅の意義について理解する．また，1990年代以降の世界の動き，特にアメリカの動向について考える．

29 冷戦の解消（2） 第28週に同じ．

30 まとめ―歴史を学ぶこととは何か これまで学んできた世界の歴史と現代社会とのつながりについて理解し，今後の世界について考える．また，歴史
を学ぶことがどのような意味を持つのかを考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

政治・経済 (Political Science and Economics)

高橋 秀実 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

歴史的転換期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済・国際関係の諸事象を多角的
な視点から分析し，その構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は国際
政治を中心に政治分野を，後期は経済分野を扱う．国際政治や経済の時事問題を随時導入する．

【C3】第二次世界大戦・冷戦・核問題などを通じて戦争と平和の問題を
理解する．南北問題・人口問題・民族問題など現代世界の諸課題を理解
する．国際連合の組織・機能，国際機関や国際条約を理解する．

国際政治の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

【C3】リベラルデモクラシーの原理，及びこれに基づく日本国憲法の原
理（国民主権・基本的人権・平和主義）・制度・成立過程を理解する．

リベラルデモクラシー・日本国憲法の理解度を，試験・レポート・提出
物により評価する．

【C3】資本主義経済の特徴，市場メカニズム，金融・財政，労働問題な
ど現代経済のしくみを理解する．

現代経済のしくみの理解度を，試験・レポート・提出物により評価する
．

【C3】資本主義成立期から敗戦・戦後復興・高度経済成長・石油危機・
貿易不均衡・バブル経済・バブル崩壊を経て現在に至るまでの，日本経
済の歩みを理解する．

日本経済の歩みの理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

【C3】グローバリゼーションと地域経済統合の進展の中で，世界経済・
貿易のあり方を理解する． 世界経済・貿易の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70% レポート・提出物30% で評価する．試験成績は前後期の平均点とする．100点満点の60点以
上を合格とする．

「教養の政治学・経済学」：香川勝俊編（学術図書出版）
「政治・経済資料 2013」：東京法令出版編（東京法令出版）

「ゼミナール　日本経済入門」三橋規宏他編（日本経済新聞社）

経済学(5年選択）

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（政治・経済）

1 政治序論：現代世界の課題 20世紀という時代，戦後の時代を多面的に検証し，転換期としての冷戦後世界の諸課題を問題提起する．

2 国際社会と主権国家 近代国家のあり方・要素を分析し，国際社会を動かす政治・経済的利害関係，民族・宗教など文化的要因などを考
察する．

3 第二次世界大戦と東西冷戦 第二次世界大戦と東西冷戦を，ファシズム・コミュニズム・リベラルデモクラシーなど政治思想・国家体制の側面
から分析し考察する．

4 冷戦終結と冷戦後の国際社会・グローバリゼーショ
ン

冷戦終結の政治過程とその歴史的意義を分析し考察する．世界市場の一体化（グローバリゼーション）の潮流を考
察する．

5 9・11テロとイラク戦争 9・11テロとイラク戦争を通じて，21世紀初頭の現代世界が直面している国際政治の潮流・動向を考察する．

6 ナショナリズム・民族対立・難民問題 ボスニア・コソボ紛争・チェチェン紛争等に見られる，多民族国家におけるナショナリズム・民族対立・地域紛争
・ジェノサイド・難民問題を考察する．

7 南北問題・人口問題 先進工業国と発展途上国の経済格差の現状やその原因，国際社会の対応，近年の変化を分析する．人口問題も南北
問題と関連させて考察する．

8 核問題 広島・長崎原爆，戦後米ソの核対立，核抑止の国際条約締結の歩み，大量破壊兵器の危機的現実を分析し考察する
．

9 国際連合の組織と機能 国際連合の成立過程，総会・安全保障理事会を中心とした国連の組織，PKOなど平和維持機能を理解する．

10 リベラルデモクラシーの原理と人権 社会契約説に基づき市民革命・人権宣言によって確立したリベラルデモクラシーの原理・制度が近代国家体制の基
礎を成すことを理解し考察する．自由権から社会権への流れを理解する．

11 各国の政治制度 日本の立法府(国会）と行政府(内閣）の関係を規定する議院内閣制を米国の大統領制と比較して考察する．

12 日本国憲法の成立 太平洋戦争と敗戦，戦後の日本国憲法成立に至る政治過程を分析し，日本国憲法を戦前の大日本帝国憲法と比較し
て考察する．

13 日本国憲法の平和主義と戦後日本の歩み 日本国憲法前文・第9条の平和主義を考察する．そして憲法の理想と現実の戦後日本の歩みとの相克を分析し考察
する．

14 冷戦後の安全保障問題 新ガイドライン，北朝鮮の核開発，自衛隊イラク派遣など，冷戦後（1990年代以降）の安全保障をめぐる諸問題を
考察する．

15 総括：21世紀の国際社会と日本 政治編の総括として，21世紀の国際社会の潮流と諸課題，及び日本のあり方を考察する．

16 経済序論：商品経済・貨幣経済・生産と消費 商品としての財・サービスの生産，企業と消費者・労働者，貨幣の機能など，資本主義経済の特徴を基礎から分析
し考察する．

17 市場経済メカニズム 自由競争市場では商品の需要と供給が価格の変動によって自動的に調整されるという，アダムスミスが解明した市
場メカニズムの原理を理解する．

18 自由競争から独占資本主義へ 産業革命期の自由競争資本主義から独占（寡占）資本主義への転換を理解し，独占(寡占）の形態を分析する．

19 世界恐慌とケインズ・修正資本主義 1930年代の世界恐慌・デフレスパイラル，欧州先進国のブロック経済化，米国のニューディール政策とその基盤た
るケインズ理論，修正資本主義を理解する．

20 財政の機能としくみ・財政政策 財政の機能とそのしくみ，予算(歳入・歳出），租税の種類・制度を理解する．国債累積によって財政が破綻に瀕し
ている現状，財政改革のあり方を考察する．

21 金融の機能としくみ・金融政策 資金の循環と金融の機能・しくみ，日本銀行による金融政策を理解する．バブル崩壊後の金融再編の潮流を考察す
る．

22 形成期の日本資本主義 富国強兵・殖産興業の下に国家主導で軍需産業中心に形成された成立期の日本資本主義の特徴を，後進的農村，劣
悪な労働条件，狭い国内市場，植民地獲得への軍事進出，など多面的に分析し考察する．

23 戦後経済復興と高度経済成長 敗戦後の経済民主化改革と経済復興，1950・60年代の著しい工業発展・高度経済成長を可能にした諸要因を多面
的に分析し考察する．

24 オイルショックと貿易不均衡 1970年代オイルショックによる高度成長の終結，日本企業の技術革新，輸出拡大，80年代日米貿易不均衡・貿易
摩擦を分析する．

25 バブル経済とバブル崩壊デフレ 1985年プラザ合意以降の株価・地価高騰，バブル経済，90年代株価・地価暴落によるバブル崩壊と金融システム
不安を伴う平成不況へと至った過程及び原因を考察する．

26 技術革新と産業構造の変化 日本経済の歩みを通じて産業構造の変化を考察し，技術革新が産業構造の変遷と密接に連関していることを理解す
る．

27 労働・雇用問題 憲法・労働基準法に規定された労働者の権利を理解する．終身雇用・年功序列・企業別労働組合という戦後日本の
雇用制度の特徴，及びその変化の潮流を考察する．

28 国際経済と貿易 戦後国際経済の基軸たるIMF・GATT体制の中で，加工貿易によって発展を遂げた日本経済を理解する．生産拠点の
海外移転，多国籍企業化の現状も分析する．

29 地域経済統合・EU 1990年代市場統合を成し遂げ，通貨統合・加盟国拡大へと向かったEUの歩みを通じて，地域経済統合を考察する
．

30 総括：世界経済・日本経済の現状と課題 経済編の総括として，世界経済の現状と課題及び日本経済の現状と課題を考察する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．政治経済の時事テーマを随時導入するため，上記予定テーマの内容・順序は変更可能
性あり．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

政治・経済 (Political Science and Economics)

高橋 秀実 教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

歴史的転換期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済・国際関係の諸事象を多角的
な視点から分析し，その構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は国際
政治を中心に政治分野を，後期は経済分野を扱う．国際政治や経済の時事問題を随時導入する．

【C3】第二次世界大戦・冷戦・核問題などを通じて戦争と平和の問題を
理解する．南北問題・人口問題・民族問題など現代世界の諸課題を理解
する．国際連合の組織・機能，国際機関や国際条約を理解する．

国際政治の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

【C3】リベラルデモクラシーの原理，及びこれに基づく日本国憲法の原
理（国民主権・基本的人権・平和主義）・制度・成立過程を理解する．

リベラルデモクラシー・日本国憲法の理解度を，試験・レポート・提出
物により評価する．

【C3】資本主義経済の特徴，市場メカニズム，金融・財政，労働問題な
ど現代経済のしくみを理解する．

現代経済のしくみの理解度を，試験・レポート・提出物により評価する
．

【C3】資本主義成立期から敗戦・戦後復興・高度経済成長・石油危機・
貿易不均衡・バブル経済・バブル崩壊を経て現在に至るまでの，日本経
済の歩みを理解する．

日本経済の歩みの理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

【C3】グローバリゼーションと地域経済統合の進展の中で，世界経済・
貿易のあり方を理解する． 世界経済・貿易の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70% レポート・提出物30% で評価する．試験成績は前後期の平均点とする．100点満点の60点以
上を合格とする．

「教養の政治学・経済学」：香川勝俊編（学術図書出版）
「政治・経済資料 2013」：東京法令出版編（東京法令出版）

「ゼミナール　日本経済入門」三橋規宏他編（日本経済新聞社）

経済学(5年選択）

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（政治・経済）

1 政治序論：現代世界の課題 20世紀という時代，戦後の時代を多面的に検証し，転換期としての冷戦後世界の諸課題を問題提起する．

2 国際社会と主権国家 近代国家のあり方・要素を分析し，国際社会を動かす政治・経済的利害関係，民族・宗教など文化的要因などを考
察する．

3 第二次世界大戦と東西冷戦 第二次世界大戦と東西冷戦を，ファシズム・コミュニズム・リベラルデモクラシーなど政治思想・国家体制の側面
から分析し考察する．

4 冷戦終結と冷戦後の国際社会・グローバリゼーショ
ン

冷戦終結の政治過程とその歴史的意義を分析し考察する．世界市場の一体化（グローバリゼーション）の潮流を考
察する．

5 9・11テロとイラク戦争 9・11テロとイラク戦争を通じて，21世紀初頭の現代世界が直面している国際政治の潮流・動向を考察する．

6 ナショナリズム・民族対立・難民問題 ボスニア・コソボ紛争・チェチェン紛争等に見られる，多民族国家におけるナショナリズム・民族対立・地域紛争
・ジェノサイド・難民問題を考察する．

7 南北問題・人口問題 先進工業国と発展途上国の経済格差の現状やその原因，国際社会の対応，近年の変化を分析する．人口問題も南北
問題と関連させて考察する．

8 核問題 広島・長崎原爆，戦後米ソの核対立，核抑止の国際条約締結の歩み，大量破壊兵器の危機的現実を分析し考察する
．

9 国際連合の組織と機能 国際連合の成立過程，総会・安全保障理事会を中心とした国連の組織，PKOなど平和維持機能を理解する．

10 リベラルデモクラシーの原理と人権 社会契約説に基づき市民革命・人権宣言によって確立したリベラルデモクラシーの原理・制度が近代国家体制の基
礎を成すことを理解し考察する．自由権から社会権への流れを理解する．

11 各国の政治制度 日本の立法府(国会）と行政府(内閣）の関係を規定する議院内閣制を米国の大統領制と比較して考察する．

12 日本国憲法の成立 太平洋戦争と敗戦，戦後の日本国憲法成立に至る政治過程を分析し，日本国憲法を戦前の大日本帝国憲法と比較し
て考察する．

13 日本国憲法の平和主義と戦後日本の歩み 日本国憲法前文・第9条の平和主義を考察する．そして憲法の理想と現実の戦後日本の歩みとの相克を分析し考察
する．

14 冷戦後の安全保障問題 新ガイドライン，北朝鮮の核開発，自衛隊イラク派遣など，冷戦後（1990年代以降）の安全保障をめぐる諸問題を
考察する．

15 総括：21世紀の国際社会と日本 政治編の総括として，21世紀の国際社会の潮流と諸課題，及び日本のあり方を考察する．

16 経済序論：商品経済・貨幣経済・生産と消費 商品としての財・サービスの生産，企業と消費者・労働者，貨幣の機能など，資本主義経済の特徴を基礎から分析
し考察する．

17 市場経済メカニズム 自由競争市場では商品の需要と供給が価格の変動によって自動的に調整されるという，アダムスミスが解明した市
場メカニズムの原理を理解する．

18 自由競争から独占資本主義へ 産業革命期の自由競争資本主義から独占（寡占）資本主義への転換を理解し，独占(寡占）の形態を分析する．

19 世界恐慌とケインズ・修正資本主義 1930年代の世界恐慌・デフレスパイラル，欧州先進国のブロック経済化，米国のニューディール政策とその基盤た
るケインズ理論，修正資本主義を理解する．

20 財政の機能としくみ・財政政策 財政の機能とそのしくみ，予算(歳入・歳出），租税の種類・制度を理解する．国債累積によって財政が破綻に瀕し
ている現状，財政改革のあり方を考察する．

21 金融の機能としくみ・金融政策 資金の循環と金融の機能・しくみ，日本銀行による金融政策を理解する．バブル崩壊後の金融再編の潮流を考察す
る．

22 形成期の日本資本主義 富国強兵・殖産興業の下に国家主導で軍需産業中心に形成された成立期の日本資本主義の特徴を，後進的農村，劣
悪な労働条件，狭い国内市場，植民地獲得への軍事進出，など多面的に分析し考察する．

23 戦後経済復興と高度経済成長 敗戦後の経済民主化改革と経済復興，1950・60年代の著しい工業発展・高度経済成長を可能にした諸要因を多面
的に分析し考察する．

24 オイルショックと貿易不均衡 1970年代オイルショックによる高度成長の終結，日本企業の技術革新，輸出拡大，80年代日米貿易不均衡・貿易
摩擦を分析する．

25 バブル経済とバブル崩壊デフレ 1985年プラザ合意以降の株価・地価高騰，バブル経済，90年代株価・地価暴落によるバブル崩壊と金融システム
不安を伴う平成不況へと至った過程及び原因を考察する．

26 技術革新と産業構造の変化 日本経済の歩みを通じて産業構造の変化を考察し，技術革新が産業構造の変遷と密接に連関していることを理解す
る．

27 労働・雇用問題 憲法・労働基準法に規定された労働者の権利を理解する．終身雇用・年功序列・企業別労働組合という戦後日本の
雇用制度の特徴，及びその変化の潮流を考察する．

28 国際経済と貿易 戦後国際経済の基軸たるIMF・GATT体制の中で，加工貿易によって発展を遂げた日本経済を理解する．生産拠点の
海外移転，多国籍企業化の現状も分析する．

29 地域経済統合・EU 1990年代市場統合を成し遂げ，通貨統合・加盟国拡大へと向かったEUの歩みを通じて，地域経済統合を考察する
．

30 総括：世界経済・日本経済の現状と課題 経済編の総括として，世界経済の現状と課題及び日本経済の現状と課題を考察する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．政治経済の時事テーマを随時導入するため，上記予定テーマの内容・順序は変更可能
性あり．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学I (Mathematics I)

児玉 宏児 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・6単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

高等専門学校における数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する． さらに，演習を行うことにより，内容の定着
と応用力の養成をはかる．

【A1】実数，複素数，整式や分数式の計算ができる． 実数，複素数，整式や分数式の計算ができるかどうかを試験および演習
・レポートで評価する．

【A1】方程式・不等式を解いたり，利用したりできる． 方程式・不等式を解いたり，利用したりできるかどうかを試験および演
習・レポートで評価する．

【A1】簡単な等式・不等式の証明ができる． 簡単な等式・不等式の証明ができるかどうかを試験および演習・レポー
トで評価する．

【A1】2次関数や分数関数などのグラフを理解し応用できる． 2次関数や分数関数などのグラフを理解し応用できるかどうかを試験およ
び演習・レポートで評価する．

【A1】指数法則，指数関数を理解し，計算および応用ができる． 指数法則，指数関数を理解し，計算および応用が出来ることを試験およ
びレポートで評価する．

【A1】対数の定義，対数関数を理解し，計算および応用ができる． 対数の定義，対数関数を理解し，計算および応用ができることを試験お
よびレポートで評価する．

【A1】三角比・三角関数に関する定理，公式を理解し活用できる． 三角比・三角関数に関する定理，公式を理解し活用できるかどうかを試
験および演習・レポートで評価する．

【A1】数列とその和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で
きる．

数列とその和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解している
かどうかを試験および演習・レポートで評価する．

　 　

　 　

成績は，試験70%　演習・レポート30%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ
ポートは夏期休業前・冬期休業前等，適宜課す．100点満点で60点以上を合格とする．

「新 基礎数学」：高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式 基礎と演習 数学I+A」：(数研出版)
「新課程 チャート式 基礎と演習 数学II+B」：(数研出版)

「新編 高専の数学1 第2版・新装版」：田代 嘉宏 他 編 (森北出版)
「工科の数学 基礎数学(第2版)」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「新 基礎数学問題集」：(大日本図書)
「新編 高専の数学 1 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

1年の数学II，2年の数学I・数学II

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある． ・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はな
い．・4月のオリエンテーションの中で，入学前に課した課題についての実力テストを実施する．このテストの
結果は1年数学Iの成績とは関係ない．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学I）

1 整式の加法・減法，整式の乗法 整式の加法・減法および整式の展開公式について解説し，文字式の計算に関する演習を行う．

2 因数分解，整式の除法，剰余の定理と因数定理 因数分解の公式およびその使い方，整式の割り算の方法について解説し，演習を行う．また，剰余の定理，因数定
理およびその応用について解説し，演習を行う．

3 分数式の計算 分数式の加減乗除について，その方法を解説し，計算練習をさせる．

4 実数，平方根，複素数 実数の性質，絶対値の定義，平方根の定義と性質を解説し，演習を行う．また，分母の有理化とその方法，複素数
の定義および計算方法について解説し，演習を行う．

5 2次方程式，解と係数の関係 2次方程式の解の公式，2次方程式の解の判別とその方法を解説し，演習を行う．また，解と係数の関係および2次
式の因数分解について解説し，演習を行う．

6 いろいろな方程式，恒等式，等式の証明 さまざまな方程式の解法について解説し，演習を行う．また，恒等式，等式の証明方法についても解説し，演習を
行う．

7 不等式の性質，1次不等式の解法 不等式の性質，1次不等式の解法について解説し，演習を行う．

8 中間試験 1～7週の範囲で中間試験を行う．

9 いろいろな不等式，不等式の証明 さまざまな不等式の解法について解説し，演習を行う．また，不等式の証明方法，相加平均と相乗平均の関係につ
いても解説し，演習を行う．

10 関数とグラフ 関数の定義域・値域および関数のグラフについて解説し，演習を行う．

11 2次関数のグラフ 2次関数とそのグラフについて解説し，演習を行う．

12 2次関数の最大・最小，2次関数と2次方程式 2次関数の最大値・最小値の求め方について解説し，演習を行う．また，2次関数のグラフと2次方程式との関係に
ついても解説し，演習を行う．

13 2次関数と2次不等式 2次関数のグラフと2次不等式との関係について解説し，演習を行う．

14 いろいろな関数 べき関数，分数関数，無理関数，逆関数について解説し，演習を行う．

15 復習と演習 2次関数を含めたいろいろな関数について復習し，まとめの演習を行う．

16 累乗根，指数の拡張 累乗根とその性質について学習する．また，指数の整数・有理数への拡張と指数法則について学習する．

17 指数関数，指数方程式・不等式 指数関数とそのグラフについて学習する．また，指数方程式・不等式について学習する．

18 対数，対数関数 対数の定義・性質・底の変換公式について学習する．また，対数関数とそのグラフについて学習する．

19 対数関数，対数方程式・不等式，常用対数 対数関数とそのグラフについて学習する．また，対数方程式・不等式，常用対数とその応用について学習する．さ
らに，指数・対数に関する総合的な演習を行う．

20 三角比 三角比の定義・性質，正弦定理，余弦定理，三角形の面積の公式について解説し，演習を行う．

21 一般角，一般角の三角関数，弧度法 一般角，三角関数の定義，弧度法について解説し，演習を行う．

22 三角関数の性質，演習 三角関数の性質について解説し，三角比から三角関数の性質までのまとめと演習を行う．

23 中間試験 16～22週の範囲で中間試験を行う．

24 三角関数のグラフ 三角関数のグラフ，三角方程式・不等式について解説し，演習を行う．

25 加法定理 加法定理，2倍角の公式，半角の公式，積を和・差（和・差を積）に直す公式，三角関数の合成について解説し，
演習を行う．

26 演習 三角関数と加法定理についてまとめと演習を行う．

27 数列，等差数列，等比数列 数列，等差数列とその和，等比数列とその和について解説し，演習を行う．

28 いろいろな数列の和 さまざまな数列の和の計算方法について解説し，演習を行う．

29 漸化式と数学的帰納法 漸化式，数学的帰納法について解説し，演習を行う．

30 演習 数列についてまとめと演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学I (Mathematics I)

児玉 宏児 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・6単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

高等専門学校における数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する． さらに，演習を行うことにより，内容の定着
と応用力の養成をはかる．

【A1】実数，複素数，整式や分数式の計算ができる． 実数，複素数，整式や分数式の計算ができるかどうかを試験および演習
・レポートで評価する．

【A1】方程式・不等式を解いたり，利用したりできる． 方程式・不等式を解いたり，利用したりできるかどうかを試験および演
習・レポートで評価する．

【A1】簡単な等式・不等式の証明ができる． 簡単な等式・不等式の証明ができるかどうかを試験および演習・レポー
トで評価する．

【A1】2次関数や分数関数などのグラフを理解し応用できる． 2次関数や分数関数などのグラフを理解し応用できるかどうかを試験およ
び演習・レポートで評価する．

【A1】指数法則，指数関数を理解し，計算および応用ができる． 指数法則，指数関数を理解し，計算および応用が出来ることを試験およ
びレポートで評価する．

【A1】対数の定義，対数関数を理解し，計算および応用ができる． 対数の定義，対数関数を理解し，計算および応用ができることを試験お
よびレポートで評価する．

【A1】三角比・三角関数に関する定理，公式を理解し活用できる． 三角比・三角関数に関する定理，公式を理解し活用できるかどうかを試
験および演習・レポートで評価する．

【A1】数列とその和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で
きる．

数列とその和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解している
かどうかを試験および演習・レポートで評価する．

　 　

　 　

成績は，試験70%　演習・レポート30%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ
ポートは夏期休業前・冬期休業前等，適宜課す．100点満点で60点以上を合格とする．

「新 基礎数学」：高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式 基礎と演習 数学I+A」：(数研出版)
「新課程 チャート式 基礎と演習 数学II+B」：(数研出版)

「新編 高専の数学1 第2版・新装版」：田代 嘉宏 他 編 (森北出版)
「工科の数学 基礎数学(第2版)」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「新 基礎数学問題集」：(大日本図書)
「新編 高専の数学 1 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

1年の数学II，2年の数学I・数学II

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある． ・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はな
い．・4月のオリエンテーションの中で，入学前に課した課題についての実力テストを実施する．このテストの
結果は1年数学Iの成績とは関係ない．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学I）

1 整式の加法・減法，整式の乗法 整式の加法・減法および整式の展開公式について解説し，文字式の計算に関する演習を行う．

2 因数分解，整式の除法，剰余の定理と因数定理 因数分解の公式およびその使い方，整式の割り算の方法について解説し，演習を行う．また，剰余の定理，因数定
理およびその応用について解説し，演習を行う．

3 分数式の計算 分数式の加減乗除について，その方法を解説し，計算練習をさせる．

4 実数，平方根，複素数 実数の性質，絶対値の定義，平方根の定義と性質を解説し，演習を行う．また，分母の有理化とその方法，複素数
の定義および計算方法について解説し，演習を行う．

5 2次方程式，解と係数の関係 2次方程式の解の公式，2次方程式の解の判別とその方法を解説し，演習を行う．また，解と係数の関係および2次
式の因数分解について解説し，演習を行う．

6 いろいろな方程式，恒等式，等式の証明 さまざまな方程式の解法について解説し，演習を行う．また，恒等式，等式の証明方法についても解説し，演習を
行う．

7 不等式の性質，1次不等式の解法 不等式の性質，1次不等式の解法について解説し，演習を行う．

8 中間試験 1～7週の範囲で中間試験を行う．

9 いろいろな不等式，不等式の証明 さまざまな不等式の解法について解説し，演習を行う．また，不等式の証明方法，相加平均と相乗平均の関係につ
いても解説し，演習を行う．

10 関数とグラフ 関数の定義域・値域および関数のグラフについて解説し，演習を行う．

11 2次関数のグラフ 2次関数とそのグラフについて解説し，演習を行う．

12 2次関数の最大・最小，2次関数と2次方程式 2次関数の最大値・最小値の求め方について解説し，演習を行う．また，2次関数のグラフと2次方程式との関係に
ついても解説し，演習を行う．

13 2次関数と2次不等式 2次関数のグラフと2次不等式との関係について解説し，演習を行う．

14 いろいろな関数 べき関数，分数関数，無理関数，逆関数について解説し，演習を行う．

15 復習と演習 2次関数を含めたいろいろな関数について復習し，まとめの演習を行う．

16 累乗根，指数の拡張 累乗根とその性質について学習する．また，指数の整数・有理数への拡張と指数法則について学習する．

17 指数関数，指数方程式・不等式 指数関数とそのグラフについて学習する．また，指数方程式・不等式について学習する．

18 対数，対数関数 対数の定義・性質・底の変換公式について学習する．また，対数関数とそのグラフについて学習する．

19 対数関数，対数方程式・不等式，常用対数 対数関数とそのグラフについて学習する．また，対数方程式・不等式，常用対数とその応用について学習する．さ
らに，指数・対数に関する総合的な演習を行う．

20 三角比 三角比の定義・性質，正弦定理，余弦定理，三角形の面積の公式について解説し，演習を行う．

21 一般角，一般角の三角関数，弧度法 一般角，三角関数の定義，弧度法について解説し，演習を行う．

22 三角関数の性質，演習 三角関数の性質について解説し，三角比から三角関数の性質までのまとめと演習を行う．

23 中間試験 16～22週の範囲で中間試験を行う．

24 三角関数のグラフ 三角関数のグラフ，三角方程式・不等式について解説し，演習を行う．

25 加法定理 加法定理，2倍角の公式，半角の公式，積を和・差（和・差を積）に直す公式，三角関数の合成について解説し，
演習を行う．

26 演習 三角関数と加法定理についてまとめと演習を行う．

27 数列，等差数列，等比数列 数列，等差数列とその和，等比数列とその和について解説し，演習を行う．

28 いろいろな数列の和 さまざまな数列の和の計算方法について解説し，演習を行う．

29 漸化式と数学的帰納法 漸化式，数学的帰納法について解説し，演習を行う．

30 演習 数列についてまとめと演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学II (Mathematics II)

石塚 正洋 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

前期は，場合の数と確率の基本事項を学習し，後期は，命題および図形と方程式の基本事項を学習する．

【A1】集合の概念を理解し応用できる． 集合の概念を理解し応用できることを試験および演習・レポートで評価
する．

【A1】順列と組合せを使って場合の数の計算ができる． 順列と組合せを使って場合の数の計算ができることを試験および演習・
レポートで評価する．

【A1】二項定理が使える． 二項定理が使えることを試験および演習・レポートで評価する．

【A1】さまざまな確率の計算ができる． さまざまな確率の計算ができることを試験および演習・レポートで評価
する．

【A1】命題の考え方を理解し，証明が出来る． 命題を理解し証明ができることを試験および演習・レポートで評価する
．

【A1】座標平面上で，点と直線，2次曲線，領域などの扱い方を理解で
きる．

座標平面上で，点と直線，2次曲線，領域などを扱えることを試験および
レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

「新基礎数学」: 高遠　節夫 他　著 (大日本図書)
「新課程チャート式 基礎と演習 数学I+A」: (数研出版)
「新課程チャート式 基礎と演習 数学II+B」: (数研出版)

「基礎数学」: 岡本　和夫　他 著 (実教出版)
「基礎数学」: 上野　健爾 監修　高専の数学教材研究会　編　(森北出版)　
「新版 基礎数学演習」:岡本　和夫　他　著 (実教出版)
「新編 高専の数学1 問題集 (第2版)」: 田代 嘉宏 編 (森北出版)

1年の数学I，2年の数学I・数学II

・内容によっては発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・確率につ
いてはプリントを配布する．・レポートは，夏期休業前，冬季休業前などに適宜課す．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学II）

1 集合 集合の概念について学習する．

2 集合の要素の個数 集合の要素の個数とその計算について学習する．

3 場合の数 和の法則，積の法則について学習する．

4 順列 順列の計算とその応用について学習する．

5 組合せ 組合せの計算とその応用について学習する．

6 いろいろな順列 重複順列や同じものを含む順列について学習する．

7 演習 順列と組合せに関する総合的な演習を行う．

8 中間試験 1～7週の範囲で中間試験を行う．

9 二項定理 二項定理と二項展開について学習する．

10 事象と確率 事象と確率の概念について学習する．

11 確率の基本性質 和事象・積事象・余事象の概念と確率の関連について学習する．また，確率の計算について学習する．

12 独立な試行と確率 独立な試行の確率の計算とその応用について学習する．

13 反復試行の確率 反復試行の確率の計算とその応用について学習する．

14 期待値 期待値の計算とその応用について学習する．

15 演習 確率に関する総合的な演習を行う．

16 条件と命題 命題の考え方と必要条件・十分条件について学習する．

17 命題と証明 命題の逆・裏・対偶と証明方法について学習する．

18 演習 命題と証明に関する総合的な演習を行う．

19 直線上の点と座標平面上の点 線分の内分点・外分点，2点間の距離について学習する．

20 直線の方程式 座標平面上の直線の方程式について学習する．

21 演習 座標平面上の点や直線に関する総合的な演習を行う．

22 円 座標平面上の円とその接線について学習する．

23 中間試験 16～22週の範囲で中間試験を行う．

24 楕円 座標平面上の楕円について学習する．

25 双曲線 座標平面上の双曲線について学習する．

26 放物線 座標平面上の放物線について学習する．

27 2次曲線の接線 座標平面上での2次曲線の接線について学習する．

28 演習 座標平面上での2次曲線に関する総合的な演習を行う．

29 不等式の表す領域 不等式の表す領域について学習する．

30 演習 座標平面上で不等式の表す領域に関する総合的な演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学II (Mathematics II)

石塚 正洋 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

前期は，場合の数と確率の基本事項を学習し，後期は，命題および図形と方程式の基本事項を学習する．

【A1】集合の概念を理解し応用できる． 集合の概念を理解し応用できることを試験および演習・レポートで評価
する．

【A1】順列と組合せを使って場合の数の計算ができる． 順列と組合せを使って場合の数の計算ができることを試験および演習・
レポートで評価する．

【A1】二項定理が使える． 二項定理が使えることを試験および演習・レポートで評価する．

【A1】さまざまな確率の計算ができる． さまざまな確率の計算ができることを試験および演習・レポートで評価
する．

【A1】命題の考え方を理解し，証明が出来る． 命題を理解し証明ができることを試験および演習・レポートで評価する
．

【A1】座標平面上で，点と直線，2次曲線，領域などの扱い方を理解で
きる．

座標平面上で，点と直線，2次曲線，領域などを扱えることを試験および
レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

「新基礎数学」: 高遠　節夫 他　著 (大日本図書)
「新課程チャート式 基礎と演習 数学I+A」: (数研出版)
「新課程チャート式 基礎と演習 数学II+B」: (数研出版)

「基礎数学」: 岡本　和夫　他 著 (実教出版)
「基礎数学」: 上野　健爾 監修　高専の数学教材研究会　編　(森北出版)　
「新版 基礎数学演習」:岡本　和夫　他　著 (実教出版)
「新編 高専の数学1 問題集 (第2版)」: 田代 嘉宏 編 (森北出版)

1年の数学I，2年の数学I・数学II

・内容によっては発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・確率につ
いてはプリントを配布する．・レポートは，夏期休業前，冬季休業前などに適宜課す．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学II）

1 集合 集合の概念について学習する．

2 集合の要素の個数 集合の要素の個数とその計算について学習する．

3 場合の数 和の法則，積の法則について学習する．

4 順列 順列の計算とその応用について学習する．

5 組合せ 組合せの計算とその応用について学習する．

6 いろいろな順列 重複順列や同じものを含む順列について学習する．

7 演習 順列と組合せに関する総合的な演習を行う．

8 中間試験 1～7週の範囲で中間試験を行う．

9 二項定理 二項定理と二項展開について学習する．

10 事象と確率 事象と確率の概念について学習する．

11 確率の基本性質 和事象・積事象・余事象の概念と確率の関連について学習する．また，確率の計算について学習する．

12 独立な試行と確率 独立な試行の確率の計算とその応用について学習する．

13 反復試行の確率 反復試行の確率の計算とその応用について学習する．

14 期待値 期待値の計算とその応用について学習する．

15 演習 確率に関する総合的な演習を行う．

16 条件と命題 命題の考え方と必要条件・十分条件について学習する．

17 命題と証明 命題の逆・裏・対偶と証明方法について学習する．

18 演習 命題と証明に関する総合的な演習を行う．

19 直線上の点と座標平面上の点 線分の内分点・外分点，2点間の距離について学習する．

20 直線の方程式 座標平面上の直線の方程式について学習する．

21 演習 座標平面上の点や直線に関する総合的な演習を行う．

22 円 座標平面上の円とその接線について学習する．

23 中間試験 16～22週の範囲で中間試験を行う．

24 楕円 座標平面上の楕円について学習する．

25 双曲線 座標平面上の双曲線について学習する．

26 放物線 座標平面上の放物線について学習する．

27 2次曲線の接線 座標平面上での2次曲線の接線について学習する．

28 演習 座標平面上での2次曲線に関する総合的な演習を行う．

29 不等式の表す領域 不等式の表す領域について学習する．

30 演習 座標平面上で不等式の表す領域に関する総合的な演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学I (Mathematics I)

八木 善彦 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

理工学系の基礎となる微分・積分学を講義する. 概念の理解に重点を置き， 豊富な演習を通じて運用能力を高め
る.

【A1】無限数列とその和についての計算ができる. 無限数列とその和についての計算ができるかどうか試験およびレポート
で評価する.

【A1】関数の極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できる. 関数の極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できるかどうか試
験およびレポートで評価する.

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第2次導関数を計算でき，グラ
フの概形，接線，速度・加速度などに応用できる.

様々な関数の微分係数・導関数・第2次導関数を計算でき，グラフの概形
，接線，速度・加速度などに応用できるかどうか試験およびレポートで
評価する.

【A1】様々な関数の不定積分・定積分を計算でき， 積分を面積・体積
などに応用できる.

様々な関数の不定積分・定積分を計算でき， 積分を面積・体積などに応
用できるかどうか試験およびレポートで評価する.

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．演習・レ
ポートは授業中や夏休み前など，適宜課す．100点満点で60点以上を合格とする.

「新版 微分積分 I」 : 岡本 和夫 編 (実教出版)
「新版 微分積分 I演習」 : 岡本 和夫 編 (実教出版)
「改訂版チャート式 基礎と演習 数学III+C」 : チャート研究所 編著 (数研出版)

「新編 高専の数学2(第2版・新装版)」田代嘉宏 編（森北出版）
「新訂 微分積分I」 : 高遠節夫・斎藤斉 他4名 著 (大日本図書)
「微分積分 改訂版」 : 矢野健太郎・石原繁 編 (裳華房)
「大学・高専生のための 解法演習 微分積分I」 : 糸岐宣昭・三ッ廣孝 著 (森北出版）

1年の数学I， 数学II

・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない.・4月の最初の授業時に， 1年時の数学の内容に関する実力試験
を実施する.　・春休みの課題と， 春の実力試験を成績に加味する.
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学I）

1 無限数列の極限 無限数列の極限について学ぶ.

2 無限等比数列 無限等比数列について学ぶ.

3 無限等比級数 無限等比級数について学ぶ.

4 関数の極限値 関数の極限値について学ぶ.

5 関数のいろいろな極限 関数のいろいろな極限について学ぶ.

6 いろいろな関数の極限 いろいろな関数の極限について学ぶ.

7 演習 数列，級数，極限の演習を行う.

8 中間試験 中間試験を行う.

9 平均変化率と微分係数・導関数 平均変化率と微分係数・導関数の概念を学ぶ.

10 関数の微分法 関数の微分法を学ぶ.

11 三角関数の導関数 三角関数の導関数を学ぶ.

12 対数・指数関数の導関数 対数・指数関数の導関数について学ぶ.

13 高次導関数 高次導関数について学ぶ.

14 関数の導関数と増減 関数の導関数と増減について学ぶ.

15 演習 導関数の演習を行う.

16 関数のグラフ いろいろな関数のグラフの概形を調べる方法を学ぶ.

17 いろいろな応用 関数のグラフの概形を方程式・不等式などに利用する.

18 近似式，速度・加速度 近似式，速度・加速度について学ぶ.

19 不定積分 不定積分について学ぶ.

20 置換積分法と部分積分法 置換積分法と部分積分法の計算法を学ぶ.

21 いろいろな関数の不定積分 いろいろな関数の不定積分を学ぶ.

22 演習 導関数，不定積分の演習を行う.

23 中間試験 中間試験を行う.

24 定積分 定積分の意味と計算法を学ぶ.

25 定積分の置換積分法・部分積分法 定積分の置換積分法・部分積分法について学ぶ.

26 演習 定積分の演習を行う.

27 面積と定積分 定積分による面積の計算法を学ぶ.

28 いろいろな図形の面積 定積分の面積への応用について学ぶ.

29 体積 定積分の体積への応用について学ぶ.

30 演習 面積，体積についての演習を行う.

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1
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10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学I (Mathematics I)

八木 善彦 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

理工学系の基礎となる微分・積分学を講義する. 概念の理解に重点を置き， 豊富な演習を通じて運用能力を高め
る.

【A1】無限数列とその和についての計算ができる. 無限数列とその和についての計算ができるかどうか試験およびレポート
で評価する.

【A1】関数の極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できる. 関数の極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できるかどうか試
験およびレポートで評価する.

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第2次導関数を計算でき，グラ
フの概形，接線，速度・加速度などに応用できる.

様々な関数の微分係数・導関数・第2次導関数を計算でき，グラフの概形
，接線，速度・加速度などに応用できるかどうか試験およびレポートで
評価する.

【A1】様々な関数の不定積分・定積分を計算でき， 積分を面積・体積
などに応用できる.

様々な関数の不定積分・定積分を計算でき， 積分を面積・体積などに応
用できるかどうか試験およびレポートで評価する.

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．演習・レ
ポートは授業中や夏休み前など，適宜課す．100点満点で60点以上を合格とする.

「新版 微分積分 I」 : 岡本 和夫 編 (実教出版)
「新版 微分積分 I演習」 : 岡本 和夫 編 (実教出版)
「改訂版チャート式 基礎と演習 数学III+C」 : チャート研究所 編著 (数研出版)

「新編 高専の数学2(第2版・新装版)」田代嘉宏 編（森北出版）
「新訂 微分積分I」 : 高遠節夫・斎藤斉 他4名 著 (大日本図書)
「微分積分 改訂版」 : 矢野健太郎・石原繁 編 (裳華房)
「大学・高専生のための 解法演習 微分積分I」 : 糸岐宣昭・三ッ廣孝 著 (森北出版）

1年の数学I， 数学II

・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない.・4月の最初の授業時に， 1年時の数学の内容に関する実力試験
を実施する.　・春休みの課題と， 春の実力試験を成績に加味する.
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学I）

1 無限数列の極限 無限数列の極限について学ぶ.

2 無限等比数列 無限等比数列について学ぶ.

3 無限等比級数 無限等比級数について学ぶ.

4 関数の極限値 関数の極限値について学ぶ.

5 関数のいろいろな極限 関数のいろいろな極限について学ぶ.

6 いろいろな関数の極限 いろいろな関数の極限について学ぶ.

7 演習 数列，級数，極限の演習を行う.

8 中間試験 中間試験を行う.

9 平均変化率と微分係数・導関数 平均変化率と微分係数・導関数の概念を学ぶ.

10 関数の微分法 関数の微分法を学ぶ.

11 三角関数の導関数 三角関数の導関数を学ぶ.

12 対数・指数関数の導関数 対数・指数関数の導関数について学ぶ.

13 高次導関数 高次導関数について学ぶ.

14 関数の導関数と増減 関数の導関数と増減について学ぶ.

15 演習 導関数の演習を行う.

16 関数のグラフ いろいろな関数のグラフの概形を調べる方法を学ぶ.

17 いろいろな応用 関数のグラフの概形を方程式・不等式などに利用する.

18 近似式，速度・加速度 近似式，速度・加速度について学ぶ.

19 不定積分 不定積分について学ぶ.

20 置換積分法と部分積分法 置換積分法と部分積分法の計算法を学ぶ.

21 いろいろな関数の不定積分 いろいろな関数の不定積分を学ぶ.

22 演習 導関数，不定積分の演習を行う.

23 中間試験 中間試験を行う.

24 定積分 定積分の意味と計算法を学ぶ.

25 定積分の置換積分法・部分積分法 定積分の置換積分法・部分積分法について学ぶ.

26 演習 定積分の演習を行う.

27 面積と定積分 定積分による面積の計算法を学ぶ.

28 いろいろな図形の面積 定積分の面積への応用について学ぶ.

29 体積 定積分の体積への応用について学ぶ.

30 演習 面積，体積についての演習を行う.

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学II (Mathematics II)

児玉 宏児 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

工学，自然科学，社会学など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う. 発展的な
事項も適宜補う予定である.

【A1】複素数と複素数平面について理解し，実際に計算ができる． 複素数と複素数平面について理解し，計算ができることを試験およびレ
ポート等で評価する．

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる
．

ベクトルの意味およびその性質を理解し， 基本的な計算ができることを
試験およびレポート等で評価する．

【A1】ベクトルの考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える． ベクトルの考え方を利用して， 平面および空間の図形を扱えることを試
験およびレポート等で評価する．

【A1】行列の意味およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができ
る．

行列の意味およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができることを
試験およびレポート等で評価する．

【A1】一次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる
．

一次変換の意味およびその性質を理解し， 基本的な計算ができることを
試験およびレポート等で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．演習・レポート等は授業中や夏休み前など，適宜課す.100
点満点で60点以上を合格とする.試験成績は中間試験と定期試験の平均とする.

「新版 線形代数」 岡本和夫 (実教出版)
「新版 線形代数演習」 岡本和夫 (実教出版)

「新編 高専の数学2(第2版・新装版)」田代嘉宏 編（森北出版）
「新訂 線形代数」：斎藤斉・高遠節夫 他 著（大日本図書）
「改訂版チャート式 基礎と演習 数学II+B・III+C」: (数研出版)
「入門線形代数」: 三宅 敏恒 著 (培風館)
「教養の線形代数」 : 村上正康・佐藤常雄・野澤宗平・稲葉尚志 (培風館)

1年の数学I， 数学II

・参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はない.・複素数については別にプリントを配布する.・発展的な内
容を扱うことがある.
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学II）

1 複素数と演算 複素数の演算と共役複素数について学ぶ．

2 複素数平面 複素数平面上での複素数の扱い方を学ぶ．

3 極形式 複素数の極形式表示について学ぶ．

4 ド・モアブルの定理 ド・モアブルの定理について学び， n乗根を計算する．

5 図形への応用 複素数の図形問題への応用について学ぶ．

6 平面ベクトルの意味とその演算 平面ベクトルの意味と演算について学ぶ.

7 平面ベクトルの成分 平面ベクトルの成分による取り扱いについて学ぶ.

8 中間試験 中間試験を行う.

9 平面ベクトルの内積 平面ベクトルの内積とその応用について学ぶ.

10 位置ベクトル (分点，交点) 位置ベクトルと図形への応用について学ぶ.

11 位置ベクトル (直線，円) ベクトルの直線， 円などへの応用について学ぶ.

12 空間座標と空間ベクトル 空間座標と空間ベクトルの演算について学ぶ.

13 空間ベクトルの成分 空間ベクトルの成分による取り扱いについて学ぶ.

14 空間ベクトルの内積 空間ベクトルの内積について学ぶ.

15 総合演習 ベクトルに関する総合演習を行う．

16 空間ベクトルの応用 (位置ベクトル) 位置ベクトルの図形への応用について学ぶ.

17 空間ベクトルの応用 (直線) 直線の扱いについて学ぶ.

18 空間ベクトルの応用 (平面) 平面， 点と平面の距離について学ぶ.

19 空間ベクトルの応用 (球面) 球面の扱いについて学ぶ.

20 行列の加法・減法・実数倍・乗算 行列の概念と用語を導入し， 和， 差， スカラー倍， 積などの行列の基本的な演算について学ぶ．

21 零因子・累乗・逆行列 零因子・累乗・逆行列について学ぶ.

22 演習 行列の基本的な取り扱いについてまとめ， 演習を行う．

23 中間試験 中間試験を行う.

24 連立一次方程式と行列(掃き出し法) 連立1次方程式の行列を利用した解法を学ぶ．

25 逆行列の求め方 掃き出し法を用いた逆行列の求め方について学ぶ.

26 1次変換の定義 1次変換の概念と点の変換について学ぶ．

27 回転を表す一次変換 回転を表す一次変換について学ぶ．

28 合成変換と逆変換 1次変換の合成と， 逆変換について学ぶ．

29 1次変換と直線 1次変換による直線の像について学ぶ．

30 総合演習 行列， 1次変換に関する総合演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学II (Mathematics II)

児玉 宏児 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

工学，自然科学，社会学など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う. 発展的な
事項も適宜補う予定である.

【A1】複素数と複素数平面について理解し，実際に計算ができる． 複素数と複素数平面について理解し，計算ができることを試験およびレ
ポート等で評価する．

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる
．

ベクトルの意味およびその性質を理解し， 基本的な計算ができることを
試験およびレポート等で評価する．

【A1】ベクトルの考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える． ベクトルの考え方を利用して， 平面および空間の図形を扱えることを試
験およびレポート等で評価する．

【A1】行列の意味およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができ
る．

行列の意味およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができることを
試験およびレポート等で評価する．

【A1】一次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる
．

一次変換の意味およびその性質を理解し， 基本的な計算ができることを
試験およびレポート等で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．演習・レポート等は授業中や夏休み前など，適宜課す.100
点満点で60点以上を合格とする.試験成績は中間試験と定期試験の平均とする.

「新版 線形代数」 岡本和夫 (実教出版)
「新版 線形代数演習」 岡本和夫 (実教出版)

「新編 高専の数学2(第2版・新装版)」田代嘉宏 編（森北出版）
「新訂 線形代数」：斎藤斉・高遠節夫 他 著（大日本図書）
「改訂版チャート式 基礎と演習 数学II+B・III+C」: (数研出版)
「入門線形代数」: 三宅 敏恒 著 (培風館)
「教養の線形代数」 : 村上正康・佐藤常雄・野澤宗平・稲葉尚志 (培風館)

1年の数学I， 数学II

・参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はない.・複素数については別にプリントを配布する.・発展的な内
容を扱うことがある.
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学II）

1 複素数と演算 複素数の演算と共役複素数について学ぶ．

2 複素数平面 複素数平面上での複素数の扱い方を学ぶ．

3 極形式 複素数の極形式表示について学ぶ．

4 ド・モアブルの定理 ド・モアブルの定理について学び， n乗根を計算する．

5 図形への応用 複素数の図形問題への応用について学ぶ．

6 平面ベクトルの意味とその演算 平面ベクトルの意味と演算について学ぶ.

7 平面ベクトルの成分 平面ベクトルの成分による取り扱いについて学ぶ.

8 中間試験 中間試験を行う.

9 平面ベクトルの内積 平面ベクトルの内積とその応用について学ぶ.

10 位置ベクトル (分点，交点) 位置ベクトルと図形への応用について学ぶ.

11 位置ベクトル (直線，円) ベクトルの直線， 円などへの応用について学ぶ.

12 空間座標と空間ベクトル 空間座標と空間ベクトルの演算について学ぶ.

13 空間ベクトルの成分 空間ベクトルの成分による取り扱いについて学ぶ.

14 空間ベクトルの内積 空間ベクトルの内積について学ぶ.

15 総合演習 ベクトルに関する総合演習を行う．

16 空間ベクトルの応用 (位置ベクトル) 位置ベクトルの図形への応用について学ぶ.

17 空間ベクトルの応用 (直線) 直線の扱いについて学ぶ.

18 空間ベクトルの応用 (平面) 平面， 点と平面の距離について学ぶ.

19 空間ベクトルの応用 (球面) 球面の扱いについて学ぶ.

20 行列の加法・減法・実数倍・乗算 行列の概念と用語を導入し， 和， 差， スカラー倍， 積などの行列の基本的な演算について学ぶ．

21 零因子・累乗・逆行列 零因子・累乗・逆行列について学ぶ.

22 演習 行列の基本的な取り扱いについてまとめ， 演習を行う．

23 中間試験 中間試験を行う.

24 連立一次方程式と行列(掃き出し法) 連立1次方程式の行列を利用した解法を学ぶ．

25 逆行列の求め方 掃き出し法を用いた逆行列の求め方について学ぶ.

26 1次変換の定義 1次変換の概念と点の変換について学ぶ．

27 回転を表す一次変換 回転を表す一次変換について学ぶ．

28 合成変換と逆変換 1次変換の合成と， 逆変換について学ぶ．

29 1次変換と直線 1次変換による直線の像について学ぶ．

30 総合演習 行列， 1次変換に関する総合演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学I (Mathematics I)

菅野 聡子 准教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

理工学系の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき
，基本問題，応用問題の演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．

【A1】ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，
近似値などの計算ができる．

ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似値
などの計算ができることを，試験およびレポートで評価する.

【A1】分数関数，三角関数などの様々な関数の不定積分を求めることが
できる．

分数関数，三角関数などの様々な関数の不定積分を求めることができる
ことを，試験およびレポートで評価する.

【A1】定積分を使って，面積，体積，曲線の長さが計算できる． 定積分を使って，面積，体積，曲線の長さが計算できることを，試験お
よびレポートで評価する.

【A1】偏導関数の計算ができ，偏導関数を応用し，極値や条件付き極値
を求めることができる．

偏導関数の計算ができ，偏導関数を応用し，極値や条件付き極値を求め
ることができることを，試験およびレポートで評価する.

【A1】重積分の計算ができる． 重積分の計算ができることを，試験およびレポートで評価する.

【A1】微分方程式とその解について理解し，1階微分方程式，2階微分
方程式が解ける．

微分方程式とその解について理解し，1階微分方程式，2階微分方程式が
解けることを，試験およびレポートで評価する.

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート15%　学習到達度試験3%　実力試験2%　として評価する．試験成績は中間試験と
定期試験の平均とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「新編 高専の数学3(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編 (森北出版)
「新編 高専の数学3 問題集 (第2版)」：田代 嘉宏 編 (森北出版)

「改訂版チャート式 基礎と演習 数学III+C」: (数研出版)
「新訂 微分積分 II」：高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「入門 微分積分」：三宅 敏恒 著 (培風館)
「大学・高専生のための解法演習 微分積分II」：糸岐 宣昭 他 著 (森北出版)
「新訂 微分積分 問題集」：田河 生長 他 編 (大日本図書)

1，2年の数学I，数学II

・時間に余裕がある場合には発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前，冬季休業前等，適宜課
す．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・4月の最初の授業時に2年時までの数学の内容に関する
実力試験を実施し，点数を成績に加味する．・前年度の学年末休業前に課された課題の成績をレポートの成績に
加味する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学I）

1 曲線の媒介変数方程式，極座標と曲線 媒介変数で表示された曲線の概形を調べる方法を学習する．

2 不定形の極限値 ロピタルの定理を用いて不定形の極限を求める.

3 べき級数，高次導関数 べき級数，高次導関数の扱いについて学習する.

4 テイラーの定理 テイラー展開，マクローリン展開を使って関数の近似式を求める.

5 無理関数などの不定積分 無理関数などの不定積分について学習する.

6 分数関数の不定積分 分数関数の不定積分について学習する.

7 sin x，cos x の分数関数の不定積分 sin x，cos x を含む分数関数の不定積分について学習する.

8 中間試験 中間試験を行う．

9 和の極限としての定積分 和の極限としての定積分を理解し，和の極限を定積分に直して計算する.

10 面積・体積 定積分を使って面積や体積を計算する.

11 曲線の長さ 定積分を使って曲線の長さを計算する.

12 広義積分 広義積分について理解し，広義積分を計算する.

13 2変数関数 2変数関数の概念を理解し，極限値や連続性を調べる.

14 偏導関数，合成関数の偏導関数 偏導関数について理解し，様々な偏導関数の計算をする.

15 2変数関数の平均値の定理 2変数関数の平均値の定理を理解し，誤差の評価に利用する.

16 2変数関数の極大・極小 偏導関数を使って極値の計算をする.

17 陰関数定理 陰関数定理について理解し，極値や特異点を求める.

18 条件付き極大・極小 条件付きの関数の極値について理解し，極値を求める.

19 重積分 重積分について理解し，計算をする.

20 積分の順序変更 積分順序の変更を理解する．

21 体積 重積分を使って体積を求める.

22 極座標による重積分 極座標を使って重積分を求める.

23 中間試験 中間試験を行う．

24 微分方程式と解 微分方程式と一般解，特殊解，特異解について理解する.

25 変数分離形 変数分離形の微分方程式を解く.

26 同次形 同次形の微分方程式を解く.

27 線形微分方程式，完全微分形 線形微分方程式，完全微分形の微分方程式を解く.

28 2階微分方程式 2階微分方程式を1階微分方程式に直して解く.

29 定数係数2階線形微分方程式 定数係数2階線形微分方程式を解く.

30 演習 微分方程式を解く演習をする.

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．1月に学習到達度試
験が行われる予定である.
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数学I (Mathematics I)

菅野 聡子 准教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

A1(100%) 

理工学系の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき
，基本問題，応用問題の演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．

【A1】ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，
近似値などの計算ができる．

ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似値
などの計算ができることを，試験およびレポートで評価する.

【A1】分数関数，三角関数などの様々な関数の不定積分を求めることが
できる．

分数関数，三角関数などの様々な関数の不定積分を求めることができる
ことを，試験およびレポートで評価する.

【A1】定積分を使って，面積，体積，曲線の長さが計算できる． 定積分を使って，面積，体積，曲線の長さが計算できることを，試験お
よびレポートで評価する.

【A1】偏導関数の計算ができ，偏導関数を応用し，極値や条件付き極値
を求めることができる．

偏導関数の計算ができ，偏導関数を応用し，極値や条件付き極値を求め
ることができることを，試験およびレポートで評価する.

【A1】重積分の計算ができる． 重積分の計算ができることを，試験およびレポートで評価する.

【A1】微分方程式とその解について理解し，1階微分方程式，2階微分
方程式が解ける．

微分方程式とその解について理解し，1階微分方程式，2階微分方程式が
解けることを，試験およびレポートで評価する.

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート15%　学習到達度試験3%　実力試験2%　として評価する．試験成績は中間試験と
定期試験の平均とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「新編 高専の数学3(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編 (森北出版)
「新編 高専の数学3 問題集 (第2版)」：田代 嘉宏 編 (森北出版)

「改訂版チャート式 基礎と演習 数学III+C」: (数研出版)
「新訂 微分積分 II」：高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「入門 微分積分」：三宅 敏恒 著 (培風館)
「大学・高専生のための解法演習 微分積分II」：糸岐 宣昭 他 著 (森北出版)
「新訂 微分積分 問題集」：田河 生長 他 編 (大日本図書)

1，2年の数学I，数学II

・時間に余裕がある場合には発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前，冬季休業前等，適宜課
す．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・4月の最初の授業時に2年時までの数学の内容に関する
実力試験を実施し，点数を成績に加味する．・前年度の学年末休業前に課された課題の成績をレポートの成績に
加味する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（数学I）

1 曲線の媒介変数方程式，極座標と曲線 媒介変数で表示された曲線の概形を調べる方法を学習する．

2 不定形の極限値 ロピタルの定理を用いて不定形の極限を求める.

3 べき級数，高次導関数 べき級数，高次導関数の扱いについて学習する.

4 テイラーの定理 テイラー展開，マクローリン展開を使って関数の近似式を求める.

5 無理関数などの不定積分 無理関数などの不定積分について学習する.

6 分数関数の不定積分 分数関数の不定積分について学習する.

7 sin x，cos x の分数関数の不定積分 sin x，cos x を含む分数関数の不定積分について学習する.

8 中間試験 中間試験を行う．

9 和の極限としての定積分 和の極限としての定積分を理解し，和の極限を定積分に直して計算する.

10 面積・体積 定積分を使って面積や体積を計算する.

11 曲線の長さ 定積分を使って曲線の長さを計算する.

12 広義積分 広義積分について理解し，広義積分を計算する.

13 2変数関数 2変数関数の概念を理解し，極限値や連続性を調べる.

14 偏導関数，合成関数の偏導関数 偏導関数について理解し，様々な偏導関数の計算をする.

15 2変数関数の平均値の定理 2変数関数の平均値の定理を理解し，誤差の評価に利用する.

16 2変数関数の極大・極小 偏導関数を使って極値の計算をする.

17 陰関数定理 陰関数定理について理解し，極値や特異点を求める.

18 条件付き極大・極小 条件付きの関数の極値について理解し，極値を求める.

19 重積分 重積分について理解し，計算をする.

20 積分の順序変更 積分順序の変更を理解する．

21 体積 重積分を使って体積を求める.

22 極座標による重積分 極座標を使って重積分を求める.

23 中間試験 中間試験を行う．

24 微分方程式と解 微分方程式と一般解，特殊解，特異解について理解する.

25 変数分離形 変数分離形の微分方程式を解く.

26 同次形 同次形の微分方程式を解く.

27 線形微分方程式，完全微分形 線形微分方程式，完全微分形の微分方程式を解く.

28 2階微分方程式 2階微分方程式を1階微分方程式に直して解く.

29 定数係数2階線形微分方程式 定数係数2階線形微分方程式を解く.

30 演習 微分方程式を解く演習をする.

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．1月に学習到達度試
験が行われる予定である.
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

確率統計 (Probability and Statistics)

末次 武明 教授

機械工学科・4年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A1(100%) (c),(d)1

1年次に学んだ確率の基礎をふまえて，確率・統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知
識を講義する．

【A1】データを解析するときの統計の考え方を理解する． データを解析する方法の理解を試験およびレポートで評価する．

【A1】確率変数と確率分布の概念を理解する． 確率変数と確率分布の概念の理解とそれに関する計算ができることを試
験およびレポートで評価する．

【A1】二項分布，正規分布を理解し，具体例の確率などを計算できる． 分布を適切に使った計算ができることを，試験およびレポートで評価す
る．

【A1】推定・検定の考え方を理解し，具体例を扱える． 具体例で推定・検定を扱えるかを試験およびレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

「新版 確率統計」：岡本 和夫 他 著（実教出版）

「演習 確率統計」：洲之内 治男・寺田 文行・舟根 智美 著(サイエンス社)
「統計の基礎」：水本 久夫 著 (培風館)
「キーポイント 確率・統計」：和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)

1年数学I，II，2年数学I，II，3年数学I

授業中に電卓が必要な場合がある．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（確率統計）

1 1次元のデータの整理 1次元のデータの整理とそれに関する基礎的な用語を学習する．

2 代表値 1次元のデータにおける平均，中央値，最頻値の意味を理解し，その計算方法を学習する．

3 分散と標準偏差 分散，標準偏差の意味を理解し，その計算方法を学習する．

4 2次元のデータの相関関係 2次元のデータの整理と，それに関して相関を学習する．また回帰直線の方程式と相関係数の計算方法を学習する
．

5 確率変数と確率分布 確率変数，確率分布の基本的な概念・用語などを学習する．

6 確率変数の性質 確率変数の1次式や和などの平均値や分散を学習する．

7 二項分布，ポアソン分布 二項分布，ポアソン分布の考え方と計算方法を学習する．

8 中間試験 中間試験を行う．

9 連続分布と正規分布 連続型確率分布と確率密度関数の概念を学習し，正規分布の基礎と計算方法を学ぶ．

10 正規分布(2) 正規分布の標準化とその計算方法を学習する．また，二項分布と正規分布の関係について学習する．

11 標本分布と母集団 標本分布と母集団の分布の関係，さらに標本平均の分布について学習する．

12 推定(1) 区間推定の考え方，信頼度や信頼区間について学習する．

13 推定(2) 母平均と母比率の区間推定について学習する．

14 検定(1) 検定の考え方，用語について学習する．

15 検定(2) 母平均と母比率の検定について学習する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-58



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

確率統計 (Probability and Statistics)

末次 武明 教授

機械工学科・4年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A1(100%) (c),(d)1

1年次に学んだ確率の基礎をふまえて，確率・統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知
識を講義する．

【A1】データを解析するときの統計の考え方を理解する． データを解析する方法の理解を試験およびレポートで評価する．

【A1】確率変数と確率分布の概念を理解する． 確率変数と確率分布の概念の理解とそれに関する計算ができることを試
験およびレポートで評価する．

【A1】二項分布，正規分布を理解し，具体例の確率などを計算できる． 分布を適切に使った計算ができることを，試験およびレポートで評価す
る．

【A1】推定・検定の考え方を理解し，具体例を扱える． 具体例で推定・検定を扱えるかを試験およびレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

「新版 確率統計」：岡本 和夫 他 著（実教出版）

「演習 確率統計」：洲之内 治男・寺田 文行・舟根 智美 著(サイエンス社)
「統計の基礎」：水本 久夫 著 (培風館)
「キーポイント 確率・統計」：和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)

1年数学I，II，2年数学I，II，3年数学I

授業中に電卓が必要な場合がある．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（確率統計）

1 1次元のデータの整理 1次元のデータの整理とそれに関する基礎的な用語を学習する．

2 代表値 1次元のデータにおける平均，中央値，最頻値の意味を理解し，その計算方法を学習する．

3 分散と標準偏差 分散，標準偏差の意味を理解し，その計算方法を学習する．

4 2次元のデータの相関関係 2次元のデータの整理と，それに関して相関を学習する．また回帰直線の方程式と相関係数の計算方法を学習する
．

5 確率変数と確率分布 確率変数，確率分布の基本的な概念・用語などを学習する．

6 確率変数の性質 確率変数の1次式や和などの平均値や分散を学習する．

7 二項分布，ポアソン分布 二項分布，ポアソン分布の考え方と計算方法を学習する．

8 中間試験 中間試験を行う．

9 連続分布と正規分布 連続型確率分布と確率密度関数の概念を学習し，正規分布の基礎と計算方法を学ぶ．

10 正規分布(2) 正規分布の標準化とその計算方法を学習する．また，二項分布と正規分布の関係について学習する．

11 標本分布と母集団 標本分布と母集団の分布の関係，さらに標本平均の分布について学習する．

12 推定(1) 区間推定の考え方，信頼度や信頼区間について学習する．

13 推定(2) 母平均と母比率の区間推定について学習する．

14 検定(1) 検定の考え方，用語について学習する．

15 検定(2) 母平均と母比率の検定について学習する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

物理 (Physics)

一瀬 昌嗣 准教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

物理学諸分野の最も基本となる力学を理解し，自ら考え応用し，探求する力を身につける．力学の学習を通じて
，数式や記号を扱うことに慣れ，物理学的な思考力を養う．

【A2】ニュートンの三法則を理解し，活用できるようにする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】運動方程式を自ら立て，解くことができるようにする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】力学的エネルギー保存則，運動量保存則を理解し活用できるよう
にする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】ベクトルの概念を理解し，力学の問題の中で自在に活用できるよ
うにする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】三角関数を理解し，実際の力学の問題の中で活用できるようにす
る． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】等速円運動を基本として，単振動・惑星の運動・力のモーメント
の概念を理解する． 中間・定期試験とレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．100点満点で評価し，60点以上を合格とする．

「高等学校物理　力学の総合学習」（数研出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「理解しやすい物理I・II」近角聰信・三浦登著（文英堂）
「チャート式新物理I」「チャート式新物理II」都築嘉弘著（数研出版）
など，高等学校の「物理I+II」の参考書で，好みのものを参照するとよい．「物理I」のみしか含まれていない参考書もあるの
で，注意が必要．必ず「物理II」が含まれたものを選ぶこと．
2年以降のテキストは，「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）になる予定．

数学I

授業の進行順序は，数学との連携を考慮して，教科書の順序とは一致させていないので，授業では教科書のどの
場所を進めていっているかに注意を払うこと．演習問題は必ず，自分で解いてみること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 物理学導入・単位系・有効数字 1・2・3年次の物理で学ぶ，力学，熱，波動，電磁気，原子を概観する．MKSA単位系を理解する．単位系や有効
数字について理解する．

2 等速直線運動 最も簡単な運動である等速直線運動の概念を理解し，進んだ距離・速度とかかった時間との関係を表すx-tグラフ，
v-tグラフの違いを理解する．

3 速度の合成・分解と相対速度 速度がベクトルで表されることを理解し，速度ベクトルの合成・分解をできるようにする．また，相対速度をの概
念を理解する．

4 等加速度直線運動 加速度の概念を理解し，進んだ距離，初速度，かかった時間などと加速度を関係付ける公式を使えるようにする．

5 重力があるときの運動 ここまでで無視してきた，重力の物体への影響を考慮して，自由落下・鉛直投射・水平投射などの状況で，加速度
の入った公式を適用して運動を理解する．

6 さまざまな力 重力をはじめ，摩擦力，張力，弾性力，液体や気体から受ける圧力など，さまざまな力を理解する．弾性力の場合
のフックの法則について理解する．また，力の単位N(ニュートン)を理解する．

7 力のつりあいと作用と反作用 物体に対するして作用する力には，必ず反作用が存在することを理解し，さまざまな状況で働いている力を考察す
ることができるようにする．

8 中間試験 速度・加速度・力についての理解を図る問題を出題する．

9 中間試験解答 中間試験の解答と解説を行い，類題の演習を行う．

10 ニュートンの三法則と運動方程式 運動をニュートンの三法則に体系づけて理解する．力を及ぼしあう2物体の運動など，やや複雑な問題で運動方程
式を立てて，それを解けるようにする．

11 摩擦力・摩擦係数と運動方程式 最大静止摩擦力，動摩擦力，垂直抗力の概念を理解し，静止摩擦係数・動摩擦係数との関係を理解する．これらを
用いて運動方程式を立て，解けるようにする．

12 仕事とエネルギー 物理で扱う「仕事」と「エネルギー」について理解する．また，単位J(ジュール)を理解する．

13 運動エネルギー ある速さをもって運動している物体は，運動エネルギーを持つことを理解し，それを計算できるようにする．

14 位置エネルギー 重力および弾性力による位置エネルギーの概念を理解する．

15 力学的エネルギー保存則 運動エネルギーと位置エネルギーの和が，必ず保存することを理解する．これを用いて簡単な状況設定での問題を
解けるようにする．

16 運動量と力積 前期定期試験の解答と解説を行い，類題の演習を行う．後期からの内容として，新しく運動量と力積の概念の理解
から始める．運動量の変化が力積に等しいことを理解する．

17 運動量保存則 2物体の衝突の前後で，運動量が保存されることを理解する．

18 衝突と反発係数 物体と床や2物体の間での衝突を考察する．弾性衝突・非弾性衝突・反発係数の概念を理解し，運動量保存則と併
せて簡単な問題を解けるようにする．

19 平面での運動　 2次元の速度ベクトルを三角関数を用いて表し，水平投射や斜方投射などの運動を考察する．

20 平面での力　　 2次元の力のベクトルを三角関数を用いて表し，力の合成・分解をできるようにする．摩擦のある斜面を物体が滑
る問題を考察する．

21 力のモーメント 作用線と力のモーメントの概念を理解し，大きさをもつ剛体について，つりあいの条件から簡単な問題を解けるよ
うにする．

22 剛体の重心 重力がかかっている状況で，つり合っている物体の重心の位置を考察する．力のつり合いの条件と，回転し始めな
い条件を理解し，簡単な問題を解けるようにする．

23 中間試験 運動量と力積，三角関数を用いた運動と力の解析，力のモーメントに関する問題を出題する．

24 中間試験解答 中間試験の解答と解説を行い，類題の演習を行う．

25 学生実験 力学台車を用いて，斜面上の等加速度運動を考察する．

26 等速円運動 等速円運動を理解するための物理量(速度，角速度，周期，回転数，向心加速度，向心力)の概念を理解する．また
，これらを用いて運動方程式を立てられるようにする．

27 単振動 最も簡単な振動としての単振動を，おもりをつけたばね振り子と，重力の下での単振り子について考察する．

28 慣性力 加速度運動する系で働く「みかけ上の力」である慣性力について理解する．電車の中での慣性力，回転する円盤状
での遠心力について考察する．

29 惑星の運動 惑星の運動について考察し，ケプラーの三法則について理解する．万有引力による運動，重力，位置エネルギーに
ついて理解する．

30 力学総合演習 これまで学習した力学の知識を，応用する力を養う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

物理 (Physics)

一瀬 昌嗣 准教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

物理学諸分野の最も基本となる力学を理解し，自ら考え応用し，探求する力を身につける．力学の学習を通じて
，数式や記号を扱うことに慣れ，物理学的な思考力を養う．

【A2】ニュートンの三法則を理解し，活用できるようにする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】運動方程式を自ら立て，解くことができるようにする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】力学的エネルギー保存則，運動量保存則を理解し活用できるよう
にする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】ベクトルの概念を理解し，力学の問題の中で自在に活用できるよ
うにする． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】三角関数を理解し，実際の力学の問題の中で活用できるようにす
る． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】等速円運動を基本として，単振動・惑星の運動・力のモーメント
の概念を理解する． 中間・定期試験とレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．100点満点で評価し，60点以上を合格とする．

「高等学校物理　力学の総合学習」（数研出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「理解しやすい物理I・II」近角聰信・三浦登著（文英堂）
「チャート式新物理I」「チャート式新物理II」都築嘉弘著（数研出版）
など，高等学校の「物理I+II」の参考書で，好みのものを参照するとよい．「物理I」のみしか含まれていない参考書もあるの
で，注意が必要．必ず「物理II」が含まれたものを選ぶこと．
2年以降のテキストは，「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）になる予定．

数学I

授業の進行順序は，数学との連携を考慮して，教科書の順序とは一致させていないので，授業では教科書のどの
場所を進めていっているかに注意を払うこと．演習問題は必ず，自分で解いてみること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 物理学導入・単位系・有効数字 1・2・3年次の物理で学ぶ，力学，熱，波動，電磁気，原子を概観する．MKSA単位系を理解する．単位系や有効
数字について理解する．

2 等速直線運動 最も簡単な運動である等速直線運動の概念を理解し，進んだ距離・速度とかかった時間との関係を表すx-tグラフ，
v-tグラフの違いを理解する．

3 速度の合成・分解と相対速度 速度がベクトルで表されることを理解し，速度ベクトルの合成・分解をできるようにする．また，相対速度をの概
念を理解する．

4 等加速度直線運動 加速度の概念を理解し，進んだ距離，初速度，かかった時間などと加速度を関係付ける公式を使えるようにする．

5 重力があるときの運動 ここまでで無視してきた，重力の物体への影響を考慮して，自由落下・鉛直投射・水平投射などの状況で，加速度
の入った公式を適用して運動を理解する．

6 さまざまな力 重力をはじめ，摩擦力，張力，弾性力，液体や気体から受ける圧力など，さまざまな力を理解する．弾性力の場合
のフックの法則について理解する．また，力の単位N(ニュートン)を理解する．

7 力のつりあいと作用と反作用 物体に対するして作用する力には，必ず反作用が存在することを理解し，さまざまな状況で働いている力を考察す
ることができるようにする．

8 中間試験 速度・加速度・力についての理解を図る問題を出題する．

9 中間試験解答 中間試験の解答と解説を行い，類題の演習を行う．

10 ニュートンの三法則と運動方程式 運動をニュートンの三法則に体系づけて理解する．力を及ぼしあう2物体の運動など，やや複雑な問題で運動方程
式を立てて，それを解けるようにする．

11 摩擦力・摩擦係数と運動方程式 最大静止摩擦力，動摩擦力，垂直抗力の概念を理解し，静止摩擦係数・動摩擦係数との関係を理解する．これらを
用いて運動方程式を立て，解けるようにする．

12 仕事とエネルギー 物理で扱う「仕事」と「エネルギー」について理解する．また，単位J(ジュール)を理解する．

13 運動エネルギー ある速さをもって運動している物体は，運動エネルギーを持つことを理解し，それを計算できるようにする．

14 位置エネルギー 重力および弾性力による位置エネルギーの概念を理解する．

15 力学的エネルギー保存則 運動エネルギーと位置エネルギーの和が，必ず保存することを理解する．これを用いて簡単な状況設定での問題を
解けるようにする．

16 運動量と力積 前期定期試験の解答と解説を行い，類題の演習を行う．後期からの内容として，新しく運動量と力積の概念の理解
から始める．運動量の変化が力積に等しいことを理解する．

17 運動量保存則 2物体の衝突の前後で，運動量が保存されることを理解する．

18 衝突と反発係数 物体と床や2物体の間での衝突を考察する．弾性衝突・非弾性衝突・反発係数の概念を理解し，運動量保存則と併
せて簡単な問題を解けるようにする．

19 平面での運動　 2次元の速度ベクトルを三角関数を用いて表し，水平投射や斜方投射などの運動を考察する．

20 平面での力　　 2次元の力のベクトルを三角関数を用いて表し，力の合成・分解をできるようにする．摩擦のある斜面を物体が滑
る問題を考察する．

21 力のモーメント 作用線と力のモーメントの概念を理解し，大きさをもつ剛体について，つりあいの条件から簡単な問題を解けるよ
うにする．

22 剛体の重心 重力がかかっている状況で，つり合っている物体の重心の位置を考察する．力のつり合いの条件と，回転し始めな
い条件を理解し，簡単な問題を解けるようにする．

23 中間試験 運動量と力積，三角関数を用いた運動と力の解析，力のモーメントに関する問題を出題する．

24 中間試験解答 中間試験の解答と解説を行い，類題の演習を行う．

25 学生実験 力学台車を用いて，斜面上の等加速度運動を考察する．

26 等速円運動 等速円運動を理解するための物理量(速度，角速度，周期，回転数，向心加速度，向心力)の概念を理解する．また
，これらを用いて運動方程式を立てられるようにする．

27 単振動 最も簡単な振動としての単振動を，おもりをつけたばね振り子と，重力の下での単振り子について考察する．

28 慣性力 加速度運動する系で働く「みかけ上の力」である慣性力について理解する．電車の中での慣性力，回転する円盤状
での遠心力について考察する．

29 惑星の運動 惑星の運動について考察し，ケプラーの三法則について理解する．万有引力による運動，重力，位置エネルギーに
ついて理解する．

30 力学総合演習 これまで学習した力学の知識を，応用する力を養う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

化学 (Chemistry)

佐藤 洋俊 准教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

高学年の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点は必須である．化学物質に関する情報を身につけ
，特性を生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専
門的器具・薬品を使用し，実験題材を数多く利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学
生自ら考える授業を展開していく．

【A2】試薬・溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験
を行うことができる． 試験・実験レポート・小テストで評価する．

【A2】実験から得られた結果について考察し，化学反応の量的関係を理
解できる． 試験・実験レポート・小テストで評価する．

【A2】化学の基本法則を理解し，化学反応式を元に計算をすることがで
きる． 試験・小テストで評価する．

【A2】化学物質と社会とのつながりを理解できる． 試験・小テストで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート15%　小テスト15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点
とする．試験以外は，班・個人で提出するレポートや小テストを合わせて30%で評価する．指示に従わず危険な
行為を行ったり，実験操作や計算，片づけを行わない者は減点する．100点満点で60点以上を合格とする．

「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）
セミナー化学基礎+化学　（第一学習社）
一般化学　（神戸高専）

「化学I・IIの新研究」卜部吉庸 著（三省堂）

物理，数学

原則として50分時はHR教室，90分時は化学実験室において行う(授業進度によって変更の場合がある)．化学実
験室（一般科棟5階B棟）において行う場合，開始時刻に遅れないこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（化学）

1 混合物の分離 混合物は様々な操作によって純物質に分離することができる．実験を通じて学ぶ．

2 物質の構成と混合物の分離 物質には2種類以上の物質からなる混合物と1種類の物質からできている純物質がある．また，実験室の主な実験器
具の使用方法について実験を通じて説明する．

3 化合物と単体 実験を通じて蒸留装置の正しい使い方，物理変化と化学変化の違い，元素について学ぶ．

4 原子の構造 原子は，原子核とそれをとりまくいくつかの電子で構成されている．原子の構造における規則性を学ぶ．

5 同位体，電子殻，電子配置 電子は電子殻に存在している．各元素の原子では，電子殻に存在する電子数は一定である．

6 溶液の電導性と電子配置の関係 イオンは電荷をもつ粒子であり，陽イオンと陰イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表に
ついて学ぶ．

7 化学結合 イオン結合，共有結合，金属結合などについて学ぶ．

8 中間試験（前期） 教科書，ノートの持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．

9 物質量(原子や分子の数え方) 実験を通じて物質量(mol)の考え方を学ぶ．

10 物質量の応用，発生する気体量の予想 化学反応式の係数から，その反応における物質の量的関係を知ることができる．実験を通じて学ぶ．

11 化学反応式と実験への応用 化学反応式のつくり方を実験を通じて学ぶ．

12 化学反応式と量の関係 実験を通じて化学反応式から反応比を考え，必要な物質量を計算する方法を学ぶ．

13 物質の三態とその変化 実験を通じて物質の三態の違い，状態変化の呼び方，状態図について学ぶ．

14 気体の圧力と蒸気圧 実験を通じて気圧の定義，蒸気圧曲線について学ぶ．

15 ボイルの法則 実験を通じて気体の体積と圧力の関係について学ぶ．

16 シャルルの法則 実験を通じて気体の体積と温度の関係について学ぶ

17 ボイル・シャルルの法則，気体の状態方程式 ボイル・シャルルの法則から気体定数を導く方法を学ぶ．

18 気体の状態方程式実験 気体の状態方程式を応用し，実験を通じて分子量を計算する方法を学ぶ．

19 溶解，溶液，溶媒，溶質 実験を通じて溶解の仕組みについて学ぶ．

20 溶解度 ある温度において，一定量の溶媒に溶解しうる溶質の質量を溶解度という．

21 濃度 モル濃度は，溶液1リットル中に溶解している溶質の物質量で表した濃度である．

22 酸と塩基 酸や塩基は，水溶液中で水素イオンや水酸化物イオンを生じる．実験を通じて学ぶ．

23 中間試験（後期） 教科書，ノートの持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．

24 酸・塩基と中和反応式 酸と塩基が反応して，互いにその性質を打ち消すことを中和といい，水分子と塩が生成する．実験を通じて学ぶ．

25 中和滴定 濃度既知の塩基（酸）を用いて，濃度未知の酸（塩基）の濃度を求める操作を中和滴定という．計算及び操作方法
についても学び，身の回りの実試料分析へ適用する．

26 pHと水素イオン濃度 水溶液の酸性，アルカリ性は，水素イオン指数によって表される．身の回りの溶液についてpHを調べ，水素イオン
濃度との関係を実験を通じて学ぶ．

27 中和反応とpH 中和滴定曲線，塩の水溶液の液性について学ぶ．

28 酸化と還元 酸化還元反応は，酸素の授受だけではなく，水素や電子の授受でも説明される．実験を通じて，その考え方を学ぶ
．

29 金属のイオン化傾向と酸化数 金属の単体には，水溶液中で電子を失って陽イオンになろうとする性質があり，これを金属のイオン化傾向という
．実験を通じて学ぶ．

30 酸化・還元とイオン化傾向の応用 イオン化傾向を応用して，日常生活で応用されている化学の原理を実験を通じて学ぶ．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

化学 (Chemistry)

佐藤 洋俊 准教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

高学年の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点は必須である．化学物質に関する情報を身につけ
，特性を生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専
門的器具・薬品を使用し，実験題材を数多く利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学
生自ら考える授業を展開していく．

【A2】試薬・溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験
を行うことができる． 試験・実験レポート・小テストで評価する．

【A2】実験から得られた結果について考察し，化学反応の量的関係を理
解できる． 試験・実験レポート・小テストで評価する．

【A2】化学の基本法則を理解し，化学反応式を元に計算をすることがで
きる． 試験・小テストで評価する．

【A2】化学物質と社会とのつながりを理解できる． 試験・小テストで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート15%　小テスト15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点
とする．試験以外は，班・個人で提出するレポートや小テストを合わせて30%で評価する．指示に従わず危険な
行為を行ったり，実験操作や計算，片づけを行わない者は減点する．100点満点で60点以上を合格とする．

「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）
セミナー化学基礎+化学　（第一学習社）
一般化学　（神戸高専）

「化学I・IIの新研究」卜部吉庸 著（三省堂）

物理，数学

原則として50分時はHR教室，90分時は化学実験室において行う(授業進度によって変更の場合がある)．化学実
験室（一般科棟5階B棟）において行う場合，開始時刻に遅れないこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（化学）

1 混合物の分離 混合物は様々な操作によって純物質に分離することができる．実験を通じて学ぶ．

2 物質の構成と混合物の分離 物質には2種類以上の物質からなる混合物と1種類の物質からできている純物質がある．また，実験室の主な実験器
具の使用方法について実験を通じて説明する．

3 化合物と単体 実験を通じて蒸留装置の正しい使い方，物理変化と化学変化の違い，元素について学ぶ．

4 原子の構造 原子は，原子核とそれをとりまくいくつかの電子で構成されている．原子の構造における規則性を学ぶ．

5 同位体，電子殻，電子配置 電子は電子殻に存在している．各元素の原子では，電子殻に存在する電子数は一定である．

6 溶液の電導性と電子配置の関係 イオンは電荷をもつ粒子であり，陽イオンと陰イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表に
ついて学ぶ．

7 化学結合 イオン結合，共有結合，金属結合などについて学ぶ．

8 中間試験（前期） 教科書，ノートの持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．

9 物質量(原子や分子の数え方) 実験を通じて物質量(mol)の考え方を学ぶ．

10 物質量の応用，発生する気体量の予想 化学反応式の係数から，その反応における物質の量的関係を知ることができる．実験を通じて学ぶ．

11 化学反応式と実験への応用 化学反応式のつくり方を実験を通じて学ぶ．

12 化学反応式と量の関係 実験を通じて化学反応式から反応比を考え，必要な物質量を計算する方法を学ぶ．

13 物質の三態とその変化 実験を通じて物質の三態の違い，状態変化の呼び方，状態図について学ぶ．

14 気体の圧力と蒸気圧 実験を通じて気圧の定義，蒸気圧曲線について学ぶ．

15 ボイルの法則 実験を通じて気体の体積と圧力の関係について学ぶ．

16 シャルルの法則 実験を通じて気体の体積と温度の関係について学ぶ

17 ボイル・シャルルの法則，気体の状態方程式 ボイル・シャルルの法則から気体定数を導く方法を学ぶ．

18 気体の状態方程式実験 気体の状態方程式を応用し，実験を通じて分子量を計算する方法を学ぶ．

19 溶解，溶液，溶媒，溶質 実験を通じて溶解の仕組みについて学ぶ．

20 溶解度 ある温度において，一定量の溶媒に溶解しうる溶質の質量を溶解度という．

21 濃度 モル濃度は，溶液1リットル中に溶解している溶質の物質量で表した濃度である．

22 酸と塩基 酸や塩基は，水溶液中で水素イオンや水酸化物イオンを生じる．実験を通じて学ぶ．

23 中間試験（後期） 教科書，ノートの持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．

24 酸・塩基と中和反応式 酸と塩基が反応して，互いにその性質を打ち消すことを中和といい，水分子と塩が生成する．実験を通じて学ぶ．

25 中和滴定 濃度既知の塩基（酸）を用いて，濃度未知の酸（塩基）の濃度を求める操作を中和滴定という．計算及び操作方法
についても学び，身の回りの実試料分析へ適用する．

26 pHと水素イオン濃度 水溶液の酸性，アルカリ性は，水素イオン指数によって表される．身の回りの溶液についてpHを調べ，水素イオン
濃度との関係を実験を通じて学ぶ．

27 中和反応とpH 中和滴定曲線，塩の水溶液の液性について学ぶ．

28 酸化と還元 酸化還元反応は，酸素の授受だけではなく，水素や電子の授受でも説明される．実験を通じて，その考え方を学ぶ
．

29 金属のイオン化傾向と酸化数 金属の単体には，水溶液中で電子を失って陽イオンになろうとする性質があり，これを金属のイオン化傾向という
．実験を通じて学ぶ．

30 酸化・還元とイオン化傾向の応用 イオン化傾向を応用して，日常生活で応用されている化学の原理を実験を通じて学ぶ．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

物理 (Physics)

大多喜 重明 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

物理的な事物・現象についての観察，実験や課題研究などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てると
ともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，演示実験を行
いながら，熱力，電磁気，波動の基礎を教授する．

【A2】温度と熱について理解し，実験などで，その活用ができる．
学校で定めた期間に行うテストと適時行うレポートで，授業内容の理解
度を評価する．テストでは，基礎60%，応用40%の割合で出題し，75%
正答を標準とする．学生実験とレポートで，その活用を評価する．

【A2】電磁気について理解し，実験などで，その活用ができる．
学校で定めた期間に行うテストと適時行うレポートで，授業内容の理解
度を評価する．テストでは，基礎60%，応用40%の割合で出題し，75%
正答を標準とする．学生実験とレポートで，その活用を評価する．

【A2】波動の基本的な性質を理解し，活用できるようにする．
学校で定めた期間に行うテストと適時行うレポートで，授業内容の理解
度を評価する．テストでは，基礎60%，応用40%の割合で出題し，75%
正答を標準とする．学生実験とレポートで，その活用を評価する．

【A2】直接測定量と間接測定量の区別ができ，それぞれの誤差の見積も
りができる．

母平均の区間推定と誤差の伝播則を理解し，計算が出来る．レポートで
評価する．

【A2】図書館や情報センター等を利用して必要な情報を入手し，課題に
ついての説明が自分のことばを取り入れて出来る． レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験成績は，試験の平均点とする．レポート提出では，良
いものを提出することが大事であるが，〆切を守ることも重要である．試験成績とレポート成績で総合評価する
．100点満点で評価し，60点以上を合格とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「高専の応用物理[第2版]」小暮陽三監修（森北出版）
「新・物理入門」山本義隆著（駿台文庫）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「高専の物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）

国語，数学I，数学II

テキストに従って，予習をすること．問題演習を行い，学んだことを定着させることも大切である．授業では数
式をよく使う，また，人の考えを受け取る力と自分の考えを伝える力も必要である．「数学」や「国語」もよく
勉強すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 温度と熱 絶対温度，熱，内部エネルギーなどの概念を理解する．熱量の単位[cal]と仕事の単位[J]の換算を元に，簡単な問題
を解けるようにする．

2 熱量 熱力学に特有な「熱量」「熱容量」「比熱」の概念を理解し，簡単な問題を解けるようにする．

3 比熱の測定 物体間での熱量の出入りから，比熱を求める問題を考える．

4 理想気体 理想気体について成り立つ，ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャルルの法則を確認し，理想気体の状態
方程式を使えるようにする．

5 気体の分子運動論 力学の概念を駆使し，気体の分子運動論を理解する．理想気体の質量と温度から，気体分子一個あたりの2乗平均
速度を求められるようにする．

6 熱力学第一法則 内部エネルギーの概念と，熱力学でのエネルギー保存則である「熱力学第一法則」を理解し，等温・定積・定圧の
条件の下での熱力学過程を考察する．

7 熱力学変化とその応用 等温・定積・定圧・断熱の条件の下での熱力学変化を考察し，簡単な問題を解けるようにする．また，その応用と
してガソリン・エンジンに用いられているオットー・サイクルを紹介する．

8 中間試験 熱力学の全範囲から出題する．

9 静電気 正と負の電荷同士が引き合い，正と正，負と負の電荷同士は反発するという，静電気の性質を理解し，具体的な現
象として，静電誘導，誘電分極を理解する．

10 電界 電荷に静電気力を及ぼす空間としての電界を，重力との対比において理解する．

11 電気力線と電位 電荷から出る電気力線が等電位面と直交することを理解する．また，球と平面についてガウスの法則の簡単な計算
ができるようにする．

12 コンデンサー コンデンサーの仕組みを理解し，誘電体を間に挟んだ場合，直列に接続した場合，並列に接続した場合について，
簡単な計算ができるようにする．

13 直流 電池の負極から正極への電子の移動が電流の正体であることを，電流と電荷の速度の関係，オームの法則，抵抗率
について理解する．抵抗を直列に接続した場合，並列に接続した場合について，簡単な計算ができるようにする．

14 キルヒホッフの法則 複雑な回路において，起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して，回路を
流れる電流を求められるようにする．

15 ジュール熱 抵抗において発生するジュール熱について理解する．ジュールの単位とキロワット時の単位との関係を理解し，電
力と電力量の簡単な計算が出来るようにする．

16 半導体 珪素の結晶に不純物を混ぜることにより，P型・N型半導体ができることを理解する．その組み合わせとしてのダイ
オードとトランジスタの働きについて理解する．

17 電流がつくる磁界 電荷の移動＝電流が，「右ねじの法則」によって磁界をつくることを理解し，直線電流・円形電流・ソレノイドに
ついて，簡単な計算が出来るようにする．

18 電流が磁界から受ける力 磁界Hと磁束密度B，磁束Φの関係を理解し，フレミングの左手の法則によって，磁界中の電流が受ける力の方向を
求められるようにする．また，大きさまで計算できるようにする．

19 ローレンツ力 電流が受ける力から，電子1個あたりが受ける力であるローレンツ力が導かれることを理解する．また，それによ
って，磁界中を移動する荷電粒子が円運動をすることを理解する．

20 電磁誘導
磁界中のコの字型の回路において，導体棒が移動することから，その回路に誘導起電力が生じることを理解する．
また，それを拡張し，コイルに対する磁束の変化が，そのまま誘導起電力の発生に結びつくことを理解する．また
，直流における自己誘導・相互誘導の現象を理解する．

21 交流 直流に対して，交流の性質を理解し，実行値，誘導リアクタンス，容量リアクタンス，インピーダンスの概念を理
解し，簡単な計算ができるようにする．

22 電気振動と電磁波 コイルとコンデンサーの組み合わせにより，電気振動が起きること，それが電磁波の送受信をするために必要な回
路であることを理解する．

23 中間試験 電流と磁界の関わり，交流回路を中心に出題する．

24 学生実験 抵抗，コンデンサー，コイルを使って回路を作り，オシロスコープを用いてリサジュー波形を観察し，共振周波数
を求める実験を行う．

25 正弦波 周期，角振動数，振動数，波長などの基本的な概念と，波動の基本の形である正弦波の表式を理解し，自在に変形
できるようにする．

26 干渉と重ね合わせの原理 波動に特有な現象として，干渉を起こし，重ね合わせの原理により波の振幅が決定されることを理解する．また，
具体的に波源からの距離の差によって，強め合う部分・弱めあう部分がどこなのか，判断できるようにする．

27 自由端・固定端反射 固定端と自由端でそれぞれで反射するときに，位相がどうずれるかを理解する．また，定在波について理解する．
これらをコンピュータ上とウェーブマシンの実演から，イメージが持てるようにする．

28 定常波 互いに逆向きで同じ波長の進行波から，定常波が生じることを理解する．

29 ホイヘンスの原理 波動の伝播の仕方が，ホイヘンスの原理に従っていることを理解し，イメージできるようにする．

30 波の干渉・回折・反射・屈折 波の干渉・回折・反射・屈折波動に特有な現象として，干渉・回折・反射・屈折の現象を理解する．相対屈折率や
臨界角の簡単な計算をできるようにする．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

物理 (Physics)

大多喜 重明 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

物理的な事物・現象についての観察，実験や課題研究などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てると
ともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，演示実験を行
いながら，熱力，電磁気，波動の基礎を教授する．

【A2】温度と熱について理解し，実験などで，その活用ができる．
学校で定めた期間に行うテストと適時行うレポートで，授業内容の理解
度を評価する．テストでは，基礎60%，応用40%の割合で出題し，75%
正答を標準とする．学生実験とレポートで，その活用を評価する．

【A2】電磁気について理解し，実験などで，その活用ができる．
学校で定めた期間に行うテストと適時行うレポートで，授業内容の理解
度を評価する．テストでは，基礎60%，応用40%の割合で出題し，75%
正答を標準とする．学生実験とレポートで，その活用を評価する．

【A2】波動の基本的な性質を理解し，活用できるようにする．
学校で定めた期間に行うテストと適時行うレポートで，授業内容の理解
度を評価する．テストでは，基礎60%，応用40%の割合で出題し，75%
正答を標準とする．学生実験とレポートで，その活用を評価する．

【A2】直接測定量と間接測定量の区別ができ，それぞれの誤差の見積も
りができる．

母平均の区間推定と誤差の伝播則を理解し，計算が出来る．レポートで
評価する．

【A2】図書館や情報センター等を利用して必要な情報を入手し，課題に
ついての説明が自分のことばを取り入れて出来る． レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験成績は，試験の平均点とする．レポート提出では，良
いものを提出することが大事であるが，〆切を守ることも重要である．試験成績とレポート成績で総合評価する
．100点満点で評価し，60点以上を合格とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「高専の応用物理[第2版]」小暮陽三監修（森北出版）
「新・物理入門」山本義隆著（駿台文庫）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「高専の物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）

国語，数学I，数学II

テキストに従って，予習をすること．問題演習を行い，学んだことを定着させることも大切である．授業では数
式をよく使う，また，人の考えを受け取る力と自分の考えを伝える力も必要である．「数学」や「国語」もよく
勉強すること．

M-71



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 温度と熱 絶対温度，熱，内部エネルギーなどの概念を理解する．熱量の単位[cal]と仕事の単位[J]の換算を元に，簡単な問題
を解けるようにする．

2 熱量 熱力学に特有な「熱量」「熱容量」「比熱」の概念を理解し，簡単な問題を解けるようにする．

3 比熱の測定 物体間での熱量の出入りから，比熱を求める問題を考える．

4 理想気体 理想気体について成り立つ，ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャルルの法則を確認し，理想気体の状態
方程式を使えるようにする．

5 気体の分子運動論 力学の概念を駆使し，気体の分子運動論を理解する．理想気体の質量と温度から，気体分子一個あたりの2乗平均
速度を求められるようにする．

6 熱力学第一法則 内部エネルギーの概念と，熱力学でのエネルギー保存則である「熱力学第一法則」を理解し，等温・定積・定圧の
条件の下での熱力学過程を考察する．

7 熱力学変化とその応用 等温・定積・定圧・断熱の条件の下での熱力学変化を考察し，簡単な問題を解けるようにする．また，その応用と
してガソリン・エンジンに用いられているオットー・サイクルを紹介する．

8 中間試験 熱力学の全範囲から出題する．

9 静電気 正と負の電荷同士が引き合い，正と正，負と負の電荷同士は反発するという，静電気の性質を理解し，具体的な現
象として，静電誘導，誘電分極を理解する．

10 電界 電荷に静電気力を及ぼす空間としての電界を，重力との対比において理解する．

11 電気力線と電位 電荷から出る電気力線が等電位面と直交することを理解する．また，球と平面についてガウスの法則の簡単な計算
ができるようにする．

12 コンデンサー コンデンサーの仕組みを理解し，誘電体を間に挟んだ場合，直列に接続した場合，並列に接続した場合について，
簡単な計算ができるようにする．

13 直流 電池の負極から正極への電子の移動が電流の正体であることを，電流と電荷の速度の関係，オームの法則，抵抗率
について理解する．抵抗を直列に接続した場合，並列に接続した場合について，簡単な計算ができるようにする．

14 キルヒホッフの法則 複雑な回路において，起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して，回路を
流れる電流を求められるようにする．

15 ジュール熱 抵抗において発生するジュール熱について理解する．ジュールの単位とキロワット時の単位との関係を理解し，電
力と電力量の簡単な計算が出来るようにする．

16 半導体 珪素の結晶に不純物を混ぜることにより，P型・N型半導体ができることを理解する．その組み合わせとしてのダイ
オードとトランジスタの働きについて理解する．

17 電流がつくる磁界 電荷の移動＝電流が，「右ねじの法則」によって磁界をつくることを理解し，直線電流・円形電流・ソレノイドに
ついて，簡単な計算が出来るようにする．

18 電流が磁界から受ける力 磁界Hと磁束密度B，磁束Φの関係を理解し，フレミングの左手の法則によって，磁界中の電流が受ける力の方向を
求められるようにする．また，大きさまで計算できるようにする．

19 ローレンツ力 電流が受ける力から，電子1個あたりが受ける力であるローレンツ力が導かれることを理解する．また，それによ
って，磁界中を移動する荷電粒子が円運動をすることを理解する．

20 電磁誘導
磁界中のコの字型の回路において，導体棒が移動することから，その回路に誘導起電力が生じることを理解する．
また，それを拡張し，コイルに対する磁束の変化が，そのまま誘導起電力の発生に結びつくことを理解する．また
，直流における自己誘導・相互誘導の現象を理解する．

21 交流 直流に対して，交流の性質を理解し，実行値，誘導リアクタンス，容量リアクタンス，インピーダンスの概念を理
解し，簡単な計算ができるようにする．

22 電気振動と電磁波 コイルとコンデンサーの組み合わせにより，電気振動が起きること，それが電磁波の送受信をするために必要な回
路であることを理解する．

23 中間試験 電流と磁界の関わり，交流回路を中心に出題する．

24 学生実験 抵抗，コンデンサー，コイルを使って回路を作り，オシロスコープを用いてリサジュー波形を観察し，共振周波数
を求める実験を行う．

25 正弦波 周期，角振動数，振動数，波長などの基本的な概念と，波動の基本の形である正弦波の表式を理解し，自在に変形
できるようにする．

26 干渉と重ね合わせの原理 波動に特有な現象として，干渉を起こし，重ね合わせの原理により波の振幅が決定されることを理解する．また，
具体的に波源からの距離の差によって，強め合う部分・弱めあう部分がどこなのか，判断できるようにする．

27 自由端・固定端反射 固定端と自由端でそれぞれで反射するときに，位相がどうずれるかを理解する．また，定在波について理解する．
これらをコンピュータ上とウェーブマシンの実演から，イメージが持てるようにする．

28 定常波 互いに逆向きで同じ波長の進行波から，定常波が生じることを理解する．

29 ホイヘンスの原理 波動の伝播の仕方が，ホイヘンスの原理に従っていることを理解し，イメージできるようにする．

30 波の干渉・回折・反射・屈折 波の干渉・回折・反射・屈折波動に特有な現象として，干渉・回折・反射・屈折の現象を理解する．相対屈折率や
臨界角の簡単な計算をできるようにする．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

化学 (Chemistry)

福本 晃造 准教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

我々は，日常的に化学物質を利用することで生活を豊かで便利なものにしている．しかし，化学物質は同時に，
有害な影響を及ぼす面も持ち合わせており，専門的な研究活動では，この点にも配慮しなければならない．本科
目では，実験や発表活動などを通じて，物質の基本となる化学的知識・視点の習得を行う．

【A2】試薬・器具を適正に取り扱い，安全に実験を行うことができる． 試験・レポート・小テストで評価する．

【A2】実験から得られた結果を整理し，考察を行うことができる． 試験・レポート・小テストで評価する．

【A2】化学の基本法則を学び，化学反応の特徴を理解している． 試験・レポート・小テストで評価する．

【A2】化学物質の特性を理解し，社会での利用を認識している． 試験・レポート・発表で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート10%　小テスト10%　プレゼンテーション10%　として評価する．(レポートと小
テスト，プレゼンテーションを合わせて30%として評価するため，個々の比率はこの限りではない．)試験成績
は，中間試験と期末試験の平均点とする．危険な行動は減点対象とする．

「一般化学」（神戸高専生協）
「ニューク゛ローハ゛ル化学I+II」（東京書籍）
「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）

「化学I・IIの新研究」卜部吉庸 著（三省堂）
「はじめて学ぶ大学の無機化学」三吉克彦 著（化学同人）

物理，数学

化学実験室(一般科棟B棟5階)において行う．問題集等は適宜使用するので，毎回持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（化学）

1 導入，反応熱，燃焼熱 実験を通じて，化学反応におけるエネルギーの出入りを数値を用いて表現する手法について学ぶ．

2 生成熱・中和熱・溶解熱 燃焼熱以外の反応熱についても，熱化学方程式で対応できることを学ぶ．

3 ヘスの法則 未知の反応熱を知るときは，ヘスの法則を利用する．その手法と理論的理解を行う．

4 結合エネルギー 結合は一種のエネルギーとみなすことができる．その考え方について学ぶ．

5 化学平衡の仕組み 化学反応は必ずしも一方通行のものではない．その仕組みについて学ぶ．

6 化学平衡に関する計算 化学平衡に関する計算とその結果の意味について学ぶ．

7 水素と希ガス 水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．

8 中間試験(前期) 教科書，ノートの持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に指示する．

9 中間試験回答，元素の特徴とその利用（1） 元素の特徴とその利用について調査・発表を行う．実施方法，評価法などのガイダンスを行うので，必ず出席する
こと．

10 元素の特徴とその利用（2） 予稿の提出を求めるので，しっかりと準備をしておくこと．

11 元素の特徴とその利用（3） 個々の発表方法に合わせて，資料作成を行う．

12 元素の特徴とその利用（4） 学生による調査発表と，その補足説明．

13 元素の特徴とその利用（5） 学生による調査発表と，その補足説明．

14 配位結合の化学 結合の一種に，配位結合がある．その仕組みと化合物について学ぶ．

15 炭素，ケイ素とその化合物 炭素・ケイ素の化学は，現代科学を牽引している分野である．ここでは，炭素・ケイ素の特徴と最新研究状況を解
説する．

16 有機化合物とはなにか 炭素を含む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．

17 有機化合物の命名法 構造式の書き方とIUPACによる命名法を学ぶ．

18 分子モデルと異性体 分子の立体構造と異性体について学ぶ

19 化学式の決定 試料から化学式を導く手法について学ぶ．

20 アルコールの性質（1） アルコールの構造，性質を調べ，その相関性について学ぶ．

21 アルコールの性質（2） 実験を通じて，アルコールの持つ反応性について学ぶ．

22 アルデヒドの性質 還元性をもつアルデヒドの構造や性質について学ぶ．

23 中間試験(後期) 教科書，ノートの持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に指示する．

24 中間試験回答，脂肪族化合物の反応（1） 脂肪族化合物の主な反応として，付加反応，縮合反応などが挙げられる．その仕組みについて学ぶ．

25 脂肪族化合物の反応（2） 脂肪族化合物の相関について学ぶ．

26 芳香族化合物の特徴と命名法 芳香族化合物の構造的，物性的特徴と命名法について学ぶ．

27 芳香族化合物の反応（1） 実験を通じて，代表的な芳香族化合物の反応性について学ぶ．

28 芳香族化合物の反応（2）と分離操作 芳香族化合物の相関について学ぶ．

29 生命化学 DNAに代表される生物の構成要素も，原子の鎖である．この仕組みについて学ぶ．

30 身の回りの化合物と人間との関わり これまで学んできた知識や調査した情報を用い，社会における化学物質の有益性と有害性について考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．各試験とも，電卓の持ち込みは可とする．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

化学 (Chemistry)

福本 晃造 准教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

我々は，日常的に化学物質を利用することで生活を豊かで便利なものにしている．しかし，化学物質は同時に，
有害な影響を及ぼす面も持ち合わせており，専門的な研究活動では，この点にも配慮しなければならない．本科
目では，実験や発表活動などを通じて，物質の基本となる化学的知識・視点の習得を行う．

【A2】試薬・器具を適正に取り扱い，安全に実験を行うことができる． 試験・レポート・小テストで評価する．

【A2】実験から得られた結果を整理し，考察を行うことができる． 試験・レポート・小テストで評価する．

【A2】化学の基本法則を学び，化学反応の特徴を理解している． 試験・レポート・小テストで評価する．

【A2】化学物質の特性を理解し，社会での利用を認識している． 試験・レポート・発表で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート10%　小テスト10%　プレゼンテーション10%　として評価する．(レポートと小
テスト，プレゼンテーションを合わせて30%として評価するため，個々の比率はこの限りではない．)試験成績
は，中間試験と期末試験の平均点とする．危険な行動は減点対象とする．

「一般化学」（神戸高専生協）
「ニューク゛ローハ゛ル化学I+II」（東京書籍）
「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）

「化学I・IIの新研究」卜部吉庸 著（三省堂）
「はじめて学ぶ大学の無機化学」三吉克彦 著（化学同人）

物理，数学

化学実験室(一般科棟B棟5階)において行う．問題集等は適宜使用するので，毎回持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（化学）

1 導入，反応熱，燃焼熱 実験を通じて，化学反応におけるエネルギーの出入りを数値を用いて表現する手法について学ぶ．

2 生成熱・中和熱・溶解熱 燃焼熱以外の反応熱についても，熱化学方程式で対応できることを学ぶ．

3 ヘスの法則 未知の反応熱を知るときは，ヘスの法則を利用する．その手法と理論的理解を行う．

4 結合エネルギー 結合は一種のエネルギーとみなすことができる．その考え方について学ぶ．

5 化学平衡の仕組み 化学反応は必ずしも一方通行のものではない．その仕組みについて学ぶ．

6 化学平衡に関する計算 化学平衡に関する計算とその結果の意味について学ぶ．

7 水素と希ガス 水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．

8 中間試験(前期) 教科書，ノートの持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に指示する．

9 中間試験回答，元素の特徴とその利用（1） 元素の特徴とその利用について調査・発表を行う．実施方法，評価法などのガイダンスを行うので，必ず出席する
こと．

10 元素の特徴とその利用（2） 予稿の提出を求めるので，しっかりと準備をしておくこと．

11 元素の特徴とその利用（3） 個々の発表方法に合わせて，資料作成を行う．

12 元素の特徴とその利用（4） 学生による調査発表と，その補足説明．

13 元素の特徴とその利用（5） 学生による調査発表と，その補足説明．

14 配位結合の化学 結合の一種に，配位結合がある．その仕組みと化合物について学ぶ．

15 炭素，ケイ素とその化合物 炭素・ケイ素の化学は，現代科学を牽引している分野である．ここでは，炭素・ケイ素の特徴と最新研究状況を解
説する．

16 有機化合物とはなにか 炭素を含む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．

17 有機化合物の命名法 構造式の書き方とIUPACによる命名法を学ぶ．

18 分子モデルと異性体 分子の立体構造と異性体について学ぶ

19 化学式の決定 試料から化学式を導く手法について学ぶ．

20 アルコールの性質（1） アルコールの構造，性質を調べ，その相関性について学ぶ．

21 アルコールの性質（2） 実験を通じて，アルコールの持つ反応性について学ぶ．

22 アルデヒドの性質 還元性をもつアルデヒドの構造や性質について学ぶ．

23 中間試験(後期) 教科書，ノートの持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に指示する．

24 中間試験回答，脂肪族化合物の反応（1） 脂肪族化合物の主な反応として，付加反応，縮合反応などが挙げられる．その仕組みについて学ぶ．

25 脂肪族化合物の反応（2） 脂肪族化合物の相関について学ぶ．

26 芳香族化合物の特徴と命名法 芳香族化合物の構造的，物性的特徴と命名法について学ぶ．

27 芳香族化合物の反応（1） 実験を通じて，代表的な芳香族化合物の反応性について学ぶ．

28 芳香族化合物の反応（2）と分離操作 芳香族化合物の相関について学ぶ．

29 生命化学 DNAに代表される生物の構成要素も，原子の鎖である．この仕組みについて学ぶ．

30 身の回りの化合物と人間との関わり これまで学んできた知識や調査した情報を用い，社会における化学物質の有益性と有害性について考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．各試験とも，電卓の持ち込みは可とする．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

生物 (Biology)

大塩 愛子 非常勤講師

機械工学科・2年A組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

iPS細胞，遺伝子治療，生物多様性など，「生物学」に関連した話題が日常的に取り上げられるようになってい
る．本科目は，身の回りの生命科学の諸問題に関心を持ち，理解するための基礎的な素養を習得することを目的
とする．

【A2】細胞の構造と細胞小器官の機能を理解する． 細胞の構造や機能についての理解度を試験により試験とレポートで評価
する．

【A2】細胞の増殖の方法と生物体の構造の多様性を理解する． 細胞の増殖の方法と生物体の構造の多様性についての理解度を試験とレ
ポートで評価する．

【A2】生殖細胞の形成過程と受精のしくみを理解する． 生殖細胞の形成過程と受精のしくみについての理解度を試験とレポート
で評価する．

【A2】さまざまな遺伝のしかたと遺伝子と染色体との関わりについて理
解する．

さまざまな遺伝のしかたと遺伝子と染色体との関わりについての理解度
を試験とレポートで評価する．

【A2】生物体内における酵素の働きについて理解する． 動植物の生体内におけるさまざまな酵素とその働きについて理解度を試
験とレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

新課程　フォトサイエンス生物図録 ：　鈴木孝仁　監修　(数研出版)
資料プリントを随時配布する．

シグマベスト　理解しやすい生物I・II　改訂版 ：　水野丈夫・浅島誠　共編　(文英堂)

特になし

特になし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（生物）

1 生命の単位：細胞 生物の構成単位である細胞の発見と細胞説の確立について述べ，細胞の基本的なつくりについて学ぶ.

2 細胞の機能と構造 細胞を構成する細胞内小器官の構造と機能について学ぶ．

3 細胞膜の性質と働き 細胞膜は必要に応じて物質を透過させる働きをもっている．細胞膜の複雑な構造と，生命活動に必要な物質群を選
択して取り込みを調節するしくみを学ぶ．

4 細胞の増殖と分化 動物細胞と植物細胞を比較しながら，新しい細胞をつくるための体細胞分裂の過程を学ぶ．

5 単細胞生物と多細胞生物 単細胞生物と多細胞生物の違いを知る．多細胞生物では，分化によって異なる働きをもつ組織が形成されることを
動物および植物の組織や器官を通して学ぶ．

6 生殖の方法 生物はその種を維持するために生殖という営みをおこなっている．生物によって異なる生殖の方法（無性生殖・有
性生殖）を学ぶ．

7 減数分裂 生殖細胞は，体細胞の染色体数が半分になる細胞分裂（減数分裂）により形成される．なぜ半分になる必要がある
のか，その理由と分裂過程を学ぶ．

8 中間試験 中間試験をおこなう．

9 生殖細胞の形成と受精 精子と卵の形成と受精の過程，および動物間でみられる異なる卵割の過程について学ぶ．

10 動物の生殖と発生 受精と発生の過程をウニおよびカエルを例に学ぶ．

11 植物の生殖と発生
植物の配偶子形成にはいろいろな型がみられる．被子植物類・裸子植物類における受精の違いを知り，被子植物を
例に発生過程を学ぶ．また，コケ植物類，シダ植物類，種子植物類における生活環の違いから世代交代と核相交代
を学ぶ．

12 遺伝のしくみ 生物はそれぞれ，特徴ある形質をもっており，この形質が親から子に伝わる現象を遺伝という．メンデルの法則，
様々な遺伝様式，遺伝子の連鎖と変異について学ぶ．

13 遺伝子の本体DNAとタンパク質の合成 遺伝子の本体であるDNAの構造と複製について学ぶ．さらに，タンパク質の合成は，遺伝情報の転写と翻訳によっ
ておこなわれるしくみについて学ぶ．

14 酵素とその働き 生物体内でおこる多くの化学反応は全て酵素の触媒作用のもとに進行している．生体内に存在する様々の酵素とそ
の働きについて学ぶ．

15 植物の反応と調節
植物の生長や分化の過程はさまざまな環境刺激によって大きく影響を受ける．これらの刺激は，植物体内で作られ
る植物ホルモンの働きを介して植物体に作用する．植物ホルモンによる生長の調節，種子発芽の調節，花芽形成の
調節を学ぶ．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

生物 (Biology)

前田 拓也 非常勤講師

機械工学科・2年B組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

生物学は，生物種の面でも学問領域の面でも非常に広範かつ多様な側面を有する学問である．本講義では，現代
生物学を構成する4つの領域（生物学の基礎，ミクロの生物学，マクロの生物学，生物学の応用）を，さらに14
のパートに分けて学ぶことにより，生物学の基礎から応用まで概観し，かつ理解を深めることを目標とする．

【A2】生物学の基礎（分類，遺伝）を理解する．
生物学の基礎（分類，遺伝）についての理解度を，中間試験および小テ
ストによって評価する．小テストは，翌週に前回授業内容について行う
．

【A2】ミクロの生物学（細胞，増殖・複製，遺伝子発現，生殖・発生・
分化，代謝・酵素）を理解する．

ミクロの生物学（細胞，増殖・複製，遺伝子発現，生殖・発生・分化，
代謝・酵素）についての理解度を，中間試験および小テストによって評
価する．小テストは，翌週に前回授業内容について行う．

【A2】マクロの生物学（器官，個体の統御，感染と防御，植物，生態系
，進化）を理解する．

マクロの生物学（器官，個体の統御，感染と防御，植物，生態系，進化
）についての理解度を，定期試験および小テストによって評価する．小
テストは，翌週に前回授業内容について行う．

【A2】生物学の応用（遺伝子操作技術・細胞工学技術・その応用）を理
解する．

生物学の応用（遺伝子操作技術・細胞工学技術・その応用）についての
理解度を，定期試験および小テストによって評価する．小テストは，翌
週に前回授業内容について行う．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　小テスト20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

コア講義「生物学」（裳華房）
フォトサイエンス生物図録(数研出版)

特になし

特になし

特になし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（生物）

1 生物の種類
地球上には数えきれないほど多くの生物種が存在している．生物を学ぶ第一歩は生物の分類法を理解することであ
る．そこで，生物分類法における「種」の定義，従来から唱えられている五界説による生物の分類，さらに近年の
ドメイン説による3大分類法について学ぶ．

2 遺伝と遺伝子 親の形質が子に伝わる遺伝という現象は，生物の本質的な機能の一つである．そこで，遺伝に関するメンデルの法
則，さまざまな遺伝様式，遺伝子の連鎖と変異，さらに遺伝物質であるDNAについて学ぶ．

3 細胞とそこに含まれる物質 生物の基本となる最小単位は細胞であり，細胞が集合して組織や器官を形成し，さらに個体を形作っている．そこ
で，細胞の構造と細胞を構成する物質について学ぶ．

4 DNA複製と細胞の増殖 遺伝物質であるDNAはゲノムとして染色体中に存在し，細胞の増殖や寿命と密接な関係がある．そこで，真核生物
のゲノムおよび染色体の構造，DNA複製と修復，さらにDNAと細胞分裂や細胞死との関連性について学ぶ．

5 遺伝子発現
DNAは遺伝情報を担った物質に過ぎず，RNAを経て，はじめて様々な機能を有したタンパク質が合成される．そこ
で，遺伝子の発現，DNAからRNAへの転写と調節，RNAからタンパク質への翻訳，さらにタンパク質の品質管理に
ついて学ぶ．

6 生殖と発生・分化 生物個体の増殖は生殖によって行われる．そこで，無性生殖と有性生殖，配偶子の形成，受精卵から個体への発生
・分化，さらに幹細胞の分化・再生について学ぶ．

7 生命を支える化学反応 生物は生きるために，摂取した栄養素を細胞構成成分やエネルギー物質に変換している．そこで，栄養素と代謝，
代謝を司る酵素，主な代謝経路とATPについて学ぶ．

8 中間試験 第7週までの学習内容で中間試験を行う．

9 動物の器官 生物の個体は様々な機能を有した器官の集合体である．そこで，動物の各器官の構造と機能について学ぶ．

10 多細胞生物個体の統御 多細胞生物には体内環境を一定に保つためのシステムが備わっている．そこで，恒常性の維持，神経系と神経細胞
，内分泌系とホルモン，個体の統御機構について学ぶ．

11 外敵の侵入とその防御 生物は微生物のような外敵の侵入にさらされているが，それに対する防御機構も有している．そこで，微生物，特
に細菌とウイルスについて，またそれらが引き起こす感染症，さらに免疫について学ぶ．

12 植物の生き方 生物の中でも植物は動物とはまったく異なる構造と機能を有している．そこで，植物の体の構造と機能，光合成，
窒素同化，種子植物の生殖，さらに植物の様々な調節機構について学ぶ．

13 生物の集団と生き方
生物は一つの個体で生きているわけではなく，同種または異種の生物種が個体群，ひいては生物群集を形成して生
態系を形作っている．そこで，個体群の増殖戦略と内部構造，個体群間の相互作用，生物群集と食物連鎖，生態系
とその働き，さらに生態系の破壊について学ぶ．

14 生物の進化
生物は太古の地球で原始生命として誕生し，様々な進化の過程を経て，現在の姿になったと考えられている．そこ
で，生物の出現，地質時代の生物，生物の進化，ヒトの起源と進化，さらに進化の過程を調べる系統学について学
ぶ．

15 先端バイオ技術と社会とのかかわり 生物の機能や構造を解析したり，有用な動植物を作出するための様々なバイオ技術が開発されている．そこで，主
な伝子操作技術，細胞工学技術，さらにそれらの食品や医療への応用について学ぶ．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

物理 (Physics)

谷口 博 講師

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

第二学年までに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し
，自ら考え応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れ
て，自ら探求する契機を提供する．授業は，国立高専到達度試験への対策を視野に入れ，問題演習を交えて，テ
キストに従い行う．

【A2】波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解
する 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】前期量子論と原子・原子核・素粒子物理の初等的な知識を，科学
史的な視点とともに理解する． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】全国高専到達度試験の対策を兼ね，基礎的な問題を自ら考え，解
く力を身につける． 中間・定期試験とレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．（試
験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．）100点満点で60点以上を合格とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「理解しやすい物理I・II」近角聰信・三浦登著（文英堂）
「チャート式新物理I」「チャート式新物理II」都築嘉弘著（数研出版）
など，高等学校の物理Iおよび物理IIの参考書で，好みのものを参照するとよい．
（「物理I」のみのものもあるので，「物理II」までを含む参考書を選ぶこと）

応用物理，数学I，II，その他各学科の専門科目

自分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 音波1{音の発生，音の速さ，音の三要素} 音の発生と伝播および音の三要素について解説する．

2 音波2{うなり，共鳴} これまでに学んだ波性質から，うなりと共鳴について考える．

3 音波3{ドップラー効果} 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．

4 光波1{反射と屈折，回折と干渉} 光波の反射と屈折，2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．

5 光波2{薄膜による光の干渉} シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．

6 光波2{偏光，分散，散乱} 光は横波であるが，自然光は進行方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光を
つくるとどのようなことが起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．

7 光学機器{レンズ，レーザー} 鏡，めがね，光ファイバー，レーザーなどの光学機器について解説する．

8 中間試験 1～7週の範囲で試験を行う．

9 中間試験の解説 中間試験の答え合わせと解説を行う．

10 電子と光1 電子の電荷と質量がどのように測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．

11 電子と光2 光の粒子性と電子の波動性についてミリカンの油滴実験，アインシュタインによる光電効果の説明を通じて解説す
る．

12 原子と原子核1 原子の構造について，科学史的な視点をふまえて水素原子を例に解説する．

13 原子と原子核 原子核と放射線について解説する．

14 原子と原子核 核融合と核分裂，核エネルギーについて解説する．

15 素粒子 素粒子について，クォーク模型の概要を解説する．

16 演習：力と運動1 「直線運動」と「運動の法則」の範囲を演習する．

17 演習：力と運動2 「いろいろな直線運動」と「運動量」の範囲を演習する．

18 演習：力と運動3 「力学的エネルギー」と「平面・空間での運動」の範囲を演習する．

19 演習：力と運動4 「剛体や流体に働く力」の範囲と力と運動のまとめの演習をする．

20 演習：温度と熱1 「温度と熱」と「熱量」の範囲を演習する．

21 演習：温度と熱2 「気体の分子運動」と「エネルギー保存の法則」の範囲を演習する．

22 演習：電磁気1 「静電界」と「電流」の範囲を演習する．

23 中間試験 中間試験を行う．

24 演習：電磁気2 「電流と磁界」と「電磁誘導と交流」の範囲を演習する．

25 演習：波と光1 「直線上を伝わる波」と「平面や空間を伝わる波」の範囲を演習する．

26 演習：波と光2 「音波」の範囲を演習する．

27 演習：波と光3 「光波」と「光学機器」の範囲を演習する．

28 演習：総まとめ 学習到達度試験の領域の問題演習をする．

29 演習：原子の世界1 「電子と光」の範囲を演習する．

30 演習：原子の世界2 「原子と原子核」と「素粒子」の範囲を演習する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

物理 (Physics)

谷口 博 講師

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

第二学年までに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し
，自ら考え応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れ
て，自ら探求する契機を提供する．授業は，国立高専到達度試験への対策を視野に入れ，問題演習を交えて，テ
キストに従い行う．

【A2】波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解
する 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】前期量子論と原子・原子核・素粒子物理の初等的な知識を，科学
史的な視点とともに理解する． 中間・定期試験とレポートで評価する．

【A2】全国高専到達度試験の対策を兼ね，基礎的な問題を自ら考え，解
く力を身につける． 中間・定期試験とレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．（試
験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．）100点満点で60点以上を合格とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「理解しやすい物理I・II」近角聰信・三浦登著（文英堂）
「チャート式新物理I」「チャート式新物理II」都築嘉弘著（数研出版）
など，高等学校の物理Iおよび物理IIの参考書で，好みのものを参照するとよい．
（「物理I」のみのものもあるので，「物理II」までを含む参考書を選ぶこと）

応用物理，数学I，II，その他各学科の専門科目

自分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（物理）

1 音波1{音の発生，音の速さ，音の三要素} 音の発生と伝播および音の三要素について解説する．

2 音波2{うなり，共鳴} これまでに学んだ波性質から，うなりと共鳴について考える．

3 音波3{ドップラー効果} 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．

4 光波1{反射と屈折，回折と干渉} 光波の反射と屈折，2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．

5 光波2{薄膜による光の干渉} シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．

6 光波2{偏光，分散，散乱} 光は横波であるが，自然光は進行方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光を
つくるとどのようなことが起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．

7 光学機器{レンズ，レーザー} 鏡，めがね，光ファイバー，レーザーなどの光学機器について解説する．

8 中間試験 1～7週の範囲で試験を行う．

9 中間試験の解説 中間試験の答え合わせと解説を行う．

10 電子と光1 電子の電荷と質量がどのように測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．

11 電子と光2 光の粒子性と電子の波動性についてミリカンの油滴実験，アインシュタインによる光電効果の説明を通じて解説す
る．

12 原子と原子核1 原子の構造について，科学史的な視点をふまえて水素原子を例に解説する．

13 原子と原子核 原子核と放射線について解説する．

14 原子と原子核 核融合と核分裂，核エネルギーについて解説する．

15 素粒子 素粒子について，クォーク模型の概要を解説する．

16 演習：力と運動1 「直線運動」と「運動の法則」の範囲を演習する．

17 演習：力と運動2 「いろいろな直線運動」と「運動量」の範囲を演習する．

18 演習：力と運動3 「力学的エネルギー」と「平面・空間での運動」の範囲を演習する．

19 演習：力と運動4 「剛体や流体に働く力」の範囲と力と運動のまとめの演習をする．

20 演習：温度と熱1 「温度と熱」と「熱量」の範囲を演習する．

21 演習：温度と熱2 「気体の分子運動」と「エネルギー保存の法則」の範囲を演習する．

22 演習：電磁気1 「静電界」と「電流」の範囲を演習する．

23 中間試験 中間試験を行う．

24 演習：電磁気2 「電流と磁界」と「電磁誘導と交流」の範囲を演習する．

25 演習：波と光1 「直線上を伝わる波」と「平面や空間を伝わる波」の範囲を演習する．

26 演習：波と光2 「音波」の範囲を演習する．

27 演習：波と光3 「光波」と「光学機器」の範囲を演習する．

28 演習：総まとめ 学習到達度試験の領域の問題演習をする．

29 演習：原子の世界1 「電子と光」の範囲を演習する．

30 演習：原子の世界2 「原子と原子核」と「素粒子」の範囲を演習する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1
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3
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8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語 (English)

柳生 成世 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

中学で学習した内容を確実にした上で，さらに4技能のバランスにも配慮しながら，高専での英語教育の基本と
第1学年として必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，予習（テキストの下読みと語彙を
辞書で確認）と復習（授業内容の確認）を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発言することが求められる．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する． 1年次レベルの語彙・表現を習得できているかを，中間・定期試験及び演
習で評価する．

【B3】1年次レベルの文法項目を習得する． 1年次レベルの文法項目を理解しているかを，中間・定期試験及び演習で
評価する．

【B3】1年次レベルの英語長文を正しく解釈できる． 1年次レベルの英語長文を正しく解釈できるかを，中間・定期試験及び演
習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解で
きる． 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート、演習30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「NEW STREAM English Communication 1」：鈴木寿一ほか15名著（増進堂）

「デューアルスコープ総合英語　4訂版」：小寺茂明　監修　（数研出版）
図書館所蔵の多読用図書　

本科目は，2年次英語に関連する．

電子辞書，または英和辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語）

1 Introduction 英語学習の心構え. 予習・復習の仕方， 辞書の引き方， 発音記号の学習．

2 Chapter 1 Coexistence(1) 「Welcome to NEW STREAM English Communication 1 」　　　　　現在完了，動名詞

3 Chapter 1 Coexistence(2) 第2週と同じ．

4 Chapter 2 Challenge and Dreams(1) 「Around the World」　　　　　不定詞（目的），過去分詞（後置修飾）

5 Chapter 2 Challenge and Dreams(2) 第4週と同じ．

6 Chapter 3 The Science of Reading Aloud (1) 「How Our Brain Works」　　　　　関係代名詞 who， SV (be 以外)+現在分詞

7 Chapter 3 The Science of Reading Aloud (2) 第6週と同じ．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Chapter 4 Appreciating Japanese Culture (1) 「My Cool Japan」　　　　　　seem to，It is ～ that ...

10 Chapter 4 Appreciating Japanese Culture (2) 第9週目と同じ．

11 Chapter 4 Appreciating Japanese Culture (3) 第9週目と同じ．

12 Chapter 5 The Surprising History of Food (1) 「The History of Ice Cream」　　SV (be 以外)+過去分詞，同格 that

13 Chapter 5 The Surprising History of Food (2) 第12週目と同じ．

14 Chapter 5 The Surprising History of Food (3) 第12週目と同じ．

15 Chapter 6 Friendship & Self-esteem (1) 「All the Good Things」　　　関係代名詞 what，SVO (疑問詞節)

16 Chapter 6 Friendship & Self-esteem (2) 前期定期試験の解答と解説．第15週目と同じ．

17 Chapter 6 Friendship & Self-esteem (3) 第15週目と同じ．

18 Chapter 7 Saving the Environment (1) 「Sowing the Seeds of Hope」　　　　過去完了，have + O (動詞の原形)

19 Chapter 7 Saving the Environment (2) 第18週目と同じ．

20 Chapter 7 Saving the Environment (3) 第18週目と同じ．

21 Chapter 8 Creativity (1) 「English or Kanji? A Unique Ee kanji Art Form」　　分詞構文，have + O (過去分詞)

22 Chapter 8 Creativity (2) 第21週目と同じ．

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Chapter 8 Creativity (3) 中間試験の解答と解説．第21週目と同じ．

25 Chapter 9 Respecting Life & Living in Peace (1) 「Gratitude for Life」　　　　　　過去完了の受け身，関係副詞(where)

26 Chapter 9 Respecting Life & Living in Peace (2) 第25週目と同じ．

27 Chapter 9 Respecting Life & Living in Peace (3) 第25週目と同じ．

28 Chapter 10 Rethinking Communication (1) 「Are Cellphones a Blessing or a Curse?」　　　　現在完了進行形，仮定法過去

29 Chapter 10 Rethinking Communication (2) 第28週目と同じ．

30 Chapter 10 Rethinking Communication (3) 第28週目と同じ．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-86



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語 (English)

柳生 成世 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

中学で学習した内容を確実にした上で，さらに4技能のバランスにも配慮しながら，高専での英語教育の基本と
第1学年として必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，予習（テキストの下読みと語彙を
辞書で確認）と復習（授業内容の確認）を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発言することが求められる．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する． 1年次レベルの語彙・表現を習得できているかを，中間・定期試験及び演
習で評価する．

【B3】1年次レベルの文法項目を習得する． 1年次レベルの文法項目を理解しているかを，中間・定期試験及び演習で
評価する．

【B3】1年次レベルの英語長文を正しく解釈できる． 1年次レベルの英語長文を正しく解釈できるかを，中間・定期試験及び演
習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解で
きる． 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート、演習30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「NEW STREAM English Communication 1」：鈴木寿一ほか15名著（増進堂）

「デューアルスコープ総合英語　4訂版」：小寺茂明　監修　（数研出版）
図書館所蔵の多読用図書　

本科目は，2年次英語に関連する．

電子辞書，または英和辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語）

1 Introduction 英語学習の心構え. 予習・復習の仕方， 辞書の引き方， 発音記号の学習．

2 Chapter 1 Coexistence(1) 「Welcome to NEW STREAM English Communication 1 」　　　　　現在完了，動名詞

3 Chapter 1 Coexistence(2) 第2週と同じ．

4 Chapter 2 Challenge and Dreams(1) 「Around the World」　　　　　不定詞（目的），過去分詞（後置修飾）

5 Chapter 2 Challenge and Dreams(2) 第4週と同じ．

6 Chapter 3 The Science of Reading Aloud (1) 「How Our Brain Works」　　　　　関係代名詞 who， SV (be 以外)+現在分詞

7 Chapter 3 The Science of Reading Aloud (2) 第6週と同じ．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Chapter 4 Appreciating Japanese Culture (1) 「My Cool Japan」　　　　　　seem to，It is ～ that ...

10 Chapter 4 Appreciating Japanese Culture (2) 第9週目と同じ．

11 Chapter 4 Appreciating Japanese Culture (3) 第9週目と同じ．

12 Chapter 5 The Surprising History of Food (1) 「The History of Ice Cream」　　SV (be 以外)+過去分詞，同格 that

13 Chapter 5 The Surprising History of Food (2) 第12週目と同じ．

14 Chapter 5 The Surprising History of Food (3) 第12週目と同じ．

15 Chapter 6 Friendship & Self-esteem (1) 「All the Good Things」　　　関係代名詞 what，SVO (疑問詞節)

16 Chapter 6 Friendship & Self-esteem (2) 前期定期試験の解答と解説．第15週目と同じ．

17 Chapter 6 Friendship & Self-esteem (3) 第15週目と同じ．

18 Chapter 7 Saving the Environment (1) 「Sowing the Seeds of Hope」　　　　過去完了，have + O (動詞の原形)

19 Chapter 7 Saving the Environment (2) 第18週目と同じ．

20 Chapter 7 Saving the Environment (3) 第18週目と同じ．

21 Chapter 8 Creativity (1) 「English or Kanji? A Unique Ee kanji Art Form」　　分詞構文，have + O (過去分詞)

22 Chapter 8 Creativity (2) 第21週目と同じ．

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Chapter 8 Creativity (3) 中間試験の解答と解説．第21週目と同じ．

25 Chapter 9 Respecting Life & Living in Peace (1) 「Gratitude for Life」　　　　　　過去完了の受け身，関係副詞(where)

26 Chapter 9 Respecting Life & Living in Peace (2) 第25週目と同じ．

27 Chapter 9 Respecting Life & Living in Peace (3) 第25週目と同じ．

28 Chapter 10 Rethinking Communication (1) 「Are Cellphones a Blessing or a Curse?」　　　　現在完了進行形，仮定法過去

29 Chapter 10 Rethinking Communication (2) 第28週目と同じ．

30 Chapter 10 Rethinking Communication (3) 第28週目と同じ．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1
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10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語 (English)

田口 純子 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

1年で学習した内容を確実にしたうえで，さらに4技能のバランスにも配慮しながら，2年次として必要な英語力
を総合的に身につける．演習科目でもあるので，予習（テキストの下読みと語彙を辞書で確認）と復習（授業内
容の確認）を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発言することが期待されている．

【B3】英語の発音記号が正しく読める． 英語の発音記号が正しく読み取れるかを，中間，定期試験および演習で
評価する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する． 2年次レベルの語彙・表現を習得できているかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

【B3】2年次レベルの文法項目を習得する． 2年次レベルの文法項目を習得しているかを，中間，定期試験および演習
で評価する．

【B3】 2年次レベルの英語長文を正しく解釈できる． 2年次レベルの英語長文を正しく解釈できるかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解で
きる．

外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート及び演習30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「PRO-VISION English Course IINew Edition」：原口庄輔ほか8名著（桐原書店）

「ブレイクスルー総合英語　改訂二版」：吉波和彦ほか3名著（美誠社）
「ジーニアス英和辞典第4版」：小西友七・南出康世編集主幹（大修館書店）

本科目は，1年次英語及び，3年次英語，英語演習に関連する．

電子辞書または英和辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語）

1 Go Armstrong!(1)
癌との壮絶な闘病後，自転車レースに復帰し，世界最大の自転車レースであるツール・ド・フランスで優勝したラ
ンス・アームストロングの思いを知る．S+be+wh節， 関係代名詞の非制限用法， with+名詞+現在分詞/過去分詞な
どを学習する．

2 Go Armstrong!(2) 第1週と同じ．

3 Go Armstrong!(3) 第1週と同じ．

4 Go Armstrong!(4) 第1週と同じ．

5 Go Armstrong!(5) 第1週と同じ．

6 TuvaluーDisappearing Islands(1) 地球温暖化の影響で水没の危機にあると言われている南太平洋上の島国ツバルの現状を知る．SVC(現在分詞/過去
分詞)， 同格のthat， 関係副詞の非制限用法などを学習する．

7 TuvaluーDisappearing Islands(2) 第6週と同じ．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 TuvaluーDisappearing Islands(3) 中間試験の解答と解説．第6週と同じ．

10 TuvaluーDisappearing Islands(4) 第6週と同じ．

11 TuvaluーDisappearing Islands(5) 第6週と同じ．

12 The World of Moomintroll(1) 世界中で親しまれてきたムーミン物語の誕生秘話とその魅力を知る．疑問詞+do you think̃?， 過去分詞で始まる分
詞構文， 動名詞の受け身・否定・意味上の主語などを学習する．

13 The World of Moomintroll(2) 第12週と同じ．

14 The World of Moomintroll(3) 第12週と同じ．

15 The World of Moomintroll(4) 第12週と同じ．

16 The Beech Tree(1) 前期定期試験の解答と解説．1本のブナの老木を通して家族の意味を考える．文修飾の副詞， It is +形容詞+of̃+to
不定詞， I wish を使った仮定法などを学習する．

17 The Beech Tree(2) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

18 The Beech Tree(3) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

19 The Beech Tree(4) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

20 The Beech Tree(5) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

21 A Man Who Saved the World(1)
2003年にベトナムで最初に発症が確認され， 世界中を恐怖に陥れた新伝染病SARS.その世界への蔓延を命をかけて
防いだ一人の医師の勇気ある行動を知る．be+to不定詞， 前置詞+関係代名詞， 完了形の分詞構文などを学習する
．

22 A Man Who Saved the World(2) 第21週と同じ.

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 A Man Who Saved the World(3) 中間試験の解答と解説．第21週と同じ.

25 A Man Who Saved the World(4) 第21週と同じ.

26 A Man Who Saved the World(5) 第21週と同じ.

27 World Englishes(1)
英語を母語とする国や地域以外の世界の各地で，独自の特色を持つ英語が生まれてきている．世界共通語としての
英語の現状と将来を考える．未来進行形， ifのない仮定法 whatever・whenever・wherever・howeverなどを学習
する．

28 World Englishes(2) 第27週と同じ.

29 World Englishes(3) 第27週と同じ.

30 World Englishes(4) 第27週と同じ.

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語 (English)

田口 純子 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

1年で学習した内容を確実にしたうえで，さらに4技能のバランスにも配慮しながら，2年次として必要な英語力
を総合的に身につける．演習科目でもあるので，予習（テキストの下読みと語彙を辞書で確認）と復習（授業内
容の確認）を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発言することが期待されている．

【B3】英語の発音記号が正しく読める． 英語の発音記号が正しく読み取れるかを，中間，定期試験および演習で
評価する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する． 2年次レベルの語彙・表現を習得できているかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

【B3】2年次レベルの文法項目を習得する． 2年次レベルの文法項目を習得しているかを，中間，定期試験および演習
で評価する．

【B3】 2年次レベルの英語長文を正しく解釈できる． 2年次レベルの英語長文を正しく解釈できるかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解で
きる．

外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート及び演習30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「PRO-VISION English Course IINew Edition」：原口庄輔ほか8名著（桐原書店）

「ブレイクスルー総合英語　改訂二版」：吉波和彦ほか3名著（美誠社）
「ジーニアス英和辞典第4版」：小西友七・南出康世編集主幹（大修館書店）

本科目は，1年次英語及び，3年次英語，英語演習に関連する．

電子辞書または英和辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語）

1 Go Armstrong!(1)
癌との壮絶な闘病後，自転車レースに復帰し，世界最大の自転車レースであるツール・ド・フランスで優勝したラ
ンス・アームストロングの思いを知る．S+be+wh節， 関係代名詞の非制限用法， with+名詞+現在分詞/過去分詞な
どを学習する．

2 Go Armstrong!(2) 第1週と同じ．

3 Go Armstrong!(3) 第1週と同じ．

4 Go Armstrong!(4) 第1週と同じ．

5 Go Armstrong!(5) 第1週と同じ．

6 TuvaluーDisappearing Islands(1) 地球温暖化の影響で水没の危機にあると言われている南太平洋上の島国ツバルの現状を知る．SVC(現在分詞/過去
分詞)， 同格のthat， 関係副詞の非制限用法などを学習する．

7 TuvaluーDisappearing Islands(2) 第6週と同じ．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 TuvaluーDisappearing Islands(3) 中間試験の解答と解説．第6週と同じ．

10 TuvaluーDisappearing Islands(4) 第6週と同じ．

11 TuvaluーDisappearing Islands(5) 第6週と同じ．

12 The World of Moomintroll(1) 世界中で親しまれてきたムーミン物語の誕生秘話とその魅力を知る．疑問詞+do you think̃?， 過去分詞で始まる分
詞構文， 動名詞の受け身・否定・意味上の主語などを学習する．

13 The World of Moomintroll(2) 第12週と同じ．

14 The World of Moomintroll(3) 第12週と同じ．

15 The World of Moomintroll(4) 第12週と同じ．

16 The Beech Tree(1) 前期定期試験の解答と解説．1本のブナの老木を通して家族の意味を考える．文修飾の副詞， It is +形容詞+of̃+to
不定詞， I wish を使った仮定法などを学習する．

17 The Beech Tree(2) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

18 The Beech Tree(3) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

19 The Beech Tree(4) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

20 The Beech Tree(5) 第16週と同じ．（試験解答・解説を除く．）

21 A Man Who Saved the World(1)
2003年にベトナムで最初に発症が確認され， 世界中を恐怖に陥れた新伝染病SARS.その世界への蔓延を命をかけて
防いだ一人の医師の勇気ある行動を知る．be+to不定詞， 前置詞+関係代名詞， 完了形の分詞構文などを学習する
．

22 A Man Who Saved the World(2) 第21週と同じ.

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 A Man Who Saved the World(3) 中間試験の解答と解説．第21週と同じ.

25 A Man Who Saved the World(4) 第21週と同じ.

26 A Man Who Saved the World(5) 第21週と同じ.

27 World Englishes(1)
英語を母語とする国や地域以外の世界の各地で，独自の特色を持つ英語が生まれてきている．世界共通語としての
英語の現状と将来を考える．未来進行形， ifのない仮定法 whatever・whenever・wherever・howeverなどを学習
する．

28 World Englishes(2) 第27週と同じ.

29 World Englishes(3) 第27週と同じ.

30 World Englishes(4) 第27週と同じ.

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語 (English)

前田 誠一郎 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

1，2年で学習した内容を確実にしたうえで，特に，Reading力の更なる充実を図る．その為に，文法力の更なる
養成を図り，かつさまざまなReading Skillを学習することで，英文を正確に読めるようにする．また，折をみて
，投げ込み教材として，大学入試レベルの実力問題も学習し，実力養成を図る．教材の予習，復習が必要であり
，また授業に積極的に参加することが求められる．

【B3】3年次レベルの語彙，表現を習得する． 3年次レベルの語彙，表現を習得できているかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

【B3】3年次レベルの文法項目を習得する． 3年次レベルの文法項目を習得しているかを，中間，定期試験および演習
で評価する．

【B3】さまざまなReading Skillを把握して，3年次レベルの英語長文を
正しく解釈できる．

さまざまなReading Skillを把握して，3年次レベルの英語長文を正しく解
釈できるかを，中間，定期試験および演習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解で
きる．

外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70% 　レポート，演習30%として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「EXCEED English Reading」：森住衛ほか13名著（三省堂）

「総合英語 Forest 6th edition」：石黒昭博監修（桐原書店）

本科目は，2年次英語および3年次英語演習，4年次英語演習に関連する．

電子辞書または英和辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語）

1 Stage1 -　Step1　　Step2 Stage1では，さまざまなReading Skillの徹底を図る．Step1 A hint for happiness 何事もプラス志向でいこう．（述
語動詞と主語）Step2 The sari サリーって知っている？（意味のまとまり）

2 Stage1 -　step3　　Step4 Step3 The penrose triangle あり得ない三角形がある．（意味の区切り）Step4 Hill figures イングランドの丘絵（代
名詞）

3 Stage1 -　Step5　　Step6 Step5 A long story a lady wrote 返送された応募作品（話の流れ）Step6 Pi to 100，000 places　円周率を10万桁ま
で暗唱（必要な情報を探す）

4 Stage1 -　Step7　　Step8 Step7 Beckoning 日欧「手招き」の違い（未知語の意味の推測）Step8 A vanishing voice 消えゆく少数先住民族の
言語（パラグラフのつくり）

5 Stage1 -　Step9　　Step10 Step9 Storks coming back よみがえれコウノトリ（パラグラフのパターン）Step10 The pillow book 「春はあけぼ
の，・・・」（和文との対照）

6 Stage2　-　Lesson1 Stage2では，Stage1で学習したReading Skillを駆使して読み進める楽しさを学ぶ．In a moment(1) 一瞬の間に判断
していること．（itの特別用法（時間））

7 Stage2　-　Lesson2 Costa Rica(1) 自然保護と人権擁護の国（進行形の受身/ 倒置/ 関係代名詞what）

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Stage2　-　Lesson2 中間試験の解答と解説．Costa Rica(2) 7週目と同じ．

10 Stage2　-　Lesson3 A cat dish(1) 落語を読む．骨董屋が掘り出し物を見つけたが・・・．（関係代名詞（非制限用法/分詞構文（現在分
詞））

11 Stage2　-　Lesson3 A cat dish(2)　第10週目と同じ．

12 Stage2　-　Lesson4 Little tern(1)　飛べなくなったアジサシは・・・．（現在完了進行形/関係副詞/過去完了）

13 Stage2　-　Lesson4 Little tern(2)　第12週目と同じ．

14 Stage2　-　Lesson5 Englishes(1)　多様な英語とそのアイデンティティー（同格のthat/部分否定）

15 Stage2　-　Lesson5 Englishes(2)　第14週目と同じ．

16 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(1)　陸上部の四人の女子高生，その一人が恋をした・・・．（分詞構文（過去分詞）/知覚動詞+A+ -
ing）

17 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(2)　第16週目と同じ．

18 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(3)　第16週目と同じ．

19 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(4)　第16週目と同じ．

20 Stage2　-　Lesson7 Global warming(1)　地球の温暖化現象とその対策．（未来完了形/現在完了の受身）

21 Stage2　-　Lesson7 Global warming(2)　第20週目と同じ．

22 Stage2　-　Lesson8 Okamoto Taro - his art and life(1)　岡本太郎の巨大壁画「明日の神話」の復活（be to不定詞（予定）/間接疑問文
（where)）

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Stage2　-　Lesson8 中間試験の解答と解説．Okamoto Taro - his art and life(2)　第22週目と同じ．

25 Stage2　-　Lesson8 Okamoto Taro - his art and life(3)　第22週目と同じ．

26 Stage2　-　Lesson8 Okamoto Taro - his art and life(4)　第22週目と同じ．

27 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(1)　200万ドルの宝くじが当たったら・・・．（前置詞+関係代名詞/仮定法（I wish ～)/使
役動詞+A+原形）

28 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(2)　27週目と同じ．

29 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(3)　第27週目と同じ．

30 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(4)　第27週目と同じ．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語 (English)

前田 誠一郎 教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

1，2年で学習した内容を確実にしたうえで，特に，Reading力の更なる充実を図る．その為に，文法力の更なる
養成を図り，かつさまざまなReading Skillを学習することで，英文を正確に読めるようにする．また，折をみて
，投げ込み教材として，大学入試レベルの実力問題も学習し，実力養成を図る．教材の予習，復習が必要であり
，また授業に積極的に参加することが求められる．

【B3】3年次レベルの語彙，表現を習得する． 3年次レベルの語彙，表現を習得できているかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

【B3】3年次レベルの文法項目を習得する． 3年次レベルの文法項目を習得しているかを，中間，定期試験および演習
で評価する．

【B3】さまざまなReading Skillを把握して，3年次レベルの英語長文を
正しく解釈できる．

さまざまなReading Skillを把握して，3年次レベルの英語長文を正しく解
釈できるかを，中間，定期試験および演習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解で
きる．

外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間，定期試験および
演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70% 　レポート，演習30%として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「EXCEED English Reading」：森住衛ほか13名著（三省堂）

「総合英語 Forest 6th edition」：石黒昭博監修（桐原書店）

本科目は，2年次英語および3年次英語演習，4年次英語演習に関連する．

電子辞書または英和辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語）

1 Stage1 -　Step1　　Step2 Stage1では，さまざまなReading Skillの徹底を図る．Step1 A hint for happiness 何事もプラス志向でいこう．（述
語動詞と主語）Step2 The sari サリーって知っている？（意味のまとまり）

2 Stage1 -　step3　　Step4 Step3 The penrose triangle あり得ない三角形がある．（意味の区切り）Step4 Hill figures イングランドの丘絵（代
名詞）

3 Stage1 -　Step5　　Step6 Step5 A long story a lady wrote 返送された応募作品（話の流れ）Step6 Pi to 100，000 places　円周率を10万桁ま
で暗唱（必要な情報を探す）

4 Stage1 -　Step7　　Step8 Step7 Beckoning 日欧「手招き」の違い（未知語の意味の推測）Step8 A vanishing voice 消えゆく少数先住民族の
言語（パラグラフのつくり）

5 Stage1 -　Step9　　Step10 Step9 Storks coming back よみがえれコウノトリ（パラグラフのパターン）Step10 The pillow book 「春はあけぼ
の，・・・」（和文との対照）

6 Stage2　-　Lesson1 Stage2では，Stage1で学習したReading Skillを駆使して読み進める楽しさを学ぶ．In a moment(1) 一瞬の間に判断
していること．（itの特別用法（時間））

7 Stage2　-　Lesson2 Costa Rica(1) 自然保護と人権擁護の国（進行形の受身/ 倒置/ 関係代名詞what）

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Stage2　-　Lesson2 中間試験の解答と解説．Costa Rica(2) 7週目と同じ．

10 Stage2　-　Lesson3 A cat dish(1) 落語を読む．骨董屋が掘り出し物を見つけたが・・・．（関係代名詞（非制限用法/分詞構文（現在分
詞））

11 Stage2　-　Lesson3 A cat dish(2)　第10週目と同じ．

12 Stage2　-　Lesson4 Little tern(1)　飛べなくなったアジサシは・・・．（現在完了進行形/関係副詞/過去完了）

13 Stage2　-　Lesson4 Little tern(2)　第12週目と同じ．

14 Stage2　-　Lesson5 Englishes(1)　多様な英語とそのアイデンティティー（同格のthat/部分否定）

15 Stage2　-　Lesson5 Englishes(2)　第14週目と同じ．

16 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(1)　陸上部の四人の女子高生，その一人が恋をした・・・．（分詞構文（過去分詞）/知覚動詞+A+ -
ing）

17 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(2)　第16週目と同じ．

18 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(3)　第16週目と同じ．

19 Stage2　-　Lesson6 Across the sea(4)　第16週目と同じ．

20 Stage2　-　Lesson7 Global warming(1)　地球の温暖化現象とその対策．（未来完了形/現在完了の受身）

21 Stage2　-　Lesson7 Global warming(2)　第20週目と同じ．

22 Stage2　-　Lesson8 Okamoto Taro - his art and life(1)　岡本太郎の巨大壁画「明日の神話」の復活（be to不定詞（予定）/間接疑問文
（where)）

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Stage2　-　Lesson8 中間試験の解答と解説．Okamoto Taro - his art and life(2)　第22週目と同じ．

25 Stage2　-　Lesson8 Okamoto Taro - his art and life(3)　第22週目と同じ．

26 Stage2　-　Lesson8 Okamoto Taro - his art and life(4)　第22週目と同じ．

27 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(1)　200万ドルの宝くじが当たったら・・・．（前置詞+関係代名詞/仮定法（I wish ～)/使
役動詞+A+原形）

28 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(2)　27週目と同じ．

29 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(3)　第27週目と同じ．

30 Stage2　-　Lesson9 It could happen to you(4)　第27週目と同じ．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

上垣 宗明 准教授

機械工学科・3年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

「発信型英語コミュニケーション能力を持つ，国際的な技術者」に必要な基礎的能力を養うため，文化について
実際に表現されている英語を素材に，リーディング・リスニング能力，情報収集力を高め，文化についての知識
を身につける．また，TOEICではどのような力がどのような方法で試されるのかを紹介し，実際に演習形式で学
習する．

【B3】文化的内容について英語で書かれたものを理解できる． 文化的内容について英語で書かれたものを理解できるか，中間試験・定
期試験，およびレポートで評価する．

【B3】英語による映像教材を視聴して，その内容が理解できる． 英語による映像教材を視聴して，その内容が理解できるかどうか，演習
で評価する．

【B3】TOEIC試験対策の基礎を演習し，身につける． TOEIC対策の基礎が身についているかどうかを，中間試験・定期試験，
演習で評価する．

【D2】文化に関する映像教材を視聴して，日本の文化についての知識を
深める．

さまざまな視点から文化について基本的な知識を理解しているか，中間
試験・定期試験，およびレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　演習10%　TOEIC Bridgeの取得点10%　として評価する．到達目標1，3，4を中間試験・定
期試験で，到達目標2，3を演習で，到達目標3をTOEIC Bridgeの取得点で評価する．なお試験成績は，中間試験
と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

プリント

「日本 －その姿と心－」：（株）日鉄ヒューマンデベロプメント （学生社）
「TOEIC600点突破パーフェクト英単熟語」：小池直己（南雲堂）

本科目は，2年次英語，3年次英語，及び4年次英語演習に関連する．

英和・和英辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語演習）

1 イントロダクション 授業内容について説明したうえで，力試しの英語読解などを行う．

2 TOEIC対策（1） TOEICの説明をした上で，学習のポイントを学び，演習問題を行う.

3 TOEIC対策（2） TOEICの対策として演習課題を行う.

4 TOEIC対策（3） TOEICの対策として演習課題を行う.

5 TOEIC対策（4） TOEICの対策として演習課題を行う.

6 文化について（1） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

7 文化について（2） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解度を問う．

9 映像教材（1） 映像教材を視聴して，英語の口語的表現を聞き取る．

10 映像教材（2） 映像教材を視聴して，英語の口語的表現を聞き取る．

11 TOEIC対策（5） TOEICの対策として演習課題を行う.

12 TOEIC対策（6） TOEICの対策として演習課題を行う.

13 TOEIC対策（7） TOEICの対策として演習課題を行う.

14 文化について（3） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

15 文化について（4） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-98



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

上垣 宗明 准教授

機械工学科・3年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

B3(80%) D2(20%) 

「発信型英語コミュニケーション能力を持つ，国際的な技術者」に必要な基礎的能力を養うため，文化について
実際に表現されている英語を素材に，リーディング・リスニング能力，情報収集力を高め，文化についての知識
を身につける．また，TOEICではどのような力がどのような方法で試されるのかを紹介し，実際に演習形式で学
習する．

【B3】文化的内容について英語で書かれたものを理解できる． 文化的内容について英語で書かれたものを理解できるか，中間試験・定
期試験，およびレポートで評価する．

【B3】英語による映像教材を視聴して，その内容が理解できる． 英語による映像教材を視聴して，その内容が理解できるかどうか，演習
で評価する．

【B3】TOEIC試験対策の基礎を演習し，身につける． TOEIC対策の基礎が身についているかどうかを，中間試験・定期試験，
演習で評価する．

【D2】文化に関する映像教材を視聴して，日本の文化についての知識を
深める．

さまざまな視点から文化について基本的な知識を理解しているか，中間
試験・定期試験，およびレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　演習10%　TOEIC Bridgeの取得点10%　として評価する．到達目標1，3，4を中間試験・定
期試験で，到達目標2，3を演習で，到達目標3をTOEIC Bridgeの取得点で評価する．なお試験成績は，中間試験
と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

プリント

「日本 －その姿と心－」：（株）日鉄ヒューマンデベロプメント （学生社）
「TOEIC600点突破パーフェクト英単熟語」：小池直己（南雲堂）

本科目は，2年次英語，3年次英語，及び4年次英語演習に関連する．

英和・和英辞典を持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（英語演習）

1 イントロダクション 授業内容について説明したうえで，力試しの英語読解などを行う．

2 TOEIC対策（1） TOEICの説明をした上で，学習のポイントを学び，演習問題を行う.

3 TOEIC対策（2） TOEICの対策として演習課題を行う.

4 TOEIC対策（3） TOEICの対策として演習課題を行う.

5 TOEIC対策（4） TOEICの対策として演習課題を行う.

6 文化について（1） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

7 文化について（2） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解度を問う．

9 映像教材（1） 映像教材を視聴して，英語の口語的表現を聞き取る．

10 映像教材（2） 映像教材を視聴して，英語の口語的表現を聞き取る．

11 TOEIC対策（5） TOEICの対策として演習課題を行う.

12 TOEIC対策（6） TOEICの対策として演習課題を行う.

13 TOEIC対策（7） TOEICの対策として演習課題を行う.

14 文化について（3） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

15 文化について（4） 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

(前期)上垣 宗明 准教授 (後期)前田 誠一郎 教授、John Kenneth Miller 非常勤講師

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
B3(90%) B4(10%) (d)2-b,(f)

前期：TOEICではどのような力がどのような方法で試されるのかを紹介し，TOEICの練習問題を演習形式で学習
する． 後期：クラスを2つに分け，少人数教育を実施する．授業計画の16回～22回と24回～30回がセットにな
っており，学生は入れ替わることになる．後期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを
英語で発表するための技術の基本を学習する．残りの半分は，前期授業と同じ形式で行う．

【B4】TOEIC試験対策の基礎を演習し身につける． TOEIC対策の基礎が身についているかどうかを，中間試験・定期試験，
演習で評価する．

【B3】英語による基本的なコミュニケーションができる． 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価
する．

【B3】正しい英語の発音ができる． 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価
する．

【B3】さまざまなコミュニケーション場面の，英語話者の発音を聞き取
ることができる． 授業中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．

【B3】コミュニケーションに必要な英語の語彙，文法を理解できる． 授業中に取り扱った重要語彙，文法項目についての知識を評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験60%　演習30%　TOEIC Test10%　として評価する．前期は，到達目標1，5を中間・定期試験40%
，演習5%で評価する．後期は，到達目標2～4を演習20%，到達目標1，5を中間・定期試験20%，演習5%で評価
する．到達目標1をTOEIC Test 10%で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「Perfect Practice for the TOEIC Test」：石井隆之，山口修，他（成美堂）
プリント

「理工系大学生のための英語ハンドブック」：東京工業大学外国語研究教育センター編（三省堂）
「TOEIC600点突破パーフェクト英単熟語」：小池直己（南雲堂）

本科目は，3年次英語，3年次英語演習，及び5年次英語演習に関連する．

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（英語演習）

1 イントロダクション 講義内容の説明

2 TOEIC　演習（1） Unit 1　Studying Abroad (1)

3 TOEIC　演習（2） Unit 1　Studying Abroad (2)

4 TOEIC　演習（3） Unit 2　International Conference (1)

5 TOEIC　演習（4） Unit 2　International Conference (2) ， Unit 3 Holidays (1)

6 TOEIC　演習（5） Unit 3 Holidays (2)， Unit4 Leisure (1)

7 TOEIC　演習（6） Unit 4 Leisure (2)

8 中間試験 これまで学習した内容について，理解度を問う．

9 中間試験解説 中間試験の解説を行う．

10 TOEIC　演習（7） Unit 5 Restaurant (1)

11 TOEIC　演習（8） Unit 5 Restaurant (2)， Unit 6 Online Shopping (1)

12 TOEIC　演習（9） Unit 6 Online Shopping (2)， Unit 7 Global Warming (1)

13 TOEIC　演習（10） Unit 7 Global Warming (2)， Unit 8 Web Sites (1)

14 TOEIC　演習（11） Unit 8 Web Sites (2)， Unit 9 Workplace (1)

15 TOEIC　演習（12）とまとめ Unit 9 Workplace (2)，これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

16 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

17 English Conversation (1) Introducing yourself; introducing others; checking information， exchanging personal information

18 English Conversation (2) Describing school and daily schedules

19 English Conversation (3) Talking about likes and dislikes

20 English Conversation (4) Talking and describing about families

21 English Conversation (5) Asking about and describing routines and exercise

22 English Conversation (6) Talking about past events， giving opinions about past experiences; talking about vacations

23 Midterm Test Review and Assessment

24 TOEIC　演習（13） Unit 10 Nursing Care (1)

25 TOEIC　演習（14） Unit 10 Nursing Care (2)， Unit 11　Global Trading (1)

26 TOEIC　演習（15） Unit 11　Global Trading (2)， Unit 12 Eco-Friendly Economy (1)

27 TOEIC　演習（16） Unit 12 Eco-Friendly Economy (2)， Unit 13 Business Trip (1)

28 TOEIC　演習（17） Unit 13 Business Trip (2)， Unit 14 Hybrid Cars (1)

29 TOEIC　演習（18） Unit14 Hybrid Cars (2)

30 TOEICの復習 これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

(前期)上垣 宗明 准教授 (後期)前田 誠一郎 教授、John Kenneth Miller 非常勤講師

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
B3(90%) B4(10%) (d)2-b,(f)

前期：TOEICではどのような力がどのような方法で試されるのかを紹介し，TOEICの練習問題を演習形式で学習
する． 後期：クラスを2つに分け，少人数教育を実施する．授業計画の16回～22回と24回～30回がセットにな
っており，学生は入れ替わることになる．後期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを
英語で発表するための技術の基本を学習する．残りの半分は，前期授業と同じ形式で行う．

【B4】TOEIC試験対策の基礎を演習し身につける． TOEIC対策の基礎が身についているかどうかを，中間試験・定期試験，
演習で評価する．

【B3】英語による基本的なコミュニケーションができる． 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価
する．

【B3】正しい英語の発音ができる． 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価
する．

【B3】さまざまなコミュニケーション場面の，英語話者の発音を聞き取
ることができる． 授業中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．

【B3】コミュニケーションに必要な英語の語彙，文法を理解できる． 授業中に取り扱った重要語彙，文法項目についての知識を評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験60%　演習30%　TOEIC Test10%　として評価する．前期は，到達目標1，5を中間・定期試験40%
，演習5%で評価する．後期は，到達目標2～4を演習20%，到達目標1，5を中間・定期試験20%，演習5%で評価
する．到達目標1をTOEIC Test 10%で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「Perfect Practice for the TOEIC Test」：石井隆之，山口修，他（成美堂）
プリント

「理工系大学生のための英語ハンドブック」：東京工業大学外国語研究教育センター編（三省堂）
「TOEIC600点突破パーフェクト英単熟語」：小池直己（南雲堂）

本科目は，3年次英語，3年次英語演習，及び5年次英語演習に関連する．

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（英語演習）

1 イントロダクション 講義内容の説明

2 TOEIC　演習（1） Unit 1　Studying Abroad (1)

3 TOEIC　演習（2） Unit 1　Studying Abroad (2)

4 TOEIC　演習（3） Unit 2　International Conference (1)

5 TOEIC　演習（4） Unit 2　International Conference (2) ， Unit 3 Holidays (1)

6 TOEIC　演習（5） Unit 3 Holidays (2)， Unit4 Leisure (1)

7 TOEIC　演習（6） Unit 4 Leisure (2)

8 中間試験 これまで学習した内容について，理解度を問う．

9 中間試験解説 中間試験の解説を行う．

10 TOEIC　演習（7） Unit 5 Restaurant (1)

11 TOEIC　演習（8） Unit 5 Restaurant (2)， Unit 6 Online Shopping (1)

12 TOEIC　演習（9） Unit 6 Online Shopping (2)， Unit 7 Global Warming (1)

13 TOEIC　演習（10） Unit 7 Global Warming (2)， Unit 8 Web Sites (1)

14 TOEIC　演習（11） Unit 8 Web Sites (2)， Unit 9 Workplace (1)

15 TOEIC　演習（12）とまとめ Unit 9 Workplace (2)，これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

16 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

17 English Conversation (1) Introducing yourself; introducing others; checking information， exchanging personal information

18 English Conversation (2) Describing school and daily schedules

19 English Conversation (3) Talking about likes and dislikes

20 English Conversation (4) Talking and describing about families

21 English Conversation (5) Asking about and describing routines and exercise

22 English Conversation (6) Talking about past events， giving opinions about past experiences; talking about vacations

23 Midterm Test Review and Assessment

24 TOEIC　演習（13） Unit 10 Nursing Care (1)

25 TOEIC　演習（14） Unit 10 Nursing Care (2)， Unit 11　Global Trading (1)

26 TOEIC　演習（15） Unit 11　Global Trading (2)， Unit 12 Eco-Friendly Economy (1)

27 TOEIC　演習（16） Unit 12 Eco-Friendly Economy (2)， Unit 13 Business Trip (1)

28 TOEIC　演習（17） Unit 13 Business Trip (2)， Unit 14 Hybrid Cars (1)

29 TOEIC　演習（18） Unit14 Hybrid Cars (2)

30 TOEICの復習 これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-104



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

(前期)柳生 成世 教授、John Kenneth Miller 非常勤講師 (後期)柳生 成世 教授

機械工学科・5年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
B3(70%) B4(30%) (d)2-b,(f)

前期は，クラスを2つに分け，少人数教育を実施する．授業計画の2回～8回と9回～15回がセットになっており
，学生は入れ替わることになる．前期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発
表するための技術の基本を学習する．前期授業の半分と後期の授業では，科学技術英語やTOEICテストを演習形
式で学習する．また，プレゼンテーション・コンテストに向けた演習も実施する．

【B3】英語の論理展開を理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用
できる．

英語の論理展開を理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用できて
いるかどうか，原稿チェック時に評価する．

【B3】プレゼンテーションのための態度や提示の基本的な方法を理解し
実践できる．

プレゼンテーションのための態度や提示の基本的方法を実践できている
かどうか，発表会で評価する．

【B4】科学技術に関する英文を読み，正確に英文を読み取ることができ
る． 科学技術英語の読解力は，演習と中間試験および定期試験で評価する．

【B4】科学技術に関する語彙を増加させる． 科学技術英語の語彙力は，演習と中間試験および定期試験で評価する．

【B3】TOEICテストの演習を数多くこなすことにより，TOEICのスコア
を向上させることができる． TOEICテストに関しては，演習と中間試験および定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

前期:到達目標1と2の原稿提出と発表会で15%，到達目標3～5の中間試験・定期試験35%で評価する．後期:到達
目標3～5の中間試験・定期試験で35%，演習で5%，到達目標1と2の10%で評価する．100点満点で60点以上を
合格とする．

「Science for Everyone」：服部　圭子　他著（金星堂）
プリント

「理科系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめての英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工系大学生のための英語ハンドブック」：東京工業大学外国語研究教育センター編（三省堂）

本科目は，4年次英語演習及び専攻科英語講読，時事英語に関連する．

英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（英語演習）

1 イントロダクション 教員紹介，少人数授業のためのグループ分け，授業の進め方・内容についてのガイダンスを行う．

2 プレゼンテーション分析(1) この回から15回目までは2グループに分かれて，グループごとの授業．プレゼンテーションの実践例に触れ，英文
の構成，表現，図の提示，発表態度などについて分析し理解する．

3 プレゼンテーション分析(2) 2回目と同じ．

4 原稿作成実践(1) 自分が発表したい題目を選び，プレゼンテーションのための原稿を作成する．その際，2～3回目で学習した内容を
反映させるように指導する．

5 原稿作成実践(2) 4回目と同じ．

6 原稿作成実践(3) 書き言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を，洗練させる．発表時の態度についても再度
指導する．

7 発表会(1) 授業を受ける20名の学生のうち半数の10名が，準備した原稿や図をもとにプレゼンテーションを行う．学生の相互
評価も行う．

8 発表会(2) 7回目と同じ．

9 「Science ・・・」Unit 1(1)[Unit 4(1)]とTOEIC演習(
1)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

10 「Science ・・・」Unit 1(2)[Unit 4(2)]とTOEIC演習(
2)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

11 「Science ・・・」Unit 2(1)[Unit 5(1)]とTOEIC演習(
3)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

12 「Science ・・・」Unit 2(2)[Unit 5(2)]とTOEIC演習(
4)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

13 「Science ・・・」Unit 3(1)[Unit 6(1)]とTOEIC演習(
5)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

14 「Science ・・・」Unit 3(2)[Unit 6(2)]とTOEIC演習(
6)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

15 科学技術英語の復習とTOEICの復習 これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

16 前期試験の解答とプレゼンテーションの準備(1) 前期試験の解答と解説．プレゼンテーション・コンテストの説明．

17 プレゼンテーションの準備(2) プレゼンテーションの原稿作成．

18 プレゼンテーションの発表会(1) プレゼンテーションの発表会を実施する．

19 プレゼンテーションの発表会(2) プレゼンテーションの発表会を実施し，校内のコンテストに出場する代表を決定する．

20 「Science ・・・」Unit 7(1)とTOEIC演習(7) 「Science for Everyoneの読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

21 「Science ・・・」Unit 7(2)とTOEIC演習(8) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

22 「Science ・・・」Unit 8(1)とTOEIC演習(9) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

23 中間試験 これまで学習した内容について，理解度を問う．

24 中間試験の解答.「Science ・・・」Unit 8(2)とTOEI
C演習(10)

中間試験の解答と解説．「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

25 「Science ・・・」Unit 9(1)とTOEIC演習(11) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

26 「Science ・・・」Unit 9(2)とTOEIC演習(12) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

27 「Science ・・・」Unit 10(1)とTOEIC演習(13) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

28 「Science ・・・」Unit 10(2)とTOEIC演習(14) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

29 「Science ・・・」Unit 11(1)とTOEIC演習(15) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

30 「Science ・・・」Unit 11(2)とTOEIC演習(16) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．前期の中間試験と定期試験については，2つのグループに分けて授業を行う
ため，グループごとに実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

(前期)前田 誠一郎 教授、John Kenneth Miller 非常勤講師 (後期)柳生 成世 教授

機械工学科・5年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
B3(70%) B4(30%) (d)2-b,(f)

前期は，クラスを2つに分け，少人数教育を実施する．授業計画の2回～8回と9回～15回がセットになっており
，学生は入れ替わることになる．前期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発
表するための技術の基本を学習する．前期授業の半分と後期の授業では，科学技術英語やTOEICテストを演習形
式で学習する．また，プレゼンテーション・コンテストに向けた演習も実施する．

【B3】英語の論理展開を理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用
できる．

英語の論理展開を理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用できて
いるかどうか，原稿チェック時に評価する．

【B3】プレゼンテーションのための態度や提示の基本的な方法を理解し
実践できる．

プレゼンテーションのための態度や提示の基本的方法を実践できている
かどうか，発表会で評価する．

【B4】科学技術に関する英文を読み，正確に英文を読み取ることができ
る． 科学技術英語の読解力は，演習と中間試験および定期試験で評価する．

【B4】科学技術に関する語彙を増加させる． 科学技術英語の語彙力は，演習と中間試験および定期試験で評価する．

【B3】TOEICテストの演習を数多くこなすことにより，TOEICのスコア
を向上させることができる． TOEICテストに関しては，演習と中間試験および定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

前期:到達目標1と2の原稿提出と発表会で15%，到達目標3～5の中間試験・定期試験35%で評価する．後期:到達
目標3～5の中間試験・定期試験で35%，演習で5%，到達目標1と2の10%で評価する．100点満点で60点以上を
合格とする．

「Science for Everyone」：服部　圭子　他著（金星堂）
プリント

「理科系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめての英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工系大学生のための英語ハンドブック」：東京工業大学外国語研究教育センター編（三省堂）

本科目は，4年次英語演習及び専攻科英語講読，時事英語に関連する．

英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（英語演習）

1 イントロダクション 教員紹介，少人数授業のためのグループ分け，授業の進め方・内容についてのガイダンスを行う．

2 プレゼンテーション分析(1) この回から15回目までは2グループに分かれて，グループごとの授業．プレゼンテーションの実践例に触れ，英文
の構成，表現，図の提示，発表態度などについて分析し理解する．

3 プレゼンテーション分析(2) 2回目と同じ．

4 原稿作成実践(1) 自分が発表したい題目を選び，プレゼンテーションのための原稿を作成する．その際，2～3回目で学習した内容を
反映させるように指導する．

5 原稿作成実践(2) 4回目と同じ．

6 原稿作成実践(3) 書き言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を，洗練させる．発表時の態度についても再度
指導する．

7 発表会(1) 授業を受ける20名の学生のうち半数の10名が，準備した原稿や図をもとにプレゼンテーションを行う．学生の相互
評価も行う．

8 発表会(2) 7回目と同じ．

9 「Science ・・・」Unit 1(1)[Unit 4(1)]とTOEIC演習(
1)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

10 「Science ・・・」Unit 1(2)[Unit 4(2)]とTOEIC演習(
2)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

11 「Science ・・・」Unit 2(1)[Unit 5(1)]とTOEIC演習(
3)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

12 「Science ・・・」Unit 2(2)[Unit 5(2)]とTOEIC演習(
4)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

13 「Science ・・・」Unit 3(1)[Unit 6(1)]とTOEIC演習(
5)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

14 「Science ・・・」Unit 3(2)[Unit 6(2)]とTOEIC演習(
6)

「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

15 科学技術英語の復習とTOEICの復習 これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

16 前期試験の解答とプレゼンテーションの準備(1) 前期試験の解答と解説．プレゼンテーション・コンテストの説明．

17 プレゼンテーションの準備(2) プレゼンテーションの原稿作成．

18 プレゼンテーションの発表会(1) プレゼンテーションの発表会を実施する．

19 プレゼンテーションの発表会(2) プレゼンテーションの発表会を実施し，校内のコンテストに出場する代表を決定する．

20 「Science ・・・」Unit 7(1)とTOEIC演習(7) 「Science for Everyoneの読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

21 「Science ・・・」Unit 7(2)とTOEIC演習(8) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

22 「Science ・・・」Unit 8(1)とTOEIC演習(9) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

23 中間試験 これまで学習した内容について，理解度を問う．

24 中間試験の解答.「Science ・・・」Unit 8(2)とTOEI
C演習(10)

中間試験の解答と解説．「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

25 「Science ・・・」Unit 9(1)とTOEIC演習(11) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

26 「Science ・・・」Unit 9(2)とTOEIC演習(12) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

27 「Science ・・・」Unit 10(1)とTOEIC演習(13) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

28 「Science ・・・」Unit 10(2)とTOEIC演習(14) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

29 「Science ・・・」Unit 11(1)とTOEIC演習(15) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

30 「Science ・・・」Unit 11(2)とTOEIC演習(16) 「Science for Everyone」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．前期の中間試験と定期試験については，2つのグループに分けて授業を行う
ため，グループごとに実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国際コミュニケーション(ドイツ語) (German for International Communication)

本田 敏雄 非常勤講師

機械工学科・4年D組・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
D2(100%) (a)

テキスト『新版アクティブ・ドイツ語』を利用し，日常生活で必要な表現を学ぶことを通してドイツ語文法の初
歩的知識を身につける.また補助教材として『新よくわかるドイツ語』を併用することにより，文法事項の確認
をする.全員が初めて第二外国語としてドイツ語を学ぶのであるから，アルファベートから始め，ゆっくりと時
間をかけて進むことにする

【D2】ヨーロッパ諸言語の成立についての基礎知識を持つ． 年度末にレポートで評価する．

【D2】言語を文化として理解する． 年度末にレポートで評価する．

【D2】ドイツ語文法に関する基礎知識を持つ． 中間試験に代わる口頭試問(＋暗唱)と定期試験で評価する．

【D2】簡単な挨拶がドイツ語でできるようになる． 基礎レベルの日常会話を聞き取り，淀みなく話せるかどうかを，口頭試
問と暗唱により評価する．

【D2】ドイツ語の学習を通して日本語，英語を相対化して見ることがで
きるようになる． 年度末にレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．なお，試験成績は，口頭試問＋暗唱，後期中間試験と定期
試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「新版アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）
「新わかるドイツ語基礎編」常木実（三省堂）

「日本語の21世紀のために」丸谷才一 山崎正和（文春新書）
「ことばと文化」 鈴木孝夫 （岩波新書）
「日本人はなぜ英語ができないか」 鈴木孝夫 （岩波新書）
「日本・日本語・日本人」 大野晋他 （新潮選書）

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国際コミュニケーション(ドイツ語)）

1 アルファベートと発音（1） 語学学習について 短母音，複母音，重母音の発音外国語学習の意義（1）

2 アルファベートと発音（2） 子音の発音 英語と違い，原則として綴り通りに発音することへの注意をを徹底する外国語学習の意義（2）日本語
ですら，相対化して見ることができるように

3 挨拶 表現練習，基数詞 導入として，簡単な挨拶表現を覚え，使ってみる数詞の紹介，以降随時取り上げ，覚える

4 名前，住所，出身地 まず文章に触れて，抵抗なくしゃべれるようにする名前，出身地を自分のものに置き換えて伝える動詞の一人称，
二人称形

5 規則動詞の現在人称変化（1） 規則変化動詞の変化を覚える

6 年齢，趣味，職業，家族 自己紹介からの発展として，自分以外の家族の紹介を練習する動詞の三人称形を利用する

7 Muendliche Pruefung（1） 会話の形での試験をする．ここまでの文法事項の整理ができており，基本的な挨拶文を話す事ができるかどうか一
人一人口頭試問の形で試験する

8 Muendliche Pruefung（2） 会話の形での試験をする．ここまでの文法事項の整理ができており，基本的な挨拶文を話す事ができるかどうか一
人一人口頭試問の形で試験する

9 sein，haben，werdenの現在人称変化 名詞の性と格（1格／4格）不定冠詞，定冠詞の変化一覧表を練習する

10 買い物（1） 名詞の性と格（1格／4格）不定冠詞，定冠詞の変化一覧表を練習する

11 聞き取り練習 ここまでのまとめの聞き取り練習をする

12 持ち物，所有の表現 名詞の性と格（2格／3格）3格支配の動詞

13 好みの表現 誰が，どこで，何をという疑問詞を学ぶ名詞の性に馴染む

14 不規則動詞，定冠詞類 定冠詞類の導入

15 不定冠詞類 不定冠詞類の一覧の導入

16 名詞の複数形，人称代名詞 名詞複数形の総まとめ人称代名詞の導入

17 プレゼントの表現（1） 前置詞句の入った多様な表現の紹介前置詞の格支配の導入

18 プレゼントの表現（2） 前置詞の格支配の学習と前置詞句の入った多様な表現の練習

19 外出の表現 どこで，どこへを伴う表現と応答

20 前置詞 前置詞の総まとめをする

21 希望，可能，許可，意志の表現（1） 話法の助動詞の導入

22 中間試験 第1回から第21回の内容で中間試験を実施する

23 希望，可能，許可，意志の表現（2） 話法の助動詞の習熟

24 色，月日 付加語的に使われる形容詞の導入年月日の表現と記法

25 形容詞の格変化（1） 形容詞の弱変化

26 形容詞の格変化（2） 形容詞の混合変化，強変化

27 比較表現，比較変化 形容詞の比較表現および変化を学ぶ

28 非人称代名詞・不定代名詞 多様な非人称表現の紹介

29 復習，総括（1） ここまでの総まとめ（ドイツ語の基礎の導入部をやったにすぎない）ドイツ語の特徴のまとめ

30 復習，総括（2） ここまでの学習を踏まえ外国語学習の意義を確認しておきたい

備
考

前期定期試験，後期中間試験および後期定期試験を実施する．前期中間試験に代えて，口頭試問の形で，授業時間内と放課後に一人
一人に実施する．達成度の低い者には，暗唱を課する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国際コミュニケーション(ドイツ語) (German for International Communication)

本田 敏雄 非常勤講師

機械工学科・4年C組・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
D2(100%) (a)

テキスト『新版アクティブ・ドイツ語』を利用し，日常生活で必要な表現を学ぶことを通してドイツ語文法の初
歩的知識を身につける.また補助教材として『新よくわかるドイツ語』を併用することにより，文法事項の確認
をする.全員が初めて第二外国語としてドイツ語を学ぶのであるから，アルファベートから始め，ゆっくりと時
間をかけて進むことにする

【D2】ヨーロッパ諸言語の成立についての基礎知識を持つ． 年度末にレポートで評価する．

【D2】言語を文化として理解する． 年度末にレポートで評価する．

【D2】ドイツ語文法に関する基礎知識を持つ． 中間試験に代わる口頭試問(+暗唱）と定期試験で評価する．

【D2】簡単な挨拶がドイツ語でできるようになる． 基礎レベルの日常会話を聞き取り，淀みなく話せるかどうかを，口頭試
問と暗唱により評価する．

【D2】ドイツ語の学習を通して日本語，英語を相対化して見ることがで
きるようになる． 年度末にレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．なお，試験成績は，口頭試問＋暗唱，後期中間試験と定期
試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「新版アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）
「新わかるドイツ語基礎編」常木実（三省堂）

「日本語の21世紀のために」丸谷才一 山崎正和（文春新書）
「ことばと文化」 鈴木孝夫 （岩波新書）
「日本人はなぜ英語ができないか」 鈴木孝夫 （岩波新書）
「日本・日本語・日本人」 大野晋他 （新潮選書）

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国際コミュニケーション(ドイツ語)）

1 アルファベートと発音（1） 語学学習について 短母音，複母音，重母音の発音外国語学習の意義（1）

2 アルファベートと発音（2） 子音の発音 英語と違い，原則として綴り通りに発音することへの注意をを徹底する外国語学習の意義（2）日本語
ですら，相対化して見ることができるように

3 挨拶 表現練習，基数詞 導入として，簡単な挨拶表現を覚え，使ってみる数詞の紹介，以降随時取り上げ，覚える

4 名前，住所，出身地 まず文章に触れて，抵抗なくしゃべれるようにする名前，出身地を自分のものに置き換えて伝える動詞の一人称，
二人称形

5 規則動詞の現在人称変化（1） 規則変化動詞の変化を覚える

6 年齢，趣味，職業，家族 自己紹介からの発展として，自分以外の家族の紹介を練習する動詞の三人称形を利用する

7 Muendliche Pruefung（1） 会話の形での試験をする．ここまでの文法事項の整理ができており，基本的な挨拶文を話す事ができるかどうか一
人一人口頭試問の形で試験する

8 Muendliche Pruefung（2） 会話の形での試験をする．ここまでの文法事項の整理ができており，基本的な挨拶文を話す事ができるかどうか一
人一人口頭試問の形で試験する

9 sein，haben，werdenの現在人称変化 ここまでの文法事項の整理大切な不規則動詞の変化を覚える

10 買い物（1） 名詞の性と格（1格／4格）不定冠詞，定冠詞の変化一覧表を練習する

11 聞き取り練習 ここまでのまとめの聞き取り練習をする

12 持ち物，所有の表現 名詞の性と格（2格／3格）3格支配の動詞

13 好みの表現 誰が，どこで，何をという疑問詞を学ぶ名詞の性に馴染む

14 不規則動詞，定冠詞類 定冠詞類の導入

15 不定冠詞類 不定冠詞類の一覧の導入

16 名詞の複数形，人称代名詞 名詞複数形の総まとめ人称代名詞の導入

17 プレゼントの表現（1） 前置詞句の入った多様な表現の紹介前置詞の格支配の導入

18 プレゼントの表現（2） 前置詞の格支配の学習と前置詞句の入った多様な表現の練習

19 外出の表現 どこで，どこへを伴う表現と応答

20 前置詞 前置詞の総まとめをする

21 希望，可能，許可，意志の表現（1） 話法の助動詞の導入

22 中間試験 第1回～第2回までの内容で中間試験を実施する

23 希望，可能，許可，意志の表現(2) 話法の助動詞の習熟

24 色，月日 付加語的に使われる形容詞の導入年月日の表現と記法

25 形容詞の格変化（1） 形容詞の弱変化

26 形容詞の格変化（2） 形容詞の混合変化，強変化

27 比較表現，比較変化 形容詞の比較表現および変化を学ぶ

28 非人称代名詞・不定代名詞 多様な非人称表現の紹介

29 復習，総括（1） ここまでの総まとめ（ドイツ語の基礎の導入部をやったにすぎない）ドイツ語の特徴のまとめ

30 復習，総括（2） ここまでの学習を踏まえ外国語学習の意義を確認しておきたい

備
考

前期定期試験，後期中間試験および後期定期試験を実施する．前期中間試験に代えて，口頭試問の形で，授業時間内と放課後に一人
一人に実施する．達成度の低い者には，暗唱を課する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

中川 一穂 教授,寺田 雅裕 教授,春名 桂 准教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康，スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
している．（前期種目：剣道，水泳）（後期種目：テニス，バドミントン，卓球）

【C3】剣道の基本理念を学び，基本動作を習得し，打突・引き技・応じ
技・得意技を身につけ，対人技能の基本を身につけ，試合のできる技能
・態度を身につける．

剣道の基本理念を学び，基本動作を習得し，打突・引き技・応じ技・得
意技を身につけ，対人技能の基本を評価する．剣道の応用技能を身につ
け相互試合により試合技能・態度を評価する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，
水中での自己防衛技術として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などを
理解し，習得しているか評価する．

【C3】テニスの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，ストロ
ークやサーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法，スコ
アのつけ方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

テニスの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲームの
進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バドミントンの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，
ストロークやサーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法
，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

バドミントンの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲ
ームの進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】卓球の基本ストローク，球の回転の理解と習得．シングルス，ダ
ブルスの試合の理解と実践． 卓球の基本ストロークなどの習得を目指し評価は行わない．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施する事により，各自の体力を評価し，その結
果を分析して，不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する.

　 　

　 　

　 　

前期は到達目標毎1=40%，2=20%，6=40%の割合で評価する．後期は，到達目標毎3=25%，4=25%，5=は評価
無し，6=40%，7=10%の割合で評価し，前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で60点以上を合格と
する．

ステップアップ高校スポーツ：大修館書店
改定増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習 前期授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p3̃22「人間とスポーツ」に関する知識学習を行う．

2 剣道1 剣道の基本理念・基本姿勢・構えなどを学ぶ．

3 剣道2 基本技能，足裁き・基本打突などを行う．

4 剣道3 基本技能，踏み込み足動作での連続面打ち・左右面打ちなどを行う．

5 剣道4 基本技能，垂，小手，胴を着けて面，胴，小手を打突する．

6 剣道5 基本技能，垂，小手，胴を着けて打ち込み稽古を行う．

7 剣道6　 応用技能，剣道具を着けて仕掛け技の稽古を行う．

8 剣道7 応用技能，剣道具を着けて応じ技の稽古を行う．

9 剣道8 互角稽古，試合練習を行う．

10 剣道9 基本・応用動作の試験を行う．

11 剣道10 剣道抜き勝負による試合の評価を行う．

12 水泳1 水の特性を理解し，浮き方・沈み方・抵抗などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング
・息継ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

13 水泳2 水の特性を理解し，浮き方・沈み方・抵抗などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング
・息継ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

14 水泳3 水に関する事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳
ぐことだけでなく，競い合う楽しみを味わう．

15 水泳4 学習内容をスキルテストで評価する．

16 ガイダンス・知識学習 後期授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p131̃144「からだとこころ」に関する知識学習を行う．

17 テニス1 安全に留意し，正しい用具（ボール・ラケット・ネットの張り方）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通し
て，様々なラケットコントロールの方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを学ぶ．

18 バドミントン1
安全に留意し，正しい用具（シャトル・支柱の運び方・ネットの張り方・ラケット）の使い方を覚える．対人パス
を通して，様々なパス技能（オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲ
ームを学ぶ．

19 新体力テスト 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・50m走を測定する．
身長・体重・座高・体脂肪・握力を測定する．

20 テニス2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，ストローク練習やサーブ練習を通して，ラリーか続くよ
うにする．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

21 バドミントン2 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，シングルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を
学ぶ．

22 テニス3 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

23 バドミントン3 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

24 テニス4 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

25 バドミントン4 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

26 テニス5 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

27 バドミントン5 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

28 テニス6 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

29 バドミントン6 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

30 卓球1 卓球の基本ストローク，球の回転の理解をする．シングルス・ダブルスのゲームを理解する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改訂増補版「保健体育概論」の内容を学習する．(2)
スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授,中川 一穂 教授,小森田 敏 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康，スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
している．（前期種目：バドミントン，テニス，水泳）（後期種目：剣道，卓球）

【C3】テニスの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，ストロ
ークやサーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法，スコ
アのつけ方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

テニスの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲームの
進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バドミントンの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，
ストロークやサーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法
，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

バドミントンの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲ
ームの進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，
水中での自己防衛技術として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などを
理解し，習得しているか評価する．

【C3】剣道の基本理念を学び，基本動作を習得し，打突・引き技・応じ
技・得意技を身につけ，対人技能の基本を身につけ，試合のできる技能
・態度を身につける．

剣道の基本理念を学び，基本動作を習得し，打突・引き技・応じ技・得
意技を身につけ，対人技能の基本を評価する．剣道の応用技能を身につ
け相互試合により試合技能・態度を評価する．

【C3】卓球の基本ストローク，球の回転の理解と習得．シングルス，ダ
ブルスの試合の理解と実践．

卓球の基本ストローク・球の回転の理解度を対人でラリーすることによ
り評価する．

【C3】毎時間ストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を修得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習熟を図る．．

健康増進・傷害予防・技能習熟に関して，毎時間の習熟度を（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施する事により，各自の体力を評価し，その結
果を分析して，不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する.

　 　

　 　

　 　

前期は到達目標毎1＝20%，2＝20%，3＝20%，6＝40%の割合で評価する．後期は4＝40%，5＝10%，6＝40%
，7＝10%の割合で評価し，前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で60点以上を合格とする．

ステップアップ高校スポーツ：大修館書店
改訂増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習 前期授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p3̃22「人間とスポーツ」に関する知識学習を行う．

2 テニス1 安全に留意し，正しい用具（ボール・ラケット・ネットの張り方）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通し
て，様々なラケットコントロールの方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを学ぶ．

3 バドミントン1
安全に留意し，正しい用具（シャトル・支柱の運び方・ネットの張り方・ラケット）の使い方を覚える．対人パス
を通して，様々なパス技能（オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲ
ームを学ぶ．

4 テニス2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，ストローク練習やサーブ練習を通して，ラリーか続くよ
うにする．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

5 バドミントン2 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，シングルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を
学ぶ．

6 テニス3 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

7 バドミントン3 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

8 テニス4 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

9 バドミントン4 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ
．

10 テニス5 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

11 バドミントン5 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

12 水泳1 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継
ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

13 水泳2 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継
ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

14 水泳3 水に関する事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳
ぐことだけでなく，競い合う楽しみを味わう．

15 水泳4 学習内容をスキルテストで評価する．

16 ガイダンス・知識学習 後期授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p131̃144「からだとこころ」に関する知識学習を行う．

17 剣道1 剣道の基本理念・基本姿勢・構えなどを学ぶ．

18 剣道2 基本技能，足裁き・基本打突などを行う．

19 新体力テスト 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・50m走を測定する．
身長・体重・座高・体脂肪・握力を測定する．

20 剣道3 基本技能，踏み込み足動作での連続面打ち・左右面打ちなどを行う．

21 剣道4 基本技能，垂，小手，胴を着けて面，胴，小手を打突する．

22 剣道5 基本技能，垂，小手，胴を着けて打ち込み稽古を行う．

23 剣道6 応用技能，剣道具を着けて仕掛け技の稽古を行う．

24 剣道7 応用技能，剣道具を着けて応じ技の稽古を行う．

25 剣道8 互角稽古，試合練習を行う．

26 剣道9 基本・応用動作の試験を行う．

27 剣道10 剣道抜き勝負による試合の評価を行う．

28 卓球1 卓球の基本ストローク，球の回転の理解をする．

29 卓球2 フォアハンド・バックハンドの個人技能の練習を行う．

30 卓球3 シングルス・ダブルスのゲームを理解し，それらを評価する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改訂増補版「保健体育概論」の内容を学習する．(2)
スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．【前期種目：ソフトボール，バレーボール，水泳】【後期種目：サッカー，バスケッ
ト，卓球】

【C3】ソフトボールの特性を理解し，打つ・守る・走る・投げる等の基
本技能を習得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，
簡易ゲームができるようにする．

ソフトボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの
進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，レシーブ・パス・スパイク・サー
ビス等の基本技能を習得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方
等を学び，簡易ゲームができるようにする．

バレーボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの
進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，
水中での自己防衛技術として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などを
理解し，習得しているか評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，シュート・ドリブル・パス・トラップ
などのボールを扱った基本技能や，連係を活かした対人技能を修得する
．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができ
るようにする．

サッカーの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲーム
の進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バスケットボールの特性を理解し，シュート・ドリブル・パスな
どのボールを扱った基本技能や，連係を活かした対人技能を修得する．
また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができる
ようにする．

バスケットボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール
・ゲームの進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】卓球の特性及び，基本ストロークや球の回転を理解し，習得する
．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，シングルスやダブ
ルスができるようにする．

卓球の基本ストロークなどの習得を目指し評価は行わない．

【C3】毎時間ストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を修得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習熟を図る．

健康増進・傷害予防・技能習熟に関して，毎時間の習熟度を（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して，不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する．

　 　

　 　

前期は到達目標毎1～3＝20%ずつ，到達目標毎7＝40%の割合で評価し，後期は到達目標毎4～5＝25%ずつ，到
達目標毎7＝40%，到達目標毎8＝10%の割合で評価する．前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で6
0点以上を合格とする．

MY SPORTS：大修館書店
改訂増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

なし

卓球は評価しない．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習 前期授業の内容説明および注意点，改訂増補版を利用しp23～40の運動の分析に関する知識学習を行う．

2 バレーボール1
安全に留意し，正しい用具（バレーボール・支柱の運び方・ネットの張り方）の使い方を覚える．対人パスを通し
て，様々なパス技能（オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを
学ぶ．

3 ソフトボール1
安全に留意し，正しい用具（バット・グローブ・ベース・ソフトボール・マスク）の使い方を覚える．キャッチボ
ールを通して，様々なスローイング（ピッチングを含む）の方法を学ぶ．トスバッティングを通して，バットコン
トロール・ミート・捕球の方法を理解する．

4 バレーボール2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，スパイク練習やサーブ練習を通して，攻撃の方法を学ぶ
．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

5 ソフトボール2 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

6 バレーボール3 対人パスやスパイク練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，三段攻撃やルール
，運営方法を学ぶ．

7 ソフトボール3 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

8 バレーボール4 対人パスやスパイク練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ローテーションを取り入れた正式ゲーム
（6人制）を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

9 ソフトボール4 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

10 バレーボール5 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

11 ソフトボール5 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

12 水泳1 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継
ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

13 水泳2 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継
ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

14 水泳3 水に関する事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳
ぐことだけでなく，競い合う楽しみを味わう．

15 水泳4 学習内容をスキルテストで評価する．

16 ガイダンス・知識学習 後期授業の内容説明および注意点，増補版を利用しp145～170心と健康に関する知識学習を行う．

17 バスケットボール1
安全に留意し，正しい用具（ボール・ゼッケン・タイマー）の使い方を覚える．ハンドリングを通して，様々なボ
ールコントロール技能（キャッチング・ドリブル）の方法を学ぶ．また，簡易ゲームを通して，個人の技能を高め
る．

18 サッカー1 安全に留意し，正しい用具（ボール・ゴールの持ち運び）の使い方を覚える．対人パスを通して，様々なパス技能
（インサイド・アウトサイド・ヘディング）及びトラッピングの方法を学ぶ．

19 新体力テスト 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・50m走を測定する．
身長・体重・座高・体脂肪・握力を測定する．

20 バスケットボール2 対人練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，連係プレーやルール，運営方法を
学ぶ．

21 サッカー2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

22 バスケットボール3 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，連係プレーやルール，
運営方法を学ぶ．

23 サッカー3 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，対人技能及びルールや運営方法を
学ぶ．

24 バスケットボール4 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

25 サッカー4 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

26 バスケットボール5 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

27 サッカ5 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

28 バスケットボール6 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

29 サッカー6 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

30 卓球1 卓球の基本ストローク，球の回転の理解をする．シングルス・ダブルスのゲームを理解する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改訂増補版「保健体育概論」の内容を学習する．(2)
スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．【前期種目：ソフトボール，バレーボール，水泳】【後期種目：サッカー，バスケッ
ト，卓球】

【C3】ソフトボールの特性を理解し，打つ・守る・走る・投げる等の基
本技能を習得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，
簡易ゲームができるようにする．

ソフトボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの
進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，レシーブ・パス・スパイク・サー
ビス等の基本技能を習得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方
等を学び，簡易ゲームができるようにする．

バレーボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの
進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，
水中での自己防衛技術として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などを
理解し，習得しているか評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，シュート・ドリブル・パス・トラップ
などのボールを扱った基本技能や，連係を活かした対人技能を修得する
．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができ
るようにする．

サッカーの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲーム
の進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バスケットボールの特性を理解し，シュート・ドリブル・パスな
どのボールを扱った基本技能や，連係を活かした対人技能を修得する．
また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができる
ようにする．

バスケットボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール
・ゲームの進め方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】卓球の特性及び，基本ストロークや球の回転を理解し，習得する
．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，シングルスやダブ
ルスができるようにする．

卓球の基本ストロークなどの習得を目指し評価は行わない．

【C3】毎時間ストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を修得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習熟を図る．

健康増進・傷害予防・技能習熟に関して，毎時間の習熟度を（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して，不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する．

　 　

　 　

前期は到達目標毎1～3＝20%ずつ，到達目標毎7＝40%の割合で評価し，後期は到達目標毎4～5＝25%ずつ，到
達目標毎7＝40%，到達目標毎8＝10%の割合で評価する．前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で6
0点以上を合格とする．

MY SPORTS：大修館書店
改訂増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

なし

卓球は評価しない．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習 前期授業の内容説明および注意点，改訂増補版を利用しp23～40の運動の分析に関する知識学習を行う．

2 バレーボール1
安全に留意し，正しい用具（バレーボール・支柱の運び方・ネットの張り方）の使い方を覚える．対人パスを通し
て，様々なパス技能（オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを
学ぶ．

3 ソフトボール1
安全に留意し，正しい用具（バット・グローブ・ベース・ソフトボール・マスク）の使い方を覚える．キャッチボ
ールを通して，様々なスローイング（ピッチングを含む）の方法を学ぶ．トスバッティングを通して，バットコン
トロール・ミート・捕球の方法を理解する．

4 バレーボール2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，スパイク練習やサーブ練習を通して，攻撃の方法を学ぶ
．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

5 ソフトボール2 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

6 バレーボール3 対人パスやスパイク練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，三段攻撃やルール
，運営方法を学ぶ．

7 ソフトボール3 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

8 バレーボール4 対人パスやスパイク練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ローテーションを取り入れた正式ゲーム
（6人制）を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

9 ソフトボール4 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

10 バレーボール5 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

11 ソフトボール5 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

12 水泳1 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継
ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

13 水泳2 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継
ぎ・ストローク）を学び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

14 水泳3 水に関する事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳
ぐことだけでなく，競い合う楽しみを味わう．

15 水泳4 学習内容をスキルテストで評価する．

16 ガイダンス・知識学習 後期授業の内容説明および注意点，増補版を利用しp145～170心と健康に関する知識学習を行う．

17 バスケットボール1
安全に留意し，正しい用具（ボール・ゼッケン・タイマー）の使い方を覚える．ハンドリングを通して，様々なボ
ールコントロール技能（キャッチング・ドリブル）の方法を学ぶ．また，簡易ゲームを通して，個人の技能を高め
る．

18 サッカー1 安全に留意し，正しい用具（ボール・ゴールの持ち運び）の使い方を覚える．対人パスを通して，様々なパス技能
（インサイド・アウトサイド・ヘディング）及びトラッピングの方法を学ぶ．

19 新体力テスト 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・50m走を測定する．
身長・体重・座高・体脂肪・握力を測定する．

20 バスケットボール2 対人練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，連係プレーやルール，運営方法を
学ぶ．

21 サッカー2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

22 バスケットボール3 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，連係プレーやルール，
運営方法を学ぶ．

23 サッカー3 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，対人技能及びルールや運営方法を
学ぶ．

24 バスケットボール4 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

25 サッカー4 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

26 バスケットボール5 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

27 サッカ5 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，よ
り高度な連係プレーやルール，運営方法を学ぶ．

28 バスケットボール6 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

29 サッカー6 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

30 卓球1 卓球の基本ストローク，球の回転の理解をする．シングルス・ダブルスのゲームを理解する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改訂増補版「保健体育概論」の内容を学習する．(2)
スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授,春名 桂 准教授,中川 一穂 教授,小森田 敏 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 
各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．（前期共通種目：水泳　選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球，軟式野球及
びソフトボール，テニス及びソフトテニス）（後期選択種目：バスケットボール，バドミントン，卓球，サッカ
ー，テニス及びソフトテニス）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中で
の自己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また
，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得
できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球及びソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習
得する．また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

軟式野球及びソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略など
を理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習
得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームが
できるようにする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解
，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット
操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略な
どを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス及びソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であ
るラケット操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ル
ールによるゲームができるようにする．

テニス及びソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦
術・戦略などを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バスケットボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームが
できるようにする．

バスケットボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基
本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームができるよ
うにする．

サッカーのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

前期は到達目標毎1＝20%，到達目標毎2̃6＝40%，到達目標毎10＝40%で評価する．後期は到達目標毎4̃8＝5
0%，到達目標毎9＝10%，到達目標毎10＝40%で評価し，前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で6
0点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
改訂増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

特になし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p41̃62「スポーツトレーニングと体力」に関する知識学習，種目選択
，種目別オリエンテーションを行う．

2 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

7 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

8 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

9 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

10 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

11 選択実技10 スキルテスト

12 水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

13 水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

14 水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

15 水泳4 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト．

16 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p171̃213「大脳の仕組みと働き」に関する知識学習，種目選択，種
目別オリエンテーションを行う．

17 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

18 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

19 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

20 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

21 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

22 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

23 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

24 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

25 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

26 選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

27 選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

28 選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

29 選択実技13 スキルテスト．

30 選択実技14 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重
・座高・体脂肪・握力を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改訂増補版
「保健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授,春名 桂 准教授,中川 一穂 教授,

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 
各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．（前期共通種目：水泳　選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球，軟式野球及
びソフトボール，テニス及びソフトテニス）（後期選択種目：バスケットボール，バドミントン，卓球，サッカ
ー，テニス及びソフトテニス）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中で
の自己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また
，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得
できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球及びソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習
得する．また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

軟式野球及びソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略など
を理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習
得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームが
できるようにする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解
，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット
操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略な
どを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス及びソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であ
るラケット操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ル
ールによるゲームができるようにする．

テニス及びソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦
術・戦略などを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バスケットボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームが
できるようにする．

バスケットボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基
本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームができるよ
うにする．

サッカーのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

前期は到達目標毎1＝20%，到達目標毎2̃6＝40%，到達目標毎10＝40%で評価する．後期は到達目標毎4̃8＝5
0%，到達目標毎9＝10%，到達目標毎10＝40%で評価し，前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で6
0点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
改訂増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

特になし
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p41̃62「スポーツトレーニングと体力」に関する知識学習，種目選択
，種目別オリエンテーションを行う．

2 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

7 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

8 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

9 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

10 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

11 選択実技10 スキルテスト

12 水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

13 水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

14 水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

15 水泳4 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト．

16 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および改訂増補版を利用し，p171̃213「大脳の仕組みと働き」に関する知識学習，種目選択，種
目別オリエンテーションを行う．

17 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

18 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

19 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

20 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

21 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

22 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

23 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

24 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

25 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

26 選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

27 選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

28 選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

29 選択実技13 スキルテスト．

30 選択実技14 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重
・座高・体脂肪・握力を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改訂増補版
「保健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

中川 一穂 教授,寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授,春名 桂 准教授

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
C3(100%) (a),(b)

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．（前期共通種目：水泳　選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球，軟式野球及
びソフトボール，テニス及びソフトテニス）（後期選択種目：バスケットボール，バドミントン，卓球，サッカ
ー，テニス及びソフトテニス）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中で
の自己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また
，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得
できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球及びソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習
得する．また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

軟式野球及びソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略など
を理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習
得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームが
できるようにする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解
，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット
操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略な
どを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス及びソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であ
るラケット操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ル
ールによるゲームができるようにする．

テニス及びソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦
術・戦略などを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バスケットボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームが
できるようにする．

バスケットボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基
本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームができるよ
うにする．

サッカーのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

前期は到達目標毎1＝20%，到達目標毎2̃6＝40%，到達目標毎10＝40%で評価する．後期は到達目標毎4̃8＝5
0%，到達目標毎9＝10%，到達目標毎10＝40%で評価し，前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で6
0点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

特になし

　

M-125



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および増補版を利用し，p55̃98「文化とスポーツ」に関する知識学習，種目選択，種目別オリエン
テーションを行う．

2 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

7 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

8 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

9 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

10 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

11 選択実技10 スキルテスト

12 水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

13 水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

14 水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

15 水泳4 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト．

16 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および増補版を利用し，p206̃228「社会福祉」に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテ
ーションを行う．

17 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

18 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

19 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

20 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

21 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

22 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

23 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

24 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

25 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

26 選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

27 選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

28 選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

29 選択実技13 スキルテスト．

30 選択実技14 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重
・座高・体脂肪・握力を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保
健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

春名 桂 准教授,中川 一穂 教授,寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
C3(100%) (a),(b)

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．（前期共通種目：水泳　選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球，軟式野球及
びソフトボール，テニス及びソフトテニス）（後期選択種目：バスケットボール，バドミントン，卓球，サッカ
ー，テニス及びソフトテニス）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中で
の自己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また
，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得
できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球及びソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習
得する．また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

軟式野球及びソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略など
を理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習
得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームが
できるようにする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解
，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット
操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略な
どを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス及びソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であ
るラケット操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ル
ールによるゲームができるようにする．

テニス及びソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦
術・戦略などを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】バスケットボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームが
できるようにする．

バスケットボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基
本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによりゲームができるよ
うにする．

サッカーのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

前期は到達目標毎1＝20%，到達目標毎2̃6＝40%，到達目標毎10＝40%で評価する．後期は到達目標毎4̃8＝5
0%，到達目標毎9＝10%，到達目標毎10＝40%で評価し，前期と後期をそれぞれ50点ずつとし，100点満点で6
0点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

特になし

　

M-127



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および増補版を利用し，p55̃98「文化とスポーツ」に関する知識学習，種目選択，種目別オリエン
テーションを行う．

2 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

7 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

8 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

9 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

10 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

11 選択実技10 スキルテスト

12 水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

13 水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

14 水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

15 水泳4 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト．

16 ガイダンス・知識学習・種目選択 授業の内容説明および増補版を利用し，p206̃228「社会福祉」に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテ
ーションを行う．

17 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

18 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

19 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

20 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

21 選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

22 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

23 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

24 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

25 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

26 選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

27 選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

28 選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

29 選択実技13 スキルテスト．

30 選択実技14 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重
・座高・体脂肪・握力を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保
健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-128



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授,小森田 敏 教授,春名 桂 准教授,中川 一穂 教授

機械工学科・5年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
C3(100%) (a),(b)

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．（選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球，軟式野球及びソフトボール，テニ
ス及びソフトテニス）

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また
，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得
できているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット
操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略な
どを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習
得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームが
できるようにする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解
，習得できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球/ソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得
する．また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲ
ームができるようにする．

軟式野球/ソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理
解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作である
ラケット操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルー
ルによるゲームができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・
戦略などを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価しない．

　 　

　 　

　 　

到達目標毎1～5＝60%，到達目標毎6＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

特になし

新体力テストの点数を評価しない．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習・種目選択 前期授業の内容説明および増補版を利用し，p99̃120「スポーツの文化史」に関する知識学習，種目選択，種目別
オリエンテーションを行う．

2 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 選択実技5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

8 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

9 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

10 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

11 選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

12 選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

13 選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

14 選択実技13 スキルテスト

15 新体力テスト 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重
・座高・体脂肪・握力を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保
健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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1

2

3

4

5

6

7
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9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

中川 一穂 教授,小森田 敏 教授,春名 桂 准教授,寺田 雅裕 教授

機械工学科・5年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
C3(100%) (a),(b)

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を
養う．また，健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的と
する．種目選択制で行う．（選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球，軟式野球及びソフトボール，テニ
ス及びソフトテニス）

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また
，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得
できているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット
操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによる
ゲームができるようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略な
どを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習
得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームが
できるようにする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解
，習得できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球/ソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得
する．また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲ
ームができるようにする．

軟式野球/ソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理
解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作である
ラケット操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルー
ルによるゲームができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・
戦略などを理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，
継続的な体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各
種目の練習方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意
欲・思考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その
結果を分析して不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価しない．

　 　

　 　

　 　

到達目標毎1～5＝60%，到達目標毎6＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

特になし

新体力テストの点数を評価しない．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（保健・体育）

1 ガイダンス・知識学習・種目選択 前期授業の内容説明および増補版を利用し，p99̃120「スポーツの文化史」に関する知識学習，種目選択，種目別
オリエンテーションを行う．

2 選択実技1 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 選択実技2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 選択実技3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 選択実技4 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 選択実技5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7 選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

8 選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

9 選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

10 選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

11 選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

12 選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

13 選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リ
ーグ戦など）．

14 選択実技13 スキルテスト

15 新体力テスト 反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重
・座高・体脂肪・握力を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保
健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国際コミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

陳 国祺 非常勤講師

機械工学科・4年D組・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
D2(100%) (a)

中国語の正しい発音の習得から基礎文法の学習までを主に学習する．学んだ内容を演習形式で行う．

【D2】発音（ピンイン）の習得，聞き取り，表現を習得する． 演習問題，小テストを通して発音（ピンイン），聞き取り，表現の習得
を評価する．

【D2】基礎文法や単語を習得する． 基礎文法や単語の習得度を演習問題，小テスト，中間及び定期試験で評
価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　演習問題と小テスト15%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均
点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「1からはじめる中国語練習」：内藤正子著（白水社出版）
「プリント」

「デイリーコンサイス中日・日中辞典」：（三省堂）

韓国語，ドイツ語

中国語，韓国語やドイツ語の授業を通じて東洋の文化や西洋の文化に対する理解を深め，多面的に物事を考える
能力を身に付けるよう努力する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国際コミュニケーション(中国語)）

1 発音の基礎1 発音と発音記号の説明と演習．

2 発音の基礎2 発音と発音記号の説明と演習．

3 文法1 人称代名詞と助詞”的”の説明と演習．

4 文法2 指示代名詞と量詞の説明と演習．

5 文法3 形容詞述語と動詞述語文の説明と演習．

6 文法4 主述述語と選択疑問文の説明と演習．

7 文法5 疑問詞疑問文の説明と演習．

8 中間試験 中間試験を実施する．

9 文法6 限定語と状況語の説明と演習．

10 文法7 数の数え方と時間の表し方の説明と演習．

11 文法8 お金の数え方と名前や年齢のたずねかたの説明と演習．

12 文法9 方位詞及び”有”と”在”の説明と演習．

13 文法10 介詞の説明と演習．

14 文法11 完了と変化の”了”の説明と演習．

15 まとめ1 前期学習事項をまとめる．

16 文法12 経験を表す助詞の説明と演習．

17 文法13 助動詞の説明と演習．

18 文法14 程度補語と結果補語の説明と演習．

19 文法15 進行形と持続形の説明と演習．

20 文法16 動詞と形容詞の重ね用法の説明と演習．

21 文法17 動作の継続時間の表し方の説明と演習．

22 文法18 方向補語と結果補語の説明と演習．

23 中間試験 中間試験を実施する．

24 文法19 的時候，”是～的”の説明と演習．

25 文法20 謙語文と連動文の説明と演習．

26 文法21 比較文と”就，才”の説明と演習．

27 文法22 ”再，又，把”の説明と演習．

28 文法23 受身文と存現文の説明と演習．

29 文法24 疑問文の応用と強調の仕方の説明と演習．

30 まとめ2 後期学習事項をまとめる．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国際コミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

陳 国祺 非常勤講師

機械工学科・4年C組・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
D2(100%) (a)

中国語の正しい発音の習得から基礎文法の学習までを主に学習する．学んだ内容を演習形式で行う．

【D2】発音（ピンイン）の習得，聞き取り，表現を習得する． 演習問題，小テストを通して発音（ピンイン），聞き取り，表現の習得
を評価する．

【D2】基礎文法や単語を習得する． 基礎文法や単語の習得度を演習問題，小テスト，中間及び定期試験で評
価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　演習問題と小テスト15%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均
点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「1からはじめる中国語練習」：内藤正子著（白水社出版）
「プリント」

「デイリーコンサイス中日・日中辞典」：（三省堂）

韓国語，ドイツ語

中国語，韓国語やドイツ語の授業を通じて東洋の文化や西洋の文化に対する理解を深め，多面的に物事を考える
能力を身に付けるよう努力する．

M-135



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国際コミュニケーション(中国語)）

1 発音の基礎1 発音と発音記号の説明と演習．

2 発音の基礎2 発音と発音記号の説明と演習．

3 文法1 人称代名詞と助詞”的”の説明と演習．

4 文法2 指示代名詞と量詞の説明と演習．

5 文法3 形容詞述語と動詞述語文の説明と演習．

6 文法4 主述述語と選択疑問文の説明と演習．

7 文法5 疑問詞疑問文の説明と演習．

8 中間試験 中間試験を実施する．

9 文法6 限定語と状況語の説明と演習．

10 文法7 数の数え方と時間の表し方の説明と演習．

11 文法8 お金の数え方と名前や年齢のたずねかたの説明と演習．

12 文法9 方位詞及び”有”と”在”の説明と演習．

13 文法10 介詞の説明と演習．

14 文法11 完了と変化の”了”の説明と演習．

15 まとめ1 前期学習事項をまとめる．

16 文法12 経験を表す助詞の説明と演習．

17 文法13 助動詞の説明と演習．

18 文法14 程度補語と結果補語の説明と演習．

19 文法15 進行形と持続形の説明と演習．

20 文法16 動詞と形容詞の重ね用法の説明と演習．

21 文法17 動作の継続時間の表し方の説明と演習．

22 文法18 方向補語と結果補語の説明と演習．

23 中間試験 中間試験を実施する．

24 文法19 的時候，”是～的”の説明と演習．

25 文法20 謙語文と連動文の説明と演習．

26 文法21 比較文と”就，才”の説明と演習．

27 文法22 ”再，又，把”の説明と演習．

28 文法23 受身文と存現文の説明と演習．

29 文法24 疑問文の応用と強調の仕方の説明と演習．

30 まとめ2 後期学習事項をまとめる．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国際コミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

高 秀美 非常勤講師

機械工学科・4年D組・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
D2(100%) (a)

テキスト「みんなで学ぶ韓国語‐会話編‐」は，韓国語の初歩的な会話を，学生の視点で構成している．テキス
トを用いて，韓国語を実用できるように「身につける」ことを目標とする．体が自然と覚えていくように，「問
いかけ-返事」の練習に時間をかけた演習形式で行う．

【D2】ハングルの仕組みを理解し，ハングル文字を読めるようにする．
文字学習の段階では，小テストを少なくとも2週に1回で実施し，文字の
習得状況を把握しながら，評価する．また授業中に演習（課題，発表）
で復習しながら理解度を評価する．

【D2】初対面での挨拶や道の聞き方，友達の紹介など，初歩的な会話を
身につける．

会話表現は授業中に演習（課題，発表）でそれぞれの表現を個別に発音
やイントネーションを指導およびチェックを行い，会話を口頭での発表
により評価する．同時に「書く」小テストでも評価する．

【D2】言葉とともに韓国の文化を理解し，視野を広げる．
韓国語の基礎的な知識や会話学習と同時に会話の背景にある文化につい
て解説を行い，その理解度を授業中の演習（課題，発表），中間試験お
よび定期試験テストなどで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験30%　小テスト20%　演習50%　として評価する．成績において，演習50%（課題及び授業中の暗
唱・発表など）とする理由は実際に初歩的なコミュニケーションができることを確かめるためである．100点満
点で60点以上を合格とする．

「みんなで学ぶ韓国語-会話編-」金眞・松井聖一郎著（朝日出版社）

「みんなで学ぶ韓国語-文法編-」金眞・柳圭相・芦田麻樹子著（朝日出版社）

ドイツ語，中国語

課題，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国際コミュニケーション(韓国語)）

1 導入およびハングルと発音（1） 全体の授業に関するインストラクションおよびハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激
音，濃音，パッチムなど．

2 ハングルと発音（2） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

3 ハングルと発音（3） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

4 ハングルと発音（4） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

5 ハングルと発音（5） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

6 ハングルと発音（6） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

7 ハングルと発音の総まとめ これまで学習した文字の総まとめ：擬声語・擬態語を用いて，文字の読み方を復習する．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について試験を行う．

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．ハングルと発音について復習する．

10 第1課　出会い 初対面での基礎的なあいさつ表現や名前の言い方などを学習する．

11 第1課　出会い 学年を聞く表現や数字及び専攻の聞き方などを学習する．

12 第2課　自己紹介 住んでいる場所の説明に関する表現や，韓国の地名などを学習する．

13 第2課　自己紹介 部活やサークルの聞き方など学校生活に関する表現などを学習する．

14 第3課　日課 一日の活動に関する表現や複文の言い方などを学習する．

15 第3課　日課 一日の活動に関する表現や複文の言い方および週末に一緒に映画を観るなど誘いの表現を学習する．

16 定期試験の解答とまとめ 定期試験の内容について解説する．これまでの表現や会話が定着しているか口頭でチェックするなど復習する．

17 第4課　道で 知らない道を聞いたり，行き方の説明などの表現を学習する．指示の表現や仮定の表現などを学習する．

18 第5課　お店で お店で使える基礎的な表現や数字，値段の言い方などを学習する．お店で使える基礎的な表現や値段の交渉などに
関する表現を学習する．

19 第6課　電話で約束 電話でのやり取りや現在進行形の表現などを学習する．

20 第6課　電話で約束 時間の言い方や希望の表現などを学習する．

21 第7課　食堂で 食堂で必要な基礎的な表現および好き嫌いなどの表現を学習する．

22 第7課　食堂で 注文のしかたや味に関する表現などを学習する．

23 中間試験 第16週から第22週までの内容について試験を行う．

24 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．これまでの表現や会話が定着しているか口頭でチェックするなど復習する．

25 第8課　友達の紹介 生まれたことろやさまざまな国名などを学習する．友達を紹介する時に使う表現や大学生ならではの自己紹介の表
現などを学習する．

26 第9課　冬休みの計画 冬休みの計画に関する表現，予定や義務などの表現を学習する．

27 第9課　冬休みの計画 試み，経験および提案に関する表現などを学習する．

28 第10課　休み中の出来事 休暇についての話の中で，過去形や理由の表現などを学習する．

29 第10課　休み中の出来事 これからの意思表明や禁止の表現などを学習する．

30 復習・総括 総まとめ：これまでの表現を復習し，それらを踏まえ外国語学習の意義を考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

国際コミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

高 秀美 非常勤講師

機械工学科・4年C組・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
D2(100%) (a)

テキスト「みんなで学ぶ韓国語‐会話編‐」は，韓国語の初歩的な会話を，学生の視点で構成している．テキス
トを用いて，韓国語を実用できるように「身につける」ことを目標とする．体が自然と覚えていくように，「問
いかけ-返事」の練習に時間をかけた演習形式で行う．

【D2】ハングルの仕組みを理解し，ハングル文字を読めるようにする．
文字学習の段階では，小テストを少なくとも2週に1回で実施し，文字の
習得状況を把握しながら，評価する．また授業中に演習（課題，発表）
で復習しながら理解度を評価する．

【D2】初対面での挨拶や道の聞き方，友達の紹介など，初歩的な会話を
身につける．

会話表現は授業中に演習（課題，発表）でそれぞれの表現を個別に発音
やイントネーションを指導およびチェックを行い，会話を口頭での発表
により評価する．同時に「書く」小テストでも評価する．

【D2】言葉とともに韓国の文化を理解し，視野を広げる．
韓国語の基礎的な知識や会話学習と同時に会話の背景にある文化につい
て解説を行い，その理解度を授業中の演習（課題，発表），中間試験お
よび定期試験テストなどで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験30%　小テスト20%　演習50%　として評価する．成績において，演習50%（課題及び授業中の暗
唱・発表など）とする理由は実際に初歩的なコミュニケーションができることを確かめるためである．100点満
点で60点以上を合格とする．

「みんなで学ぶ韓国語-会話編-」金眞・松井聖一郎著（朝日出版社）

「みんなで学ぶ韓国語-文法編-」金眞・柳圭相・芦田麻樹子著（朝日出版社）

ドイツ語，中国語

課題，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（国際コミュニケーション(韓国語)）

1 導入およびハングルと発音（1） 全体の授業に関するインストラクションおよびハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激
音，濃音，パッチムなど．

2 ハングルと発音（2） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

3 ハングルと発音（3） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

4 ハングルと発音（4） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

5 ハングルと発音（5） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

6 ハングルと発音（6） ハングルと発音の読み方と発音を学ぶ．母音，子音，二重母音，激音，濃音，パッチムなど．

7 ハングルと発音の総まとめ これまで学習した文字の総まとめ：擬声語・擬態語を用いて，文字の読み方を復習する．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について試験を行う．

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．ハングルと発音について復習する．

10 第1課　出会い 初対面での基礎的なあいさつ表現や名前の言い方などを学習する．

11 第1課　出会い 学年を聞く表現や数字及び専攻の聞き方などを学習する．

12 第2課　自己紹介 住んでいる場所の説明に関する表現や，韓国の地名などを学習する．

13 第2課　自己紹介 部活やサークルの聞き方など学校生活に関する表現などを学習する．

14 第3課　日課 一日の活動に関する表現や複文の言い方などを学習する．

15 第3課　日課 一日の活動に関する表現や複文の言い方および週末に一緒に映画を観るなど誘いの表現を学習する．

16 定期試験の解答とまとめ 定期試験の内容について解説する．これまでの表現や会話が定着しているか口頭でチェックするなど復習する．

17 第4課　道で 知らない道を聞いたり，行き方の説明などの表現を学習する．指示の表現や仮定の表現などを学習する．

18 第5課　お店で お店で使える基礎的な表現や数字，値段の言い方などを学習する．お店で使える基礎的な表現や値段の交渉などに
関する表現を学習する．

19 第6課　電話で約束 電話でのやり取りや現在進行形の表現などを学習する．

20 第6課　電話で約束 時間の言い方や希望の表現などを学習する．

21 第7課　食堂で 食堂で必要な基礎的な表現および好き嫌いなどの表現を学習する．

22 第7課　食堂で 注文のしかたや味に関する表現などを学習する．

23 中間試験 第16週から第22週までの内容について試験を行う．

24 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説する．これまでの表現や会話が定着しているか口頭でチェックするなど復習する．

25 第8課　友達の紹介 生まれたことろやさまざまな国名などを学習する．友達を紹介する時に使う表現や大学生ならではの自己紹介の表
現などを学習する．

26 第9課　冬休みの計画 冬休みの計画に関する表現，予定や義務などの表現を学習する．

27 第9課　冬休みの計画 試み，経験および提案に関する表現などを学習する．

28 第10課　休み中の出来事 休暇についての話の中で，過去形や理由の表現などを学習する．

29 第10課　休み中の出来事 これからの意思表明や禁止の表現などを学習する．

30 復習・総括 総まとめ：これまでの表現を復習し，それらを踏まえ外国語学習の意義を考える．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

芸術 (Art)

水田 純子 非常勤講師

機械工学科・1年A組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

基本的な鉛筆デッサンや色彩の効果を生かした着色，透視図法等を使った立体的な表現力を高める．自然物と人
工物等を組み合わせた構想図を工夫することで創造力を高める．素材，目的，機能，美しさ等を考えてデザイン
し立体作品を制作することで造形力を高める．

【C3】対象の形や明暗を正確にとらえて表現する 鉛筆デッサン等の作品において多様な視点から対象を見つめ表現してい
るかを評価する

【C3】アイデアから完成まで計画的に丁寧に制作する アイデアスケッチや下書き，習作等が作品やワークシート等で行われて
いるかを評価する

【C3】自己の表現したい意図を大切にし，創意工夫して作品を完成させ
る 完成作品から独創的に主題が表現されているかを評価する

【C3】製作に必要な用具の準備・使用等が適切に行える． 授業時において，各自が適切に用具の準備・使用が行われているかを評
価する

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，作品90%　準備・用具10%　として評価する．成績は，作品90%・用具の準備10%として評価する．そ
れぞれを合算して60点以上を合格とする．

「 高校美術 I 」 （日本文教出版）

無し

無し

作品は最後まで熱心に取り組み提出する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（芸術）

1 鉛筆画 落ち葉等自然物の形態をよく観察し細部まで精密に描写する

2 鉛筆デッサン ピカソの「手の習作」を鑑賞し，線と明暗を使って立体的に「手」を鉛筆デッサンする

3 色彩表現1 色彩の機能を生かした平面構成を考えアイデアを下書きする

4 色彩表現2 下書きにポスターカラーを使って丁寧に着彩する

5 奥行きのある構成 二点透視・斜投影などのさまざまな図法を使って奥行きのある表現のアイデアを描く

6 構想図1 自然物と人工物をさまざまな図法を使って不思議な空間を平面構成しアイデアスケッチを描く．

7 構想図2 アイデアスケッチをもとに用紙に下書きをする

8 構想図3 色彩の調和や変化を考えポスターカラーでの着彩を計画的に行う

9 構想図4 同上

10 構想図5 細部の手直しを丁寧に行い完成させる

11 ペーパークラフト （ランプシェード）1 紙を折ることで立体ができることを知り，素材の特性を生かした試作をを作る

12 ペーパークラフト （ランプシェード）2 試作から機能美を意識して完成作品の構想を練る

13 ペーパークラフト （ランプシェード）3 用紙に折り線を下書きし丁寧に折り進める

14 ペーパークラフト （ランプシェード）4 同上

15 ペーパークラフト （ランプシェード）5 全体の形を整え内部に電球を入れて完成させる

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．作品中心で試験は実施せず．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

芸術 (Art)

水田 純子 非常勤講師

機械工学科・1年B組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

C3(100%) 

基本的な鉛筆デッサンや色彩の効果を生かした着色，透視図法等を使った立体的な表現力を高める．自然物と人
工物等を組み合わせた構想図を工夫することで創造力を高める．素材，目的，機能，美しさ等を考えてデザイン
し立体作品を制作することで造形力を高める．

【C3】対象の形や明暗を正確にとらえて表現する 鉛筆デッサン等の作品において多様な視点から対象を見つめ表現してい
るかを評価する

【C3】アイデアから完成まで計画的に丁寧に制作する． アイデアスケッチや下書き，習作等が作品やワークシート等で行われて
いるかを評価する

【C3】自己の表現したい意図を大切にし，創意工夫して作品を完成させ
る． 完成作品から独創的に主題が表現されているかを評価する

【C3】製作に必要な用具の準備・使用等が適切に行える． 授業時において，各自が適切に用具の準備・使用が行われているかを評
価する

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，作品90%　準備・用具10%　として評価する．成績は，作品90%・用具の準備10%として評価する．そ
れぞれを合算して60点以上を合格とする．

「 高校美術 I 」 （日本文教出版）

無し

無し

作品は最後まで熱心に取り組み提出する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（芸術）

1 鉛筆画 落ち葉等自然物の形態をよく観察し細部まで精密に描写する

2 鉛筆デッサン ピカソの「手の習作」を鑑賞し，線と明暗を使って立体的に「手」を鉛筆デッサンする

3 色彩表現1 色彩の機能を生かした平面構成を考えアイデアを下書きする

4 色彩表現2 下書きにポスターカラーを使って丁寧に着彩する

5 奥行きのある構成 二点透視・斜投影などのさまざまな図法を使って奥行きのある表現のアイデアを描く．

6 構想図1 自然物と人工物をさまざまな図法を使って不思議な空間を平面構成しアイデアスケッチを描く

7 構想図2 アイデアスケッチをもとに用紙に下書きをする

8 構想図3 色彩の調和や変化を考えポスターカラーでの着彩を計画的に行う

9 構想図4 同上

10 構想図5 細部の手直しを丁寧に行い完成させる

11 ペーパークラフト （ランプシェード）1 紙を折ることで立体ができることを知り，素材の特性を生かした試作をを作る

12 ペーパークラフト （ランプシェード）2 試作から機能美を意識して完成作品の構想を練る

13 ペーパークラフト（ランプシェード）3 用紙に折り線を下書きし丁寧に折り進める

14 ペーパークラフト（ランプシェード）4 同上

15 ペーパークラフト（ランプシェード）5 全体の形を整え内部に電球を入れて完成させる

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．作品中心で試験は実施せず．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-144



1

2

3
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10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

哲学 (Philosophy)

稲岡 大志 非常勤講師

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
C3(80%) D2(20%) (a),(b)

哲学とは言葉を用いて世界についての理解を深める学問である．思考実験や概念分析といった哲学的方法論のエ
ッセンスを理解するために， 講義前半では過去の主要な哲学者による議論を概観する．また，哲学は同時代の
社会や科学技術の進展に連動して展開する学問でもある．講義後半では，現代の社会や科学技術をめぐる問題に
対して，前半を踏まえながら哲学にはなにができるのかという問題を考察する．

【C3】現代の社会や科学技術をめぐる問題について，その要点を理解し
，自分なりの哲学的思考ができるようになること．

現代の社会や科学技術をめぐる問題について，その要点を理解し，自分
なりの哲学的思考ができるようになったかをレポート，定期試験で評価
する．

【D2】過去の哲学者がどのような問題にどのように取り組んだのかを知
ることで，哲学的方法論についての理解を深めること．

過去の哲学者の議論を理解し，哲学的方法論についての理解を深めるこ
とができるようになったかをレポート，定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験50%　レポート50%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．授業レポートの評価
を重視する．

ノート講義

講義時に資料を配布する．

倫理

特になし
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（哲学）

1 哲学とはいかなる学問なのか 哲学がいかなる学問なのかを具体例を挙げて講義することで，「哲学」という営みについて，おおまかなイメージ
が得られるようする．

2 古代ギリシア哲学（1） ソクラテス以前の哲学者の哲学の要点を講義し，古代ギリシア特有の世界観や自然観を理解できるようにする．

3 古代ギリシア哲学（2） プラトンの対話篇を読みながら，ソクラテス哲学の要点の一つである「哲学的問答法」についての理解を深める．

4 古代ギリシア哲学（3） プラトン哲学の要点を講義し，その後の哲学を学ぶのに不可欠な概念枠組みについての理解を深める．

5 古代ギリシア哲学（4） アリストテレス哲学の要点を講義し，形而上学，自然学，生物学，倫理学などあらゆる領域にアンテナを伸ばすア
リストテレス哲学のエッセンスを理解できるようにする．

6 中世スコラ哲学 中世スコラ哲学における「神の存在証明」の議論を講義し，「論理を用いて何ごとかを主張する」という，哲学に
特有の方法論についての理解を深める．

7 近代哲学（1） デカルト哲学の「方法的懐疑」について講義し，伝統的に哲学において議論されるテーマである「懐疑論」につい
ての理解を深める．

8 近代哲学（2） ライプニッツやスピノザといった，デカルトと同時代の哲学者の議論を講義し，同時代の自然科学や数学と連動し
て展開される哲学についての理解を深める．また，前回の講義と合わせて，大陸合理論についての理解も深める．

9 近代哲学（3） 引き続きライプニッツやスピノザの哲学について講義し，ヨーロッパ近代哲学のエッセンスを理解できるようにす
る．

10 イギリス経験論 バークリやロックといったイギリス経験論の哲学者の議論を講義し，その後の哲学の主要潮流の一つである経験主
義についての理解を深める．

11 ドイツ観念論（1） カント哲学について講義し，大陸合理論とイギリス経験論の総合としてのカント哲学という，哲学史におけるスタ
ンダードな図式の理解を深める．

12 ドイツ観念論（2） 引き続きカント哲学について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

13 現象学 フッサールの現象学について講義し，哲学的方法論としての「現象学的還元」についての理解を深める．

14 実存主義 サルトルやハイデガーといった実存主義の哲学者について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

15 分析哲学 現代の分析哲学の議論における諸問題について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

16 科学とは何だろうか（1） 科学とは一体どのような営みなのかを具体的な事例を挙げつつ講義する．

17 科学とは何だろうか（2） 科学哲学におけるパラダイム論について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

18 科学とは何だろうか（3） 疑似科学と通常科学の線引き問題について，受講生にとって身近な事例を参照しながら講義し，その要点と問題点
についての理解を深める．

19 心の哲学（1）：心身二元論 心の哲学における「心身二元論」と呼ばれる立場について講義し，その要点及び問題点についての理解を深める．

20 心の哲学（2）：機能主義 心の哲学における「機能主義」と呼ばれる立場について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

21 心の哲学（3）：中国語の部屋 いわゆる「中国語の部屋」論法と呼ばれる思考実験について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

22 心の哲学（4）：クオリア問題 クオリアと呼ばれる人間の心を考えるに際して重要な概念について講義し，その要点と問題点についての理解を深
める．

23 心の哲学（5）ロボットは心を持てるか？ これまでの講義内容を踏まえて，「ロボットは心を持てるか？」という問題について講義する．その際には現在の
ロボット研究についても触れることで，講義内容についての理解がより深められるようにする．

24 数理科学と哲学（1）：無限と連続 「無限と連続」という主題について，数学史から具体例を挙げながら講義し，その哲学的な問題点についての理解
を深める．

25 数理科学と哲学（2）：証明と計算 「証明と計算」という主題について，数学史や現代の計算機科学から具体例を挙げながら講義し，その哲学的な問
題点についての理解を深める．

26 数理科学と哲学（3）：数学はなぜ役に立つのか？ 自然科学において数学が有用な帰結をもたらすという事実について，それが哲学の問題であり，哲学はこの問題に
対してどのような答えを提供できるかを講義する．

27 科学技術と社会（1）：「エンジニア」とは何か？ 科学技術は個人ではなく集団によって担われる営みである．こうした特性について具体例を挙げながら講義し，現
代における科学技術についての理解を深める．

28 科学技術と社会（2）：科学技術と組織 科学技術は個人ではなく集団によって担われる営みである．こうした特性について具体例を挙げながら講義し，現
代における科学技術についての理解を深める．

29 スポーツと社会（1）：スポーツマンシップとは何
か？

いわゆる「スポーツマンシップ」について，具体例を挙げながら哲学的な分析を講義する．それにより，これまで
持っていたスポーツに対する理解を各自が批判的に再検討できるようになることを目指す．

30 スポーツと社会（2）：社会におけるスポーツ ファンの存在，ドーピングの禁止，プロスポーツとアマチュアスポーツの違いなど，現代社会を取り巻くスポーツ
の状況について講義し，その要点と問題点についての理解を深める．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

日本史 (Japanese History)

深見 貴成 准教授

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
C3(80%) D2(20%) (a),(b)

1990年代以降の日本社会は，戦後に作り上げてきた政治・経済体制があらゆる意味で再編を迫られた時期であ
り，その再編は今も続いていると言える．このような時代に日本の近現代史を学び，なぜ日本がこのような社会
になったのかを知ることは非常に重要である．よって，日本の20世紀前半の動きを学び，現代社会の課題を克
服する上での知識を養いたい．また同時に歴史資料の重要性についても学んでいく．

【C3】帝国主義の時代における日本社会の特徴を理解できる． 帝国主義の時代における日本社会の特徴を理解できるか，定期試験によ
って評価する．

【C3】大正デモクラシーの時代の特徴と現代との共通性を理解する． 大正デモクラシーの時代の特徴と現代との共通性を理解できるか，定期
試験によって評価する．

【C3】昭和恐慌の影響とその後のファシズムの時代の特徴を理解する． 昭和恐慌の影響とその後のファシズムの時代の特徴を理解できるか，定
期試験によって評価する．

【D2】近代日本における日本の植民地支配について理解し，アジア諸国
と現代日本との関係を考える．

近代日本における日本の植民地支配について理解し，アジア諸国と現代
日本との関係を考えることができるか，定期試験によって評価する．

【D2】第二次世界大戦へとつながる国際政治史の中に日本を位置づける
ことができる．

第二次世界大戦へとつながる国際政治史の中に日本を位置づけることが
できるか，定期試験によって評価する．

【C3】歴史資料の大切さを知り，身近にあることを確認する．また史料
の内容を理解する．

歴史資料の大切さを知り，身近にあることを確認する．また史料の内容
を理解することができるか，定期試験および歴史資料に関するレポート
によって評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は定期試験の平均点とする．100点満点で60点以
上を合格とする

プリントを配布する

「国際政治下の近代日本」：宮地正人（山川出版社）
「角川新版日本史辞典」：朝尾直弘他編（角川書店）

歴史（1年）・歴史（2年）・世界史（5年）

配布資料を毎時間持参すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（日本史）

1 導入―日本近現代史を学ぶ意義 日本近現代史を学ぶにあたって，その学習する意味をこれまでの研究史から考える．また歴史資料とは何か，そし
てその大切さについて言及する．

2 日露戦後の日本社会の変化 明治維新後の日本の歩みの概略を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．

3 第一次世界大戦と日本社会（1） 第一次世界大戦が日本に与えた影響と帝国主義の時代における日本の位置を知る．またアジア諸国と日本の関係に
ついて確認する．

4 第一次世界大戦と日本社会（2） 第3週に同じ．

5 社会問題の発生（1） 大戦景気とその後の不況が日本社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．

6 社会問題の発生（2） 第5週に同じ．

7 政党政治の成立とその意義（1） 原敬内閣が成立した背景と政党政治の始まりの意義を知る．また日本のデモクラシー状況を民衆運動の中から学習
する．

8 政党政治の成立とその意義（2） 第二次護憲運動によって成立した政党内閣の意義を知る．また当時の思想状況についても学習し，その特徴を理解
する．

9 政党政治の成立とその意義（3） デモクラシー期以降の政党政治の状況を知る.

10 男子普通選挙法と治安維持法の制定の意味 1925年に成立した男子普通選挙法と治安維持法の意義を学習する．

11 昭和恐慌の衝撃（1） 昭和恐慌が日本社会に与えた影響について，地域社会の状況，国家の政策などからその特徴と意味を知る．

12 昭和恐慌の衝撃（2） 第11週に同じ.

13 満州事変と「満州国」(1) 満州事変が起こる背景とその後に成立した「満州国」について知る．

14 満州事変と「満州国」(2) 第13週に同じ.

15 小括―デモクラシー期までの日本 これまでの歴史的経緯を振り返り，現代日本社会について考える.

16 植民地と日本 日本と植民地の関係を理解し，アジアにおいて日本がどのような位置にあったのかを知る.

17 植民地と日本(2) 第16週に同じ.

18 1930年代の日本の政治状況 1930年代の国際政治状況の中で日本がどのような位置にいて，外交政策を採ったのかを知る．

19 十五年戦争と日本 満州事変以後，日本がなぜ戦争へ突入したのかを理解する．

20 総力戦体制について考える（1） 「十五年戦争」期の日本社会を「総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．

21 総力戦体制について考える（2） 第20週に同じ.

22 民衆と戦争(1) 総力戦下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．

23 民衆と戦争(2) 第22週に同じ.

24 民衆と戦争(3) 第22週に同じ.

25 戦争をどうとらえるか 戦争，特にアジア・太平洋戦争についてふりかえり，現代における戦争と比較しながら現代の世界と日本を考える
．

26 戦後改革と日本(1) 戦後の民主化を中心とする改革について，その特徴を学ぶ．特に日本国憲法の制定の意義について考える．また戦
後の文化について学ぶ.

27 戦後改革と日本(2) 第26週に同じ.

28 戦後改革と日本(3) 第26週に同じ.

29 高度経済成長への展望 戦後改革を受けて，1960年代以降日本社会がどのように変化したのかを理解する.

30 まとめ―「国民国家」としての近現代日本 「国民国家」としての日本近現代史を概観し，現代社会との共通点考える．また歴史資料の重要さについて知る．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

世界史 (World History)

町田 吉隆 教授

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
C3(80%) D2(20%) (a),(b)

「人種的偏見とは何か」という問題について考える．対象とする地域はカリブ海周辺地域とカナダおよびアメリ
カ合州国南部とし，大航海時代から現代までを視野に入れて，テーマごとに通時的に扱う．したがって通史では
ない．社会的・経済的・政治的・文化的に「アメリカ」世界が多様であることを理解することを目的とする．

【C3】カリブ海周辺地域とカナダ，アメリカ合州国南部の歴史的環境を
理解することができる．

カリブ海周辺地域とカナダ，アメリカ合州国南部の歴史的環境について
理解できているかどうかを，プリントと定期試験で評価する．

【C3】「アメリカ」世界の多様性を理解することができる． 「アメリカ」世界の多様性について理解できているかどうかを，プリン
トと定期試験で評価する．

【C3】奴隷制度，近代世界システム，資本主義，文化変容などの概念装
置を用いて，人種的偏見の歴史的形成過程を理解することができる．

人種的偏見の歴史的形成過程を理解できているかどうかを，プリントと
定期試験で評価する．

【D2】日本以外の世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上
で，当該地域における民族紛争，人種対立，異文化理解について具体的
に問題点を説明することができる．

受講者が選んだ世界の特定地域について，歴史的環境を理解した上で，
当該地域における民族・人種問題，異文化理解について，正確にかつわ
かりやすく説明できるかどうかを，レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　プリント10%　として評価する．到達目標1，2，3については授業中に作業
するプリントおよび前期・後期の定期試験の平均点で評価する．到達目標4についてはレポート（具体的な作成
手順は指示する）で評価する．これらを総合して100点満点で60点以上を合格とする．

ノートおよびプリント講義

E.ウィリアムズ『コロンブスからカストロまで』（岩波書店）
新保満『人種的偏見』（岩波新書）
ジェームス・M・バーダマン「黒人差別とアメリカ公民権運動―名もなき人々の戦いの記録 (集英社新書)

歴史（1年生），歴史（2年生），日本史（5年生）

その他の参考文献，視聴覚資料については授業中に紹介する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（世界史）

1 導入 「アメリカ」世界の自然環境，歴史的環境について概観する．

2 大航海時代と近代世界システムの成立(1) 15世紀から16世紀におけるヨーロッパ世界の経済的・社会的・文化的な状況について学習する．

3 大航海時代と近代世界システムの成立(2) コロンブスの「アメリカ」世界到達が与えた経済的・社会的・文化的な影響について学ぶ．

4 奴隷と砂糖(1) 奴隷と砂糖という世界商品を通じて，大西洋貿易の実態を学習する．

5 奴隷と砂糖(2) 近代世界システムに組み込まれた「奴隷制」を資本主義発達過程の一現象として学習する．

6 大西洋革命(1) アメリカ独立革命を近代世界システムの観点から，経済的な側面に比重を置いて学習する．

7 大西洋革命(2) ハイチ革命について理解し，市民革命としての大西洋革命の意味を考える．

8 アメリカ合州国の形成(1) アメリカ合州国における民主主義政治の発展を，フェデラリストと州権主義の関係から考察し，その政治的なしく
みを理解する．

9 アメリカ合州国の形成(2) アメリカ合州国の領土的発展を，スペインやカナダ自治領などとの国際関係と先住民との関係から考察し，それが
アメリカ人の歴史意識にどのように影響しているかを理解する．

10 南北戦争(1) 19世紀半ばのアメリカ合州国の経済的な状況を概観し，南北間の対立の過程を理解する．

11 南北戦争(2) 南北戦争の過程を概観し，それが19世紀後半のアメリカ合州国にもたらした影響を，主として社会的な側面から理
解する．

12 「帝国」としてのアメリカ合州国(1) 19世紀後半のアメリカ合州国の歴史を概観し，世界最大の工業国へと発展する過程で生じた諸問題を，主として社
会的な側面から理解する．

13 「帝国」としてのアメリカ合州国(2) 1920年代から40年代のアメリカ社会の様相を，音楽，映画などの資料を用いて，主として社会的な側面から理解
する．

14 アメリカの時代(1) 二つの世界大戦を通じて超大国となった20世紀前半のアメリカ合州国の歴史を概観し，その社会に生じた変化につ
いて理解する．

15 アメリカの時代(2) 1950年代のアメリカ合州国について，主として社会的な側面から考察し，前期に学んだ知見を通して，「アメリカ
的な生活様式」を支える歴史意識について理解する．

16 人種と民族(1) 人種とは何か．民族とは何か．いくつかの定義を紹介し，その定義を具体的に検証する．

17 人種と民族(2) 人種的偏見とは何か．そのタイプを理解し，歴史的な具体例について学ぶ．

18 人種間対立(1) 視聴覚教材を用いて，人種間の対立の実相を知る．

19 人種間対立(2) 人種間の摩擦，対立の背景となる社会的要因について考える．

20 鏡としてのカナダ(1) カナダの歴史を概観し，アメリカ合州国との歴史との比較を通じて，地域主義，分離主義が国民国家としてのカナ
ダを揺るがしている問題を考える．

21 鏡としてのカナダ(2) 視聴覚教材を用いて，地域主義，民主主義と人種的偏見が複雑に連関していることを学ぶ．

22 公民権運動とは何だったのか(1) 1950年代に「南部」から起こった公民権運動について概観し，その歴史的な意味について理解する．

23 公民権運動とは何だったのか(2) 視聴覚教材を用いて，公民権運動が闘った人種的偏見の構造について考える．

24 公民権運動とは何だったのか(3) 1960年代以降の公民権運動の発展と変容について学び，アメリカ合州国社会が現在も持つ課題について理解する．

25 人種的偏見とは何か(1) カナダにおける日系カナダ人の事例を歴史的に概観し．人種的偏見の形成と変容について，具体的に理解する．

26 人種的偏見とは何か(2) 第二次世界大戦時における日本人とアメリカ人の人種的偏見について具体事例を取り上げ，その構造を理解する．

27 キング牧師とマルコムX(1) M.L.キングとマルコムX，二人の足跡をたどり，両者の思想を比較して考察することを通じて，人種的偏見を克服
する方法について考える．

28 キング牧師とマルコムX(2) 両者の思想的遍歴，その考え方の変容を手掛かりに，現在のアメリカ合州国社会の抱える課題について理解する．

29 ラス・カサスの思想(1) 大航海時代に生きたラス・カサスの思想的遍歴を通じて，人種的偏見の世界史的な意味について理解する．

30 ラス・カサスの思想(2) 一年間の講義を通じて得られた知見に基づき，人類の課題としての人種的偏見克服について考える．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

社会科学特講 (Comprehensive Social Studies)

八百 俊介 教授

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
C3(80%) D2(20%) (a),(b)

前期は，諸外国における貧困・外国人・資源獲得などの政治的・社会的問題の発生原因について地誌的視点を交
えて学習する．後期は途上国の経済発展，世界規模での経済問題を学習し，日本の国際貢献について検討する．

【C3】途上国における貧困問題が国内の社会的・経済的構造から理解で
きる

途上国における貧困問題を歴史的過程，都市・農村双方の社会的・経済
的構造から理解できているか定期試験で評価する

【D2】外国人問題の発生要因と実情が理解できる 外国人問題の発生要因と実情が理解できているか定期試験で評価する

【C3】国際紛争・連携の要因としての資源問題が理解できる 国際紛争・連携の背景に資源確保・争奪が存在することが理解できてい
るか定期試験で評価する

【C3】世界レベルでの経済活動の拡大過程と途上国の発展問題が理解で
きる

経済活動が拡大する過程や途上国の経済発展方法について理解できてい
るか定期試験で評価する

【C3】国際貢献の問題点を理解し，新たな方法を提示することができる 従来の国際貢献の問題点を理解し，今後の方法を提示できるか定期試験
で評価する

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．100点満点とし，60点以上を合格とする

ノート講義

授業時に提示

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（社会科学特講）

1 国際社会に対する視点 現在の国際社会が抱える問題について概観する

2 途上国の貧困問題1 途上国における貧困問題の要因を農村・都市両面から社会的・経済的要因から学習する

3 途上国の貧困問題2 第2週目に同じ

4 途上国の貧困問題3 第2週目に同じ

5 途上国の貧困問題4 第2週目に同じ

6 外国人との共生1 国内の外国人増加の原因と迫害問題の原因について学習する

7 外国人との共生2 第6週目に同じ

8 外国人との共生3 第6週目に同じ

9 外国人との共生4 第6週目に同じ

10 資源確保と諸問題1 資源確保をめぐる動きとそこから派生する問題を学習する

11 資源確保と諸問題2 第10週目に同じ

12 資源確保と諸問題3 第10週目に同じ

13 資源確保と諸問題4 第10週目に同じ

14 資源確保と諸問題5 第10週目に同じ

15 まとめ 演習形式でのまとめ

16 経済の世界的枠組み1 国家間の経済活動の原初形態を学習する

17 経済の世界的枠組み2 第16週目に同じ

18 経済の世界的枠組み3 第16週目に同じ

19 世界経済の拡大1 経済活動の拡大原因と影響を学習する

20 世界経済の拡大2 第19週目に同じ

21 世界経済の拡大3 第19週目に同じ

22 世界経済の拡大4 第19週目に同じ

23 途上国の経済発展1 新興国の発展要因について学習する

24 途上国の経済発展2 第23週目に同じ

25 途上国の経済発展3 第23週目に同じ

26 途上国の経済発展4 第23週目に同じ

27 国際貢献の評価と課題1 従来の国際貢献について評価し今後の方策を検討する

28 国際貢献の評価と課題2 第27週目に同じ

29 国際貢献の評価と課題3 第27週目に同じ

30 まとめ 演習形式でのまとめ

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

人文科学特講 (Human Science)

今里 典子 教授

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
C3(80%) D2(20%) (a),(b)

理論言語学の基礎的な概念や考え方を学び，言語とは何か，ということを考察し理解を深めるための講義である
．特に日本手話（JSL）にターゲットを絞り，多角的な視点からのデータに基づき，手話の構造を理解し．他言
語と比較し，手話話者に対する理解も深める．基本的な表現も習得し，手話による基本的なコミュニケーション
ができることも目指す．

【C3】日本手話が言語である事を，言語学的・理論的に説明できる． 日本手話が言語である事を，言語学的・理論的に説明できるかどうかを
，定期試験およびレポートによって評価する．

【C3】手話話者である聾者について正しく理解する． 手話話者である聾者について正しく理解しているかどうかを，定期試験
およびレポートによって評価する．

【D2】基本的な日本手話表現を使って簡単なコミュニケーションができ
る．

基本的な日本手話表現を使って簡単なコミュニケーションができるかど
うかを，定期試験及びレポートによって評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

ノート講義（適宜プリントを配布）

「手は脳について何を語るか」：H. Poizner他著・石坂郁代他訳（新曜社）

なし

授業では積極的に発言する事が求められる．また必ず基本的手話表現を習得する必要がある．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（人文科学特講）

1 イントロダクション 授業の進め方や評価方法などの説明．手話を学習するに当たっての注意事項について説明．手話に関するアンケー
トの実施．

2 言語学概論・世界の言語 アンケート結果を公開・世界の言語（音声言語）状況の紹介．＋指文字1＋日本手話（以下JSL）の挨拶

3 言語学概論・言語の定義 言語学の基本的な考え方の概説を受け，言語とは何か，その基本的な特徴について学習する．＋指文字2＋JSL表現
1

4 言語学概論・発声と聞こえのメカニズム 人間の発声と聞こえのメカニズムについて学習する．＋指文字3＋JSL表現2

5 言語学概論・NVC ノンバーバルコミュニケーションの様々な表現手段と「手話言語」の区別と関係について学習する．＋指文字4＋J
SL表現3

6 手話言語学入門・手話の発生 手話言語の発生過程について学習する．＋指文字5＋JSL表現4

7 手話言語学入門・手話の習得 手話言語の習得・学習過程について学習する．＋指文字6＋JSL表現5

8 手話言語学・記述法 手話の記述方法について学習する．　+JSL表現6

9 手話言語学・音韻論 手話の音韻体系を，JSL語彙の分析演習を通して学習する．＋JSL表現7

10 手話言語学・形態論 手話の形態：JSL語彙の語形成のルールを，実際の単語を分析することで理解する．＋JSL表現8

11 手話言語学・統語論（1） 手話の形態・統語： JSLの「類辞」を取り上げ現象を観察したうえで，音声日本語の文法と比較し，区別できるよ
うにする．＋JSL表現9

12 手話言語学・統語論（2） 手話の統語：JSLと日本語の語順を比較し，2つが別の言語であることを理解する．＋JSL表現10

13 レポート発表会＆ディスカッション（1） 学生がレポートの内容を発表し，内容について他の学生と質疑応答・議論を行う．

14 レポート発表会＆ディスカッション（2） 学生がレポートの内容を発表し，内容について他の学生と質疑応答・議論を行う．

15 手話表現 前期に習得した手話表現を使って会話の訓練を行う．

16 手話学応用・手話失語 手話失語の症例から，手話が脳内でどのようにプロセスされていると考えるのが妥当なのかを理解する．＋手話読
み取り

17 手話学応用・聾学校教育（1） JSLによる講演「聾学校について」に参加し，質疑応答を行う．

18 手話学応用・聾学校教育（2） 2つの異なる方法で行う聾教育の比較から，聾学校の現在について理解する．＋手話読み取り

19 手話学応用・情報保障の技術（1） JSLによる講演「聾者をサポートする技術」に参加し，質疑応答を行う．

20 手話学応用・情報保障の技術（2） 補聴器・人口内耳について学習する．＋手話読み取り

21 手話学応用・情報保障のシステム JSLによる講演「聾者の生活について」に参加し，質疑応答を行う．

22 手話学応用・手話文化 「聾者」を描いた映画やドラマから聾者の生活について観察した上で，情報保障としての手話の役割を理解する．

23 手話学応用・表現演習 手話による実際のコミュニケーションに備えて，表現を整理し，演習する．

24 手話コミュニケーション（1） 図書館の資料を利用して，与えられた内容を手話で表現し，伝達することで，手話表現能力を身につける．

25 手話コミュニケーション（2） 図書館の資料を利用して，自由な内容を手話で表現・伝達・読み取り・応答を行うことで手話で基本的な会話がで
きる力を養う．

26 手話コミュニケーション（3） 図書館の資料を利用して，自由な内容を手話で表現・伝達・読み取り・応答を行うことで手話で基本的な会話がで
きる力を養う．

27 手話コミュニケーション（4） 図書館の資料を利用して，自由な内容を手話で表現・伝達・読み取り・応答を行うことで手話で基本的な会話がで
きる力を養う．

28 手話研究基礎(1) JSLの実際のデータから意味記述を行う．

29 手話研究基礎(2) 記述データから分かる事をまとめる．

30 まとめ 学習内容の理解度を確認し整理する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．後期定期試験を実施する．（詳細は授業中に指示する）
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

経済学 (Economics)

高橋 秀実 教授

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )
C3(80%) D2(20%) (a),(b)

現代日本経済・世界経済の諸テーマを多面的に検証する．最新の経済テーマ・トピックスを採り入れ，時事経済
記事・データを紹介し，経済動向を視野に入れつつ，現代経済の全体像を浮き彫りにする．転換期としての日本
経済・世界経済の現状と課題を把握し，技術者として現代経済を広い視野から分析し判断しうる見識を養成する
．

【C3】1990年代以降日本のバブル崩壊不況，および2008年リーマンシ
ョック，2011年ギリシヤ発の欧州金融危機を検証し，金融危機・財政
危機・ソブリンリスクが複合した世界経済危機・世界同時不況を検証し
考察する．

日本及び世界経済の現況と課題の理解度を，試験・レポート・提出物に
より評価する．

【C3】終身雇用・年功序列型雇用制度の変化，フリーター・非正規雇用
の増大，，失業率・雇用動向を検証し，ワーキングプアなど現代の格差
問題を考察する．

労働・雇用問題の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

【C3】少子化・高齢化の現況と原因を分析し，財政・税制・社会保障・
経済成長に及ぼす影響や問題点を考察する．

少子化・高齢化問題の理解度を，試験・レポート・提出物により評価す
る．

【C3】日本の貿易の現状と課題を考察する．グローバル化とともに地域
経済統合が進展する世界経済において，自由貿易と保護貿易の考え方を
比較し，TPPやFTAの進展状況や問題点を検証する．

貿易についての理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

【D2】技術革新と産業構造の変化の関連を考察する． 技術革新と産業構造の関連の理解度を，試験・レポート・提出物により
評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70% ，レポート・提出物30%　で評価する．試験成績は前後期の平均点とする．100点満点で60
点以上を合格とする．

「少子社会日本」：山田昌弘（岩波新書）
プリント

「経済財政白書 2013年度版」：内閣府（国立印刷局）
「ゼミナール日本経済入門　2013年度版 」：三橋規宏他（日本経済新聞社）
「希望格差社会」：山田昌弘（筑摩書房）

政治経済（3年）

なし
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（経済学）

1 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

2 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

3 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

4 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

5 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

6 日本のバブル経済：発生と崩壊 1985年プラザ合意以降80年代後半の株価・地価高騰，バブル経済化の過程とその原因を分析し考察する．

7 日本のバブル経済：発生と崩壊 1990年代株価・地価暴落，バブル崩壊に至った過程とその原因を分析し考察する．

8 平成不況と金融危機 1990年代バブル崩壊後のデフレ経済，金融危機を招いた銀行の不良債権問題を分析し考察する．

9 IT革命とグローバリゼーション 1990年代以降世界経済の構造変化を生じさせた要因として，情報通信を基盤とする技術革新（IT革命）と，世界市
場の一体化（グローバリゼーション）を考察する．

10 労働・雇用 完全失業率・有効求人倍率の概念，近年の失業率の推移など，雇用の現況を把握するための基礎知識を習得する．

11 労働・雇用 終身雇用制・年功序列型賃金・企業別労働組合など，戦後日本の雇用の特徴を検証し考察する．

12 労働・雇用 能力主義・成果主義賃金への転換など，雇用制度に関する現代的潮流を考察する．

13 労働・雇用 労働時間・休暇など，労働基準法が規定する労働者の権利を検証する．

14 労働・雇用 フリーターなど非正規雇用の増加の現状を分析し，雇用形態の多様化とその問題点を考察する．

15 前期総括 前期の授業内容を総括する．

16 景気 GDP(国内総生産）・経済成長率など基礎概念を確認する．景気の現状を考察するための判断材料たる景気動向指数
を理解し，景気動向を考察する．

17 企業 資本主義経済の根幹を成す株式会社制度，資本調達手段としての株式市場を考察する．

18 少子化・高齢化 日本の少子化・高齢化の現状を分析し考察する．

19 少子化・高齢化 晩婚化・未婚化及び経済的理由による出生率低下などの諸観点から，少子化の原因を分析し考察する．

20 少子化・高齢化 財政・税制・社会保障など様々な面に及ぼす少子化・高齢化の経済的影響を考察する．

21 財政 公共財の供給・所得の再分配・景気の調整など諸観点から，財政の機能を考察する．

22 租税 直接税と間接税の比較を中心に税制度を分析する．国債累積・財政破綻の現状を分析する．

23 社会保障 年金問題など日本の社会保障制度の問題点を分析し考察する．

24 格差問題 所得格差・ワーキング・プアなど近年の格差拡大の現状を理解し，その原因を分析する．雇用形態の変化，高齢化
など様々な要因から多面的に考察する．

25 貿易 日本の貿易の特徴を分析する．日本企業の生産海外移転・多国籍企業化を理解し，グローバリゼーションを考察す
る．

26 貿易 近年著しい発展を遂げつつある中国経済の現状を分析し，日中経済関係のあり方を考察する．

27 技術革新と産業構造 ペティ・クラークの法則が示す産業構造の変動を日本経済の歩みを通じて実証する．

28 技術革新と産業構造 戦後日本の技術革新を，高度成長期の大量生産型，オイルショック期の省エネ型，80年代以降の情報通信型に類型
化して特徴を考察し，技術革新と産業構造の変遷の連関性を分析する．

29 技術革新の新しい潮流 情報通信革命，環境との調和などのコンセプト，注目される技術革新の新しい潮流を考察する．

30 総括：世界経済・日本経済の現状と課題 全授業の総括として，世界経済・日本経済が置かれている現状と諸課題を考察する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．時事経済テーマを随時導入するため，上記予定テーマの内容・順序は変更可能性あり
．
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1
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3
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5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information Technology)

（前期）早稲田 一嘉 准教授，熊野 智之 准教授（後期）早稲田 一嘉 准教授，小林 洋二 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A3(100%) 

本講義は，コンピュータを電子文房具として手軽に使うために必要となる基礎技術を身につけることを目的とし
ている．コンピュータやネットワークの仕組みを理解しながら，キーボードの操作や文書入力，電子メールの操
作，コマンドによる Linux の操作，Web ページの作成方法，WWWによる情報収集と発信，アプリケーション
ソフトウェア（ワープロ，表計算，プレゼンテーション）の操作について演習をしながら学習していく．

【A3】コンピュータや電子メールを利用する際のマナーを身につける． コンピュータや電子メールを利用する際のマナーを身につけたかどうか
レポートと前期定期試験で評価する．

【A3】コンピュータおよびネットワークとセキュリティの基本的概念が
理解できる．

コンピュータおよびネットワークとセキュリティの基本的概念を理解し
たかどうか前期定期試験と後期中間試験で評価する．

【A3】コマンドを利用してLinuxの基本的な操作を行うことができる． コマンドを利用して基本的な操作を行うことができるかどうか前期定期
試験で評価する．

【A3】タッチタイピングができる． タイピングテスト結果で評価する．

【A3】インターネット上の倫理観を身につけながら情報を収集，加工，
発信（HTMLによるWebページ作成）できる．

インターネットを通して情報を収集・加工・発信（HTMLによるWebペ
ージ作成）できるかどうか，また倫理観が身についているかレポートと
後期中間試験で評価する．

【A3】ワードプロセッサを使って文書作成ができる． ワードプロセッサを使って文書作成ができるかどうかレポートと後期中
間試験で評価する．

【A3】表計算ソフトウェアを使って簡単な計算およびデータ処理，グラ
フ作成ができる．

表計算ソフトウェアを使って簡単な計算およびデータ処理，グラフ作成
ができるかどうかレポートと後期中間試験で評価する．

【A3】プレゼンテーションソフトウェアを使って簡単な作図およびスラ
イドを作成することができる．

プレゼンテーションソフトウェアを使って簡単な作図およびスライドを
作成できるかレポートで評価する．

　 　

　 　

成績は，試験30%　レポート60%　タイピング10%　として評価する．試験は，前期定期と後期中間の算術平均
とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「情報基礎」：神戸高専編

「新The UNIX Super Text 上下巻」：中村敦司他（技術評論社）
「Linuxがわかる本」：吉川明広（オーム社）
「詳解 HTML&CSS&JavaScript 辞典 第5版」：大藤幹他（秀和システム）
「キーワードで理解する最新情報リテラシー　第4版」：久野靖他監修（日経BP社）

情報処理(2年)，情報処理(5年)
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（情報基礎）

1 演習システムと利用方法 演習室の利用方法，ログイン，ログオフ，利用上のマナーについて説明し，コンピュータの基本的構造について学
習する．

2 タイピング練習，SNS利用について キーボード配列について学び，タイピング練習を行う．ソーシャルネットワーキングサービス(SNS)を利用する上で
の注意点を学習する．

3 タイピング練習，Linuxの基本コマンド(1) タイピング練習．エディタの使用方法について学習する．

4 タイピング練習，Linuxの基本コマンド(2) タイピング練習．ファイルやディレクトリの基本操作を学習する．

5 タイピング練習，Linuxの基本コマンド(3) タイピング練習．ファイルやディレクトリの基本操作を学習する．

6 タイピング練習，メール送受信(1) タイピング練習．電子メールのマナーおよび操作方法を学習する．

7 タイピング練習，メール送受信(2) タイピング練習．メール送受信を行う．

8 復習 1～7週目までについての復習を行う．

9 コンピュータの基礎 コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの一般的な知識について学習する．

10 インターネットとセキュリティ WWWの仕組みおよびセキュリティや倫理について学習する．

11 WWWを利用した情報検索 WWWを有効に利用するための検索手段について学習する．

12 表計算ソフトウェアの利用（1） 表計算ソフトの基本的な操作方法および関数の使い方について学習する．

13 表計算ソフトウェアの利用（2） 表計算ソフトを用いて基本的なデータ処理（抽出，ソートなど）の方法について学習する．

14 表計算ソフトウェアの利用（3） 表計算ソフトを用いて基本的なグラフ作成方法について学習する．

15 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

16 ワードプロセッサの利用（1） ワープロの基本的な操作（入力方法など）について学習する．

17 ワードプロセッサの利用（2） ワープロの基本的な操作（書式設定など）について学習する．

18 ワードプロセッサの利用（3） ワープロの基本的な操作（数式と図など）について学習する．

19 HTMLによるWebページ作成（1） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

20 HTMLによるWebページ作成（2） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

21 HTMLによるWebページ作成（3） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

22 コンピュータの基礎 コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの一般的な知識について復習する．

23 中間試験 コンピュータおよびネットワークについて筆記試験を行う．

24 プレゼンテーションソフトウェアの利用（1） プレゼンテーションについて学び，プレゼンテーションソフトウェアを利用して演習を行う．

25 プレゼンテーションソフトウェアの利用（2） プレゼンテーションソフトウェアを利用して図形の描画，他のアプリケーションとの連携の演習を行う．

26 プレゼンテーションソフトウェアの利用（3） 的確で分かりやすいプレゼンテーション方法について学び，プレゼンテーションの準備を行う．

27 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

28 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

29 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

30 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

備
考

前期定期試験および後期中間試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-158



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information Technology)

（前期）朝倉 義裕 准教授，鈴木 隆起 講師 （後期）朝倉 義裕 准教授，野々村 諒 非常勤講師

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A3(100%) 

本講義は，コンピュータを電子文房具として手軽に使うために必要となる基礎技術を身につけることを目的とし
ている．コンピュータやネットワークの仕組みを理解しながら，キーボードの操作や文書入力，電子メールの操
作，コマンドによる Linux の操作，Web ページの作成方法，WWWによる情報収集と発信，アプリケーション
ソフトウェア（ワープロ，表計算，プレゼンテーション）の操作について演習をしながら学習していく．

【A3】コンピュータや電子メールを利用する際のマナーを身につける． コンピュータや電子メールを利用する際のマナーを身につけたかどうか
レポートと前期定期試験で評価する．

【A3】コンピュータおよびネットワークとセキュリティの基本的概念が
理解できる．

コンピュータおよびネットワークとセキュリティの基本的概念を理解し
たかどうか前期定期試験と後期中間試験で評価する．

【A3】コマンドを利用してLinuxの基本的な操作を行うことができる． コマンドを利用して基本的な操作を行うことができるかどうか前期定期
試験で評価する．

【A3】タッチタイピングができる． タイピングテスト結果で評価する．

【A3】インターネット上の倫理観を身につけながら情報を収集，加工，
発信（HTMLによるWebページ作成）できる．

インターネットを通して情報を収集・加工・発信（HTMLによるWebペ
ージ作成）できるかどうか，また倫理観が身についているかレポートと
後期中間試験で評価する．

【A3】ワードプロセッサを使って文書作成ができる． ワードプロセッサを使って文書作成ができるかどうかレポートと後期中
間試験で評価する．

【A3】表計算ソフトウェアを使って簡単な計算およびデータ処理，グラ
フ作成ができる．

表計算ソフトウェアを使って簡単な計算およびデータ処理，グラフ作成
ができるかどうかレポートと後期中間試験で評価する．

【A3】プレゼンテーションソフトウェアを使って簡単な作図およびスラ
イドを作成することができる．

プレゼンテーションソフトウェアを使って簡単な作図およびスライドを
作成できるかレポートで評価する．

　 　

　 　

成績は，試験30%　レポート60%　タイピング10%　として評価する．試験は，前期定期と後期中間の算術平均
とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「情報基礎」：神戸高専編

「新The UNIX Super Text 上下巻」：中村敦司他（技術評論社）
「Linuxがわかる本」：吉川明広（オーム社）
「詳解 HTML&CSS&JavaScript 辞典 第5版」：大藤幹他（秀和システム）
「キーワードで理解する最新情報リテラシー　第4版」：久野靖他監修（日経BP社）

情報処理(2年)，情報処理(5年)
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（情報基礎）

1 演習システムと利用方法 演習室の利用方法，ログイン，ログオフ，利用上のマナーについて説明し，コンピュータの基本的構造について学
習する．

2 タイピング練習，SNS利用について キーボード配列について学び，タイピング練習を行う．ソーシャルネットワーキングサービス(SNS)を利用する上で
の注意点を学習する．

3 タイピング練習，Linuxの基本コマンド(1) タイピング練習．エディタの使用方法について学習する．

4 タイピング練習，Linuxの基本コマンド(2) タイピング練習．ファイルやディレクトリの基本操作を学習する．

5 タイピング練習，Linuxの基本コマンド(3) タイピング練習．ファイルやディレクトリの基本操作を学習する．

6 タイピング練習，メール送受信(1) タイピング練習．電子メールのマナーおよび操作方法を学習する．

7 タイピング練習，メール送受信(2) タイピング練習．メール送受信を行う．

8 復習 1～7週目までについての復習を行う．

9 コンピュータの基礎 コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの一般的な知識について学習する．

10 インターネットとセキュリティ WWWの仕組みおよびセキュリティや倫理について学習する．

11 WWWを利用した情報検索 WWWを有効に利用するための検索手段について学習する．

12 表計算ソフトウェアの利用（1） 表計算ソフトの基本的な操作方法および関数の使い方について学習する．

13 表計算ソフトウェアの利用（2） 表計算ソフトを用いて基本的なデータ処理（抽出，ソートなど）の方法について学習する．

14 表計算ソフトウェアの利用（3） 表計算ソフトを用いて基本的なグラフ作成方法について学習する．

15 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

16 ワードプロセッサの利用（1） ワープロの基本的な操作（入力方法など）について学習する．

17 ワードプロセッサの利用（2） ワープロの基本的な操作（書式設定など）について学習する．

18 ワードプロセッサの利用（3） ワープロの基本的な操作（数式と図など）について学習する．

19 HTMLによるWebページ作成（1） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

20 HTMLによるWebページ作成（2） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

21 HTMLによるWebページ作成（3） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

22 コンピュータの基礎 コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの一般的な知識について復習する．

23 中間試験 コンピュータおよびネットワークについて筆記試験を行う．

24 プレゼンテーションソフトウェアの利用（1） プレゼンテーションについて学び，プレゼンテーションソフトウェアを利用して演習を行う．

25 プレゼンテーションソフトウェアの利用（2） プレゼンテーションソフトウェアを利用して図形の描画，他のアプリケーションとの連携の演習を行う．

26 プレゼンテーションソフトウェアの利用（3） 的確で分かりやすいプレゼンテーション方法について学び，プレゼンテーションの準備を行う．

27 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

28 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

29 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

30 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

備
考

前期定期試験および後期中間試験を実施する．
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1

2

3

4
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6
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8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

（前期）熊野 智之 准教授 （後期）中辻 武 教授

機械工学科・1年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

製図の最も基本となる線や文字の書き方から製作図の製図法までの製図の基礎を講義と，主に実際に製図を描く
という作業を通して習得できるように学習する．

【A4-M4】製図道具の基本的な使い方を習得する． 製図道具の基本的な使い方が習得できているか，また正しく使われてい
るか，製図中の行動および製図提出物にて評価する．

【A4-M4】製図の最も基本となる線や文字の書き方の技能基礎を身につ
ける

製図の最も基本となる線や文字の書き方の技能基礎を製図提出物にて評
価する．

【A4-M4】立体の把握による投影図や展開図の作成技法が理解でき，基
本図が描ける．

立体の把握による投影図や展開図の作成技法が理解でき正確に製図でき
るか，製図提出物にて評価する．

【A4-M4】製作図作成における基本となる，図面の配置や寸法記入，基
本的な記号に沿った製図ができる．またはめあい等の製図基礎について
理解し，図面への基本的な表し方を習得する．

図面の配置や寸法記入，基本記号，はめあい等の製図基礎について理解
し，正しく図面に表示，製図できるかを作図提出物にて評価するととも
に，理解度テストを実施し評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，製図作業と製図提出物による評価90%　理解度テストによる評価10%　として評価する．100点満点で
60点以上を合格とする．

「機械製図」：林洋次他著（実教出版）
「基礎製図練習ノート」：長澤貞夫他著（実教出版）

「図学と製図新版」 幸田彰著（培風館）

機械実習のほか全ての機械工学専門科目

製図の提出物は必ず期限内に提出すること．また本教科は第2学年の設計製図，それ以降の学年の設計製図へと
継続的に発展する科目である．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（設計製図）

1 導入と製図用具の使い方，文字と記号その1：数字 機械設計製図の導入説明．製図道具の種類，数字の種類と製図としての書き方を学習する．

2 文字と記号その2：，アルファベット・漢字・記号 文字や記号の種類を学習すると共に，製図文字の書き方について作図をとおして学習する．

3 線その1：直線 線の種類を学習すると共に，製図における線の書き方について作図を通して学習する．

4 線その2：円弧と円，直線とのつなぎ コンパス，雲形定規，テンプレートを用いて曲線の書き方やそのつなぎ方について作図を通して学習する．

5 基本的な作図1 ドラフターを用いて，円に接する6角形や線や曲線の混在時でのつなぎかたについて作図をとおして学習する．

6 基本的な作図2 ドラフターを用いて 楕円，インボリュート線を製図，学習する．

7 投影図1 物体の形状を平面状に書き表す正投影法，投影図，第三角法について学習する．

8 投影図2 投影法をフリーハンドにて作図することを通して学習する．

9 投影図3 投影法について製図道具を用い，作図することを通して学習する．

10 投影図4 第三角法の図面上の指示を学習するとともに，製図を通して学習する．

11 立体的な図示法1 等角投影と等角図について学習する，またキャビネット図やテクニカルイラストレーションについて学習する．

12 立体的な図示法2 基本的な等角図とキャビネット図を比較できる形で製図する．

13 立体的な図示法3 前週に引き続き基本的な等角図とキャビネット図を比較できる形で製図する．

14 展開図1 展開図について学習する．また基本的な柱形状物体についての展開図を製図する．

15 展開図2 相貫体の展開図について学習するとともに，基本図について製図する．

16 製作図基礎製図（1） 尺度，図面の様式等製作図を描くときの基本事項について学習する．

17 製作図作成のための基礎製図（2） 線の用法と図の配置に注意しながら基本図を製図する．

18 製作図作成のための基礎製図（3） 製図をとおして寸法記入法基礎について学習する．

19 製作図作成のための基礎製図（4） 基本的な寸法記入法につき製図を通して学習する．

20 製作図作成のための基礎製図（5） 主投影図，補助投影図，部分投影図等，図示上の工夫について学習する．

21 製作図作成のための基礎製図（6） 投影図の考えを基本の製図をとおして学習する．

22 製作図作成のための基礎製図（7） 全断面図，片断面図，部分断面図等の断面示法や線，図形の省略について学習する．

23 製作図作成のための基礎製図（8） 断面図や省略法を基本的な製図を通して学習する．

24 製作図作成のための基礎製図（9） いろいろな寸法記入法について学習する．

25 製作図作成のための基礎製図（10） 図面作成を通して，寸法記入の実際を学習する．

26 製作図作成のための基礎製図（11） 寸法公差，はめあいの基礎について学習する．

27 製作図作成のための基礎製図（12） 表面粗さ， 面の肌について学習する．

28 製作図作成のための基礎製図(13) 図面作成を通して， 各種記号記入の実際を学習する．

29 製作図作成のための基礎製図(14) スケッチ作業を通して， スケッチについて学習する．

30 製作図作成のための基礎製図(15) これまで学んだ内容のまとめと復習を行う．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．適宜， 授業中に理解度テストを実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

 尾崎 純一 教授

機械工学科・1年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

製図における線や文字の書き方から製作図の描き方の基本までを製図作業を通して習得する．また，製図の知識
だけでなく，資料や映像を通して機械工学のものづくりの世界を知るとともに，ものづくりにおける一連の工程
の中で設計製図の位置づけと意義を理解する．さらに，これから機械工学を学ぶ上での心構えについても身につ
ける．

【A4-M4】製図に必要となる線や文字の書き方の基本を身につける． 製図に必要となる線や文字の書き方の基本が身についているかを課題提
出物にて評価する.

【A4-M4】立体の把握による投影図や展開図の作図法が理解でき，基本
的な図形が製図できる．

立体の把握による投影図や展開図の作成法が理解でき，基本的な図形が
製図できるかどうか課題提出物および小テストで評価する．

【A4-M4】製作図の書式，配置など基本事項を理解し，作図ができる． 製作図の書式，配置など基本事項を理解し，作図できるかどうか課題提
出物および小テストで評価する．

【A4-M4】寸法記入法の基本事項を理解し，基本的な記号に沿った製図
ができる．

寸法記入法の基本事項を理解し，基本的な記号に沿った製図ができるか
どうか，課題提出物および小テストで評価する．

【A4-M4】寸法公差，はめあい，表面性状の基本について理解し，適切
な方法で図面に表すことができる．

寸法公差，はめあい，表面性状の基本について理解し，適切な方法で図
面に表すことができるかどうかを課題提出物および小テストで評価する
．

【A4-M4】ものづくりにおける設計製図の意義およびその重要性につい
て理解する．

ものづくりにおける設計製図の意義およびその重要性について理解でき
たかどうか，課題提出物および課題の提出状況で評価する．

【A4-M4】機械製作図を作成する上で重要な要素である「正しく」，「
明瞭」，「迅速」の三つの要素を意識して製図作業を行うことができる
．

機械製作図を作成する上で重要な要素である「正しく」，「明瞭」，「
迅速」の三つの要素を意識して製図作業を行うことができたかどうか，
製図作業状況により評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，小テスト10%　課題提出物と提出状況80%　製図作業状況10%　として評価する．100点満点で60点以
上を合格とする．

「機械製図」：林洋次他著（実教出版）
「基礎製図練習ノート」：長澤貞夫他著（実教出版）

「わかりやすい図学と製図 」 住野和男著 （オーム社）
「図面の描き方がやさしくわかる本」西村仁著（日本能率協会マネージメントセンター）
「機械製図のおはなし[第2版]」 中里為成著（日本規格協会）
「図解力・製図力おちゃのこさいさい」山田学著（日刊工業新聞社）
「製図学への招待」大西清著（理工学社）

機械実習ほか全ての機械工学専門科目

設計製図において課題の提出締切を守ることは非常に大切なことである．提出物は指定した期限内に必ず提出す
ること．設計製図は，ものづくり活動を行うために不可欠かつ重要な工程であることをよく理解した上で授業に
取り組むこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（設計製図）

1 ガイダンス これから，機械工学の専門科目を学習する上での心構えや概要について説明する．

2 製図用具の使い方，文字と記号の書き方 製図用具の使い方を知り，数字，文字，記号の種類と書き方について学ぶ．

3 線の種類と描き方(1) 線の種類および製図時の線の書き方について学ぶ．

4 線の種類と描き方(2) コンパス，雲形定規，テンプレートを用いた曲線の書き方やそのつなぎ方について学ぶ．

5 作図の基礎(1) 円に接する6角形や線や曲線の混在時でのつなぎかたについて学ぶ．

6 作図の基礎(2) 楕円，インボリュート曲線の作図法を学ぶ．

7 投影図(1) 物体の立体形状を平面に書き表す正投影法，投影図，第三角法について学ぶ．

8 投影図(2) 投影法による作図を学ぶ．

9 投影図(3) 投影法による作図を学ぶ．

10 投影図(4) 第三角法のによる作図を学ぶ．

11 立体的な図示法(1) 等角投影と等角図について学習する，またキャビネット図について学ぶ．

12 立体的な図示法(2) 簡単な立体を等角図とキャビネット図を用いて製図する．

13 立体的な図示法(3) 簡単な立体を等角図とキャビネット図を用いて製図する．

14 展開図(1) 展開図の描き方について学ぶ．

15 展開図(2) 相貫体の展開図について学ぶ．

16 復習 これまで学習した内容について復習する．

17 製作図の基本 尺度，図面の様式等製作図を描くときの基本事項について学ぶ．

18 製作図の描き方（1） 主投影図，補助投影図，部分投影図等，図示上の工夫について学ぶ．

19 製作図の描き方（2） 主投影図，補助投影図，部分投影図等を使った製図法について学ぶ．

20 製作図の描き方（3） 主投影図，補助投影図，部分投影図等を使った製図法について学ぶ．

21 製作図の描き方（4） 全断面図，片断面図，部分断面図等の断面示法や線，図形の省略について学ぶ．

22 製作図の描き方（5） 断面図や省略法を使った製図を行い，様々な製図法の使い分けを理解する．

23 製作図の描き方（6） 寸法記入法の基本について学ぶ．

24 製作図の描き方（7） 寸法記入法の基本について学ぶ．

25 製作図の描き方（8） いろいろな寸法記入法について学ぶ．

26 公差（1） 公差の種類と考え方，寸法公差の基礎について学ぶ．

27 公差（2） はめあいの概念および表記法について学ぶ．

28 公差（3） 幾何公差の概念および表記法について学ぶ．

29 表面性状の表し方 表面粗さ， 面の肌の表し方について学ぶ.

30 まとめ これまで学んだ内容のまとめと復習を行う.

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．適宜，授業中に小テストを実施する.
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械実習 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

宮本　猛 教授，高松 日出男 非常勤講師，中西　雅彦 非常勤講師

機械工学科・1年A組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

機械製作における作業を実習，体験することにより，加工の原理，方法，加工条件と加工現象，精度の関係など
について理解させる．機械工作の基本作業（旋盤，フライス盤，鋳造，溶接)を行うことにより，各種加工法に
ついて理解させる．なお，溶接実習に関しては，ガス溶接技能講習会の実習を含む．4班構成（10人／班)で各
ショップを基本的に6週で行う．

【D1】安全に作業することができる． 安全に作業できているか作業状態および試験で評価する．

【A4-M4】工作機械（旋盤）の基本操作を理解し，作業ができる． 工作機械（旋盤）の基本操作を理解し，作業ができているか作業状態，
製品，レポートおよび試験で評価する．

【A4-M4】工作機械（フライス盤）の基本操作を理解し，作業ができる
．

工作機械（フライス盤）の基本操作を理解し，作業ができているか作業
状態，製品，レポートおよび試験で評価する．

【A4-M4】鋳型（単体型，割り型，シェル型，中子型）の製作ができる
．

鋳型（単体型，割り型，シェル型，中子型）の造型法を理解し，製作が
できているか作業状態，製品，レポートおよび試験で評価する．

【A4-M4】溶接（被覆アーク，ガス，半自動アーク，TIG），切断（ガ
ス）の基本的な取扱いと作業ができる．

溶接（被覆アーク，ガス，半自動アーク，TIG），切断（ガス）を理解し
，基本的な取扱いと作業ができているか作業状態，レポートおよび試験
で評価する．

【B1】作業手順，加工原理などについて論理的にレポートにまとめるこ
とができる．

作業手順，加工原理などについて論理的に報告書にまとめることができ
るかを提出されたレポートおよび試験で評価する．

【C4】実習内容をレポートにまとめ期日以内に提出することができる． 実習内容をレポートにまとめ期日以内に提出することができるかを，レ
ポートの提出状況で評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，作業状態40%　レポート，製品および試験60%　として評価する．4ショップの平均とし，100点満点
で60点以上を合格とする．レポートの提出状況の評価については，前期・後期それぞれ最後のレポート作成指
導にてチェックと評価を行い，レポートが1通でも未提出とみなされる場合は原則として不合格とする．

プリント

「機械工作法」：平井三友，和田任弘，塚本晃久共著（コロナ社）

機械工作法

2，3年の機械実習，創造設計製作の基本となるのでよく理解すること.機械実習の実施要領ならびに評価方法に
ついての詳細は配布する計画書と第1週目のガイダンスで説明する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械実習）

1 ガイダンス 各種工作法の説明，機械実習全般の安全心得の説明，各ショップの作業内容の説明，実習指導書の製作

2 旋盤基本作業1 旋盤作業における安全心得，ノギスによる測定及び旋盤の基本操作

3 旋盤基本作業2 つかみ部の製作（バイトの取り付け方法，端面削り，センター穴あけ）

4 旋盤基本作業3 つかみ部の製作（超硬バイトによる外丸荒削り，段付け作業）

5 旋盤基本作業4 機能部の製作（バックラッシを考慮した突っ切りバイトによる長さ決め）

6 旋盤基本作業5 機能部の製作（バックラッシを考慮した突っ切りバイトによるぬすみ取り）

7 旋盤基本作業6 機能部の製作（自動送りによる外丸荒削り，高速度鋼仕上げバイトによる仕上げ削り及び面取り），製品評価（製
品の寸法測定と評価及び全般的考察）

8 中間試験 これまで実施したショップの内容について試験を行う．

9 フライス盤，形削り盤基本作業1 フライス盤，形削り盤作業の安全心得，マイクロメータによる測定及び立てフライス盤の基本操作

10 フライス盤，形削り盤基本作業2 立てフライス盤による平行六面体の加工

11 フライス盤，形削り盤基本作業3 直角及び平行の出し方，寸法測定

12 フライス盤，形削り盤基本作業4 横フライス盤の基本操作，側面削り

13 フライス盤，形削り盤基本作業5 形削り盤の基本操作，段付け加工

14 フライス盤，形削り盤基本作業6 平面研削盤の基本操作，製品評価（製品の評価及び全般的考察）

15 レポート作成指導 レポート作成について，各ショップ毎に指導する．

16 鋳造1 鋳造作業の安全心得，鋳造概要説明（鋳造作業全体の流れ，模型の種類と性質，鋳物砂に必要な性質，鋳物用手工
具の種類と説明，鋳型の各部位の名称と説明）

17 鋳造2 単体型の造型（簡単なVブロックとトースカンの鋳型の造型）

18 鋳造3 割型の造型（三叉管(横幅木型)又は軸受け(立幅木型)用の分割型による造型）

19 鋳造4 課題品の造型（発泡ポリ材で模型を作り，水ガラス系砂で造型）

20 鋳造5 シェル型の造型（シェルモールドマシンによる灰皿用シェル型の造型）

21 鋳造6 課題品仕上げ及び中子の造型（アルカリフェノール砂による軸受中子の造型），鋳込み作業（シェル型・課題品へ
の鋳込みと製品仕上げ）

22 中間試験 これまで実施したショップの内容について試験を行う．

23 工場見学 実習内容に関連する企業の工場を見学

24 溶接1 溶接作業の安全心得，溶接概要説明及びアーク溶接の基礎

25 溶接2 被覆アーク溶接1（ストリンガービード）

26 溶接3 被覆アーク溶接2（ウィービングビード）

27 溶接4 半自動アーク溶接（CO2，MAG）

28 溶接5 ガス溶接

29 溶接6 ガス溶接及びガス切断，TIG溶接

30 レポート作成指導 レポート作成について，各ショップ毎に指導する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．工場見学の評価点は見学先の内容に最も近い実習の評価点にこれを含めるも
のとする．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械実習 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

東 義隆 准教授，高松 日出男 非常勤講師，中西　雅彦 非常勤講師

機械工学科・1年B組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

機械製作における作業を実習，体験することにより，加工の原理，方法，加工条件と加工現象，精度の関係など
について理解させる．機械工作の基本作業（旋盤，フライス盤，鋳造，溶接)を行うことにより，各種加工法に
ついて理解させる．なお，溶接実習に関しては，ガス溶接技能講習会の実習を含む．4班構成（10人／班)で各
ショップを基本的に6週で行う．

【D1】安全に作業することができる． 安全に作業できているか作業状態および試験で評価する．

【A4-M4】工作機械（旋盤）の基本操作を理解し，作業ができる． 工作機械（旋盤）の基本操作を理解し，作業ができているか作業状態，
製品，レポートおよび試験で評価する．

【A4-M4】工作機械（フライス盤）の基本操作を理解し，作業ができる
．

工作機械（フライス盤）の基本操作を理解し，作業ができているか作業
状態，製品，レポートおよび試験で評価する．

【A4-M4】鋳型（単体型，割り型，シェル型，中子型）の製作ができる
．

鋳型（単体型，割り型，シェル型，中子型）の造型法を理解し，製作が
できているか作業状態，製品，レポートおよび試験で評価する．

【A4-M4】溶接（被覆アーク，ガス，半自動アーク，TIG），切断（ガ
ス）の基本的な取扱いと作業ができる．

溶接（被覆アーク，ガス，半自動アーク，TIG），切断（ガス）を理解し
，基本的な取扱いと作業ができているか作業状態，レポートおよび試験
で評価する．

【B1】作業手順，加工原理などについて論理的にレポートにまとめるこ
とができる．

作業手順，加工原理などについて論理的に報告書にまとめることができ
るかを提出されたレポートおよび試験で評価する．

【C4】実習内容をレポートにまとめ期日以内に提出することができる． 実習内容をレポートにまとめ期日以内に提出することができるかを，レ
ポートの提出状況で評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，作業状態40%　レポート，製品および試験60%　として評価する．4ショップの平均とし，100点満点
で60点以上を合格とする．レポートの提出状況の評価については，前期・後期それぞれ最後のレポート作成指
導にてチェックと評価を行い，レポートが1通でも未提出とみなされる場合は原則として不合格とする．

プリント

「機械工作法」：平井三友，和田任弘，塚本晃久共著（コロナ社）

機械工作法

2，3年の機械実習，創造設計製作の基本となるのでよく理解すること.機械実習の実施要領ならびに評価方法に
ついての詳細は配布する計画書と第1週目のガイダンスで説明する．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械実習）

1 ガイダンス 各種工作法の説明，機械実習全般の安全心得の説明，各ショップの作業内容の説明，実習指導書の製作

2 旋盤基本作業1 旋盤作業における安全心得，ノギスによる測定及び旋盤の基本操作

3 旋盤基本作業2 つかみ部の製作（バイトの取り付け方法，端面削り，センター穴あけ）

4 旋盤基本作業3 つかみ部の製作（超硬バイトによる外丸荒削り，段付け作業）

5 旋盤基本作業4 機能部の製作（バックラッシを考慮した突っ切りバイトによる長さ決め）

6 旋盤基本作業5 機能部の製作（バックラッシを考慮した突っ切りバイトによるぬすみ取り）

7 旋盤基本作業6 機能部の製作（自動送りによる外丸荒削り，高速度鋼仕上げバイトによる仕上げ削り及び面取り），製品評価（製
品の寸法測定と評価及び全般的考察）

8 中間試験 これまで実施したショップの内容について試験を行う．

9 フライス盤，形削り盤基本作業1 フライス盤，形削り盤作業の安全心得，マイクロメータによる測定及び立てフライス盤の基本操作

10 フライス盤，形削り盤基本作業2 立てフライス盤による平行六面体の加工

11 フライス盤，形削り盤基本作業3 直角及び平行の出し方，寸法測定

12 フライス盤，形削り盤基本作業4 横フライス盤の基本操作，側面削り

13 フライス盤，形削り盤基本作業5 形削り盤の基本操作，段付け加工

14 フライス盤，形削り盤基本作業6 平面研削盤の基本操作，製品評価（製品の評価及び全般的考察）

15 レポート作成指導 レポート作成について，各ショップ毎に指導する．

16 鋳造1 鋳造作業の安全心得，鋳造概要説明（鋳造作業全体の流れ，模型の種類と性質，鋳物砂に必要な性質，鋳物用手工
具の種類と説明，鋳型の各部位の名称と説明）

17 鋳造2 単体型の造型（簡単なVブロックとトースカンの鋳型の造型）

18 鋳造3 割型の造型（三叉管(横幅木型)又は軸受け(立幅木型)用の分割型による造型）

19 鋳造4 課題品の造型（発泡ポリ材で模型を作り，水ガラス系砂で造型）

20 鋳造5 シェル型の造型（シェルモールドマシンによる灰皿用シェル型の造型）

21 鋳造6 課題品仕上げ及び中子の造型（アルカリフェノール砂による軸受中子の造型），鋳込み作業（シェル型・課題品へ
の鋳込みと製品仕上げ）

22 中間試験 これまで実施したショップの内容について試験を行う．

23 工場見学 実習内容に関連する企業の工場を見学

24 溶接1 溶接作業の安全心得，溶接概要説明及びアーク溶接の基礎

25 溶接2 被覆アーク溶接1（ストリンガービード）

26 溶接3 被覆アーク溶接2（ウィービングビード）

27 溶接4 半自動アーク溶接（CO2，MAG）

28 溶接5 ガス溶接

29 溶接6 ガス溶接及びガス切断，TIG溶接

30 レポート作成指導 レポート作成について，各ショップ毎に指導する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．工場見学の評価点は見学先の内容に最も近い実習の評価点にこれを含めるも
のとする．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報処理 (Information Processing)

朝倉 義裕 准教授，小林 洋二 教授

機械工学科・2年A組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A3(100%) 

情報処理における重要な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語FORTRANを用いて行う．授
業では，授業計画にある各項目について文法および問題解決の処理手順(アルゴリズム)の解説を行い，課題演習
を通してプログラムを作成し，問題を解決する手順を実習する．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイ
ル，実行までの手順を理解し，習得する．

プログラムの作成，コーディング，デバッギング，実行の手順が理解で
きているかを，演習課題のレポートによって評価する．

【A3】FORTRANの文法を理解する． 文法が正しく理解されているかを課題レポートで評価する．あわせて，
中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．

【A3】問題を解決するための基本的なアルゴリズムを理解し，FORTRA
Nを用いてプログラムを正しく記述することができる．

解法のアルゴリズムが正しく理解されているかを課題レポートで評価す
る．あわせて，中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．

【A3】与えられた課題に対し，20～30行程度までの簡単なプログラム
を作成，コンパイル，実行し，正しい結果を導くことができる． 実行結果が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．なお，試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．総
合評価を100点満点で算出し，60点以上を合格とする．また，ここでいうレポートとは，毎回の授業で課される
演習課題に対してプログラムリストと実行結果をメールで提出するものをいう．

自作テキスト（Web上で開示）

「FORTRAN 77入門」：浦 昭二 編（培風館）
「FORTRAN 77プログラミング」：原田 賢一 著(サイエンス社)

情報基礎，数学I，II

1学年の情報基礎で学んだコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提と
して授業を行います．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（情報処理）

1 プログラミングの概要とFORTRANの実行手順 演習室のコンピュータへLogin する方法，プログラムの書き方と初歩的なルール，プログラムをコンパイルする方
法，プログラムを実行する方法を説明し，それらについて演習を通して理解する．

2 データの入出力 データの種類(整数型データ，実数型データ）について理解する．また，プログラムの中で用いるデータを読み込む
READ文，計算結果を表示する WRITE文の使い方を理解する．

3 基本演算と組込み関数 FORTRANで用いる四則演算とよく用いられる組込み関数についての文法を理解する．演習を通して四則演算，組込
み関数の使い方を習得する．

4 演習 1～3週目までの理解度を確認するための課題演習を行う．

5 条件分岐（その1） IF文を用いた条件分岐について，条件(複合条件を含む)，処理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通
してその使い方を習得する．（その1）では，単純な条件分岐によって処理を切り替える場合について理解する．

6 条件分岐（その2） ブロック IF文を用いた複雑な条件分岐について，処理の流れ，具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方
を習得する．

7 配列 データを添え字によって識別する配列について説明する．授業では，主として1次元の配列について講義と演習を
行うが，2次元以上の配列についても簡単に説明する．

8 中間試験 1～7週目の理解度を確認するために中間試験を行う．

9 繰り返し（その1） DO文を用いた繰り返し処理について，処理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方を習
得する．（その1）では，単純な繰り返し処理を実行する場合について理解する．

10 繰り返し（その2） DO文の中にDO文が入れ子(nest)になっている場合やDO文の中にIF文が含まれる場合など，複雑な繰り返し処理に
ついて，処理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方を習得する．

11 演習 5～10週目までの理解度を確認するための課題演習を行う．

12 関数副プログラム
主プログラムと副プログラムという考え方とその必要性について説明し，その中の関数副プログラムについて，処
理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方を習得する．なお，関連する項目として文関
数についても，説明と演習を行う．

13 サブルーチン副プログラム 副プログラムの中で最もよく用いられるサブルーチン副プログラムについて学ぶ．呼び出し方，引数の種類と並び
の対応などの基本的な文法について説明し，課題演習によってサブルーチン副プログラムを習得する．

14 演習 12，13週目の理解度を確認するための課題演習を行う．

15 総合演習 1～14週目までで学んだ方法を使って，応用問題を解くためのプログラムを作成し，コンピュータのプログラムを
用いて問題を解くプロセスを実感する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報処理 (Information Processing)

小林 洋二 教授，朝倉 義裕 准教授

機械工学科・2年B組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A3(100%) 

情報処理における重要な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語FORTRANを用いて行う．授
業では，授業計画にある各項目について文法および問題解決の処理手順(アルゴリズム)の解説を行い，課題演習
を通してプログラムを作成し，問題を解決する手順を実習する．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイ
ル，実行までの手順を理解し，習得する．

プログラムの作成，コーディング，デバッギング，実行の手順が理解で
きているかを，演習課題のレポートによって評価する．

【A3】FORTRANの文法を理解する． 文法が正しく理解されているかを課題レポートで評価する．あわせて，
中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．

【A3】問題を解決するための基本的なアルゴリズムを理解し，FORTRA
Nを用いてプログラムを正しく記述することができる．

解法のアルゴリズムが正しく理解されているかを課題レポートで評価す
る．あわせて，中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．

【A3】与えられた課題に対し，20～30行程度までの簡単なプログラム
を作成，コンパイル，実行し，正しい結果を導くことができる． 実行結果が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．なお，試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．総
合評価を100点満点で算出し，60点以上を合格とする．また，ここでいうレポートとは，毎回の授業で課される
演習課題に対してプログラムリストと実行結果をメールで提出するものをいう．

自作テキスト（Web上で開示）

「FORTRAN 77入門」：浦 昭二 編（培風館）
「FORTRAN 77プログラミング」：原田 賢一 著(サイエンス社)

情報基礎，数学I，II

1学年の情報基礎で学んだコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提と
して授業を行います．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（情報処理）

1 プログラミングの概要とFORTRANの実行手順 演習室のコンピュータへLogin する方法，プログラムの書き方と初歩的なルール，プログラムをコンパイルする方
法，プログラムを実行する方法を説明し，それらについて演習を通して理解する．

2 データの入出力 データの種類(整数型データ，実数型データ）について理解する．また，プログラムの中で用いるデータを読み込む
READ文，計算結果を表示する WRITE文の使い方を理解する．

3 基本演算と組込み関数 FORTRANで用いる四則演算とよく用いられる組込み関数についての文法を理解する．演習を通して四則演算，組込
み関数の使い方を習得する．

4 演習 1～3週目までの理解度を確認するための課題演習を行う．

5 条件分岐（その1） IF文を用いた条件分岐について，条件(複合条件を含む)，処理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通
してその使い方を習得する．（その1）では，単純な条件分岐によって処理を切り替える場合について理解する．

6 条件分岐（その2） ブロック IF文を用いた複雑な条件分岐について，処理の流れ，具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方
を習得する．

7 配列 データを添え字によって識別する配列について説明する．授業では，主として1次元の配列について講義と演習を
行うが，2次元以上の配列についても簡単に説明する．

8 中間試験 1～7週目の理解度を確認するために中間試験を行う．

9 繰り返し（その1） DO文を用いた繰り返し処理について，処理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方を習
得する．（その1）では，単純な繰り返し処理を実行する場合について理解する．

10 繰り返し（その2） DO文の中にDO文が入れ子(nest)になっている場合やDO文の中にIF文が含まれる場合など，複雑な繰り返し処理に
ついて，処理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方を習得する．

11 演習 5～10週目までの理解度を確認するための課題演習を行う．

12 関数副プログラム
主プログラムと副プログラムという考え方とその必要性について説明し，その中の関数副プログラムについて，処
理の流れ，文法と具体的な使い方を説明し，演習を通してその使い方を習得する．なお，関連する項目として文関
数についても，説明と演習を行う．

13 サブルーチン副プログラム 副プログラムの中で最もよく用いられるサブルーチン副プログラムについて学ぶ．呼び出し方，引数の種類と並び
の対応などの基本的な文法について説明し，課題演習によってサブルーチン副プログラムを習得する．

14 演習 12，13週目の理解度を確認するための課題演習を行う．

15 総合演習 1～14週目までで学んだ方法を使って，応用問題を解くためのプログラムを作成し，コンピュータのプログラムを
用いて問題を解くプロセスを実感する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料工学 (Material Engineering)

 早稲田 一嘉 准教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M1(100%) 

材料学をはじめて学ぶ学生に対して，鉄鋼材料を中心とした工業材料の基本的事項から性質，用途を理解させる
．機械工学における設計，加工などに必要な材料の基礎知識を修得させる．

【A4-M1】金属の結晶構造，物理的性質および二元状態図が理解できる
．

金属の結晶構造，物理的性質および二元状態図などの理解度を前期中間
試験，レポートおよび授業中の小テストで評価する．

【A4-M1】鉄鋼材料の基本的な特性と製法，用途，Fe-C系平衡状態図な
どが理解できる．

鉄鋼材料の基本的な特性と製法，用途，Fe-C系平衡状態図などについて
の理解度を前期定期試験，レポートおよび授業中の小テストで評価する
．

【A4-M1】鉄鋼材料の熱処理による機械的特性の変化が理解できる． 鉄鋼材料の熱処理による機械的特性の変化についての理解度を後期中間
試験，レポートおよび授業中の小テストで評価する．

【A4-M1】構造用鋼，工具鋼，ステンレス鋼，アルミ合金，銅合金など
の主な特徴が理解できる．

構造用鋼，工具鋼，ステンレス鋼，アルミ合金，銅合金などのおもな特
徴について，その理解度を後期定期試験，レポートおよび授業中の小テ
ストで評価する．

【A4-M1】基本的な材料試験法の種類と原理が理解できる． 基本的な材料試験法の種類と原理について，その理解度を後期定期試験
，レポートおよび授業中の小テストで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．到達目標1～5について中間試験および定期試験85%，演習
および学習内容のまとめをレポートとして提出し15%で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．演習は
授業中の小テストとして実施する場合がある．

「金属材科学概説」中野慣性著（コロナ社）

機械材料学（日本材料学会）

材料工学（3年設計システムコース），材料力学特論(5年，選択）

授業中の小テストおよび演習で行った問題はレポートとして提出し，評価の対象とする．また，小テストをレポ
ートとして実施し，その際両クラス同時に行うことがある．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（材料工学）

1 金属の物理的性質，超伝導
金属の比重，溶融温度，熱伝導率，比熱，線膨張係数などの物理的性質を説明する．超伝導については専門的な内
容ではなく紹介程度とする．また，この授業で1年間の授業の進め方，小テスト，試験およびレポートの説明を行
う．

2 金属の結晶と非晶質金属 金属の結晶を理解するために，ミラー指数および結晶構造モデルについて説明する．非晶質金属についてその性質
と特徴を説明する．

3 転移と加工硬化 格子欠陥と転移の考え方，双晶変およびすべりについて説明する．加工硬化，回復，再結晶，冷間加工および熱間
加工について説明する．

4 平衡状態図1 合金の平衡状態図の基礎となる，相，変態，金属間化合物，固溶などの金属および合金に現れる現象を説明する．

5 平衡状態図2 二成分系平衡状態図の基本形について，合金成分の代表的な割合を例に取り説明する．

6 析出，多成分系平衡状態図 析出，固溶化処理，共析，析出硬化について説明し，多成分系平衡状態図を紹介する．

7 演習 テキストの問題および学習内容のまとめを行う．

8 中間試験（前期） 金属の結晶構造，物理的性質および二元状態図などの理解度を評価する．

9 製銑と製鋼 鉄鋼材料の製造方法と主な製品の種類と特徴を説明する．

10 Fe-C系平衡状態図1 純鉄，鉄および鋼の基礎知識を説明する．Fe-C系平衡状態図を説明する．

11 Fe-C系平衡状態図2 Fe-C系平衡状態図を説明する．

12 鉄鋼材料の標準組織1 Fe-C系平衡状態図から標準組織の基本事項を説明する．

13 鉄鋼材料の標準組織2 顕微鏡観察からわかる組織変化と球状化処理について説明する．

14 炭素含有量と諸性質 炭素含有量および不純物による鉄鋼材料の機械的特性の変化を説明する．

15 演習 テキストの問題および学習内容のまとめを行う．

16 鋼の焼なまし 鋼の焼なましの基本事項を説明し，その種類と熱処理温度についても説明する．

17 鋼の焼入れ1 鋼の焼入れの種類と熱処理温度について説明する．焼入れによる体積変化のその原因を説明する．

18 鋼の焼入れ2 焼入れにおける体積変化を組織変化の観点から説明する．臨界冷却速度，質量効果，炭素含有量と焼入れ硬さにつ
いて説明する．

19 焼もどし 焼もどしの基本事項について説明する．焼もどしにより発生する体積変化と組織変化の関係を説明する．サブゼロ
処理について説明する．

20 鋼の等温変態1 等温変態曲線の基本事項を説明する．TTT線図と組織変化の関係を説明する．

21 鋼の等温変態2 臨界冷却速度とCCT曲線の基本事項を説明する．CCT曲線を利用した熱処理について説明する．

22 演習 テキストの問題および学習内容のまとめを行う．

23 中間試験（後期） 鉄鋼材料の熱処理による機械的特性の変化についての理解度を評価する．

24 復習 中間試験の内容について各自で間違った部分を再学習し，さらに理解を深める．

25 構造用鋼 一般構造用鋼，高張力鋼などの構造用鋼の種類，名称，特徴を説明する．

26 工具鋼 炭素工具鋼，高速度鋼，合金工具鋼などの工具鋼の種類，名称，特徴を説明する．

27 ステンレス鋼 ステンレス鋼の種類，名称，特徴と腐食のメカニズムを説明する．

28 アルミニウム合金と銅合金 アルミニウムおよび銅を主成分とする工業用材料について，その性質と特性を説明する．

29 材料試験1 引張試験，衝撃試験，硬さ試験などの主な材料試験方法の目的，種類，原理を説明する

30 材料試験2 引張試験，衝撃試験，硬さ試験などの主な材料試験方法の目的，種類，原理を説明する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．授業中の小テストおよび演習で行った問題はレポートとして提出し，評価の
対象とする．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料工学 (Material Engineering)

 早稲田 一嘉 准教授

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M1(100%) 

材料学をはじめて学ぶ学生に対して，鉄鋼材料を中心とした工業材料の基本的事項から性質，用途を理解させる
．機械工学における設計，加工などに必要な材料の基礎知識を修得させる．

【A4-M1】金属の結晶構造，物理的性質および二元状態図が理解できる
．

金属の結晶構造，物理的性質および二元状態図などの理解度を前期中間
試験，レポートおよび授業中の小テストで評価する．

【A4-M1】鉄鋼材料の基本的な特性と製法，用途，Fe-C系平衡状態図な
どが理解できる．

鉄鋼材料の基本的な特性と製法，用途，Fe-C系平衡状態図などについて
の理解度を前期定期試験，レポートおよび授業中の小テストで評価する
．

【A4-M1】鉄鋼材料の熱処理による機械的特性の変化が理解できる． 鉄鋼材料の熱処理による機械的特性の変化についての理解度を後期中間
試験，レポートおよび授業中の小テストで評価する．

【A4-M1】構造用鋼，工具鋼，ステンレス鋼，アルミ合金，銅合金など
の主な特徴が理解できる．

構造用鋼，工具鋼，ステンレス鋼，アルミ合金，銅合金などのおもな特
徴について，その理解度を後期定期試験，レポートおよび授業中の小テ
ストで評価する．

【A4-M1】基本的な材料試験法の種類と原理が理解できる． 基本的な材料試験法の種類と原理について，その理解度を後期定期試験
，レポートおよび授業中の小テストで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．到達目標1～5について中間試験および定期試験85%，演習
および学習内容のまとめをレポートとして提出し15%で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．演習は
授業中の小テストとして実施する場合がある．

「金属材科学概説」中野慣性著（コロナ社）

機械材料学（日本材料学会）

材料工学（3年設計システムコース），材料力学特論(5年，選択）

授業中の小テストおよび演習で行った問題はレポートとして提出し，評価の対象とする．また，小テストをレポ
ートとして実施し，その際両クラス同時に行うことがある．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（材料工学）

1 金属の物理的性質，超伝導
金属の比重，溶融温度，熱伝導率，比熱，線膨張係数などの物理的性質を説明する．超伝導については専門的な内
容ではなく紹介程度とする．また，この授業で1年間の授業の進め方，小テスト，試験およびレポートの説明を行
う．

2 金属の結晶と非晶質金属 金属の結晶を理解するために，ミラー指数および結晶構造モデルについて説明する．非晶質金属についてその性質
と特徴を説明する．

3 転移と加工硬化 格子欠陥と転移の考え方，双晶変およびすべりについて説明する．加工硬化，回復，再結晶，冷間加工および熱間
加工について説明する．

4 平衡状態図1 合金の平衡状態図の基礎となる，相，変態，金属間化合物，固溶などの金属および合金に現れる現象を説明する．

5 平衡状態図2 二成分系平衡状態図の基本形について，合金成分の代表的な割合を例に取り説明する．

6 析出，多成分系平衡状態図 析出，固溶化処理，共析，析出硬化について説明し，多成分系平衡状態図を紹介する．

7 演習 テキストの問題および学習内容のまとめを行う．

8 中間試験（前期） 金属の結晶構造，物理的性質および二元状態図などの理解度を評価する．

9 製銑と製鋼 鉄鋼材料の製造方法と主な製品の種類と特徴を説明する．

10 Fe-C系平衡状態図1 純鉄，鉄および鋼の基礎知識を説明する．Fe-C系平衡状態図を説明する．

11 Fe-C系平衡状態図2 Fe-C系平衡状態図を説明する．

12 鉄鋼材料の標準組織1 Fe-C系平衡状態図から標準組織の基本事項を説明する．

13 鉄鋼材料の標準組織2 顕微鏡観察からわかる組織変化と球状化処理について説明する．

14 炭素含有量と諸性質 炭素含有量および不純物による鉄鋼材料の機械的特性の変化を説明する．

15 演習 テキストの問題および学習内容のまとめを行う．

16 鋼の焼なまし 鋼の焼なましの基本事項を説明し，その種類と熱処理温度についても説明する．

17 鋼の焼入れ1 鋼の焼入れの種類と熱処理温度について説明する．焼入れによる体積変化のその原因を説明する．

18 鋼の焼入れ2 焼入れにおける体積変化を組織変化の観点から説明する．臨界冷却速度，質量効果，炭素含有量と焼入れ硬さにつ
いて説明する．

19 焼もどし 焼もどしの基本事項について説明する．焼もどしにより発生する体積変化と組織変化の関係を説明する．サブゼロ
処理について説明する．

20 鋼の等温変態1 等温変態曲線の基本事項を説明する．TTT線図と組織変化の関係を説明する．

21 鋼の等温変態2 臨界冷却速度とCCT曲線の基本事項を説明する．CCT曲線を利用した熱処理について説明する．

22 演習 テキストの問題および学習内容のまとめを行う．

23 中間試験（後期） 鉄鋼材料の熱処理による機械的特性の変化についての理解度を評価する．

24 復習 中間試験の内容について各自で間違った部分を再学習し，さらに理解を深める．

25 構造用鋼 一般構造用鋼，高張力鋼などの構造用鋼の種類，名称，特徴を説明する．

26 工具鋼 炭素工具鋼，高速度鋼，合金工具鋼などの工具鋼の種類，名称，特徴を説明する．

27 ステンレス鋼 ステンレス鋼の種類，名称，特徴と腐食のメカニズムを説明する．

28 アルミニウム合金と銅合金 アルミニウムおよび銅を主成分とする工業用材料について，その性質と特性を説明する．

29 材料試験1 引張試験，衝撃試験，硬さ試験などの主な材料試験方法の目的，種類，原理を説明する

30 材料試験2 引張試験，衝撃試験，硬さ試験などの主な材料試験方法の目的，種類，原理を説明する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．授業中の小テストおよび演習で行った問題はレポートとして提出し，評価の
対象とする．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工作法 (Manufacturing Technology)

斉藤 茂 教授

機械工学科・2年A組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

「ものづくり」には材料と加工と設計の知識が必要である．それを達成するためには，より高い加工技術が必要
である．そのために機械工作の基礎となる加工方法を全般にわたり講義する．また兵庫労働局よりガス溶接技能
講登録教習機関に認定（兵基安認定第203号）された学校として，その講習規定に沿い講義を行い，修了試験が
受験できるようにする．

【A4-M4】金属の基本的な加工法が理解できる． 金属の基本的な加工法が理解できているか中間試験，課題レポートで評
価する．

【A4-M4】鋳造方法，非破壊検査方法について理解できる． 鋳造方法，非破壊検査方法について理解できているか中間試験，課題レ
ポートで評価する．

【A4-M4】塑性加工方法について理解できる． 塑性加工方法について理解できているか中間試験，課題レポートで評価
する．

【A4-M4】溶接法について理解できる． 溶接法について理解できているか中間試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】ガス溶接技能講習会の座学の内容が理解できる． ガス溶接技能講習会の座学の内容が理解できているか定期試験，課題レ
ポートで評価する．

【A4-M4】切削加工方法について理解できる． 切削加工方法について理解できているか定期試験，課題レポートで評価
する．

【A4-M4】研削加工方法について理解できる． 研削加工方法について理解できているか定期試験，課題レポートで評価
する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
100点満点で60点以上を合格とする．

「機械系教科書シリーズ3機械工作法」：平井三友，和田任弘，塚本晃久共著（コロナ社）
「ガス溶接・溶断作業の安全」：厚生労働省安全課編（中央労働災害防止協会）

「機械工作要論」：大西久治著（理工学社）
「最新機械製作」：機械製作法研究会編（養賢堂）

機械実習

1年生の機械実習の内容をよく理解していること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械工作法）

1 機械工作法について 金属の加工性と機械工作法の分類，機械製作の順序

2 鋳造 鋳造の概要，模型と鋳型

3 鋳造 溶解炉と鋳込み，鋳物の欠陥，非破壊検査法

4 鋳造 鋳造用金属材料，特殊鋳造法

5 塑性加工 塑性加工の概要，鍛造，圧延，プレス加工

6 溶接 溶接の概要，溶接の種類と形式

7 溶接 溶接部の性質，各種材料の溶接

8 中間試験 到達目標1，2，3，4の範囲

9 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する設備の構造および取り扱いの方法に関する知識

10 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する設備の構造および取り扱いの方法に関する知識

11 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する可燃性ガスおよび酸素に関する知識

12 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する可燃性ガスおよび酸素に関する知識，関係法規

13 切削加工 切削加工の概要，切削理論，旋盤，ボール盤，中ぐり盤

14 切削加工 フライス盤，平削り盤，形削り盤，立削り盤，NC工作機械

15 研削加工 研削加工の概要，平面研削盤，円筒研削盤，内面研削盤，特殊研削法

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工作法 (Manufacturing Technology)

斉藤 茂 教授

機械工学科・2年B組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

「ものづくり」には材料と加工と設計の知識が必要である．それを達成するためには，より高い加工技術が必要
である．そのために機械工作の基礎となる加工方法を全般にわたり講義する．また兵庫労働局よりガス溶接技能
講登録教習機関に認定（兵基安認定第203号）された学校として，その講習規定に沿い講義を行い，修了試験が
受験できるようにする．

【A4-M4】金属の基本的な加工法が理解できる． 金属の基本的な加工法が理解できているか中間試験，課題レポートで評
価する．

【A4-M4】鋳造方法，非破壊検査方法について理解できる． 鋳造方法，非破壊検査方法について理解できているか中間試験，課題レ
ポートで評価する．

【A4-M4】塑性加工方法について理解できる． 塑性加工方法について理解できているか中間試験，課題レポートで評価
する．

【A4-M4】溶接法について理解できる． 溶接法について理解できているか中間試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】ガス溶接技能講習会の座学の内容が理解できる． ガス溶接技能講習会の座学の内容が理解できているか定期試験，課題レ
ポートで評価する．

【A4-M4】切削加工方法について理解できる． 切削加工方法について理解できているか定期試験，課題レポートで評価
する．

【A4-M4】研削加工方法について理解できる． 研削加工方法について理解できているか定期試験，課題レポートで評価
する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
100点満点で60点以上を合格とする．

「機械系教科書シリーズ3機械工作法」：平井三友，和田任弘，塚本晃久共著（コロナ社）
「ガス溶接・溶断作業の安全」：厚生労働省安全課編（中央労働災害防止協会）

「機械工作要論」：大西久治著（理工学社）
「最新機械製作」：機械製作法研究会編（養賢堂）

機械実習

1年生の機械実習の内容をよく理解していること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械工作法）

1 機械工作法について 金属の加工性と機械工作法の分類，機械製作の順序

2 鋳造 鋳造の概要，模型と鋳型

3 鋳造 溶解炉と鋳込み，鋳物の欠陥，非破壊検査法

4 鋳造 鋳造用金属材料，特殊鋳造法

5 塑性加工 塑性加工の概要，鍛造，圧延，プレス加工

6 溶接 溶接の概要，溶接の種類と形式

7 溶接 溶接部の性質，各種材料の溶接

8 中間試験 到達目標の1，2，3，4の範囲

9 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する設備の構造および取り扱いの方法に関する知識

10 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する設備の構造および取り扱いの方法に関する知識

11 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する可燃性ガスおよび酸素に関する知識

12 ガス溶接技能講習 ガス溶接の業務のために使用する可燃性ガスおよび酸素に関する知識，関係法規

13 切削加工 切削加工の概要，切削理論，旋盤，ボール盤，中ぐり盤

14 切削加工 フライス盤，平削り盤，形削り盤，立削り盤，NC工作機械

15 研削加工 研削加工の概要，平面研削盤，円筒研削盤，内面研削盤，特殊研削法

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工学概論 (Introduction to Mechanical Engineering)

小林 滋 教授，赤対 秀明 教授，中辻 武 教授，尾崎 純一 教授

機械工学科・2年A組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M1(25%) A4-M2(25%) A4-M3(25%) A4-M4(25%) 

これまでの専門科目ですでに習った内容から，今後本校の機械工学科で学習する専門科目内容の基礎および必要
性を理解させることを主な目的とする．また実業界で活躍するエンジニアなど外部講師を招聘し，講話を通して
機械工学に対する興味を持たせ，理解を深めさせる．

【A4-M1】材料の種類や強さなど材料の基礎および必要性を理解する． 材料の種類や強さなど材料の基礎および必要性が理解できたかどうか，
材料に関するレポートで評価する．

【A4-M2】エネルギーの種類や環境問題などエネルギーの基礎および必
要性を理解する．

エネルギーの種類や環境問題などエネルギーの基礎および必要性できた
かどうか，エネルギーに関するレポートや小テストで評価する．

【A4-M3】制御とメカトロニクスの基礎および必要性を理解する． 制御とメカトロニクスの基礎および必要性を理解できたかどうか，制御
とメカトロニクスに関する小テストで評価する．

【A4-M4】技術の歴史を学び，今後の技術発展を考える． 技術の歴史を学び，今後の技術発展を考えることができるようになった
かどうか，技術史に関するレポートで評価する．

【A4-M4】既存の製品に付加価値をつけるという課題を通して，創造性
，プレゼンテーション能力をみにつける．

付加価値に関する報告書やプレゼンテーションを通して創造性およびプ
レゼンテーション能力を評価する．

【A4-M4】経験豊かな第一線のエンジニア等の外部講師，あるいは4人
の先生の話を総合して，機械工学を理解すると共に，将来の方向性につ
いて考える．

外部講師の講話を聞いたレポートや，授業中に作成したノート内容で機
械工学の理解度およびエンジニアを目指す学生としての心構えを評価す
る．

　 　

　 　

　 　

　 　

到達目標1，2，3，4は各15%ずつ，到達目標5，6は各20%ずつの重み付けとし，到達目標1～6それぞれを100
点満点で点数をつけたものに，それぞれこの比率の重み付けをかけて合計し100点満点で評価する．100点満点
で60点以上を合格とする．

各テーマで配布されるプリント

「機械工学概論」：木本恭司(コロナ社)
「機械工作法」：平井三友（コロナ社）

M1A「設計製図」「機械実習」，M2A「機械工作法」「材料工学」

上記関連科目を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械工学概論）

1 ガイダンス 授業概要と方針を理解させると共に評価方法を説明する．また「機械工学」への理解を深め，かつ創造性を養うた
めの課題の説明を行う．さらに卒業生の動向などを示し，進路の参考にさせる．

2 エネルギーの世界(1) エネルギーの役割について説明する．またエネルギーの種類とその変換方法について説明する．機械工学では熱・
流体エネルギーが代表的である．

3 エネルギーの世界(2)
今，世界中で問題となっている「3Eのトリレンマ」を解説する．人類は，経済活動(Economy)のために，大量のエ
ネルギー(Energy)を使用してきた．その結果，環境(Environment)を破壊している．環境保護に目を向け，エネルギ
ーの使用を控えると，経済活動が弱まるという板ばさみ状態にある．

4 エネルギーの世界（3） 流体エネルギーを扱った代表的な式にベルヌーイの定理がある．圧力，速度，位置の3つのエネルギーの和が一定
という式で，この式の持つ意味を例題を通して考える．最後に，3回分の内容の確認のために小テストを行う．

5 外部講師(1)（企業経験者） 機械工学に造詣が深く，現在エンジニアとして第一線で活躍している先輩に，企業での仕事，学生時代にやってお
くべきことなどを話して頂く．

6 アイデア発表会(1)
「機械工学」への理解を深め，かつ創造性を養うために，現存している機器に，どんな付加価値をつければよいか
，アイデアを練る．この過程を通して，創造性を養うとともに，その機器の要素技術を材料・エネルギ・制御の3
分野に分けて整理することにより，機械工学の中身を実感させる．プレゼンテーション能力の育成も行う．

7 アイデア発表会(2) 第6週の続きを行う．

8 材料の世界(1)
材料の選定ミスが原因で発生した事故や不具合を紹介し，機械設計における材料選定の重要性を認識させる．また
，三大工業材料について解説し，各種材料を適材適所に使用することの重要性を理解させる．さらに，数学・物理
の計算能力を把握するため，確認の小テストを行う．

9 材料の世界(2) 3年，4年で学ぶ材料力学への導入のため，簡単なクイズを通して材料力学の重要性を解説する．また，1，2年で学
習した数学・物理の知識が，専門科目でどのうように生かされるのかについて解説し，演習を行う．

10 材料の世界(3) 近年多用されている数値解析を用いた設計手法を紹介し，将来の設計業務に対する理解を深める．最後に，3回分
の授業内容の理解度を確認するためのテストを行う．

11 外部講師(2)（エンジニア） 現在エンジニアとして第一線で活躍している技術者に，企業での仕事，学生時代にやっておくべきことなどを話し
て頂く．

12 技術の歴史(1) 古代の民族・文化性と技術の関係および現代技術の方向について解説する．

13 技術の歴史(2) 図面と加工の歴史について解説する．

14 制御とメカトロニクスの世界(1) 身近にある自動車やロボット機械を例にとり，機械システムの捉え方やそれをシステムとして考え，制御していく
基礎について解説する．

15 制御とメカトロニクスの世界(2) 機械システムを制御していくその具体的実現法として，機械をコンピュータやモータ，センサといった電気や電子
の素子を用いて有用な動きを作り出すメカトロニクス基礎を解説する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．コース制ガイダンスはHRの時間に実施する.
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工学概論 (Introduction to Mechanical Engineering)

小林 滋 教授，赤対 秀明 教授，中辻 武 教授，尾崎 純一 教授

機械工学科・2年B組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M1(25%) A4-M2(25%) A4-M3(25%) A4-M4(25%) 

これまでの専門科目ですでに習った内容から，今後本校の機械工学科で学習する専門科目内容の基礎および必要
性を理解させることを主な目的とする．また実業界で活躍するエンジニアなど外部講師を招聘し，講話を通して
機械工学に対する興味を持たせ，理解を深めさせる．

【A4-M1】材料の種類や強さなど材料の基礎および必要性を理解する． 材料の種類や強さなど材料の基礎および必要性が理解できたかどうか，
材料に関するレポートで評価する．

【A4-M2】エネルギーの種類や環境問題などエネルギーの基礎および必
要性を理解する．

エネルギーの種類や環境問題などエネルギーの基礎および必要性できた
かどうか，エネルギーに関するレポートや小テストで評価する．

【A4-M3】制御とメカトロニクスの基礎および必要性を理解する． 制御とメカトロニクスの基礎および必要性を理解できたかどうか，制御
とメカトロニクスに関する小テストで評価する．

【A4-M4】技術の歴史を学び，今後の技術発展を考える． 技術の歴史を学び，今後の技術発展を考えることができるようになった
かどうか，技術史に関するレポートで評価する．

【A4-M4】既存の製品に付加価値をつけるという課題を通して，創造性
，プレゼンテーション能力をみにつける．

付加価値に関する報告書やプレゼンテーションを通して創造性およびプ
レゼンテーション能力を評価する．

【A4-M4】経験豊かな第一線のエンジニア等の外部講師，あるいは4人
の先生の話を総合して，機械工学を理解すると共に，将来の方向性につ
いて考える．

外部講師の講話を聞いたレポートや，授業中に作成したノート内容で機
械工学の理解度およびエンジニアを目指す学生としての心構えを評価す
る．

　 　

　 　

　 　

　 　

到達目標1，2，3，4は各15%ずつ，到達目標5，6は各20%ずつの重み付けとし，到達目標1～6それぞれを100
点満点で点数をつけたものに，それぞれこの比率の重み付けをかけて合計し100点満点で評価する．100点満点
で60点以上を合格とする．

各テーマで配布されるプリント

「機械工学概論」：木本恭司(コロナ社)
「機械工作法」：平井三友（コロナ社）

M1A「設計製図」「機械実習」，M2A「機械工作法」「材料工学」

上記関連科目を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械工学概論）

1 ガイダンス 授業概要と方針を理解させると共に評価方法を説明する．また「機械工学」への理解を深め，かつ創造性を養うた
めの課題の説明を行う．さらに卒業生の動向などを示し，進路の参考にさせる．

2 エネルギーの世界(1) エネルギーの役割について説明する．またエネルギーの種類とその変換方法について説明する．機械工学では熱・
流体エネルギーが代表的である．

3 エネルギーの世界(2)
今，世界中で問題となっている「3Eのトリレンマ」を解説する．人類は，経済活動(Economy)のために，大量のエ
ネルギー(Energy)を使用してきた．その結果，環境(Environment)を破壊している．環境保護に目を向け，エネルギ
ーの使用を控えると，経済活動が弱まるという板ばさみ状態にある．

4 エネルギーの世界（3） 流体エネルギーを扱った代表的な式にベルヌーイの定理がある．圧力，速度，位置の3つのエネルギーの和が一定
という式で，この式の持つ意味を例題を通して考える．最後に，3回分の内容の確認のために小テストを行う．

5 外部講師(1)（企業経験者） 機械工学に造詣が深く，現在エンジニアとして第一線で活躍している先輩に，企業での仕事，学生時代にやってお
くべきことなどを話して頂く．

6 アイデア発表会(1)
「機械工学」への理解を深め，かつ創造性を養うために，現存している機器に，どんな付加価値をつければよいか
，アイデアを練る．この過程を通して，創造性を養うとともに，その機器の要素技術を材料・エネルギ・制御の3
分野に分けて整理することにより，機械工学の中身を実感させる．プレゼンテーション能力の育成も行う．

7 アイデア発表会(2) 第6週の続きを行う．

8 材料の世界(1)
材料の選定ミスが原因で発生した事故や不具合を紹介し，機械設計における材料選定の重要性を認識させる．また
，三大工業材料について解説し，各種材料を適材適所に使用することの重要性を理解させる．さらに，数学・物理
の計算能力を把握するため，確認の小テストを行う．

9 材料の世界(2) 3年，4年で学ぶ材料力学への導入のため，簡単なクイズを通して材料力学の重要性を解説する．また，1，2年で学
習した数学・物理の知識が，専門科目でどのうように生かされるのかについて解説し，演習を行う．

10 材料の世界(3) 近年多用されている数値解析を用いた設計手法を紹介し，将来の設計業務に対する理解を深める．最後に，3回分
の授業内容の理解度を確認するためのテストを行う．

11 外部講師(2)（エンジニア） 現在エンジニアとして第一線で活躍している技術者に，企業での仕事，学生時代にやっておくべきことなどを話し
て頂く．

12 技術の歴史(1) 古代の民族・文化性と技術の関係および現代技術の方向について解説する．

13 技術の歴史(2) 図面と加工の歴史について解説する．

14 制御とメカトロニクスの世界(1) 身近にある自動車やロボット機械を例にとり，機械システムの捉え方やそれをシステムとして考え，制御していく
基礎について解説する．

15 制御とメカトロニクスの世界(2) 機械システムを制御していくその具体的実現法として，機械をコンピュータやモータ，センサといった電気や電子
の素子を用いて有用な動きを作り出すメカトロニクス基礎を解説する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．コース制ガイダンスはHRの時間に実施する.
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10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

 柴原 誠 講師

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

機械構造物の基本的要素である，ボルト・ナット，ジャッキ，軸継手，すべり軸受の製図演習を通して，現在の
機械製図の方式を体得する．

【A4-M4】製図規格の基礎を理解し，これを使用して図面を描くことが
できる．また，寸法の表示法，公差の表示法および面の肌の表示法を理
解し使える能力の向上をはかる．

製図規格の基礎が理解できているか，また，寸法の表示法，公差の表示
法および面の肌の表示法を理解し使う事が出来るかを，提出された作品
および定期試験で評価する．

【A4-M4】製図規格の基礎を理解し，これを使用して図面を描くことが
できる．また，図面に描かれている内容を読み取り，自身で図面を描く
ことができる能力の向上をはかる．

製図規格の基礎が理解できているか，また，図面に描かれている内容を
読み取り，自身で図面を描くことができているかを提出された作品およ
び定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験20%　製図提出物80%　として評価する．評価の重みは前期，後期ともに50%ずつとし，100点満
点で60点以上を合格とする．

「機械製図」林他9名著（実教出版）

「機械製図」益子正巳（コロナ社）

1年生設計製図
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（設計製図）

1 図面の作成 図面の作り方と管理の解説

2 ねじの製図 ねじの種類やその製図法を学習する．

3 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

4 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

5 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

6 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

7 スケッチ 部品のスケッチ方法を学習する．これにより実際の品物から図面を起こす方法を習得する．

8 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

9 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

10 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

11 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

12 寸法公差，幾何公差，面の肌 寸法公差，幾何公差，面の肌の考え方，表示方法を学習する．

13 フランジ形軸継手 フランジ形軸継手の製図を行う．この作業を通して寸法公差，幾何公差，面の肌の理解をするとともに，フランジ
形軸継手の製図法を習得する．

14 フランジ形軸継手 フランジ形軸継手の製図を行う．この作業を通して寸法公差，幾何公差，面の肌の理解をするとともに，フランジ
形軸継手の製図法を習得する．

15 フランジ形軸継手 フランジ形軸継手の製図を行う．この作業を通して寸法公差，幾何公差，面の肌の理解をするとともに，フランジ
形軸継手の製図法を習得する．

16 自在軸継手 自在軸継手の構造およびその特徴を学習する．

17 こま形自在軸継手 こま形自在軸継手の製図を行う．この作業を通して自在継手の構造を理解するとともに，先に学んだ寸法公差，幾
何公差，面の肌の理解の深化を図る．また，はめあいの考え方，表示方法を習得する．

18 こま形自在軸継手 こま形自在軸継手の製図を行う．この作業を通して自在継手の構造を理解するとともに，先に学んだ寸法公差，幾
何公差，面の肌の理解の深化を図る．また，はめあいの考え方，表示方法を習得する．

19 こま形自在軸継手 こま形自在軸継手の製図を行う．この作業を通して自在継手の構造を理解するとともに，先に学んだ寸法公差，幾
何公差，面の肌の理解の深化を図る．また，はめあいの考え方，表示方法を習得する．

20 軸受 軸受台の種類，構造，特徴を学習する．

21 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

22 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

23 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

24 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

25 軸受ふた ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受ふたの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読
み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

26 軸受ふた ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受ふたの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読
み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

27 軸受ふた ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受ふたの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読
み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

28 軸受メタル ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受メタルの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の
読み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

29 軸受メタル ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受メタルの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の
読み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

30 軸受メタル ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受メタルの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の
読み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

 斉藤 茂 教授，柴原 誠 講師

機械工学科・2年B組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

機械構造物の基本的要素である，ボルト・ナット，ジャッキ，軸継手，すべり軸受の製図演習を通して，現在の
機械製図の方式を体得する．

【A4-M4】製図規格の基礎を理解し，これを使用して図面を描くことが
できる．また，寸法の表示法，公差の表示法および面の肌の表示法を理
解し使える能力の向上をはかる．

製図規格の基礎が理解できているか，また，寸法の表示法，公差の表示
法および面の肌の表示法を理解し使う事が出来るかを，提出された作品
および定期試験で評価する．

【A4-M4】製図規格の基礎を理解し，これを使用して図面を描くことが
できる．また，図面に描かれている内容を読み取り，自身で図面を描く
ことができる能力の向上をはかる．

製図規格の基礎が理解できているか，また，図面に描かれている内容を
読み取り，自身で図面を描くことができているかを提出された作品およ
び定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験20%　製図提出物80%　として評価する．評価の重みは前期，後期ともに50%ずつとし，100点満
点で60点以上を合格とする．

「機械製図」林他9名著（実教出版）

「機械製図」益子正巳（コロナ社）

1年生設計製図

　

M-187



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（設計製図）

1 図面の作成 図面の作り方と管理の解説

2 ねじの製図 ねじの種類やその製図法を学習する．

3 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

4 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

5 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

6 ボルト・ナット ボルト・ナットの製図を行う．これによりボルト・ナットの仕組み・構造を理解するとともに製図法を習得する．

7 スケッチ 部品のスケッチ方法を学習する．これにより実際の品物から図面を起こす方法を習得する．

8 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

9 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

10 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

11 豆ジャッキ 実際の豆ジャッキの寸法計測，スケッチおよびその部品図の製図を行う．これら作業を通し実際の品物から図面を
起こす能力の涵養を図るとともに，豆ジャッキの製図法を習得する．

12 寸法公差，幾何公差，面の肌 寸法公差，幾何公差，面の肌の考え方，表示方法を学習する．

13 フランジ形軸継手 フランジ形軸継手の製図を行う．この作業を通して寸法公差，幾何公差，面の肌の理解をするとともに，フランジ
形軸継手の製図法を習得する．

14 フランジ形軸継手 フランジ形軸継手の製図を行う．この作業を通して寸法公差，幾何公差，面の肌の理解をするとともに，フランジ
形軸継手の製図法を習得する．

15 フランジ形軸継手 フランジ形軸継手の製図を行う．この作業を通して寸法公差，幾何公差，面の肌の理解をするとともに，フランジ
形軸継手の製図法を習得する．

16 自在軸継手 自在軸継手の構造およびその特徴を学習する．

17 こま形自在軸継手 こま形自在軸継手の製図を行う．この作業を通して自在継手の構造を理解するとともに，先に学んだ寸法公差，幾
何公差，面の肌の理解の深化を図る．また，はめあいの考え方，表示方法を習得する．

18 こま形自在軸継手 こま形自在軸継手の製図を行う．この作業を通して自在継手の構造を理解するとともに，先に学んだ寸法公差，幾
何公差，面の肌の理解の深化を図る．また，はめあいの考え方，表示方法を習得する．

19 こま形自在軸継手 こま形自在軸継手の製図を行う．この作業を通して自在継手の構造を理解するとともに，先に学んだ寸法公差，幾
何公差，面の肌の理解の深化を図る．また，はめあいの考え方，表示方法を習得する．

20 軸受 軸受台の種類，構造，特徴を学習する．

21 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

22 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

23 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

24 軸受台 ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受台の形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読み
取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

25 軸受ふた ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受ふたの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読
み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

26 軸受ふた ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受ふたの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読
み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

27 軸受ふた ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受ふたの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の読
み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

28 軸受メタル ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受メタルの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の
読み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

29 軸受メタル ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受メタルの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の
読み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

30 軸受メタル ラジアル滑り軸受の組立図例より軸受メタルの形状，寸法を読み取り，その製図を行う．この作業を通して図面の
読み取り能力の涵養を図るとともに，ラジアル滑り軸受の構造，製図法を学習する．

備
考

前期定期試験および後期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
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総合評価
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到　達　目　標 達成度
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担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械実習 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

吉本 隆光 教授，松田 忠重 非常勤講師

機械工学科・2年A組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

1年生の実習を踏まえ，旋盤作業ではさらに高度な課題に取り組ませる．NCフライス盤作業では使用方法，プロ
グラミングを修得させ，実用に応じた加工ができるようにする．分解組立では旋盤，原動機付き自転車，手仕上
げ（ネジ切，板金など）を取り入れて，工具の名称，用途などを理解させる．電気実習では基本作業を中心にハ
ンダ付け，各種測定器具の使用方法を理解させる．

【D1】安全に作業することができる． 安全に作業ができているか作業状態で評価する．

【A4-M4】旋盤作業の基本操作を理解し，作業ができる． 旋盤作業の基本操作を理解し，作業ができているか作業状態，製品，レ
ポートで評価する．

【A4-M4】NCフライス盤作業ではプログラミングができる． NCフライス盤の基本操作を理解し，作業しているか，プログラミングが
できたかを作業状態，製品，レポートで評価する.

【A4-M4】分解組立では各機の構造と工具の使用方法を理解する． 各機の構造，使用工具名称と用途を理解しているか，作業状態，製品，
レポートで評価する．

【A4-M4】電気実習では電気の基礎を理解する． 電気の基礎，使用工具の名称と用途を理解しているか，作業状態，製品
，レポートで評価する．

【B1】作業手順，加工原理，使用工具などについて論理的にレポートに
まとめることができる．

作業手順，加工原理などについて論理的に報告書をまとめることができ
るかを提出されたレポートで評価する．

【C4】実習内容をレポートにまとめ期日内に提出することができる. 実習内容をレポートにまとめ期日内に提出できるかを，レポートの提出
状況で評価する.

　 　

　 　

　 　

成績は，到達目標1を20%，到達目標2，3，4，5を各ショップで30%，到達目標6を30%，到達目標7を20%と
して評価する・各ショップから100点法で成績を提出し，その合計を4で割り平均点を学年成績とする．100点
満点で60点以上を合格とする．

各ショップで資料配付

「機械工作法」：平井三友・和田任弘・塚本晃久（コロナ社）

機械工作法

安全第一とする．実習服，安全靴，帽子は必ず着用する．各ショップでは1週目に安全教育を実施する．関連科
目として2年生必修の機械工作法で学習するので教科書を読んで，実習で取り扱う機械の概要を知っておく．レ
ポートは提出期限内に提出すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械実習）

1 機械実習ガイダンス 年間スケジュール，班分けを準備し，安全に作業するようにガイダンスを行う．2週目より各ショップに別れ，7週
実施し，1年を通し4ショップを学習する．

2 機械1-旋盤作業 旋盤によるねじ切り

3 機械1-旋盤作業 旋盤によるねじ切り

4 機械1-旋盤作業 旋盤による中ぐり

5 機械1-旋盤作業 旋盤による中ぐり

6 機械1-旋盤作業 各種材料の切削

7 機械1-旋盤作業 各種材料の切削

8 機械1-旋盤作業 各種材料の切削

9 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤の取り扱い

10 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤の切削作業

11 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤のプログラミング

12 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤のプログラミング

13 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤のプログラミング

14 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤のプログラミング

15 機械2-NCフライス盤 NCフライス盤のプログラミング

16 工場見学 今まで学習してきたことが，実社会ではどのように使われているのかを，工場を見学し知識を拡げる．

17 分解組立，手仕上げ 旋盤の分解

18 分解組立，（手仕上げ） 旋盤の組立

19 手仕上げ，（分解組立） タップ，ダイスによるねじ切り

20 手仕上げ，（分解組立） 板金加工によるちりとりの製作

21 手仕上げ，（分解組立） やすり加工による平面仕上げ

22 分解組立，（手仕上げ） 原動機付き自転車の分解

23 分解組立，（手仕上げ） 原動機付き自転車の組立

24 電気実習 ハンダ付けの実習

25 電気実習 オームの法則の実習

26 電気実習 オシロスコープの取り扱いの実習

27 電気実習 デジタル回路の実習1

28 電気実習 デジタル回路の実習2

29 電気実習 デジタル回路の実習3

30 電気実習 シーケンス制御回路の実習

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械実習 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

早稲田 一嘉 准教授，松田 忠重 非常勤講師

機械工学科・2年B組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

1年生の実習を踏まえ，旋盤作業ではさらに高度な課題に取り組ませる．NCフライス盤作業では使用方法，プロ
グラミングを修得させ，実用に応じた加工ができるようにする．分解組立では旋盤，原動機付き自転車，仕上げ
，板金などを取り入れ工具の名称，用途などを理解させる．電気実習では基本作業を中心にハンダ付け，各種測
定器具の使用方法を理解させる．

【D1】安全に作業することができる． 安全に作業ができているか作業状態で評価する．

【A4-M4】旋盤作業の基本操作を理解し，作業ができる． 旋盤作業の基本操作を理解し，作業ができているか作業状態，製品，レ
ポートで評価する．

【A4-M4】NCフライス盤作業ではプログラミングができる． NCフライス盤の基本操作を理解し，作業しているか，プログラミングが
できたかを作業状態，製品，レポートで評価する.

【A4-M4】分解組立では各機の構造と工具の使用方法を理解する． 各機の構造，使用工具名称と用途を理解しているか，作業状態，製品，
レポートで評価する．

【A4-M4】電気実習では電気の基礎を理解する． 電気の基礎，使用工具の名称と用途を理解しているか，作業状態，製品
，レポートで評価する．

【B1】作業手順，加工原理，使用工具などについて論理的にレポートに
まとめることができる．

作業手順，加工原理などについて論理的に報告書のまとめることができ
るかを提出されたレポートで評価する．

【C4】実習内容をレポートにまとめ期日内に提出することができる. 実習内容をレポートにまとめ期日内に提出できるかを，レポートの提出
状況で評価する.

　 　

　 　

　 　

成績は，到達目標1を20%，到達目標2，3，4，5を30%，到達目標6を30%，到達目標7を20%として評価する
・4ショップから100点法で成績を提出し，その合計を4で割り平均点を学年成績とする．100点満点で60点以
上を合格とする．

各ショップで資料配付

「機械工作法」：平井三友・和田任弘・塚本晃久（コロナ社）

機械工作法

安全第一とする．実習服，安全靴，帽子は必ず着用する．各ショップでは1週目に安全教育を実施する．関連科
目は2年生必修の機械工作法で実習で取り扱う機械の概要を知っておく．レポートは提出期限内に提出すること
．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械実習）

1 機械実習ガイダンス 年間スケジュール，班分けを準備し，安全に作業するようにガイダンスを行う．2週目より各ショップに別れ，7週
実施し，1年を通し4ショップを学習する．

2 機械1-旋盤作業 旋盤によるねじ切り

3 機械1-旋盤作業 旋盤によるねじ切り

4 機械1-旋盤作業 旋盤による中ぐり

5 機械1-旋盤作業 旋盤による中ぐり

6 機械1-旋盤作業 各種材料の切削

7 機械1-旋盤作業 各種材料の切削

8 機械1-旋盤作業 各種材料の切削

9 機械2-NCフライス盤，研削盤 研削作業

10 機械2-NCフライス盤，研削盤 NCフライス盤の取り扱い

11 機械2-NCフライス盤，研削盤 NCフライス盤のプログラミング

12 機械2-NCフライス盤，研削盤 NCフライス盤のプログラミング

13 機械2-NCフライス盤，研削盤 NCフライス盤のプログラミング

14 機械2-NCフライス盤，研削盤 NCフライス盤のプログラミング

15 機械2-NCフライス盤，研削盤 NCフライス盤のプログラミング

16 工場見学 今まで学習してきたことが，実社会ではどのように使われているのかを，工場を見学し知識を拡げる．

17 分解組立，手仕上げ 旋盤の分解

18 分解組立，手仕上げ 旋盤の組立

19 分解組立，手仕上げ タップ，ダイスによるねじ切り

20 分解組立，手仕上げ 板金加工によるちりとりの作成

21 分解組立，手仕上げ やすり加工による平面仕上げ

22 分解組立，手仕上げ 原動機付き自転車の分解

23 分解組立，手仕上げ 原動機付き自転車の組立

24 電気実習 ハンダ付けの実習

25 電気実習 オームの法則の実習

26 電気実習 オシロスコープの取り扱いの実習

27 電気実習 デジタル回路の実習1

28 電気実習 デジタル回路の実習2

29 電気実習 デジタル回路の実習3

30 電気実習 シーケンス制御回路の実習

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用物理 (Applied Physics)

熊野 智之 准教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

前半は物理学の基礎であり，電磁気学を理解するために必要な静電学について学習する．後半は電磁気学の基礎
および光の性質について講義する．また，光応用技術や光計測機器についての知識も習得する．

【A2】クーロン力と電場，電位の関係が理解できる． 電場，電位の概念について理解できているか中間試験と提出物で評価す
る．

【A2】ガウスの法則を用いて電場を求めることができる． ガウスの法則を用いて帯電した物体の電場を求めることができるか中間
試験と提出物で評価する．

【A2】導体と誘電体との電気的な性質の違いが理解できる． 静電誘導，誘導分極などの現象や，コンデンサの仕組みについて理解し
ているか中間試験と提出物で評価する．

【A2】磁気および磁性体の性質が理解できる． 電気と磁気の対応関係，磁性体の種類と特徴を理解しているか中間試験
と提出物で評価する．

【A2】波長の長い電磁波の発生原理が理解できる． 電気振動および双極子放射の原理が理解できているか定期試験と提出物
で評価する．

【A2】電磁気学の基礎が理解できる． マクスウェルの方程式，波動方程式について理解できているか定期試験
と提出物で評価する．

【A2】フェルマーの原理が理解できる． フェルマーの原理から幾何光学の基本法則を導くことができるか定期試
験と提出物で評価する．

【A2】光の性質および応用技術が理解できる． 干渉や回折などの現象，光の応用技術について理解できているか定期試
験と提出物で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点
満点で60点以上を合格とする．

講義資料
「高専の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）

「物理学（三訂版）」：小出昭一郎（裳華房）

物理，4年応用物理，専攻科レーザー工学

低学年における物理および数学をよく理解した上で履修すること．やや難易度が高い内容も一部含まれるため，
予習復習を心掛けること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（応用物理）

1 クーロンの法則と電場 力の遠隔作用と近接作用，電場の概念について説明する．

2 ガウスの法則(1) 電気力線の性質について説明し，ガウスの法則（積分形）を例題を解きながら解説する．

3 ガウスの法則(2) 演習問題に取り組み，ガウスの法則を用いて電場を求める方法について習得する．

4 電位 電位の定義，電位差と電場の関係，等電位面の性質について述べる．

5 導体と誘電体(1) 静電誘導および静電遮蔽，誘電分極について述べ，導体と誘電体の性質の違いについて述べる．

6 導体と誘電体(2) コンデンサーの静電容量や，コンデンサーに蓄えられるエネルギーについて述べる．

7 静的な磁気 電場と磁場の対応関係を説明し，磁性体の種類と特徴について述べる．

8 中間試験 1週から7週までに授業した内容について出題する．

9 電気振動と電磁波の発生 LC回路における電気振動について説明し，波長の長い電磁波の発生原理について述べる．

10 マクスウェルの方程式 電磁波の振る舞いを記述したマクスウェル方程式を紹介し，それぞれの式の意味について説明する．

11 波動方程式とその解 1次元の波動方程式とその解について説明する．

12 フェルマーの原理 幾何光学の基本原理であるフェルマーの原理について延べ，スネルの法則の導出を行う．

13 反射，屈折 全反射，臨界角について述べ，光ファイバーの伝播可能角度について解説する．

14 干渉 薄膜による光の干渉について説明し，反射防止膜について述べる．

15 光の応用技術 分光器やレーザーなど，様々な光の応用技術について述べる．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業力学 (Engineering Mechanics)

(前期）鈴木 隆起 講師 (後期）尾崎 純一 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

工業力学は材料力学，流体工学，熱力学など機械工学の力学系科目を学習する上で基礎となる科目である．本授
業では，静力学，運動学，動力学の簡単な事象について扱い，力学の基礎を習得する．

【A2】工業力学の基礎となる高校物理の力学について正しく理解し，問
題を解くことができる．

工業力学の基礎となる高校物理の力学について正しく理解し，問題を解
くことができるかどうか，小テスト，課題（レポート），中間・定期試
験で評価する．

【A2】力，モーメントなどの力学における基礎を理解し，力が一点に働
く場合の静力学に関する計算ができる．

力，モーメントなどの基礎事項を理解し，力が一点に働く場合の静力学
に関する計算ができるかを，小テスト，課題（レポート），中間・定期
試験で確認する．

【A2】力，モーメントなどの力学における基礎を理解し，剛体の静力学
に関する計算ができる．

力，モーメントなどの基礎事項を理解し，剛体の静力学に関する計算が
できるかを，小テスト，課題（レポート），中間・定期試験で確認する
．

【A2】速度および加速度の意味，基本的な運動の記述方法を理解し，計
算できる．

速度および加速度の意味および，直線・回転・放物運動を理解し，計算
ができるかを，小テスト，課題（レポート），中間・定期試験で確認す
る．

【A2】ニュートンの運動方程式を理解し，簡単な事象において運動方程
式を立てて解くことができる．

ニュートンの運動方程式を理解し，簡単な事象において運動方程式を立
てて解くことができるかどうか中間試験，定期試験，小テスト，課題（
レポート）で評価する．

【A2】回転運動に関する基本事項を理解し，簡単な計算ができる． 回転運動に関する基本事項を理解し，簡単な計算ができるかどうか，中
間試験，定期試験，小テスト，課題（レポート）で評価する．

【A2】摩擦力の基本的概念を理解し，簡単な計算ができる． 摩擦力の基本的概念を理解し，簡単な計算ができるかどうか，定期試験
，小テスト，課題（レポート）で評価する．

【A2】仕事と力学的エネルギーの概念について理解し，簡単な計算がで
きる．

仕事と力学的エネルギーの概念について理解し，簡単な計算ができるか
どうか，定期試験，小テスト，課題（レポート）で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とす
る．また，最終成績は前期成績と後期成績の平均とし，100点満点で60点以上を合格とする．

「詳解工業力学」入江敏博著(理工学社)

「工業力学」：青木弘・ 木谷晋著（森北出版）
「工業力学」：吉村靖夫・米内山誠著（コロナ社）
「ポイントを学ぶ工業力学」：鈴木浩平・真鍋健一編（丸善）
「工業力学入門」：伊藤勝悦著（森北出版）
「ビジュアルアプローチ　力学」：為近和彦著（森北出版）

物理（1年），数学（1，2年）

1年で学習した物理（力学分野）および1，2年で学習した数学（特に微分，積分）をよく理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（工業力学）

1 導入および力のはたらき 高校物理が理解できているか確認するための小テストを行う．力の合成・分解・つりあいに関して高校物理の範囲
の復習

2 物体の運動 速度・加速度・相対運動に関して高校物理の範囲の復習を行う．

3 物体の運動と力 物体の運動と力運動の3法則に関して高校物理の範囲の復習を行う．

4 力の合成と分解 平面上のある一点に作用する力の合成と分解について理解する．

5 力のつりあい 一点に作用する力のつりあいについて理解する．

6 剛体に作用する力の合成 剛体および剛体に働く力の合成の考え方を理解する．

7 モーメントと偶力 モーメントと偶力について理解する．

8 中間試験 これまでの内容の理解度を中間試験で確認する．

9 中間試験の解答と解説 中間試験の解答および解説をする．

10 力・モーメントの合成とつりあい 剛体に作用する複数の力・モーメントの合成と，つりあいについて理解する．

11 重心 物体の重心とその応用について理解する．

12 物体のつりあい 物体のつりあいと重心の関係を理解する．

13 速度と加速度 速度・加速度の定義と質点の運動の記述について理解する．

14 加速度の法線・接線成分への分解 加速度は速度の大きさと方向を変化させるが，それらは加速度を法線，接線成分に分解することで理解できること
を学ぶ．

15 放物運動と円運動 放物運動と円運動の基礎を理解する．

16 演習 前期学習した内容の演習を行う．

17 演習 前期学習した内容の演習を行う．

18 直線運動と慣性力 ニュートンの運動の法則を理解する．

19 求心力と遠心力 円運動における求心力と遠心力を理解する．

20 回転運動と慣性モーメント 回転運動における角運動方程式および慣性モーメントについて理解する．

21 剛体の平面運動の方程式 剛体の平面運動は直線運動と回転運動の方程式から求められることを理解する．

22 慣性モーメントとは 慣性モーメントの導出方法について理解する．

23 中間試験 これまで学習した内容について中間試験を行う．

24 慣性モーメントの求め方 平行軸の定理，直交軸の定理を理解する．また，簡単な形状をした物体の慣性モーメントについて理解する．

25 慣性モーメントの計算 複雑な形状をした慣性モーメントの導出について理解する．

26 すべり摩擦 すべり摩擦の概念を理解する．

27 ころがり摩擦，斜面の摩擦 ころがり摩擦の概念および斜面上にある物体の摩擦について理解する．

28 仕事とエネルギ 仕事と力学的エネルギについて理解する．

29 仕事率と動力 動力は時間当たりの仕事エネルギであることを理解する．

30 エネルギ損失と効率 エネルギ保存の法則と効率との関係を理解する．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学 (Strength of Material)

(前期)和田 明浩 教授(後期)西田 真之 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M1(100%) 

機械を構成する材料はそれぞれ固有の強度・変形特性を有している．本講義では，外力が作用したとき材料の内
部に発生する力や材料の変形特性について説明する．演習問題を多く解くことにより，材料力学における基礎的
知識の理解を深めるとともに解析力の充実を図る．

【A4-M1】力の釣合い，応力，ひずみの定義を理解できる． 力の釣合い，応力，ひずみの定義に対する理解度を前期中間試験および
レポートで評価する．

【A4-M1】引張，圧縮荷重を受ける棒の内部に生じる力および変形を計
算できる．

引張，圧縮荷重を受ける棒の内部に生じる力および変形に対する理解度
を前期中間試験およびレポートで評価する．

【A4-M1】ねじりを受ける丸棒の内部に生じる力および変形を計算でき
る．

ねじりを受ける丸棒の内部に生じる力および変形に対する理解度を前期
定期試験およびレポートで評価する．

【A4-M1】基本的なはりについて，せん断力と曲げモーメントを計算で
きる．

せん断力と曲げモーメントに対する理解度を後期中間試験およびレポー
トで評価する．

【A4-M1】基本的なはりについて，断面2次モーメントおよび曲げ応力
を計算できる．

断面2次モーメントおよび曲げ応力に対する理解度を後期定期試験および
レポートで評価する．

【A4-M1】基本的なはりについて，たわみとたわみ角を計算できる． たわみとたわみ角に対する理解度を後期定期試験およびレポートで評価
する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60
点以上を合格とする．

基礎機械工学全書「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）

「材料力学入門」，深澤泰晴ほか8名著（パワー社）
「基礎から学ぶ材料力学」，臺丸谷政志・小林秀敏 共著（森北出版）

材料力学I（4年），材料力学II（4年），材料力学特論（5年），弾性力学（専攻科1年）

授業中の演習はレポートとして提出して評価することがある．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（材料力学）

1 材料力学の基礎 材料力学で必要となる力学の基礎事項について説明する．また，この授業で1年間の授業の進め方，授業中の小テ
スト，試験およびレポートの説明を行う．

2 応力とひずみ 応力・ひずみの定義について説明し，例題を解く．

3 ヤング率とポアソン比 ヤング率，ポアソン比，フックの法則について説明する．また，許容応力と安全率について説明し，例題を解く．

4 棒の自重による応力と変形 断面一様な棒に，自重により発生する応力・変形について説明し，例題を解く．

5 不静定問題 静定・不静定の違いについて解説し，不静定問題の解法を解説する．

6 引張・圧縮の不静定問題 引張・圧縮に関連した不静定問題の解法を解説し，例題を解く．

7 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

8 中間試験（前期） 力の釣合い，応力・ひずみの定義に対する理解度，および引張・圧縮荷重を受ける棒の内部に生じる力および変形
に対する理解度を前期中間試験で評価する．

9 熱応力 熱応力の発生要因について説明し，例題を解く．

10 熱応力と不静定問題 熱応力に関連した不静定問題について説明し，例題を解く．

11 ねじりの基礎式 ねじりが材料のせん断と等価であることを説明し，ねじり応力・ねじれ角の定義およびねじりの基礎式について説
明する．

12 丸棒のねじり 円断面棒のねじりについて説明し，例題を解く．

13 各種丸棒のねじり 中空断面棒，段付棒，テーパ軸のねじりについて説明し，例題を解く．

14 ねじりの不静定問題 ねじり問題に関する不静定問題について説明し，例題を解く．

15 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

16 はりの基礎 はりの定義および基礎事項について説明する．

17 支点の種類および荷重の種類 支点の種類および荷重の種類について説明し，例題を解く．

18 支点反力 片持ちはり・両端支持はりに生じる支点反力の求め方について説明し，例題を解く．

19 はり内部に生じる力 はり内部に発生するせん断力・曲げモーメントについて説明し，その求め方を解説する．

20 片持ちはりのSFD・BMD 片持ちはりのSFD（せん断力図），BMD（曲げモーメント図）の書き方を解説し，例題を解く．

21 両端支持はりのSFD・BMD 両端支持はりのSFD（せん断力図），BMD（曲げモーメント図）の書き方を解説し，例題を解く．

22 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

23 中間試験（後期） 基本的なはりについて，せん断力と曲げモーメントに対する理解度を後期中間試験で評価する．

24 はりの曲げ応力 はり内部に発生する曲げ応力について説明し，例題を解く．

25 断面2次モーメント 断面2次モーメントの意味を説明し，各種断面形状の断面2次モーメントの求め方を解説する．

26 たわみの基礎式 はりのたわみに関する基本事項を説明し，たわみの基礎式について説明する．

27 たわみ問題の解法 境界条件について説明し，たわみ基礎式の解法について解説する．

28 片持はりのたわみ 集中荷重，分布荷重，外部モーメントを受ける片持はりのたわみについて説明し，例題を解く．

29 両端支持はりのたわみ 集中荷重，分布荷重，外部モーメントを受ける両端支持はりのたわみについて説明し，例題を解く．

30 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械設計 (Machine Design)

黒住 亮太 講師

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

機械を構成する機械要素の設計を行う．機械設計での全体的な必要事項を総論として講義した後，個々の機械要
素の設計を行う．4年生でも応用機械設計の授業があり，最終的には，機械要素の集合としての機械の設計がで
きる技術者を養成する．

【A4-M4】機械に必要な基礎知識を理解する．ボルト・ナットの強度計
算を行って，適当なものを規格から選択することができる．

必要な基礎知識やボルト・ナットの種類や規格を理解しているかどうか
，強度計算を行う事ができるかを前期中間試験と試験直しで評価する．

【A4-M4】リベットとリベット継手，溶接と溶接継手の概要を理解し，
それらの強度計算ができるようにする．

リベットとリベット継手，溶接と溶接継手の概要を理解しているかどう
か，それらの強度計算を行うことができるかを前期定期試験，試験直し
とノ－ト提出で評価する．

【A4-M4】軸の種類や規格を理解し，強度計算の結果から規格を使って
適当な軸を選択することができる．

軸の種類や規格を理解し，強度計算を行うことができるか，規格を使う
ことができるかを後期中間試験と試験直しで評価する．

【A4-M4】軸継手の種類や規格を理解し，強度計算を行うことができる
．

軸継手の種類や規格を理解し，強度計算を行うことができるかを後期定
期試験とノ－ト提出で評価する．

【A4-M4】各機械要素の規格を教科書や機械工学必携などの文献から調
べ，自由に使いこなせる能力を養う． 各試験の中に組み込んで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート5%　ノ－ト提出5%　試験直し5%　として評価する．前期と後期の成績の平均を学
年成績とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械要素設計」 ：吉沢武男著 (裳華房)

「機械工学必携」 ： 馬場秋次郎編 （三省堂）

工業力学（力学），材料力学（強度計算），材料工学（材料選定），設計製図（全般）

授業には，毎回 教科書，ノート，機械工学必携，電卓を持参のこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械設計）

1 総論・機械設計の基礎 荷重の種類，圧力と応力，軟鋼の応力－ひずみ線図，安全率と許容応力などを理解する．

2 総論・機械設計の基礎 単位（SI，工学単位）を理解する．基本単位と組み立て単位，接頭語の理解．標準規格，標準数の理解．

3 ねじ ねじの基本，ねじの種類，ねじの用途，ねじの規格を理解する．

4 ねじ ねじの力学

5 ねじ，ボルト・ナットの強度計算 ねじの力学，ボルト・ナットの強度計算を行う．

6 ボルト・ナットの強度計算，演習問題 ボルト・ナットの強度計算とそれに関する演習問題を行う．

7 ボルト・ナット演習問題 ボルト・ナットの強度計算に関する演習問題を行う．

8 中間試験 ねじおよびボルト・ナット分野についての理解度を確認する．

9 前期中間試験解答，リベット 前期中間試験の試験直しを行う．リベットの概要を理解する．

10 リベット，リベット継手の概要 リベットの種類，材料，リベット継ぎ手の分類を理解する．

11 リベット継手の概要と強度計算 リベット継手の特徴，効率を理解する．リベット継手の強度計算を行う．

12 溶接と溶接継手の概要 溶接の分類と開先，溶接継手の特徴を理解する．

13 溶接継手の強度計算 溶接継手の強度計算と許容応力の求め方を行う．

14 溶接継手の強度計算と演習問題 溶接継手の強度計算とそれに関する演習問題を行う．

15 溶接継手演習問題 溶接継手に関する演習問題を行う．

16 前期定期試験解答，軸の概要 前期定期試験の試験直しを行う．軸の分類，設計上の留意点を理解する．

17 軸の強度計算 ねじりを受ける軸の強度計算を行う．

18 軸の強度計算 曲げを受ける軸の強度計算を行う．

19 軸の強度計算 ねじりと曲げの両方を受ける軸の強度計算を行う．

20 軸 軸の危険速度，許容応力を理解する．

21 軸演習問題 軸に関する演習問題を行う．

22 軸演習問題 軸に関する演習問題を行う．

23 中間試験 軸分野についての理解度を確認する．

24 後期中間試験解答，キー 後期中間試験の試験直しを行う．キーの種類を理解する．

25 キー，演習問題 キーの強度計算を行う．スプライン，セレーションを理解する．キーに関する演習問題を行う．

26 軸継手（永久継手） 軸継手の分類を理解する．フランジ継手の設計計算を行う．

27 軸継手（かみ合いクラッチ） かみ合いクラッチの概要を理解する．かみ合いクラッチの設計計算を行う．

28 軸継手（摩擦クラッチ） 摩擦クラッチの概要を理解する．摩擦クラッチの設計計算を行う．

29 軸継手演習問題 軸継手に関する演習問題を行う．

30 軸継手演習問題 軸継手に関する演習問題を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準
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授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

（前期）吉本 隆光 教授（後期）東 義隆 准教授，斉藤 茂 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

JISに基づく機械製図を修得させるため，2年生までの続きとして，歯車，ネジ，バネ，溶接などの製図，ならび
に歯車減速機の設計製図を行う．さらに，後期に開講される「創造設計製作」の設計およびその製図を行う．特
に，創造設計製作の設計は，課題に基づいて自由な発想で設計するもので，手本となる図面はない．そういった
意味で，機械工学科3年間の集大成の図面となる．

【A4-M4】機械製図の基礎事項を確認できること． 小テスト・提出物で評価する．

【A4-M4】歯車の種類と用途を理解すること． 小テスト・提出物で評価する．

【A4-M4】平歯車の図面を理解し，製図ができること． 図面・強度計算書等提出物で評価する．

【A4-M4】ネジ・バネの種類と用途を理解すること． 小テスト・提出物（夏休みの課題）等により評価する．

【A4-M4】部品図からバルブの組立図を完成させる． 図面等提出物で評価する．

【A4-M4】溶接の種類と用途を理解し，それぞれの溶接記号を修得する
こと． 図面・強度計算書等提出物で評価する．

【A4-M4】丸胴タンクの製図を行ない，溶接記号の具体的記入法を修得
すること． 図面・強度計算書等提出物で評価する．

【A4-M4】幾何学公差・寸法公差・基本図面記号等を理解・修得する．
また，各寸法の設計面からの理解・修得する． 小テスト等により評価する．

【A4-M4】動力伝達機構（歯車減速機等）の製図ができること． 図面・設計書等提出物で評価する．

【A4-M4】創造設計製作の課題を理解し，設計および製図ができること
．

創造設計製作により製品の図面・設計書等提出物ならびに製品の説明発
表で評価する．

成績は，小テスト20%　製図・提出物・発表（後期）80%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とす
る．

「機械製図」：林ほか9名著（実教出版）
プリント

機械製図問題集（1）（2），近藤巌，池田洋一（パワー社）

機械設計・機構学

1・2年生の製図を基礎として4・5年生の製図に繋がる．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（設計製図）

1 2年生までの総復習演習問題 ガイダンス・製図の基礎の学習

2 歯車製図の説明 図面作成

3 平歯車の製図 図面作成

4 平歯車の製図 図面作成

5 バルブの製図 強度・材料・材料力学について学習と図面作成

6 バルブの製図 部品図を読み取って，組立図面を作成

7 バルブの製図 組立図面の作成

8 バルブの製図 組立図面の作成

9 バルブの製図 図面作成を理解して，強度計算をする．（夏休み課題）

10 バルブの製図 組立図面の作成

11 溶接丸胴タンクの製図 溶接記号の説明と強度計算をして，図面作成

12 溶接丸胴タンクの製図 図面作成

13 溶接丸胴タンクの製図 図面作成

14 溶接丸胴タンクの製図 図面作成

15 製図のまとめ 検図と小テスト

16 創造設計製作の課題説明 ガイダンス・動力伝達機構を理解して，その強度計算を学習する．

17 創造設計製作の課題の設計（歯車の設計） 企画・計画設計

18 創造設計製作の課題の設計（軸および軸受の設計） 強度計算と設計

19 創造設計製作の課題の設計 図面作成

20 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

21 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

22 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

23 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

24 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

25 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

26 創造設計製作の課題の設計 設計と製作

27 創造設計製作 製作

28 創造設計製作 製作

29 創造設計製作 製作

30 創造設計製作 発表とまとめ

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

電気工学 (Electrical Engineering)

田口 秀文 准教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M3(100%) 

機械工学科の学生が電気工学の基本的な事柄を把握することを目的とし，(1) 直流回路の基礎，(2) 電流と磁気と
の関わり，(3)交流回路の基礎，について解説する．

【A4-M3】直流回路を理解できる． 直流回路が理解できているかを前期中間試験，前期定期試験によって評
価する．

【A4-M3】電流と磁気との関わりを理解できる． 電流と磁気との関わりが理解できているかを前期定期試験，後期中間試
験によって評価する．

【A4-M3】交流回路を理解できる． 交流回路が理解できているかを後期中間試験，後期定期試験によって評
価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．成績は，100点満点で6
0点以上を合格とする．

書き込み式の授業プリント

「電気工学基礎」：岡田文平・谷中 勝（コロナ社）
「機械系の電気工学」：深野あづさ（コロナ社）
「詳解電気回路演習（上）」：大下眞二郎（共立出版）
「電気回路例題演習」：齋藤正男・曽根 悟（コロナ社）
「図解はじめて学ぶ電気回路」：谷本正幸（ナツメ社）

数学1，数学2，物理，応用物理
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（電気工学）

1 直流回路（1） 基礎的事項の確認

2 直流回路（2） 電圧降下，電圧の配分と電流の配分

3 直流回路（3） 倍率器と分流器，抵抗の直並列接続

4 直流回路（4） Δ回路とY回路の変換

5 直流回路（5） ブリッジ回路

6 直流回路（6） 内部抵抗を考えたときの電池

7 直流回路（7） キルヒホッフの法則，重ね合わせの定理

8 前期中間試験 第1回から第7回の内容について中間試験を行う．

9 前期中間試験の解説 前期中間試験の解答および補足説明

10 直流回路（8） 抵抗の性質，電流の熱作用

11 電流と磁気との関わり（1） 電界と磁界，電流が作る磁界

12 電流と磁気との関わり（2） 磁気回路

13 電流と磁気との関わり（3） 電磁力の大きさと向き

14 電流と磁気との関わり（4） 磁界中のコイルに働く力

15 電流と磁気との関わり（5） 平行導体間に働く電磁力

16 前期定期試験の解説 前期定期試験の解答および補足説明

17 電流と磁気との関わり（6） 誘導起電力

18 電流と磁気との関わり（7） インダクタンス

19 交流回路（1） 交流

20 交流回路（2） 交流の平均値，交流の実効値

21 交流回路（3） 正弦波交流の三角関数による合成

22 交流回路（4） 正弦波交流のベクトル図による合成

23 後期中間試験 第17回から第22回の内容について中間試験を行う．

24 後期中間試験の解説 後期中間試験の解答および補足説明

25 交流回路（5） 各素子（R，C，L）の性質，RLC回路における正弦波交流の合成

26 交流回路（6） 直列共振と並列共振，交流回路の電力

27 交流回路（7） 複素数，記号法（1）

28 交流回路（8） 記号法（2）

29 交流回路（9） 記号法（3）

30 交流回路（10） 力率の改善

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1
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3
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5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料工学 (Material Engineering)

長野 博夫 非常勤講師

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M1(100%) 

金属の結晶構造，強度，破壊等の基本概念を身に付け，工業分野で広く使用されている普通鋼，合金鋼，鋳鋼，
非鉄金属等の主な品質，特性，用途を理解することによって，機械設計・製作加工に際して材料，加工法等の選
択判断が適正にできる能力を養う．

【A4-M1】金属の結晶構造，変形，強度，破壊等の基本概念を理解でき
る．

代表的な結晶構造，すべり系，強化機構，破壊機構等が理解できている
かレポート，前期中間試験で評価する．

【A4-M1】材料の非破壊試験法，機器分析，腐食・防食の概要を理解で
きる．

非破壊試験法，機器分析等の概要が理解できているかレポート，前期定
期試験で評価する．

【A4-M1】代表的工業用材料である普通鋼，合金鋼，鋳鋼，非鉄金属等
の主な品質，特性，用途を理解できる.

代表的工業材料の品質，特性，用途等が理解できているかレポート，前
期定期試験，後期中間試験で評価する．

【A4-M1】鉄鋼材料の主な表面硬化技術を理解できる. 高周波焼入れ，浸炭，窒化技術等の概要が理解できているかレポート，
後期定期試験で評価する．

【A4-M1】代表的な耐食材料について， 開発過程とその特徴についてを
理解できる.

代表的耐食材料の開発過程とその特徴を理解できているかレポート，後
期中間試験及び後期定期試験で評価する．

【A4-M1】レアメタル， 環境に優しい代替材料の現状や今後のやり方を
理解できる.

地下資源や環境の保護の状況，重要性が理解できているかレポート，後
期定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験の点数を平均する．100点満
点で60点以上を合格とする．

「金属材料学概説」 中野信隆 著（コロナ社）

「環境材料学」長野博夫，他著（共立出版）
「機械材料学」平川賢爾，他 著（朝倉書店）
「レアメタル」 （独）産業技術総合研究所編（(株)工業調査会）
「最新さびの基本と仕組み」長野博夫，他著（秀和システム）

材料工学（2年）

材料は産業分野で広く使用されているものを中心に取り上げることから実用イメージを描きながら履修すること
．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（材料工学）

1 金属材料の結晶構造 金属材料の原子の構成，代表的な結晶構造及び原子充填率を理解する．

2 金属材料の加工硬化 材料の引張り変形過程での加工硬化現象を応力－歪曲線と対応させて説明する．

3 金属材料の強化機構　1 金属材料の代表的な強化機構である加工硬化，固溶効果，細粒硬化の基本を理解する．

4 金属材料の強化機構　2 金属材料の代表的な強化機構である析出硬化，変態組織硬化の基本概念を理解する．

5 金属材料の破壊　1 金属材料の代表的な破壊現象である延性破壊，脆性破壊を概説する．

6 金属材料の破壊　2 金属材料の代表的な破壊現象である疲労破壊を概説し，破面の特徴と関連付ける．

7 金属材料の破壊　3 金属材料の代表的な破壊現象であるクリープ現象について概説し，高温装置の安全性を理解する．

8 中間試験 上記講義内容の重要事項に関する理解度を評価する．

9 非破壊試験 非破壊試験の重要性を概説し，各種非破壊試験法の特徴を説明する．

10 機器分析（元素分析） 金属材料の代表的な組成分析法を紹介し，材料設計・問題解決のための活用事例を紹介する．

11 機器分析（構造解析） 金属材料の微細構造，表面構造，組織解析等に用いられている代表的表面物理解析法を紹介する．

12 製鉄プロセス 鉄鋼材料の最近の製造プロセス及び品質造りこみのポイントを理解する．

13 普通鋼 Fe-C系状態図の説明と顕微鏡組織と機械的性質及び耐食性との関係を理解する．

14 低合金鋼 低合金鋼について，強度及び耐食性の面から特徴を説明する．

15 鋳鉄 鋳鉄の種類，品質，用途等について説明する．

16 演習 学習内容をまとめ，問題を解く．

17 ステンレス鋼1 ステンレス鋼の歴史，並びにフェライト系及びマルテンサイト系ステンレス鋼の特徴を概説する．

18 ステンレス鋼2 オーステナイト系及び二相系ステンレス鋼の特徴を概説する．

19 鋳鋼 鋳鋼の種類，特徴，用途について説明する．

20 アルミニウム アルミニウムの製造方法，結晶構造，機械的性質，耐食性及び表面処理などについて説明する．

21 銅 銅の製造方法，結晶構造，機械的性質，耐食性等について説明する．

22 ニッケル ニッケルの製造方法，結晶構造，耐食性及び耐熱性等の紹介をする．

23 中間試験 上記講義内容の重要事項に関する理解度を評価する．

24 チタン チタンの製造方法，結晶構造，溶接法，耐食性などについて説明する．

25 鉄鋼材料の表面硬化法 鉄鋼材料の表面硬化法として，焼入れ，ショットピーニング，浸炭，窒化などについて紹介する．

26 耐海水性二相ステンレス鋼 塩化物環境に対して高耐食性を有する二相ステンレス鋼の開発経過と用途について説明する．

27 原子力発電用材料 軽水炉に使用されている極低炭素ステンレス鋼及びニッケル基合金の開発経過と特長を説明する．

28 レアメタル レアメタルの紹介と有効利用について説明する．

29 複合材料 複合材料の種類，特徴を概説し，各種用途に対する複合材料の活用を紹介する．

30 演習 学習内容をまとめ，問題を解く．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

加工工学 (Manufacturing Engineering)

（前期）宮本 猛 教授（後期）斉藤 茂 教授

機械工学科・3年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

機械加工の概略を理解し，設計・生産加工・生産管理における技術課題に対応ができる基礎知識を習得する．ま
ず2学年で学習した加工法を復習し，さらに切削系の力学と実習等でも経験しなかった加工法について教授し，
加工の技術課題に対応できるように指導する．

【A4-M4】機械製作法を理解する． 機械製作の中で機械加工がどのように分類され，図示できるか試験，レ
ポートにて評価する．

【A4-M4】切削加工と切削理論について理解する．
切削理論の基礎として2次元モデルで，工具すくい角，切りくずせん断角
，被削材と工具摩擦角にマーチャントの理論式，切削速度と切削抵抗，
切削温度，寸法効果を解説記述できるか試験，レポートにて評価する．

【A4-M4】工具材料と被削性について理解する． 切削工具と磨耗，工具材質の各特長を比較記述できるか試験，レポート
にて評価する．

【A4-M4】研削加工と砥石について理解する．
研削加工の作業方式に円筒研削，内面研削，平面研削，心なし研削の方
式を解説できるか試験にて評価する．また砥粒の種類，結合剤等の各種
の特徴を記述できるかを試験，レポートにて評価する．

【A4-M4】研削抵抗，研削温度と研削液について理解する．
研削抵抗の主分力と背配分力の比（研削抵抗比）について理解し，背分
力が大きいことは研削盤の剛性維持と関連して重要である．これを理解
しているか試験，レポートで評価する．

【A4-M4】切削油剤と研削油剤について理解する． 切削油剤と研削油剤の作用と効果，種類，選択基準，管理，環境対策に
ついて理解しているか試験，レポートで評価する．

【A4-M4】砥粒加工法について理解する．
ホーニング加工，超仕上げ加工を相対運動の方式，加工例について，バ
フ仕上げとバレル仕上げについて超音波加工の加工方法について解説で
きるか試験，レポートにてこれを評価する．

【A4-M4】特殊加工法について理解する． 放電加工，電子ビーム加工，レーザ加工，電解加工の加工方法について
解説できるか試験，レポートにてこれを評価する．

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
100点満点で60点以上を合格とする．

機械加工学（中島利勝・鳴瀧則彦 コロナ社）

切削・研削加工学上下（臼井英治 共立出版）
精密工作法上下（田中義信・津和秀夫・井川直哉　共立出版）　

機械工作法，機械実習

機械実習，機械工作法の内容を十分理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（加工工学）

1 機械加工総論 機械加工法について把握させる．

2 切削機構（1） 切削理論導入の準備として切りくず形態，切削工具のすくい角等，切削理論の導入として理解させる．

3 切削機構（2） 切削理論導入の準備として切りくず形態，切削工具のすくい角等，切削理論の導入として理解させる．

4 切削機構（3） 切削理論導入の準備として切りくず形態，切削工具のすくい角等，切削理論の導入として理解させる．

5 切削抵抗について 切削抵抗の3分力について理解させる．

6 切削力測定器 切削動力計の原理，ひずみゲージとホイトストンブリッジ回路について理解させる．

7 比切削抵抗 寸法効果と比切削抵抗を理解させる．

8 中間試験 試験にて理解度を見る．

9 切削温度，切削温度測定法 切削工具の温度分布，熱電対法その他数種の測定法を理解させる．

10 切削面粗さ 工具形状と表面粗さ，切削速度と粗さについて理解させる．加工変質層について理解させる．

11 工具材料 高速度鋼，超硬，セラミック，サーメット，CBNそしてダイヤモンドについて硬度等比較解説して特徴を理解させ
る．

12 被削性 工具寿命の観点から各種被削剤の被非削性指数がある．一方，切りくず除去性能を考慮すると新たに生産性指数な
る評価法もあることを理解させる．

13 特殊切削 高温切削，振動切削法について解説し理解させる．併せて超音波振動のメカニズムを解説する．

14 研削加工（1） 円筒研削について解説する．トラバース，プランジ研削，アンキュラ研削，総型研削の比較を解説する．

15 研削加工（1） 円筒外面研削と内面研削の違い，加工面の研削条件と研削盤の主軸機構の違いについて解説し理解させる．

16 研削砥石 研削砥石の構成要素について解説する．砥石形状と研削加工部位の解説

17 砥粒と結合剤（1） アルミナ系，炭化珪素系，CMN，ダイヤモンドの砥粒の特徴と結合剤の特徴について解説する．

18 砥粒と結合剤（2） アルミナ系，炭化珪素系，CMN，ダイヤモンドの砥粒の特徴と結合剤の特徴について解説する．

19 砥粒と結合剤（3） アルミナ系，炭化珪素系，CMN，ダイヤモンドの砥粒の特徴と結合剤の特徴について解説する．

20 研削抵抗 トラバース研削，プランジ研削のある砥石速度，ワーク速度において，ある鉄鋼の切り込み量，トラバース速度の
関係図を解説し，研削においても寸法効果があることを理解させる．

21 潤滑剤と切削油剤（1） 潤滑油剤の分類．切削削油剤に不水溶性切削油剤，水溶性切削油剤について解説する．物理的吸着幕と化学的吸着
幕と極圧添加剤について解説し，湯成分皆無の研削液の浸透性，冷却性，防錆作用について解説する．

22 潤滑剤と切削油剤（2） 潤滑油剤の分類．切削削油剤に不水溶性切削油剤，水溶性切削油剤について解説する．物理的吸着幕と化学的吸着
幕と極圧添加剤について解説し，湯成分皆無の研削液の浸透性，冷却性，防錆作用について解説する．

23 中間試験 後期前半の講義内容の理解度を見る．

24 砥粒加工（1） 固定砥粒，半固定砥粒そして遊離砥粒の加工法を解説する．

25 砥粒加工（2） 固定砥粒，半固定砥粒そして遊離砥粒の加工法を解説する．

26 ホーニング加工 ホーニング加工の加工条件，砥石とホーンの振動とクロスハッチパターンについて解説する．加工例のシリンダー
について解説する．

27 超仕上げ加工 高速振動砥石による鏡面仕上げについて解説する．

28 バレル研磨と超音波加工 多量小物部品のバリ取り，仕上げに開転バレルによる仕上げがある．この方法について解説する．また，超音波切
削同様遊離砥粒を用いて切削困難な脆性材料に効果的なこの方法を解説する．

29 特殊加工（1） 特殊加工の分類，必要性を開設する．また放電加工，電子ビーム加工について解説する．電解加工について解説す
る．

30 特殊加工（2） レーザ加工，電解加工について解説する

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機構学 (Mechanism)

黒住 亮太 講師

機械工学科・3年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

機械を設計するにあたり，機械の運動の法則を知ることは大切である．機械を部品の集まりとしてとらえるので
はなく，運動の面から考える．前半は総論として機構学の概要を理解し，後半は，主にリンク装置の具体的な運
動を理解し，カム装置の導入までを行う．

【A4-M4】機構学の基礎である用語，連鎖，瞬間中心，機構の速度の求
め方などを理解する．

機構学の基礎が理解できているかどうかを中間試験と試験直し，レポ－
ト，ノ－ト提出で評価する．

【A4-M4】リンク装置の機構の分類と，各機構の運動を理解する． リンク装置の各機構の分類が理解できているか，またそれらの機構の運
動が理解できているかを定期試験とノ－ト提出で評価する．

【A4-M4】カム装置の概要を理解する． カム装置の分類とカムの概要が理解できているかを定期試験で評価する
．

【A4-M4】機構の変位，速度，加速度を求める式を導出し，それらを求
めることができる．

機構の変位，速度，加速度を求める式を導出し，それらの式を使うこと
ができるかをレポート，定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート5%　試験直し5%　ノート提出5%　として評価する．100点満点で60点以上を合格
とする．

ノート講義
プリント

「機構学」：森田均著（実教出版）

数学（三角関数，関数の微分），創造設計製作（機構の組み立てと運動）

ノート講義のため，復習をすること．プリントは，授業中に配布する．

M-209



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機構学）

1 総論（機構学の基礎） 機構と機構学の定義．機構学でよく使われる用語を理解する．

2 総論（機構学の基礎） 対偶と連鎖を理解する．

3 総論（機構学の基礎），演習 連鎖の判別，自由度を理解する．これらに関する演習問題を行う．

4 総論（機構学の基礎），演習 瞬間中心とセントロードを理解する．これらに関する演習問題を行う．

5 総論（機構学の基礎） 機構における速度の図式解法を行う．

6 演習問題 機構学の基礎に関する演習問題を行う．

7 リンク装置 四節回転連鎖の機構の分類とその運動を理解する．

8 中間試験 総論の内容の理解度を確認する．

9 中間試験解答，リンク装置 中間試験の試験直しを行う．スライダクランク連鎖

10 リンク装置，演習 スライダクランク連鎖の運動を理解する．スライダクランク連鎖に関する演習問題を行う．

11 リンク装置 スライダてこ連鎖の運動を理解する．

12 リンク装置 平行クランク機構の種類と運動を理解する．

13 リンク装置 直線運動機構の種類を理解する．

14 カム装置 カムの種類を理解する．

15 カム装置 カムの運動の基礎とカム線図を理解する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械実習 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

斉藤 茂 教授，和田 明浩 教授

機械工学科・3年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

自由度4の垂直多関節ロボットの製作.加工図面に従って，ロボットシステムの部品加工，手仕上げ組立製作を通
して生産計画，ジグの利用及び最適加工条件，加工精度と組立精度等について総合的に学習させることを目的と
する．

【D1】安全に作業することができる． 安全に作業できているか作業状態で評価する．

【A4-M4】ロボットの運動機構を理解し，作業ができる． ロボットの運動機構を理解し，作業ができているか作業状態，製品，レ
ポートで評価する．

【A4-M4】加工図面に従って，工作機械により部品を加工，製作するこ
とができる．

加工図面に従って，工作機械により部品を加工，製作することができる
か作業状態，製品，レポートで評価する．

【A4-M4】加工条件を材料の特性，工具種類，加工形状によって自ら設
定し，作業ができる．

加工条件を材料の特性，工具種類，加工形状によって自ら設定し，作業
ができるか作業状態，製品，レポートで評価する．

【A4-M4】製作した部品を組立，不具合がある場合は手仕上げにより調
整することができ，加工精度について理解することができる．

製作した部品を組立，不具合がある場合は手仕上げにより調整すること
ができ，加工精度について理解することができるか作業状態，製品，レ
ポートで評価する．

【A4-M4】モータの正転，逆転回路を理解し，ハンドの回転，旋回，ア
ームの昇降，ロボット胴体（主柱）の回転を実現するコントローラボッ
クス内の回路構成を理解し製作することができる．

モータの正転，逆転回路を理解し，ハンドの回転，旋回，アームの昇降
，ロボット胴体（主柱）の回転を実現するコントローラボックス内の回
路構成を理解し製作することができるか作業状態，製品，レポートで評
価する．

【B1】製作工程図面，加工手順，加工条件，加工注意点を記録し，論理
的にレポートにまとめることができる．

製作工程図面，加工手順，加工条件，加工注意点を記録し，論理的にレ
ポートにまとめることができるかレポートで評価する．

【C4】実習内容をレポートにまとめ期日内に提出することができる． 実習内容をレポートにまとめ期日内に提出することができるかレポート
の提出状況で評価する．

　 　

　 　

成績は，到達目標1の作業状態20%，到達目標2，3，4，5，6，7の製品，レポート，作業状態60%，到達目標8
の提出状況20%として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

ロボットの構造図，設計図 神戸高専学生指導用プリント

機械工作法：平井三友（コロナ社）

機械工作法

もの作り教育としての実習，加工法の座学として機械工作法があり，理論と実学で技術を習得させる．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械実習）

1 製作するロボットの概要，運動機構の説明 概要説明のプリントの内容を理解する．

2 駆動方式の説明 コントロールボックスからモータまでの回路と歯車，チェーン等の伝動機構を理解する．

3 班分けを行う．加工分担，工具貸し出し係，加工図
面係そして班責任者を決定する．

各班の部品を加工開始する． 機械の利用に重復予約を避けるため使用機械を決定する．

4 各種部品加工 使用したい機械の予約決定をする．加工方法において不十分な知識を作業開始前に指導し，安全に作業ができるよ
うに注意する．

5 上記テーマに同じ 上記内容に同じ

6 上記テーマに同じ 上記内容に同じ

7 上記テーマに同じ 上記内容に同じ

8 上記テーマに同じ 上記内容に同じ

9 上記テーマに同じ 上記内容に同じ

10 組立開始と制御箱の電気回路製作 組立と電気回路班に分かれて製作する．

11 組立不具合調整 組立不具合があれば再加工も含めて，調整する．

12 上記テーマに同じ 上記内容に同じ

13 モータの取り付け モータを機構部に取り付け動作確認

14 コントロールボックスとの接続 リモートスイッチでモータ回転方向とトグルスイッチの方向が正常であるか結線確認．

15 ハンド開閉確認 圧縮空気をバルブに接続して，エジェクタの負圧と正圧により，指の開閉とアームの昇降が実現しているか確認す
る．1週間後に作業担当部分，加工した部分，実習で学んだ技術をまとめ報告書として提出する．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

創造設計製作 (Creative Design and Production)

斉藤 茂 教授，東 義隆 准教授

機械工学科・3年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

防災に関連する与えられたテーマに従い，強度計算，運動機構のシミュレーション，工程計画などを行い，グル
ープごとに作品を製作する． 材料，部品購入，加工計画書，実習日報の作成，発表会を行うことにより，創造
性，計画性を養う．

【D1】安全に作業することができる. 安全に作業ができているか作業状態で評価する.

【A4-M4】与えられたテーマに従った作品を製作できる． 与えられたテーマに従った作品が製作できているか競技会を行う．

【A4-M4】製品の設計製図ができる． 製品の図面を提出させ評価する．

【A4-M4】組み立て図，加工図面から加工手順，加工条件を決め計画的
に部品を製作できる．

組み立て図，加工図面から加工手順，加工条件を決め計画的に部品を製
作ができているか作業状態，製品，レポートで評価する．

【B1】加工手順，加工条件などについて論理的にレポートにまとめるこ
とができる.

加工手順，加工条件などについて論理的にレポートにまとめることがで
きるかを提出されたレポートで評価する.

【B1】発表会で製作した作品の説明ができる． 発表会で製作した作品の説明ができているか発表内容により評価する．

【C4】実習内容をレポートにまとめ期日内に提出することができる． 実習内容をレポートにまとめ期日内に提出することができるかを，レポ
ートの提出状況で評価する.

　 　

　 　

　 　

成績は，到達目標1の作業状態20%，到達目標2，3，4，5の競技会，図面，作業状態，製品，レポートを50%，
到達目標6の発表内容10%，到達目標7の提出状況20%として評価する.100点満点で60点以上を合格とする.

プリント

機械製図：林洋次(実教出版)
機械要素設計：吉沢武男(裳華房)
機械工学必携：馬場秋次郎(三省堂)

機械工作法，設計製図，機械実習，機械設計

1・2・3年の機械実習と関連する専門共通科目実験・卒業研究へとつなげる．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（創造設計製作）

1 ガイダンス テーマの説明，班分け，役割分担，課題探求

2 アイデア図提出 与えられたテーマを満足する製品の全体図を決定する

3 設計製図 製品の組み立て図，部品図を製図する

4 電気回路の説明 部品製作と回路の説明

5 論理回路について 基本作動の説明

6 機構部の製作と電気回路部の製作 機構部班は機構部品の材料入手と加工，電気回路班はボード上の回路設計と配線

7 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

8 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

9 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

10 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

11 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

12 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

13 機構部と回路部の結合 機械部品の組み立てと電気回路の結合

14 上記タイトルに同じ 上記内容に同じ

15 競技 各班の製作品を所定のルールにより競技する

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用数学II (Applied Mathematics II)

長 保浩 教授

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A1(100%) (c),(d)1

科学技術分野で応用する行列の演算，一次変換，ベクトル空間及び線形写像，ベクトルの一次独立及び従属，部
分空間，行列の階数，固有値，内積及び正規直交系について講義し，連立一次方程式の解き方や行列式の性質や
展開を使った行列式の計算方法，行列の対角化を学ばせる．

【A1】行列の演算ができ，一次変換（線形写像）について説明できる． 行列の各種演算ができ，一次変換（線形写像）について説明できるか中
間試験で評価する．

【A1】ベクトルの一次独立及び従属，部分空間，行列の階数について説
明できる．

ベクトルの一次独立及び従属，部分空間，行列の階数について説明でき
るか定期試験で評価する．

【A1】同次（非同次）連立一次方程式を解くことができる． 同次（非同次）連立一次方程式を解くことができるか定期試験で評価す
る．

【A1】行列式の性質や展開を用いて行列式の因数分解や計算ができる． 行列式の性質や展開を用いて行列式の因数分解や計算ができるか中間試
験で評価する．

【A1】固有値，内積及び正規直交系について説明でき，行列の対角化が
できる．

固有値，内積及び正規直交系について説明でき，行列の対角化ができる
か定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験97%　実力テスト3%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする
．100点満点で60点以上を合格とする．

「線形代数・ベクトル解析」：田島一郎・近藤次郎著（培風館）

「教養の線形代数」：村上正康他著（培風館）

本科M5選択の「ロボット工学」，専攻科1年の「シミュレーション工学」など多くの科目で活用される数学の
基礎科目である．

実力テストの実施日時等については，応用数学IA担当者と調整の上決定する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用数学II）

1 行列の定義，行列の和とスカラー 行列の定義および行列の和とスカラー倍について理解させる．

2 行列の積 行列の積の定義および法則について理解させる．

3 転置行列及び正方行列 転置行列，正方行列（スカラー行列，対角行列，三角行列），対称行列および交代行列について理解させる．

4 小行列・行列の分割 小行列および行列の分割による演算について理解させる．

5 一次変換 一次変換の線形性について理解させる．

6 ベクトル空間 ベクトル空間の定義，線形写像および同型について理解させる．

7 一次独立・一次従属 一次独立および一次従属の意味について理解させる．

8 中間試験 第1回目から第7回目までの授業内容に関する試験を行う．

9 一次独立・一次従属 一次独立および一次従属に関する主な定理について理解させる．

10 部分空間 部分空間の定義，次元および基底について理解させる．

11 行列の階数 行列の階数の定義および求め方について理解させる．また，行階数と列階数について理解させる．

12 同次連立一次方程式 同次連立一次方程式の解き方について理解させる．

13 非同次連立一次方程式 非同次連立一次方程式の解き方について理解させる．

14 行列式の定義 順列の概念を導入した行列式の定義について理解させる．

15 行列式の性質 行列式の値を求めるあるいは因数分解をする上で便利な行列式の性質について理解させる．

16 行列式の展開 行列式の値を求めるあるいは因数分解をする上で便利な行列式の展開について理解させる．

17 行列式の積 行列式の値を求める上で便利な行列式の積について理解させる．

18 逆行列 逆行列の定義，性質および消去法による逆行列の求め方について理解させる．

19 クラーメルの公式 連立一次方程式をとくのに便利なクラーメルの公式について理解させる．

20 行列の階数と行列式 行列の階数と行列式の関係について理解させる．また，行列の積の階数の性質について理解させる．

21 複素行列 複素数の性質，共役行列，共役転置行列について理解させる．

22 エルミット行列・ユニタリ行列 エルミット行列およびユニタリ行列の性質について理解させる．

23 中間試験 第16回目から第22回目までの授業内容に関する試験を行う．

24 2次形式・エルミット形式 2次形式およびエルミット形式の定義について理解させる．

25 固有値・固有ベクトル 固有値および固有ベクトルの意味と求め方について理解させる．

26 固有値・固有ベクトル エルミット行列やユニタリ行列の固有値およびケイリー・ハミルトンの定理について理解させる．

27 内積 複素ベクトルの内積の定義と性質について理解させる．

28 正規直交系 正規直交系の求め方とユニタリ行列の関係について理解させる．

29 行列の対角化 一般的な行列の対角化について理解させる．

30 正規行列，ジョルダンの標準形 正規行列の対角化およびジョルダンの標準形などについて理解させる．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用数学IA (Applied Mathematics IA)

小林 滋 教授

機械工学科・4年D組・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )
A1(100%) (c),(d)1

科学技術分野にて数学を使用する場合に用いる複素数や複素関数，その微分，積分，数列，級数についての基礎
を学習する．

【A1】複素数の極形式表示とその複素平面上の点との対応，絶対値と偏
角を用いた四則演算やn乗根を求めることができる．

複素数の極形式表示ができ，複素平面上の点との対応ができるか，絶対
値と偏角を用いた四則演算やn乗根を求めることができるかをレポートお
よび試験で評価する．

【A1】複素関数における定義域であるz平面から関数によるw平面への
写像の考え方が理解でき，基本的な複素関数によるz平面上の基本図形
をw平面上に写すことができる．

基本的な複素関数によるz平面上の基本図形をw平面上に写すことができ
るかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】複素関数における極限値や連続の概念と微分係数，導関数が理解
でき，その基本的な演算ができる．

複素関数における極限値や連続の概念と微分係数，導関数が理解できて
いるか，またその基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価
する．

【A1】領域の概念と正則関数，コーシー・リーマンの関係式が理解でき
，正則関数かどうかの判定ができる．

領域の概念と正則関数，コーシー・リーマンの関係式が理解できている
か，また正則関数かどうかの判定ができるかをレポートおよび試験で評
価する．

【A1】複素関数としての指数関数，三角関数の性質が理解でき，それら
の基本的な演算ができる．

複素関数としての指数関数，三角関数の性質が理解できているか，それ
らの基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】複素積分の性質が理解でき，それを用いた基本的な演算ができる
．

複素積分の性質が理解できているか，またそれを用いた基本的な演算が
できるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】コーシーの積分定理が理解でき，それを用いた基本的な演算がで
きる．

コーシーの積分定理が理解できているか，またそれを用いた基本的な演
算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】コーシーの積分定理の応用が理解でき，それを用いた基本的な演
算ができる．

コーシーの積分定理の応用が理解できているか，またそれを用いた基本
的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】コーシーの積分表示が理解でき，それを用いた基本的な演算がで
きる．

コーシーの積分表示が理解できているか，またそれを用いた基本的な演
算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】複素数の数列と級数が理解でき，それを用いた基本的な演算がで
きる．

複素数の数列と級数が理解できているか，またそれを用いた基本的な演
算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

成績は，試験85%　レポート12%　実力テスト3%　として評価する．試験は中間試験と期末試験を平均して，
また提出されたレポートを評価し点数化する．これら試験，レポート，実力テスト（3年時に3年教科担当から
出題された春休みの宿題レポートを含む）を上記の割合で算定して100点満点で60点以上を合格とする．

新訂「応用数学」：高遠 節夫ほか著（大日本図書）
新訂「応用数学問題集」：薄永 久ほか著（大日本図書）

「基礎　解析学」矢野健太郎，石原繁著（裳華房）
「関数論」：木村俊房，高野恭一著（朝倉書店）
「詳解 関数論演習」：小松勇作他著（共立出版）
「留数解析」：一松信（共立出版）

3年生までの数学関連教科：数学1，数学2や，自動制御，振動工学，システム工学等，シミュレーション工学

本教科は3年生までの数学を基礎とした発展科目である．また本科の専門教科で受講する自動制御や振動工学，
システム工学等や，専攻科1年でのシミュレーション工学等多くの科目で使用する数学の基礎科目である．なお
年度はじめに実施する実力テストの実施日時は，応用数学II担当者と調整の上決定実施する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用数学IA）

1 導入と，複素数と複素平面，および実力テスト 授業計画の説明，授業に対する諸注意を行う.また複素数と複素平面についての基礎事項を学習する.3年次の春休み
に3年生時の数学担任から出された春休み宿題レポートを回収するとともに実力テストを行う．

2 複素数の四則演算とn乗根 複素数の極形式表示を理解する．複素数の四則演算について，複素平面上の性質も含め理解，計算できるようにす
る．またn乗根を計算する．

3 複素関数とその性質 一次分数関数を主として取り上げ，複素関数の定義域のとりうる範囲を理解すると共に，定義域のある図形が関数
により，どのような図形になるか算出する．

4 複素関数の極限値と導関数 複素関数の極限値の考え方を理解すると共に極限値を計算する．また陽に複素変数が表される複素関数の導関数の
算出法を理解し，計算する．

5 正則関数 領域や微分可能の定義について理解し，コーシーリーマンの関係式から正則であるか判定を行うと共に，導関数を
計算する．

6 指数関数と三角関数 複素関数としての指数関数および三角関数について，その性質や計算法を理解する．

7 調和関数と正則関数による写像 ラプラスの微分方程式や調和関数について理解する．また正則関数の等角性を用いて定義域の図形が関数によりど
のような図形に変換されるか算出する．

8 中間試験 1回目から7回目の授業内容から出題する．

9 複素積分 複素数の積分における積分路について理解する．また複素数の媒介変数を用いた表現を用いることにより複素積分
を計算する．

10 複素積分の性質 複素積分を行うときに用いることができる法則を学習する．複素数の不定積分を理解し計算する．

11 コーシーの積分定理 コーシーの積分定理を理解し，この定理を用いて複素積分を計算する．

12 コーシーの積分定理の応用 前週の内容を応用，発展させることで，より複雑な複素積分が解けることを学習する．

13 コーシーの積分表示 コーシーの積分表示を理解し，この定理を用いて複素積分を計算する．

14 複素数の数列 複素数数列の極限値の性質や収束，発散の判定法を学習し，また収束時はその極限値を算出する．

15 級数と収束半径 前週の発展として，複素数の数列をたし合わせた無限級数について，その発散，収束の判定法を学習すると共に収
束時はその極限値を算出する．また，べき級数と収束半径について学習する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用数学IB (Applied Mathematics IB)

小林 滋 教授

機械工学科・4年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A1(100%) (c),(d)1

科学技術分野で数学を使用する場合に用いる複素関数の展開や留数定理，ならびにラプラス変換の基礎やその応
用，またフーリエ級数の基礎を学習する．

【A1】複素関数におけるテイラー展開とローラン展開について理解し，
基本的な演算ができる．

複素関数におけるテイラー展開とローラン展開について理解しているか
，基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】孤立特異点と留数，留数定理について理解し，基本的な演算がで
きる．

孤立特異点と留数，留数定理について理解しているか，基本的な演算が
できるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】ラプラス変換の定義やラプラス変換の性質を理解し，基本的な演
算ができる．

ラプラス変換の定義やラプラス変換の性質を理解しているか，基本的な
演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】基本関数のラプラス変換が理解でき，基本的なラプラス変換の演
算ができる．

基本関数のラプラス変換のラプラス変換が理解できているか，また基本
的なラプラス変換の演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】合成積についてその基礎を理解すると共に，そのラプラス変換の
性質を理解し，その基本演算ができる．

合成積についてその基礎を理解しているか，またそのラプラス変換の性
質を理解し，その基本演算ができるかをレポートおよび試験で評価する
．

【A1】ラプラス変換と逆ラプラス変換の対応が理解でき，基本的な逆ラ
プラス変換の演算ができる．

ラプラス変換と逆ラプラス変換の対応が理解できているか，基本的な逆
ラプラス変換の演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】ラプラス変換を用いて常微分方程式を解く方法を理解すると共に
，その基本的な演算ができる．

ラプラス変換を用いて常微分方程式を解く方法を理解できているか，ま
たその基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】ラプラス変換を用いて積分方程式を解く方法を理解すると共に，
その基本的な演算ができる．

ラプラス変換を用いて積分方程式を解く方法を理解できているか，また
その基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】フーリエ級数とは何かについてその基礎概念を理解すると共に，
周期2πの周期関数や一般的な周期関数についての基本的なフーリエ変
換ができる．

フーリエ級数とは何かについてその基礎概念を理解しているか，周期2π
の周期関数や一般的な周期関数についての基本的なフーリエ変換ができ
るかをレポートおよび試験で評価する．

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験は中間試験と期末試験を平均し，また提出したレポー
トを評価し，これらを前述の比率で算定して，100点満点で60点以上を合格とする．

新訂「応用数学」：高遠　節夫ほか著（大日本図書）
新訂「応用数学問題集」：薄永 久ほか著（大日本図書）

「基礎解析学（改訂版）」：矢野，石原著（裳華房）
「すぐわかるフーリエ解析」：石村園子著（東京図書）
「物理とフーリエ変換」：今村勤著（岩波書店）

3年までの数学関連科目：数学1，数学2，や応数1A，自動制御，振動工学，システム工学等，シミュレーショ
ン工学

本教科は3年生までの数学1，数学2，や4年生の応数1Aを基礎とした発展科目である．また本科の専門教科で受
講する自動制御や振動工学，システム工学等や，専攻科1年でのシミュレーション工学等多くの科目で使用する
数学の基礎科目である．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用数学IB）

1 テイラー展開 複素関数について，どの領域においてテイラー展開可能かを判定，またその収束半径を求めると共に，テイラー展
開を計算する．

2 ローラン展開 複素関数について，どの領域においてテイラー展開できずローラン展開しなければならないかを判定，またその領
域を求めると共に，展開を計算する．

3 孤立特異点と留数 ローラン展開の孤立特異点の係数から発展させ，極の位数の見分け方を学習すると共に，留数の計算を行う．

4 留数定理と実積分 複素積分を留数定理を用いて算出する方法を学習すると共に，発展させて，実数を積分定数とするある種の定積分
の値を求めることができることを学習する．

5 ラプラス変換の定義と例 ラプラス変換の基本として，その演算内容と物理的意味について概説すると共に，その定義式からf(t)＝1，f(t)=t等
についてラプラス変換を算出する．

6 ラプラス変換の性質 ラプラス変換の線形成，相似性，像関数の移動法則，原関数の移動法則，原関数の微分・積分法則，像関数の微分
法則等について例を交えながら説明する．

7 基本関数のラプラス変換 前週に引き続き，基本的なラプラス変換を導きだし，一般的な基本関数が変換できるようにする．

8 中間試験 教科のはじめから中間試験までに授業した内容を中心に出題する．

9 たたみこみとそのラプラス変換 合成積についてその定義式や性質，またたたみこみのラプラス変換の性質について学習する．

10 原関数と像関数の対応と逆ラプラス変換 原関数と像関数の1対1になる関係をもちいてラプラス変換と逆ラプラス変換との関係を明らかにすると共に逆ラプ
ラス変換の計算を行う．

11 ラプラス変換の常微分方程式への応用 常微分方程式をラプラス変換と逆ラプラス変換を用いて解く方法を学習する．初期値や境界条件がいろいろな場合
についての解法も学習する．

12 ラプラス変換の積分方程式への応用 積分方程式をラプラス変換と逆ラプラス変換，たたみこみのラプラス変換を用いて解く方法を学習する．

13 フーリエ級数の初歩 周期2πの周期関数をフーリエ級数に変換する方法を学習する．また奇関数や偶関数のフーリエ変換についても学
び，基本的な周期関数の級数を算出する．

14 フーリエ級数の収束 連続関数や不連続関数のフーリエ級数がそれぞれどのような値に収束するか学習する．

15 フーリエ級数からフーリエ変換へ 周期2πの周期関数のフーリエ級数から，一般的な周期関数や複素形フーリエ級数へ，また周期性を持たないもの
へとフーリエ級数を一般化してフーリエ変換へと発展させるか，またラプラス変換との関係を概説する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-220



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用物理 (Applied Physics)

熊野 智之 准教授

機械工学科・4年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(100%) (c),(d)1

極小の世界や光速の世界といった”非日常的”な世界の物理法則を，現代物理学の誕生・発展の過程と共に学習
し，定性的に理解できる能力を養う．また，それらの諸法則が”日常的”に恩恵を受けている最先端のテクノロ
ジーの礎となっていることを，応用例を学習しながら理解する．

【A2】X線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる． X線の特徴および発生原理を理解し，X線が材料の結晶構造を解析するた
めに用いられる理由を理解しているか中間試験と提出物で評価する．

【A2】黒体放射理論の基礎，光の粒子性について理解できる．
黒体放射とは何かを理解し，プランクによる黒体放射理論の基本的な考
え方およびアインシュタインの光量子仮説が提唱されるに至った背景な
どを理解しているか中間試験と提出物で評価する．

【A2】原子の内部構造について理解できる． 各原子モデルについて，それぞれの特徴および提案されるに至った背景
を理解しているかを中間試験と提出物で評価する．

【A2】ボーアの理論と水素原子スペクトルの関係が理解できる． ボーアの理論の意味と水素原子の発するスペクトルとの関係などについ
て理解できているかを中間試験と提出物で評価する．

【A2】量子論および量子力学について，基本的な概念が理解できる． 不確定性原理やシュレディンガー方程式の成り立ちを理解しているかを
定期試験と提出物で評価する．

【A2】素粒子および加速器について，基本的な事柄が理解できる． 素粒子の分類や加速器の必要性および仕組みについて理解できているか
定期試験と提出物で評価する．

【A2】特殊相対性理論について，基本的な概念が理解できる． ガリレイ不変性や特殊相対性理論の基礎概念を理解しているか定期試験
と提出物で評価する．

【A2】核エネルギーについて，基本的な概念が理解できる． 基本的な核反応，核分裂，核融合について理解しているか定期試験と提
出物で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点
満点で60点以上を合格とする．

講義資料
「高専の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）

「物理学（三訂版）」小出昭一郎（裳華房）

物理，3年応用物理，専攻科レーザー工学

低学年の物理および3年の応用物理をよく理解し，履修すること．難易度がやや高いので，予習復習を心掛ける
こと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用物理）

1 原子論，電子の発見 原子論の成り立ちについて述べる．また，電子の発見に至ったトムソンの実験およびミリカンの実験について説明
する．

2 X線と結晶 X線の発生原理および特徴を説明した上で，結晶解析への応用について述べる．

3 黒体放射と量子仮説 黒体放射とは何かを説明し，プランクが黒体の放射エネルギースペクトルを関数化するに至った経緯および量子仮
説について述べる．

4 光の粒子性 光電効果，コンプトン効果など光の粒子性を証明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．

5 原子核の発見 トムソンと長岡半太郎の原子模型について述べた上で，ラザフォードによる原子核の発見とその意味について説明
する．

6 ボーアの理論(1) 水素原子のスペクトルがどのような規則性を有するかについて述べ，ボーアの振動数条件，量子条件について説明
する．

7 ボーアの理論(2) ボーアの理論を通して，水素原子における電子のエネルギー準位および電子軌道半径の求め方について説明する．

8 中間試験 中間試験までの授業の内容について出題する．

9 量子論 量子の特徴やハイゼンベルグの不確定性原理について述べる．

10 量子力学(1) 波動関数について説明した上で，シュレディンガー方程式の導出方法について述べる．

11 量子力学(2) 定常状態のシュレディンガー方程式を解析的に解くことができるモデルについて紹介し，解の意味を説明する．

12 量子力学(3) 量子数，パウリの排他原理について述べる．

13 素粒子と加速器 素粒子の分類，加速器の種類と原理について述べる．

14 相対性理論 ニュートン力学と相対性理論における慣性系に対する考え方の違いについて説明する．また，質量とエネルギーの
等価性について説明する．

15 核エネルギーの利用 放射性同位体について述べ，放射性崩壊と半減期について説明する．また，核分裂および核融合がなぜ起きるか説
明し，その際に放出されるエネルギーの求め方について述べる．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学I (Strength of Material I)

和田 明浩 教授

機械工学科・4年D組・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )
A4-M1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

3年次の材料力学に引き続き，材料力学の中心的問題であるはりの解法に重点を置いて講義する．本講義では演
習問題を多く解くことにより，材料力学における基礎的知識の理解を深めるとともに解析力の充実を図る．

【A4-M1】不静定はり・平等強さのはりの概念を理解し基礎的問題が解
ける．

不静定はり，平等強さのはりに対する理解度を中間試験およびレポート
で評価する．

【A4-M1】エネルギ原理を用いた解法を理解し基礎的問題が解ける． エネルギ原理を用いた解法に対する理解度を定期試験およびレポートで
評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60
点以上を合格とする．

「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）

「材料力学演習」，村上敬宜・森和也 共著（森北出版）
「SIによる材料力学演習」，関谷壮著（森北出版）

材料力学（3年），材料力学II（4年），材料力学特論（5年），弾性論力学（専攻科1年）

授業中の演習はレポートとして提出して評価することがある．

M-223



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（材料力学I）

1 不静定はりの解法 静定問題と不静定問題の相違について説明し，初歩的な不静定はり問題の解法について説明する．また，この授業
で1年間の授業の進め方，試験およびレポートの説明を行う．

2 種々の不静定はり 支点条件および荷重条件の異なる種々の不静定問題の解き方を解説し，例題を解く．

3 重ね合わせの原理 不静定問題が複数の静定問題の重ね合わせにより表現できることを説明し，重ね合わせの原理を用いた解法につい
て解説する．また，関連した例題を解く．

4 演習 学習内容のまとめを行うとともに，不静定はりの総合演習を行う．

5 平等強さのはりの設計 平等強さのはりの設計概念について説明し，片持はり・両端支持はりを平等強さに設計する方法を解説する．

6 平等強さのはりのたわみ 平等強さに設計された片持はり・両端支持はりのたわみの導出方法について解説し，例題を解く．

7 演習 学習内容のまとめを行うとともに，平等強さのはりの総合演習を行う

8 中間試験 不静定はりに対する理解度および平等強さのはりに対する理解度を中間試験で評価する．

9 ひずみエネルギ 仕事・ひずみエネルギの定義について説明し，単軸負荷におけるひずみエネルギの計算方法について解説する．

10 衝撃応力 エネルギバランスから材料内に衝撃応力が発生することを説明し，例題を解く．

11 演習 学習内容のまとめを行うとともに，エネルギ解法の総合演習を行う．

12 カスティリアノの定理1 カスティリアノの定理の導出手順について説明し，その利用方法を概説する．

13 カスティリアノの定理2 カスティリアノの定理を用いた静定はり問題の解法を解説し，例題を解く．

14 カスティリアノの定理3 カスティリアノの定理を用いた不静定はり問題の解法を解説し，例題を解く．

15 演習 学習内容のまとめを行うとともに，カスティリアノの定理の総合演習を行う．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学II (Strength of Material II)

 西田 真之 教授

機械工学科・4年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

3年次の材料力学，4年前期の材料力学Iを基礎として，組み合わせ応力および座屈現象について講義する．本講
義では演習問題を多く解くことにより，材料力学における基礎的知識の理解を深めるとともに解析力の充実を図
る．

【A4-M1】組み合わせ応力を理解し，基礎的問題が解ける． 組み合わせ応力に対する理解度を中間試験，定期試験およびレポートで
評価する．

【A4-M1】座屈現象の意味を理解し，基礎的問題が解ける． 座屈現象に対する理解度を定期試験およびレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60
点以上を合格とする．

「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）

「材料力学演習」，村上敬宜・森和也 共著（森北出版）
「SIによる材料力学演習」，関谷壮著（森北出版）

材料力学（3年），材料力学I（4年），材料力学特論（5年），弾性力学（専攻科1年）

授業中の演習はレポートとして提出して評価することがある．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（材料力学II）

1 3次元の応力－ひずみ関係 多軸負荷状態における応力・ひずみの種類について説明し，3次元の応力－ひずみ関係について紹介する．

2 平面応力と平面ひずみ 3次元の応力－ひずみ関係に制約を加えることで，平面応力・平面ひずみそれぞれに対応する応力－ひずみ関係を
導く．

3 演習 学習内容のまとめを行うとともに，多軸負荷の総合演習を行う．

4 斜断面上の応力 平面応力状態において，斜断面上の応力を求める手順について説明する．

5 主応力・主せん断応力 主応力・主せん断応力の意味を説明し，その導出手順を解説する．

6 モールの応力円 モールの応力円を用いて斜断面上の応力を求める手順を解説し，例題を解く．

7 演習 学習内容のまとめを行うとともに，組み合わせ応力の総合演習を行う．

8 中間試験 多軸負荷，組み合わせ応力に対する理解度を中間試験で評価する．

9 薄肉圧力容器に生じる応力 組み合わせ応力の解法を利用して，薄肉圧力容器に生じる応力を計算する方法を解説する．

10 引張り曲げ，曲げねじり 引張と曲げ，曲げとねじり，など異なる荷重が同時に作用する問題の取り扱い方を説明し，例題を解く．

11 演習 学習内容のまとめを行うとともに，組み合わせ応力の総合演習を行う．

12 オイラーの座屈理論 座屈現象について概説し，座屈に対するオイラーの理論式について説明する．また，端末条件の相違が座屈荷重に
与える影響について説明し，例題を解く．

13 種々の座屈問題 種々の座屈問題の解法について解説し，例題を解く．

14 座屈に対する実験式 座屈に対する種々の実験式について説明し，例題を解くことによりその利用方法を習得させる．

15 演習 学習内容のまとめを行うとともに，座屈の総合演習を行う．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業熱力学 (Engineering Thermodynamics)

 柴原 誠 講師

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

なじみのあるエネルギー変換装置である自動車，冷暖房機器，ジエットエンジンなどを例に挙げながら工学基礎
科目としての熱力学を理解させ演習を通じて習得した知識を運用する能力を高める．

【A4-M2】熱力学第1法則について理解している． 熱力学第1法則について理解しているかを課題（レポート）及び前期中間
試験で評価する．

【A4-M2】エンタルピーについて理解している． エンタルピーについて理解しているかを課題（レポート）及び前期定期
試験で評価する．

【A4-M2】理想気体のエントロピー変化を計算することができる． 理想気体のエントロピー変化を計算することができるかをレポート及び
後期中間試験で評価する．

【A4-M2】理想気体の場合について状態変化の際の仕事および熱量など
を求めることができる．

理想気体の場合について状態変化の際の仕事および熱量などを求めるこ
とができるかを課題（レポート）及び後期中間試験で評価する．

【A4-M2】蒸気の場合について状態変化の際の仕事および熱量などを求
めることができる．

蒸気の場合について状態変化の際の仕事および熱量などを求めることが
できるかを課題（レポート）及び後期定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．なお，試験成績は中
間試験と定期試験との平均点とする．

図解熱力学の学び方，北山直方著，谷下市松監修（オーム社）

大学演習工業熱力学，谷下市松編（裳華房）

物理で講義される熱分野を理解しておくこと．

　

M-227



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工業熱力学）

1 工業熱力学とは 工業熱力学概説

2 工業熱力学で扱う物理量 工業熱力学で扱う物理量を学習するとともに，単位換算法を習得する．

3 熱力学の第一法則 熱と仕事との関係について学習する．

4 熱力学の第一法則 状態変化を圧力-体積線図で表すことを学習する．

5 熱力学の第一法則 熱力学第1法則の基本的な考え方を学習する．

6 熱力学の第一法則 エネルギー保存の法則から熱力学第1法則の式を導出方法を学習する．また，第1法則の式の各項の意味を理解する
．

7 演習 上記2-6回までの演習を行う．

8 中間試験 熱力学第1法則の理解度を評価する．

9 熱力学第1法則のまとめ 中間試験の解答をとおして，熱力学第1法則の理解を深める．

10 エンタルピー エンタルピーの成り立ちと利用について学習し，エンタルピーの理解を深化させる．

11 熱力学の第二法則 熱力学第2法則の基本的な考え方を学習する．

12 熱力学の第二法則 熱力学的温度ならびにカルノーサイクルを学習した上で，カルノー効率の計算方法を理解する．

13 熱力学の第二法則 可逆・不可逆サイクルのクロジュース積分について学習する．

14 熱力学の第二法則 エントロピーの基本的考え方を学習するとともに，温度-エントロピー線図の見方を習得する．

15 演習 上記10-14回の内容の演習を行う．

16 熱力学第2法則のまとめ 定期試験の解答をとおして，熱力学第2法則の理解を深める．

17 理想気体 理想気体の状態方程式やダルトンの法則の学習をとおして理想気体の性質を理解する．

18 理想気体の等圧，等容変化 理想気体の等圧，等容変化について学習する．

19 理想気体の等温，断熱変化 理想気体の等温，断熱変化について学習する．

20 理想気体のポリトロープ変化 理想気体のポリトロープ変化について学習する．

21 状態変化に伴うエントロピー変化 状態変化に伴うエントロピー変化を学習する.

22 演習 上記17-21回までの内容の演習を行う．

23 中間試験 理想気体の状態変化の理解度を評価する．

24 理想気体の状態変化のまとめ 中間試験の解答を通して，理想気体の状態変化の理解を深める．

25 内燃機関 内燃機関の基本サイクルと原理をこれまでに学んだ理想気体の状態変化を用いて学習する．

26 蒸気 蒸気の性質を学習するとともに，蒸気表，蒸気線図の見方，使い方を理解する．

27 蒸気の状態変化 蒸気の状態変化について学習し，蒸気の状態変化の理解の深化を図る．

28 蒸気原動機 蒸気原動機の基本サイクルを学習する．

29 有効エネルギー・無効エネルギー 有効エネルギー，無効エネルギーの考え方を学習する．

30 演習 上記25-29回までの内容に関する演習を行う．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

流体工学 (Fluids Engineering)

（前期）鈴木 隆起 講師 （後期）赤対 秀明 教授

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

流体には気体と液体があるが，これらの流れは空気，水などのように身近に見られるだけでなく，工業上多くの
工場や装置で様々な形での流体の流動が見られる．これらの装置の設計や運転に必要な流体の性質および流体の
静力学と動力学を理解させる．

【A4-M2】流体の特徴を表す物性値を理解できる． 密度，比重，比体積，比重量，粘度，動粘度など流体の物性値が理解で
きているか，前期中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】流体の静力学を理解できる．
圧力，絶対圧とゲージ圧，パスカルの原理，圧力計，浮力，表面張力な
ど流体の静力学が理解できているか，前期中間試験，レポート，演習で
評価する．

【A4-M2】完全流体の流れが理解できる． 連続の式，オイラーの運動方程式，ベルヌーイの定理など完全流体の流
れが理解できているか，前期定期試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】粘性流体の内部流れが理解できる．
レイノルズ数，層流と乱流，摩擦圧力損失，管路の諸損失など粘性流体
の内部流れが理解できているか，後期中間試験，レポート，演習で評価
する．

【A4-M2】粘性流体の外部流れが理解できる． 境界層，はく離，抗力と揚力など粘性流体の外部流れが理解できている
か，後期定期試験，レポート，演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　演習10%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均
点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械工学演習シリーズ1演習水力学」：国清・木本・長尾共著(森北出版)

「改定新版流体工学」：古屋・村上・山田共著(朝倉書店)
「新版流体の力学」：中山泰喜著(養賢堂)

M1AB，M2AB「数学」「物理」，M3D「工業力学」「応用物理」，M5D「流体工学」，A1M「熱流体計測」
，A2M「流れ学」

上記関連科目のうち，数学，物理，工業力学，応用物理を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（流体工学）

1 ガイダンスおよび流体工学に関する単位(国際単位と
工学単位)

流体工学を学ぶにあたってのガイダンスを行う．また体積，質量，重量の関係を確認する．国際単位系（SI）の使
用を意識付けるとともに，工学単位系とも相互に変換できるようにする．

2 流体の性質(1) 密度，比重，比体積，比重量，圧力
，圧縮率，体積弾性係数

密度，比重，比体積，比重量，圧力，圧縮率，体積弾性係数の概念を理解する．有効数字を理解する．

3 流体の性質(2) 粘度，動粘度，表面張力 すべての流体は粘性を持っている．また流れている場合には，それを密度で除した動粘度が用いられる．流体に働
く応力を，ニュートンの粘性法則から理解する．また，毛細管現象を例に表面張力を理解する．

4 流体の静力学(1) パスカルの原理，オイラーの平衡
方程式

静止流体中の1点の圧力は全ての方向に等しい．このパスカルの原理を理解する．また，圧力勾配と外力(重力)のつ
りあいを表わすオイラーの平衡方程式を理解する．

5 流体の静力学(2) 圧力，絶対圧とゲージ圧 静止流体中の圧力は，密度，重力加速度，高さの積で表わされることを導出し理解する．また，完全真空基準の絶
対圧，大気圧基準のゲージ圧があり，前者は気体に，後者は液体に比較的多く用いられることを理解する．

6 流体の静力学(3) 圧力計 圧力を測定する方法として，各種マノメータによる測定方法を理解する．特に，液柱計（ピエゾメーター），U字
管マノメータ，差圧計，微圧計，ブルドン管，電気式圧力変換器などがあるが，これらの特徴を理解する．

7 流体の静力学(4) 浮力と浮揚体の安定性 物体はそれが排除した流体の重量分の力を鉛直上向きに受けるというアルキメデスの原理を理解する．また，浮揚
体の安定に関しても理解する．

8 前期中間試験 前期前半の知識を確認するために，中間試験を実施する．

9 中間試験問題の解答と解説，前半の復習 中間試験問題の解答と解説を行うと同時に，前半の復習を行う．

10 流体運動の基礎理論(1) 連続の式 定常と非定常，層流と乱流など，流れの運動状態の分類を理解する．質量保存の法則から導かれる連続の式を理解
する．

11 流体運動の基礎理論(2) オイラーの運動方程式 ニュートンの運動の第2法則を流体に適用し，オイラーの運動方程式を導く．実在流体はすべて粘性を持っている
が，オイラーの運動方程式には粘性が考慮されていないことに注意する．

12 流体運動の基礎理論(3) ベルヌーイの式 オイラーの運動方程式を積分し，ベルヌーイの式を得る．ベルヌーイの式が，流体の圧力，位置，運動のエネルギ
ーの和が一定であるというエネルギー保存の法則を表わすことを理解する．

13 流体運動の基礎理論(4) ベルヌーイの式の応用1 ベルヌーイの式を適用して，理想流体の流れの管路各部での圧力や速度を求める．演習を中心に行う．

14 流体運動の基礎理論(5) ベルヌーイの式の応用2 実際の流れ，すなわち粘性流れにベルヌーイの式を適用するためには粘性による損失分を考慮する必要があること
，例えばオリフィスなどでは流量係数の概念により損失分を考慮することを理解する．

15 流体運動の基礎理論(6) ベルヌーイの式の応用3 速度を測るピトー管の原理を理解する．14回目と同様に，流体の粘性を考慮するための修正係数の概念を理解する
．

16 前期定期試験問題の解答と解説，前期授業内容の復
習

前期定期試験問題の解答と解説を行うと同時に，前期の総復習を行う．特に，質量と重量，比重と密度，粘度と動
粘度，流速と流量の違いについて確認すると共に，連続の式とベルヌーイの定理を活用できることが必要である．

17 粘性流体の内部流れ(1) 摩擦圧力損失，修正ベルヌ
ーイの定理，層流と乱流

実在流体には粘性があり流動方向にエネルギーが失われ，摩擦圧力損失が生じることを理解する．これを表すのに
修正ベルヌーイの定理が用いられる．摩擦圧力損失は，層流と乱流でその特性が異なる．それは，層流と乱流で，
流体粒子の流れ方，速度分布などに違いがあるためであることを理解する．

18 粘性流体の内部流れ(2) 摩擦圧力損失の求め方，ム
ーディ線図

円管内の摩擦圧力損失はダルシーワイズバッハの式を用いて求めるが，そこに用いる管摩擦係数が層流と乱流で異
なること，また乱流では内壁の相対粗さにより異なることを理解する．これらをまとめたムーディ線図を理解する
．

19 粘性流体の内部流れ(3) 演習問題 ムーディ線図の読み方を理解する．その際，流体のもつ慣性力を粘性力で除したレイノルズ数を理解する．また，
両対数グラフを理解する．

20 粘性流体の内部流れ(4) 円管以外の管における摩擦
圧力損失の求め方

工業上，円管だけでなく長方形ダクトや管群のような複雑な断面形状をした管がある．その場合の摩擦圧力損失を
求めるために，水力半径の概念を用いた等価直径を理解する．

21 粘性流体の内部流れ(5) 管路流れの諸損失 流体は，直管部だけでなく，エルボ，バルブ，急拡大・急縮小，タンク入口出口などで損失を生じる．それらの総
損失（全圧力損失）を算出できるようにする．

22 粘性流体の内部流れ(6) 演習問題，経済直径 総損失を求める演習問題を行う．また，設備固定費と動力費の兼ね合いできまる経済直径の概念を理解する．

23 後期中間試験 後期前半の知識を確認するために，中間試験を実施する．

24 中間試験問題の解答と解説および後期前半の復習 後期中間試験問題の解答と解説を行うと同時に，後期前半の復習を行う．

25 粘性流体の外部流れ(1) 境界層と剥離，カルマン渦
列

流動中の物体のまわりには，粘性の影響で速度が小さくなった領域が存在する．これを境界層と呼ぶが，この境界
層の構造を理解する．また，この境界層が物体から離れる現象（剥離）がどのように生じるか理解する．また物体
の後方に生じるカルマン渦列を理解する．

26 粘性流体の外部流れ(2) 抗力と抗力係数 抗力には，圧力抗力と摩擦抗力があるが通常これらを合わせて抗力と呼ぶ．抗力は主流の動圧に比例するので，抗
力を動圧と物体の基準面積の積で無次元化すると，抗力係数が得られる．この抗力係数の概念を理解する．

27 粘性流体の外部流れ(3) 球の抗力係数
抗力係数は物体の形状により様々である．ここでは一例として，球の抗力係数がレイノルズ数によって変化するこ
とを紹介する．層流境界層から乱流境界層に変化する臨界レイノルズ数を境に抗力係数が約5倍変化する．これが
，ボールに様々な影響を与える事例を紹介する．

28 粘性流体の外部流れ(4)演習問題 27回目の授業の演習問題を行う．物体の形状に応じて抗力係数を定めることができるようになる必要がある．特に
球の場合，レイノルズ数が1以下のストークスの法則に従う領域での，球の速度を求める方法を理解する．

29 粘性流体の外部流れ(5) 循環，マグナス効果，揚力
と揚力係数

循環の概念を理解すると共に，揚力は循環と速度と密度の積で得られることを理解する．回転物の周りには循環が
生じ，マグナス効果と呼ばれる揚力が発生するが，これがカーブなどボールが曲がる理由である．また，揚力を動
圧と物体の基準面積の積で無次元化すると，揚力係数が得られる．この揚力係数の概念を理解する．

30 粘性流体の外部流れ(6) 翼とその揚力係数，抗力係
数

揚力を最大限に利用した翼の構造と各部名称を理解する．また，翼の揚力係数および抗力係数は，翼の迎え角の関
数であり，各係数を定めて揚力および抗力を求めることできる．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械力学I (Dynamics of Machinery I)

尾崎 純一 教授

機械工学科・4年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(20%) A4-M3(60%) A4-M4(20%) (c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

3年の工業力学に引き続いて動力学と振動の基礎について学習する．また，工業力学全般の演習を行い，力学の
基礎力向上を図る．

【A2】運動量，力積の概念を理解し基本的な問題を解くことができる． 運動量と力積の概念を理解したかどうか中間試験，定期試験，課題（レ
ポート）で評価する．

【A2】運動量保存則を理解し基本的な問題を解くことができる． 運動量保存則が理解できたかどうか中間試験，定期試験，課題（レポー
ト）で評価する．

【A4-M3】振動の基本的事項を理解し，基本的な問題を解くことができ
る．

振動の基本的事項である周期，振動数，固有振動数を理解できたかどう
か中間試験，定期試験，課題（レポート）で評価する．

【A4-M4】簡単な衝突の現象を理解し基本的な問題を解くことができる
．

衝突の現象を理解できたかどうか中間試験，定期試験，課題（レポート
）で評価する．

【A4-M4】これまで学習してきた工業力学全般について基本的事項を理
解し，簡単な問題を解くことができる．

これまで学習してきた工業力学全般について基本的事項を理解し，簡単
な問題を解くことができるかどうか中間試験，定期試験，課題（レポー
ト）で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

「詳解 工業力学」：入江敏博著（理工学社）

「工業力学」：青木弘・ 木谷晋著（森北出版）
「工業力学」：吉村靖夫・米内山誠著（コロナ社）
「ポイントを学ぶ工業力学」：鈴木浩平・真鍋健一編（丸善）
「工業力学入門」：伊藤勝悦著（森北出版）
「ビジュアルアプローチ　力学」：為近和彦著（森北出版）

工業力学（3年），機械力学II（4年）

本授業は3年で学習する工業力学の続きであるため，3年で履修した内容をよく復習し理解しておくこと．

M-231



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械力学I）

1 復習 3年生で学習した工業力学の内容が理解出来ているかどうか確認するため演習を行う．

2 復習 復習テストの結果をもとに，工業力学の復習をする．

3 運動量と力積 運動量と力積の概念，運動量保存則について解説する．

4 衝突 衝突現象，反発係数について解説する．

5 衝突 衝突現象，反発係数について解説する．

6 単振動 単振動の基本的事項について解説する．

7 単振動 いろいろな単振動について解説する．

8 中間試験 これまで学習した内容について試験を行う．（3年時の学習内容を含む）

9 テスト解説および演習 中間試験の解説および演習を行う．

10 演習 単振動に関する演習を行う．

11 減衰振動 1自由度系の減衰振動について解説する．

12 減衰振動 1自由度系の減衰振動について解説する．

13 演習 工業力学全般の内容について演習を行う．

14 演習 工業力学全般の内容について演習を行う．

15 演習 工業力学全般の内容について演習を行う．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械力学II (Dynamics of Machinery II)

朝倉 義裕 准教授

機械工学科・4年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(20%) A4-M3(60%) A4-M4(20%) (c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械の運動の基礎事項である運動の法則と機械の力学モデルについて解説する．その理論的背景のもとで質点お
よび剛体の運動方程式の導出について説明する．運動方程式をから1自由度系の自由振動の特性および強制振動
における共振現象を教授する．

【A2】機械力学の基礎知識（運動の法則，質点の運動）を理解できる． 自由落下運動，衝突など，運動の法則を理解できているか，また質点の
運動方程式を導出し計算できるか試験及びレポートで評価する．

【A2】剛体の運動に関連して，慣性モーメントと力のモーメントを理解
し，運動方程式を導出できる．

慣性モーメントと力のモーメントを理解できているか，また剛体の運動
方程式を導出できるかを試験及びレポートで評価する．

【A4-M3】1自由度系の自由振動を解析して振動応答の特性を理解でき
る．

1自由度系の自由振動の運動方程式を解き，その振動応答の特性を理解で
きるかを試験及びレポートで評価する．

【A4-M4】1自由度系の強制振動で調和外力の周波数に対する力の振動
倍率の変化を理解できる．

1自由度系の強制振動における力の振動倍率の変化を理解し，振動遮断対
策について論理的な説明ができるかを試験又はレポートで評価する．

【A4-M4】2自由度系の振動の運動方程式とその扱いについて理解でき
る．

二自由度系～多自由度系の振動モデルについて運動方程式を正しく扱え
るか試験及びレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点中60点以上を合格とする．

「演習で学ぶ機械力学第2版」 : 小寺忠，矢野真功著 (森北出版)

「機械力学」 ： 原文雄著 （裳華房）
「機械力学」：末岡淳男，綾部隆（森北出版）
「理工系のための解く！力学」：平山修（講談社）
「機械力学」：鈴木浩平ほか，実教出版（1984）
「例題で学ぶ機械振動学」：小寺忠，矢野澄雄著 (森北出版)

機械力学I(4年)，工業力学(3年)

関連科目と重複する内容を含むので復習をしておくこと．講義中に使用する記号，式の表現方法が関連科目と異
なるところがあるので，注意して受講すること．受講に際しては，必ず教科書，ノートを用意すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械力学II）

1 運動の法則・質点系の力学 速度，加速度の定義からはじめ，慣性の法則，運動の法則および作用・反作用の法則について説明し，例題・演習
を通して理解を深める．

2 質点の運動方程式 運動を1自由度に限定して，質点に複数の力が作用するときの運動方程式の導出について説明する.質点が平面運動
をするときの運動方程式の導出とその解法について説明する．

3 質点の運動方程式 2物体の衝突前後の運動にについて，運動量保存，力積を用いて説明する．

4 慣性モーメントと力のモーメント・剛体の力学 慣性モーメントの定義および代表的な形状の剛体の慣性モーメントを説明する．また，力のモーメントの定義を解
説する．

5 剛体の運動 剛体に力が作用した時の運動方程式を導出し，様々な問題に対する解法を解説する．

6 1自由度不減衰系の自由振動(1) ばねの基本的な扱いについて復習する．1自由度不減衰系の自由振動問題のモデルと運動方程式について解説する
．1自由度不減衰系の自由振動の一般解の導出について解説する．

7 1自由度不減衰系の自由振動(2) 1自由度不減衰系の自由振動問題について例題と演習によって理解を深める．1～6回の範囲について復習を行う．

8 中間試験 1～7週目までの範囲で中間試験を行う．

9 1自由度減衰系の自由振動(1) 中間試験の解説を行う．1自由度減衰系の自由振動問題のモデルと運動方程式について解説する．

10 1自由度減衰系の自由振動(2) 1自由度減衰系の自由振動で特性方程式の根の形により，過減衰，臨界減衰または粘性振動となることを詳説する
．

11 1自由度系の強制振動(1) 1自由度系の強制振動問題で自由振動解(基本解)と特解の導出およびそれらの和である一般解の挙動について説明す
る．

12 1自由度系の強制振動(2) 1自由度系の強制振動の応答特性をもとにして共振について解説する．

13 1自由度系の強制振動(力の伝達率）・機械の起振力
の絶縁(防振設計)

1自由度系の強制振動の応答特性をもとにして力の伝達率にについて解説する．力の伝達率をもとに機械の防振設
計について概説する．

14 多自由度系の振動（1） 2自由度振動系の方程式の導出について説明する．

15 多自由度系の振動（2） 2自由度振動系の応答について説明し，多自由度振動系の運動について概説する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

計測工学 (Mechanical Measurement Engineering)

(前期)前田 良昭 非常勤講師,(後期)清水 俊彦 助教

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械装置の研究開発，設計，製造，運転に至る各過程の生産活動ならびに技術管理を行う際に必要な機械計測の
基礎知識を習得するとともにその実践力を育てる．また，機械工学で主として扱う物理量の計測について機械工
学系科目の内容と関連させて学び，計測が生産活動と深く関係していることを理解させる．

【A4-M3】計測の目的ならびに単位の体系を理解している． 計測の目的ならびに単位についての理解度を試験で評価する．

【A4-M3】測定値の誤差ならびに精度の定義，種類を理解するとともに
有効数字の意味を理解してその取り扱いができる．

測定値の誤差，精度の定義，有効数字の意味を理解し，計算処理ができ
るかを試験で評価する．

【A4-M3】計測系の一般的構成ならびにその特性評価の方法を理解して
汎用的機器を用いた計測系の構築ができる．

計測系の一般的構成ならびにその特性評価の方法を知り，目的に応じた
計測系の構築を汎用的機器を用いて構築することができるかを試験で評
価する．

【A4-M3】長さ測定において誤差の原因となる一般的事項を理解して適
切な長さ計の選択ならびに使用ができる．

長さ測定における一般的事項を理解して，目的に応じた長さ計の選択，
使用ができるかを試験で評価する．

【A4-M3】汎用的長さ計の機構ならびに測長器の設計原理を理解して設
計に応用することができる．

測長器の設計原理を理解して，長さ計の設計に応用できるかを試験で評
価する．

【A4-M3】生産現場において適切な角度測定器を選択して部品の角度を
測定することができる．

角度測定器の原理ならびに種類を知り，生産現場において目的に応じて
それが使用できるかを試験で評価する．

【A4-M3】時計あるいは周波数の測定方法を理解して，実験等において
それらを使用することができる．

時間あるいは周波数の測定方法を理解して，実験等においてそれが使用
できるかを試験で評価する．

【A4-M3】回転計の種類ならびに原理を理解して，設計に応用すること
ができる．

回転計の種類ならびにその原理を理解して，その知識が設計に応用でき
るかを試験で評価する．

【A4-M3】質量の概念を理解して精密測定のための補正ができる． 質量の概念を理解して，その知識が精密測定へ活用できるかを試験で評
価する．

【A4-M3】天秤の設計原理と測定方法の関係が理解できる． 天秤を用いて，測定機器の設計原理と測定方法の関係が理解できている
か試験で評価する．

成績は，試験100%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60点以上を合格
とする．（後期科目担当が変更された場合には，後期成績については，試験85%，レポート15%として評価する
．）

「機械計測」：谷口修（養賢堂）

「機械計測」：岩田耕一ほか（朝倉書店）
「計測システム工学の基礎」：西原主計/山藤和男（森北出版）

工学系基礎科目全般

計測工学は，他の工学系基礎科目と深く関連するので他の授業ならびに教科書も参考に学習すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（計測工学）

1 計測の基礎 計測の目的ならびに本授業で扱う内容について概説する．

2 測定値 基本量と組立量の関係，単位の体系について学ぶ．

3 誤差と精度 測定値の誤差と精度の定義ならびに種類について理解する．

4 有効数字と近似計算 測定結果を表す有効数字の意味ならびにその計算処理の仕方について学ぶ．

5 測定の方式 測定方式の一般的分類について理解する．

6 計測系の構成 計測系の一般的構成について理解する．

7 計測系の静特性と動特性 計測系の一般的特性とその評価方法について学ぶ．

8 中間試験 到達目標の達成度をチェックし中間評価する．

9 長さの標準 長さの基本単位と工業的に実際に用いられる長さの基準について学ぶ．

10 長さ測定の一般的事項 長さ測定において共通的かつ基本的な誤差の原因のうち，温度の影響ならびに測定力の影響について述べる．

11 同上 線度器や端度器の支え方ならびに多種多様な長さ計から目的に応じたものを選択する際の一般的留意事項について
述べる．

12 拡大機構をもつ長さ計 マイクロメータ，ダイヤルゲージを例に長さ計の拡大機構における工夫について学ぶ．

13 標準尺を持つ測長器の設計原理 アッベ式測長器の設計原理を理解する．

14 角度の標準 角度の基本単位と工業的に実際に用いられる角度の基準について学ぶ．

15 角度の測定，輪郭および面の測定 サインバー，タンジェントバーなど生産現場でよく用いられる角度測定の方法について学ぶとともに，機械部品の
幾何形状の測定方法について学ぶ．

16 時間の標準 時間の基本単位について理解するとともにその測定原理について学ぶ．

17 時間の測定（1） 時計を構成する等時性機構ならびに時計の種類について学ぶ．

18 時間の測定（2） 短時間の測定方法についての先人の工夫を学び理解することで工学的設計のセンスを涵養する．

19 周波数の測定（1） 周波数の測定は時間測定と同義であることを理解し，その測定法を分類，整理する．

20 周波数の測定（2） 合致法，リサージュ図形，共振現象など利用した周波数測定法について学ぶ．

21 回転計（1） 機械装置においてしばしば必要となる回転速度の測定は周波数測定の応用であることを理解し，その種類について
学ぶ．

22 回転計（2） 遠心力回転計，曳航式回転計，発電式回転計などを取り上げて，その測定原理をすでに学習した物理現象を関連さ
せて理解する．

23 中間試験 到達目標の達成度をチェックし中間評価する．

24 ストロボスコープなど 生産現場で広く利用される回転計として，ストロボスコープならびにカウンタ形式，アナログ形式のものなど分類
，整理する．

25 質量・重量および力の標準 質量，重量ならびに力の概念について理解し，それらの単位ならびに基準について理解する．

26 浮力の補正 質量測定の基本概念を理解し，その精密測定のための浮力の補正について学ぶ．

27 天秤の設計原理 天秤の感度ならびに振動周期について解析的に考察し，静的ならびに動的特性の改善の観点からその設計原理を理
解する．

28 置換法，二重秤量法 質量の測定器「天秤」を例に，測定の高精度化は測定機器と測定方法の開発が互いに補完しあっていることを理解
する．

29 実用的な秤，工業用秤 皿秤，台秤などの機構的な仕組みを理解することにより，先人の工夫を学ぶ．

30 力およびトルクの測定 実験研究でしばしば必要となる力およびトルクの測定の方法ならびに注意事項について概説する．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用機械設計 (Advanced Machine Design)

中辻 武 教授

機械工学科・4年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

30回授業の前半は機械を構成する機械要素に関する設計を行う．授業の後半は潤滑を含むトライボロジーにつ
いて解説し，歯車歯面や転がり軸受における潤滑法について説明する．

【A4-M4】歯車の幾何学的設計を理解し，歯車歯面の強度設計ができる
．

歯車の幾何設計および強度設計ができることを前期中間試験で評価する
．

【A4-M4】平ベルトおよびVベルト伝動装置におけるベルト寸法や型を
決定でき，周速，回転力，伝達動力の計算ができる． ベルト伝動装置の計算ができることを前期定期試験で評価する．

【A4-M4】転がり軸受やすべり軸受の力学的設計ができる．接触面の油
膜厚さを計算で求め，接触面の表面粗さとの関係から，機械の摩擦面の
潤滑状態を予測できる．

軸受の力学的設計や接触面の潤滑設計ができることを後期中間試験で評
価する．

【A4-M4】油膜厚さと表面粗さの関係を，歯車歯面や転がり軸受接触面
に適用し，潤滑油の選定ができる．

減速機に使用する潤滑油の選定ができることを後期定期試験とレポート
で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
試験成績を90点，レポート成績を10点とし，100点満点で60点以上を合格とする．

「大学演習機械要素設計」：吉沢武男編（裳華房）

「機械工学必携」：馬場秋次郎編（三省堂）

機械設計，設計製図，自動設計論，トライボロジー

機械要素の設計を行うとともに，教育目標3，4のトライボロジー的設計に力点を置き，一段平歯車減速機の潤
滑法について説明している．これはまた，自動設計論やトライボロジーに関連している．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用機械設計）

1 歯車の幾何設計の説明と演習問題 モジュール，歯数，ピッチ円直径，中心距離を理解し計算できる．

2 歯車の幾何設計の説明と演習問題 基礎円直径，円ピッチ，基礎円ピッチ，法線ピッチ，外径，頂隙，歯の高さを理解し，一段平歯車装置の回転数の
変化や一対の大小歯車の幾何設計ができる．

3 歯車の幾何設計の説明と演習問題 標準歯車とバックラッシを持つ実際歯車の違いを理解し，実際歯車の幾何設計ができる．

4 歯車伝動の説明と演習問題 歯車のトルク伝達のメカニズムや伝達動力等を理解し計算できる．

5 歯面の力学的設計と演習問題 歯の折損に適用するルイスの式を理解し，歯の折損に対する計算ができる．

6 歯面の力学的設計と演習問題 同上

7 歯面の力学的設計と演習問題 歯面の疲労に対するヘルツの式を理解し，歯の耐疲労に対する設計ができる．

8 中間試験 第7回目までの項目の試験

9 中間試験の解答 試験の答えだけを示し解答させ，質問があれば答える形式で，正解ができるまで修正させる．授業の終わりに正解
を配布する．

10 平ベルト伝動装置の説明 平ベルト伝動装置におけるベルト長さが計算できる．平ベルト伝動装置の動力伝達メカニズムを微分方程式を解く
ことによって理解する．

11 平ベルト伝動装置の課題1，2 ベルト伝動装置の伝達馬力が計算できる．張り側張力からベルトの幅と厚みを求めることができる．

12 平ベルト伝動装置の課題3 装置としてのベルトの幅，厚み，長さ，回転力および伝達馬力の計算ができる．

13 Vベルト伝動装置の説明 平ベルトとVベルト伝動の相違点を説明し，Vベルトの型等について理解させる．

14 Vベルト伝動装置の課題1 ベルト1本の伝達馬力が計算できる．

15 Vベルト伝動装置の課題2 ベルトの型と長さが選定でき，ベルト1本の伝達馬力より，装置全体の伝達馬力を考慮して，ベルトの本数が決定
できる．

16 すべり軸受の説明と演習問題 軸受にかかる平均圧力等を考慮し，ジャーナル軸受の幅と内径およびスラスト軸受のつばの枚数が計算できる．

17 転がり軸受の説明と演習問題 転がり軸受の種類を理解するとともに，軸受の寿命計算ができる．

18 機械要素のトライボロジーと演習 接触面の形状（マクロ形状：凹・凸接触や凸・凸接触）を理解し，剛体面間の流体潤滑理論による最小油膜厚さが
計算できる．

19 機械要素のトライボロジーと演習 潤滑油の動粘度や粘性係数が理解でき，ある温度における動粘度を求めることができる．

20 機械要素のトライボロジーと演習 接触面形状（マクロ形状：弾性変形とスパイクプレッシャー）を理解し，弾性流体潤滑理論による最小油膜厚さが
理解できる．

21 機械要素のトライボロジーと演習 弾性流体潤滑理論による油膜厚さが計算できる．

22 機械要素のトライボロジーと演習 接触面形状（ミクロ形状：表面粗さ）と油膜厚さの関係から潤滑状態が予測できる．

23 中間試験 第10回から第22回目までの項目の試験

24 中間試験の解答 試験の答えだけを示し解答させ，質問があれば答える形式で，正解ができるまで修正させる．授業の終わりに正解
を配布する．

25 歯車歯面のトライボロジー 歯車歯面のかみ合い率，歯面の接線速度，一対，ニ対かみ合いにおける荷重分担率について理解する．

26 歯車歯面のトライボロジー 一段平歯車減速装置におけるかみあい歯面各位置でのすべり率，歯面接線速度，等価曲率半径，荷重分担率等を求
め，歯面各位置でのヘルツ応力，弾性流体油膜厚さを計算する．

27 歯車歯面のトライボロジー 同上

28 歯車歯面のトライボロジー ヘルツ応力の結果より，耐疲労設計ができているか確認する．油膜厚さと表面粗さの関係式を適用し，耐摩耗設計
ができているか確認する．最終的に適切な歯面硬度と潤滑油を選定する．

29 転がり軸受のトライボロジー 転がり軸受に油膜厚さと表面粗さの関係式を適用し，適切な潤滑油を選定する．

30 減速機のトライボロジー 第26回目から第30回目までの内容をレポートにまとめ考察を加え，一段平歯車減速機として耐疲労，耐摩耗設計が
できているか確認するとともに，適切な潤滑油が選定できたかどうか確認する．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Mechanical Design and Drawing)

黒住 亮太 講師，西本 武雄 非常勤講師

機械工学科・4年D組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

学生各人が設計仕様に基づいて，まず設計計算書を，次に基本計画図を，最後に製作図の順に作成することで，
機械工学関連知識を具体的な製品製作図にまとめる方法を理解する．併せて，CADで図を描くことによりCADの
取り扱いを学ぶ．

【A4-M4】手巻きウインチ，材料，特徴等を理解し，設計製図の知識を
確認する．

手巻きウインチ，設計製図関連事項を理解しているかを，授業中の小テ
ストで評価する．

【A4-M4】各部品の材料選定，強度計算，寸法決定の過程を，説明用の
設計計算書にまとめることができる． 設計計算書が到達目標に達しているかで評価する．

【A4-M4】設計計算書を基に，社会で通用するレベルの基本計画図を作
成することができる． 基本計画図が到達目標に達しているかで評価する．

【A4-M4】基本計画図を基に，社会で通用するレベルの製作図を作成す
ることができる． 製作図が到達目標に達しているかで評価する．

【A4-M4】指定された課題図をCADで描くことができる． 指定された課題図をCADで正確に描くことができるかで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

小テスト10%，設計計算書30%，基本計画図30%，製作図20%，CAD演習10%で評価する．100点満点で60点以
上を合格とする．作品の未提出は不合格とする．

「手巻ウインチの設計」：機械設計研究会編（理工学社）

「機械工学必携」：馬場秋次郎編（三省堂）
「機械製図」：林洋次著（実教出版）
機械設計ノート

機械設計（設計計算），材料工学（材料選定），加工工学（加工方法），機械実習（加工方法），設計製図（設
計と製図の継続）

設計段階では，ノート，教科書，電卓，機械工学必携を持参のこと．製図段階では，これに加えて製図器を持参
のこと．参考書「機械製図」も持参することが望ましい．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（設計製図）

1 設計計算（1） 手巻きウインチ設計推進法と構成要素把握，各人設計仕様決定

2 設計計算（2） ＃1手巻きウインチ基本設計と＃2ワイヤロ－プ選定の学習

3 設計計算（3） ＃3巻胴の設計法について学習

4 設計計算（4） ＃4減速比と＃5歯車寸法・モジュ－ル・強度設計法について学習

5 設計計算（5） ＃6つめ車装置の設計法について学習

6 設計計算（6） ＃7ブレ－キ装置の考え方・形状の設計法について学習

7 設計計算（7） ＃8軸の設計法について学習

8 設計計算（8） ＃8軸の設計法について学習

9 設計計算（9） ＃9軸受と軸受金・＃10歯車形状の設計法について学習

10 設計計算（10） ＃11フレ－ムの設計法について学習

11 設計計算書作成(1) 設計計算と並行に推進の設計計算書の編集まとめ

12 設計計算書作成(2) 設計計算と並行に推進の設計計算書の編集まとめ

13 設計計算書作成(3) 設計計算書提出と基本計画図・部品図作成要領の学習，前期まとめ・小テスト

14 基本計画図作成(1) 基本計画図作成上留意点を学習し基本計画図作成．1班CAD演習（1）

15 基本計画図作成(2) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の作成．1班CAD演習（2）

16 基本計画図作成(3) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の作成．2班CAD演習（1）

17 基本計画図作成(4) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の作成．2班CAD演習（2）

18 基本計画図作成(5) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の作成．3班CAD演習（1）

19 基本計画図作成(6) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の作成．3班CAD演習（2）

20 基本計画図作成(7) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の作成．4班CAD演習（1）

21 基本計画図作成(8) 製図の基本に基づき各人仕様の基本計画図の提出．4班CAD演習（2）

22 部品図I作成(1) 基本計画図により巻胴部品図の作成．1班CAD演習（3）

23 部品図I作成(2) 基本計画図により巻胴部品図の作成．1班CAD演習（4）

24 部品図I作成(3) 基本計画図により巻胴部品図の作成．2班CAD演習（3）

25 部品図I作成(4) 部品図I・巻胴部品図の提出．2班CAD演習（4）

26 部品図II作成(1) 基本計画図により軸部品図の作成．3班CAD演習（3）

27 部品図II作成(2) 基本計画図により軸部品の作成．3班CAD演習（4）

28 部品図II作成(3) 基本計画図により軸部品図の作成．4班CAD演習（3）

29 部品図II作成(4) 部品図II・軸部品図の提出．4班CAD演習（4）

30 設計製図全般のまとめ 手巻ウインチ設計製図を通して設計・製図・CADの総まとめ・小テスト

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工学実験 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

斉藤 茂 教授，早稲田 一嘉 准教授，宮本 猛 教授，柴原 誠 講師，熊野 智之 准教授，田口 秀文 准教
授，小林 滋 教授，西田 真之 教授，鈴木 隆起 講師，東 義隆 准教授，黒住 亮太 講師

機械工学科・4年D組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )
A4-M1(10%) A4-M2(10%) A4-M3(20%) A4-M4(10%) B1(10%) C1(10%) C4(20
%) D1(10%)

(b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g),(h)

計画の立案，実験の進め方，データの採取・記録およびプレゼンテーションの方法について少人数のグループで
受講し，実験・研究に必要な基礎的事項を習得する．各テーマごとのレポート提出や口頭試問を義務付けて基本
的なデータ処理能力，技術文書作成能力，コミュニケーション能力が修得できるよう細やかに指導する．また，
企業見学や技術者(経営者)の講演等を通して実際の現場に触れ，学習の深化をはかる．

【C1】実験の目的，内容を理解して，正しくデータの採取・記録ができ
る．

実験の目的を理解して，正しくデータの採取・記録ができているかを提
出されたレポートで評価する．

【C4】期限内に実験報告書を提出できる. 各テーマごとのレポートの提出状況で評価する.

【C4】班のメンバーと協調性をもって積極的に実験に取り組むことがで
きる．

実験遂行上のメンバーとの協調性，積極性は各テーマへの実験の取り組
みで評価する.

【B1】実験結果を適切に表す図・表が書ける. 各テーマごとのレポートの内容で評価する.

【D1】機器の取り扱いに注意し， 安全に取り組むことができる. 安全に実験が行われているか， 各テーマへの実験の取り組みで評価する.

【A4-M1】材料力学に関連する授業で学習した知識や理論を用いて，実
験結果を整理し現象を正しく考察することができる．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

【A4-M2】熱力学および流体力学に関連する授業で学習した知識や理論
を用いて，実験結果を整理し現象を正しく考察することができる．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

【A4-M3】自動制御および計測工学に関連する授業で学習した知識や理
論を用いて，実験結果を整理し現象を正しく考察することができる．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

【A4-M4】生産工学および生産システムに関連する授業で学習した知識
や理論を用いて，実験結果を整理し現象を正しく考察することができる
．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

　 　

各実験テーマの評価は，実験への取り組み(C4，D1:10%)， レポートの提出状況(C4)および内容(B1，C1，A4-M
1～4:70%)について総合的に評価する. 各テーマの評価点を平均して100点満点で60点以上を合格とする．（C4
は合計で20%）

「機械工学科4年実験指導書」：神戸高専機械工学科編

各実験テーマ毎に指示する．

すべての教科

評価は，レポート提出が前提となるので期限通りに提出すること．実験は全ての授業と関連するので，レポート
作成に当たっては関係する授業の教科書，ノート等をその都度参考にすること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械工学実験）

1 ガイダンス 機械工学実験の進め方，スケジュール，安全指導など導入教育を行う．また，報告書において，一般的な実験レポ
ートの書き方および注意事項について説明する．

2 工作機械の精密測定(1) (1)汎用旋盤の前後送り機構のバックラッシ除去機構についての学習 (2)スケールミルのボールネジのバックラッシ
測定 (3)NCフライス盤の位置決め精度の測定

3 工作機械の精密測定(2) 同上

4 材料学実験(1) (1)光学顕微鏡の原理ならびに構造を理解し，金属材料等の顕微鏡組織の検出法を学習する．(2)金属材料組織写真
などのデジタル画像等を適切に処理する方法を学習する．

5 材料学実験(2) 同上

6 電気回路・電子回路実験(1) (1)CR直列回路の特性測定 (2)1次RC回路ローパスフィルタ周波数応答測定 (3)微積分回路の波形観測実験

7 電気回路・電子回路実験(2) 同上

8 ボイラの性能試験(1) 蒸気ボイラ実験装置の操作を通じて，エンタルピー，蒸気およびボイラー，復水器の基本的事項について体験的に
学習する．

9 ボイラの性能試験(2) 同上

10 プロセス制御(1) 水柱の液面制御についての実験を行い，フィードバック制御を学習する．

11 プロセス制御(2) 同上

12 報告書の作成指導(1) 実験レポートの作成について，各実験テーマ毎に個別に指導する．

13 プレゼンテーション(1) 技術文書作成能力，コミュニケーション能力等をより高めるために各自が発表テーマを決定し報告書作成やプレゼ
ンテーション資料作成準備を行う.

14 プレゼンテーション(2) 13週プレゼンテーション(1)を基に各自がプレゼンテーションを実施する．また，他学生が作成した報告書を閲覧す
ることやプレゼンテーションを聴講することで，報告書作成能力やプレゼンテーション能力を高める．

15 球の抗力係数の測定(1) 球の落下実験を行い，球に作用する抗力・抗力係数に関して，その特性を学習する.

16 球の抗力係数の測定(2) 同上

17 ロボットの基礎実験(1) (1)CAIによるメカトロニクス技術の学習 (2)ロボット言語によるプログラミング

18 ロボットの基礎実験(2) 同上

19 切削力測定実験(1) 旋削加工における切削抵抗を測定することにより被削材，工具刃先形状，切削条件などと切削抵抗の関係を理解す
る．

20 切削力測定実験(2) 同上

21 計測基礎実験(1) (1)流量式エアマイクロメータによる測定 (2)背圧式エアマイクロメータの特性試験 (3)差動変圧器の特性試験

22 計測基礎実験(2) 同上

23 工場見学等(1) 学習内容が実際の現場でどのように用いられているかを企業見学や技術者(経営者)の講演等を通して確認する.なお
学生の達成状況により報告書の作成指導等に振り替える場合もある．

24 材料試験―材料の機械的性質と試験法に関する実験
― (1)

(1)材料の引張試験 (2)材料の衝撃試験 (3)材料の硬さ試験

25 材料試験―材料の機械的性質と試験法に関する実験
― (2)

同上

26 慣性モーメントに関する実験(1) (1)軸のねじり剛性測定　　(2)円盤装置の加速度による質量慣性モーメントの測定　　(3)円盤装置の複振子として
の質量慣性モーメントの測定　　(4)単体回転子系の測定

27 慣性モーメントに関する実験(2) 同上

28 報告書の作成指導(2) 実験レポートの作成について，各実験テーマ毎に個別に指導する．

29 機械工学科内の研究室訪問 卒業研究や特別研究等にて各種の機械工学関係の実験をしている研究室をグループに分かれて見学訪問し，見識を
広める．

30 総括 実験レポートの作成，提出状況を勘案して，到達目標に達していない実験テーマについては再実験や実験レポート
の作成等個別の指導を受ける．なお学生の達成状況により工場見学等に振り替える場合もある．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．実験は協調性を持って積極的に取り組むこととレポート提出が評価の前提となる．このこと
を留意の上，受講のこと．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

学外実習 (Practical Training in Factory)

 黒住 亮太 講師

機械工学科・4年D組・前期・選択・1単位 ( 学修単位I )
C2(50%) D1(50%) (b),(d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(g)

企業またはその他の受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うと
ともに，工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．

【C2】実習機関の業務内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達
成する．

実習機関の業務内容に対する理解度および実習先での具体的な到達目標
の達成度を実習証明書と実習報告書で評価する．

【D1】実習を通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を
深める．

実習を通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深めた
ことを実習報告書と実習報告会で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，実習報告50%　実習報告会での発表50%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

なし，ただし実習前に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと

　

「機械工学概論」

実習機関に受け入れを依頼して実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとと
もに，健康管理，安全管理に留意して真剣に取り組むこと．
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内容（テーマ，目標，準備など）

授業計画１（学外実習）

前期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．

1) インターンシップ(学外実習)説明会（4月）
・担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の
説明を行う．

2) 実習先の希望，調整，辞退に関して（4月～7月）
・実習先企業は，自ら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように
希望すること．
・希望者数が募集数を超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）
・学内調整で希望が認められた学生は，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出する
・学内調整で希望が認められなかった学生，および実習先での選考により実習が認められなかった学生は，他の実習先の
中から再度希望を提出する．
（原則として，受入先がなくなるまで希望することとするが，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目
受講辞退願書」で辞退を願い出る）

3) 学外実習届，保険料，その他の必要書類（5月～7月）
・実習先が決定した後，本校所定の「学外実習届」を担当教員へ提出し，所定の保険料を納付する．
・併せて実習先からの指示により，履歴書，誓約書，入寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合
も，担当教員に提出する．

4) 学外実習の実施（7月～8月）
・実習期間は原則として夏季休業期間中とする．ただし，必要に応じて9月第1週の曜日までは公欠として参加を認める
ことがある．
・実習期間は5日以上で総実習時間30時間以上とする．

5) 学外実習報告書の提出および実習報告会の実施（9月）
・インターンシップ終了後，本校所定の「学外実習報告書」を丁寧に作成し，十分なチェックの後に担当教員に提出する
．また，学科毎に実習報告会を実施する．
・「学外実習報告書」は担当教員から実習先へ提出し，学科の全教職員が評価するだけでなく，後輩学生が参考のために
閲覧するので，丁寧な記載を心がけるとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊
守は実習報告会でも同様である）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業熱力学 (Engineering Thermodynamics)

吉本 隆光 教授

機械工学科・5年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

蒸気原動機，内燃機関，ガスタービン，ジェットエンジンなどの熱機関サイクルを理解して，エネルギー変換技
術についての知識を習得する．

【A4-M2】各種熱機関サイクルを理解して，熱と物質移動の基本を理解
する．

熱機関サイクルおよび熱と物質移動の基本を理解しているかを，中間・
定期試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-M2】熱エネルギーを動力に変換する技術を理解し，また熱機関の
構造も把握する．

熱エネルギーを動力に変換する技術や熱機関の構造を理解しているかを
中間・定期試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-M2】熱エネルギー変換の応用技術について考察できる思考力をつ
ける．

熱エネルギー変換の応用技術について考察できる思考力がついているか
中間・定期試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-M2】基礎的熱力学を理解し，その応用技術としての熱機関の性能
および効率についての評価能力をつける．

基礎的熱力学を理解し，その応用技術としての熱機関の性能および効率
について理解しているかを中間・定期試験・レポート・小テストで評価
する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「熱機関工学」：越智・老固・吉本（コロナ社）

「大学演習工業熱力学」：谷下市編（掌華房）
「図解 熱力学の学び方」：谷下・北山（オーム社）

4年生工業熱力学・5年生エネルギー変換工学
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工業熱力学）

1 熱機関の概要 自然界で得られる熱エネルギーを機械的エネルギーに変換する機械である熱機関の概要を理解し，それぞれの熱機
関を分類して特徴を学ぶ．

2 燃焼と燃料 自然界にある燃料を燃焼させることにより熱エネルギーが得られる．熱機関の設計で必要な燃焼反応や発熱量算出
法について学習する．また燃料の種類と特徴について学ぶ．

3 蒸気サイクル
燃焼により発生した熱エネルギーをボイラで水から蒸気に変換する．蒸気は作動流体として用いられ，タービンな
どの原動機に入り，動力が取り出される．このようなサイクルシステムをエンタルピ及びエントロピの概念を用い
て理解する．

4 ボイラーの構造 蒸気を発生させるボイラーの分類をおこない，それそれの構造について学習する．さらにボイラーの性能について
熱効率を含めた性能計算方法を学ぶ．

5 蒸気タービンの作動原理 蒸気タービンの構造を学習して，その作動原理を理解する．熱と動力との関連を線図（速度三角形）を用いて学習
する．

6 蒸気タービンの性能 蒸気圧力・温度における物性値を理解し，エネルギ（エンタルピー）との関連を学習する．効率的エネルギー変換
の評価について学習する．

7 中間試験 熱（蒸気）エネルギーと動力の関連についての理解度を調べる．

8 中間試験解答 熱（蒸気）エネルギーと動力の関連についての理解し，確認する．

9 内燃機関の概要 内燃機関の概要と作動基本サイクルを学習する．

10 内燃機関の吸気と排気 内燃機関での各吸気排気機構を学び，4サイクル・2サイクルの過程を理解する．

11 ガソリン機関 ガソリン機関の作動原理とオットーサイクル（定容変化）を学ぶ．

12 ディーゼル機関 ディーゼル機関の作動原理とディーゼルサイクル（定圧変化）を学ぶ．

13 内燃機関の性能と計測 内燃機関の性能を評価するのに必要な計測方法について学習し，内燃機関での性能評価方法について学ぶ．

14 ガスタービンとジェットエンジン ガスタービン・ジェットエンジンの基本サイクル・構造を学び，有効エネルギ変換技術を学習する．

15 その他のエネルギー変換システムについて 原子力発電でのエネルギ変換技術について学習する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．小テストは毎回行う．総括のレポートを中間試験・定期試験前に提出する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

流体工学 (Fluids Engineering)

赤対 秀明 教授

機械工学科・5年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

4年次の流体工学では，主に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，5年次で
は運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分
との間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネ
ルギーを機械的エネルギーに変換する原動機，その逆を行なう被動機を対象とする．

【A4-M2】流体機械は原動機と被動機に分類でき，それぞれ水車とポン
プで代表されることを理解する．

流体機械は原動機と被動機に分類でき，それぞれ水車とポンプで代表さ
れることを理解しているか中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し
，連続体である流体の流れに適用できること．

質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し，連続体で
ある流体の流れに適用できるか中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】相似法則や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ
とを理解する．

相似法則や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であることを理解で
きているか中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】羽根車の形状が，半径流形，斜流形，軸流形に分類されるこ
とを理解する．

羽根車の形状が，半径流形，斜流形，軸流形に分類されることを理解し
ているか定期試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】流体機械の効率を理解する． 流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価す
る．

【A4-M2】遠心ポンプの構造と原理を理解する． 遠心ポンプの構造と原理を理解できているか定期試験，レポート，演習
で評価する．

【A4-M2】水力機械で起こるキャビテーションを理解する． 水力機械で起こるキャビテーションを理解できているか定期試験，レポ
ート，演習で評価する．

【A4-M2】ポンプの性能曲線，ポンプの連合運転を理解する． ポンプの性能曲線，ポンプの連合運転を理解できているか定期試験，レ
ポート，演習で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　演習10%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均
点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械工学演習シリーズ1演習水力学」生井武夫著(森北出版)
機械工学必携(第8版)馬場秋次郎・吉田嘉太郎編(三省堂)
プリント

「大学基礎流体機械改訂版」辻茂著(実教出版)
流体力学，中村克孝(パワー社)

M4D「流体工学」，M5D「エネルギー変換工学」
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（流体工学）

1 流体工学の基礎事項の確認 4年で学習した流体工学のポイントを確認する．

2 流体機械の分類とエネルギー変換 原動機，被動機，水力機械と空気機械におけるエネルギー変換の共通点と異なる点について解説する．

3 運動量の法則 質点の力学における運動量の法則の復習．

4 運動量の法則の応用(1) 運動量の法則を流体流れに適用した場合の法則を解説する．

5 運動量の法則の応用(2) ペルトン水車やスプリンクラー，曲管に働く流体力などに関する解説をし，演習問題をする．

6 角運動量の法則，角運動量の法則の応用(1) 質点における角運動量の法則とそれを流体流れに適用した場合の法則について解説する．

7 角運動量の法則の応用(2) 羽根車内におけるエネルギー変換を角運動量の法則から解説し，演習問題をする．

8 中間試験 前半の知識の習得を，中間試験により確認する．

9 中間試験回答，前半の復習 中間試験の解答を行うとともに，前半の知識を総復習する．

10 流体機械の相似法則，比速度 ターボ形流体機械における相似法則や比速度について解説し，演習問題をする．

11 羽根車形状と効率 ターボ形流体機械における羽根車の形状とエネルギー変換効率について解説し，演習問題をする．

12 遠心ポンプ(1) ポンプの揚程，流量，出力について解説し，演習問題をする．

13 遠心ポンプ(2) ポンプの特性曲線や性能について解説し，演習問題をする．

14 キャビテーション キャビテーション現象について解説する．

15 ポンプの性能曲線，連合運転 ポンプの連合運転と特性曲線の関係を解説し，演習問題をする．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報処理 (Information Processing)

鈴木 隆起 講師

機械工学科・5年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A3(100%) (c),(d)1

システム開発分野で広く使われているプログラミング言語であるC言語に関する基礎知識を獲得するとともに，
そのプログラミング演習を通して問題からアルゴリズムを構築する能力をつける．また，Cプログラミング環境
の操作方法を習得する．

【A3】プログラム開発環境における基本操作に関する基礎知識を得る． プログラム開発環境における基本操作に関する基礎知識を得ているか，
演習，レポートおよび後期定期試験により評価する．

【A3】C言語の文法に関する基礎知識を得る． 型，if文，for文，配列，関数などのC言語の文法に関する基礎知識を得て
いるか，演習，レポートおよび後期定期試験により評価する．

【A3】プログラミングとアルゴリズムに関する基礎知識を得る． プログラミングとアルゴリズムに関する基礎知識を得ているか，演習，
レポートおよび後期定期試験により評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　演習10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．また，こ
こでいう演習とは，授業で課す演習課題をメール，Web公開もしくは紙面などの方法で提出することを示す．

「新版明解C言語入門編」：柴田望洋（ソフトバンクパブリッシング）

「解きながら学ぶC言語」：柴田望洋（ソフトバンクパブリッシング）

M1「情報基礎」，M2「情報処理」

上記関連科目を理解しておくこと．本授業はプログラミングを中心とした実習的な要素が強いため，総合評価で
はレポートや演習点の割合を大きくしている．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（情報処理）

1 計算機およびソフトウェアの基本操作 使用する計算機およびソフトウェア環境の使用法を習得し，プログラム学習に向けた準備をする．

2 C言語の基礎 C言語の基礎を学習する．プログラムの例をいくつか体験する．例えば，読み込みや表示を行う関数などを学ぶ．

3 四則演算と型 int型(整数)による四則演算を理解する．また，変数にはint型（整数）以外にもdouble(浮動小数点数)などのデータ
型があることを理解し，その使用方法を学習する．

4 C言語に特徴的な演算子 C言語における演算子(%，++，--，+=，-=など)を理解し，その使用方法を学習する．

5 実行流れの制御(1) -if文- if文について理解し，その使用方法を学習する．関係演算子などに関する基礎を理解する．

6 実行流れの制御(2)- switch文- switch文について理解し，その使用方法を学習する．

7 実行流れの制御(3) -do文 - do文について理解し，その使用方法を学習する．

8 実行流れの制御(4)-while文- while文について理解し，その使用方法を学習する．

9 実行流れの制御(5) -for文- for文について理解し，その使用方法を学習する．

10 プログラミング体験 これまで学んだ知識を用い，プログラム作成を体験する．

11 配列 配列について理解し，その使用方法を学習する．

12 関数(1) 基本的使い方 関数の定義および関数の呼び出し法について理解し，その使用方法を学習する．

13 関数(2) 配列の受け渡し 関数において配列の受け渡しについて理解し，その使用方法を学習する．

14 基本型 基本型について学習する．

15 総合演習 これまでに学んだ知識を用いて，総合的な演習問題を解く．

備
考

後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業英語 (ESP, Engineering)

（前期）段 智久 非常勤講師（後期）赤対 秀明 教授

機械工学科・5年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
B4(100%) (d)2-b,(f)

機械工学に関連する英語を中心に「読み書き」ができる知識を修得させ，工業英検3級（文部科学省後援）の合
格を目指す．また，毎回の小テストにより，継続的に英語力の向上を図る．班単位の発表形式をとり，プレゼン
テーション能力を高める．

【B4】毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること． 毎回の小テスト（単語テストも含む）・授業での発表により評価する．

【B4】機械工学に関連する英単語の読み書きができること． 毎回の小テスト（単語テストも含む）・授業での発表により評価する．

【B4】技術英語によく使用される文法，文型および構文を理解すること
． 毎回の小テスト（単語テストも含む）・授業での発表により評価する．

【B4】簡単な技術英語を読み書きできること． 毎回の小テスト（単語テストも含む）・授業での発表により評価する．

【B4】工業英検の受験により，各自のレベルを確認すると共に，その合
格に努力すること．

後期において，4級の受験および合否，3級の受験および合否により評価
する．

【B4】プレゼンテーション能力を高めること 各人が発表を行い，その発表内容によりプレゼンテーション能力を評価
する．

　 　

　 　

　 　

　 　

小テスト40%，プレゼンテーション30%，提出物30%で評価する．特に後期の提出物の中には，工業英検の合否
通知を含む．前期と後期の平均点で最終総合評価をおこない，100点満点で60点以上を合格とする．

「工業英語ハンドブック 」 日本工業英語協会 著 (日本工業英語協会）
プリント

「工業英語入門 」A.J.ハーバート著，木村・松村編 (創元社）

英語・技術英語

英語・演習をベースに工業・技術に必要な工業英語を修得し，機械工学科目全般について理解を深める．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工業英語）

1 課題の説明と班分け プレゼンテーションの概要説明

2 単語・短文小テスト，数量・単位（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

3 単語・短文小テスト，数量・単位（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

4 単語・短文小テスト，計測（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

5 単語・短文小テスト，計測（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

6 単語・短文小テスト，材料（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

7 単語・短文小テスト，材料（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

8 単語・短文小テスト，工作・加工（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

9 単語・短文小テスト，工作・加工（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

10 単語・短文小テスト，エネルギー（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

11 単語・短文小テスト，エネルギー（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

12 単語・短文小テスト，電気・電子（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

13 単語・短文小テスト，電気・電子（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

14 単語・短文小テスト，情報・制御（1）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

15 単語・短文小テスト，情報・制御（2）
毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．機械工学に関連する英単語の読み書きができること．技術
英語によく使用される文体を理解すること．簡単な技術英語を読み書きできること．プレゼンテーション能力を高
めること．

16 後期ガイダンス，復習，実力試験 後期のガイダンスと基本的な文法，文型，および構文の確認を行う．また実力試験（小テスト）を行う．

17 基礎編1 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Speed and　Velocity」を理解し，訳せること．また，発
表者はプレゼンテーション能力を高めること．

18 基礎編2 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Vernier」を理解し，訳せること．また，発表者はプレゼ
ンテーション能力を高めること．

19 基礎編3 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Logarithmic Scale」を理解し，訳せること．また，発表
者はプレゼンテーション能力を高めること．

20 実践編1 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Hardening and Tempering of Steel」を理解し，訳せるこ
と．また，発表者はプレゼンテーション能力を高めること．

21 実践編2 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Tensile Test」を理解し，訳せること．また，発表者はプ
レゼンテーション能力を高めること．

22 実践編3 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「A Thermodynamic Cycle and a Heat Engine」を理解し，
訳せること．また，発表者はプレゼンテーション能力を高めること．

23 実践編4 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Heat Transfer」を理解し，訳せること．また，発表者は
プレゼンテーション能力を高めること．

24 実践編5 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Bernoulli's Theorem」を理解し，訳せること．また，発
表者はプレゼンテーション能力を高めること．

25 実践編6 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Reynolds Number」を理解し，訳せること．また，発表
者はプレゼンテーション能力を高めること．

26 実践編7 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Shaft Coupling」を理解し，訳せること．また，発表者
はプレゼンテーション能力を高めること．

27 実践編8 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「Programming Language and FORTRAN」を理解し，訳せ
ること．また，発表者はプレゼンテーション能力を高めること．

28 応用編1 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「社説（英文）」を訳せること．また，発表者はプレゼン
テーション能力を高めること．

29 応用編2 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「カタログ（英文）」を訳せること．また，発表者はプレ
ゼンテーション能力を高めること．

30 応用編3 毎回の小テストにより，単語量，文章力をつけること．「取扱説明書（英文）」を訳せること．また，発表者はプ
レゼンテーション能力を高めること．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

電子工学概論 (Introduction to Electronics)

石崎 繁利 教授

機械工学科・5年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(30%) A4-M3(50%) D1(20%) (b),(c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

基礎的な電子に関する物理現象から各種電子デバイスの動作原理や特徴について解説する．授業前半は真空中に
おける電子の運動と原子内における電子の運動について理解させる．その後，半導体材料について学習したあと
，ダイオード，バイポーラトランジスタ，電界効果トランジスタ，レーザ，液晶，光電変換固体素子についてこ
れらの構造や動作原理などを理解させる．

【A2】真空および原子内での電子の運動を理解できる． 真空および原子内での電子の運動が理解できているか中間試験または定
期試験で評価する．

【A4-M3】真性半導体，n形半導体，p形半導体を理解できる． 真性半導体，n形半導体，p形半導体を理解できているか中間試験または
定期試験で評価する．

【D1】エレクトロニクス技術の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解
できる．

エレクトロニクス技術の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解できて
いるか中間試験または定期試験で評価する．

【A2】pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる． pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できているか中間試験または
定期試験で評価する．

【A4-M3】バイポーラトランジスタおよび電界効果トランジスタの構造
と動作原理を理解できる．

バイポーラトランジスタおよび電界効果トランジスタの構造と動作原理
が理解できているか中間試験または定期試験で評価する．

【A4-M3】レーザの発振原理を理解できる． レーザの発振原理が理解できているか中間試験または定期試験で評価す
る．

【A4-M3】ねじれネマティック型液晶の動作原理を理解できる． ねじれネマティック型液晶の動作原理が理解できているか中間試験また
は定期試験で評価する．

【A2】太陽電池の構造と動作原理を理解できる． 太陽電池の構造と動作原理が理解できているか中間試験または定期試験
で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とし，試験点は中間試験と定期試験を平均
する．

「電子工学基礎」：中澤達夫(コロナ社)

「電子工学概論」：相川孝作(コロナ社)
「レーザ入門」：清水忠雄 監訳（森北出版）
「液晶とディスプレイ応用の基礎」：吉野勝美(コロナ社)
「太陽エネルギー工学」：浜川圭弘(培風館)

電気工学
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（電子工学概論）

1 真空中の電子(1) 電子の運動およびミリカンの実験について解説する．

2 真空中の電子(2) 物質内からの電子の放出について冷陰極放出，熱電子放出，光電子放出（光電効果）を解説する．また，電極間の
電位差による電子の速度や電子質量の補正についても解説する．

3 原子内の電子 水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーアの理論を解説する．

4 半導体材料について 真性半導体と不純物半導体について解説する．

5 ダイオード(1)pn接合，電圧電流特性と整流回路 pn接合ダイオードの構造と動作原理，さらに電圧電流特性と整流回路について解説する．

6 ダイオード(2)各種ダイオード（定電圧ダイオード，
可変容量ダイオード，LED）

pn接合ダイオード以外の定電圧ダイオード，可変容量ダイオード，LEDなどについて解説する．

7 中間試験までのまとめ 1回目から6回目までの授業内容について学生の理解度を確認しながら復習する．

8 前期中間試験回答，バイポーラトランジスタ(1) 前期中間試験結果について説明し，採点ミスがないかを確認する．その後，バイポーラトランジスタの構造と動作
原理，さらに接地方式について解説する．

9 バイポーラトランジスタ(2) バイポーラトランジスタの静特性および信号増幅について説明したあと，スイッチング特性について解説する．

10 電界効果トランジスタ(1)JFETの構造と動作原理 バイポーラトランジスタと電界効果トランジスタの違いについて説明したあと，接合形電界効果トランジスタの構
造および動作原理について解説する．

11 電界効果トランジスタ(2)MOSFETの構造と動作原理 MOS形電界効果トランジスタの構造と動作原理および特性について解説する．

12 レーザ(1)レーザ発振条件，反転分布，光共振器，コ
ヒーレント光

レーザの発振条件，反転分布，光共振器，コヒーレント光について解説する．

13 液晶について 液晶の種類および異方性，フレデリクス転移について説明したあと，ねじれネマティック型液晶表示の構造と動作
原理を解説する．

14 太陽電池の構造，電圧電流特性について 太陽電池の構造と原理について説明したあと，電圧電流特性について詳しく解説する．

15 まとめ 主に中間試験後，授業で説明した内容について復習を行う．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

自動制御 (Automatic Control)

田口 秀文 准教授

機械工学科・5年D組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

制御工学の基礎的な考え方を修得することを目的として，一入力一出力の線形フィードバック系に的を絞って，
自動制御系の解析から設計に至るまでを理論的に体系づけて解説する．

【A4-M3】自動制御の基礎数学を理解できる． 自動制御の基礎数学が理解できているかを前期中間試験によって評価す
る．

【A4-M3】自動制御系の表現を理解できる． 自動制御系の表現が理解できているかを前期中間試験，前期定期試験に
よって評価する．

【A4-M3】制御系の過渡応答を理解できる． 制御系の過渡応答が理解できているかを前期定期試験によって評価する
．

【A4-M3】制御系の周波数応答を理解できる． 制御系の周波数応答が理解できているかを後期中間試験，後期定期試験
によって評価する．

【A4-M3】制御系の安定判別を理解できる． 制御系の安定判別が理解できているかを後期定期試験によって評価する
．

【A4-M3】制御系の性能を理解できる． 制御系の性能が理解できているかを後期定期試験によって評価する．

【A4-M3】制御系の補償を理解できる． 制御系の補償が理解できているかを後期定期試験によって評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．成績は，100点満点で6
0点以上を合格とする．

書き込み式の授業プリント

「基礎制御工学」：小林伸明（共立出版）
「わかりやすい制御工学」：川田昌克・西岡勝博（森北出版）
「自動制御」：阪部俊也・飯田賢一（コロナ社）
「フィードバック制御入門」：杉江俊治・藤田政之（コロナ社）
「古典制御理論［基礎編］」：荒木光彦（培風館）

数学1，数学2，応用数学
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（自動制御）

1 自動制御の概要 自動制御の基礎概念

2 自動制御の基礎数学（1） 複素数，ラプラス変換（1）

3 自動制御の基礎数学（2） ラプラス変換（2）

4 自動制御の基礎数学（3） 逆ラプラス変換（1）

5 自動制御の基礎数学（4） 逆ラプラス変換（2）

6 自動制御系の表現（1） 伝達関数，基本的伝達要素

7 自動制御系の表現（2） ブロック線図

8 前期中間試験 第1回から第7回の内容について中間試験を行う．

9 前期中間試験の解説 前期中間試験の解答および補足説明

10 自動制御系の表現（3） 基本的自動制御系の伝達関数

11 制御系の過渡応答（1） 過渡応答

12 制御系の過渡応答（2） 一次遅れ要素のステップ応答

13 制御系の過渡応答（3） 二次遅れ要素のステップ応答（1）

14 制御系の過渡応答（4） 二次遅れ要素のステップ応答（2）

15 制御系の過渡応答（5） 高次要素のステップ応答，ステップ入力以外の過渡応答

16 前期定期試験の解説 前期定期試験の解答および補足説明

17 制御系の周波数応答（1） 周波数応答

18 制御系の周波数応答（2） ベクトル軌跡（1）

19 制御系の周波数応答（3） ベクトル軌跡（2）

20 制御系の周波数応答（4） ベクトル軌跡（3）

21 制御系の周波数応答（5） ボード線図（1）

22 制御系の周波数応答（6） ボード線図（2）

23 後期中間試験 第17回から第22回の内容について中間試験を行う．

24 後期中間試験の解説 後期中間試験の解答および補足説明

25 制御系の周波数応答（7） ボード線図（3）

26 制御系の安定判別（1） 制御系の安定性

27 制御系の安定判別（2） 安定判別法

28 制御系の性能（1） 性能の評価指標（1）

29 制御系の性能（2） 性能の評価指標（2）

30 制御系の補償 制御系の補償方法

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-256



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

生産工学 (Production Engineering)

東 義隆 准教授

機械工学科・5年D組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M4(90%) D1(10%) (b),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

良い品物を安く，早く，安全にしかも環境をも考え生産するには人，物，資金の有効な調達と，いつ，どの製品
を，どのような設備で，いかなる作業によって生み出すかという生産情報が必要になる．生産のタイミングやス
ピードが重視されるなかで，生産情報の重要性もますます増大している．生産システムにおける生産情報の最適
な適用および人，物，資金の管理技術に必要な基礎知識と数理手法を解説する．

【D1】生産管理と生産システムを理解する． 生産管理と生産システムについて試験で評価する．

【A4-M4】オペレーションスケジューリングを理解する． スケジューリング問題の解法を試験で評価する．

【A4-M4】在庫管理を理解する． 在庫管理の方式を試験で評価する．

【A4-M4】オペレーションズリサーチの手法を理解する． ラインバランシング問題を試験およびレポートで評価する．

【A4-M4】品質管理法を理解する． QC七つ道具および新QC七つ道具を試験およびレポートで評価する．

【A4-M4】生産システムの発展と課題について理解する． テイラーシステム，フォードシステム，ジャストインタイムシステムを
試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「例解　生産システム情報学」：宮﨑茂次（森北出版）

「生産工学」：岩田一明，中沢弘 共著（コロナ社）
「やさしい 生産システム工学入門」：朝比奈奎一（日本理工出版会）

加工工学

関連科目は機械工作法，加工工学で各種加工法を知り，応用機械設計，工作機械で各種機械を学び生産システム
の構築を考える．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（生産工学）

1 生産と情報 生産の定義と内容および生産活動における情報の説明．

2 生産システムの発展と課題 テイラーシステム，フォードシステムの説明．

3 ライン生産 ライン生産の歴史的背景および方式の説明．

4 ラインバランシング サイクルタイム，ラインバランスの説明．

5 セル生産 セルの形および生産方式の説明．

6 ジャスト・イン・タイム ジャスト・イン・タイムの概要を理解させる．

7 かんばん方式 かんばん方式の運用法の説明

8 中間試験 これまでの講義，演習から出題する．

9 品質管理 品質管理の概要ならびにQC七つ道具について説明．

10 パレート図 QC七つ道具のパレート図の説明．ABC分析の説明．

11 ヒストグラム QC七つ道具のヒストグラムの説明．工程能力指数を理解させる．

12 管理図 QC七つ道具の管理図の説明．上方管理限界ならびに下方管理限界の求め方の説明．

13 オペレーションズスケジューリング オペレーションズスケジューリングの概要説明．

14 フローショップスケジューリング フローショップスケジューリング問題の解法説明．

15 オペレーションズリサーチ PERT計算によりクリティカルパスの求め方を理解させる．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工作機械 (Machine Tool)

斉藤 茂 教授

機械工学科・5年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

工作機械の機能と構造について，その機能を高めるための設計思想，制御方法などについて講義する．金属切削
工作機械における共通な事項に関し重点をおき，最近の発達傾向や加工方法との関連を解説する．

【A4-M4】工作機械と加工方法の関係について理解し，工作機械の機能
，特質を理解できる．

工作機械と加工方法の関係について理解し，工作機械の機能，特質を理
解できているか中間試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】工作機械の効率，動力を理解，計算できる． 工作機械の効率，動力を理解，計算できるか中間試験，課題レポートで
評価する．

【A4-M4】工作機械の主要構造部分を理解できる． 工作機械の主要構造部分を理解できているか中間試験，課題レポートで
評価する．

【A4-M4】工作機械の油圧駆動，電気駆動系と制御方法を理解できる． 工作機械の油圧駆動，電気駆動系と制御方法を理解できているか定期試
験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】数値制御工作機械について理解できる． 数値制御工作機械について理解できているか定期試験，課題レポートで
評価する．

【A4-M4】自動化と生産システムについて理解できる． 自動化と生産システムについて理解できているか定期試験，課題レポー
トで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．その試
験成績を85%に換算し，レポート15%との合計100点満点で60点以上を合格とする．

「工作機械－要素と制御－」：佐久間敬三，斎藤勝政，吉田嘉太郎，鈴木裕共著（コロナ社）

「工作機械」：益子正巳 他著（朝倉書店）
「工作機械」：米津栄著（コロナ社）

機械実習，機械工作法，加工工学

機械実習で操作した工作機械，機械工作法，加工工学についてよく理解していること.
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工作機械）

1 工作機械一般 加工方法と工作機械，工作物形状と工作機械の運動，工作機械の歴史

2 各種工作機械 切削工作機械，研削工作機械

3 各種工作機械 特殊加工工作機械，工作機械の効率，動力

4 工作機械本体と剛性，熱変形 工作機械本体の静剛性，動剛性，熱変形とその要因，精度

5 工作機械の案内面と潤滑 案内面の条件，案内面の種類，潤滑の効果，方法，案内面の形状と磨耗

6 工作機械の主軸系 主軸受けの役割と種類，主軸の役割と種類，主軸形の設計

7 駆動方式 駆動方式の種類，変速方式，運動機構と機械要素，動力と伝達系

8 中間試験 1回目から7回目の授業内容について試験する

9 中間試験の解説と復習 中間試験の解答を示し，解説を行うと同時に復習を行う．

10 油圧駆動と制御 作動油，油圧ポンプ，油圧制御弁，油圧回路

11 電気駆動系と制御 工作機械サーボ機構の分類，駆動系制御の構成要素，シーケンス制御系，倣い制御

12 数値制御 工作機械の機能と数値制御，数値制御装置の基本機能，ソフトウェア構造とハードウェア構成

13 曲面加工 曲面加工法について，曲面の定義方法，NC情報の生成

14 自動化と搬送 工作機械の自動化の機能，工作機械のための自動搬送機能

15 生産システム 生産システムの定義と形態，生産システムの自動化，FAとCIM

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Mechanical Design and Drawing)

西本 武雄 非常勤講師

機械工学科・5年D組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

企業で実際に製作に用いる図面に近い内容の図面作成演習を行い，さらに応用機械設計の内容を発展させた歯車
減速装置の精密な設計・製図を行うことで，設計と製図に対する基本姿勢を養うとともに，理解力，洞察力を高
めることを目的とする．

【A4-M4】部品形状を認識の上，製作に必要な諸条件を満たした図面の
作成ができる．具体的目標は時間制限条件を除き，機械製図検定2級実
技の合格レベルとする．

作成図面で評価．図面としての体裁が整っていることを最低条件とする
．諸条件が明確に理解できているかが重要．

【A4-M4】スケッチ図から組立図， 製作図の作成を行うことで， 各部
品の構成と機能を理解して， 部品の組合せや適切な公差などの製作に必
要な諸条件を満たした図面作成ができる.

作成図面で評価．図面としての体裁が整っていることを最低条件とする
．スケッチから図面が描けることが重要．

【A4-M4】実際の歯車設計の規格を理解して，設計計算書の作成ができ
る.

設計計算書で評価．歯車減速機の諸条件が理解できているかを判定する
．

【A4-M4】歯車減速装置の必要事項（歯車，軸，軸受など）を満たす設
計と計画図の作成ができる．

計画図で評価．図面としての体裁が整っていること. 関連寸法の整合性が
必要.

【A4-M4】計画図を基に製作に必要な諸条件を満たした部品図の作成が
できる．

部品図で評価．図面としての体裁が整っていることを最低条件とする. 製
作図としての条件を満たしていることが重要.

【A4-M4】到達目標1～5は規定の時間内での達成を基軸とする． 時間内で作成できていることも評価点に加える.

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，製図図面と検討書100%　として評価する．前期：到達目標1を40%， 到達目標2を60%， 後期：到達
目標3を30%， 到達目標4を50%， 到達目標5を20%とし， 前後期それぞれ100点満点で評価し，その平均値を
成績とする．100点満点で60点以上を合格とする．

プリントおよび製図の課題図の配布

「機械製図」林他著（実教出版）

4学年の応用機械設計と設計製図

関連科目：設計システムコース4学年の応用機械設計と設計製図．4学年の設計製図（ウインチ）および応用機
械設計（一段歯車減速機）に続き，本授業では，二段歯車減速機の設計製図を行っている．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（設計製図）

1 研削盤心押台 組立図から本体製作図を作成する. 製図検定2級実技の合格レベルに達することを目標とする.

2 研削盤心押台 同上．

3 研削盤心押台 同上．

4 研削盤心押台 同上．

5 研削盤心押台 同上.

6 研削盤心押台 同上．

7 ハンドプレス スケッチ図から， 部品の製作図と組立図を作成する. 部品の機能を理解し， 寸法公差など適切に記入した図面を作
成できることを目標とする.

8 ハンドプレス 同上.

9 ハンドプレス 同上.

10 ハンドプレス 同上.

11 ハンドプレス 同上.

12 ハンドプレス 同上.

13 ハンドプレス 同上.

14 ハンドプレス 同上.

15 ハンドプレス 同上.

16 二段歯車減速装置 設計方法の学習. 歯車・軸・軸受の性能計算の方法を習得することを目標とする.

17 二段歯車減速装置 同上．

18 二段歯車減速装置 同上.

19 二段歯車減速装置の設計計算書を作成する 各グループに与えられた設計仕様に対し， グループ作業で設計計算書を完成させることを目標とする.

20 二段歯車減速装置の設計計算書を作成する 同上.

21 二段歯車減速装置の設計計算書を作成する 同上.

22 設計計算書で決めた諸元に基づき計画図を作成する 設計計算書で決めた諸元を守って計画図を完成させることを目標とする.

23 設計計算書で決めた諸元に基づき計画図を作成する 同上.

24 設計計算書で決めた諸元に基づき計画図を作成する 同上.

25 設計計算書で決めた諸元に基づき計画図を作成する 同上.

26 設計計算書で決めた諸元に基づき計画図を作成する 同上.

27 設計計算書で決めた諸元に基づき計画図を作成する 同上.

28 計画図に基づき二段大歯車の部品図を作成する 寸法公差， 仕上記号など適切に表示した図面を完成させることを目標とする.

29 計画図に基づき二段大歯車の部品図を作成する 同上.

30 計画図に基づき二段大歯車の部品図を作成する 同上.

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工学実験 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

吉本 隆光 教授，中辻 武 教授，赤対 秀明 教授，和田 明浩 教授

機械工学科・5年D組・前期・必修・2単位 ( 学修単位I )
A4-M1(10%) A4-M2(10%) A4-M3(10%) A4-M4(10%) B1(20%) C1(10%) C4(20
%) D1(10%)

(b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g),(h)

4学年より専門性の高い実験を通して，機械工学における基本的な解析能力と表現能力を身につける．材料，熱
，潤滑，流体の分野について実験を行なう．

【A4-M1】材料力学で学んだはりのたわみ理論を実験で確認し，たわみ
理論の理解を深める. 切り欠きを有する材料の応力集中係数を測定し，
有限要素法による予測値と比較し，応力集中に関する理解を深める．

実験内容を理解できているかをレポート内容で評価する．

【A4-M2】工業熱力学で学んだ熱伝導・熱伝達理論を実験で確認し，伝
熱理論の理解を深める．実験データを無次元化し，無次元量との関係で
熱現象を理解する.

実験内容を理解できているかをレポート内容で評価する．

【A4-M3】流体計測法を各班で調べる. 管摩擦圧力損失を機械的あるい
は電気的に測定し，アナログおよびデジタル処理し，その統計処理を行
う. これらは，プレゼンテーションとレポートで報告し，それらの能力
を高める.

実験内容を理解できているかをプレゼンテーションおよびレポート内容
で評価する．

【A4-M4】機械要素設計の4項目（折損，疲労，焼付き，潤滑）のうち
，耐焼付き設計に関する理論解析を行い，その結果を実験で確認し，耐
焼付き設計に関する理解を深める.

実験内容を理解できているかをレポート内容で評価する．

【B1】実験レポートを論理的に作成する. レポートの書式や論理性をレポート内容で評価する.

【C1】応用・解析ができること. レポート内容や実験に対する取組み状況で， 応用・解析ができているか
評価する.

【C4】実験に真摯に取組むことができる. レポートの提出期限を守るこ
とができる. 実験に対する取り組み，出欠状況およびレポート提出状況で評価する.

【D1】実験等安全に気を配り，作業を進めることができる. 実験に対する取り組みで評価する.

　 　

　 　

各テーマ毎の実験実習への取組み・達成度， レポートの提出状況およびレポートの内容で総合的に評価する. 詳
細は1週目のガイダンスで説明する. 100点満点で60点以上を合格とする．

テーマ毎にプリントを配布

「材料力学入門」：深澤泰晴ほか8名著（パワー社）
「有限要素法入門」：三好俊郎著（培風館）
「伝熱工学」：一色尚次，北山直方著（森北出版）
「機械計測」：谷口修著（養賢堂）
「大学演習機械要素設計」：吉沢武男著（裳華房）

機械工学実験（4年）
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械工学実験）

1 ガイダンス 機械工学実験のテーマの紹介と班分け及び実験を行う際の諸注意

2 材料の強度に関する実験 材料力学で学んだはりのたわみ理論に対する理解を深めるために，金属材料の曲げ試験を行ない，理論予測と実測
値を比較・考察させる．

3 材料の強度に関する実験 切欠きを有する材料の応力集中係数を測定する．また，有限要素法により求めた予測値と比較・考察させて応力集
中に関する理解を深める．

4 材料の強度に関する実験 前2週で取得した実験データを整理させる．また，レポートの作成方法について指導する．

5 熱移動に関する実験 熱の移動は大きく分けて(1)熱伝導(2)熱伝達および(3)熱放射の3つに分類される．そこで工業熱力学で学んだ基礎知
識をもとに実験により理解を深めることを目標とし，本実験では基本の(1)熱伝導について行なう．

6 熱移動に関する実験 本実験では基本の(2)熱伝達について行なう．

7 熱移動に関する実験 実験データを整理して，無次元数をもちい熱現象との関係を理解する．

8 報告書特別指導 中間報告として特別指導する．

9 潤滑工学に関する実験
高速四球型摩擦試験機を用い，機械要素の強度設計における4項目（折損，疲労，焼付き，潤滑）のうち，耐焼付
き設計に重点をおき，耐焼付き設計式の導入並びに計算結果と実際の焼付き条件の確認を行なうことにより，焼付
きに関する諸問題に対処できる基礎知識を養うことを目的としている．

10 潤滑工学に関する実験 高速四球型摩擦試験機を用い，焼付き条件を変えて実験する．

11 潤滑工学に関する実験 高速四球型摩擦試験機を用い，焼付き条件を変えて実験を行い，焼付きに関する諸問題に対処できる基礎知識を学
習する．

12 流体計測
3名程度の3班に分かれ，計測工学，流体工学，統計工学の各分野において，それぞれ計測概論と全計測対象を，圧
力，流量などの流体計測法を，1変量および2変量の母集団の表し方などを各班で調べ，報告会を開き質疑応答を行
い，プレゼンテーション能力を高める．翌週に各自の分担した領域をレポートで報告する．

13 流体計測
管摩擦圧力損失を圧力の測定対象として，マノメータおよび電気式圧力変換器により測定する．また電気信号につ
いてアナログとデジタルで処理し，その統計処理を行う．これらを各班ごとに行い報告会を開き，質疑応答を行う
．翌週までに実験精度を上げる工夫を検討すると共に，各自の分担した領域をレポートで報告する．

14 流体計測 各グループで測定精度上の問題点を指摘し，その改善策を提案し議論する．そのあと，それに基づいて再実験を行
い，精度が向上したか報告会・質疑応答を行なう．翌週に各自の分担した領域をレポートで報告する．

15 まとめと授業評価 4実験をとおしての全体評価

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

卒業研究 (Graduation Thesis)

講義科目担当教員

機械工学科・5年D組・通年・必修・7単位 ( 学修単位I )
B1(20%) B2(10%) C2(70%) (d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(f),(g)

特定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行
う．研究を通じて，問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得
して，総合力およびデザイン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケー
ション能力を身につける．

【C2】研究活動：研究テーマの背景と目標を的確に把握し十分な準備活
動を行い，指導教官，共同研究者と連携しながら自主的に研究を遂行で
きる．

研究への取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価
する．

【C2】研究の発展性：得られた研究結果を深く考察し，今後の課題等を
示し，研究の発展性を展望することができる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容，研究発表を評価シ
ートで評価する．

【B2】研究発表の質疑応答において，その質問内容をよく聞き，理解し
た上で，相手が理解できるように時間内に明瞭でわかりやすく適切に応
答できる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容や発表会での内容を
基に，質疑応答を行い，評価シートで評価する．

【B1】研究の発表は，方法を工夫し，与えられた時間内に明瞭でわかり
やすく発表できる．また．報告書は合理的な構成で研究全体がわかりや
すく簡潔・的確にまとめることができる

卒業研究報告書の内容と発表内容を評価シートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

研究活動(C-2)を30%，研究の発展性(C-2)を30%，卒業研究報告書の構成(B-1)を10%，卒業研究発表の内容(C-2)
を10%，その発表(B-1)を10%，質疑応答(B-2)を10%として総合的に評価する．100点満点で60点以上を合格と
する．

　

　

研究内容に関する教科

なし
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内容（テーマ，目標，準備など）

授業計画１（卒業研究）

◇機械要素研究室（中辻）「機械要素の接触面の改質および潤滑に関する研究を行っている．とくに，境界潤滑および厳
しい弾性流体潤滑下を対象に，凹み粗さのポケット効果や潤滑油添加剤の効果について検討している．」
◇熱機関工学2研究室（吉本）「各種燃焼炉や機器での系統的研究を主眼にして，ガス噴流拡散火炎の安定限界や燃焼形
態・基礎現象またプラズマ支援燃焼に関する研究をしている．また，内燃機関での各種燃料における燃焼・排ガス特性に
ついて研究している．」
◇制御工学1研究室（小林滋）「機械システムの制御に関する研究，具体的には入出力エネルギに注目した負荷とアクチ
ュエータのインピーダンス整合の研究，また応用面では災害現場にて役立つことを目指したレスキューロボットの研究を
行っている．」
◇流体工学2研究室（赤対）「混相流（気相，液相，固相が混在する流れ），その中でも主に気液二相流の研究（マイク
ロバブル，旋回流，キャビテーション，減圧浮上濃縮法など）を行っている．企業との共同研究をはじめ実用的なテーマ
を中心的に行っている．」
◇生産加工2研究室（斎藤）「セラミックスの機械的性質のうち，硬度と抗折力が超音波加工の加工特性にどのような影
響を与えているか．また，セラミックス工具による高速切削加工高温切削加工の有用性，問題点について研究を行ってい
る．」
◇知能情報研究室（小林洋）「太陽発電衛星などの大型宇宙構造物の位置と姿勢を制御するために，ロバスト安定性，サ
ブシステムのコントローラの故障に対する耐故障性，2次評価関数に対する最適性を有する分散制御アルゴリズムを研究
している．」
◇システム工学研究室（長）「航空機の操縦性，運動性及び安全性等の向上を目的とし，航空機の運動を非線形システム
として扱う飛行制御系の設計に関する研究を行っている．」
◇生産加工1研究室（宮本）「複合材料や難削材の切削実験から工具摩耗や切削抵抗の測定を行い，切削現象や有効な切
削法を調べている．MLベルトを用いた鉄道レール研磨，5軸制御NC 工作機械による精密加工について研究を行っている
．」
◇応用計測研究室（石崎）「機械系の学生を対象としたものづくり教育など工学教育について研究している．」
◇生産加工4研究室（尾崎）「織物繊維と熱可塑性樹脂を組み合わせたテキスタイルコンポジットの熱成形に関する基礎
的研究や天然繊維を利用したエコマテリアルに関する研究を行っている．また，ものづくり教育のための教材開発にも取
り組んでいる．」
◇材料強度1研究室（和田）「超音波を用いた複合材料の非破壊検査手法について研究している．またFRP などの高分子
系複合材料を対象として，内部損傷の発達に伴う材料劣化過程のモデリングを行っている．」
◇情報工学研究室（朝倉）「数値計算による固相拡散接合の接合過程予測と最適化に関する研究，および，画像解析に関
する研究を行っている．現在，固相接合界面観察による接合部評価を目的とした画像解析手法の開発に取り組んでいる．
」
◇材料学研究室（早稲田）「超塑性セラミックスを用いたセラミックス同士の接合に関する研究を行っている．異種セラ
ミック材料同士の強固な接合において問題となる“残留応力”を考慮した接合方法を考案し，接合方法や条件の最適化を
目指している．」
◇応用物理研究室（熊野）「小型分散型電源への応用が期待される熱光起電力（TPV）発電システムの高効率化に関する
研究を行っている．具体的には，高温のセラミックスから放射される熱ふく射の波長を制御する実用的な技術の開発に取
り組んでいる．」
◇機械設計研究室（黒住）「ソフトアクチュエータの開発を初めとして，人を安心，安全に支援する機構の設計，製作を
行い，それらを使用する人の状態や意志に応じて制御する適応学習アルゴリズムを構築し，高機能な支援機器の研究開発
を行う．」
◇流体実験室1（鈴木）「ターボ機械（撹拌機，半径流型蒸気タービンなど）や，混相流（マイクロバブル，気液二相流
，減圧浮上濃縮法など）および，各種流体関連機器に対して，実験および数値流体力学による研究を行っている．」
◇生産加工3研究室（東）「切削用小径回転工具と被削材間の距離検出法について研究をしている．また，NC工作機械に
よる高精度加工について研究している．」
◇熱機関工学1研究室（柴原）「高温ガス炉の非定常強制対流熱伝達に関する研究や，再生熱交換器の高効率化に向けた
伝熱促進に関する研究を行っている．」

※上記内容の中で，防災技術者教育の教材開発を実施予定である．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

エネルギー変換工学 (Energy Transfer Engineering)

吉本 隆光 教授

機械工学科・5年D組・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

効率のよい変換技術や地球環境の保全という立場から環境問題を考慮に入れたエネルギー変換技術について知識
を習得させる．授業形態として各自テーマを設定して，各自が調査してその内容をまとめ，発表・討論をおこな
う．また定期的に課題を設定してレポート提出する．さらに実務経験者による講義を聴講させて実社会のエネル
ギー事情およびエネルギー変換技術について学ぶ．

【A4-M2】各種エネルギーの種類および特性を理解する．
各自が発表をおこない，エネルギーの種類および特性を理解しているか
を評価する．毎回発表内容の報告書を提出させる．課題を設定してレポ
ート提出により評価する．

【A4-M2】エネルギー変換技術および設備・構造を理解する．
各自が発表をおこない，エネルギー変換技術および設備・構造を理解し
ているかを評価する．また，毎回発表内容の報告書を提出させる．課題
を設定してレポート提出により評価する．

【A4-M2】エネルギー変換技術を理解して，環境問題とエネルギー問題
との関連を学ぶ．

各自発表をおこない，エネルギー変換技術を理解して，環境問題とエネ
ルギー問題との関連を理解しているかを評価する．毎回発表内容の報告
書を提出させる．課題を設定してレポート提出により評価する．

【A4-M2】実学をとおして，エネルギー変換技術の応用を考え，技術評
価能力をつける．エネルギー変換方法についての知識を習得する．

実務者による講演を聴講して，エネルギー変換の応用技術・変換方法を
理解しているかレポート提出により評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，レポート30%　プレゼンテーション60%　討論10%　として評価する．毎回発表時，テキストを用いて
説明を行う．毎回のレポート提出により理解度を確認する．プレゼンテーションは発表に関するレポート(30%)
と発表内容（30%）で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「熱エネルギー・環境保全の工学」：井田・木本・山崎（コロナ社）
配布プリント

「大学演習 工業熱力学」：谷下市松（裳華房）

工業熱力学・流体工学・環境工学

4・5年での工業熱力学を基礎にしてエネルギ変換技術を学習する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（エネルギー変換工学）

1 エネルギー資源の展望 教科書等でエネルギ変換工学の概要を説明する．

2 エネルギー変換技術の実状 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．

3 エネルギー変換設備の製造 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．

4 原子力発電技術と環境問題 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

5 力学的エネルギー間の変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

6 熱から力学的エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．または，実務者による講演を行う
．

7 熱から電気エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．または，実務者による講演を行う
．

8 光から電気エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

9 化学的エネルギーから電気エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

10 自然エネルギー（風力・潮汐・波力等）から電気エ
ネルギーへの変換

調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

11 原子核エネルギーから熱エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

12 省エネルギーによる熱エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

13 最新のエネルギー変換技術 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．または，実務者による講演を行う
．

14 エネルギーの輸送と貯蔵 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

15 地球環境とエネルギー変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
中間試験および定期試験は実施しない．6回7回13回のテーマの中で，実務者による講演も行う．（2～3回）
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

精密加工学 (Precision Machining)

斉藤 茂 教授

機械工学科・5年D組・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械工作法，加工工学で学習した加工法を基礎として，製品として寸法精度の高いもの，また仕上げ面が滑らか
でかつ品質の良いものを製作する加工方法，加工機構，測定技術について講義する．また新しい加工法の展開に
ついて講義する．

【A4-M4】精密加工法の意義が理解できる． 精密加工法の必要性，加工精度向上の歴史，精密加工が適用される加工
が理解できているか中間試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】精密にならない原因について理解できる． 精密にならない原因について理解できているか中間試験，課題レポート
で評価する．

【A4-M4】工具，工作機械の持つべき性質が理解できる．
切れ刃の除去能力，工具として必要な性質，創成加工と工作機械の母性
原則，切削機構が理解できているか中間試験，課題レポートで評価する
．

【A4-M4】精密加工工具（切削，砥粒加工）を理解できる． 切削工具，砥粒加工工具について理解できているか定期試験，課題レポ
ートで評価する．

【A4-M4】精密加工工作機械を理解できる． 高精度運動を得るための基本原理，直線運動機構と構造，本体構造につ
いて理解できているか定期試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】精密加工のための測定技術が理解できる． 計測と精度・誤差，寸法・形状および表面粗さの精度表示と計測につい
て理解できているか定期試験，課題レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
100点満点で60点以上を合格とする．

「機械系教科書シリーズ16精密加工学」：田口紘一，明石剛二共著（コロナ社）

「メカトロニクス教科書シリーズ10超精密加工学」：丸井悦男著（コロナ社）
「精密工作法上・下」：田中義信 他共著（共立出版）

機械工作法，加工工学

機械工作法，加工工学についてよく理解していること
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（精密加工学）

1 精密加工とは 精密加工法の必要性，加工精度向上の歴史

2 精密加工システムの基礎 精密加工システムの技術的な基礎，加工環境

3 精密にならない原因 材料の不安定性，工具・工作物の相対運動誤差，力による変位，びびり・バリ

4 工具の持つべき性質 切れ刃の精密除去能力，工具として必要な材質

5 工作機械の持つべき性質 創成加工と工作機械の母性原則，回転運動と直線運動，回転精度，直進精度，位置決め精度

6 金属の切削機構 切りくずの形態，切削抵抗，仕上げ面粗さ，切削温度

7 特殊な加工方法 レーザビームや電子ビームによる微細加工，振動切削

8 中間試験 1回目から7回目の授業内容について試験する

9 精密切削工具 工具の切れ刃形状とその効果，円筒加工用工具の形状，平面加工用工具の形状，穴加工用工具の形状

10 砥粒加工 研削機構，砥粒加工の浮動原理

11 砥粒加工 ホーニング，超仕上げ，遊離砥粒加工

12 精密加工工作機械 高精度運動を得るための基本原理，アッベの原理，直線運動機構と構造

13 精密加工工作機械 主軸の高精度回転機構，本体構造

14 精密加工における計測 計測と精度・誤差，寸法・形状の精度表示と計測

15 精密加工における計測 表面粗さの評価，修正加工方法

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学特論 (Advanced Strength of Materials)

早稲田 一嘉 准教授

機械工学科・5年D組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

2，3，4年次に履修した材料工学，材料力学を基本にして，演習を中心に基礎及び応用力を身につける．また，
英文で書かれた材料力学の問題を読解・解答する力を身につける．授業中の小テスト，課題，定期試験を行い，
目標到達度を評価する．

【A4-M1】2，3，4年の材料工学，材料力学で習得した知識を利用し，
例題レベルの問題を解くことができる．

2，3，4年の材料工学，材料力学で習得した知識を利用し，例題レベル
の問題を解くことができるかを小テスト，課題や中間試験で評価する

【A4-M1】英文で書かれた材料工学，材料力学に関する文を辞書を使用
しながら理解し，解答できる．

英文で書かれた材料工学，材料力学に関する文を辞書を使用しながら理
解でき，問題を解けるかを小テスト，課題や中間試験で評価する．

【A4-M1】トラスの基礎を理解し，曲げ応力・たわみを求めることがで
きる．

トラスの基礎を理解し，曲げ応力・たわみを求めることができるかを小
テスト，課題や定期試験で評価する．

【A4-M1】トラスの適切な計算法を使用して答えを求めることができる
．

トラスの適切な計算法を使用して答えを求めることができるかを小テス
ト，課題や定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート10%　小テスト20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「金属材科学概説」中野慣性著（コロナ社）
基礎機械工学全書「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）
プリント

「Mechanics of materials」，Ferdinand P. Beer， E. Russell Johnston（McGraw-Hill）
学術用語集 機械工学編（丸善）
「材料力学入門」深澤泰晴ほか8名著（パワー社）

材料工学（2年），材料力学（3，4年），材料工学（3年）

2，3，4年次履修した材料工学，材料力学の基本を理解していることが前提
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（材料力学特論）

1 ガイダンス，材料工学，材料力学の復習 本授業の目標，授業の進め方のガイダンス，材料工学，材料力学の授業内容の復習，材料工学，材料力学の習熟度
のアンケート

2 演習（曲げ（両端支持ばり，片持ばり，張出しばり
））

目標：「曲げ」における適切な計算法（せん断力とモーメントの理解，BMD，SFDを描ける）を使用できる．曲げ
（両端支持ばり，片持ばり，張出しばり）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．
小テスト

3 演習（はりの強さ（はりの強さ，はりのたわみ）） 目標：「はり」における適切な計算法（断面2次モーメントの理解）を使用できる．はりの強さ（はりの強さ，は
りのたわみ）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

4 演習（ねじり（丸棒のねじり・コイルばね）) 目標：「ねじり」における適切な計算法（ねじりモーメントの理解）を使用できる．ねじり（丸棒のねじり・コイ
ルばね）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

5 演習（組合せ応力（主面・主応力，モール円）)
目標：「組合せ応力」における適切な計算法（モールの応力円を描け，各応力方向を把握できる）を使用できる．
組合せ応力（主面・主応力，モール円）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小
テスト

6 演習（座屈（柱の強さ）) 目標：「座屈」における適切な計算法（座屈計算の判断理解）を使用できる．座屈（柱の強さ）の教科書例題レベ
ル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

7 演習（鋼と熱処理） 目標：Fe-C系平衡状態図，炭素含有量や熱処理による組織や機械的特性の変化の関連を説明できる．鋼と熱処理の
教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

8 演習（材料の選定） 目標：設計者に必要な材料の基礎知識を有し，JIS規格等を用いながら，適切な材料の選定が出来る．材料の基礎知
識や材料の選定についての教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

9 演習（材料試験） 目標：引張試験，衝撃試験，硬さ試験などの主な材料試験方法の目的，種類，原理を説明できる．材料試験方法の
教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

10 中間試験 第1～9回の授業内容から出題

11 中間試験の解答 中間試験の解答・解説

12 トラス構造（静的トラス，骨組み構造） 目標：トラス・ラーメン構造，骨組み構造の基礎を理解し，節点，剛節点，滑節点，自由度を理解し，自由度の計
算ができる．内容：静的トラス，骨組み構造の解説，演習，小テスト

13 トラス構造（節点法1） 目標：静的トラス構造の計算方法のひとつである節点法を理解し節点法を用いて簡単なトラス構造の計算ができる
．内容：節点法（ 格点法 ）の解説，節点法（ 格点法 ）を用いた簡単なトラス構造の計算，小テスト

14 トラス構造（節点法2） 目標：静的トラス構造の計算方法のひとつである節点法を理解し節点法を用いて簡単なトラス構造の計算ができる
．内容：節点法（図式解法）の解説，節点法（図式解法）を用いた簡単なトラス構造の計算，小テスト

15 トラス構造（マトリックス法） 目標：静的トラス構造の計算方法のひとつであるマトリックス法を理解しマトリックス法を用いて簡単なトラス構
造の計算ができる．マトリックス法の解説，マトリックス法を用いた簡単なトラス構造の計算，小テスト

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

環境工学 (Environment Engineering)

 

機械工学科・5年D組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
D1(100%) (b)

今日，工学等，科学技術の発展による世界的な鉱工業生産量の増加や都市の人口増加に伴い，大量生産，大量消
費，大量廃棄型の社会が構築された．その反面，地球温暖化，大気汚染，海洋汚染，廃棄物問題等，多くの地球
環境問題も発生している．ここでは，これら地球環境の現状を理解し，このような問題が発生したメカニズム及
びこれらを抑制する技術について学ぶことにより，工学技術者として地球環境と共生していくために必要な知識
を習得する．

【D1】環境問題全般に関する現状，基礎知識及び関連する法規について
理解できる．

環境問題全般に関する現状，基礎知識及び関連する法規について理解し
ているか，中間試験及びレポートで評価する．

【D1】地球温暖化，大気汚染等，「空気」に関する環境問題及びその対
策技術について理解できる．

地球温暖化，大気汚染等，「空気」に関する環境問題及びその対策技術
について理解しているか，中間・定期試験及びレポートで評価する．

【D1】海洋汚染，水質汚濁等，「水」に関する環境問題及びその対策技
術について理解できる．

海洋汚染，水質汚濁等，「水」に関する環境問題及びその対策技術につ
いて理解しているか，中間・定期試験及びレポートで評価する．

【D1】ごみ，有害廃棄物等，「廃棄物」に関する環境問題及びその対策
技術について理解できる．

ごみ，有害廃棄物等，「廃棄物」に関する環境問題及びその対策技術に
ついて理解しているか，中間・定期試験及びレポートで評価する．

【D1】陸上における製品の代表事例として，自動車関連に関する環境問
題及びその対策技術について理解できる．

自動車関連に関する環境問題（排ガス，CO2，騒音等）及びその対策技
術について理解しているか，定期試験及びレポートで評価する．

【D1】海上における製品の代表事例として，船舶関連に関する環境問題
及びその対策技術について理解できる．

船舶関連に関する環境問題（排ガス，海洋汚染，CO2等）及びその対策
技術について理解しているか，定期試験及びレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「環境工学入門」：鍋島淑郎，森棟隆昭，是松孝治共著（産業図書）

「環境白書（平成24年度版）」：環境省編

熱力学，内燃機関，化学工学，物理化学

工業熱力学を受講して，内容を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（環境工学）

1 地球環境の現状 日本及び世界の環境問題の現状について学ぶと共に，なぜこのような問題が生じたのか，その原因について考える
．さらに，このような問題の解決のために，どのような取り組みが行われているかについて学習する．

2 オゾン層の破壊，地球温暖化 オゾン層の役割，その破壊の原因と対策について学ぶ．また，地球温暖化について，その原因と対策について学ぶ
ことにより，省エネルギーの重要性について学習する．

3 酸性雨，森林の減少 酸性雨の原因とその被害状況について学ぶ．また，森林の減少に関し，その原因と現状について学ぶことにより，
森林の有する役割とその重要性，及び各国で取り組んでいる森林減少防止対策について理解を深める．

4 廃棄物処理問題 廃棄物がどのように処理されているか，また，各国における廃棄物処理の現状について学習することにより，廃棄
物処理の排出抑制やリサイクルの重要性について理解を深める．

5 大気汚染 色々な燃焼装置や自動車等から排出される大気汚染物質の現況，その被害状況について学習する．さらに，各国で
行われている大気汚染防止のための規制動向や防止対策について学習する．

6 水質汚濁，海洋汚染 日本及び世界の河川・湖沼・海洋における水質汚染状況について学習すると共に，このような状況に至った原因と
改善するための規制状況について学習する．

7 生物多様性への影響
これまでの授業内容のまとめとして地球環境が生物に及ぼす影響に関し，生物多様性の状況，その損失の状況，そ
れに伴う経済的損失等について学習することにより，全ての生物の生態系，種，遺伝子の多様性を保護することの
重要性について理解を深める．

8 中間試験 中間試験までの内容について出題し，その理解度を評価する．

9 中間試験の解答および大気汚染防止技術
中間試験の解答をして，その理解度を深める．次に主な大気汚染物質の発生原因と発生源，及びそれらを防除する
技術について学習する．さらに，代表的な大気汚染防止装置として，「集塵装置」，「排煙脱硫装置」，「排煙脱
硝装置」の種類・構造・性能等について学習する．

10 水処理技術
上水道，下水道の浄化方法として行われている代表的な水の処理方法について学習する．特に，代表的な水質汚濁
防止装置として，下水や産業排水の処理を行う「下水処理装置」，「産業排水処理装置」の種類・構造・性能等に
ついて学習する．

11 廃棄物処理技術（1） 廃棄物，特に，ごみ処理技術の内，焼却技術について学習する．代表的なごみ焼却処理施設の熱計算，焼却炉の機
能，性能，後処理設備等，最新のごみ焼却システムについて理解を深める．

12 廃棄物処理技術（2） 廃棄物の処理方法には焼却以外に，埋め立て，資源化及び再利用等が行われている．このような廃棄物処理の際に
行われる破砕・圧縮・選別等の処理方法について学習すると共に，各種の資源化プロセスについて理解を深める．

13 自動車排ガス対策技術
自動車に搭載されているガソリンエンジンやディーゼルエンジンから排出される大気汚染物質の生成プロセス，そ
の規制動向及び対策技術について学習する．さらに，自動車から排出されるCO2を削減する方法として，燃費改善
や石油系以外の燃料の使用について理解を深める．

14 自動車関連の環境対策技術，最近の環境対応型自動
車

自動車には様々な部品や潤滑油等が使用されているため，廃棄の際にはこれらによる環境問題が生じている．また
，自動車による騒音も生活環境に悪影響を及ぼしている．これらの自動車によって引き起こされる環境問題への対
応技術及び最近の環境と調和する環境対応型自動車について学習する．

15 船舶関連の環境対策技術
船舶は世界中の海を航行するため，その影響力は地球規模であることから，海洋汚染・大気汚染等に関する国際的
な規制が実施されている．これらの船舶による環境問題について理解を深めると共に，その規制動向，対応策等に
ついて学習する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．課題（レポート）を必ず提出すること．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

ロボット工学 (Robotics)

 

機械工学科・5年D組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

産業の発達と生産方式の変遷，現代オートメーションにおけるロボットの位置付け，ロボットの運動学について
講義する．適時，適用事例の紹介，演習問題によってロボット工学についての理解を深める．

【A4-M3】現代オートメーションにおけるロボットの位置付けが理解で
きる．

産業の発達と生産方式の変遷，現代オートメーションの位置付け，現状
のロボット技術についての理解度を定期試験で評価する．

【A4-M3】ロボットの基本構造が理解できる． ロボットの記号的表現，姿勢の数学的表現が理解できているか定期試験
で評価する．

【A4-M3】ロボットの運動学と静力学，ならびに動力学が理解できる． ロボットの運動学と静力学，ならびに動力学が理解できているかをレポ
ートおよび定期試験で評価する．

【A4-M3】ロボットの位置と力の制御方法について工学的な理解ができ
る．

ロボットの位置と力の制御方法について理解できているか定期試験で評
価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

プリント

「自動機械機構学」：牧野洋（日刊工業新聞社）
「ロボット工学の基礎」：川崎晴久（森北出版）

工学系科目全般

特に工業力学をよく復習しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（ロボット工学）

1 産業の発達と現代オートメーション 産業の発達に伴う生産方式の変化，現代オートメーションにおけるロボットの位置付けについて理解する．

2 ロボット工学の基礎 ロボット工学の概要を学び，ロボットの構造と記号表現，教示方法を理解する．

3 ロボットの運動学(1) 2関節マニピュレータを例にとり，ロボットの姿勢の数学的表現について理解する．

4 ロボットの運動学(2) 2関節マニピュレータを例にとり，関節角速度と手先速度の関係からヤコビ行列を導く．

5 ロボットの運動学(3) 2関節マニピュレータを例にとり，分解速度制御法による手先位置の計算手法を理解する．

6 ロボットの運動学(4) 2関節マニピュレータを例にとり，特異姿勢を理解する．

7 ロボットの運動学(5) 同上

8 演習 演習により，運動学の復習を行う．

9 ロボットの静力学 仮想仕事の原理を用いて，2関節マニピュレータの関節トルクと手先力の関係を理解する．

10 ロボットの動力学(1) ラグランジュ法を用いて，2関節マニピュレータの運動方程式を導出する．

11 ロボットの動力学(2) 同上

12 ロボットの動力学(3) モータや減速機の特性をも考慮したマニピュレータの運動方程式を導出する．

13 ロボットの位置制御(1) 1リンクマニピュレータを例にとり，フィードバック制御系の構成方法とその特性を理解する．

14 ロボットの位置制御(2) 1リンクマニピュレータを例にとり，計算トルク制御法および分解加速度制御法による位置制御方法について理解
する．

15 ロボットの位置と力の制御 インピーダンス制御とハイブリッド制御の概要を理解し，ロボットの位置と力の制御方法を学ぶ．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数値計算法 (Numerical Computation)

朝倉 義裕 准教授

機械工学科・5年D組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A3(100%) (c),(d)1

工学的な問題解決のための数値演算アルゴリズムを講義すると共に，その理解を深めるためにアプリケーション
ソフトによる問題解法およびプログラムの作成の演習を行う．

【A3】関数近似のアルゴリズムが理解できる. 最小2乗近似のアルゴリズムが理解できているか試験又はレポートにより
評価する．

【A3】連立方程式の解法のアルゴリズムが理解できる. ガウスの消去法およびガウス・ザイデルのアルゴリズムが理解できてい
るか試験又はレポートにより評価する．

【A3】数値微分，数値積分について理解し，ソフトウェアを作成できる
．

数値微分，数値積分の考え方とその計算方法について試験またはレポー
トにより評価する．

【A3】微分方程式の解法のアルゴリズムが理解できる. オイラー法のアルゴリズムを理解できているか試験及びレポートにより
評価する．

【A3】アプリケーションソフトを用いて多項式の根を計算できる． 表計算ソフトで多項式の根を計算できるかレポートにより評価する．

【A3】アプリケーションソフトを用いてデータを関数近似できる． 表計算ソフトで任意に与えたデータを関数近似できるかレポートにより
評価する．

【A3】プログラミング言語を用いて連立方程式の解法のプログラムを作
成できる．

連立方程式の解法を課題として，計算アルゴリズムを実際のプログラム
で表現できるかレポートにより評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験50%　レポート30%　小テスト20%　として評価する．成績は中間試験50%小テスト20%レポート
30%の割合で評価する．100点満点中60点以上を合格とする．

ノート，プリント及びwebテキスト
5年「情報処理」で指定されたC言語のテキスト

「数値計算の常識」 ： 伊里正夫・藤野和建築著 （共立出版）
「入門数値計算」：加川幸雄，霜山竜一（朝倉書店）
「新版明解C言語入門編」：柴田望洋（ソフトバンクパブリッシング）
「数値解析基礎」：安田仁彦（コロナ社）

情報処理(2年)，電気電子工学(3年)，情報工学(4年)，情報処理(5年)，機械工学実験(5年)

関数電卓が使えることを前提とする．表計算ソフトの基本的な使用法を確認しておくこと．C言語がある程度使
用できること．演習課題の完成には演習室の放課後開放を活用すること．受講人数に応じて講義内容を変更する
ことがある．

M-277



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（数値計算法）

1 数値計算ソフトウェア 数値計算を行うためのソフトウェアの考え方と計算誤差について概説する．

2 アルゴリズム 基本的なアルゴリズムについて説明する．

3 繰り返しによる方程式の解 2分法を例にコンピュータによる数値計算法の基礎を解説する．

4 方程式の根(ニュートン法) ニュートン法を解説する．

5 関数近似 最小2乗法による関数近似について考え方とソフトウェアで実現する方法について解説する．

6 連立方程式の解法(直接法) ガウスの消去法とガウスジョルダンの消去法について，計算機で処理する手法を解説する．

7 連立方程式の解法(間接法) ガウス・ザイデルの方法を解説する．

8 中間試験 1～7週目までの範囲で中間試験を行う．

9 微分方程式の解法(オイラー法) 微分方程式とオイラー法の概要を説明する．中間試験の解説を行う．

10 数値微分・数値積分 数値微分と数値積分について，演習を通じて理解する．

11 小テスト 10，10回目までの範囲で小テストを行う.

12 関数近似と連立方程式の解法(アプリケーションソフ
トを用いた演習2)

表計算ソフトで最小2乗近似を用いてデータを近似する．ガウスザイデルの方法を用いて連立方程式を解く．

13 連立方程式の解法(プログラム言語を用いた演習)(1) Fortran（又はC）言語を用いて与えられた連立方程式の解を求めるプログラムを作成する．多元連立一次方程式を
汎用的に解けるプログラムに改良し，理解を深める．

14 連立方程式の解法(プログラム言語を用いた演習)(2) 13回目と同じ．

15 連立方程式の解法(プログラム言語を用いた演習)(3) 13回目と同じ．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験を実施する．小テストを1回実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用物理 (Applied Physics)

熊野 智之 准教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

前半は物理学の基礎であり，電磁気学を理解するために必要な静電学について学習する．後半は電磁気学の基礎
および光の性質について講義する．また，光応用技術や光計測機器についての知識も習得する．

【A2】クーロン力と電場，電位の関係が理解できる． 電場，電位の概念について理解できているか中間試験と提出物で評価す
る．

【A2】ガウスの法則を用いて電場を求めることができる． ガウスの法則を用いて帯電した物体の電場を求めることができるか中間
試験と提出物で評価する．

【A2】導体と誘電体との電気的な性質の違いが理解できる． 静電誘導，誘導分極などの現象や，コンデンサの仕組みについて理解し
ているか中間試験と提出物で評価する．

【A2】磁気および磁性体の性質が理解できる． 電気と磁気の対応関係，磁性体の種類と特徴を理解しているか中間試験
と提出物で評価する．

【A2】波長の長い電磁波の発生原理が理解できる． 電気振動および双極子放射の原理が理解できているか定期試験と提出物
で評価する．

【A2】電磁気学の基礎が理解できる． マクスウェルの方程式，波動方程式について理解できているか定期試験
と提出物で評価する．

【A2】フェルマーの原理が理解できる． フェルマーの原理から幾何光学の基本法則を導くことができるか定期試
験と提出物で評価する．

【A2】光の性質および応用技術が理解できる． 干渉や回折などの現象，光の応用技術について理解できているか定期試
験と提出物で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点
満点で60点以上を合格とする．

講義資料
「高専の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）

「物理学（三訂版）」：小出昭一郎（裳華房）

物理，4年応用物理，専攻科レーザー工学

低学年における物理および数学をよく理解した上で履修すること．やや難易度が高い内容も一部含まれるため，
予習復習を心掛けること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（応用物理）

1 クーロンの法則と電場 力の遠隔作用と近接作用，電場の概念について説明する．

2 ガウスの法則(1) 電気力線の性質について説明し，ガウスの法則（積分形）を例題を解きながら解説する．

3 ガウスの法則(2) 演習問題に取り組み，ガウスの法則を用いて電場を求める方法について習得する．

4 電位 電位の定義，電位差と電場の関係，等電位面の性質について述べる．

5 導体と誘電体(1) 静電誘導および静電遮蔽，誘電分極について述べ，導体と誘電体の性質の違いについて述べる．

6 導体と誘電体(2) コンデンサーの静電容量や，コンデンサーに蓄えられるエネルギーについて述べる．

7 静的な磁気 電場と磁場の対応関係を説明し，磁性体の種類と特徴について述べる．

8 中間試験 1週から7週までに授業した内容について出題する．

9 電気振動と電磁波の発生 LC回路における電気振動について説明し，波長の長い電磁波の発生原理について述べる．

10 マクスウェルの方程式 電磁波の振る舞いを記述したマクスウェル方程式を紹介し，それぞれの式の意味について説明する．

11 波動方程式とその解 1次元の波動方程式とその解について説明する．

12 フェルマーの原理 幾何光学の基本原理であるフェルマーの原理について延べ，スネルの法則の導出を行う．

13 反射，屈折 全反射，臨界角について述べ，光ファイバーの伝播可能角度について解説する．

14 干渉 薄膜による光の干渉について説明し，反射防止膜について述べる．

15 光の応用技術 分光器やレーザーなど，様々な光の応用技術について述べる．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業力学 (Engineering Mechanics)

(前期）鈴木 隆起 講師 (後期）尾崎 純一 教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

工業力学は，材料力学，流体工学，熱力学など機械工学の力学系科目を学習する上で基礎となる科目である．本
授業では，静力学，運動学，動力学の簡単な事象について扱い，力学の基礎を習得を目指す．

【A2】工業力学の基礎となる高校物理の力学について正しく理解し，問
題を解くことができる．

工業力学の基礎となる高校物理の力学について正しく理解し，問題を解
くことができるかどうか，小テスト，課題（レポート），中間・定期試
験で評価する．

【A2】力，モーメントなどの力学における基礎を理解し，力が一点に働
く場合の静力学に関する計算ができる．

力，モーメントなどの基礎事項を理解し，力が一点に働く場合の静力学
に関する計算ができるかを，小テスト，課題（レポート），中間・定期
試験で確認する．

【A2】力，モーメントなどの力学における基礎を理解し，剛体の静力学
に関する計算ができる．

力，モーメントなどの基礎事項を理解し，剛体の静力学に関する計算が
できるかを，小テスト，課題（レポート），中間・定期試験で確認する
．

【A2】速度および加速度の意味，基本的な運動の記述方法を理解し，計
算できる．

速度および加速度の意味および，直線・回転・放物運動を理解し，計算
ができるかを，小テスト，課題（レポート），中間・定期試験で確認す
る．

【A2】ニュートンの運動方程式を理解し，簡単な事象において運動方程
式を立てて解くことができる．

ニュートンの運動方程式を理解し，簡単な事象において運動方程式を立
てて解くことができるかどうか中間試験，定期試験，小テスト，課題（
レポート）で評価する．

【A2】慣性モーメントなど回転運動に関する基本事項を理解し，簡単な
計算ができる．

慣性モーメントなど回転運動に関する基本事項を理解し，簡単な計算が
できるかどうか，中間試験，定期試験，小テスト，課題（レポート）で
評価する．

【A2】摩擦力の基本的概念を理解し，簡単な計算ができる． 摩擦力の基本的概念を理解し，簡単な計算ができるかどうか，定期試験
，課題（レポート），小テストで評価する．

【A2】仕事と力学的エネルギーの概念について理解し，簡単な計算がで
きる．

仕事と力学的エネルギーの概念について理解し，簡単な計算ができるか
どうか，定期試験，課題（レポート）で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とす
る．また，最終成績は前期成績と後期成績の平均とし，100点満点で60点以上を合格とする．

「詳解工業力学」入江敏博著(理工学社)

「工業力学」：青木弘・ 木谷晋著（森北出版）
「工業力学」：吉村靖夫・米内山誠著（コロナ社）
「基礎から学ぶ　工業力学」：武居昌宏・飯田明由・金野祥久書（オーム社）
「工業力学入門」：伊藤勝悦著（森北出版）
「ビジュアルアプローチ　力学」：為近和彦著（森北出版）

物理（1年），数学（1，2年）

1年で学習した物理（力学分野）および1，2年で学習した数学（特に微分，積分）をよく理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（工業力学）

1 導入および力のはたらき 高校物理が理解できているか確認するための小テストを行う．力の合成・分解・つりあいに関して高校物理の範囲
の復習

2 物体の運動 速度・加速度・相対運動に関して高校物理の範囲の復習を行う．

3 物体の運動と力 物体の運動と力運動の3法則に関して高校物理の範囲の復習を行う．

4 力の合成と分解 平面上のある一点に作用する力の合成と分解について理解する．

5 力のつりあい 一点に作用する力のつりあいについて理解する．

6 剛体に作用する力の合成 剛体および剛体に働く力の合成の考え方を理解する．

7 モーメントと偶力 モーメントと偶力について理解する．

8 中間試験 これまでの内容の理解度を中間試験で確認する．

9 中間試験の解答と解説 中間試験の解答および解説をする．

10 力・モーメントの合成とつりあい 剛体に作用する複数の力・モーメントの合成と，つりあいについて理解する．

11 重心 物体の重心とその応用について理解する．

12 物体のつりあい 物体のつりあいと重心の関係を理解する．

13 速度と加速度 速度・加速度の定義と質点の運動の記述について理解する．

14 加速度の法線・接線成分への分解 加速度は速度の大きさと方向を変化させるが，それらは加速度を法線，接線成分に分解することで理解できること
を学ぶ．

15 放物運動と円運動 放物運動と円運動の基礎を理解する．

16 演習 これまでに学習してきた内容の演習を行う．

17 直線運動と慣性力 ニュートンの運動の法則を理解する．

18 求心力と遠心力 円運動における求心力と遠心力を理解する．

19 回転運動と慣性モーメント 回転運動における運動方程式および慣性モーメントについて理解する．

20 剛体の平面運動の方程式 剛体の平面運動について理解する．

21 慣性モーメント 慣性モーメントの概念および導出について理解する．

22 慣性モーメント 平行軸の定理，直交軸の定理，簡単な形状をした物体の慣性モーメントについて理解する．

23 中間試験 これまで学習した内容について中間試験を行う．

24 慣性モーメントの計算 具体的な形状を有する慣性モーメントの導出について理解する．

25 すべり摩擦 すべり摩擦の概念を理解する．

26 ころがり摩擦，斜面の摩擦 ころがり摩擦の概念および斜面上にある物体の摩擦について理解する．

27 仕事とエネルギ 仕事と力学的エネルギについて理解する．

28 仕事率と動力 てこ，輪軸，動力，仕事率について理解する．

29 エネルギ損失と効率 エネルギ保存の法則と効率との関係を理解する．

30 演習 これまでに学習した内容について演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．随時，小テストを実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学 (Strength of Material)

(前期）和田 明浩 教授(後期)西田 真之 教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M1(100%) 

機械を構成する材料はそれぞれ固有の強度・変形特性を有している．本講義では，外力が作用したとき材料の内
部に発生する力や材料の変形特性について説明する．演習問題を多く解くことにより，材料力学における基礎的
知識の理解を深めるとともに解析力の充実を図る．

【A4-M1】力の釣合い，応力，ひずみの定義を理解できる． 力の釣合い，応力，ひずみの定義に対する理解度を前期中間試験および
レポートで評価する．

【A4-M1】引張，圧縮荷重を受ける棒の内部に生じる力および変形を計
算できる．

引張，圧縮荷重を受ける棒の内部に生じる力および変形に対する理解度
を前期中間試験およびレポートで評価する．

【A4-M1】ねじりを受ける丸棒の内部に生じる力および変形を計算でき
る．

ねじりを受ける丸棒の内部に生じる力および変形に対する理解度を前期
定期試験およびレポートで評価する．

【A4-M1】基本的なはりについて，せん断力と曲げモーメントを計算で
きる．

せん断力と曲げモーメントに対する理解度を後期中間試験およびレポー
トで評価する．

【A4-M1】基本的なはりについて，断面2次モーメントおよび曲げ応力
を計算できる．

断面2次モーメントおよび曲げ応力に対する理解度を後期定期試験および
レポートで評価する．

【A4-M1】基本的なはりについて，たわみとたわみ角を計算できる． たわみとたわみ角に対する理解度を後期定期試験およびレポートで評価
する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60
点以上を合格とする．

基礎機械工学全書「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）

「材料力学入門」，深澤泰晴ほか8名著（パワー社）
「基礎から学ぶ材料力学」，臺丸谷政志・小林秀敏 共著（森北出版）

材料力学I（4年），材料力学II（4年），材料力学特論（5年），弾性力学（専攻科1年）

授業中の演習はレポートとして提出して評価することがある．

M-283



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（材料力学）

1 材料力学の基礎 材料力学で必要となる力学の基礎事項について説明する．また，この授業で1年間の授業の進め方，授業中の小テ
スト，試験およびレポートの説明を行う．

2 応力とひずみ 応力・ひずみの定義について説明し，例題を解く．

3 ヤング率とポアソン比 ヤング率，ポアソン比，フックの法則について説明する．また，許容応力と安全率について説明し，例題を解く．

4 棒の自重による応力と変形 断面一様な棒に，自重により発生する応力・変形について説明し，例題を解く．

5 不静定問題 静定・不静定の違いについて解説し，不静定問題の解法を解説する．

6 引張・圧縮の不静定問題 引張・圧縮に関連した不静定問題の解法を解説し，例題を解く．

7 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

8 中間試験（前期） 力の釣合い，応力・ひずみの定義に対する理解度，および引張・圧縮荷重を受ける棒の内部に生じる力および変形
に対する理解度を前期中間試験で評価する．

9 熱応力 熱応力の発生要因について説明し，例題を解く．

10 熱応力と不静定問題 熱応力に関連した不静定問題について説明し，例題を解く．

11 ねじりの基礎式 ねじりが材料のせん断と等価であることを説明し，ねじり応力・ねじれ角の定義およびねじりの基礎式について説
明する．

12 丸棒のねじり 円断面棒のねじりについて説明し，例題を解く．

13 各種丸棒のねじり 中空断面棒，段付棒，テーパ軸のねじりについて説明し，例題を解く．

14 ねじりの不静定問題 ねじり問題に関する不静定問題について説明し，例題を解く．

15 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

16 はりの基礎 はりの定義および基礎事項について説明する．

17 支点の種類および荷重の種類 支点の種類および荷重の種類について説明し，例題を解く．

18 支点反力 片持ちはり・両端支持はりに生じる支点反力の求め方について説明し，例題を解く．

19 はり内部に生じる力 はり内部に発生するせん断力・曲げモーメントについて説明し，その求め方を解説する．

20 片持ちはりのSFD・BMD 片持ちはりのSFD（せん断力図），BMD（曲げモーメント図）の書き方を解説し，例題を解く．

21 両端支持はりのSFD・BMD 両端支持はりのSFD（せん断力図），BMD（曲げモーメント図）の書き方を解説し，例題を解く．

22 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

23 中間試験（後期） 基本的なはりについて，せん断力と曲げモーメントに対する理解度を後期中間試験で評価する．

24 はりの曲げ応力 はり内部に発生する曲げ応力について説明し，例題を解く．

25 断面2次モーメント 断面2次モーメントの意味を説明し，各種断面形状の断面2次モーメントの求め方を解説する．

26 たわみの基礎式 はりのたわみに関する基本事項を説明し，たわみの基礎式について説明する．

27 たわみ問題の解法 境界条件について説明し，たわみ基礎式の解法について解説する．

28 片持はりのたわみ 集中荷重，分布荷重，外部モーメントを受ける片持はりのたわみについて説明し，例題を解く．

29 両端支持はりのたわみ 集中荷重，分布荷重，外部モーメントを受ける両端支持はりのたわみについて説明し，例題を解く．

30 演習 学習内容のまとめを行い演習問題を解く．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械設計 (Machine Design)

(前期）尾崎 元泰 非常勤講師 (後期）中辻 武 教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

機械を構成する機械要素の設計を行う．最初に，機械設計での全体的な必要事項を総論として講義した後，個々
の機械要素の設計を行う．最終的には，機械要素の集合としての機械の設計ができる技術者を養成する．

【A4-M4】機械に必要な基礎知識を理解する．ボルト・ナットの強度計
算を行って，規格から適当なものを選択できる．

ボルト・ナットの強度計算ができる等を前期中間試験で評価する．試験
直しを正しく行ったかでも評価する．

【A4-M4】軸の種類や規格を理解し，強度計算の結果から規格を使って
適当な軸を選択できる．

軸に関する強度計算ができ軸を選択できるかどうか前期定期試験で評価
する．ノート提出によっても評価する．

【A4-M4】溶接と溶接継手の概要を理解し，それらの強度計算ができる
． 溶接継手の強度計算ができることを前期定期試験で評価する．

【A4-M4】歯車の幾何設計を理解し，歯車歯面の強度設計ができる． 歯車の幾何設計ができ，強度計算ができることを後期中間試験で評価す
る．

【A4-M4】平ベルトおよびVベルト伝動装置のベルト寸法を決定でき，
周速，回転力，伝達動力の計算ができる． ベルト伝動装置に関する計算ができることを後期中間試験で評価する．

【A4-M4】すべり軸受と転がり軸受の設計ができる． 軸受の設計ができることを後期定期試験で評価する．

【A4-M4】各機械要素の規格を機械工学必携などの参考書から調べ，自
由に使いこなせる能力を養う． 到達目標7については，各試験の中に組み込んで評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．前後期とも各2回の試験成績を90%，試験直し，ノート提
出を10%で評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格と
する．

「大学演習機械要素設計」吉沢武男編（裳華房）

「機械工学必携」馬場秋次郎編（三省堂）

創造設計製作，設計製図

授業には，毎回 教科書，ノート，機械工学必携，電卓を持参のこと．関連科目：設計システムコースの創造設
計製作と設計製図．これらの科目においては，本機械設計をベースに総合設計と製作を行う．

M-285



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械設計）

1 総論・機械設計の基礎 荷重の種類，圧力と応力，軟鋼の応力/ひずみ線図，安全率と許容応力などを理解する．

2 総論・機械設計の基礎 単位（SI，工学単位）を理解する．基本単位と組み立て単位，接頭語の理解．標準規格，標準数の理解．

3 ねじ ねじの基本，ねじの種類，ねじの用途，ねじの規格を理解する．

4 ねじ ねじの力学を理解する．

5 ねじ，ボルト・ナットの強度計算 ねじの力学，ボルト・ナットの強度計算ができる．

6 ボルト・ナットの強度計算，演習問題 ボルト・ナットの強度計算に関する演習問題が解ける．

7 ボルト・ナットの強度計算，演習問題 同上

8 中間試験 第1週目から第7週目までの項目を中間試験で評価する．

9 中間試験の解答 試験直しを行う．軸の分類，軸設計上の留意点を理解する．

10 軸の強度計算 ねじりを受ける軸の強度計算ができる．

11 軸の強度計算 曲げを受ける軸の強度計算ができる．

12 ねじりと曲げの両方を受ける軸の強度計算 ねじりと曲げの両方を受ける軸の強度計算ができる．

13 軸演習問題 軸に関する演習問題が解ける．

14 溶接継手 溶接継手の概要を理解し，強度計算ができる．

15 溶接継手 溶接継手の概要を理解し，強度計算ができる．

16 歯車の幾何設計と演習問題 モジュール，歯数，ピッチ円直径，中心距離を理解し計算できる．

17 歯車の幾何設計と演習問題 基礎円直径，円ピッチ，法線ピッチ，基礎円ピッチ，外径，頂隙，歯の高さを理解し，一段平歯車装置の幾何設計
ができ，一対の歯車の回転数変化等が計算できる．

18 歯車の幾何設計と演習問題 標準歯車とバックラッシを持つ実際歯車の違いを理解し，実際歯車の設計計算ができる．

19 歯車伝動の説明と演習問題 歯車のトルク伝達，伝達動力等を理解し計算できる．

20 歯面強度の設計と演習問題 歯の折損に適用するルイスの式を理解し，歯の耐折損に関する設計ができる．

21 歯面強度の設計と演習問題 同上

22 歯面強度の設計と演習問題 歯面の疲労に適用するヘルツの式を理解し，歯の耐疲労に関する設計ができる．

23 中間試験 第16週目から第22週目までの項目を中間試験で評価する．

24 中間試験の解答 答えのみを示し，質問があれば答える形式で，時間内に正解ができるよう修正させる．授業の終わりに正解を配布
する．

25 平ベルト伝動装置の設計 ベルト長さを計算できる．この装置の動力伝達メカニズムを微分方程式を立てそれを解くことによって理解する．

26 平ベルト伝動装置の設計と演習問題 張り側張力からベルトの幅と厚みを求めることができる．ベルトの伝達馬力の計算ができる．

27 平ベルト伝動装置の設計と演習問題 同上

28 Vベルト伝動装置の設計と演習問題 平ベルトとVベルト伝動の相違点を理解し，Vベルトの型等が選定できる．ベルト1本の伝達馬力と装置全体の伝達
馬力より，ベルトの本数が決定できる．

29 すべり軸受の設計と演習問題 軸受にかかる平均圧力等を理解し，ジャーナル軸受，スラスト軸受の力学的設計ができる．

30 転がり軸受の設計と演習問題 転がり軸受の種類を理解するとともに，寿命計算ができる．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

 尾崎 純一 教授，黒住 亮太 講師

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

製図は製品の形状寸法やアイデアを相手に伝える世界共通の手段であり，ものづくりに不可欠なものである．本
授業では，JISに従った機械製図法習得のため，2年生に続き歯車，バネ，溶接等の製図法について学ぶ．さらに
，機械実習および創造設計製作と連携して課題の製図を行い，設計製図の理解を深める．

【A4-M4】歯車製図の基本を理解し製図できる． 歯車製図の基本を理解し製図できたかどうか製図課題，演習課題で評価
する．

【A4-M4】バネ製図の基本を理解し製図できる． バネ製図の基本を理解し製図できたかどうか製図課題，演習課題で評価
する．

【A4-M4】溶接製図の基本を理解し製図できる． 溶接製図の基本を理解し製図できたかどうか製図課題，演習課題で評価
する．

【A4-M4】組立図の基本が理解できる． 組立図の基本が理解できたかどうか製図課題，演習課題で評価する．

【A4-M4】これまで学習してきた機械製図の基本を理解し，図面の読み
書きができる．

これまで学習してきた機械製図の基本を理解し，図面の読み書きができ
るかどうか製図課題，演習課題で評価する．

【A4-M4】与えられた課題に対して設計し，立体図，組立図，部品図が
製図できる．

与えられた課題に対して設計し製図できたかどうか製図作品（製図課題
）で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，製図課題80%　演習課題20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械製図」：林洋次他著（実教出版）

「教科書では教えない機械設計製図」：北條恵司（コロナ社）
「初心者のための機械製図」：植松育三・高谷芳明・多根井文男・深井完祐著（森北出版）
「図面ってどない描くねん！」：山田学著（日刊工業新聞社）
「JISにもとづく機械設計製図便覧」：大西 清（理工学社）
「図面の読み方がやさしくわかる本」：西村 仁（日本能率協会マネジメントセンター）

設計製図（1，2年）

1，2年生で学んだ機械製図の基本をよく理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（設計製図）

1 概論および復習 2年生までに学習した内容が理解できているかどうか演習を行う．

2 よい製図とは 実力試験の結果をもとに，正しい製図法について確認するとともに，よりよい製図について考える．

3 平歯車の解説及び製図 歯車の基本および製図法について解説する．

4 平歯車の製図 平歯車を製図する．

5 平歯車の製図 平歯車の製図および検図を行う．

6 バネ製図の解説 バネの製図の基本について解説する．

7 バネの製図 バネの製図を行う．

8 課題の設計 機械実習と連携して設計製図を行う．

9 課題の設計 機械実習と連携して製図を行う．

10 課題の設計 機械実習と連携して製図を行う．

11 課題の設計 機械実習と連携して製図を行う．

12 課題の設計 機械実習と連携して製図を行う．

13 課題の設計 機械実習と連携して製図を行う．

14 課題の設計 機械実習と連携して製図を行う．

15 演習 機械実習と連携して製図を行う．

16 溶接記号 溶接記号の書き方について解説する．

17 溶接箇所を有する機械部品の製図 溶接記号の演習および溶接箇所を有する機械部品の製図を行う．

18 溶接箇所を有する機械部品の製図 溶接記号の演習および溶接箇所を有する機械部品の製図を行う．

19 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

20 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

21 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

22 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

23 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

24 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

25 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

26 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

27 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

28 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図を行う．

29 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図および検図を行う．

30 演習 創造設計製作と連携し，与えられた課題に対して設計製図および検図を行う．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．本授業は機械実習（前期）および創造設計製作（後期）と連携して実施するため，授業計画
は一部変更することがある．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

電気工学 (Electrical Engineering)

松田 忠重 非常勤講師

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-M3(100%) 

現在，電気は動力，計測制御，通信，デジタル回路に欠かせないものになっている．そのため機械工学において
も電気工学の基礎を学ぶことは重要である．ここでは電気工学の基礎としての直流回路，交流回路を扱う．

【A4-M3】電界の電荷に及ぼす力，磁界中の電流が受ける力や磁気双極
子が受ける回転力，また，ファラデーの電磁誘導について説明できる．

電界の電荷に及ぼす力，磁界中の電流が受ける力や磁気双極子に生じる
回転力，また，ファラデーの電磁誘導について説明できることを前期中
間試験で60%以上正解を合格として評価する．

【A4-M3】電圧，電流，電力について説明できる． 電圧，電流，電力について説明できることを前期中間試験で60%以上正
解を合格として評価する．

【A4-M3】抵抗，コンデンサ（キャパシタ），コイル（インダクタ）の
電気特性を説明できる．

電圧計，電流計の性質と使い方について説明でき，抵抗，コンデンサ，
コイルの電気特性を説明できることを前期定期試験で60%以上正解を合
格として評価する．

【A4-M3】オームの法則，キルヒホッフの法則，重ねの原理，鳳テブナ
ンの定理を説明でき，ブリッジ回路などの簡単な回路網中の電流，電圧
分布を計算できる．

オームの法則，キルヒホッフの法則，重ねの原理，鳳テブナンの定理を
説明でき，それを使って簡単な回路網中の電流，電圧分布の計算ができ
ることを，後期中間試験で60%以上正解を合格として評価する．

【A4-M3】正弦波交流における実効値，平均電力，有効電力，無効電力
，力率について説明できる．

正弦波交流における実効値，平均電力，有効電力，無効電力，力率を説
明できることを後期中間または定期試験で60%以上正解を合格として評
価する．

【A4-M3】抵抗，コンデンサ，コイルからなる回路のインピーダンス，
複素電力が計算でき，これらからなる共振回路を説明できる

抵抗，コンデンサ，コイルからなる回路のインピーダンス，複素電力を
説明でき，また，これらからなる共振回路とそのQ値を説明できることを
後期中間と後期定期試験で60%以上正解を合格として評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

電気工学基礎（三恵出版）

「電気工学基礎」：岡田文平・谷中 勝（コロナ社）
「機械系の電気工学」：深野あづさ（コロナ社）

数学I，II，物理，応用物理

複素数計算，簡単な微分積分ができること．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（電気工学）

1 シラバス説明と電界，電束 シラバス説明，電荷がつくる電界，電束．電界による電荷の受けるクーロン力について

2 電圧 電界により電荷が受けるクーロン力でできる仕事，と電圧について

3 電圧源，電流，電力 電流について，電気における仕事率：電力について

4 磁界 アンペールの法則，ビオ・サバールの法則，ローレンツ力

5 電磁誘導 磁束とファラデーの電磁誘導法則

6 演習 1から5までの内容について演習する

7 前期中間試験 1から6までの内容について中間試験を行なう

8 前期中間試験解説，電気回路要素（抵抗） 前期中間試験解答と解説．抵抗，オームの法則，ジュール熱について

9 コンデンサ コンデンサのキャパシティ，充電エネルギーについて

10 コイル インダクタンス，コイルに蓄えられるエネルギーについて

11 直流電圧源，直流電流源 定電圧源，定電流源，内部抵抗ありの電源の等価回路

12 直流電圧源，直流電流源 負荷直線，直列接続，並列接続

13 電圧計，電流計 電圧計，電流計の等価回路，使い方

14 演習 8から13までの内容について演習する

15 前期定期試験解説 前期定期試験解答と解説

16 キルヒホッフの法則，重ねの原理，テブナンの定理 回路網とキルヒホッフの法則

17 キルヒホッフの法則，重ねの原理，テブナンの定理 回路と線形性，重ねの原理，テブナンの定理と等価回路

18 回路網例 ブリッジ回路など

19 演習 16から18までの内容について演習する

20 正弦波交流と電力 正弦波交流電圧，電流，実効値，平均電力，力率

21 演習 20の内容について演習する

22 後期中間試験 17から21までの内容について中間試験を行う

23 フェーザ表示法 フェーザ表示法，電圧，電流，電力の複素数表示，回路インピーダンス，について

24 交流回路例（1） コンデンサのインピーダンス，抵抗とコンデンサの直列回路，タンジェントδ

25 交流回路例（1） 抵抗とコンデンサの直列回路，並列回路での複素電力

26 交流回路例（2） 抵抗とコイルの直列，並列回路の電圧，電流，タンジェントδ

27 交流回路例（2） 抵抗とコイルの直列，並列回路の複素電力

28 交流回路例（3） 抵抗とコンデンサとコイルの交流回路

29 交流回路例（3） 共振回路，タンジェントδとQ値

30 演習 23から29までの内容について演習する

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

加工工学 (Manufacturing Engineering)

尾崎 純一 教授

機械工学科・3年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

本授業では，ものづくりで必要となる塑性加工，切削加工，研削加工，精密加工，特殊加工等の加工法の基礎に
ついて具体的な製品例や事例を取り上げながら解説する．また，ものづくりの生産現場や製造現場の映像を見る
ことで，実際に使われている加工法および加工技術について理解を深める．

【A4-M4】機械加工と塑性加工の違いおよび得失について理解し説明で
きる．

機械加工と塑性加工の違いおよび得失について理解できたかどうか中間
試験，定期試験，課題（レポート）で評価する．

【A4-M4】金属材料の基本的性質と塑性加工における主な加工法とその
特徴について理解し説明できる．

塑性加工における主な加工法とその特徴について理解できたかどうか中
間試験および課題（レポート）で評価する．

【A4-M4】切削加工における主な加工法とその特徴について理解し説明
できる．

切削加工における主な加工法とその特徴について理解できたかどうか定
期試験および課題（レポート）で評価する．

【A4-M4】研削加工の特徴を理解し説明できる． 研削加工の特徴が理解できたかどうか定期試験および課題（レポート）
で評価する．

【A4-M4】主な精密加工および特殊加工の特徴について理解し説明でき
る． 主な特殊加工の特徴について理解できたかどうか定期試験で評価する．

【A4-M4】工業製品から，その加工方法について考察できる． 工業製品から，加工方法について考察できるかどうか中間および定期試
験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点
で60点以上を合格とする．

「機械系教科書シリーズ3 機械工作法」：平井三友・和田任弘・塚本晃久著（コロナ社）
配布プリント

「機械工作1　新訂版」：嵯峨常生編修（実教出版）
「機械工作2　新訂版」：嵯峨常生編修（実教出版）
「工場は生きている―ものづくり探訪」：加藤 正文（かもがわ出版）
「カラー図解 日本のすごいモノづくり」：中村 智彦監修(学研教育出版)
「世界が大切にするニッポン工場力」：根岸 康雄著(ディスカヴァー・トゥエンティワン)

機械工作法（2年）

　

M-291



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（加工工学）

1 概論 加工法の分類およびその概要について解説する．

2 塑性加工の基礎 金属材料の変形に対する性質について学ぶ．

3 鍛造 鍛造加工について学ぶ．

4 圧延 圧延加工について学ぶ．

5 プレス加工 打ち抜き，曲げ加工について学ぶ．

6 プレス加工 プレス加工，深絞り加工について学ぶ．

7 その他の塑性加工法 押出し加工，引抜き加工などその他の塑性加工について学ぶ．

8 中間試験 これまで学習した内容について試験を行う．

9 試験解説 中間試験の解説，もの作りに関する映像を見て理解を深める．

10 切削加工 切削の基本事項について学ぶ．

11 切削加工 切削液，旋盤，ボール盤について学ぶ．

12 切削加工 フライス，その他の工作機械について学ぶ．

13 演習 工業製品を製造する際，これまで学習した加工法が実際にどのように利用されているのか資料や映像を通して理解
を深める．

14 研削加工 研削の原理，砥石の基本および研削加工方法について学ぶ．

15 精密加工，特殊加工 精密加工および特殊加工の分類と主な加工法について学ぶ．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

電気・電子回路 (Electrical and Electronic Circuits)

石崎 繁利 教授

機械工学科・3年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A2(30%) A4-M3(50%) D1(20%) 

オペアンプを用いたアナログ回路を中心に解説する．反転増幅回路や非反転増幅回路などの基礎回路を学び，さ
らにオペアンプを使った演算回路や応用回路を理解させる．また，基本的なディジタル回路についても解説する
．

【A2】理想的なオペアンプについて理解できる． 理想的なオペアンプについて理解できているか試験で評価する．

【A4-M3】オペアンプの基礎回路が理解できる． 反転増幅回路や非反転回路などの基礎回路が理解できているか試験で評
価する．

【A4-M3】オペアンプを使った演算回路が理解できる． オペアンプを使った演算回路が理解できているか試験で評価する．

【A4-M3】オペアンプの応用回路が理解できる． コンパレータや方形波・三角波回路，V－F変換回路などオペアンプを使
った応用回路が理解できているか試験で評価する．

【D1】電子回路の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解できる． 電子回路の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解できているか試験で
評価する．

【A4-M3】論理式から論理回路を作図し，さらにNANDゲートまたはNO
Rゲートによる変換ができる．

論理式から論理回路を作図し，さらにNANDゲートまたはNORゲートによ
る変換ができているか試験で評価する．

【A4-M3】フリップフロップを使った基礎的な回路が理解できる． フリップフロップを使った基礎的な回路が理解できているか試験で評価
する．

【A2】アナログ信号とデジタル信号の違いが理解できる． アナログ信号とデジタル信号の違いが理解できているか試験で評価する
．

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．試験点は前期中間試験，前期定期
試験，後期中間試験，後期定期試験の4回の点数を平均したものとする．

「アナログICの基礎」：白土義男(東京電機大学出版局)

「オペアンプ回路」：丹野頼元（森北出版）
「ディジタルICの基礎」：白土義男(東京電機大学出版局)
「ディジタル回路の計算」：飯高成男（オーム社）

電気工学，電子工学，機械工学実験
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（電気・電子回路）

1 アナログICの種類と構造 授業概要と方針および評価方法について説明したあと，アナログICの種類と構造について解説する．

2 理想のオペアンプ オペアンプ回路の電源やオペアンプの種類，絶対最大定格などについて説明したあと，理想的なオペアンプについ
て解説する．

3 電圧フォロワ 電圧フォロワの基本回路および緩衝増幅器としての用途について解説する．

4 反転増幅回路 反転増幅回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

5 非反転増幅回路 非反転増幅回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

6 差動増幅回路 差動増幅回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

7 加減算回路 加減算回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

8 前期中間試験 前期中間試験までの授業内容に関する試験を行う．

9 前期中間試験回答，電流－電圧変換回路，電圧－電
流変換回路

前期中間試験について説明し，採点に間違いがないかを確認する．その後，電流－電圧変換回路と電圧電流変換回
路について解説する．

10 理想ダイオード回路 理想ダイオード回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

11 絶対値回路 絶対値回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

12 コンパレータ回路 コンパレータ回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

13 対数増幅回路 対数増幅回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

14 積分回路 積分回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

15 微分回路 微分回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

16 ワンショットマルチバイブレータ ワンショットマルチバイブレータの入力と出力の関係を詳しく解説する．

17 方形波・三角波発振回路 方形波・三角波発振回路について詳しく解説する．

18 微小電圧増幅回路 微小電圧増幅回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

19 インスツルメンテーションアンプ インスツルメンテーションアンプの入力と出力の関係を詳しく解説する．

20 アクティブフィルタ アクティブフィルタについて詳しく解説する．

21 V－F変換回路 V－F変換回路の入力と出力の関係を詳しく解説する．

22 電源回路 電源回路について詳しく解説する．

23 後期中間試験 後期中間試験までの授業内容に関する試験を行う．

24 後期中間試験回答，ディジタル信号 後期中間試験について説明し，採点に間違いがないかを確認する．その後，ディジタル信号について解説する．

25 基本論理素子 基本論理ゲートの論理記号や真理値表，論理式，接点回路を解説する．また，NANDゲートやNORゲート，EX－OR
ゲートについて論理記号や真理値表，論理式を解説する．

26 論理代数（ブール代数，カルノー図） ブール代数の定理について説明し，例題を解く．さらにカルノー図を用いて論理式を簡単にする方法を理解させる
．

27 論理回路の基礎（NANDゲートとNORゲートによる
変換）

論理式から論理回路が作図できるように学習すると共に基本論理ゲートをNANDゲートやNORゲートで変換できる
ことを理解させる．また論理回路から論理式を求める例題を与えて理解させる．

28 フリップフロップ（RS-FF，JK-FF） フリップフロップ回路はディジタル信号を記憶・計数する最も基本的な回路である．RS－FF，JK－FF，D－FF，T
－FFについて解説する．

29 カウンタとレジスタ T－FFやJK－FFを利用したカウンタとD－FFを利用したレジスタについて解説する．

30 まとめ 後期中間試験後の授業内容に関する復習を行い，理解度を確かめる．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械実習 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

尾崎 純一 教授，黒住 亮太 講師

機械工学科・3年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 
本授業では，創造設計製作（後期）と連携して防災をテーマにした課題を設定する．小人数による班に分かれグ
ループで話し合うことにより，問題解決が図れる作品を考案し設計製作を行う．少人数グループにより製作する
作品の設計，製図，製作を行なうことで設計製図力，創造性，計画性，協調性，コミュニケーション能力などエ
ンジニアに必要とされる基礎能力の向上を目指す．また，これまでに学習した専門授業の知識を生かし，工作機
械や工具を安全に正しく取り扱えるスキルもを身につける．

【A4-M4】与えられた課題に対して，要求を満たすためのアイデアを取
り入れた作品が設計できる．

与えられた課題に対して，要求を満たすためのアイデアを取り入れた作
品が設計できたかどうか提出された製作図およびレポートで評価する．

【B1】製作する作品について，論理的に分かりやすく説明することがで
きる．

製作する作品について，論理的に分かりやすく説明することができたか
どうかを発表会（プレゼンテーション）およびレポートで評価する．

【C4】与えられたテーマに対して，班のメンバーでアイデアを出し合い
，要求を満たした作品を試作することができる．

与えられたテーマに対して，班のメンバーでアイデアを出し合い，要求
を満たした作品を試作することができたかどうか，試作品およびレポー
トで評価する．

【D1】機械実習工場において，工作機械および工具を安全かつ正しく扱
って作業を行うことができる．

機械工場において安全に作業を行うことができたかをレポートおよび作
業状況で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，レポート40%　プレゼンテーション10%　試作および作業状況30%　製作図20%　として評価する．成
績は，レポート40%，試作品および作業状況30%，プレゼンテーション10%，製作図20%として評価する．100
点満点で60点以上を合格とする．

配布プリント
「機械製図」：林洋次(実教出版)

「メカニズムの事典」：伊藤茂編（理工学社）
「機械要素設計」：吉沢武男(裳華房)
「機械工学必携」：馬場秋次郎(三省堂)
「基礎から学ぶ　機構学」： 鈴木健司・森田寿郎著（オーム社）
「JW cad徹底解説（操作解説編）」：Jiro　Shimizu 著／Yoshifumi　Tanaka 著 （エクスナレッジ）

設計製図，機械実習，機械設計

1年，2年の機械実習で使用したノート，プリント，レポートなどを準備しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（機械実習）

1 ガイダンス 授業概要（テーマ説明，班分け，役割分担）を説明する．

2 構想 与えられたテーマに対して製作する作品の構想を練る．

3 構想 与えられたテーマに対して製作する作品の構想を練る．

4 構想 与えられたテーマに対して製作する作品の構想を練る．

5 ペーパークラフトによる試作 考案した構造，機構等に問題がないか確認するため，ペーパークラフトを製作する．

6 ペーパークラフトによる試作 考案した構造，機構等に問題がないか確認するため，ペーパークラフトを製作する．

7 特別授業 工場見学，講演会，ビデオのいずれかにより，実際のものづくりの現場について知る．また，ものづくりのために
必要な技術や能力について学ぶ．

8 設計 ペーパークラフトを使って問題点を発見し，問題解決のための設計を行う．

9 設計 ペーパークラフトを使って問題点を発見し，問題解決のための設計を行う．

10 設計製図 製作する作品の立体図，組立図，部品図を描く．

11 設計製図 製作する作品の立体図，組立図，部品図を描く．

12 製作準備 製作作業に必要となる工作機械や工具等の基本操作について学ぶ．

13 製作準備 製作作業に必要となる工作機械や工具等の基本操作について学ぶ．

14 製作準備 製作作業に必要となる工作機械や工具等の基本操作について学ぶ．

15 発表会 製作する作品について発表会を行う．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

創造設計製作 (Creative Design and Production)

尾崎 純一 教授，黒住 亮太 講師

機械工学科・3年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(30%) B1(30%) C4(20%) D1(20%) 

前期機械実習に続き，防災をテーマにした課題に対して問題解決を図る作品の設計，製作を行う．グループごと
にアイデアを出し合い，設計製図，検図作業，製作，組み立て，品質チェック，発表会を通して，ものづくりの
プロセスを体験するとともに，創造性，計画性，協調性などエンジニアリングデザイン能力の向上を図る．

【A4-M4】与えられた課題に対してアイデアを盛り込み，作品を製作す
ることができる．

与えられた課題に対してアイデアを盛り込み，作品を製作することがで
きたかを作品および発表会（プレゼンテーション）で評価する．

【B1】製作作業の内容についてレポートで分かりやすく説明することが
できる．

製作作業の内容についてレポートで分かりやすく説明することができた
かをレポートで評価する．

【C4】設計から製作の過程において，グループで話し合うことにより，
発生した問題を解決することができる．

設計から製作の過程において，グループで話し合うことにより，発生し
た問題を解決することができたかどうかをレポートで評価する．

【D1】工作機械や工具類を正しく使うことができ，安全に留意しながら
作業することができる．

工作機械や工具類を正しく使うことができ，安全に留意しながら作業す
ることができたかどうかレポート，授業の取組み状況で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，レポート40%　プレゼンテーション20%　作品および授業の取り組み状況40%　として評価する．100
点満点で60点以上を合格とする．

配布プリント

「機械製図」：林洋次(実教出版)
「メカニズムの事典―機械の素・改題縮刷版」：伊藤 茂(理工学社)
「機構学のしくみと基本」：小峯 龍男(技術評論社)
「機械要素設計」：吉沢武男(裳華房)
「目で見てわかる手仕上げ作業 」：平田宏一(日刊工業新聞社)

設計製図，機械実習，機械工作法，加工工学，機械設計

1年，2年および3年前期の機械実習で使用したノート，プリント，報告書等を必要に応じて準備しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（創造設計製作）

1 概要説明 課題，スケジュールの説明

2 設計製図および検図 前期に作図した製作図の検図作業を行う．

3 設計製図および検図 前期に作図した製作図の検図作業を行う．

4 製作 機械実習工場で製作作業を行う．

5 製作 機械実習工場で製作作業を行う．

6 製作 機械実習工場で製作作業を行う．

7 製作 機械実習工場で製作作業を行う．

8 特別授業 工場見学，講演，ビデオのいずれかにより，実際のものづくりの現場を知ることにより，製品開発のプロセスや考
え方，本授業の意義を理解する．

9 製作 機械実習工場で製作作業を行う．

10 製作 組み立て作業を行う．

11 製作 組み立て作業を行う．

12 製作品のチェック 動作チェックを行い，不具合があれば改善を図る．

13 製作品のチェック 動作チェックを行い，不具合があれば改善を図る．

14 製作品のチェックおよび発表準備 作品の調整を行う．また，発表会の準備作業を行う．

15 発表会 各班で製作した作品の発表会を行う．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．ものづくりへの理解を深めるため，工場見学や講演を実施する予定である．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用数学II (Applied Mathematics II)

長 保浩 教授

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A1(100%) (c),(d)1

科学技術分野で応用する行列の演算，一次変換，ベクトル空間及び線形写像，ベクトルの一次独立及び従属，部
分空間，行列の階数，固有値，内積及び正規直交系について講義し，連立一次方程式の解き方や行列式の性質や
展開を使った行列式の計算方法，行列の対角化を学ばせる．

【A1】行列の演算ができ，一次変換（線形写像）について説明できる． 行列の各種演算ができ，一次変換（線形写像）について説明できるか中
間試験で評価する．

【A1】ベクトルの一次独立及び従属，部分空間，行列の階数について説
明できる．

ベクトルの一次独立及び従属，部分空間，行列の階数について説明でき
るか定期試験で評価する．

【A1】同次（非同次）連立一次方程式を解くことができる． 同次（非同次）連立一次方程式を解くことができるか定期試験で評価す
る．

【A1】行列式の性質や展開を用いて行列式の因数分解や計算ができる． 行列式の性質や展開を用いて行列式の因数分解や計算ができるか中間試
験で評価する．

【A1】固有値，内積及び正規直交系について説明でき，行列の対角化が
できる．

固有値，内積及び正規直交系について説明でき，行列の対角化ができる
かき定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験97%　実力テスト3%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする
．100点満点で60点以上を合格とする．

「線形代数・ベクトル解析」：田島一郎・近藤次郎著（培風館）

「教養の線形代数」：村上正康他著（培風館）

本科M5Cの「線形システム理論」やM5選択の「ロボット工学」，専攻科1年の「シミュレーション工学」など
多くの科目で活用される数学の基礎科目である．

実力テストの実施日時等については，応用数学IA担当者と調整の上決定する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用数学II）

1 行列の定義，行列の和とスカラー 行列の定義および行列の和とスカラー倍について理解させる．

2 行列の積 行列の積の定義および法則について理解させる．

3 転置行列及び正方行列 転置行列，正方行列（スカラー行列，対角行列，三角行列），対称行列および交代行列について理解させる．

4 小行列・行列の分割 小行列および行列の分割による演算について理解させる．

5 一次変換 一次変換の線形性について理解させる．

6 ベクトル空間 ベクトル空間の定義，線形写像および同型について理解させる．

7 一次独立・一次従属 一次独立および一次従属の意味について理解させる．

8 中間試験 第1回目から第7回目までの授業内容に関する試験を行う．

9 一次独立・一次従属 一次独立および一次従属に関する主な定理について理解させる．

10 部分空間 部分空間の定義，次元および基底について理解させる．

11 行列の階数 行列の階数の定義および求め方について理解させる．また，行階数と列階数について理解させる．

12 同次連立一次方程式 同次連立一次方程式の解き方について理解させる．

13 非同次連立一次方程式 非同次連立一次方程式の解き方について理解させる．

14 行列式の定義 順列の概念を導入した行列式の定義について理解させる．

15 行列式の性質 行列式の値を求めるあるいは因数分解をする上で便利な行列式の性質について理解させる．

16 行列式の展開 行列式の値を求めるあるいは因数分解をする上で便利な行列式の展開について理解させる．

17 行列式の積 行列式の値を求める上で便利な行列式の積について理解させる．

18 逆行列 逆行列の定義，性質および消去法による逆行列の求め方について理解させる．

19 クラーメルの公式 連立一次方程式をとくのに便利なクラーメルの公式について理解させる．

20 行列の階数と行列式 行列の階数と行列式の関係について理解させる．また，行列の積の階数の性質について理解させる．

21 複素行列 複素数の性質，共役行列，共役転置行列について理解させる．

22 エルミット行列・ユニタリ行列 エルミット行列およびユニタリ行列の性質について理解させる．

23 中間試験 第16回目から第22回目までの授業内容に関する試験を行う．

24 2次形式・エルミット形式 2次形式およびエルミット形式の定義について理解させる．

25 固有値・固有ベクトル 固有値および固有ベクトルの意味と求め方について理解させる．

26 固有値・固有ベクトル エルミット行列やユニタリ行列の固有値およびケイリー・ハミルトンの定理について理解させる．

27 内積 複素ベクトルの内積の定義と性質について理解させる．

28 正規直交系 正規直交系の求め方とユニタリ行列の関係について理解させる．

29 行列の対角化 一般的な行列の対角化について理解させる．

30 正規行列，ジョルダンの標準形 正規行列の対角化およびジョルダンの標準形などについて理解させる．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用数学IA (Applied Mathematics IA)

小林 滋 教授

機械工学科・4年C組・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )
A1(100%) (c),(d)1

科学技術分野にて数学を使用する場合に用いる複素数や複素関数，その微分，積分，数列，級数についての基礎
を学習する．

【A1】複素数の極形式表示とその複素平面上の点との対応，絶対値と偏
角を用いた四則演算やn乗根を求めることができる．

複素数の極形式表示ができ，複素平面上の点との対応ができるか，絶対
値と偏角を用いた四則演算やn乗根を求めることができるかをレポートお
よび試験で評価する．

【A1】複素関数における定義域であるz平面から関数によるw平面への
写像の考え方が理解でき，基本的な複素関数によるz平面上の基本図形
をw平面上に写すことができる．

基本的な複素関数によるz平面上の基本図形をw平面上に写すことができ
るかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】複素関数における極限値や連続の概念と微分係数，導関数が理解
でき，その基本的な演算ができる．

複素関数における極限値や連続の概念と微分係数，導関数が理解できて
いるか，またその基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価
する．

【A1】領域の概念と正則関数，コーシー・リーマンの関係式が理解でき
，正則関数かどうかの判定ができる．

領域の概念と正則関数，コーシー・リーマンの関係式が理解できている
か，また正則関数かどうかの判定ができるかをレポートおよび試験で評
価する．

【A1】複素関数としての指数関数，三角関数の性質が理解でき，それら
の基本的な演算ができる．

複素関数としての指数関数，三角関数の性質が理解できているか，それ
らの基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】複素積分の性質が理解でき，それを用いた基本的な演算ができる
．

複素積分の性質が理解できているか，またそれを用いた基本的な演算が
できるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】コーシーの積分定理が理解でき，それを用いた基本的な演算がで
きる．

コーシーの積分定理が理解できているか，またそれを用いた基本的な演
算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】コーシーの積分定理の応用が理解でき，それを用いた基本的な演
算ができる．

コーシーの積分定理の応用が理解できているか，またそれを用いた基本
的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】コーシーの積分表示が理解でき，それを用いた基本的な演算がで
きる．

コーシーの積分表示が理解できているか，またそれを用いた基本的な演
算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】複素数の数列と級数が理解でき，それを用いた基本的な演算がで
きる．

複素数の数列と級数が理解できているか，またそれを用いた基本的な演
算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

成績は，試験85%　レポート12%　実力テスト3%　として評価する．試験は中間試験と期末試験を平均して，
また提出されたレポートを評価し点数化する．これら試験，レポート，実力テスト（3年時に3年教科担当から
出題された春休みの宿題レポートを含む）を上記の割合で算定して100点満点で60点以上を合格とする．

新訂「応用数学」：高遠 節夫ほか著（大日本図書）
新訂「応用数学問題集」：薄永 久ほか著（大日本図書）

「基礎　解析学」矢野健太郎，石原繁著（裳華房）
「関数論」：木村俊房，高野恭一著（朝倉書店）
「詳解 関数論演習」：小松勇作他著（共立出版）
「留数解析」：一松信（共立出版）

3年生までの数学関連教科：数学1，数学2や，自動制御，振動工学，システム工学等，シミュレーション工学

本教科は3年生までの数学を基礎とした発展科目である．また本科の専門教科で受講する自動制御や振動工学，
システム工学等や，専攻科1年でのシミュレーション工学等多くの科目で使用する数学の基礎科目である．なお
年度はじめに実施する実力テストの実施日時は，応用数学II担当者と調整の上決定実施する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用数学IA）

1 導入と，複素数と複素平面，および実力テスト 授業計画の説明，授業に対する諸注意を行う.また複素数と複素平面についての基礎事項を学習する.3年次の春休み
に3年生時の数学担任から出された春休み宿題レポートを回収するとともに実力テストを行う．

2 複素数の四則演算とn乗根 複素数の極形式表示を理解する．複素数の四則演算について，複素平面上の性質も含め理解，計算できるようにす
る．またn乗根を計算する．

3 複素関数とその性質 一次分数関数を主として取り上げ，複素関数の定義域のとりうる範囲を理解すると共に，定義域のある図形が関数
により，どのような図形になるか算出する．

4 複素関数の極限値と導関数 複素関数の極限値の考え方を理解すると共に極限値を計算する．また陽に複素変数が表される複素関数の導関数の
算出法を理解し，計算する．

5 正則関数 領域や微分可能の定義について理解し，コーシーリーマンの関係式から正則であるか判定を行うと共に，導関数を
計算する．

6 指数関数と三角関数 複素関数としての指数関数および三角関数について，その性質や計算法を理解する．

7 調和関数と正則関数による写像 ラプラスの微分方程式や調和関数について理解する．また正則関数の等角性を用いて定義域の図形が関数によりど
のような図形に変換されるか算出する．

8 中間試験 1回目から7回目の授業内容から出題する．

9 複素積分 複素数の積分における積分路について理解する．また複素数の媒介変数を用いた表現を用いることにより複素積分
を計算する．

10 複素積分の性質 複素積分を行うときに用いることができる法則を学習する．複素数の不定積分を理解し計算する．

11 コーシーの積分定理 コーシーの積分定理を理解し，この定理を用いて複素積分を計算する．

12 コーシーの積分定理の応用 前週の内容を応用，発展させることで，より複雑な複素積分が解けることを学習する．

13 コーシーの積分表示 コーシーの積分表示を理解し，この定理を用いて複素積分を計算する．

14 複素数の数列 複素数数列の極限値の性質や収束，発散の判定法を学習し，また収束時はその極限値を算出する．

15 級数と収束半径 前週の発展として，複素数の数列をたし合わせた無限級数について，その発散，収束の判定法を学習すると共に収
束時はその極限値を算出する．また，べき級数と収束半径について学習する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用数学IB (Applied Mathematics IB)

小林 滋 教授

機械工学科・4年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A1(100%) (c),(d)1

科学技術分野で数学を使用する場合に用いる複素関数の展開や留数定理，ならびにラプラス変換の基礎やその応
用，またフーリエ級数の基礎を学習する．

【A1】複素関数におけるテイラー展開とローラン展開について理解し，
基本的な演算ができる．

複素関数におけるテイラー展開とローラン展開について理解しているか
，基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】孤立特異点と留数，留数定理について理解し，基本的な演算がで
きる．

孤立特異点と留数，留数定理について理解しているか，基本的な演算が
できるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】ラプラス変換の定義やラプラス変換の性質を理解し，基本的な演
算ができる．

ラプラス変換の定義やラプラス変換の性質を理解しているか，基本的な
演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】基本関数のラプラス変換が理解でき，基本的なラプラス変換の演
算ができる．

基本関数のラプラス変換のラプラス変換が理解できているか，また基本
的なラプラス変換の演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】合成積についてその基礎を理解すると共に，そのラプラス変換の
性質を理解し，その基本演算ができる．

合成積についてその基礎を理解しているか，またそのラプラス変換の性
質を理解し，その基本演算ができるかをレポートおよび試験で評価する
．

【A1】ラプラス変換と逆ラプラス変換の対応が理解でき，基本的な逆ラ
プラス変換の演算ができる．

ラプラス変換と逆ラプラス変換の対応が理解できているか，基本的な逆
ラプラス変換の演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】ラプラス変換を用いて常微分方程式を解く方法を理解すると共に
，その基本的な演算ができる．

ラプラス変換を用いて常微分方程式を解く方法を理解できているか，ま
たその基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】ラプラス変換を用いて積分方程式を解く方法を理解すると共に，
その基本的な演算ができる．

ラプラス変換を用いて積分方程式を解く方法を理解できているか，また
その基本的な演算ができるかをレポートおよび試験で評価する．

【A1】フーリエ級数とは何かについてその基礎概念を理解すると共に，
周期2πの周期関数や一般的な周期関数についての基本的なフーリエ変
換ができる．

フーリエ級数とは何かについてその基礎概念を理解しているか，周期2π
の周期関数や一般的な周期関数についての基本的なフーリエ変換ができ
るかをレポートおよび試験で評価する．

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験は中間試験と期末試験を平均し，また提出したレポー
トを評価し，これらを前述の比率で算定して，100点満点で60点以上を合格とする．

新訂「応用数学」：高遠　節夫ほか著（大日本図書）
新訂「応用数学問題集」：薄永 久ほか著（大日本図書）

「基礎解析学（改訂版）」：矢野，石原著（裳華房）
「すぐわかるフーリエ解析」：石村園子著（東京図書）
「物理とフーリエ変換」：今村勤著（岩波書店）

3年までの数学関連科目：数学1，数学2，や応数1A，自動制御，振動工学，システム工学等，シミュレーショ
ン工学

本教科は3年生までの数学1，数学2，や4年生の応数1Aを基礎とした発展科目である．また本科の専門教科で受
講する自動制御や振動工学，システム工学等や，専攻科1年でのシミュレーション工学等多くの科目で使用する
数学の基礎科目である．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用数学IB）

1 テイラー展開 複素関数について，どの領域においてテイラー展開可能かを判定，またその収束半径を求めると共に，テイラー展
開を計算する．

2 ローラン展開 複素関数について，どの領域においてテイラー展開できずローラン展開しなければならないかを判定，またその領
域を求めると共に，展開を計算する．

3 孤立特異点と留数 ローラン展開の孤立特異点の係数から発展させ，極の位数の見分け方を学習すると共に，留数の計算を行う．

4 留数定理と実積分 複素積分を留数定理を用いて算出する方法を学習すると共に，発展させて，実数を積分定数とするある種の定積分
の値を求めることができることを学習する．

5 ラプラス変換の定義と例 ラプラス変換の基本として，その演算内容と物理的意味について概説すると共に，その定義式からf(t)＝1，f(t)=t等
についてラプラス変換を算出する．

6 ラプラス変換の性質 ラプラス変換の線形成，相似性，像関数の移動法則，原関数の移動法則，原関数の微分・積分法則，像関数の微分
法則等について例を交えながら説明する．

7 基本関数のラプラス変換 前週に引き続き，基本的なラプラス変換を導きだし，一般的な基本関数が変換できるようにする．

8 中間試験 教科のはじめから中間試験までに授業した内容を中心に出題する．

9 たたみこみとそのラプラス変換 合成積についてその定義式や性質，またたたみこみのラプラス変換の性質について学習する．

10 原関数と像関数の対応と逆ラプラス変換 原関数と像関数の1対1になる関係をもちいてラプラス変換と逆ラプラス変換との関係を明らかにすると共に逆ラプ
ラス変換の計算を行う．

11 ラプラス変換の常微分方程式への応用 常微分方程式をラプラス変換と逆ラプラス変換を用いて解く方法を学習する．初期値や境界条件がいろいろな場合
についての解法も学習する．

12 ラプラス変換の積分方程式への応用 積分方程式をラプラス変換と逆ラプラス変換，たたみこみのラプラス変換を用いて解く方法を学習する．

13 フーリエ級数の初歩 周期2πの周期関数をフーリエ級数に変換する方法を学習する．また奇関数や偶関数のフーリエ変換についても学
び，基本的な周期関数の級数を算出する．

14 フーリエ級数の収束 連続関数や不連続関数のフーリエ級数がそれぞれどのような値に収束するか学習する．

15 フーリエ級数からフーリエ変換へ 周期2πの周期関数のフーリエ級数から，一般的な周期関数や複素形フーリエ級数へ，また周期性を持たないもの
へとフーリエ級数を一般化してフーリエ変換へと発展させるか，またラプラス変換との関係を概説する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用物理 (Applied Physics)

熊野 智之 准教授

機械工学科・4年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(100%) (c),(d)1

極小の世界や光速の世界といった”非日常的”な世界の物理法則を，現代物理学の誕生・発展の過程と共に学習
し，定性的に理解できる能力を養う．また，それらの諸法則が”日常的”に恩恵を受けている最先端のテクノロ
ジーの礎となっていることを，応用例を学習しながら理解する．

【A2】X線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる． X線の特徴および発生原理を理解し，X線が材料の結晶構造を解析するた
めに用いられる理由を理解しているか中間試験と提出物で評価する．

【A2】黒体放射理論の基礎，光の粒子性について理解できる．
黒体放射とは何かを理解し，プランクによる黒体放射理論の基本的な考
え方およびアインシュタインの光量子仮説が提唱されるに至った背景な
どを理解しているか中間試験と提出物で評価する．

【A2】原子の内部構造について理解できる． 各原子モデルについて，それぞれの特徴および提案されるに至った背景
を理解しているかを中間試験と提出物で評価する．

【A2】ボーアの理論と水素原子スペクトルの関係が理解できる． ボーアの理論の意味と水素原子の発するスペクトルとの関係などについ
て理解できているかを中間試験と提出物で評価する．

【A2】量子論および量子力学について，基本的な概念が理解できる． 不確定性原理やシュレディンガー方程式の成り立ちを理解しているかを
定期試験と提出物で評価する．

【A2】素粒子および加速器について，基本的な事柄が理解できる． 素粒子の分類や加速器の必要性および仕組みについて理解できているか
定期試験と提出物で評価する．

【A2】特殊相対性理論について，基本的な概念が理解できる． ガリレイ不変性や特殊相対性理論の基礎概念を理解しているか定期試験
と提出物で評価する．

【A2】核エネルギーについて，基本的な概念が理解できる． 基本的な核反応，核分裂，核融合について理解しているか定期試験と提
出物で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点
満点で60点以上を合格とする．

講義資料
「高専の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）

「物理学（三訂版）」小出昭一郎（裳華房）

物理，3年応用物理，専攻科レーザー工学

低学年の物理および3年の応用物理をよく理解し，履修すること．難易度がやや高いので，予習復習を心掛ける
こと．

M-305



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用物理）

1 原子論，電子の発見 原子論の成り立ちについて述べる．また，電子の発見に至ったトムソンの実験およびミリカンの実験について説明
する．

2 X線と結晶 X線の発生原理および特徴を説明した上で，結晶解析への応用について述べる．

3 黒体放射と量子仮説 黒体放射とは何かを説明し，プランクが黒体の放射エネルギースペクトルを関数化するに至った経緯および量子仮
説について述べる．

4 光の粒子性 光電効果，コンプトン効果など光の粒子性を証明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．

5 原子核の発見 トムソンと長岡半太郎の原子模型について述べた上で，ラザフォードによる原子核の発見とその意味について説明
する．

6 ボーアの理論(1) 水素原子のスペクトルがどのような規則性を有するかについて述べ，ボーアの振動数条件，量子条件について説明
する．

7 ボーアの理論(2) ボーアの理論を通して，水素原子における電子のエネルギー準位および電子軌道半径の求め方について説明する．

8 中間試験 中間試験までの授業の内容について出題する．

9 量子論 量子の特徴やハイゼンベルグの不確定性原理について述べる．

10 量子力学(1) 波動関数について説明した上で，シュレディンガー方程式の導出方法について述べる．

11 量子力学(2) 定常状態のシュレディンガー方程式を解析的に解くことができるモデルについて紹介し，解の意味を説明する．

12 量子力学(3) 量子数，パウリの排他原理について述べる．

13 素粒子と加速器 素粒子の分類，加速器の種類と原理について述べる．

14 相対性理論 ニュートン力学と相対性理論における慣性系に対する考え方の違いについて説明する．また，質量とエネルギーの
等価性について説明する．

15 核エネルギーの利用 放射性同位体について述べ，放射性崩壊と半減期について説明する．また，核分裂および核融合がなぜ起きるか説
明し，その際に放出されるエネルギーの求め方について述べる．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学I (Strength of Material I)

和田 明浩 教授

機械工学科・4年C組・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )
A4-M1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

3年次の材料力学に引き続き，材料力学の中心的問題であるはりの解法に重点を置いて講義する．本講義では演
習問題を多く解くことにより，材料力学における基礎的知識の理解を深めるとともに解析力の充実を図る．

【A4-M1】不静定はり・平等強さのはりの概念を理解し基礎的問題が解
ける．

不静定はり，平等強さのはりに対する理解度を中間試験およびレポート
で評価する．

【A4-M1】エネルギ原理を用いた解法を理解し基礎的問題が解ける． エネルギ原理を用いた解法に対する理解度を定期試験およびレポートで
評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60
点以上を合格とする．

「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）

「材料力学演習」，村上敬宜・森和也 共著（森北出版）
「SIによる材料力学演習」，関谷壮著（森北出版）

材料力学（3年），材料力学II（4年），材料力学特論（5年），弾性論力学（専攻科1年）

授業中の演習はレポートとして提出して評価することがある．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（材料力学I）

1 不静定はりの解法 静定問題と不静定問題の相違について説明し，初歩的な不静定はり問題の解法について説明する．また，この授業
で1年間の授業の進め方，試験およびレポートの説明を行う．

2 種々の不静定はり 支点条件および荷重条件の異なる種々の不静定問題の解き方を解説し，例題を解く．

3 重ね合わせの原理 不静定問題が複数の静定問題の重ね合わせにより表現できることを説明し，重ね合わせの原理を用いた解法につい
て解説する．また，関連した例題を解く．

4 演習 学習内容のまとめを行うとともに，不静定はりの総合演習を行う．

5 平等強さのはりの設計 平等強さのはりの設計概念について説明し，片持はり・両端支持はりを平等強さに設計する方法を解説する．

6 平等強さのはりのたわみ 平等強さに設計された片持はり・両端支持はりのたわみの導出方法について解説し，例題を解く．

7 演習 学習内容のまとめを行うとともに，平等強さのはりの総合演習を行う

8 中間試験 不静定はりに対する理解度および平等強さのはりに対する理解度を中間試験で評価する．

9 ひずみエネルギ 仕事・ひずみエネルギの定義について説明し，単軸負荷におけるひずみエネルギの計算方法について解説する．

10 衝撃応力 エネルギバランスから材料内に衝撃応力が発生することを説明し，例題を解く．

11 演習 学習内容のまとめを行うとともに，エネルギ解法の総合演習を行う．

12 カスティリアノの定理1 カスティリアノの定理の導出手順について説明し，その利用方法を概説する．

13 カスティリアノの定理2 カスティリアノの定理を用いた静定はり問題の解法を解説し，例題を解く．

14 カスティリアノの定理3 カスティリアノの定理を用いた不静定はり問題の解法を解説し，例題を解く．

15 演習 学習内容のまとめを行うとともに，カスティリアノの定理の総合演習を行う．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学II (Strength of Material II)

 西田 真之 教授

機械工学科・4年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

3年次の材料力学，4年前期の材料力学Iを基礎として，組み合わせ応力および座屈現象について講義する．本講
義では演習問題を多く解くことにより，材料力学における基礎的知識の理解を深めるとともに解析力の充実を図
る．

【A4-M1】組み合わせ応力を理解し，基礎的問題が解ける． 組み合わせ応力に対する理解度を中間試験，定期試験およびレポートで
評価する．

【A4-M1】座屈現象の意味を理解し，基礎的問題が解ける． 座屈現象に対する理解度を定期試験およびレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60
点以上を合格とする．

「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）

「材料力学演習」，村上敬宜・森和也 共著（森北出版）
「SIによる材料力学演習」，関谷壮著（森北出版）

材料力学（3年），材料力学I（4年），材料力学特論（5年），弾性力学（専攻科1年）

授業中の演習はレポートとして提出して評価することがある．

M-309



テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（材料力学II）

1 3次元の応力－ひずみ関係 多軸負荷状態における応力・ひずみの種類について説明し，3次元の応力－ひずみ関係について紹介する．

2 平面応力と平面ひずみ 3次元の応力－ひずみ関係に制約を加えることで，平面応力・平面ひずみそれぞれに対応する応力－ひずみ関係を
導く．

3 演習 学習内容のまとめを行うとともに，多軸負荷の総合演習を行う．

4 斜断面上の応力 平面応力状態において，斜断面上の応力を求める手順について説明する．

5 主応力・主せん断応力 主応力・主せん断応力の意味を説明し，その導出手順を解説する．

6 モールの応力円 モールの応力円を用いて斜断面上の応力を求める手順を解説し，例題を解く．

7 演習 学習内容のまとめを行うとともに，組み合わせ応力の総合演習を行う．

8 中間試験 多軸負荷，組み合わせ応力に対する理解度を中間試験で評価する．

9 薄肉圧力容器に生じる応力 組み合わせ応力の解法を利用して，薄肉圧力容器に生じる応力を計算する方法を解説する．

10 引張り曲げ，曲げねじり 引張と曲げ，曲げとねじり，など異なる荷重が同時に作用する問題の取り扱い方を説明し，例題を解く．

11 演習 学習内容のまとめを行うとともに，組み合わせ応力の総合演習を行う．

12 オイラーの座屈理論 座屈現象について概説し，座屈に対するオイラーの理論式について説明する．また，端末条件の相違が座屈荷重に
与える影響について説明し，例題を解く．

13 種々の座屈問題 種々の座屈問題の解法について解説し，例題を解く．

14 座屈に対する実験式 座屈に対する種々の実験式について説明し，例題を解くことによりその利用方法を習得させる．

15 演習 学習内容のまとめを行うとともに，座屈の総合演習を行う．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業熱力学 (Engineering Thermodynamics)

 柴原 誠 講師

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

なじみのあるエネルギー変換装置である自動車，冷暖房機器，ジエットエンジンなどを例に挙げながら工学基礎
科目としての熱力学を理解させ演習を通じて習得した知識を運用する能力を高める．

【A4-M2】熱力学第1法則について理解している． 熱力学第1法則について理解しているかを課題（レポート）及び前期中間
試験で評価する．

【A4-M2】エンタルピーについて理解している． エンタルピーについて理解しているかを課題（レポート）及び前期定期
試験で評価する．

【A4-M2】理想気体のエントロピー変化を計算することができる． 理想気体のエントロピー変化を計算することができるかをレポート及び
後期中間試験で評価する．

【A4-M2】理想気体の場合について状態変化の際の仕事および熱量など
を求めることができる．

理想気体の場合について状態変化の際の仕事および熱量などを求めるこ
とができるかを課題（レポート）及び後期中間試験で評価する．

【A4-M2】蒸気の場合について状態変化の際の仕事および熱量などを求
めることができる．

蒸気の場合について状態変化の際の仕事および熱量などを求めることが
できるかを課題（レポート）及び後期定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．なお，試験成績は中
間試験と定期試験との平均点とする．

図解熱力学の学び方，北山直方著，谷下市松監修（オーム社）

大学演習工業熱力学，谷下市松編（裳華房）

物理で講義される熱分野を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工業熱力学）

1 工業熱力学とは 工業熱力学概説

2 工業熱力学で扱う物理量 工業熱力学で扱う物理量を学習するとともに，単位換算法を習得する．

3 熱力学の第一法則 熱と仕事との関係について学習する．

4 熱力学の第一法則 状態変化を圧力-体積線図で表すことを学習する．

5 熱力学の第一法則 熱力学第1法則の基本的な考え方を学習する．

6 熱力学の第一法則 エネルギー保存の法則から熱力学第1法則の式を導出方法を学習する．また，第1法則の式の各項の意味を理解する
．

7 演習 上記2-6回までの演習を行う．

8 中間試験 熱力学第1法則の理解度を評価する．

9 熱力学第1法則のまとめ 中間試験の解答をとおして，熱力学第1法則の理解を深める．

10 エンタルピー エンタルピーの成り立ちと利用について学習し，エンタルピーの理解を深化させる．

11 熱力学の第二法則 熱力学第2法則の基本的な考え方を学習する．

12 熱力学の第二法則 熱力学的温度ならびにカルノーサイクルを学習した上で，カルノー効率の計算方法を理解する．

13 熱力学の第二法則 可逆・不可逆サイクルのクロジュース積分について学習する．

14 熱力学の第二法則 エントロピーの基本的考え方を学習するとともに，温度-エントロピー線図の見方を習得する．

15 演習 上記10-14回の内容の演習を行う．

16 熱力学第2法則のまとめ 定期試験の解答をとおして，熱力学第2法則の理解を深める．

17 理想気体 理想気体の状態方程式やダルトンの法則の学習をとおして理想気体の性質を理解する．

18 理想気体の等圧，等容変化 理想気体の等圧，等容変化について学習する．

19 理想気体の等温，断熱変化 理想気体の等温，断熱変化について学習する．

20 理想気体のポリトロープ変化 理想気体のポリトロープ変化について学習する．

21 状態変化に伴うエントロピー変化 状態変化に伴うエントロピー変化を学習する.

22 演習 上記17-21回までの内容の演習を行う．

23 中間試験 理想気体の状態変化の理解度を評価する．

24 理想気体の状態変化のまとめ 中間試験の解答を通して，理想気体の状態変化の理解を深める．

25 内燃機関 内燃機関の基本サイクルと原理をこれまでに学んだ理想気体の状態変化を用いて学習する．

26 蒸気 蒸気の性質を学習するとともに，蒸気表，蒸気線図の見方，使い方を理解する．

27 蒸気の状態変化 蒸気の状態変化について学習し，蒸気の状態変化の理解の深化を図る．

28 蒸気原動機 蒸気原動機の基本サイクルを学習する．

29 有効エネルギー・無効エネルギー 有効エネルギー，無効エネルギーの考え方を学習する．

30 演習 上記25-29回までの内容に関する演習を行う．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

流体工学 (Fluids Engineering)

（前期）鈴木 隆起 講師 （後期）赤対 秀明 教授

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

流体には気体と液体があるが，これらの流れは空気，水などのように身近に見られるだけでなく，工業上多くの
工場や装置で様々な形での流体の流動が見られる．これらの装置の設計や運転に必要な流体の性質および流体の
静力学と動力学を理解させる．

【A4-M2】流体の特徴を表す物性値を理解できる． 密度，比重，比体積，比重量，粘度，動粘度など流体の物性値が理解で
きているか，前期中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】流体の静力学を理解できる．
圧力，絶対圧とゲージ圧，パスカルの原理，圧力計，浮力，表面張力な
ど流体の静力学が理解できているか，前期中間試験，レポート，演習で
評価する．

【A4-M2】完全流体の流れが理解できる． 連続の式，オイラーの運動方程式，ベルヌーイの定理など完全流体の流
れが理解できているか，前期定期試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】粘性流体の内部流れが理解できる．
レイノルズ数，層流と乱流，摩擦圧力損失，管路の諸損失など粘性流体
の内部流れが理解できているか，後期中間試験，レポート，演習で評価
する．

【A4-M2】粘性流体の外部流れが理解できる． 境界層，はく離，抗力と揚力など粘性流体の外部流れが理解できている
か，後期定期試験，レポート，演習で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　演習10%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均
点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械工学演習シリーズ1演習水力学」：国清・木本・長尾共著(森北出版)

「改定新版流体工学」：古屋・村上・山田共著(朝倉書店)
「新版流体の力学」：中山泰喜著(養賢堂)

M1AB，M2AB「数学」「物理」，M3D「工業力学」「応用物理」，M5D「流体工学」，A1M「熱流体計測」
，A2M「流れ学」

上記関連科目のうち，数学，物理，工業力学，応用物理を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（流体工学）

1 ガイダンスおよび流体工学に関する単位(国際単位と
工学単位)

流体工学を学ぶにあたってのガイダンスを行う．また体積，質量，重量の関係を確認する．国際単位系（SI）の使
用を意識付けるとともに，工学単位系とも相互に変換できるようにする．

2 流体の性質(1) 密度，比重，比体積，比重量，圧力
，圧縮率，体積弾性係数

密度，比重，比体積，比重量，圧力，圧縮率，体積弾性係数の概念を理解する．有効数字を理解する．

3 流体の性質(2) 粘度，動粘度，表面張力 すべての流体は粘性を持っている．また流れている場合には，それを密度で除した動粘度が用いられる．流体に働
く応力を，ニュートンの粘性法則から理解する．また，毛細管現象を例に表面張力を理解する．

4 流体の静力学(1) パスカルの原理，オイラーの平衡
方程式

静止流体中の1点の圧力は全ての方向に等しい．このパスカルの原理を理解する．また，圧力勾配と外力(重力)のつ
りあいを表わすオイラーの平衡方程式を理解する．

5 流体の静力学(2) 圧力，絶対圧とゲージ圧 静止流体中の圧力は，密度，重力加速度，高さの積で表わされることを導出し理解する．また，完全真空基準の絶
対圧，大気圧基準のゲージ圧があり，前者は気体に，後者は液体に比較的多く用いられることを理解する．

6 流体の静力学(3) 圧力計 圧力を測定する方法として，各種マノメータによる測定方法を理解する．特に，液柱計（ピエゾメーター），U字
管マノメータ，差圧計，微圧計，ブルドン管，電気式圧力変換器などがあるが，これらの特徴を理解する．

7 流体の静力学(4) 浮力と浮揚体の安定性 物体はそれが排除した流体の重量分の力を鉛直上向きに受けるというアルキメデスの原理を理解する．また，浮揚
体の安定に関しても理解する．

8 前期中間試験 前期前半の知識を確認するために，中間試験を実施する．

9 中間試験問題の解答と解説，前半の復習 中間試験問題の解答と解説を行うと同時に，前半の復習を行う．

10 流体運動の基礎理論(1) 連続の式 定常と非定常，層流と乱流など，流れの運動状態の分類を理解する．質量保存の法則から導かれる連続の式を理解
する．

11 流体運動の基礎理論(2) オイラーの運動方程式 ニュートンの運動の第2法則を流体に適用し，オイラーの運動方程式を導く．実在流体はすべて粘性を持っている
が，オイラーの運動方程式には粘性が考慮されていないことに注意する．

12 流体運動の基礎理論(3) ベルヌーイの式 オイラーの運動方程式を積分し，ベルヌーイの式を得る．ベルヌーイの式が，流体の圧力，位置，運動のエネルギ
ーの和が一定であるというエネルギー保存の法則を表わすことを理解する．

13 流体運動の基礎理論(4) ベルヌーイの式の応用1 ベルヌーイの式を適用して，理想流体の流れの管路各部での圧力や速度を求める．演習を中心に行う．

14 流体運動の基礎理論(5) ベルヌーイの式の応用2 実際の流れ，すなわち粘性流れにベルヌーイの式を適用するためには粘性による損失分を考慮する必要があること
，例えばオリフィスなどでは流量係数の概念により損失分を考慮することを理解する．

15 流体運動の基礎理論(6) ベルヌーイの式の応用3 速度を測るピトー管の原理を理解する．14回目と同様に，流体の粘性を考慮するための修正係数の概念を理解する
．

16 前期定期試験問題の解答と解説，前期授業内容の復
習

前期定期試験問題の解答と解説を行うと同時に，前期の総復習を行う．特に，質量と重量，比重と密度，粘度と動
粘度，流速と流量の違いについて確認すると共に，連続の式とベルヌーイの定理を活用できることが必要である．

17 粘性流体の内部流れ(1) 摩擦圧力損失，修正ベルヌ
ーイの定理，層流と乱流

実在流体には粘性があり流動方向にエネルギーが失われ，摩擦圧力損失が生じることを理解する．これを表すのに
修正ベルヌーイの定理が用いられる．摩擦圧力損失は，層流と乱流でその特性が異なる．それは，層流と乱流で，
流体粒子の流れ方，速度分布などに違いがあるためであることを理解する．

18 粘性流体の内部流れ(2) 摩擦圧力損失の求め方，ム
ーディ線図

円管内の摩擦圧力損失はダルシーワイズバッハの式を用いて求めるが，そこに用いる管摩擦係数が層流と乱流で異
なること，また乱流では内壁の相対粗さにより異なることを理解する．これらをまとめたムーディ線図を理解する
．

19 粘性流体の内部流れ(3) 演習問題 ムーディ線図の読み方を理解する．その際，流体のもつ慣性力を粘性力で除したレイノルズ数を理解する．また，
両対数グラフを理解する．

20 粘性流体の内部流れ(4) 円管以外の管における摩擦
圧力損失の求め方

工業上，円管だけでなく長方形ダクトや管群のような複雑な断面形状をした管がある．その場合の摩擦圧力損失を
求めるために，水力半径の概念を用いた等価直径を理解する．

21 粘性流体の内部流れ(5) 管路流れの諸損失 流体は，直管部だけでなく，エルボ，バルブ，急拡大・急縮小，タンク入口出口などで損失を生じる．それらの総
損失（全圧力損失）を算出できるようにする．

22 粘性流体の内部流れ(6) 演習問題，経済直径 総損失を求める演習問題を行う．また，設備固定費と動力費の兼ね合いできまる経済直径の概念を理解する．

23 後期中間試験 後期前半の知識を確認するために，中間試験を実施する．

24 中間試験問題の解答と解説および後期前半の復習 後期中間試験問題の解答と解説を行うと同時に，後期前半の復習を行う．

25 粘性流体の外部流れ(1) 境界層と剥離，カルマン渦
列

流動中の物体のまわりには，粘性の影響で速度が小さくなった領域が存在する．これを境界層と呼ぶが，この境界
層の構造を理解する．また，この境界層が物体から離れる現象（剥離）がどのように生じるか理解する．また物体
の後方に生じるカルマン渦列を理解する．

26 粘性流体の外部流れ(2) 抗力と抗力係数 抗力には，圧力抗力と摩擦抗力があるが通常これらを合わせて抗力と呼ぶ．抗力は主流の動圧に比例するので，抗
力を動圧と物体の基準面積の積で無次元化すると，抗力係数が得られる．この抗力係数の概念を理解する．

27 粘性流体の外部流れ(3) 球の抗力係数
抗力係数は物体の形状により様々である．ここでは一例として，球の抗力係数がレイノルズ数によって変化するこ
とを紹介する．層流境界層から乱流境界層に変化する臨界レイノルズ数を境に抗力係数が約5倍変化する．これが
，ボールに様々な影響を与える事例を紹介する．

28 粘性流体の外部流れ(4)演習問題 27回目の授業の演習問題を行う．物体の形状に応じて抗力係数を定めることができるようになる必要がある．特に
球の場合，レイノルズ数が1以下のストークスの法則に従う領域での，球の速度を求める方法を理解する．

29 粘性流体の外部流れ(5) 循環，マグナス効果，揚力
と揚力係数

循環の概念を理解すると共に，揚力は循環と速度と密度の積で得られることを理解する．回転物の周りには循環が
生じ，マグナス効果と呼ばれる揚力が発生するが，これがカーブなどボールが曲がる理由である．また，揚力を動
圧と物体の基準面積の積で無次元化すると，揚力係数が得られる．この揚力係数の概念を理解する．

30 粘性流体の外部流れ(6) 翼とその揚力係数，抗力係
数

揚力を最大限に利用した翼の構造と各部名称を理解する．また，翼の揚力係数および抗力係数は，翼の迎え角の関
数であり，各係数を定めて揚力および抗力を求めることできる．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械力学I (Dynamics of Machinery I)

尾崎 純一 教授

機械工学科・4年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(20%) A4-M3(60%) A4-M4(20%) (c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

3年の工業力学に引き続いて動力学と振動の基礎について学習するとともに，今後，機械工学を学ぶ上で必要と
なる力学の基礎について理解を深める．

【A2】運動量，力積の概念を理解し基本的な問題を解くことができる． 運動量と力積の概念を理解したかどうか中間試験，定期試験，小テスト
，課題（レポート）で評価する．

【A2】運動量保存則を理解し基本的な問題を解くことができる． 運動量保存則が理解できたかどうか中間試験，定期試験，小テスト，課
題（レポート）で評価する．

【A4-M3】振動の基本的事項を理解し，基本的な問題を解くことができ
る．

振動の基本的事項である周期，振動数，固有振動数を理解できたかどう
か中間試験，定期試験，小テスト，課題（レポート）で評価する．

【A4-M4】簡単な衝突の現象を理解し基本的な問題を解くことができる
．

衝突の現象を理解できたかどうか中間試験，定期試験，小テスト，課題
（レポート）で評価する．

【A4-M4】これまで学習してきた工業力学全般について基本的事項を理
解し，簡単な問題を解くことができる．

これまで学習してきた工業力学全般について基本的事項を理解し，簡単
な問題を解くことができるかどうか中間試験，定期試験，小テスト，課
題（レポート）で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート10%　小テスト5%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点と
する．100点満点で60点以上を合格とする．

「詳解 工業力学」：入江敏博著（理工学社）

「工業力学」：青木弘・ 木谷晋著（森北出版）
「工業力学」：吉村靖夫・米内山誠著（コロナ社）
「ポイントを学ぶ工業力学」：鈴木浩平・真鍋健一編（丸善）
「工業力学入門」：伊藤勝悦著（森北出版）
「ビジュアルアプローチ　力学」：為近和彦著（森北出版）

工業力学（3年）

本授業は3年で学習する工業力学の続きであるため，3年で履修した内容をよく復習し理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械力学I）

1 復習 3年生で学習した工業力学の内容が理解出来ているかどうか確認するため復習テスト(小テスト)を行う．

2 復習 復習テストの結果をもとに，工業力学の復習をする．

3 運動量と力積 運動量と力積の概念，運動量保存則について学ぶ．

4 衝突 心向き直衝突，心向き斜め衝突，反発係数について学ぶ．

5 衝突 心向き直衝突，心向き斜め衝突，反発係数について学ぶ．

6 演習 これまで学習した内容について理解度を深めるため演習を行う．

7 単振動 単振動の基本的事項および単振子について学ぶ．

8 中間試験 これまで学習した内容について試験を行う．

9 テスト解説および演習 中間試験を返却し解説する．

10 単振動 水平振子，ねじり振子，ばね振子，物理振子について学ぶ．

11 演習 単振動に関する基礎演習を行う．

12 減衰振動 1自由度系の減衰振動について学ぶ．

13 減衰振動 1自由度系の減衰振動について学ぶ．

14 演習 これまで学習した工業力学の内容について演習を行う．

15 演習 これまで学習した工業力学の内容について演習を行う．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械力学II (Dynamics of Machinery II)

朝倉 義裕 准教授

機械工学科・4年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(20%) A4-M3(60%) A4-M4(20%) (c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械の運動の基礎事項である運動の法則と機械の力学モデルについて解説する．その理論的背景のもとで質点お
よび剛体の運動方程式の導出について説明する．運動方程式をから1自由度系の自由振動の特性および強制振動
における共振現象を教授する．

【A2】機械力学の基礎知識（運動の法則，質点の運動）を理解できる． 自由落下運動，衝突など，運動の法則を理解できているか，また質点の
運動方程式を導出し計算できるか試験及びレポートで評価する．

【A2】剛体の運動に関連して，慣性モーメントと力のモーメントを理解
し，運動方程式を導出できる．

慣性モーメントと力のモーメントを理解できているか，また剛体の運動
方程式を導出できるかを試験及びレポートで評価する．

【A4-M3】1自由度系の自由振動を解析して振動応答の特性を理解でき
る．

1自由度系の自由振動の運動方程式を解き，その振動応答の特性を理解で
きるかを試験及びレポートで評価する．

【A4-M4】1自由度系の強制振動で調和外力の周波数に対する力の振動
倍率の変化を理解できる．

1自由度系の強制振動における力の振動倍率の変化を理解し，振動遮断対
策について論理的な説明ができるかを試験又はレポートで評価する．

【A4-M4】2自由度系の振動の運動方程式とその扱いについて理解でき
る．

二自由度系～多自由度系の振動モデルについて運動方程式を正しく扱え
るか試験及びレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点中60点以上を合格とする．

「演習で学ぶ機械力学第2版」 : 小寺忠，矢野真功著 (森北出版)

「機械力学」 ： 原文雄著 （裳華房）
「機械力学」：末岡淳男，綾部隆（森北出版）
「理工系のための解く！力学」：平山修（講談社）
「機械力学」：鈴木浩平ほか，実教出版（1984）
「例題で学ぶ機械振動学」：小寺忠，矢野澄雄著 (森北出版)

機械力学I(4年)，工業力学(3年)

関連科目と重複する内容を含むので復習をしておくこと．講義中に使用する記号，式の表現方法が関連科目と異
なるところがあるので，注意して受講すること．受講に際しては，必ず教科書，ノートを用意すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械力学II）

1 運動の法則・質点系の力学 速度，加速度の定義からはじめ，慣性の法則，運動の法則および作用・反作用の法則について説明し，例題・演習
を通して理解を深める．

2 質点の運動方程式 運動を1自由度に限定して，質点に複数の力が作用するときの運動方程式の導出について説明する.質点が平面運動
をするときの運動方程式の導出とその解法について説明する．

3 質点の運動方程式 2物体の衝突前後の運動にについて，運動量保存，力積を用いて説明する．

4 慣性モーメントと力のモーメント・剛体の力学 慣性モーメントの定義および代表的な形状の剛体の慣性モーメントを説明する．また，力のモーメントの定義を解
説する．

5 剛体の運動 剛体に力が作用した時の運動方程式を導出し，様々な問題に対する解法を解説する．

6 1自由度不減衰系の自由振動(1) ばねの基本的な扱いについて復習する．1自由度不減衰系の自由振動問題のモデルと運動方程式について解説する
．1自由度不減衰系の自由振動の一般解の導出について解説する．

7 1自由度不減衰系の自由振動(2) 1自由度不減衰系の自由振動問題について例題と演習によって理解を深める．1～6回の範囲について復習を行う．

8 中間試験 1～7週目までの範囲で中間試験を行う．

9 1自由度減衰系の自由振動(1) 中間試験の解説を行う．1自由度減衰系の自由振動問題のモデルと運動方程式について解説する．

10 1自由度減衰系の自由振動(2) 1自由度減衰系の自由振動で特性方程式の根の形により，過減衰，臨界減衰または粘性振動となることを詳説する
．

11 1自由度系の強制振動(1) 1自由度系の強制振動問題で自由振動解(基本解)と特解の導出およびそれらの和である一般解の挙動について説明す
る．

12 1自由度系の強制振動(2) 1自由度系の強制振動の応答特性をもとにして共振について解説する．

13 1自由度系の強制振動(力の伝達率）・機械の起振力
の絶縁(防振設計)

1自由度系の強制振動の応答特性をもとにして力の伝達率にについて解説する．力の伝達率をもとに機械の防振設
計について概説する．

14 多自由度系の振動（1） 2自由度振動系の方程式の導出について説明する．

15 多自由度系の振動（2） 2自由度振動系の応答について説明し，多自由度振動系の運動について概説する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

計測工学 (Mechanical Measurement Engineering)

(前期)前田 良昭 非常勤講師,(後期)清水 俊彦 助教

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械装置の研究開発，設計，製造，運転に至る各過程の生産活動ならびに技術管理を行う際に必要な機械計測の
基礎知識を習得するとともにその実践力を育てる．また，機械工学で主として扱う物理量の計測について機械工
学系科目の内容と関連させて学び，計測が生産活動と深く関係していることを理解させる．

【A4-M3】計測の目的ならびに単位の体系を理解している． 計測の目的ならびに単位についての理解度を試験で評価する．

【A4-M3】測定値の誤差ならびに精度の定義，種類を理解するとともに
有効数字の意味を理解してその取り扱いができる．

測定値の誤差，精度の定義，有効数字の意味を理解し，計算処理ができ
るかを試験で評価する．

【A4-M3】計測系の一般的構成ならびにその特性評価の方法を理解して
汎用的機器を用いた計測系の構築ができる．

計測系の一般的構成ならびにその特性評価の方法を知り，目的に応じた
計測系の構築を汎用的機器を用いて構築することができるかを試験で評
価する．

【A4-M3】長さ測定において誤差の原因となる一般的事項を理解して適
切な長さ計の選択ならびに使用ができる．

長さ測定における一般的事項を理解して，目的に応じた長さ計の選択，
使用ができるかを試験で評価する．

【A4-M3】汎用的長さ計の機構ならびに測長器の設計原理を理解して設
計に応用することができる．

測長器の設計原理を理解して，長さ計の設計に応用できるかを試験で評
価する．

【A4-M3】生産現場において適切な角度測定器を選択して部品の角度を
測定することができる．

角度測定器の原理ならびに種類を知り，生産現場において目的に応じて
それが使用できるかを試験で評価する．

【A4-M3】時計あるいは周波数の測定方法を理解して，実験等において
それらを使用することができる．

時間あるいは周波数の測定方法を理解して，実験等においてそれが使用
できるかを試験で評価する．

【A4-M3】回転計の種類ならびに原理を理解して，設計に応用すること
ができる．

回転計の種類ならびにその原理を理解して，その知識が設計に応用でき
るかを試験で評価する．

【A4-M3】質量の概念を理解して精密測定のための補正ができる． 質量の概念を理解して，その知識が精密測定へ活用できるかを試験で評
価する．

【A4-M3】天秤の設計原理と測定方法の関係が理解できる． 天秤を用いて，測定機器の設計原理と測定方法の関係が理解できている
か試験で評価する．

成績は，試験100%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験を平均する．100点満点で60点以上を合格
とする．（後期科目担当が変更された場合には，後期成績については，試験85%，レポート15%として評価する
．）

「機械計測」：谷口修（養賢堂）

「機械計測」：岩田耕一ほか（朝倉書店）
「計測システム工学の基礎」：西原主計/山藤和男（森北出版）

工学系基礎科目全般

計測工学は，他の工学系基礎科目と深く関連するので他の授業ならびに教科書も参考に学習すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（計測工学）

1 計測の基礎 計測の目的ならびに本授業で扱う内容について概説する．

2 測定値 基本量と組立量の関係，単位の体系について学ぶ．

3 誤差と精度 測定値の誤差と精度の定義ならびに種類について理解する．

4 有効数字と近似計算 測定結果を表す有効数字の意味ならびにその計算処理の仕方について学ぶ．

5 測定の方式 測定方式の一般的分類について理解する．

6 計測系の構成 計測系の一般的構成について理解する．

7 計測系の静特性と動特性 計測系の一般的特性とその評価方法について学ぶ．

8 中間試験 到達目標の達成度をチェックし中間評価する．

9 長さの標準 長さの基本単位と工業的に実際に用いられる長さの基準について学ぶ．

10 長さ測定の一般的事項 長さ測定において共通的かつ基本的な誤差の原因のうち，温度の影響ならびに測定力の影響について述べる．

11 同上 線度器や端度器の支え方ならびに多種多様な長さ計から目的に応じたものを選択する際の一般的留意事項について
述べる．

12 拡大機構をもつ長さ計 マイクロメータ，ダイヤルゲージを例に長さ計の拡大機構における工夫について学ぶ．

13 標準尺を持つ測長器の設計原理 アッベ式測長器の設計原理を理解する．

14 角度の標準 角度の基本単位と工業的に実際に用いられる角度の基準について学ぶ．

15 角度の測定，輪郭および面の測定 サインバー，タンジェントバーなど生産現場でよく用いられる角度測定の方法について学ぶとともに，機械部品の
幾何形状の測定方法について学ぶ．

16 時間の標準 時間の基本単位について理解するとともにその測定原理について学ぶ．

17 時間の測定（1） 時計を構成する等時性機構ならびに時計の種類について学ぶ．

18 時間の測定（2） 短時間の測定方法についての先人の工夫を学び理解することで工学的設計のセンスを涵養する．

19 周波数の測定（1） 周波数の測定は時間測定と同義であることを理解し，その測定法を分類，整理する．

20 周波数の測定（2） 合致法，リサージュ図形，共振現象など利用した周波数測定法について学ぶ．

21 回転計（1） 機械装置においてしばしば必要となる回転速度の測定は周波数測定の応用であることを理解し，その種類について
学ぶ．

22 回転計（2） 遠心力回転計，曳航式回転計，発電式回転計などを取り上げて，その測定原理をすでに学習した物理現象を関連さ
せて理解する．

23 中間試験 到達目標の達成度をチェックし中間評価する．

24 ストロボスコープなど 生産現場で広く利用される回転計として，ストロボスコープならびにカウンタ形式，アナログ形式のものなど分類
，整理する．

25 質量・重量および力の標準 質量，重量ならびに力の概念について理解し，それらの単位ならびに基準について理解する．

26 浮力の補正 質量測定の基本概念を理解し，その精密測定のための浮力の補正について学ぶ．

27 天秤の設計原理 天秤の感度ならびに振動周期について解析的に考察し，静的ならびに動的特性の改善の観点からその設計原理を理
解する．

28 置換法，二重秤量法 質量の測定器「天秤」を例に，測定の高精度化は測定機器と測定方法の開発が互いに補完しあっていることを理解
する．

29 実用的な秤，工業用秤 皿秤，台秤などの機構的な仕組みを理解することにより，先人の工夫を学ぶ．

30 力およびトルクの測定 実験研究でしばしば必要となる力およびトルクの測定の方法ならびに注意事項について概説する．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

自動制御 (Automatic Control)

長 保浩 教授

機械工学科・4年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

ラプラス変換，伝達関数，過渡応答，周波数応答，安定性及び根軌跡法など古典制御理論による制御系設計の基
本的事項について学ぶ．

【A4-M3】ラプラス変換表の各式及び重要な関数や定理を，定義式に基
づき導くことができる．

ラプラス変換表の各式及び重要な関数や定理を，定義式に基づき導くこ
とができるか中間試験で評価する．

【A4-M3】簡易な物理系を伝達関数によりモデル化できる． 簡易な物理系を伝達関数によりモデル化できるか定期試験で評価する．

【A4-M3】過渡応答及び周波数応答の意味及び表示手法を説明できる． 過渡応答及び周波数応答の意味及び表示手法を説明できるか定期試験，
中間試験で評価する．

【A4-M3】制御系の安定判別法とその利用法について説明できる． 制御系の安定判別法とその利用法について説明できるか定期試験で評価
する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で6
0点以上を合格とする．

「自動制御」：得丸秀勝著（森北出版）

「自動制御の講義と演習」：中溝高好・添田 喬著（日新出版）

本科M5Cの「線形システム理論」及び「制御機器」，機械システム専攻の「システム制御理論I及びII」など

第3学年までの数学全般に関する基本的な理解を多分に必要とする．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（自動制御）

1 自動制御の体系 制御系設計に至るまでのプロセスのおいて必須となる制御のアイテム間の関連を体系的に理解させる．

2 ラプラス変換（ラプラス変換表） ラプラス変換の定義およびそれに基づくラプラス変換表の基礎的な各式の導出を理解させる．

3 ラプラス変換（ラプラス変換表） 2に引き続き，時間平行移動やS領域平行移動を有するラプラス変換表の各式の導出を理解させる．

4 ラプラス変換（微分・積分，周期関数） 時間微分，時間積分，Sによる微分・積分および周期関数のラプラス変換について理解させる．

5 ラプラス変換（畳み込み積分，積） 畳み込み積分および積のラプラス変換について理解させる．

6 ラプラス変換（初期値・最終値の定理，グラフのラ
プラス変換）

初期値の定理，最終値の定理およびグラフであらわされた時間関数のラプラス変換について理解させる．

7 ラプラス逆変換およびラプラス変換の応用 ラプラス変換および逆変換を用いて，簡単な微分方程式など解法について理解させる．

8 中間試験 第1回目から第7回目の授業内容に関する試験を実施する．

9 伝達関数（比例，積分，微分） 伝達関数の定義，比例要素・積分要素・微分要素で表される物理系について理解させる．

10 伝達関数（一次遅れ系） 一次遅れ系で表される物理系について理解させる．

11 伝達関数（二次遅れ系） 二次遅れ系で表される物理系について理解させる．

12 伝達関数（一次微分系，高次系，分布定数系）及び
プロック線図

一次微分系，高次系，分布定数系の伝達関数及びプロック線図の意味と記述法について理解させる．

13 過渡応答 ステップ応答，インパルス応答およびランプ応答な並びに，過渡応答の特性値について理解させる．

14 過渡応答（一次遅れ要素） 一次遅れ要素の過渡応答について理解させる．

15 過渡応答（積分要素） 積分要素の過渡応答について理解させる．

16 過渡応答（二次遅れ要素） 二次遅れ要素の過渡応答について理解させる．

17 過渡応答（二次遅れ要素） 二次遅れ要素の減衰特性について理解させる．

18 周波数応答（周波数伝達関数） 周波数応答の意味と周波数伝達関数の導出について理解させる．

19 周波数応答（ベクトル軌跡） 周波数応答のひとつの図式表示であるベクトル軌跡について理解させる．

20 周波数応答（ボード線図） 周波数応答のひとつの図式表示であるボード線図について理解させる．

21 周波数応答（ボード線図） 20と同じ．

22 周波数応答（ゲイン位相線図，ニコルス線図） 周波数応答のひとつの図式表示であるゲイン位相線図および閉ループ系の周波数特性を表すニコルス線図の利用法
について理解させる．

23 中間試験 第16回目から第22回目の授業内容に関する試験を実施する．

24 安定性（特性方程式） 閉ループ系の特性方程式（特性根）による安定判別について理解させる．

25 安定性（フルビッツ及びラウスの安定判別法） フルビッツの方法及びラウスの方法による安定判別について理解させる．

26 安定性（ナイキストおよびボード線図による安定判
別法）

ナイキスト線図およびボード線図による安定判別について理解させる．

27 安定性（安定度） ゲイン余有および位相余有について理解させる．

28 根軌跡法（基礎条件） Evansの開発した根軌跡法の基礎条件について理解させる．

29 根軌跡法（性質） 根軌跡の性質について理解させる．

30 根軌跡法（例題） 例題を解き，根軌跡を描く手順について理解させる．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報工学 (Information Engineering)

朝倉 義裕 准教授

機械工学科・4年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A3(100%) (c),(d)1

コンピュータサイエンスの基礎を講義すると共にコンピュータを構成する要素とそれらの動作の仕組みを概説す
る．データ処理の演習を通じて情報処理の基本を説明する．

【A3】情報量の概念を理解できる． 情報量の定義を理解し，情報量を計算できるか，中間試験により評価す
る．

【A3】基本的な論理演算ができる． 2進数の加減乗除ができるか，中間試験またはレポートにより評価する．

【A3】基本的な論理回路を作成し，その入出力の関係を理解できる． 論理回路に用いられる記号，真理値表などが理解できるか，中間試験お
よびレポートにより評価する．

【A3】オペレーティングシステムの機能と仕組みについて理解できる． オペレーティングシステムが提供する主なサービスについて説明できる
か小テストまたはレポートにより評価する．

【A3】簡単な情報処理ソフトウェアが作成できる． 与えられた問題に対する解を導くためのソフトウェアの設計と作成がで
きるか，小テストおよび演習レポートにより評価する．

【A3】基本的なアルゴリズムが理解できる． 基本的なアルゴリズムとデータ構造について，演習レポートおよび小テ
ストにより評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験50%　レポート30%　小テスト20%　として評価する．100点満点中60点以上を合格とする．小テ
ストは定期試験に準じた形式で行う．

プリントおよびwebテキスト

「情報工学概論」：三井田惇朗（森北出版）
「基礎電子計算機」鈴木久（コロナ社）
「コンピュータ基礎教程」：稲垣耕作，コロナ社(2006)
「アルゴリズムとデータ構造」藤原暁宏，森北出版(2006)

情報基礎(1年)，情報処理(2年)，電気・電子回路(3年)

関数電卓が使えることを前提とする．表計算ソフトの基本的な使用法を確認しておくこと．Fortranの文法を理
解しておくこと．演習課題の完成には演習室の放課後開放を活用すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（情報工学）

1 コンピュータの歴史 コンピュータ誕生前夜からその発展の歴史を概説する．

2 コンピュータのソフトウェアとハードウェア コンピュータを構成するハードウェアとソフトウェア，それら役割について概説する．

3 情報量 情報量とは何か．また，情報量とはどのように定義されるのかを説明する．

4 情報の表現 コンピュータでよく用いられる2進数，16進数による，数，文字，画像の表現について説明する．n進数の演算，相
互変換について説明する．

5 基本論理演算 加減乗除の論理演算について説明する．

6 論理回路，ブール代数 基本論理回路(AND，OR，NOT，XOR等)と真理値表ついて説明する．ブール代数の基本法則を説明し，演習を行う
．

7 加算器の設計 論理回路を用いた半加算器，全加算器の設計について解説する．

8 中間試験 1～7週目までの範囲で中間試験を行う．

9 基本ソフトウェア・プログラミング言語 コンピュータで使われる各種オペレーティングシステムとその特徴と機能，各種プログラミング言語の特徴につい
て概説する．中間試験の解答を解説する．

10 アルゴリズムとデータ構造(1) 基本的なデータ構造について概説する．

11 アルゴリズムとデータ構造(2) 代表的なソートのアルゴリズムについて概説すると共に演習により理解を深める．

12 基礎数値計算 基礎的な数値計算の一例として，数値積分を解説し，そのソフトウェアを作成する．

13 小テスト・データの加工と表現 9～12週目までの範囲で小テストを行う．表計算ソフトでの表の作成方法，実験機器などから得た数値データの利
用方法，作成した表の加工（セル間演算や関数を用いた計算）とグラフ化について演習を行う．

14 情報処理ソフトウェアの作成 表計算ソフトのマクロ言語を利用して，簡単なデータ処理プログラムを作成する．

15 総合演習 課題を与えて総合的な演習を行う．

備
考

前期中間試験を実施する．中間試験のほか小テストを実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

宮本 猛 教授，小林  洋二 教授

機械工学科・4年C組・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )
A4-M4(60%) C2(35%) D1(5%) (b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(d)2-d,(e),(g)

搬送用ロボットは機構学的要素と電気制御機器を総合することで実現する．機構部の設計とサーボモータ，アク
チュエータなどの結合によりシステムを設計する能力を養成する．併せてCADを用いて作図する能力を習得させ
る．

【A4-M4】産業用ロボットの運動形態を理解できる． 設計した装置の概略を設計報告書に記述し，その内容で評価する．

【A4-M4】機構部品の設計図を3面図で描くことができる． 図面の部品構成，実線，破線，寸法線のコントラストができているか，
部品の3面表現と寸法記述に矛盾なく描けているか図面で評価する．

【C2】搬送用ロボットは各種既製品を組み合わせることが必要である．
各種カタログより必要なユニットで仕様条件にあったものを選択し，さ
らにこれらを結合する部品等を設計するができる．

システムの構想を実現するためにモータ，リニアガイド，エヤーシリン
ダ等のカタログから必要なものを選択して，結合することができたか図
面で評価する．

【A4-M4】搬送用ロボットの各駆動部の動力計算ができる． 設計報告書に動力計算，既製品の負荷トルク，強度等の計算の根拠が記
述されているか評価する．

【A4-M4】システムのイメージを立体図で描くことができる． 機械の構造の構想図（イメージ）をどの程度作図できたか評価する．

【A4-M4】部品図間の結合方法を明確にするため，部分組立図を描き，
溶接，加工精度等のコメントを併記することができる．

加工と組立を配慮したコメント，部分組立図の記述と作図ができるかを
評価する．

【D1】装置を設計する場合，エネルギー効率，環境，安全面を配慮した
設計をすることができる．

エネルギー効率を配慮した構造になっているか，自由度および部品点数
が最適であるか図面で評価する．

【A4-M4】設計システムの概要，システム中のモータ，リニアアクチュ
エータ等の既製品の選択根拠の力学計算を報告書に記述することができ
る．

設計報告書に力学計算と選択根拠を記述できたかを評価する．

【A4-M4】CADの操作で部品図を描くことができる． CAD図面の構成と作図操作の正確さによって評価する．

　 　

成績は，設計図面（ＣＡＤ図面含む）の内容80%　設計報告書20%　として評価する．設計図面（CAD図面含む
）の内容80%のうち分けは，設計図面（CAD図面以外）50%とCAD図面30%とする．CAD図面30%は前期成績と
後期成績を平均する．設計図面（CAD図面以外）50%は後期提出物にて評価する．100点満点で60点以上を合格
とする．

「CAD製図資料」：神戸高専 機械工学科編

「電子機械応用」：メカトロニクス研究会編（コロナ社）

設計製図（1～3年），材料力学，機械工作法

材料力学，機械工作法の基礎を理解していること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（設計製図）

1 産業用ロボットの概要と運動機構 代表的産業用ロボットの形態別運動機構の特徴を理解させる．

2 駆動方式，安全機能化設計について ダイレクト駆動，リニアアクチュエータ，ベルト駆動，歯車等減速機の特徴について講義する．

3 駆動モータの負荷トルク，瞬時負荷トルクの計算法 直線運動，回転運動系の運動力学問題．慣性モーメント，角加速度について講義する．

4 搬送用ロボットの課題設定，搬送品と搬送条件の説
明

各学生へ課題説明をして，モータ，シリンダ-，リニアガイド，エヤーハンド等の各種カタログを紹介する．

5 構想期間－概念設計 搬送用ロボット作成に必要な幅広い情報収集，多種多様な設計企画をする．

6 構想期間－詳細設計 概念設計からの絞込みを行い，搬送用ロボットにおける設計計算，基本仕様の決定，カタログからの使用機器の選
定，全体イメージ図の作成を行う．

7 概念設計，詳細設計および全体イメージ図の提出 構想の絞込みとして概念設計から具体化させ，詳細設計を行い，全体イメージ図を完成させる．

8 設計図面作図開始 各部品について第三角法により作図を開始する．カタログ仕様から最適機種を絞込み（機種絞込みのポイント指導
，そしてその計算法を個別指導する），カタログ選定部品の作図を開始する．

9 CAD演習（1） 管継手の図面をCADにより描く．

10 CAD演習（2） 管継手の図面をCADにより描く．

11 部品図の作成（1） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図を作成する．

12 部品図の作成（2） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図を作成する．

13 部品図の作成（3） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図を作成する．

14 部品図の提出 これまでに作図できた部品図を提出させる．

15 設計計算書提出 概念設計および詳細設計を整理し提出させる．全体イメージを添付して，搬送方法および部品設計根拠について説
明されているか，計算方法に間違いがないかを確認させる．

16 部品図，部分組立図の作成（1） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．

17 部品図，部分組立図の作成（2） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．

18 部品図，部分組立図の作成（3） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．

19 部品図，部分組立図の作成（4） カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．

20 部品図，部分組立図の作成（5）
カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．加えて部分組立図に加工精度，溶接等のコメントを記述し，加工を意識した
作図をさせる．

21 部品図，部分組立図の作成（6）
カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．加えて部分組立図に加工精度，溶接等のコメントを記述し，加工を意識した
作図をさせる．

22 部品図，部分組立図の作成（7）
カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．加えて部分組立図に加工精度，溶接等のコメントを記述し，加工を意識した
作図をさせる．

23 部品図，部分組立図の作成（8）
カタログ選定部品，設計部品（アーム，レール，ジョイント，ハンドなど）の部品図，および各部品の結合が理解
できるような部分組立図を作成する．加えて部分組立図に加工精度，溶接等のコメントを記述し，加工を意識した
作図をさせる．

24 総合組立図作図（1） 立体図として，等角図またはキャビネット図などの方式でシステム全体図を作図する．各自由度をもつ機構を明確
にして，搬送品がどのように搬送されるか明記する．さらにシステム全体の概略寸法を記述させる．

25 総合組立図作図（2） 立体図として，等角図またはキャビネット図などの方式でシステム全体図を作図する．各自由度をもつ機構を明確
にして，搬送品がどのように搬送されるか明記する．さらにシステム全体の概略寸法を記述させる．

26 CAD応用演習（1） 設計した部品図をCAD図面として描く．

27 CAD応用演習（2） 設計した部品図をCAD図面として描く．

28 総合設計計算書の作成（1） 搬送用ロボットの全体イメージ図による駆動説明，各部機構の設計仕様，設計に要したプロセスを総合設計計算書
としてまとめる．

29 総合設計計算書の作成（2）
搬送用ロボットの全体イメージ図による駆動説明，各部機構の設計仕様，設計に要したプロセスを総合設計計算書
としてまとめ，さらに各部機構の設計仕様（強度計算，移動速度，移動距離，重量計算など）について，問題がな
いか再検討する．

30 製図図面および総合設計計算書の提出 前期提出分と後期追加分を総合的にまとめて提出させる．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工学実験 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

熊野 智之 准教授，小林 滋 教授，斉藤 茂 教授，西田 真之 教授，宮本 猛 教授，田口 秀文 准教授，
柴原 誠 講師，早稲田 一嘉 准教授，鈴木 隆起 講師，東 義隆 准教授，黒住 亮太 講師

機械工学科・4年C組・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )
A4-M1(10%) A4-M2(10%) A4-M3(20%) A4-M4(10%) B1(10%) C1(10%) C4(20
%) D1(10%)

(b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g),(h)

計画の立案，実験の進め方，データの採取・記録およびプレゼンテーションの方法について少人数のグループで
受講し，実験・研究に必要な基礎的事項を習得する．各テーマごとのレポート提出や口頭試問を義務付けて基本
的なデータ処理能力，技術文書作成能力，コミュニケーション能力が修得できるよう細やかに指導する．また，
企業見学や技術者(経営者)の講演等を通して実際の現場に触れ，学習の深化をはかる．

【C1】実験の目的，内容を理解して，正しくデータの採取・記録ができ
る．

実験の目的を理解して，正しくデータの採取・記録ができているかを提
出されたレポートで評価する．

【C4】期限内に実験報告書を提出できる. 各テーマごとのレポートの提出状況で評価する.

【C4】班のメンバーと協調性をもって積極的に実験に取り組むことがで
きる．

実験遂行上のメンバーとの協調性，積極性は各テーマへの実験の取り組
みで評価する.

【B1】実験結果を適切に表す図・表が書ける. 各テーマごとのレポートの内容で評価する.

【D1】機器の取り扱いに注意し， 安全に取り組むことができる. 安全に実験が行われているか， 各テーマへの実験の取り組みで評価する.

【A4-M1】材料力学に関連する授業で学習した知識や理論を用いて，実
験結果を整理し現象を正しく考察することができる．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

【A4-M2】熱力学および流体力学に関連する授業で学習した知識や理論
を用いて，実験結果を整理し現象を正しく考察することができる．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

【A4-M3】自動制御および計測工学に関連する授業で学習した知識や理
論を用いて，実験結果を整理し現象を正しく考察することができる．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

【A4-M4】生産工学および生産システムに関連する授業で学習した知識
や理論を用いて，実験結果を整理し現象を正しく考察することができる
．

専門科目等で学習した知識や理論を活用した現象の考察力をレポートで
評価する．

　 　

各実験テーマの評価は，実験への取り組み(C4，D1:10%)， レポートの提出状況(C4)および内容(B1，C1，A4-M
1～4:70%)について総合的に評価する. 各テーマの評価点を平均して100点満点で60点以上を合格とする．（C4
は合計で20%）

「機械工学科4年実験指導書」：神戸高専機械工学科編

各実験テーマ毎に指示する．

すべての教科

評価は，レポート提出が前提となるので期限通りに提出すること．実験は全ての授業と関連するので，レポート
作成に当たっては関係する授業の教科書，ノート等をその都度参考にすること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械工学実験）

1 ガイダンス 機械工学実験の進め方，スケジュール，安全指導など導入教育を行う．また，報告書において，一般的な実験レポ
ートの書き方および注意事項について説明する．

2 工作機械の精密測定(1) (1)汎用旋盤の前後送り機構のバックラッシ除去機構についての学習 (2)スケールミルのボールネジのバックラッシ
測定 (3)NCフライス盤の位置決め精度の測定

3 工作機械の精密測定(2) 同上

4 材料学実験(1) (1)光学顕微鏡の原理ならびに構造を理解し，金属材料等の顕微鏡組織の検出法を学習する．(2)金属材料組織写真
などのデジタル画像等を適切に処理する方法を学習する．

5 材料学実験(2) 同上

6 電気回路・電子回路実験(1) (1)CR直列回路の特性測定 (2)1次RC回路ローパスフィルタ周波数応答測定 (3)微積分回路の波形観測実験

7 電気回路・電子回路実験(2) 同上

8 ボイラの性能試験(1) 蒸気ボイラ実験装置の操作を通じて，エンタルピー，蒸気およびボイラー，復水器の基本的事項について体験的に
学習する．

9 ボイラの性能試験(2) 同上

10 プロセス制御(1) 水柱の液面制御についての実験を行い，フィードバック制御を学習する．

11 プロセス制御(2) 同上

12 報告書の作成指導(1) 実験レポートの作成について，各実験テーマ毎に個別に指導する．

13 プレゼンテーション(1) 技術文書作成能力，コミュニケーション能力等をより高めるために各自が発表テーマを決定し報告書作成やプレゼ
ンテーション資料作成準備を行う.

14 プレゼンテーション(2) 13週プレゼンテーション(1)を基に各自がプレゼンテーションを実施する．また，他学生が作成した報告書を閲覧す
ることやプレゼンテーションを聴講することで，報告書作成能力やプレゼンテーション能力を高める．

15 球の抗力係数の測定(1) 球の落下実験を行い，球に作用する抗力・抗力係数に関して，その特性を学習する.

16 球の抗力係数の測定(2) 同上

17 ロボットの基礎実験(1) (1)CAIによるメカトロニクス技術の学習 (2)ロボット言語によるプログラミング

18 ロボットの基礎実験(2) 同上

19 切削力測定実験(1) 旋削加工における切削抵抗を測定することにより被削材，工具刃先形状，切削条件などと切削抵抗の関係を理解す
る．

20 切削力測定実験(2) 同上

21 計測基礎実験(1) (1)流量式エアマイクロメータによる測定 (2)背圧式エアマイクロメータの特性試験 (3)差動変圧器の特性試験

22 計測基礎実験(2) 同上

23 工場見学等(1) 学習内容が実際の現場でどのように用いられているかを企業見学や技術者(経営者)の講演等を通して確認する.なお
学生の達成状況により報告書の作成指導等に振り替える場合もある．

24 材料試験―材料の機械的性質と試験法に関する実験
― (1)

(1)材料の引張試験 (2)材料の衝撃試験 (3)材料の硬さ試験

25 材料試験―材料の機械的性質と試験法に関する実験
― (2)

同上

26 慣性モーメントに関する実験(1) (1)軸のねじり剛性測定　　(2)円盤装置の加速度による質量慣性モーメントの測定　　(3)円盤装置の複振子として
の質量慣性モーメントの測定　　(4)単体回転子系の測定

27 慣性モーメントに関する実験(2) 同上

28 報告書の作成指導(2) 実験レポートの作成について，各実験テーマ毎に個別に指導する．

29 機械工学科内の研究室訪問 卒業研究や特別研究等にて各種の機械工学関係の実験をしている研究室をグループに分かれて見学訪問し，見識を
広める．

30 総括 実験レポートの作成，提出状況を勘案して，到達目標に達していない実験テーマについては再実験や実験レポート
の作成等個別の指導を受ける．なお学生の達成状況により工場見学等に振り替える場合もある．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．実験は協調性を持って積極的に取り組むこととレポート提出が評価の前提となる．このこと
を留意の上，受講のこと．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-328



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

学外実習 (Practical Training in Factory)

 石崎 繁利 教授

機械工学科・4年C組・前期・選択・1単位 ( 学修単位I )
C2(50%) D1(50%) (b),(d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(g)

企業またはその他の受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うと
ともに，工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深める.

【C2】実習機関の業務内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達
成する．

実習機関の業務内容に対する理解度および実習先での具体的な到達目標
の達成度を実習報告書で評価する．

【D1】実習を通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を
深める．

実習を通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深めた
ことを実習報告会で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，実習報告書50%　実習報告会での発表50%　として評価する．実習証明書，学外実習報告書および実習
報告会の内容により総合的に評価し，学科内審査を経て単位を認定する.

なし，ただし実習前に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと

情報処理テキスト」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（www2で閲覧可能）
「高等専門学校生のキャリアプラン」 実業之日本社

機械工学概論

実習機関に受け入れを依頼して実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとと
もに，健康管理，安全管理に留意して真剣に取り組むこと．
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内容（テーマ，目標，準備など）

授業計画１（学外実習）

前期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．

1) インターンシップ(学外実習)説明会（4月）
・担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の
説明を行う．

2) 実習先の希望，調整，辞退に関して（4月～7月）
・実習先企業は，自ら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように
希望すること．
・希望者数が募集数を超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）
・学内調整で希望が認められた学生は，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出する
・学内調整で希望が認められなかった学生，および実習先での選考により実習が認められなかった学生は，他の実習先の
中から再度希望を提出する．
（原則として，受入先がなくなるまで希望することとするが，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目
受講辞退願書」で辞退を願い出る）

3) 学外実習届，保険料，その他の必要書類（5月～7月）
・実習先が決定した後，本校所定の「学外実習届」を担当教員へ提出し，所定の保険料を納付する．
・併せて実習先からの指示により，履歴書，誓約書，入寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合
も，担当教員に提出する．

4) 学外実習の実施（7月～8月）
・実習期間は原則として夏季休業期間中とする．ただし，必要に応じて9月第1週の曜日までは公欠として参加を認める
ことがある．
・実習期間は5日以上で総実習時間30時間以上とする．

5) 学外実習報告書の提出および報告会の実施（9月）
・インターンシップ終了後，本校所定の「学外実習報告書」を丁寧に作成し，十分なチェックの後に担当教員に提出する
．また，学科毎に報告会を実施する．
・「学外実習報告書」は担当教員から実習先へ提出し，学科の全教職員が評価するだけでなく，後輩学生が参考のために
閲覧するので，丁寧な記載を心がけるとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊
守は報告会も同様である）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業熱力学 (Engineering Thermodynamics)

吉本 隆光 教授

機械工学科・5年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

蒸気原動機，内燃機関，ガスタービン，ジェットエンジンなどの熱機関サイクルを理解して，エネルギー変換技
術についての知識を習得する．

【A4-M2】各種熱機関サイクルを理解して，熱と物質移動の基本を理解
する．

熱機関サイクルおよび熱と物質移動の基本を理解しているかを，中間・
定期試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-M2】熱エネルギーを動力に変換する技術を理解し，また熱機関の
構造も把握する．

熱エネルギーを動力に変換する技術や熱機関の構造を理解しているかを
中間・定期試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-M2】熱エネルギー変換の応用技術について考察できる思考力をつ
ける．

熱エネルギー変換の応用技術について考察できる思考力がついているか
中間・定期試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-M2】基礎的熱力学を理解し，その応用技術としての熱機関の性能
および効率についての評価能力をつける．

基礎的熱力学を理解し，その応用技術としての熱機関の性能および効率
について理解しているかを中間・定期試験・レポート・小テストで評価
する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「熱機関工学」：越智・老固・吉本（コロナ社）

「大学演習工業熱力学」：谷下市編（掌華房）
「図解 熱力学の学び方」：谷下・北山（オーム社）

4年生工業熱力学・5年生エネルギー変換工学
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工業熱力学）

1 熱機関の概要 自然界で得られる熱エネルギーを機械的エネルギーに変換する機械である熱機関の概要を理解し，それぞれの熱機
関を分類して特徴を学ぶ．

2 燃焼と燃料 自然界にある燃料を燃焼させることにより熱エネルギーが得られる．熱機関の設計で必要な燃焼反応や発熱量算出
法について学習する．また燃料の種類と特徴について学ぶ．

3 蒸気サイクル
燃焼により発生した熱エネルギーをボイラで水から蒸気に変換する．蒸気は作動流体として用いられ，タービンな
どの原動機に入り，動力が取り出される．このようなサイクルシステムをエンタルピ及びエントロピの概念を用い
て理解する．

4 ボイラーの構造 蒸気を発生させるボイラーの分類をおこない，それそれの構造について学習する．さらにボイラーの性能について
熱効率を含めた性能計算方法を学ぶ．

5 蒸気タービンの作動原理 蒸気タービンの構造を学習して，その作動原理を理解する．熱と動力との関連を線図（速度三角形）を用いて学習
する．

6 蒸気タービンの性能 蒸気圧力・温度における物性値を理解し，エネルギ（エンタルピー）との関連を学習する．効率的エネルギー変換
の評価について学習する．

7 中間試験 熱（蒸気）エネルギーと動力の関連についての理解度を調べる．

8 中間試験解答 熱（蒸気）エネルギーと動力の関連についての理解し，確認する．

9 内燃機関の概要 内燃機関の概要と作動基本サイクルを学習する．

10 内燃機関の吸気と排気 内燃機関での各吸気排気機構を学び，4サイクル・2サイクルの過程を理解する．

11 ガソリン機関 ガソリン機関の作動原理とオットーサイクル（定容変化）を学ぶ．

12 ディーゼル機関 ディーゼル機関の作動原理とディーゼルサイクル（定圧変化）を学ぶ．

13 内燃機関の性能と計測 内燃機関の性能を評価するのに必要な計測方法について学習し，内燃機関での性能評価方法について学ぶ．

14 ガスタービンとジェットエンジン ガスタービン・ジェットエンジンの基本サイクル・構造を学び，有効エネルギ変換技術を学習する．

15 その他のエネルギー変換システムについて 原子力発電でのエネルギ変換技術について学習する．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．小テストは毎回行う．総括のレポートを中間試験・定期試験前に提出する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

流体工学 (Fluids Engineering)

赤対 秀明 教授

機械工学科・5年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

4年次の流体工学では，主に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，5年次で
は運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分
との間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネ
ルギーを機械的エネルギーに変換する原動機，その逆を行なう被動機を対象とする．

【A4-M2】流体機械は原動機と被動機に分類でき，それぞれ水車とポン
プで代表されることを理解する．

流体機械は原動機と被動機に分類でき，それぞれ水車とポンプで代表さ
れることを理解しているか中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し
，連続体である流体の流れに適用できること．

質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し，連続体で
ある流体の流れに適用できるか中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】相似法則や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ
とを理解する．

相似法則や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であることを理解で
きているか中間試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】羽根車の形状が，半径流形，斜流形，軸流形に分類されるこ
とを理解する．

羽根車の形状が，半径流形，斜流形，軸流形に分類されることを理解し
ているか定期試験，レポート，演習で評価する．

【A4-M2】流体機械の効率を理解する． 流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価す
る．

【A4-M2】遠心ポンプの構造と原理を理解する． 遠心ポンプの構造と原理を理解できているか定期試験，レポート，演習
で評価する．

【A4-M2】水力機械で起こるキャビテーションを理解する． 水力機械で起こるキャビテーションを理解できているか定期試験，レポ
ート，演習で評価する．

【A4-M2】ポンプの性能曲線，ポンプの連合運転を理解する． ポンプの性能曲線，ポンプの連合運転を理解できているか定期試験，レ
ポート，演習で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート10%　演習10%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均
点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械工学演習シリーズ1演習水力学」生井武夫著(森北出版)
機械工学必携(第8版)馬場秋次郎・吉田嘉太郎編(三省堂)
プリント

「大学基礎流体機械改訂版」辻茂著(実教出版)
流体力学，中村克孝(パワー社)

M4C「流体工学」，M5C「エネルギー変換工学」
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（流体工学）

1 流体工学の基礎事項の確認 4年で学習した流体工学のポイントを確認する．

2 流体機械の分類とエネルギー変換 原動機，被動機，水力機械と空気機械におけるエネルギー変換の共通点と異なる点について解説する．

3 運動量の法則 質点の力学における運動量の法則の復習．

4 運動量の法則の応用(1) 運動量の法則を流体流れに適用した場合の法則を解説する．

5 運動量の法則の応用(2) ペルトン水車やスプリンクラー，曲管に働く流体力などに関する解説をし，演習問題をする．

6 角運動量の法則，角運動量の法則の応用(1) 質点における角運動量の法則とそれを流体流れに適用した場合の法則について解説する．

7 角運動量の法則の応用(2) 羽根車内におけるエネルギー変換を角運動量の法則から解説し，演習問題をする．

8 中間試験 前半の知識の習得を，中間試験により確認する．

9 中間試験回答，前半の復習 中間試験の解答を行うとともに，前半の知識を総復習する．

10 流体機械の相似法則，比速度 ターボ形流体機械における相似法則や比速度について解説し，演習問題をする．

11 羽根車形状と効率 ターボ形流体機械における羽根車の形状とエネルギー変換効率について解説し，演習問題をする．

12 遠心ポンプ(1) ポンプの揚程，流量，出力について解説し，演習問題をする．

13 遠心ポンプ(2) ポンプの特性曲線や性能について解説し，演習問題をする．

14 キャビテーション キャビテーション現象について解説する．

15 ポンプの性能曲線，連合運転 ポンプの連合運転と特性曲線の関係を解説し，演習問題をする．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

情報処理 (Information Processing)

鈴木 隆起 講師

機械工学科・5年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A3(100%) (c),(d)1

システム開発分野で広く使われているプログラミング言語であるC言語に関する基礎知識を獲得するとともに，
そのプログラミング演習を通して問題からアルゴリズムを構築する能力をつける．また，Cプログラミング環境
の操作方法を習得する．

【A3】プログラム開発環境における基本操作に関する基礎知識を得る． プログラム開発環境における基本操作に関する基礎知識を得ているか，
演習，レポートおよび後期定期試験により評価する．

【A3】C言語の文法に関する基礎知識を得る． 型，if文，for文，配列，関数などのC言語の文法に関する基礎知識を得て
いるか，演習，レポートおよび後期定期試験により評価する．

【A3】プログラミングとアルゴリズムに関する基礎知識を得る． プログラミングとアルゴリズムに関する基礎知識を得ているか，演習，
レポートおよび後期定期試験により評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート20%　演習10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．また，こ
こでいう演習とは，授業で課す演習課題をメール，Web公開もしくは紙面などの方法で提出することを示す．

「新版明解C言語入門編」：柴田望洋（ソフトバンクパブリッシング）

「解きながら学ぶC言語」：柴田望洋（ソフトバンクパブリッシング）

M1「情報基礎」，M2「情報処理」，M4C「情報工学」

上記関連科目を理解しておくこと．本授業はプログラミングを中心とした実習的な要素が強いため，総合評価で
はレポートや演習点の割合を大きくしている．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（情報処理）

1 計算機およびソフトウェアの基本操作 使用する計算機およびソフトウェア環境の使用法を習得し，プログラム学習に向けた準備をする．

2 C言語の基礎 C言語の基礎を学習する．プログラムの例をいくつか体験する．例えば，読み込みや表示を行う関数などを学ぶ．

3 四則演算と型 int型(整数)による四則演算を理解する．また，変数にはint型（整数）以外にもdouble(浮動小数点数)などのデータ
型があることを理解し，その使用方法を学習する．

4 C言語に特徴的な演算子 C言語における演算子(%，++，--，+=，-=など)を理解し，その使用方法を学習する．

5 実行流れの制御(1) -if文- if文について理解し，その使用方法を学習する．関係演算子などに関する基礎を理解する．

6 実行流れの制御(2)- switch文- switch文について理解し，その使用方法を学習する．

7 実行流れの制御(3) -do文 - do文について理解し，その使用方法を学習する．

8 実行流れの制御(4)-while文- while文について理解し，その使用方法を学習する．

9 実行流れの制御(5) -for文- for文について理解し，その使用方法を学習する．

10 プログラミング体験 これまで学んだ知識を用い，プログラム作成を体験する．

11 配列 配列について理解し，その使用方法を学習する．

12 関数(1) 基本的使い方 関数の定義および関数の呼び出し法について理解し，その使用方法を学習する．

13 関数(2) 配列の受け渡し 関数において配列の受け渡しについて理解し，その使用方法を学習する．

14 基本型 基本型について学習する．

15 総合演習 これまでに学んだ知識を用いて，総合的な演習問題を解く．

備
考

後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

工業英語 (ESP, Engineering)

長 保浩 教授

機械工学科・5年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
B4(100%) (d)2-b,(f)

工業全般に関連する基礎的な英文の講読を通じて，基本的な文法，熟語・構文及び工業用語に習熟させるととも
に，簡易な技術英文の書き方を練習させる．応用として，専門書及び論文等の読み方を学ぶ．

【B4】基本的な文法及び熟語・構文を説明できる． 基本的な文法及び熟語・構文を説明できるか中間試験および定期試験で
評価する．

【B4】基礎的な工業用語を知っており，簡易な技術英文が書ける． 基礎的な工業用語を知っており，簡易な技術英文が書けるか約20回の小
テストで評価する．

【B4】専門書及び論文などの読み方を知っている． 技術論文及び専門書などの読み方を知っているか中間試験および定期試
験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　小テスト20%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
100点満点で60点以上を合格とする．

「工業英語ハンドブック」：日本工業英語協会編
プリント及びノート講義

「工業英語」：篠田義明著（朝日出版社）

専攻科専門共通科目の「技術英語」や「専攻科ゼミナール」など

英語に関する基礎的な能力と工学全般にわたる基礎的な知識を必要とする．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（工業英語）

1 工業英語の概要 ガイダンスを行い，今後の授業内容および評価方法などについて理解させる．

2 英文講読（機械・車両関係） 小テストの実施．重要構文に関する作文演習．平易な機械・車両に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構
文，基本的な文法を覚えさせるとともに大意を理解させる．

3 英文講読（機械・車両関係） 2に同じ．

4 英文講読（航空機関係） 小テストの実施．重要構文に関する作文演習．平易な航空機に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文，
基本的な文法を覚えさせるとともに大意を理解させる．

5 英文講読（電気・電子関係） 小テストの実施．重要構文に関する作文演習．平易な電気電子に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文
，基本的な文法を覚えさせるとともに大意を理解させる．

6 英文講読（電気・電子関係） 5に同じ．

7 英文講読（エネルギー関係） 小テストの実施．平易なエネルギーに関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文，基本的な文法を覚えさせ
るとともに大意を理解させる．

8 中間試験 第1回から第7回の授業内容に関する試験を行う．

9 英文講読（生物関係） 小テストの実施．平易な生物に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文，基本的な文法を覚えさせるとと
もに大意を理解させる．

10 英文講読（生物関係） 9に同じ．

11 英文講読（天文関係） 小テストの実施．平易な天文に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文，基本的な文法を覚えさせるとと
もに大意を理解させる．

12 英文講読（技術者史） 小テストの実施．平易な技術者に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文，基本的な文法を覚えさせると
ともに大意を理解させる．

13 英文講読（技術者史） 12に同じ．

14 英文講読（物理・化学） 小テストの実施．平易な物理や化学に関する文章を読ませ，技術的な単語，熟語，構文，基本的な文法を覚えさせ
るとともに大意を理解させる．

15 ディベート基礎 ディベートの目的やルールなど基礎的な事項を理解させる．また，クラスを審判団，プロチームおよびコンチーム
に分け，あるテーマを与えてディベートを経験させる．

16 英文講読（寄稿文） 小テストの実施．有名な科学者からの寄稿文を読ませ技術者としての誇りや倫理について理解させる．

17 数式・単位の読み方 小テストの実施．基本的な数式や単位の読み方を理解させる．

18 専門書講読1（数学関係） 小テストの実施．数学に関する専門書を読ませ，専門的な単語や熟語ならびに文章の表現について理解させる．

19 専門書講読1（数学関係） 18に同じ．

20 専門書講読1（数学関係） 18に同じ．

21 専門書講読1（数学関係） 18に同じ．

22 専門書講読1（数学関係） 18に同じ．

23 中間試験 第16回から第22回の授業内容に関する試験を行う．

24 専門書講読2（システム理論関係，離散時間系） 小テストの実施．離散時間システムに関する専門書を読ませ，専門的な単語や熟語，文章の表現およびその内容に
ついて理解させる．

25 専門書講読2（システム理論関係，離散時間系） 24に同じ．

26 プレゼンテーション ある製品に関する技術的なプレゼンを行わせ，ユーザー等といかにコミュニケーションをとればよいかを考えさせ
る．

27 研究論文講読（システム制御関係） 小テストの実施．研究論文を読ませ，専門的な単語や熟語，文章の表現およびその内容について理解させる．

28 自己の研究紹介 自己の卒業研究の属する専門分野に関する国際会議のCall for Paperについて調べさせ，その概要について理解させ
る．

29 自己の研究紹介 28の国際会議等に参加発表を申し込む場合に必要となる自己の卒業研究のテーマ，専門の細部およびアブストラク
トなどを調べさせる．

30 新聞講読（国内外情勢） 英字新聞の読み方とトピックの内容について理解させる．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

電子工学概論 (Introduction to Electronics)

石崎 繁利 教授

機械工学科・5年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A2(30%) A4-M3(50%) D1(20%) (b),(c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

基礎的な電子に関する物理現象から各種電子デバイスの動作原理や特徴について解説する．授業前半は真空中に
おける電子の運動と原子内における電子の運動について理解させる．その後，半導体材料について学習したあと
，ダイオード，バイポーラトランジスタ，電界効果トランジスタ，レーザ，液晶，光電変換固体素子についてこ
れらの構造や動作原理などを理解させる．

【A2】真空および原子内での電子の運動を理解できる． 真空および原子内での電子の運動が理解できているか中間試験または定
期試験で評価する．

【A4-M3】真性半導体，n形半導体，p形半導体を理解できる． 真性半導体，n形半導体，p形半導体を理解できているか中間試験または
定期試験で評価する．

【D1】エレクトロニクス技術の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解
できる．

エレクトロニクス技術の進歩と人間生活・地球環境の関係を理解できて
いるか中間試験または定期試験で評価する．

【A2】pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できる． pn接合ダイオードの構造と動作原理を理解できているか中間試験または
定期試験で評価する．

【A4-M3】バイポーラトランジスタおよび電界効果トランジスタの構造
と動作原理を理解できる．

バイポーラトランジスタおよび電界効果トランジスタの構造と動作原理
が理解できているか中間試験または定期試験で評価する．

【A4-M3】レーザの発振原理を理解できる． レーザの発振原理が理解できているか中間試験または定期試験で評価す
る．

【A4-M3】ねじれネマティック型液晶の動作原理を理解できる． ねじれネマティック型液晶の動作原理が理解できているか中間試験また
は定期試験で評価する．

【A2】太陽電池の構造と動作原理を理解できる． 太陽電池の構造と動作原理が理解できているか中間試験または定期試験
で評価する．

　 　

　 　

成績は，試験100%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とし，試験点は中間試験と定期試験を平均
する．

「電子工学基礎」：中澤達夫(コロナ社)

「電子工学概論」：相川孝作(コロナ社)
「レーザ入門」：清水忠雄 監訳（森北出版）
「液晶とディスプレイ応用の基礎」：吉野勝美(コロナ社)
「太陽エネルギー工学」：浜川圭弘(培風館)

電気工学
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（電子工学概論）

1 真空中の電子(1) 電子の運動およびミリカンの実験について解説する．

2 真空中の電子(2) 物質内からの電子の放出について冷陰極放出，熱電子放出，光電子放出（光電効果）を解説する．また，電極間の
電位差による電子の速度や電子質量の補正についても解説する．

3 原子内の電子 水素原子のスペクトルおよび量子条件と振動数条件を用いてボーアの理論を解説する．

4 半導体材料について 真性半導体と不純物半導体について解説する．

5 ダイオード(1)pn接合，電圧電流特性と整流回路 pn接合ダイオードの構造と動作原理，さらに電圧電流特性と整流回路について解説する．

6 ダイオード(2)各種ダイオード（定電圧ダイオード，
可変容量ダイオード，LED）

pn接合ダイオード以外の定電圧ダイオード，可変容量ダイオード，LEDなどについて解説する．

7 中間試験までのまとめ 1回目から6回目までの授業内容について学生の理解度を確認しながら復習する．

8 前期中間試験回答，バイポーラトランジスタ(1) 前期中間試験結果について説明し，採点ミスがないかを確認する．その後，バイポーラトランジスタの構造と動作
原理，さらに接地方式について解説する．

9 バイポーラトランジスタ(2) バイポーラトランジスタの静特性および信号増幅について説明したあと，スイッチング特性について解説する．

10 電界効果トランジスタ(1)JFETの構造と動作原理 バイポーラトランジスタと電界効果トランジスタの違いについて説明したあと，接合形電界効果トランジスタの構
造および動作原理について解説する．

11 電界効果トランジスタ(2)MOSFETの構造と動作原理 MOS形電界効果トランジスタの構造と動作原理および特性について解説する．

12 レーザ(1)レーザ発振条件，反転分布，光共振器，コ
ヒーレント光

レーザの発振条件，反転分布，光共振器，コヒーレント光について解説する．

13 液晶について 液晶の種類および異方性，フレデリクス転移について説明したあと，ねじれネマティック型液晶表示の構造と動作
原理を解説する．

14 太陽電池の構造，電圧電流特性について 太陽電池の構造と原理について説明したあと，電圧電流特性について詳しく解説する．

15 まとめ 主に中間試験後，授業で説明した内容について復習を行う．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

生産システム (Production Systems)

東 義隆 准教授

機械工学科・5年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M4(90%) D1(10%) (b),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

良い品物を安く，早く，安全にしかも環境をも考え生産するには人，物，資金の有効な調達と，いつ，どの製品
を，どのような設備で，いかなる作業によって生み出すかという生産情報が必要になる．生産のタイミングやス
ピードが重視されるなかで，生産情報の重要性もますます増大している．生産システムにおける生産情報の最適
な適用および人，物，資金の管理技術に必要な基礎知識と数理手法を解説する．

【D1】生産管理と生産システムを理解する． 生産管理と生産システムについて試験で評価する．

【A4-M4】オペレーションスケジューリングを理解する． スケジューリング問題の解法を試験で評価する．

【A4-M4】在庫管理を理解する． 在庫管理の方式を試験で評価する．

【A4-M4】オペレーションズリサーチの手法を理解する． ラインバランシング問題を試験およびレポートで評価する．

【A4-M4】品質管理法を理解する． QC七つ道具および新QC七つ道具を試験およびレポートで評価する．

【A4-M4】生産システムの発展と課題について理解する． テイラーシステム，フォードシステム，ジャストインタイムシステムを
試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「例解　生産システム情報学」：宮﨑茂次（森北出版）

「生産工学」：岩田一明，中沢弘 共著（コロナ社）
「やさしい 生産システム工学入門」：朝比奈奎一（日本理工出版会）

加工工学

関連科目は機械工作法，加工工学で各種加工法を知り，応用機械設計，工作機械で各種機械を学び生産システム
の構築を考える．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（生産システム）

1 生産と情報 生産の定義と内容および生産活動における情報の説明．

2 生産システムの発展と課題 テイラーシステム，フォードシステムの説明．

3 ライン生産 ライン生産の歴史的背景および方式の説明．

4 ラインバランシング サイクルタイム，ラインバランスの説明．

5 セル生産 セルの形および生産方式の説明．

6 ジャスト・イン・タイム ジャスト・イン・タイムの概要を理解させる．

7 かんばん方式 かんばん方式の運用法の説明

8 中間試験 これまでの講義，演習から出題する．

9 品質管理 品質管理の概要ならびにQC七つ道具について説明．

10 パレート図 QC七つ道具のパレート図の説明．ABC分析の説明．

11 ヒストグラム QC七つ道具のヒストグラムの説明．工程能力指数を理解させる．

12 管理図 QC七つ道具の管理図の説明．上方管理限界ならびに下方管理限界の求め方の説明．

13 オペレーションズスケジューリング オペレーションズスケジューリングの概要説明．

14 フローショップスケジューリング フローショップスケジューリング問題の解法説明．

15 オペレーションズリサーチ PERT計算によりクリティカルパスの求め方を理解させる．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

線形システム理論 (Linear System Theory)

小林 洋二 教授

機械工学科・5年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

自動制御の講義に引き続いて，状態方程式と出力方程式による物理システムのモデリング，可制御性と可観測性
，システムの構造，安定性の解析について学ぶ．これらは大学や専攻科で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代
制御理論による制御系の設計手法を理解するための基礎事項である．本講義では，理論の本質を理解する際の煩
雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．

【A4-M3】物理システムの数式モデルを状態方程式と出力方程式で表現
し，ブロック線図を用いてシステムを図的に表現できる．あわせて，状
態方程式で表された自由系と強制系の解を求めることができる．

状態方程式と出力方程式の導出，ブロック線図による表現ができ，自由
系の解を計算することができる．以上の項目について課題演習および前
期中間試験で評価する．強制系の解については前期定期試験で評価する
．

【A4-M3】可制御性と可観測性の意味を理解し，与えられたシステムの
可制御性と可観測性を判定することができる．

システムの可制御性と可観測性について，その物理的な意味を理解し，
判別条件を用いてそれぞれの性質について判別をすることができる．以
上の項目について，課題演習および前期定期試験で評価する．

【A4-M3】システムの等価変換の意味を理解し，システムを対角形式や
Jordan 形式へ変換できる．対角形式やJordan形式で表現されたシステム
と可制御性，可観測性の関係を理解することができる．

システムを対角形式やJordan形式へ変換する変換法を理解できる．変換
されたシステムから，システムの可制御性，可観測性を判定できる．以
上の項目について課題演習および前期定期試験で評価する．

【A4-M3】可制御性と可観測性から見たシステムの構造を理解し，シス
テムを可制御なサブシステムと不可制御なサブシステム，あるいは可観
測なサブシステムと不可観測なサブシステムへ分解できる．

与えられたシステムを可制御正準分解・可観測正準分解することができ
る．また，Kalmanの正準構造定理を説明することができる．この項目に
ついて，課題演習および後期中間試験で評価する．

【A4-M3】システムの可制御正準形，可観測正準形と伝達関数の関係を
理解し，相互に変換できる．伝達関数から状態方程式，出力方程式への
変換(実現)において最小実現の意味を理解できる．

システムを可制御正準形・可観測正準形に変換することができる．これ
に関連して，伝達関数から，実現，最小実現を求めることができる．こ
れらの項目について，課題演習および後期中間試験で評価する．

【A4-M3】システムの内部安定性および外部安定性の意味を理解し，与
えられたシステムについて，それぞれの安定判別ができるとともに，両
者の関係を理解することができる．

与えられたシステムについて，適切な手法を用いて内部安定性および外
部安定性の判別を行うことができ，両者の関係を説明することができる
．この項目について，課題演習および後期定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．なお，試験成績は中間試験と定期試験の平均点とし，それ
を70%で評価し，レポートを30%として評価する．総合評価100点満点で60点以上を合格とする．また，ここで
いうレポートとは，授業中に課される課題演習の解答レポートをいう．

「システム制御の講義と演習」：中溝 高好，小林 伸明 著(日新出版)

「システム制御理論入門」：小郷 寛，美多 勉 著(実教出版)
「現代制御論」：吉川 恒夫，井村 順一 著(昭晃堂)

応用数学(線形代数，微積分)，自動制御

年間を通して，ベクトルと行列の演算を中心とした線形代数の知識，簡単な微積分の知識(ラプラス変換を含む)
が要求されますので，4年生の間にこれらの基礎を固めておいてください．また，自動制御の内容とも関係しま
すので，この科目についても復習しておいてください．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（線形システム理論）

1 古典制御理論と現代制御理論
システムの解析や設計を行う際に，周波数領域のツールである伝達関数を用いる古典制御理論と，時間領域のツー
ルである状態方程式・出力方程式を用いる現代制御理論について，それぞれの手法が考案された歴史的背景，手法
の違い，現在の状況，今後の動向などを概説する．

2 システムの記述
この講義を通して重要な概念である線形性と非線形性，静的システムと動的システムについて定義を述べたあと，
工学で扱う多くの物理システムは，近似的に線形動的システムとして線形微分方程式で表現されることを説明する
．これに関連して，伝達関数，インパルス応答による表現を説明する．

3 状態方程式と出力方程式 線形微分方程式で表されたシステムは，一階の連立微分方程式(状態方程式)と代数方程式(出力方程式)で表されるこ
とを説明する．あわせて，これらの数式は，ブロック線図を使ってグラフィカルに表現できることを説明する．

4 状態方程式と出力方程式による表現のバリエーショ
ン

線形微分方程式から状態方程式と出力方程式を導く過程を変えることによって，最終的に得られる状態方程式と出
力方程式が異なることを示す．また，係数行列の固有値が重複する場合のJordan 形式についても説明する．

5 状態ベクトルの等価変換と等価系 システムを表す状態方程式，出力方程式は何通りも存在することを示し，このことは状態変数の座標の取り方に起
因していることを述べ，この座標変換を行う等価変換の方法について説明する．

6 遷移行列 入力がゼロの自由系について，状態方程式と出力方程式の解を求める方法を説明する．スカラーの微分方程式の解
法と対比させながら，遷移行列を導入し，この行列の性質について説明する．

7 状態方程式（自由系）の解 遷移行列を用いて自由系の解が求められることを説明し，バネ－質量系の振動を例に挙げて，状態方程式の解を求
める手順を説明する．

8 中間試験 1～7週目までの理解度を確認するために中間試験を実施する．

9 状態方程式（強制系）の解 入力が非ゼロとなる強制系について，状態方程式と出力方程式の解を求める方法を説明する．関連する事項として
，状態方程式から伝達関数とインパルス応答を計算する方法，マルコフパラメータについて説明する．

10 システムの可制御性 状態方程式で表されたシステムの可制御性ついてその定義を説明し，その定義に基づいて，入力信号を計算するこ
とによって，可制御性のための必要十分条件を導出する過程を説明する．

11 可制御性の条件
10週目に導出した可制御性の判定条件を使って，さらに使い易い条件を導く．この新たに導出された条件を用いて
，システムの可制御性を判定する例題を説明し，あわせて等価変換を行った場合でも，可制御性は保持されること
を示す．

12 可観測性 状態方程式と出力方程式で表されたシステムの可観測性ついて，その定義を説明し，その定義に基づいて，システ
ムの初期状態を計算することによって，可観測性のための必要十分条件を導出する過程を説明する．

13 可観測性の条件
12週目に導出した可観測性の判定条件を使って，さらに使い易い条件を導く．この導出された条件を用いて，シス
テムの可観測性を判定する例題を説明し，あわせて等価変換を行った場合でも，可観測性は保持されることを示す
．関連する項目として，ハンケル行列について説明する．

14 システムの対角化 状態方程式と出力方程式を対角形式に等価変換する方法について説明する．また，対角形式で表されたシステムを
ブロック線図で表し，そこから図的に可制御性，可観測性を判別する条件を導出できることを説明する．

15 Jordan形式への変換
状態方程式の係数行列が重複する固有値を持つ場合に，そのシステムをJordan形式に等価変換する方法について説
明する．また，Jordan形式で表されたシステムをブロック線図で表し，そこから図的に可制御性，可観測性を判別
する条件を導出できることを説明する．

16 システムの構造1 可制御正準構造 一般に，システムは可制御なサブシステムと非可制御なサブシステムに分解されることを述べ，その分解の方法，
分解後のシステムの伝達関数を求める方法を説明する．

17 システムの構造2 可観測正準構造 一般に，システムは可観測なサブシステムと非可観測なサブシステムに分解されることを述べ，その分解の方法，
分解後のシステムの伝達関数を求める方法を説明する．

18 カルマンの正準構造定理
一般のシステムは，可制御かつ可観測，非可制御かつ可観測，可制御かつ非可観測，非可制御かつ非可観測，の4
つの性質を持つサブシステムから構成されている．このことを述べたKalman の正準構造定理について説明し，そ
の伝達関数を計算することによって伝達関数が，どのサブシステムを表しているかを明らかにする．

19 可制御正準形
可制御なシステムは，可制御正準形とよばれる形式に等価変換される．この可制御正準形は，その要素を用いて即
座に伝達関数を求めることができることを示す．また，一般の形で表されたシステムを，可制御正準形へ変換する
方法と，可制御正準形を対角形式へ容易に変換する方法を説明する．

20 可観測正準形
可観測なシステムは，可観測正準形とよばれる形式に等価変換される．この可観測正準形は，その要素を用いて即
座に伝達関数を求めることができることを示す．また，一般の形で表されたシステムを，可観測正準形へ変換する
方法と，可観測正準形を対角形式へ容易に変換する方法を説明する．

21 実現問題
伝達関数から状態方程式と出力方程式を求めることを実現という．実現においては，一意に状態方程式と出力方程
式を決定することができないことを説明する．関連する事項として，プロパーな有理多項式，厳密にプロパーな有
理多項式について説明し，それぞれがどのようなシステムに該当するのかを説明する．

22 最小実現 実現の中でも，解析，設計に役立つ最小実現に関して，定義，性質，次数，最小実現間の等価変換のための行列，
最小実現を求める方法などについて説明する．

23 中間試験 16～22週目までの理解度を確認するために中間試験を実施する．

24 内部安定性 状態方程式と出力方程式で表されたシステムについて，安定性(内部安定性)がどのように定義され，その性質が係
数行列の固有値とどのように結びつき，どういう方法によって安定性を判定できるのかについて説明する．

25 固有値とモード 状態方程式で記述されたシステムの応答特性は，係数行列の固有値と固有ベクトルの積であるモードの合成によっ
て決まることを説明する．

26 リアプノフ安定とリアプノフ関数
非線形まで含めた微分方程式で表されるシステム（の解)の安定性を解析する手段として用いられるリアプノフ関数
について説明する．まず，リアプノフ安定の概念を説明し，つぎにリアプノフ関数の図的なイメージを述べ，その
あと安定性の解析方法を説明する．

27 リアプノフ方程式
線形システムの内部安定性を調べるためのリアプノフ方程式について説明する．まず，2次形式，正定行列などの
数学的な知識を紹介し，そのあと，内部安定であることと，リアプノフ方程式が正定な解を持つことが等価である
ことを示し，最後に，例題を用いて安定判別の方法を説明する．

28 入出力安定(外部安定) 伝達関数やインパルス応答など，システムを外部からみた，いいかえれば，入出力信号からみた数式モデルに対し
て定義される安定性について，定義，安定条件を説明する．

29 内部安定と外部安定の関係
状態方程式に対して適用される内部安定性と，伝達関数やインパルス応答に適用される入出力安定(外部安定)性の
関係について説明する．前者は後者を包含する関係にあり，両者が一致するのは，システムが可制御かつ可観測で
あるときに限られることを理解する．

30 課題演習と講義のまとめ ここまでに学んだ授業内容に関する課題演習を行い，最後にまとめとして，この科目の内容と工学分野における他
の科目との関連を説明する．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

制御機器 (Control Devices)

三隅　隆也　非常勤講師

機械工学科・5年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

すでに学んだ工業力学・電気工学・自動制御を土台として，これらの理論を実際に適用してメカトロニクス機器
を機能させるための基礎的知識を修得することを目的とする．

【A4-M3】センサについて理解できる． センサについて理解できているかを前期中間試験，前期定期試験および
レポートによって評価する．

【A4-M3】アクチュエータについて理解できる． アクチュエータについて理解できているかを前期定期試験，後期中間試
験およびレポートによって評価する．

【A4-M3】コントローラについて理解できる． コントローラについて理解できているかを後期中間試験，後期定期試験
およびレポートによって評価する．

【A4-M3】実装技術について理解できる． 実装技術について理解できているかを後期定期試験およびレポートによ
って評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．成績は，
100点満点で60点以上を合格とする．なお，授業プリントを授業終了時に回収し，これをレポートとして扱う．

授業プリント

「産業制御システムと機器」：野坂康雄（コロナ社）
「センサの技術」鷹野英司・川嶌俊夫（理工学社）
「アクチュエータの駆動と制御（増補）」：武藤高義（コロナ社）
「アクチュエータの技術」鷹野英司・加藤光文（理工学社）
「計装工学入門」：青島伸治（培風館）

工業力学，電気工学，自動制御
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（制御機器）

1 制御機器序論 制御機器とは，制御システムとその構成，制御対象の種類，制御系の分類

2 センサ（1） センサの役割と分類

3 センサ（2） 各種のセンサ（1）

4 センサ（3） 各種のセンサ（2）

5 センサ（4） 各種のセンサ（3）

6 センサ（5） 各種のセンサ（4）

7 センサ（6） 各種のセンサ（5）

8 前期中間試験 第1回から第7回の内容について中間試験を行う．

9 前期中間試験の解説 前期中間試験の解答および補足説明

10 センサ（7） 各種のセンサ（6）

11 センサ（8） 各種のセンサ（7）

12 アクチュエータ（1） アクチュエータの役割と分類

13 アクチュエータ（2） 空気圧式アクチュエータ

14 アクチュエータ（3） 油圧式アクチュエータ（1）

15 アクチュエータ（4） 油圧式アクチュエータ（2）

16 前期定期試験の解説 前期定期試験の解答および補足説明

17 アクチュエータ（5） 電気式アクチュエータ（1）

18 アクチュエータ（6） 電気式アクチュエータ（2）

19 コントローラ（1） アナログ信号とデジタル信号

20 コントローラ（2） 信号の伝送（1）

21 コントローラ（3） 信号の伝送（2）

22 コントローラ（4） コンピュータ

23 後期中間試験 第17回から第22回の内容について中間試験を行う．

24 後期中間試験の解説 後期中間試験の解答および補足説明

25 コントローラ（5） インタフェース

26 コントローラ（6） プログラマブルロジックコントローラ（PLC）

27 コントローラ（7） PIDコントローラ

28 実装技術（1） パワーエレクトロニクス

29 実装技術（2） サーボ機構

30 実装技術（3） プロセス計装システム

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

応用計測 (Applied Measurement Engineering)

清水 俊彦 助教

機械工学科・5年C組・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

科学技術の進歩，工学分野の技術革新において計測技術の果たす役割は大きい．　計測技術はエレクトロニクス
技術や情報処理技術の発展とともに日々進歩しているが，物理現象を利用したセンシング原理は不変のものが多
い．本授業では，各種センサの原理と物理現象との関係や，それらセンサを用いた計測技術について習得する．
また，計測によって得られたデータをどのように処理すれば目的が達成されるか，データ処理方法を習得する．

【A4-M3】各種センサの原理について，その原理と物理現象の関係を理
解できる．

センサの原理と物理現象の関係を理解できているか，試験により評価す
る．

【A4-M3】各種センサについて，目的とする物理量と計測によって得ら
れるデータとの関係を具体的な数式で理解する．

物理量とデータとの関係を具体的な数式で理解するできているか，試験
により評価する．

【A4-M3】計測によって得られたデータデータの誤差や精度について検
討することができる． 誤差や精度について計算により検討できるか，試験により評価する．

【A4-M3】計測によって得られたデータをどのように処理すれば計測目
的を達成することができるかについて，その処理方法を理解する．

得られたデータに対して計測目的に合った演算ができるか，試験により
評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「機械計測」：谷口修（養賢堂）

「機械計測」：岩田耕一ほか（朝倉書店）
「計測システム工学の基礎」：西原主計/山藤和男（森北出版）

物理，工学系基礎科目全般

計測は電子，電気，力学，化学など工学に幅広い知識を必要とする工学であり，それら分野の講義の復習し学習
すること．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（応用計測）

1 センサの種類と物理効果の関係 センサの原理と，センシングエレメントに生じる物理現象（物理効果）との関係について学ぶ．

2 計測における誤差と精度 誤差の種類と精度との関係を理解するとともに，計測結果の確からしい値について，解釈の仕方を学ぶ．

3 歪ゲージの原理とその応用 歪ゲージは歪（応力）の検出エレメントの他に変位計，圧力計，荷重計，加速度計など検出エレメントとして利用
される．その歪ゲージの原理とその応用例を学ぶ．

4 歪ゲージを用いた応力の計測方法 梁模型を対象に歪ゲージを用いた静的応力計測方法を学び，誤差の補正方法についても学ぶ．

5 加速度計の原理とその応用 加速度計の種類と原理及びその応用例行いて学び，加速度計使用上の注意点を学ぶ．

6 加速度計を用いた振動数計測方法 計測する振動数（周波数）と加速度計の出力特性との関係について学ぶ．

7 ジャイロスコープを用いた変位・速度の計測方法 ジャイロスコープの原理を学び，レートジャイロおよびレート積分ジャイロの計算方法を習得することで，ジャイ
ロスコープの使用方法と有用性を理解する．

8 中間試験 到達目標の達成度を中間評価する．

9 圧力計，荷重計の原理とその応用 圧力計・荷重計の種類と原理及びその応用例行いて学び，荷重計使用上の注意点を学ぶ．

10 流量計の原理とその応用(1) 流体機械の性能，制御に用いられる流量計や流速計の種類と原理に及びその応用例を学ぶ．

11 流量計の原理とその応用(2) 同上

12 温度計の原理とその特性 各種制御装置に用いられる温度計の種類と原理ならびに出力特性について学ぶ．

13 計測結果の処理方法(1) 回帰分析と相関について学び，物理現象の予測や計測結果の検証に役立つことを理解する．

14 周波数の測定方法 フーリエ変換とスペクトルアナライザの原理について学び，物理現象の分析に役立つことを理解する．

15 計測結果の処理方法(2) 離散フーリエ変換について学び，数式を用いた具体的な演算を通してデータ処理方法を理解する．

備
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

設計製図 (Machine Design and Drawing)

中辻 武 教授

機械工学科・5年C組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械設計の知識を発展させ歯車減速装置の精密な設計・製図を行い，さらに，潤滑油の選択に必要な潤滑設計を
行うことによって，理解力，洞察力を高めることを目的とする．

【A4-M4】実際の歯車設計の設計課題から，設計計算書の作成ができる. 設計計算書で評価．歯車減速装置の諸条件が理解できているかを判定す
る．

【A4-M4】歯車減速装置の必要事項（歯車，軸，軸受など）を満たす設
計と部品図の作成ができる．

部品図で評価. 図面としての体裁が整っていることを最低条件とする. 関
連寸法の整合性が重要.

【A4-M4】部品図を基に製作に必要な諸条件を満たした組立図の作成が
できる．

組立図で評価．組立図としての体裁が整っていることを最低条件とする
．

【A4-M4】部品形状を認識の上，製作に必要な諸条件を満たした図面の
作成ができる．具体的目標は時間制限条件を除き，機械製図検定2級実
技の合格レベルとする．

表面性状， はめあい， 幾何公差等が理解できているかを判定する.

【A4-M4】到達目標1～5は，規定の時間内での達成を基軸とする． 時間内で作成できていることも評価点に加える.

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，作成図面と設計書100%　として評価する．到達目標1を30%， 到達目標2を20%， 到達目標3を20%，
到達目標4を20%， 到達目標5を10%で評価し， 合計100点満点の成績とする. 60点以上合格とする.　

プリントおよび製図の課題図の配布

「機械製図」林他著（実教出版）

3学年の機械設計

関連科目：3学年システム制御コースの機械設計．機械設計における種々の機械要素設計を踏まえて，それらを
実際の装置に適用した場合の設計製図を行っている．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（設計製図）

1 二段歯車減速装置の設計方法の学習 歯車減速装置の主要機械要素， 歯車・軸・軸受の性能計算と強度計算の方法を習得することを目標とする.

2 二段歯車減速装置の設計方法の学習 同上.

3 二段歯車減速装置の設計方法の学習 同上.

4 二段歯車減速装置の設計方法の学習 同上.

5 二段歯車減速装置の設計計算書の作成 各グループに与えられた設計課題に対し， グループ共同作業で設計計算書を完成させることを目標とする.

6 二段歯車減速装置の設計計算書の作成 同上.

7 二段歯車減速装置の設計計算書の作成 同上.

8 部品図の作成 設計書に基づき二段小歯車と中間軸の部品図を作成する. 寸法公差， 仕上記号などを適切に表示した図面を完成さ
せることを目標とする.

9 部品図の作成 同上.

10 部品図の作成 同上.

11 部品図の作成 同上.

12 部品図の作成 同上.

13 部品図の作成 設計書に基づき入力軸の部品図を作成する. 寸法公差， 仕上記号などを適切に表示した図面を完成させることを目
標とする.

14 部品図の作成 同上.

15 部品図の作成 同上.

16 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 二段平歯車減速機の組立図を作成する.

17 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

18 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

19 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

20 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

21 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

22 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

23 鋳鉄製歯車減速機組立図の作成 同上.

24 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 二段平歯車減速機に必要な潤滑油の設計を行う.

25 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 同上.

26 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 同上.

27 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 同上.

28 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 同上.

29 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 同上.

30 潤滑油選択のための潤滑設計を行う 歯車・軸受部の潤滑設計から総合的に， 二段平歯車として必要な潤滑油の選択を行う.

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

機械工学実験 (Laboratory Work in Mechanical Engineering)

朝倉 義裕 准教授, 小林 洋二 教授，長 保浩 教授，石崎 繁利 教授

機械工学科・5年C組・前期・必修・2単位 ( 学修単位I )
A4-M3(40%) B1(20%) C1(10%) C4(20%) D1(10%) (b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g),(h)

情報，電子回路，制御の分野における，より専門性の高い実験を通して，機械工学における基礎的な解析能力と
表現能力を身につける．

【A4-M3】各テーマの実験目的とその基礎となる事柄について理解でき
る．

実験の目的が理解できているかを実験の取組み及びレポートで評価する
．

【B1】実験で得られた結果を図，グラフ，その他の方法によって，効果
的に表現することができる． 各テーマごとの実験レポートで評価する．

【C1】実験を通して問題解決のための考え方を理解し，実験計画をたて
ることができる．

問題解決のための考え方を理解し，実験計画をたてることができるかを
実験の取組み及びレポートで評価する．

【C4】実験内容と結果を論理的に把握し，得られた知見を関連すること
がらへ展開できる．

実験内容と結果を論理的に把握し，得られた知見を関連することがらへ
展開できるかを実験の取組み及びレポートで評価する．

【C4】実験の内容と結果および考察を適切かつ効果的に表現し，定めら
れた期限内にレポートにまとめることができる．

実験の内容と結果および考察を適切かつ効果的に表現し，定められた期
限内にレポートにまとめることができるかをレポートで評価する．

【D1】機器の取り扱いに注意し，安全かつ正確な実験を行うことができ
る．

安全かつ正確な実験を行っているか，各テーマごとの実験の取り組み及
びレポートにより評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

各テーマにおいて実験実習への取り組み，報告書の提出状況およびレポートの内容について，100点満点で総合
的に評価する．これらを平均したものを成績とし，60点以上を合格とする．ただし，未提出のレポートがある
場合は欠点とする．

実験テーマごとに配布される資料，プリント

「アナログICの基礎」：白土義男（東京電機大学出版局）
「システム工学」：室津義定 他3名（森北出版）

情報処理，電子工学概論，電気電子回路，自動制御，線形システム理論，機械工学実験（4年），数値計算法

4年生までに学習した情報処理，電気電子回路，自動制御，機械工学実験について理解している必要がある．ま
た，ガイダンスにおいて各テーマの内容を確認し，それぞれのテーマに関連する5年の科目（線形システム理論
，電子工学概論）について予習をしておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（機械工学実験）

1 ガイダンス 4つのテーマの担当者がそれぞれの実験について説明を行う．さらに各班の実験スケジュールを説明する．

2 数値演算実験(1) 1変数の最適化問題を例にとり，代表的な直線探索法（逐次探索法など）を用いたプログラムを作成する．

3 数値演算実験(2) 多変数の最適化問題の説明を行うと共に，変数の最適化問題を例にとり代表的な探索法（最急降下法など）を用い
たプログラムの作成を行う．

4 数値演算実験(3) 解の精度や最適解への収束性について定量的に評価する．

5 フィードバック制御系の基礎実験(1) 電子回路を制御対象として，入出力データからボード線図を描き，伝達関数を求める．

6 フィードバック制御系の基礎実験(2) 電子回路の特性パラメータから求めた応答の理論値と実験値の比較を行い，フィードバック制御系を設計する．

7 フィードバック制御系の基礎実験(3) フィードバック制御系を実現する回路を製作し，ステップ応答の理論値と実験値の比較を行う．

8 報告書特別指導 実験担当者ごとに各実験のレポート作成に関する特別指導を行う．

9 倒立振子の安定化制御実験(1) 倒立振子実験装置および学習ソフトを用い，倒立振子を題材にした制御系設計の一手順を理解させる．第1回目は
制御対象（倒立振子）の数学モデルの構築とそれに基づく状態方程式の導出について理解させる．

10 倒立振子の安定化制御実験(2) 制御対象の安定性，可制御性および可観測性について理解させる．次に，最適レギュレータを制御則とする制御系
設計とその性能について理解させる．

11 倒立振子の安定化制御実験(3) (2) で設計した制御系を補間する完全次元オブザーバの構築について理解させる．

12 オペアンプ回路実験(1) オペアンプICを用いたコンパレータ回路について説明する．次にコンパレータ回路で使用するCdSセンサーの特性
とLEDの特性を理解させる．オペアンプICを用いたコンパレータ回路を製作し，動作確認を行う．

13 オペアンプ回路実験(2) 製作したコンパレータ回路の特性を調べ，レポートにまとめる．

14 シーケンス制御実験(3) シーケンス制御に関するラダー図や各種センサなどについて説明したあと，シーケンス制御用コントローラを使っ
た基本的な実験を行う．

15 まとめ 各実験テーマのレポート提出状況などを確認すると共に授業アンケート結果に関する報告を行う．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

卒業研究 (Graduation Thesis)

講義科目担当教員

機械工学科・5年C組・通年・必修・7単位 ( 学修単位I )
B1(20%) B2(10%) C2(70%) (d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(f),(g)

特定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行
う．研究を通じて，問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得
して，総合力およびデザイン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケー
ション能力を身につける．

【C2】研究活動：研究テーマの背景と目標を的確に把握し十分な準備活
動を行い，指導教官，共同研究者と連携しながら自主的に研究を遂行で
きる．

研究への取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価
する．

【C2】研究の発展性：得られた研究結果を深く考察し，今後の課題等を
示し，研究の発展性を展望することができる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容，研究発表を評価シ
ートで評価する．

【B2】研究発表の質疑応答において，その質問内容をよく聞き，理解し
た上で，相手が理解できるように時間内に明瞭でわかりやすく適切に応
答できる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容や発表会での内容を
基に，質疑応答を行い，評価シートで評価する．

【B1】研究の発表は，方法を工夫し，与えられた時間内に明瞭でわかり
やすく発表できる．また．報告書は合理的な構成で研究全体がわかりや
すく簡潔・的確にまとめることができる

卒業研究報告書の内容と発表内容を評価シートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

研究活動(C-2)を30%，研究の発展性(C-2)を30%，卒業研究報告書の構成(B-1)を10%，卒業研究発表の内容(C-2)
を10%，その発表(B-1)を10%，質疑応答(B-2)を10%として総合的に評価する．100点満点で60点以上を合格と
する．

　

　

研究内容に関する教科

なし
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内容（テーマ，目標，準備など）

授業計画１（卒業研究）

◇機械要素研究室（中辻）「機械要素の接触面の改質および潤滑に関する研究を行っている．とくに，境界潤滑および厳
しい弾性流体潤滑下を対象に，凹み粗さのポケット効果や潤滑油添加剤の効果について検討している．」
◇熱機関工学2研究室（吉本）「各種燃焼炉や機器での系統的研究を主眼にして，ガス噴流拡散火炎の安定限界や燃焼形
態・基礎現象またプラズマ支援燃焼に関する研究をしている．また，内燃機関での各種燃料における燃焼・排ガス特性に
ついて研究している．」
◇制御工学1研究室（小林滋）「機械システムの制御に関する研究，具体的には入出力エネルギに注目した負荷とアクチ
ュエータのインピーダンス整合の研究，また応用面では災害現場にて役立つことを目指したレスキューロボットの研究を
行っている．」
◇流体工学2研究室（赤対）「混相流（気相，液相，固相が混在する流れ），その中でも主に気液二相流の研究（マイク
ロバブル，旋回流，キャビテーション，減圧浮上濃縮法など）を行っている．企業との共同研究をはじめ実用的なテーマ
を中心的に行っている．」
◇生産加工2研究室（斎藤）「セラミックスの機械的性質のうち，硬度と抗折力が超音波加工の加工特性にどのような影
響を与えているか．また，セラミックス工具による高速切削加工高温切削加工の有用性，問題点について研究を行ってい
る．」
◇知能情報研究室（小林洋）「太陽発電衛星などの大型宇宙構造物の位置と姿勢を制御するために，ロバスト安定性，サ
ブシステムのコントローラの故障に対する耐故障性，2次評価関数に対する最適性を有する分散制御アルゴリズムを研究
している．」
◇システム工学研究室（長）「航空機の操縦性，運動性及び安全性等の向上を目的とし，航空機の運動を非線形システム
として扱う飛行制御系の設計に関する研究を行っている．」
◇生産加工1研究室（宮本）「複合材料や難削材の切削実験から工具摩耗や切削抵抗の測定を行い，切削現象や有効な切
削法を調べている．MLベルトを用いた鉄道レール研磨，5軸制御NC 工作機械による精密加工について研究を行っている
．」
◇応用計測研究室（石崎）「機械系の学生を対象としたものづくり教育など工学教育について研究している．」
◇生産加工4研究室（尾崎）「織物繊維と熱可塑性樹脂を組み合わせたテキスタイルコンポジットの熱成形に関する基礎
的研究や天然繊維を利用したエコマテリアルに関する研究を行っている．また，ものづくり教育のための教材開発にも取
り組んでいる．」
◇材料強度1研究室（和田）「超音波を用いた複合材料の非破壊検査手法について研究している．またFRP などの高分子
系複合材料を対象として，内部損傷の発達に伴う材料劣化過程のモデリングを行っている．」
◇情報工学研究室（朝倉）「数値計算による固相拡散接合の接合過程予測と最適化に関する研究，および，画像解析に関
する研究を行っている．現在，固相接合界面観察による接合部評価を目的とした画像解析手法の開発に取り組んでいる．
」
◇材料学研究室（早稲田）「超塑性セラミックスを用いたセラミックス同士の接合に関する研究を行っている．異種セラ
ミック材料同士の強固な接合において問題となる“残留応力”を考慮した接合方法を考案し，接合方法や条件の最適化を
目指している．」
◇応用物理研究室（熊野）「小型分散型電源への応用が期待される熱光起電力（TPV）発電システムの高効率化に関する
研究を行っている．具体的には，高温のセラミックスから放射される熱ふく射の波長を制御する実用的な技術の開発に取
り組んでいる．」
◇機械設計研究室（黒住）「ソフトアクチュエータの開発を初めとして，人を安心，安全に支援する機構の設計，製作を
行い，それらを使用する人の状態や意志に応じて制御する適応学習アルゴリズムを構築し，高機能な支援機器の研究開発
を行う．」
◇流体実験室1（鈴木）「ターボ機械（撹拌機，半径流型蒸気タービンなど）や，混相流（マイクロバブル，気液二相流
，減圧浮上濃縮法など）および，各種流体関連機器に対して，実験および数値流体力学による研究を行っている．」
◇生産加工3研究室（東）「切削用小径回転工具と被削材間の距離検出法について研究をしている．また，NC工作機械に
よる高精度加工について研究している．」
◇熱機関工学1研究室（柴原）「高温ガス炉の非定常強制対流熱伝達に関する研究や，再生熱交換器の高効率化に向けた
伝熱促進に関する研究を行っている．」

※上記内容の中で，防災技術者教育の教材開発を実施予定である．

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

数値計算法 (Numerical Computation)

朝倉 義裕 准教授

機械工学科・5年C組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A3(100%) (c),(d)1

工学的な問題解決のための数値演算アルゴリズムを講義すると共に，その理解を深めるためにアプリケーション
ソフトによる問題解法およびプログラムの作成の演習を行う．

【A3】関数近似のアルゴリズムが理解できる. 最小2乗近似のアルゴリズムが理解できているか試験又はレポートにより
評価する．

【A3】連立方程式の解法のアルゴリズムが理解できる. ガウスの消去法およびガウス・ザイデルのアルゴリズムが理解できてい
るか試験又はレポートにより評価する．

【A3】数値微分，数値積分について理解し，ソフトウェアを作成できる
．

数値微分，数値積分の考え方とその計算方法について試験またはレポー
トにより評価する．

【A3】微分方程式の解法のアルゴリズムが理解できる. オイラー法のアルゴリズムを理解できているか試験及びレポートにより
評価する．

【A3】アプリケーションソフトを用いて多項式の根を計算できる． 表計算ソフトで多項式の根を計算できるかレポートにより評価する．

【A3】アプリケーションソフトを用いてデータを関数近似できる． 表計算ソフトで任意に与えたデータを関数近似できるかレポートにより
評価する．

【A3】プログラミング言語を用いて連立方程式の解法のプログラムを作
成できる．

連立方程式の解法を課題として，計算アルゴリズムを実際のプログラム
で表現できるかレポートにより評価する．

　 　

　 　

　 　

成績は，試験50%　レポート30%　小テスト20%　として評価する．成績は中間試験50%小テスト20%レポート
30%の割合で評価する．100点満点中60点以上を合格とする．

ノート，プリント及びwebテキスト
5年「情報処理」で指定されたC言語のテキスト

「数値計算の常識」 ： 伊里正夫・藤野和建築著 （共立出版）
「入門数値計算」：加川幸雄，霜山竜一（朝倉書店）
「新版明解C言語入門編」：柴田望洋（ソフトバンクパブリッシング）
「数値解析基礎」：安田仁彦（コロナ社）

情報処理(2年)，電気電子工学(3年)，情報工学(4年)，情報処理(5年)，機械工学実験(5年)

関数電卓が使えることを前提とする．表計算ソフトの基本的な使用法を確認しておくこと．C言語がある程度使
用できること．演習課題の完成には演習室の放課後開放を活用すること．受講人数に応じて講義内容を変更する
ことがある．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（数値計算法）

1 数値計算ソフトウェア 数値計算を行うためのソフトウェアの考え方と計算誤差について概説する．

2 アルゴリズム 基本的なアルゴリズムについて説明する．

3 繰り返しによる方程式の解 2分法を例にコンピュータによる数値計算法の基礎を解説する．

4 方程式の根(ニュートン法) ニュートン法を解説する．

5 関数近似 最小2乗法による関数近似について考え方とソフトウェアで実現する方法について解説する．

6 連立方程式の解法(直接法) ガウスの消去法とガウスジョルダンの消去法について，計算機で処理する手法を解説する．

7 連立方程式の解法(間接法) ガウス・ザイデルの方法を解説する．

8 中間試験 1～7週目までの範囲で中間試験を行う．

9 微分方程式の解法(オイラー法) 微分方程式とオイラー法の概要を説明する．中間試験の解説を行う．

10 数値微分・数値積分 数値微分と数値積分について，演習を通じて理解する．

11 小テスト 10，10回目までの範囲で小テストを行う.

12 関数近似と連立方程式の解法(アプリケーションソフ
トを用いた演習2)

表計算ソフトで最小2乗近似を用いてデータを近似する．ガウスザイデルの方法を用いて連立方程式を解く．

13 連立方程式の解法(プログラム言語を用いた演習)(1) Fortran（又はC）言語を用いて与えられた連立方程式の解を求めるプログラムを作成する．多元連立一次方程式を
汎用的に解けるプログラムに改良し，理解を深める．

14 連立方程式の解法(プログラム言語を用いた演習)(2) 13回目と同じ．

15 連立方程式の解法(プログラム言語を用いた演習)(3) 13回目と同じ．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験を実施する．小テストを1回実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

精密加工学 (Precision Machining)

斉藤 茂 教授

機械工学科・5年C組・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

機械工作法，加工工学で学習した加工法を基礎として，製品として寸法精度の高いもの，また仕上げ面が滑らか
でかつ品質の良いものを製作する加工方法，加工機構，測定技術について講義する．また新しい加工法の展開に
ついて講義する．

【A4-M4】精密加工法の意義が理解できる． 精密加工法の必要性，加工精度向上の歴史，精密加工が適用される加工
が理解できているか中間試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】精密にならない原因について理解できる． 精密にならない原因について理解できているか中間試験，課題レポート
で評価する．

【A4-M4】工具，工作機械の持つべき性質が理解できる．
切れ刃の除去能力，工具として必要な性質，創成加工と工作機械の母性
原則，切削機構が理解できているか中間試験，課題レポートで評価する
．

【A4-M4】精密加工工具（切削，砥粒加工）を理解できる． 切削工具，砥粒加工工具について理解できているか定期試験，課題レポ
ートで評価する．

【A4-M4】精密加工工作機械を理解できる． 高精度運動を得るための基本原理，直線運動機構と構造，本体構造につ
いて理解できているか定期試験，課題レポートで評価する．

【A4-M4】精密加工のための測定技術が理解できる． 計測と精度・誤差，寸法・形状および表面粗さの精度表示と計測につい
て理解できているか定期試験，課題レポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．
100点満点で60点以上を合格とする．

「機械系教科書シリーズ16精密加工学」：田口紘一，明石剛二共著（コロナ社）

「メカトロニクス教科書シリーズ10超精密加工学」：丸井悦男著（コロナ社）
「精密工作法上・下」：田中義信 他共著（共立出版）

機械工作法，加工工学

機械工作法，加工工学についてよく理解していること
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（精密加工学）

1 精密加工とは 精密加工法の必要性，加工精度向上の歴史

2 精密加工システムの基礎 精密加工システムの技術的な基礎，加工環境

3 精密にならない原因 材料の不安定性，工具・工作物の相対運動誤差，力による変位，びびり・バリ

4 工具の持つべき性質 切れ刃の精密除去能力，工具として必要な材質

5 工作機械の持つべき性質 創成加工と工作機械の母性原則，回転運動と直線運動，回転精度，直進精度，位置決め精度

6 金属の切削機構 切りくずの形態，切削抵抗，仕上げ面粗さ，切削温度

7 特殊な加工方法 レーザビームや電子ビームによる微細加工，振動切削

8 中間試験 1回目から7回目の授業内容について試験する

9 精密切削工具 工具の切れ刃形状とその効果，円筒加工用工具の形状，平面加工用工具の形状，穴加工用工具の形状

10 砥粒加工 研削機構，砥粒加工の浮動原理

11 砥粒加工 ホーニング，超仕上げ，遊離砥粒加工

12 精密加工工作機械 高精度運動を得るための基本原理，アッベの原理，直線運動機構と構造

13 精密加工工作機械 主軸の高精度回転機構，本体構造

14 精密加工における計測 計測と精度・誤差，寸法・形状の精度表示と計測

15 精密加工における計測 表面粗さの評価，修正加工方法

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

環境工学 (Environment Engineering)

 

機械工学科・5年C組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
D1(100%) (b)

今日，工学等，科学技術の発展による世界的な鉱工業生産量の増加や都市の人口増加に伴い，大量生産，大量消
費，大量廃棄型の社会が構築された．その反面，地球温暖化，大気汚染，海洋汚染，廃棄物問題等，多くの地球
環境問題も発生している．ここでは，これら地球環境の現状を理解し，このような問題が発生したメカニズム及
びこれらを抑制する技術について学ぶことにより，工学技術者として地球環境と共生していくために必要な知識
を習得する．

【D1】環境問題全般に関する現状，基礎知識及び関連する法規について
理解できる．

環境問題全般に関する現状，基礎知識及び関連する法規について理解し
ているか，中間試験及びレポートで評価する．

【D1】地球温暖化，大気汚染等，「空気」に関する環境問題及びその対
策技術について理解できる．

地球温暖化，大気汚染等，「空気」に関する環境問題及びその対策技術
について理解しているか，中間・定期試験及びレポートで評価する．

【D1】海洋汚染，水質汚濁等，「水」に関する環境問題及びその対策技
術について理解できる．

海洋汚染，水質汚濁等，「水」に関する環境問題及びその対策技術につ
いて理解しているか，中間・定期試験及びレポートで評価する．

【D1】ごみ，有害廃棄物等，「廃棄物」に関する環境問題及びその対策
技術について理解できる．

ごみ，有害廃棄物等，「廃棄物」に関する環境問題及びその対策技術に
ついて理解しているか，中間・定期試験及びレポートで評価する．

【D1】陸上における製品の代表事例として，自動車関連に関する環境問
題及びその対策技術について理解できる．

自動車関連に関する環境問題（排ガス，CO2，騒音等）及びその対策技
術について理解しているか，定期試験及びレポートで評価する．

【D1】海上における製品の代表事例として，船舶関連に関する環境問題
及びその対策技術について理解できる．

船舶関連に関する環境問題（排ガス，海洋汚染，CO2等）及びその対策
技術について理解しているか，定期試験及びレポートで評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「環境工学入門」：鍋島淑郎，森棟隆昭，是松孝治共著（産業図書）

「環境白書（平成24年度版）」：環境省編

熱力学，内燃機関，化学工学，物理化学

工業熱力学を受講して，内容を理解しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（環境工学）

1 地球環境の現状 日本及び世界の環境問題の現状について学ぶと共に，なぜこのような問題が生じたのか，その原因について考える
．さらに，このような問題の解決のために，どのような取り組みが行われているかについて学習する．

2 オゾン層の破壊，地球温暖化 オゾン層の役割，その破壊の原因と対策について学ぶ．また，地球温暖化について，その原因と対策について学ぶ
ことにより，省エネルギーの重要性について学習する．

3 酸性雨，森林の減少 酸性雨の原因とその被害状況について学ぶ．また，森林の減少に関し，その原因と現状について学ぶことにより，
森林の有する役割とその重要性，及び各国で取り組んでいる森林減少防止対策について理解を深める．

4 廃棄物処理問題 廃棄物がどのように処理されているか，また，各国における廃棄物処理の現状について学習することにより，廃棄
物処理の排出抑制やリサイクルの重要性について理解を深める．

5 大気汚染 色々な燃焼装置や自動車等から排出される大気汚染物質の現況，その被害状況について学習する．さらに，各国で
行われている大気汚染防止のための規制動向や防止対策について学習する．

6 水質汚濁，海洋汚染 日本及び世界の河川・湖沼・海洋における水質汚染状況について学習すると共に，このような状況に至った原因と
改善するための規制状況について学習する．

7 生物多様性への影響
これまでの授業内容のまとめとして地球環境が生物に及ぼす影響に関し，生物多様性の状況，その損失の状況，そ
れに伴う経済的損失等について学習することにより，全ての生物の生態系，種，遺伝子の多様性を保護することの
重要性について理解を深める．

8 中間試験 中間試験までの内容について出題し，その理解度を評価する．

9 中間試験の解答および大気汚染防止技術
中間試験の解答をして，その理解度を深める．次に主な大気汚染物質の発生原因と発生源，及びそれらを防除する
技術について学習する．さらに，代表的な大気汚染防止装置として，「集塵装置」，「排煙脱硫装置」，「排煙脱
硝装置」の種類・構造・性能等について学習する．

10 水処理技術
上水道，下水道の浄化方法として行われている代表的な水の処理方法について学習する．特に，代表的な水質汚濁
防止装置として，下水や産業排水の処理を行う「下水処理装置」，「産業排水処理装置」の種類・構造・性能等に
ついて学習する．

11 廃棄物処理技術（1） 廃棄物，特に，ごみ処理技術の内，焼却技術について学習する．代表的なごみ焼却処理施設の熱計算，焼却炉の機
能，性能，後処理設備等，最新のごみ焼却システムについて理解を深める．

12 廃棄物処理技術（2） 廃棄物の処理方法には焼却以外に，埋め立て，資源化及び再利用等が行われている．このような廃棄物処理の際に
行われる破砕・圧縮・選別等の処理方法について学習すると共に，各種の資源化プロセスについて理解を深める．

13 自動車排ガス対策技術
自動車に搭載されているガソリンエンジンやディーゼルエンジンから排出される大気汚染物質の生成プロセス，そ
の規制動向及び対策技術について学習する．さらに，自動車から排出されるCO2を削減する方法として，燃費改善
や石油系以外の燃料の使用について理解を深める．

14 自動車関連の環境対策技術，最近の環境対応型自動
車

自動車には様々な部品や潤滑油等が使用されているため，廃棄の際にはこれらによる環境問題が生じている．また
，自動車による騒音も生活環境に悪影響を及ぼしている．これらの自動車によって引き起こされる環境問題への対
応技術及び最近の環境と調和する環境対応型自動車について学習する．

15 船舶関連の環境対策技術
船舶は世界中の海を航行するため，その影響力は地球規模であることから，海洋汚染・大気汚染等に関する国際的
な規制が実施されている．これらの船舶による環境問題について理解を深めると共に，その規制動向，対応策等に
ついて学習する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．課題（レポート）を必ず提出すること．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

ロボット工学 (Robotics)

 

機械工学科・5年C組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

産業の発達と生産方式の変遷，現代オートメーションにおけるロボットの位置付け，ロボットの運動学について
講義する．適時，適用事例の紹介，演習問題によってロボット工学についての理解を深める．

【A4-M3】現代オートメーションにおけるロボットの位置付けが理解で
きる．

産業の発達と生産方式の変遷，現代オートメーションの位置付け，現状
のロボット技術についての理解度を定期試験で評価する．

【A4-M3】ロボットの基本構造が理解できる． ロボットの記号的表現，姿勢の数学的表現が理解できているか定期試験
で評価する．

【A4-M3】ロボットの運動学と静力学，ならびに動力学が理解できる． ロボットの運動学と静力学，ならびに動力学が理解できているかをレポ
ートおよび定期試験で評価する．

【A4-M3】ロボットの位置と力の制御方法について工学的な理解ができ
る．

ロボットの位置と力の制御方法について理解できているか定期試験で評
価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

プリント

「自動機械機構学」：牧野洋（日刊工業新聞社）
「ロボット工学の基礎」：川崎晴久（森北出版）

工学系科目全般

特に工業力学をよく復習しておくこと．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（ロボット工学）

1 産業の発達と現代オートメーション 産業の発達に伴う生産方式の変化，現代オートメーションにおけるロボットの位置付けについて理解する．

2 ロボット工学の基礎 ロボット工学の概要を学び，ロボットの構造と記号表現，教示方法を理解する．

3 ロボットの運動学(1) 2関節マニピュレータを例にとり，ロボットの姿勢の数学的表現について理解する．

4 ロボットの運動学(2) 2関節マニピュレータを例にとり，関節角速度と手先速度の関係からヤコビ行列を導く．

5 ロボットの運動学(3) 2関節マニピュレータを例にとり，分解速度制御法による手先位置の計算手法を理解する．

6 ロボットの運動学(4) 2関節マニピュレータを例にとり，特異姿勢を理解する．

7 ロボットの運動学(5) 同上

8 演習 演習により，運動学の復習を行う．

9 ロボットの静力学 仮想仕事の原理を用いて，2関節マニピュレータの関節トルクと手先力の関係を理解する．

10 ロボットの動力学(1) ラグランジュ法を用いて，2関節マニピュレータの運動方程式を導出する．

11 ロボットの動力学(2) 同上

12 ロボットの動力学(3) モータや減速機の特性をも考慮したマニピュレータの運動方程式を導出する．

13 ロボットの位置制御(1) 1リンクマニピュレータを例にとり，フィードバック制御系の構成方法とその特性を理解する．

14 ロボットの位置制御(2) 1リンクマニピュレータを例にとり，計算トルク制御法および分解加速度制御法による位置制御方法について理解
する．

15 ロボットの位置と力の制御 インピーダンス制御とハイブリッド制御の概要を理解し，ロボットの位置と力の制御方法を学ぶ．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期定期試験を実施する．
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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

エネルギー変換工学 (Energy Transfer Engineering)

吉本 隆光 教授

機械工学科・5年C組・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

効率のよい変換技術や地球環境の保全という立場から環境問題を考慮に入れたエネルギー変換技術について知識
を習得させる．授業形態として各自テーマを設定して，各自が調査してその内容をまとめ，発表・討論をおこな
う．また定期的に課題を設定してレポート提出する．さらに実務経験者による講義を聴講させて実社会のエネル
ギー事情およびエネルギー変換技術について学ぶ．

【A4-M2】各種エネルギーの種類および特性を理解する．
各自が発表をおこない，エネルギーの種類および特性を理解しているか
を評価する．毎回発表内容の報告書を提出させる．課題を設定してレポ
ート提出により評価する．

【A4-M2】エネルギー変換技術および設備・構造を理解する．
各自が発表をおこない，エネルギー変換技術および設備・構造を理解し
ているかを評価する．また，毎回発表内容の報告書を提出させる．課題
を設定してレポート提出により評価する．

【A4-M2】エネルギー変換技術を理解して，環境問題とエネルギー問題
との関連を学ぶ．

各自発表をおこない，エネルギー変換技術を理解して，環境問題とエネ
ルギー問題との関連を理解しているかを評価する．毎回発表内容の報告
書を提出させる．課題を設定してレポート提出により評価する．

【A4-M2】実学をとおして，エネルギー変換技術の応用を考え，技術評
価能力をつける．エネルギー変換方法についての知識を習得する．

実務者による講演を聴講して，エネルギー変換の応用技術・変換方法を
理解しているかレポート提出により評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，レポート30%　プレゼンテーション60%　討論10%　として評価する．毎回発表時，テキストを用いて
説明を行う．毎回のレポート提出により理解度を確認する．プレゼンテーションは発表に関するレポート(30%)
と発表内容（30%）で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「熱エネルギー・環境保全の工学」：井田・木本・山崎（コロナ社）
配布プリント

「大学演習 工業熱力学」：谷下市松（裳華房）

工業熱力学・流体工学・環境工学

4・5年での工業熱力学を基礎にしてエネルギ変換技術を学習する．
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（エネルギー変換工学）

1 エネルギー資源の展望 教科書等でエネルギ変換工学の概要を説明する．

2 エネルギー変換技術の実状 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．

3 エネルギー変換設備の製造 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．

4 原子力発電技術と環境問題 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

5 力学的エネルギー間の変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

6 熱から力学的エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．または，実務者による講演を行う
．

7 熱から電気エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．または，実務者による講演を行う
．

8 光から電気エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

9 化学的エネルギーから電気エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

10 自然エネルギー（風力・潮汐・波力等）から電気エ
ネルギーへの変換

調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

11 原子核エネルギーから熱エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

12 省エネルギーによる熱エネルギーへの変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

13 最新のエネルギー変換技術 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．または，実務者による講演を行う
．

14 エネルギーの輸送と貯蔵 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

15 地球環境とエネルギー変換 調査内容をレポートにまとめて，配布して発表する．討論して内容を理解する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
中間試験および定期試験は実施しない．6回7回13回のテーマの中で，実務者による講演も行う．（2～3回）

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-364



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2013年度シラバス

材料力学特論 (Advanced Strength of Materials)

早稲田 一嘉 准教授

機械工学科・5年C組・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )
A4-M1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

2，3，4年次に履修した材料工学，材料力学を基本にして，演習を中心に基礎及び応用力を身につける．また，
英文で書かれた材料力学の問題を読解・解答する力を身につける．授業中の小テスト，課題，定期試験を行い，
目標到達度を評価する．

【A4-M1】2，3，4年の材料工学，材料力学で習得した知識を利用し，
例題レベルの問題を解くことができる．

2，3，4年の材料工学，材料力学で習得した知識を利用し，例題レベル
の問題を解くことができるかを小テスト，課題や中間試験で評価する

【A4-M1】英文で書かれた材料工学，材料力学に関する文を辞書を使用
しながら理解し，解答できる．

英文で書かれた材料工学，材料力学に関する文を辞書を使用しながら理
解でき，問題を解けるかを小テスト，課題や中間試験で評価する．

【A4-M1】トラスの基礎を理解し，曲げ応力・たわみを求めることがで
きる．

トラスの基礎を理解し，曲げ応力・たわみを求めることができるかを小
テスト，課題や定期試験で評価する．

【A4-M1】トラスの適切な計算法を使用して答えを求めることができる
．

トラスの適切な計算法を使用して答えを求めることができるかを小テス
ト，課題や定期試験で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験70%　レポート10%　小テスト20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「金属材科学概説」中野慣性著（コロナ社）
基礎機械工学全書「材料力学」，黒木剛司郎著（森北出版）
プリント

「Mechanics of materials」，Ferdinand P. Beer， E. Russell Johnston（McGraw-Hill）
学術用語集 機械工学編（丸善）
「材料力学入門」深澤泰晴ほか8名著（パワー社）

材料工学（2年），材料力学（3，4年）

2，3，4年次履修した材料工学，材料力学の基本を理解していることが前提
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テーマ 内容（目標，準備など）回
授業計画１（材料力学特論）

1 ガイダンス，材料工学，材料力学の復習 本授業の目標，授業の進め方のガイダンス，材料工学，材料力学の授業内容の復習，材料工学，材料力学の習熟度
のアンケート

2 演習（曲げ（両端支持ばり，片持ばり，張出しばり
））

目標：「曲げ」における適切な計算法（せん断力とモーメントの理解，BMD，SFDを描ける）を使用できる．曲げ
（両端支持ばり，片持ばり，張出しばり）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．
小テスト

3 演習（はりの強さ（はりの強さ，はりのたわみ）） 目標：「はり」における適切な計算法（断面2次モーメントの理解）を使用できる．はりの強さ（はりの強さ，は
りのたわみ）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

4 演習（ねじり（丸棒のねじり・コイルばね）) 目標：「ねじり」における適切な計算法（ねじりモーメントの理解）を使用できる．ねじり（丸棒のねじり・コイ
ルばね）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

5 演習（組合せ応力（主面・主応力，モール円）)
目標：「組合せ応力」における適切な計算法（モールの応力円を描け，各応力方向を把握できる）を使用できる．
組合せ応力（主面・主応力，モール円）の教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小
テスト

6 演習（座屈（柱の強さ）) 目標：「座屈」における適切な計算法（座屈計算の判断理解）を使用できる．座屈（柱の強さ）の教科書例題レベ
ル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

7 演習（鋼と熱処理） 目標：Fe-C系平衡状態図，炭素含有量や熱処理による組織や機械的特性の変化の関連を説明できる．鋼と熱処理の
教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

8 演習（材料の選定） 目標：設計者に必要な材料の基礎知識を有し，JIS規格等を用いながら，適切な材料の選定が出来る．材料の基礎知
識や材料の選定についての教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

9 演習（材料試験） 目標：引張試験，衝撃試験，硬さ試験などの主な材料試験方法の目的，種類，原理を説明できる．材料試験方法の
教科書例題レベル～演習問題レベルの演習をし，解答・解説をする．小テスト

10 中間試験 第1～9回の授業内容から出題

11 中間試験の解答 中間試験の解答・解説

12 トラス構造（静的トラス，骨組み構造） 目標：トラス・ラーメン構造，骨組み構造の基礎を理解し，節点，剛節点，滑節点，自由度を理解し，自由度の計
算ができる．内容：静的トラス，骨組み構造の解説，演習，小テスト

13 トラス構造（節点法1） 目標：静的トラス構造の計算方法のひとつである節点法を理解し節点法を用いて簡単なトラス構造の計算ができる
．内容：節点法（ 格点法 ）の解説，節点法（ 格点法 ）を用いた簡単なトラス構造の計算，小テスト

14 トラス構造（節点法2） 目標：静的トラス構造の計算方法のひとつである節点法を理解し節点法を用いて簡単なトラス構造の計算ができる
．内容：節点法（図式解法）の解説，節点法（図式解法）を用いた簡単なトラス構造の計算，小テスト

15 トラス構造（マトリックス法） 目標：静的トラス構造の計算方法のひとつであるマトリックス法を理解しマトリックス法を用いて簡単なトラス構
造の計算ができる．マトリックス法の解説，マトリックス法を用いた簡単なトラス構造の計算，小テスト

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

M-366


